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粒
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碓
蝋
糊
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搾
一
剛
斡
記
念
出
版

学
園
史
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集
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八
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二
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立
命
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墓
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会



一
二
資
料
の
収
録
に
あ
た
（
：
’
て
は
篇
な
る
べ
く
原
資
料
の
体
裁
を
保
つ
よ
う
努

二
資
料
番
号
は
第
五
集
に
続
く
通
し
番
号
と
し
た
種

一
、
『
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
・
第
六
集
」
は
次
の
資
料
を
収
録
し
た
。

四
、
出
典
は
必
要
に
応
じ
て
、
そ
の
資
料
の
末
尾
に
〔
〕
で
掲
げ
た
。

１３
漢
字
用
語
仮
名
づ
か
い
、
送
り
が
な
雲
句
読
点
等
は
可
能
な
限
り

原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
ま
た
略
字
、
俗
字
等
は
正
字
に
改
め
た
。

４
資
料
の
収
録
に
さ
い
し
「
編
者
が
抜
粋
・
省
略
し
た
も
の
、
お
よ
び
注

記
を
付
し
た
も
の
は
す
べ
て
〔
〕
で
示
し
た
。
す
な
わ
ち
〔
抜
粋
〕

〔
省
略
〕
〔
注
・
・
・
〕
等
で
あ
る
。
な
お
（
）
で
示
し
て
い
る
の

は
原
文
の
も
の
で
あ
る
。

２
原
資
料
が
横
書
の
も
の
で
あ
っ
て
も
縦
組
み
と
し
た
場
合
は
そ
の

旨
を
☆
印
で
示
し
た
。
な
お
資
料
中
の
年
月
日
等
の
数
字
に
つ
い
て
は
、

め
た
か
、
次
の
点
を
配
慮
し
た
《
』

１
表
題
に
つ
い
て
・
編
者
か
注
記
し
た
も
の
お
よ
び
資
料
の
年
月
日
等

(五)(四)(三） (二)(一）
を
付
記
し
た
部
分
は
戸
〕
で
示
し
た
。

そ
の
ま
ま
漢
字
に
直
し
た
犀

国
際
学
術
交
流
言
国
外
留
学
に
関
す
る
資
料
筆

以
上
に
つ
い
て
は
、
学
校
法
人
立
命
館
が
所
蔵
す
る
資
料
に
よ
っ
た
。

を
中
心
と
し
て
、

教
職
員
に
関
す
る
資
料
《
》

学
生
厚
生
に
関
す
る
資
料
皇

財
政
に
関
す
る
資
料
・

施
設
に
関
す
る
資
料
。

凡

例

５
原
文
に
お
い
て
明
ら
か
に
誤
記
、
誤
字
と
み
と
め
ら
れ
る
も
の
は
編
者

が
訂
正
し
た
。
ま
た
疑
義
あ
る
場
合
（
マ
マ
）
を
付
し
、
誤
用
と
思
わ
れ

る
も
の
は
〔
〕
で
補
い
、
脱
字
等
は
□
で
示
し
た
。
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一
〕
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〔
大
正
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度
財
団
法
人
立
命
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収
支
決
算
表
〕
…
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…
…
…
…
：
…
：

昭
和
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収
支
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算
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〔
財
団
法
人
立
命
館
〕
…
・
…
・
…
…
…
…
・
…
…

昭
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理
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〔
昭
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一
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〕
…
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．
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…
…
…
：

昭
和
拾
四
年
度
財
団
法
人
立
命
館
収
支
決
算
書
…
：
…
…
：
…
…
…
・
…
・
…

昭
和
十
七
年
度
財
団
法
人
立
命
館
収
支
決
算
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

昭
和
弐
拾
年
度
財
団
法
人
立
命
館
決
算
詣
表
・
・
…
…
…
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…
：
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…
…
：

昭
和
弐
拾
弐
年
度
財
団
法
人
立
命
館
決
算
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…
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昭
和
二
五
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度
学
校
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命
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算
書
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昭
和
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年
度
学
校
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立
命
館
決
算
＃
…
…
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：
…
…
：
…
…
：
…

昭
和
三
五
年
度
学
校
法
人
立
命
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決
算
善
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
．
．
…
…

昭
和
四
○
年
度
学
校
法
人
立
命
館
決
算
書
…
：
…
…
：
…
…
…
…
…
…
：
…

昭
和
四
五
年
度
学
校
法
人
立
命
館
決
算
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〔
長
期
計
画
進
行
状
況
含
む
〕
・
・
・
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
：
…
．
：
…
…
…
．
．

〔
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
度
決
算
報
告
〕
…
：
：
…
・
…
…
…
…
・
…

〔
昭
和
五
‐
↑
年
（
一
九
七
五
）
度
決
算
報
告
〕
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…

〔
一
九
七
九
年
度
決
算
報
告
〕
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…

〔
一
九
八
三
年
度
決
算
報
告
〕
・
・
・
…
…
：
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
…
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…
…
脳
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要
〈
八
二
年
度
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計
答
申
学
園
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政
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に
つ
い
て
〔
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年
代
の

財
政
分
析
〕
ｌ
「
巻
末
付
表
」
．
：
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
…
…
：
：
…
…
．

八
山
九
〔
財
政
五
ヶ
年
計
画
（
昭
和
三
三
～
三
七
年
度
）
〕
…
：
…
…
・
…
…
…
…

八
言
〔
新
五
ヶ
年
計
画
（
昭
和
三
五
～
三
九
年
度
）
に
つ
い
て
〕
ｌ
「
別
紙
」
：
．

八
雲
〔
昭
和
三
八
年
度
長
期
財
政
計
画
（
第
一
次
長
計
）
〕
…
：
…
…
…
…
…
・

八
垂
一
ふ
た
た
び
学
園
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
〔
一
九
七
○
年
一
二
月
〕

ｌ
「
付
お
よ
び
付
表
」
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…

八
吾
一
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題
〔
一
九
七
三
年
一
○
Ⅱ
〕
ｌ
「
グ
ラ
こ
…

全
四
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題
〔
一
九
七
五
年
一
○
月
〕
ｌ
「
グ
ラ
フ

お
よ
び
附
表
」
…
…
…
・
・
…
：
．
…
．
．
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…

八
五
五
一
二
世
紀
を
展
望
す
る
今
後
の
学
園
創
造
の
た
め
に
ｌ
立
命
館
大
学
の

現
状
と
課
題
〔
一
九
八
三
年
一
○
月
〕
ｌ
「
別
表
」
…
…
…
・
…
…
…
：
…

八
関
係
資
料
Ｖ
資
料
七
○
二
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題
〔
一
九
七
九
年

一
○
月
〕

〔
三
〕
募
金
・
募
債
関
係
と
記
念
事
業
、
長
期
計
画
事
業
等
の
概
要

〔
二
〕
長
期
計
画
”
学
費
引
上
げ
時
に
お
峠
る
財
政
関
係
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八
五
（
〈

八
五
九

八
一
く
つ

ｆ
』
一
、
し

り
ノ
ュ
／
；
ノ

八
八
つ

八
八
一

八
八
二

八
七
八

八
↑
〕
犯

Ｌ
言
一

ノ
妄
’二

施
設
に
関
す
る
資
料

三
〕
建
物
関
係

〔
二
土
地
関
係

財
団
法
人
立
命
館
基
本
財
産
募
集
趣
意
書
等
お
よ
び
基
金
寄
附
申
込

報
告
〔
大
正
四
年
〕
…
：
：
…
・
…
：
…
…
．
：
．
：
．
…
：
…
．
．
…
…
…
…
…
…
…

昇
格
〔
大
学
令
に
よ
る
大
学
〕
基
金
寄
附
金
申
込
報
告
等
〔
大
正
一
○
年
〕
…

立
命
館
中
学
基
本
財
産
募
集
趣
意
書
等
お
よ
び
中
学
基
金
寄
附
申
込

報
告
〔
大
正
二
年
〕
…
…
…
…
…
…
・
…
．
．
…
．
．
…
：
。
…
…
・
…
…
…
…
…

財
団
法
人
立
命
館
基
金
募
集
部
規
程
お
よ
び
大
学
基
金
寄
附
収
納

報
告
等
〔
大
正
二
年
‐
〕
・
…
…
・
…
…
…
…
…
．
．
：
．
…
・
…
…
…
…
…
・
・
…
：

〔
御
大
典
記
念
事
業
（
昭
和
三
年
）
資
金
寄
附
、
学
債
等
〕
…
・
…
…
…
：

〔
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業
資
金
寄
附
、
学
債
〕
：
…
…
：
…
…
：
…
…

〔
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
資
金
寄
附
、
そ
の
他
〕
：
…
…
・
…
…
・
…
：
…

立
命
館
〔
創
立
五
十
周
年
〕
記
念
事
業
基
金
募
集
、
事
業
計
画
…
：
…
・
…

立
命
館
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
資
金
募
集
趣
意
書
、
施
設
拡
充
計
画
…

立
命
館
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
施
概
要
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
．
：
：

立
命
館
学
園
施
設
設
備
充
実
〔
第
二
次
長
計
二
九
七
○
～
八
○
年
度
）
〕

資
金
募
集
趣
意
書
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

立
命
館
第
二
次
長
期
計
画
（
衣
笠
一
拠
点
）
事
業
実
施
概
要
：
…
…
・
…
…

〔
戦
前
の
建
物
取
得
状
況
（
明
治
三
九
年
～
昭
和
一
八
年
）

中
学
部
校
舎
の
完
成
〔
大
正
二
～
一
三
年
〕
：
…
…
…
…

立
命
館
大
学
建
築
の
竣
工
〔
創
立
時
～
昭
和
三
征
‐
一
・
…
…
．

〔
戦
前
の
土
地
取
得
状
況
（
財
団
設
立
時
’
昭
川
一
八
年
）
〕
…
・
…

〔
保
有
土
地
面
積
（
一
九
五
五
年
、
一
九
六
九
年
、
一
九
八
一
年
）
〕

： ：ー

；§：

：：：

：：：

：：：

：：：

190189187
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八
十
二
一

八
七
三

八
七
四

八
七
一
五

全
つ
末
脈
記
念
会
館
建
設
資
金
募
集
趣
意
書
会
館
概
略
〔
一
九
七
一
八
年
〕
量
：

ｋ
－
Ｌ
Ｌ

ノ
ノ
ノ

ハ
ル
つ

八
九
一

八
八
三

八
八
四

Ｌ
児
玉

ノ
ノ
五

八
八
六

八
八
上

に
Ｌ
Ｌ

ノ
ノ
ノ

ハ
ヒ
ー

八
十
〕
』
〈

八
七
七 盃

〕
学
費
関
係

〔
四
〕
補
助
金
関
係

請
願
僻
〔
私
立
大
学
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
下
附
に
つ
い
て

（
大
正
一
四
年
）
〕
、
私
立
大
学
協
議
会
…
…
…
…
．
．
…
・
…
：
…
…
…
：
…
…
：

〔
府
補
助
金
交
付
（
大
正
一
五
年
）
〕
・
・
…
…
…
…
：
：
…
・
…
…
…
・
…
…
・

〔
政
府
補
肋
金
交
付
（
昭
和
六
～
一
五
年
）
〕
…
…
…
…
…
：
…
…
…
：
：

一
九
七
○
年
度
以
降
の
補
助
金
の
推
移
に
つ
い
て
…
：
：
．
…
…
…
…
・
…
…

私
立
大
学
経
常
礎
補
助
金
推
移
表
〔
一
九
七
○
～
八
三
年
〕
…
…
：
：
…
：

〔
建
物
延
而
祇
（
一
九
五
五
年
、
一
九
六
九
年
、
一
九
八
一
年
）
〕
…
：
、

一
九
五
七
（
昭
三
二
）
年
四
月
学
舎
配
置
図
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…

一
九
六
三
（
昭
三
八
）
年
四
月
学
舎
配
置
図
〔
第
一
次
長
計
発
足
時
〕
…

〔
一
九
六
三
（
昭
三
八
）
年
四
月
〕
広
小
路
学
舎
教
室
及
部
室
配
置
図
…

一
九
八
一
（
昭
丘
六
）
年
四
月
学
舎
配
置
図
〔
衣
笠
一
拠
点
完
成
時
〕
…

〔
一
九
五
六
（
昭
三
二
年
二
月
’
一
九
六
三
（
昭
三
八
）
年
四
月
の

新
築
建
物
〕
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
：
…
・
…
…
：
：
…
…
…
…
…
：
．

〔
第
一
次
長
期
計
画
事
業
の
新
築
建
物
等
〕
…
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程
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況
（
一
九
七
六
～
八
四
年
）
〕
…

309312311
勺
Ｉ
■
■
且

ｎ
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一
財
政
に
関
す
る
資
料



八
三
〔
大
正
十
一
一
年
度
財
団
法
人
立
命
館
収
支
決
算
表
〕

一
財
政
に
関
す
る
資
料

大
正
十
二
年
度
罰
十
一
両
三
十
師
〕
収
支
明
細
表
財
閣
法
人
立
命
館

〔
｜
〕
決
算
書
関
係

以
'二

1,1
シゴヘ

上

臨
ll寺
部

*又
ﾉにf島

柑
部

収
支
曲
目
内
諜
表

収
支
眺
目
内
灘
表

収
支
税
目
内
諜
表

本商
等
諜
備
校

I"]

部 部

－1一

［
″
．
砧
ｒ

専
門
串
部
四
六
、
四
八
三
、
三
六

高
等
橡
備
校
一
三
、
六
九
九
、
四
○

中
翠
四
九
、
四
四
二
、
八
○

大
畢
像
科
六
、
九
二
八
、
五
○

前
年
度
繰
越
金
一
○
五
、
二
二

合
計
二
七
、
四
五
五
、
八
三

本
部
一
五
、
一
五
二
、
○
○

専
門
単
部
三
七
、
四
五
三
、
二
七

高
等
橡
備
校
八
、
一
七
六
、
六
七

中
串
四
三
、
九
○
三
、
○
一

大
畢
像
科
九
、
四
五
三
、
五
六

借
入
金
伯
還
一
、
○
八
九
、
七
三

次
年
度
繰
越
金
二
、
二
一
七
、
五
九

合
計
二
七
、
四
四
五
、
八
三

掘
埼
人
ノ
“
、

用
Ｌ
Ｌ
少
‐
ｌ
ｒ

十
手
ヨ
ノ
句
測
立
、
一
三

』
雪

△
口
割
引

４
李
小
ノ
一
ノ
ー
引

一
、
一
一
、

ユ
ノ
．
４
１

三
七
七
、
七
○

三
七
七
、
七
○

借
入
金
悩
還
二
八
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

校
舎
建
築
仇
三
二
、
五
七
七
、
七
○

在
外
研
究
慨
三
、
三
○
○
、
○
○

備
品
費
三
、
五
○
○
、
○
○

合
計
六
七
、
三
七
七
、
七
○

。
厩
乳
ノ
ノ
立
同

３
１
ｊ
／
胆

雑
収
入
一
七
五
、
○
二

預
金
利
子
六
二
、
五
三

合
計
七
八
六
、
五
五

；
１
７
鼎
鼎

｜
善
一
二
一
く
一
一

借
地
料
及
税
金
七
六
二
、
九
四

利
子
金
血
、
一
四
八
、
五
一

督
繕
慨
二
、
二
五
、
三
○

保
険
料
及
雑
賀
一
、
八
五
五
、
○
八

合
計
一
五
、
一
五
二
、
○
○

支

,'l

ノ

勝’

授
業
料
四
四
、
○
三
三
、
五
Ｃ
ｌ

入
畢
金
二
、
○
七
一
、
○
○

手
倣
料
二
六
九
、
一
○

雑
収
入
一
○
九
、
七
六

合
計
四
六
、
四
八
三
、
三
六

俸
給
及
雑
給
二
一
二
九
七
Ｃ
，
三
三

消
耗
費
及
通
信
費
三
、
七
五
二
、
八
九

鶴
緋
慨
三
、
二
二
瓦
、
六
○

七
七
四
、
四
○

ｔ
冊
１

淵
ｆ

間
吾
費
五
、
七
三
○
、
○
五

合
計
三
七
、
四
五
三
、
二
七

１
１

１

授
業
料
一
二
六
‐
七
，
七
五
Ｃ

入
阜
金
九
九
六
、
○
○

手
数
料
二
五
、
九
○

合
計
一
三
、
六
九
九
、
四
○

無
柾
雅
‐
刀
似
軸
和
”
征
＋
Ｌ
｜
｜
｜
｜
工
刈
汎
戸
」

消
耗
費
及
通
信
賀
七
四
五
、
八
三

雑
曲
一
○
一
、
○
四

合
計
八
、
一
七
六
、
六
七



､ ､､､､

地
所

建
物

固
書

器
械
器
具
及
標
本

公
債
及
社
債

現
金
及
預
金

財
閣
法
人
立
命
館
財
産
目
録

収
支
悩
目
内
諜
表

収
支
税
目
内
諜
表

坪

三
、
八
二
○
、
七
七

七
二
三
、
三
四

一
八
、
四
三
五
部

四
、
六
一
二
点

大
正
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在

一
一
・
令
兆
一
一
、
．

一
四
八
、

二
八
、

一
○
、

二
○
四
、

一
一
一
一
一
、

中

畢

大
翠
橡
科

Ｐ

七
四
四
、

七
八
五
、

三
五
三
、

八
九
○
、

一
ハ
一
三
一
、

一
二
四
、 以

上一七 七七七○
一五八八六○

一
、
振
替
貯
金

合
計

一
、
債
務

四
一
一
、
一
九

七
一
七
、
九
三
三
、
三
七

五
五
、
八
五
○
、
○
○

以

上

、
乙

把
芽
龍
王
八
匹
ｔ
Ｃ
Ｃ

入
翠
金
三
五
五
、
○
○

手
倣
料
七
二
六
、
五
○

雑
収
入
○
、

合
計
六
、
九
二
八
、
五
○

〃
柾
細
旧
刀
奴
輔
和
〃
柾
夫
｝
刀
’
七
行
）
．
五
六

消
耗
費
及
通
信
費
三
五
○
、
九
一

誉
繕
費
及
備
品
曲
一
、
八
九
○
、
五
○

雑
黄
六
四
一
、
五
九

合
計
九
、
四
五
三
、
五
六

、
土
×
ｒ
卜
上
ｊ
／
川
到
Ⅲ

授
業
料
四
三
、
五
○
六
、
○
○

入
畢
金
八
六
七
、
○
○

手
数
料
三
、
七
七
○
、
三
○

寄
宿
舎
費
及
雑
入
一
、
二
九
九
、
五
○

合
計
四
九
、
四
四
二
、
八
○

必
州
止
小
孤
心
ね
桐
か
前
一
一
一
Ｊ
Ｉ
｜
｜
｜
｜
ニ
ー
ィ
喝
一
一
エ
エ

消
耗
賀
及
通
信
費
二
、
六
八
四
、
四
四

備
品
及
雑
餅
三
、
五
一
四
、
六
一

寄
宿
舎
費
三
六
六
、
七
一

合
計
四
三
、
九
○
三
、
○
一

恥
入
ノ
部



八
一
一
三
昭
和
二
年
度
収
支
決
算
書
〔
財
団
法
人
立
命
館
〕

昭
和
二
年
度
霊
十
一
詔
三
十
頭
〕
収
支
決
算
書

壁L
寸今

部

〔
財
団
法
人
立
命
館
〕

高
等
稼
備

大
畢
橡

専

門

校科 部

つ
Ｊ

授
業
料
匹
三
、
Ｃ
四
Ｃ
、
Ｃ
Ｃ

入
畢
金
七
○
八
、
○
○

手
敷
料
一
、
○
○
九
、
七
○

寄
宿
舎
鋤
一
、
○
四
五
、
○
○

理
科
賞
験
間
一
、
三
四
七
、
○
○

府
補
助
費
一
、
○
七
四
、
○
○

雑
収
入
七
、
四
○

設
立
者
補
助
金
二
、
一
五
五
、
○
○

合
計
五
○
、
三
八
六
、
一
○

俸
給
及
雑
給
四
三
、
○
一
七
、
四
六

消
耗
曲
二
、
五
○
四
、
八
三

備
品
費
七
八
一
、
一
八

営
繕
費
一
、
一
二
四
、
六
七

寄
宿
舎
賀
三
五
八
、
八
二

雑
賞
五
七
七
、
二
六

軍
事
教
育
費
八
九
七
、
○
三

合
計
四
九
、
二
六
一
、
二
五

Ｉ
ｊ
－
Ｉ
に

雲
・
一
く
寅
一
ノ
ー
ノ
一
く

高
等
濠
備
校
八
、
七
九
二
、
○
○

専
門
部
五
六
、
九
六
○
、
五
○

大
畢
徴
科
二
一
、
九
三
七
、
五
○

大
単
部
二
三
、
五
五
五
、
五
○

文
庫
一
、
○
○

本
部
三
四
一
、
三
○
四
、
七
八

合
計
五
○
二
、
九
三
七
、
三
八

州
可
且
守
立
口
Ⅲ
吟
刈
ノ
｜
コ
ノ
’
｜
｜
Ｔ
工

高
等
課
備
校
八
、
二
○
一
、
四
二

専
門
部
二
九
、
四
六
九
、
四
三

大
畢
課
科
一
四
、
七
八
○
、
三
一

大
筆
部
二
四
、
七
三
六
、
七
九

文
庫
四
、
六
七
九
、
七
二

本
部
三
七
一
、
八
○
八
、
四
六

合
計
五
○
二
、
九
三
七
、
三
八

一
“
』
ぬ
寺
・
墨
“
孝
・
亭
一

Ｉ

歳
出
ノ
割

手入i
敷畢当
料金ポ

九一
九〕

七 ○ う

○ ○ （
○ ○ （

合
計
八
曇
七
九
二
、
○
○

教
員
俸
給
七
、
○
七
八
、
三
○

消
耗
費
二
三
○
、
八
九

度
告
費
八
六
九
、
七
五

雑
賀
二
二
、
四
八

合
計
八
、
二
○
一
、
四
二

支
出
ノ
部

,△、 校手入授口

敷撃業
計憐料金料

五 匹
六五一 ニ ノ 1

，､､

九 ○五○三
七四一

ユー

ノ、

○ 八六 六 C
,、 ､

五○五○C
○○○○C

教
員
俸
給
二
五
一
三
二
七
一
九
七

消
耗
曲
三
、
○
七
九
、
六
八

営
繕
費
二
○
五
、
一
三

備
品
慨
七
二
二
、
四
三

雑
費
一
三
四
、
二
二

合
計
二
九
、
四
六
九
、
四
三

宮
Ⅱ
判
今
ノ
多
‐
ｒ

『
一
画
・
グ
ー
■
一
〉
』
■
』

合雑校手入授
収敷畢業

計入費料金料

八
、､

九一○七C
六一○五

七三六八○C
話、､､､

五五○○○C
○○○○○C

柊
博
無
哩
汲
却
糊
“
征
一
一
二
Ⅲ
｜
ｒ
」
ｒ
」
｜

消
耗
費
八
九
八
、
二
二

備
品
費
三
一
○
、
二
五

軍
事
教
育
費
一
六
一
、
八
三

合
計
一
四
、
七
八
○
、
三
一

ヌ

Ⅱ

ノ

|苔



文

肇

部部 庫

合

計

､､､､、､､､､

地
所

建
物

間
苦

器
具
機
械
及
標
本

寄
贈
有
償
誌
券

供
託
有
償
諾
券

預
託
金

銀
行
預
金

振
替
貯
金

現
金

合
計

財
閣
法
人
立
命
館
財
産
目
録
（
昭
和
二
年
度
）

贈
金
賢

次
年
度
繰
越
金

一
二
四
一
、
三
ｃ
ｍ
Ｆ
叱
八
合
計

卜八一一
一′、

、、、三

坪

九
三
六
、
六
八

○
五
四
、
五
五

四
八
九
部

一
二
六
個

、

七
、

三
七
五
、

三
二
八
、

四
六
、

二
‐
九
、

八
、

二
五
二
、

一
三
血
、

一
五
○
、

一
、

七 二 三 八 ○ ○二四五二九
八二二八○○五三一一一
四○六二○○○五八六四
、、、、、、、、、、、F~：

○ 七 五 六 ○ ○○一七○○
○ 二 九 八 ○ ○○九三九○

五
○
○

四
五
二
、

八
○
八
、

○
○

一
五

四
六

－ 4 －

塀
”
々
韮
廻
州
つ
丁
一
戸
し
平
方
Ｌ
パ
ハ
ｉ
ｔ
一
二

雑
収
入
一
七
五
、
七
○

家
賃
二
一
四
、
○
○

畢
誌
費
八
六
九
、
六
八

供
託
金
利
子
一
○
、
○
九
三
、
○
二

基
金
部
ヨ
リ
受
入
一
○
、
一
四
五
、
一
○

預
託
金
二
三
二
、
七
四
五
、
九
一

情
和
曾
預
託
金
一
二
、
○
○
○
、
○
○

前
年
度
繰
越
金
六
四
、
五
五
二
、
六
四

畢土借建接備畢消営保利惜給
葬地入築待品誌耗繕険子地料
費買金費費費Vi費賀料金料及
収憤及及淵l
fY還雑税綻

費金

一十
言く

セノ’
八ナ

ニu

九八
四C

ｊ
ノ
グ
Ｉ
、
、
リ
ト

九
二
五
、

ｌ
ノ
一
二
・
】

国
引
Ｊ
‐
訓
ｌ
ノ

○
九

一
ア
Ⅱ

一
、
七
八
九
、
四
八

二
、
二
八
七
、
三
四

一
、
一
七
一
、
八
五

一
、
四
一
三
、
二
二

一
一
八
、
四
七
三
、
五
九

三
、
五
○
○
、
○
○

二
一
、
四
四
三
、
三
五

二
、
四
二
四
、
九
一

｣

川
呪
膨
塁
雌
牛
一
戸
し
戸
」

合
計
一
、
○
○

言
迎
階
佳
泌
祇
二
一
才
血
行
）
〈
し
行
）

消
耗
費
一
三
八
、
○
○

間
諜
購
入
餅
二
、
三
九
一
、
七
二

合
計
四
、
六
七
九
、
七
二

６

１

』
，
ノ
釘

授
業
料
二
一
Ｃ
六
Ｃ
↑
Ｃ
Ｃ

入
肇
金
二
○
、
○
○

手
数
料
二
七
九
、
五
○

校
費
二
、
一
○
六
、
○
○

合
計
二
三
、
五
五
五
、
五
○

教
員
俸
給
一
九
、
五
七
六
、
一
Ｃ

消
耗
費
四
六
七
、
七
三

備
品
謎
三
四
二
、
○
五

雑
曲
三
○
、
九
一

在
外
研
究
税
四
、
三
二
○
、
○
○

合
計
二
四
、
七
三
六
、
七
九

ｒ

〈
山
山
ノ
』



八
一
一
三
昭
和
六
年
度
収
支
決
算
書
財
団
法
人
立
命
館

昭
和
六
年
度
収
支
決
算
書

財
国
法
人
立
命
館

昭
和
六
年
度
収
支
決
算
表
〔
科
目
分
二
算
出
シ
タ
ル
分
〕

－5－

一
ノ
ｒ
上
序
卜
〆
，
、
詑
川
〆
・
Ｉ
、

文
庫
二
、
○
○

商
業
畢
校
二
二
、
七
七
八
、
亜
○

中
肇
校
三
四
、
八
○
三
、
七
五

専
門
部
（
文
畢
科
）
八
、
七
四
五
、
○
○

専
門
部
（
法
継
商
科
）
凡
六
、
二
三
四
、
○
○

大
畢
橡
科
（
甲
班
）
三
六
、
六
二
七
、
○
○

大
畢
散
科
（
乙
班
）
二
、
四
八
八
、
○
○

大
竿
部
（
川
班
）
Ⅲ
六
、
○
四
○
、
○
○

大
単
部
（
乙
班
）
一
七
、
血
一
四
、
○
○

出
版
部
九
六
、
二
三
二
、
八
二

小
計
三
五
三
、
五
六
二
、
三
三

臨
時
部
（
本
部
）
一
二
三
、
四
六
三
、
血
二

前
年
度
繰
越
四
九
、
五
五
八
、
四
九

縄
計
五
二
六
、
五
八
四
、
三
四

ご
〃
守
Ｊ
Ｆ
ｌ
〆
ｊ
、
引
凶
刊
ナ
０
１
，

文
庫
四
、
○
六
六
、
三
一

商
業
撃
校
一
九
、
九
九
三
、
川
三

中
畢
校
三
九
、
六
三
二
、
四
○

専
門
部
（
文
畢
科
）
一
一
、
九
三
五
、
○
八

専
門
部
（
法
継
商
科
）
二
三
、
Ⅲ
九
四
、
二
二

大
畢
徴
科
（
甲
班
）
二
○
、
八
六
九
、
四
七

大
事
橡
科
（
乙
班
）
七
、
三
五
八
、
○
四

大
畢
部
（
叩
班
）
二
六
、
ｆ
六
六
、
○
五

大
単
部
（
乙
班
）
二
、
二
二
一
、
三
四

出
版
部
九
八
、
四
○
五
、
二
一

小
計
三
四
四
、
九
三
九
、
八
一

臨
時
部
一
六
八
、
六
○
三
、
九
七

次
年
度
繰
越
一
三
、
○
四
○
、
五
六

縄
計
五
二
六
、
五
八
四
、
三
四

歳
入
之
釧

歳
出
之
岬

機
業
瀧
三
戸
』
九
ナ
ナ
五
Ｃ
Ｃ

入
畢
金
五
、
一
○
八
、
○
○

校
賛
一
六
、
七
二
九
、
○
○

手
数
料
一
、
五
一
一
、
○
○

試
鹸
手
数
料
五
、
一
六
七
、
○
○

新
聞
亭
聴
講
料
一
、
○
○

講
習
曾
費
二
、
七
二
二
、
五
○

雑
収
入
六
六
七
、
八
○

寄
宿
舎
費
六
五
○
、
○
○

理
科
責
験
費
一
、
○
七
三
、
○
○

府
補
助
金
一
、
五
九
三
、
五
○

閲
覧
料
二
、
○
○

預
金
利
子
一
、
二
四
一
、
六
六

戻
入
金
八
二
、
四
○

供
託
金
利
子
一
○
、
八
九
一
、
四
六

畢
債
利
子
戻
人
二
○
、
一
九

家
賃
二
○
四
、
○
○

偉
維
一
五
五
一
一
五
一
一

雑
給
七
、
六
七
六
、
六
五

度
告
費
三
、
七
七
八
、
九
一

贈
金
伐
八
、
五
三
二
、
四
三

借
地
伐
九
二
七
、
三
六

税
金
二
三
、
七
四

利
子
金
一
九
、
四
六
五
、
五
九

督
繕
慨
二
、
八
七
六
、
四
六

保
険
料
七
○
五
、
九
五

被
服
慨
二
二
、
四
○

電
話
税
一
、
二
三
五
、
七
七

旅
賀
三
八
一
、
七
三

電
燈
費
一
、
七
二
三
、
二
四

ふ
い
里
Ｉ
Ｉ
Ｊ
白
Ｊ
Ｕ
Ｊ
１
、

淵
脈
母
砂
四
○
三
、
八
三

用
紙
文
具
謝
五
七
八
、
六
五

薪
炭
油
費
一
、
五
一
六
、
二
二

鴇
務
餅
三
一
、
二
○

通
信
運
搬
税
一
、
一
○
二
、
六
三

印
刷
費
一
、
八
九
六
、
七
八

雑
伐
五
、
九
五
九
、
五
九

単
債
利
子
一
五
、
七
一
三
、
一
九

備
品
費
三
、
○
九
一
、
四
○

接
待
税
一
、
五
二
○
、
六
九

岡
書
賀
一
、
六
八
七
、
三
五

下
戻
金
一
七
一
、
○
○

大
曾
岱
一
、
七
○
九
、
六
八

ノ

’



責
上
勘
定

用
度
品
費

肇
叢
費

畢
誌
費

禁
衛
隊
誌
費

庚
告
費

攻
皐
曾
費

清
和
堂

経
常
合
計

臨
時

政
府
補
助
金

受
入
金

借
入
金

臨
時
合
計
一
二
三
、
四
六
三
、
五
二

出
版
部

二
五
七
、
三
二
九
、
五
一

八
二
、
九
四
七
、
九
三

四
二
○
、
四
二

一
、
六
五
三
、
○
○

二
、
二
○
九
、
八
○

八
二
五
、
○
○

四
五
、
○
○

三
、
八
八
二
、
○
○

四
、
二
四
九
、
六
七

七三一
八四○
､､竜

九五○
四一○
九三○
､､､

○
○

六
○

九
二

電営度電保誉備組旅俸
燈業告話険繕品合
料費 費費料費費 費費給

式
典
費
二
一
九
一
三
九
○

運
動
曾
費
一
、
七
六
九
、
四
八

軍
事
教
育
識
二
、
五
七
九
、
四
八

講
習
曾
税
一
、
五
○
四
、
七
五

器
械
費
二
七
、
○
二

標
本
及
模
型
品
費
一
○
、
八
○

理
科
薬
品
餅
八
四
、
四
五

寄
宿
舎
費
四
二
五
、
七
三

禁
衛
隊
誌
慨
一
、
四
○

経
常
合
計
二
四
六
、
五
三
四
、
六
○

臨
時

借
入
金
伯
還
一
二
四
、
七
九
九
、
三
一

運
動
場
建
設
資
金
四
七
、
○
○

畢
債
償
還
二
三
、
九
○
○
、
○
○

清
和
講
償
還
一
○
、
九
九
○
、
○
○

厘
劃
整
理
費
一
六
六
、
三
七

供
託
金
八
、
七
○
一
、
二
九

臨
時
合
計
一
六
八
、
六
○
三
、
九
七

五
、
九
四
八
、
三
三

一
六
、
七
○

一
○
、
六
○

一
○
、
○
○

三
三
、
四
○

一
九
、
五
○

四
三
一
、
八
○

二
○
、
○
○

一
四
四
、
三
三

一
二
七
、
二
七

､､､､､､、､、 合
計

前
年
度
越
高

縄
計

Ｉ
Ｔ
Ｉ

一
三
ｐ

地
所

建
物

固
書

器
具
機
械
及
標
本

供
託
有
償
讃
券

寄
贈
有
債
讃
券

預
託
金

銀
行
預
金

振
替
貯
金

現
金

財
園
法
人
立
命
館
財
産
目
録

計

九
六
畳
二
一
三
一
八
二

四
七
七
、
○
二
五
、
八
五

四
九
、
五
五
八
、
四
九

五
二
六
、
五
八
四
、
三
四

坪

一
○
、
八
六
九
、
五
○

一
、
六
○
九
、
五
五

三
二
、
五
一
九
冊

一
一
、
八
一
九
個 薪

炭
油
費

出
版
費

畢
誌
費

肇
叢
費

禁
衛
隊
誌
慨

仕
入
謝

雑
費

家
賃

製
造
灘

清
和
堂

計
合
計

次
年
度
越
高

網
計

通
信
運
搬
費
一
、
八
一
八
℃
一
二

円

五
一
七
、
九
二
九
、
一
五

六
一
一
、
九
○
九
、
二
二

五
三
、
五
九
七
、
八
一

五
七
、
八
三
三
、
一
五

二
八
五
、
五
○
○
、
○
○

六
○
、
○
○

一
○
、
○
○
○
、
○
○

二
、
七
二
五
、
二
五

一
八
、
六
六

二
八
六
、
六
五

一
、
五
三
九
、
八
五
九
、
八
九

五五

一一九四
一L＝二八十五一一○ノ、一一／恥い
､､､､､ 、 ､､､

五○五四三三五四五六一七
八四四○○二五一○九一四七九
四○三五七六○八五二九四○○
､､､、､、､､､、､､､､

三五七二六六一○五一一七九
四六八 一 八 五 五 九 一 一 三 七 三 三
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八
一
一
西
昭
和
拾
年
度
収
支
計
算
書
〔
財
団
法
人
立
命
館
〕

昭
和
拾
年
度
収
支
計
算
書
（
科
目
課
）
韮
醍
狸
叩
唾
型
朋
三
↑
配

出
版
部

●Ｊ
１

一
三
口

一
五
一
五
七
五
、
八
○
運
動
曾
灘
七
二
八
雲

式
典
費
三
、
六
六
二
、

識
習
料
一
、
五
○
五
、

寄
宿
舎
費
三
、
八
四
一
、

瞥
務
局
費
四
七
、

理
科
用
葉
品
擬
一
二
○
、

作
業
費
二
九
五
、

禁
術
隊
費

軍
事
教
育
費
二
、
六
一
八
、

資
習
費
一
○
四
、

基
金
部
へ
繰
入
三
四
、
六
二
七
、

単
価
利
子
二
一
、
八
六
八
、

餓
嬉
鎧
癖
瓢
二
○
、
二
八
九
、

蹄
託
釧
附
餓
二
四
、
○
○
○
、

預
託
金
償
還
八
、
八
三
三
、

借
入
金
悩
還
五
八
、
二
七
四
、

畢
債
償
還
二
三
、
六
○
○
、

地
所
五
、
○
○
○
、

建
物
一
、
○
八
○
、

間
書
二
○
、
○
二
三
、

器
具
機
械
標
本
六
、
五
四
○
、

供
託
有
償
護
券
一
九
、
六
一
四
、

出
版
部
一
五
一
、
五
七
五
、

七
四
一
、
○
四
四
、
二
八
計
七
四
一
、
○
四
四
、

二 八 三 九 四 ○ ○ ○ 二 八○七六八一九二七五七三九九八
八○六五四○○○三六○九七二四○五八三○五九一○

ワ
ｊ

授
業
料
三
一
六
、
八
四
六
、
一
八

入
畢
金
七
、
七
一
七
、
○
○

手
敷
料
二
、
一
四
六
、
五
○

校
賀
一
六
、
五
六
七
、
○
○

試
験
手
敷
料
二
、
二
七
二
、
○
○

講
習
料
四
九
八
、
○
○

責
習
費
一
四
、
五
○

寄
宿
舎
賀
三
、
五
二
八
、
三
三

雑
収
入
一
、
三
六
八
、
八
七

政
府
補
助
金
一
○
、
○
○
○
、
○
○

府
補
助
金
二
、
○
八
二
、
○
○

間
菩
購
入
寄
附
金
七
、
○
九
二
、
○
○

戻
入
金
一
、
一
二
○
、
八
○

供
託
利
子
一
三
、
六
○
四
、
六
四

預
金
及
貯
金
利
子
四
四
二
、
七
六

筆
債
利
子
戻
入
二
二
三
、
五
○

清
和
満
預
託
金
四
、
七
○
○
、
○
○

預
託
金
一
六
、
○
一
五
、
八
六

借
入
金
三
九
、
○
○
○
、
○
○

聖
債
六
八
、
六
○
○
、
○
○

寄
附
金
二
六
、
九
二
五
、
三
二

事
業
部
ヨ
リ
受
入
三
四
、
六
二
七
、
八
二

歳
出
超
過
四
、
九
八
五
、
四
○

ｆ
糸

一
一
一
口
一
Ｆ
１
Ｗ
卜
一
一
‐
ノ
ー
一
．
〆
Ｉ
、
一

雑
給
一
○
、
九
六
○
、
四
五

接
待
費
五
、
二
八
○
、
○
二

退
職
慰
勢

一
て
八
一
二
、
五
○

虻
が
他
小
紺
血
ハ
今
些

借
地
料
九
八
七
、
三
六

税
金
二
○
五
、
七
三

管
繕
費
一
三
、
八
八
三
、
三
六

保
険
料
八
九
七
、
二
○

被
服
費
一
三
、
五
○

電
話
礎
二
、
四
七
一
、
一
五

旅
費
三
、
八
○
八
、
五
四

電
燈
賀
二
、
五
六
一
、
八
三

雑
用
品
費
一
、
七
四
一
、
六
二

用
紙
文
具
費
八
五
七
、
六
八

薪
炭
油
費
二
、
○
二
四
、
八
四

通
信
運
搬
費
四
、
七
四
七
、
六
六

印
刷
費
二
、
八
三
六
、
九
二

雑
費
五
、
九
八
八
、
七
三

下
戻
金
一
三
四
、
○
○

出
版
部
勘
定
一
三
、
一
○
○
、
○
○

三
十
五
周
年
事
業
費
九
、
一
六
一
、
九
六

度
告
費
三
、
五
三
○
、
二
○

畢
葬
欝
一
、
六
二
一
、
七
五

歳
入
之
刻

歳
出
之
部



事
業
部
収
支
計
算
書
（
各
部
内
諜
）

昭
和
拾
年
度
収
支
計
算
書
（
基
金
部
）

貸
借
封
照
表
昭
和
拾
年
度

器
具
機
械
標
本
八
二

供
託
有
償
讃
券
三
五
八
、

有
償
護
券

清
和
堂
井
院
勘
定
一
五
、

預
金
二
七
、

振
待
貯
金

合
計
一
、
七
六
一
、

六
九
・
六
．

八
九
二
、

一
八
九
、

○
○
○
、

三
八
九
、

二
○
、

二
○
九
、

一三七○○九八
九九二○○九匹

。△
ロ 借

入
金

祭
慨

前
年
度
繰
越
金

次
年
度
繰
越
金一

七
六
三
二
○
九
墓
一
九
一

一三二
一ノ､ノ、

く六二七
､､､、

五
四
六
、

三
○
○
、

八
四
四
、

七
四
○
、

二四○・八
六三○○

－8－

や
所
五
三
二
、
○
六
九
、
八
五

建
物
六
匹
一
二
六
七
一
二
匹
三

同
書
一
○
○
、
○
七
七
、
四
○

当
星
金
型
一
（
し
，
九
五
．
七
五
二
匹
八

清
和
識
預
託
金
三
七
、
九
○
○
、
○
○

個
人
預
託
金
五
四
、
一
二
五
、
二
二

狸
雁
斗
丈
ラ
ペ
血
、

や
隙
斗
メ
ュ
だ
立
再

掴
零
年
皿
立
口
一
一
戸
Ｌ
糸
川
一
一
手
工
一
二
戸
Ｌ

合
計
二
○
九
、
一
二
五
、
三
○

当
星
全
錯
制
一
戸
Ｌ
，
刀
一
一
一
王
一
二
ｒ
」

合
計
二
○
九
、
一
二
五
、
三
○

歳
入
之
剖

歳
中
叫
之
剤

雲
水
．
創
叫
九
五
五
声
九
六

大
単
部
甲
五
九
、
四
七
八
、
○
○

同
乙
三
三
、
五
四
一
、
○
○

大
畢
像
科
甲
三
○
、
一
九
六
、
○
○

同
乙
六
、
九
八
四
、
○
○

専
門
畢
部
二
部
六
○
、
○
八
○
、
○
○

同
一
部
一
二
、
一
○
九
、
○
○

同
高
等
商
業
科
三
七
、
七
七
八
、
五
○

同
文
串
科
一
二
、
五
七
四
、
五
○

文
庫

中
畢
校
五
六
、
四
○
八
、
一
四

商
業
畢
校
五
五
、
二
七
、
○
八

補
習
科
六
、
五
二
○
、
○
○

出
版
部
一
五
一
、
五
七
五
、
八
○

合
計
五
三
一
、
九
一
八
、
九
八

，
オ
イ
立
口
ユ
ノ
｜
｜
’
Ｊ
ｌ
Ｊ
ｋ
工
工
ニ
ノ
｜

大
肇
部
叩
三
四
、
六
八
二
、
○
○

同
乙
二
一
、
○
一
五
、
六
一

大
串
像
科
甲
二
四
、
四
六
Ⅲ
、
三
五

同
乙
七
、
二
四
五
、
○
四

専
門
畢
部
二
部
二
五
、
九
三
二
、
四
五

同
一
部
一
○
、
二
七
八
、
七
六

同
高
等
商
業
科
一
六
、
三
八
八
、
三
四

同
文
察
科
一
九
、
七
一
四
、
三
七

文
庫
二
、
三
三
二
、
五
三

中
撃
校
四
六
、
○
二
三
、
○
○

商
業
畢
校
四
○
、
六
四
三
、
六
一

補
習
科
三
、
二
一
九
、
六
九

出
版
部
一
五
一
、
五
七
五
、
八
○

歳
入
剰
除
三
四
、
六
二
七
、
八
二

合
計
五
三
一
、
九
一
八
、
九
八

廓
寺
メ
ラ
八
山

励
叫
叫
当
延
刈
刺



八
一
一
一
五
財
団
ノ
財
政
整
理
一
一
関
ス
ル
件
〔
昭
和
一
三
年
〕

拝
一
啓立

命
館
財
閣
ノ
事
業
ノ
披
大
二
伴
上
収
支
ノ
金
額
モ
堀
川
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
財
閣
ノ
財
務
ノ

整
備
ハ
最
モ
緊
要
ナ
リ
、
之
ヲ
以
テ
供
託
金
納
入
、
肇
憤
利
子
支
沸
同
元
金
償
還
、
安
田
信

託
利
排
並
元
金
償
還
等
ノ
如
キ
既
定
ノ
支
出
二
封
シ
テ
ハ
橡
メ
其
資
源
ヲ
定
メ
テ
之
ヲ
責
行

セ
ザ
ル
ベ
ヵ
ラ
ズ
、
殊
二
昨
年
清
和
識
曾
ヲ
解
散
シ
テ
其
掛
金
柳
戻
ノ
鳥
二
畢
伎
ヲ
誰
行
シ

又
畢
憤
ノ
償
還
期
限
到
来
等
ノ
事
情
モ
ァ
リ
テ
畢
偵
ヲ
増
加
シ
タ
ル
ガ
、
他
二
計
算
ハ
明
一
一

別
途
二
属
ス
ル
モ
中
堅
商
業
校
舎
改
築
ノ
篤
二
約
四
拾
葛
目
二
近
キ
畢
債
ノ
護
行
ヲ
見
ル
ー

至
レ
ル
次
第
ナ
レ
バ
既
定
ノ
方
針
、
撒
定
ノ
方
法
等
ヲ
夫
々
厳
守
シ
テ
之
ヲ
励
行
ス
ル
ヲ
要

シ
候
虚
大
僧
次
ノ
方
法
ニ
ョ
リ
曾
計
整
理
ヲ
賞
行
ス
ル
コ
ト
、
シ
、
重
要
ナ
ル
既
定
支
出
ノ

資
源
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ

一
、
政
府
供
託
金
コ
レ
ハ
向
後
十
三
、
十
四
、
十
五
ノ
三
年
間
二
毎
年
参
葛
側
宛
九
閥
圃

ヲ
納
付
シ
法
定
額
五
拾
葛
間
ヲ
完
納
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
其
納
入
ノ
時
期
ハ
ソ
ノ
年
度
内
二

納
付
ス
レ
バ
差
支
ナ
キ
モ
ノ
ナ
ル
モ
成
ル
ベ
ク
一
月
早
々
二
之
ヲ
責
行
シ
以
テ
文
部
省
二

樹
ス
ル
本
畢
ノ
信
用
ヲ
維
持
ス
ル
必
要
ア
リ
供
託
資
源
次
ノ
通
り

一
、
供
託
金
利
子
年
二
回
下
附
此
金
額
蛍
蔑
五
千
回
以
上

二
、
中
畢
商
業
雨
校
ヨ
リ
ノ
本
部
納
入
金
中
ョ
リ
ー
部
充
営
此
金
額
五
千
目
以
ｔ

三
、
根
本
基
金
破
立
法
ノ
改
正
二
依
リ
ソ
ノ
ー
部
ヲ
供
託
金
二
充
常
ス
ル
ゴ
ト
ヲ
得
ル
コ

ト
、
ナ
リ
、
其
充
常
額
ハ
此
金
額
登
闘
回

以
上
計
金
参
葛
固
卜
篤
ル

ー
、
串
俄
元
利
支
沸

畢
俄
ノ
利
子
ハ
年
二
回
即
五
月
一
日
、
十
一
月
一
日
二
支
挑
フ
モ
ノ
ト
ス
。
整
理
畢
俄
ハ

本
館
財
閣
ノ
財
政
整
理
二
関
ス
ル
中
脈
縄
長
ノ
既
定
方
針
暁
紙
ノ
通
い
ノ
ー
候
御
高
覧

机
成
度

財
園
ノ
財
政
整
理
二
関
ス
ル
件

五
年
ノ
期
限
ナ
ル
モ
械
主
ノ
便
宜
ノ
鳥
メ
跡
時
償
還
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ノ
峰
件
ア
ル
ヲ
以
テ
、

常
二
財
務
部
保
管
資
金
二
除
裕
ヲ
存
ス
ル
コ
ト
ニ
留
意
シ
賞
行
上
回
滑
ヲ
計
ル
ベ
キ
モ
ノ

ｂ
ト
ス

大
事
部
畢
愉
ノ
元
利
支
挑
ノ
資
源
ハ
現
在
ノ
収
支
状
勢
下
二
在
リ
テ
ハ
主
ト
シ
テ
中
畢
商

業
ヨ
リ
納
入
ス
ル
モ
ノ
ニ
拠
ル
ト
雌
モ
、
場
合
ニ
ョ
リ
テ
ハ
整
理
畢
俄
ヲ
以
テ
ソ
ノ
資
源

ト
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス

中
畢
商
業
ヨ
リ
ノ
納
入
金
ハ
現
在
月
額
五
千
間
以
上
十
一
ヶ
月
分
五
葛
五
千
回
ヲ
個
定
シ

得
ル
モ
、
今
後
工
科
肇
校
新
設
等
ノ
タ
メ
ニ
或
ハ
ソ
ノ
幾
分
ノ
減
少
ヲ
見
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ

保
セ
ザ
ル
ガ
、
先
ヅ
五
葛
五
千
回
卜
暇
定
シ
、
ソ
ノ
内
五
千
回
ハ
政
府
供
託
金
ノ
資
源
二

充
営
ス
ル
ヲ
以
テ
、
畢
伎
開
係
二
充
常
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
額
ハ
五
葛
間
ナ
リ
此
内
約
散
葛

間
ヲ
利
子
支
排
資
源
卜
馬
シ
参
闘
凹
ヲ
以
テ
元
金
悩
還
資
源
二
充
ツ
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
コ
ト

ナ
ル
モ
、
コ
ノ
金
額
ハ
畢
債
網
額
ノ
ー
割
ニ
モ
及
（
サ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
別
一
一
若
干
ノ

整
理
畢
倫
ヲ
募
集
シ
、
コ
ノ
償
還
資
源
ヲ
補
足
セ
ザ
ル
ベ
ヵ
ラ
ズ

三
、
長
期
悩
務
ノ
整
理

長
期
債
務
ハ
安
田
信
託
借
入
金
ヲ
以
テ
主
ナ
ル
モ
ノ
ト
シ
其
金
額
拾
六
寓
回
ニ
シ
テ
十
三

十
四
、
十
五
ノ
三
ヶ
年
間
毎
年
五
月
二
十
五
日
二
堂
葛
回
宛
参
蔑
回
ヲ
返
済
シ
残
額
拾
参

閏
回
ハ
ソ
ノ
以
後
契
約
ヲ
更
新
シ
テ
悩
還
ス
ル
激
約
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
右
参
削
側
ノ

元
金
償
還
ハ
ソ
ノ
期
間
二
於
ケ
ル
毎
年
下
付
セ
ラ
ル
、
登
高
凹
宛
ノ
政
府
補
助
金
ヲ
以
テ

之
二
充
営
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
利
子
ハ
年
額
八
千
数
百
回
ニ
シ
テ
漸
次
逓
減
ス
ベ
シ
ト
靴

モ
、
之
二
封
ス
ル
財
源
ハ
中
畢
商
業
ノ
納
入
金
ヲ
増
川
シ
テ
充
常
ス
ル
ョ
リ
外
ナ
キ
モ
ノ

、
ト
ス十

六
年
度
以
降
拾
参
蕊
圃
ノ
元
利
支
挑
二
封
シ
テ
ハ
毎
年
政
府
補
助
金
敢
闘
五
千
回
、

供
託
金
利
子
堂
瓜
八
千
回
及
供
託
金
完
納
後
二
付
ソ
ノ
不
用
ト
篤
ル
ベ
キ
橡
定
資
源
等
ヲ

以
テ
之
二
充
常
ス
レ
バ
短
期
間
ニ
ソ
ノ
完
了
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ

四
、
中
畢
商
業
納
入
金

コ
ノ
納
入
金
ハ
ー
ヶ
月
五
千
回
一
ヶ
年
十
一
ヶ
月
分
五
閏
五
千
回
卜
暇
定
シ
コ
レ
ヲ
本
部

ノ
資
源
二
充
常
ス
ル
コ
ト
次
ノ
如
シ

一
、
畢
俄
ノ
利
子
約
菰
菖
固

二
、
単
価
ノ
元
金
悩
還
約
参
闘
回
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五
、
根
本
基
金
積
立

根
本
基
金
被
立
法
ノ
改
正
一
一
就
テ
ハ
過
日
御
協
縦
致
シ
タ
ル
ガ
現
二
登
簡
側
宛
二
回
計
武

菖
回
ヲ
信
託
シ
十
二
年
度
分
ハ
近
日
五
千
回
ヲ
五
十
年
期
限
ヲ
以
テ
信
託
ス
ル
準
備
成
り

居
し
り
、
根
本
基
金
ハ
年
額
約
試
菖
圃
ヲ
収
入
シ
得
ル
兇
込
ナ
ル
ヲ
以
テ
信
託
二
五
千
回

以
ｔ
ヲ
預
金
シ
タ
ル
残
額
ハ
之
ヲ
供
託
金
ノ
資
源
ノ
ー
部
ニ
モ
充
営
シ
得
ル
ヲ
以
テ
本
年

度
二
於
テ
モ
若
干
供
託
金
二
充
常
シ
タ
リ
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
以
上
各
項
ノ
責
行
二
依
リ
テ
既

存
俄
務
ノ
整
理
ヲ
碓
漉
二
宙
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ベ
キ
モ
継
常
部
ノ
収
支
ヲ
調
節
セ
ザ
ル

ニ
於
テ
ハ
以
上
各
項
ノ
責
行
ヲ
阻
止
シ
財
閣
財
務
ノ
安
定
ヲ
失
う
コ
ト
、
ナ
ル
恐
レ
ァ
ル

ヲ
以
テ
峨
後
二
雌
モ
緊
要
ナ
ル
ハ
経
常
部
ノ
収
支
調
節
ナ
リ
ト
ス

経
常
部
ノ
収
支
ヲ
調
節
ス
ル
ニ
ハ
一
面
二
収
入
ノ
増
加
ヲ
期
ス
ベ
キ
方
法
ヲ
怠
ラ
ズ
他

面
二
於
テ
ハ
支
出
ノ
減
少
ヲ
期
ス
ベ
キ
方
法
ノ
注
意
ヲ
怠
ル
ベ
ヵ
ラ
ズ
、
収
入
ノ
噌
加
ヲ

計
ル
馬
ニ
ハ
新
ナ
ル
収
入
科
目
ノ
設
定
ヲ
考
慮
ス
ル
外
、
従
前
ノ
収
入
科
目
ニ
ッ
キ
ソ
ノ

増
加
ヲ
計
ル
ベ
キ
ハ
勿
論
ナ
ル
ガ
支
出
ノ
減
少
ヲ
期
ス
ル
方
法
ト
シ
テ
ハ
人
件
曲
ノ
減
少

卜
用
度
物
品
等
ノ
整
理
ヲ
働
行
ス
ル
外
ナ
ヵ
ル
ベ
シ

於
テ
ハ
経
常
賀
支
川
ノ
節
減
ヲ
徹
底
ス
ル
篤
二
向
後
三
年
間
人
件
灘
ノ
適
常
ナ
ル
縮
小

卜
用
度
物
品
等
曾
計
ノ
整
理
ヲ
断
行
シ
テ
冗
餅
ヲ
省
キ
荷
モ
経
常
慨
ノ
収
支
調
節
二
支
障

ナ
キ
ヲ
期
シ
タ
キ
ヲ
以
テ
各
位
二
於
テ
モ
上
述
ノ
次
第
御
了
解
州
成
度
年
初
二
際
シ
財
閣

財
政
ノ
状
況
ヲ
報
告
労
今
後
ノ
御
配
慮
州
願
度
尚
整
理
畢
俄
唯
募
勧
誘
等
御
霊
カ
ノ
程
切

望
致
候
敬
具

昭
和
十
三
年
一
月
十
七
日

立
命
館
総
長
中
川
小
十
郎

三
、
政
府
供
託
金
ノ
補
充
約
五
千
回

外
二
追
加
納
入
額
ヲ
登
菖
堂
千
固
卜
暇
定
シ
ソ
ノ
用
途
次
ノ
如
シ

行
Ⅱ
〃
岸
㎡
↓
・
彦
Ｆ
ト
レ
に
１
川
呈
『
ｎ
列
躯
Ⅱ
Ⅱ
〆
・
一
《
二
一
調
一
が
昌
一
．
一
〃
｝
小
目
・
・
Ｐ
・
一
肝
叩
旧

右
ノ
計
算
二
於
テ
ハ
年
額
参
千
目
ノ
除
剰
ヲ
見
ル
、
コ
レ
ヲ
以
テ
以
上
諸
計
算
ノ
過
不
足

調
節
ノ
資
源
ト
ナ
ス
ゴ
ト
ヲ
得
ベ
シ

安
田
信
託
借
入
金
利
子

殿

〔
一
：
立
命
館
大
畢
回
議
書
」
（
昭
和
一
三
年
一
月
二
六
日
）
〕

約
八
千
側

八
一
一
一
六
昭
和
拾
四
年
度
財
団
法
人
立
命
館
収
支
決
算
書

収
挫入

之

常部

昭
和
拾
四
年
度
財
園
法
人
立
命
館
一
般
曾
計
収
支
決
算
書
〔
抜
粋
〕

部

〔
注
・
科
目
の
う
ち
目
、
予
算
額
、
増
減
、
摘
要
の
欄
ｌ
省
略
〕

－ 1 0 －

押
身
ｊ
ｒ
七
巻
升
分
団
亀
庖
巾
で
ノ

第
口
立
命
館
大
畢

一
、
授
業
料

二
、
軍
事
教
練
岱

三
入
肇
金

叫
入
畢
検
定
料

五
、
追
試
験
料

表
編
入
試
験
料

七
、
護
明
手
数
料

へ
校
跳

梁
講
習
料

己
、
雑
収
入

－
１
可
一
〆
４
‐
一
一
戸
一

一
五
四
』
、
三
一
四
、
一
く
つ

一
二
七
、
九
一
七
、
つ
つ

五
、
五
五
五
、
つ
つ

二
、
二
五
五
、
つ
Ｃ

三
、
二
つ
つ
、
Ｃ
つ

一
、
つ
三
つ
、
Ｃ
つ

一
七
つ
、
つ
つ

二
、
Ｃ
四
起
、
つ
つ

一
一
、
一
一
つ
、
つ
つ

七
五
一
〈
こ
こ

二
七
二
、
一
く
つ

戸
柱
・
Ｌ
Ｔ
に
ご
じ
て
似
雅
，
Ｅ
α
’
零
」
を
雀
睡
」

第
日
馳
榊
獅
誌
鍔
三
三
〈
八
、
八
七

第
四
立
命
館
中
畢
校
一
ｓ
、
一
三
、
里

第
⑤
立
命
館
商
業
畢
校
三
、
菌
一
、
豊

第
㈲
立
命
館
夜
間
中
亭
二
、
窟
三
、
ち

第
旧
敵
誇
沌
燕
劉
榊
八
二
一
、
八
毛
、
一
〈
八

第
㈹
立
命
館
出
版
部
一
電
、
五
台
、
灸

品
評
抑
Ⅵ
窒
型
促
全
Ｆ
戦
戸

第
㈹
雑
収
入

第
口
前
年
度
繰
越
金

経
常
部
計

｛
〈
、
九
二
〈
、
’
二

四
六
、
五
七
七
、
一
つ

ソ
イ
｜
イ
｜
｜
丑
こ

一
一
一
弓
一
吟
Ⅲ



支
m,'i',
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逢

常部

部

収
臨入

之

時部

部

特
別
曾
計
謝
恩
義
金
決
算
〔
抜
粋
〕

収
入
之
部
支
出
之
部

特
別
曾
計
根
本
基
金
収
支
決
算
〔
抜
粋
〕

収
入
之
部
支
出
之
部

臨

時

部

差
引
残
ナ
シ

差
引
残
ナ
シ

－ 1 1－

弟
旧
立
命
館
大
挙
一
一
元
、
附
一
、
先

一
〃
祇
岬
や
ハ
ｃ
ハ
火
皿
七
メ

ニ
、
諸
給
五
、
七
言
、
全

三
備
品
晩
北
、
犬
二
言

可
、
財
１
諺
七
ｈ
ｌ
上
、
一
一
五
四
、
一
二

Ｆ
鋪
側
仁
木
０
Ｊ
ｌ

蕊
研
究
曲
四
壱
、
ｇ

ぺ
生
徒
諸
岱
三
、
畠
三
、
至

上
、
〃
今
推
Ⅷ
冊
Ｌ

一
、
七
一
八
、
蕊
八

１
４
１

へ
保
険
料
児
叫
豊

北
、
借
地
料
空
一
、
ｇ

－
Ｑ
夏
期
溝
習
曲
一
パ
室
、
全

二
、
雑
曲
三
三
〈
、
企

〔
注
・
以
下
に
つ
い
て
は
科
目
の
「
項
」
を
省
略
〕

訴
切
１
立
命
館
大
風
子

算
に
専
門
単
部

一
（
）
一
、
七
四
一
、
含
一

第
臼
立
命
館
中
畢
校
セ
パ
三
、
夫

〃
藍
闇

王呈I』L1三三二二
､､、､

委浦委涌補涌府j
託洲洲補I
生洲託圃肋固助キ
絵政政金［
費園費府金府茜

第
口
寄
附
金

｜
ニ
ー
ニ
ニ
ニ
ゞ
ｃ
ｃ

二
、
五
四
二
、
九
つ

三
つ
ｏ
、
つ
。
つ
、
つ
。

二
二
、
五
つ
つ
、
つ
一

四
三
、
・
つ
つ
、
。
つ

九
つ
、
九
二
一
、
一
二

維第第第第第第第第第；

常（主)()P(+)(ﾉI)(八)(七)(六)(五(1)
部次錬日散財寄立立高立立。
計年所木備園宿命命等△命6

§灘""騰撫;
金部騰撒戦

七
三
、
九
六
四
、
一
二
〈

一
一
、
上
迩
一
、
理
一

一
獅
七
、
八
一
三
、
四
四

二
、
八
一
四
、
五
三

二
川
上
、
五
八
つ
、
八
九

二
八
、
七
八
一
〈
、
九
・

一
三
四
、
九
二
九
、
八
五

空
、
、
ノ
ー
二
軍
、
こ
ぎ
一

一
一
三
一
Ｊ
ブ
ー
ニ

ｒ
ｌ
Ｈ
１
ｌ
ｌ
’
’
１
１
４
，
１

げ
偲
勇
割

第
巳
根
本
基
金
繰
入
金

第
四
信
託
受
益
金

第
⑪
借
入
金

第
㈲
清
和
堂
書
院
勘
定

臨
時
部
計

収
入
合
計

ノ
く
こ
ぐ
こ
く

二
、
つ
二
九
、
韮
七

五
打
一
七
、
七
一
〈
五
、
つ
Ｃ

こ
く
、
九
つ
つ
、
ｃ
つ

一
、
つ
九
通
、
九
一
く
つ
、
一
八

一
、
Ｃ
一
〈
七
、
一
〈
七
一
、
一
〈
八

科
目

吠
算
額

与
弄
ノ
ト
誰
胡
厭
鳴
争
冷
１
巾
で
人

第
口
雑
収
入

第
臼
前
年
度
繰
越
金

｜
亡
一
ハ
九
一
一

五
二
、
九
一
〈

二
、
四
五
五
、
四
六

一
二
、
一
〈
九
七
、
五
三

雁

目

択
宜

箕

鵠
芽
ノ
ト
庄
他
，
本
郷
塾
金
券
叩
入

第
口
雑
収
入

第
白
前
年
度
繰
越
金

｜
壬
ノ
ブ
’
’
’
一
プ

七
五
、
四
源

一
、
五
一
二
〈
、
Ｃ
一

一
伽
一
、
五
つ
一
一
、
八
五

＋
卯
昌
５
‘
‘
‘
‘
‘

み←持缶砦婦戸持

弟弟弟弟弟弟

(六）（五）（四）（三）（二）（一）
阜日昔負信資単供
牧涌繕債託金附託
劃渦費償預支奨金

群誉金川剛
間科

戸
」
｜
』
一
一

三
七
玉
九
ハ
七
八
五

三
一
二
、
一
一
三
九
、
｜
一
天

一
九
一
、
一
〈
こ
く
、
二
九

祇

告

額

今
夢
一
斗
融
卜
北
当
学
名
釦

｜
誼
朗
区
心
妻
家
禽
立
春
催
１
上
歩
苛

二
、
謝
恩
金

計

’
一
一
一
〈
九
七
五
三

一
一
、
二
三
一
、
九
一
〈

一
、
四
一
〈
五
、
五
七

一
二
、
一
〈
恥
一
半
］
、
一
室
一
二

1

」

Ａ
】
に
ノ
ｆ
二
Ｉ
Ｉ
Ｔ
が
‐
０
｜
身
４
１
司
晶
Ｆ
ノ
ー
、
】
】
『
三
．
Ｌ
、
卜

一
、
根
木
‐
埜
金
Ⅲ
預
金

二
、
繰
入
金

二
言
Ｐ

一
九
↓
五
つ
二
八
五

一
一
、
五
つ
二
、
八
五

八
、
つ
。
つ
、
つ
つ
・
圭

一
上
、
五
つ
二
、
八
五

第
化
土
地
購
入
費

第
㈹
畢
資
貸
輿
金

第
伽
細
硫
調
緬
癖

臨
時
部
計

支
出
合
計

引
剥
、
呈
一
ヲ
’
’
’
’
’

一
、
．
三
七
↑
》
、
つ
つ

四
五
、
つ
つ
つ
、
つ
つ

｜
ｃ
七
五
、
一
七
六
九
九

二
、
つ
一
〈
七
、
六
七
一
、
一
〈
八

［
〕
』
峠
］

■
ず午

．

決
算
額



（
ご
地
所

基
本
財
産
計

（
二
）
建
物

一
、
資
産
合
計

内
基
本
財
産

普
通
財
産

財
産
目
録
（
昭
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）
〔
抜
粋
〕

財
園
法
人
立
命
館
貸
借
封
照
表
昭
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日

、、

七
八
八
、
七
六
八
、
七
一

三
二
九
、
七
一
二

二
四
四
、
二
九
一
、

○
八
五
、
四
二
○
、

○
二

二
○

八
二

基
本
財
産
計
一

（
三
）
備
品
及
固
害

普
通
財
産
計

（
四
）
有
償
詩
券

普
通
財
産
計

（
五
）
預
金

基
本
財
産
計

普
通
財
産
計

（
六
）
現
金

普
通
財
産
計

（
七
）
其
他
ノ
資
産

普
通
財
産
計

〔
注
・
資
産
諸
負
債
と
も
各
項
の
内
訳
省
略
〕

二
負
債
合
計
三
四
四
七
。
六
七
八
、
七
五

借
入
金
計
四
○
○
、
○
○
○
、
○
○

単
債
計
九
九
五
、
一
七
○
、
○
○

個
人
預
託
金
計
五
二
、
五
○
八
、
七
五

四
九
九
、
五
二
三
、
○
○

五
○
四
、
五
二
○
、
○
四

四
二
七
、
四
四
三
、
八
○

二
八
、
○
七
六
、
六
九

七
○
、
一
七
二
、
四
○

一
○
、
○
○
五
、
三
八

一
、
二
○
○
、
○
○

－12－

土
州

建
物

器
具
機
械
標
本
什
器

間
狐
Ｊ

政
府
供
託
金

［
４
１
伽
州
Ⅱ
三
二
胴
、
『
ヌ
ソ
ｆ
Ｌ
レ
ニ
同

現
金
供
託

信
託
預
金

清
和
堂
神
院
勘
定

畢
資
貸
輿
金

銀
行
預
金

振
待
貯
金

金
銀

合
計

モ
ノ
が
セ
ナ
・
ｍ
Ｊ
七
一
一

一
、
四
二
七
、
四
四
三
、
〈
つ

一
二
四
一
、
二
七
四
、
三
一
〈

三
舎
一
、
二
四
三
、
六
八

五
つ
ｃ
、
つ
つ
つ
、
つ
つ

四
九
九
、
五
二
二
、
つ
つ

二
八
、
つ
●
垂
〈
、
一
〈
九

八
宝
二
一
一
己
．
一
二
Ｆ
《

一
、
三
七
七
、
Ｃ
つ

一
〈
八
、
五
四
四
、
八
五

一
、
一
〈
二
七
、
五
五

一
、
二
つ
つ
、
つ
つ

三
、
三
二
○
兆
、
七
一
二
、
つ
二

供
託
基
本
金

夜
間
中
肇
基
本
金

亭
偵

借
入
金

個
人
預
託
金

創
立
四
十
周
年

寄
附
金
津
偵
立
金

次
年
度
繰
越
金

△、
ロ

計

虫
Ｆ
仙
酔
ロ
ゴ
｜
〆
』
一
一
一
言
ゴ

五
つ
つ
、
Ｃ
つ
つ
、
つ
つ

三
つ
、
つ
つ
つ
、
つ
つ

九
兆
垂
、
一
七
つ
、
つ
Ｃ

四
つ
。
、
つ
つ
つ
、
つ
つ

五
二
、
五
つ
八
、
七
五

一
一
、
つ
二
八
、
二
七

二
元
四
、
パ
ヘ
九
七
、
四
一

’
二
、
一
二
一
九
、
七
一
二
、
宮
一

賑｜

目

張

信

荏
屍
蝉
駐
／
立
間

壱
三
個
性
立
口



八
一
一
一
七
昭
和
十
七
年
度
財
団
法
人
立
命
館
収
支
決
算
書

収
経入

常之
部部

』
、
、
並
叫
刃
１
１
Ｌ
，

〆
一
望
凹
刃
三
座
仏
作
‐

尖
雑
収
入

へ
校
曲

十
］
、
証
明
手
数
料

昭
和
十
七
年
度
財
園
法
人
立
命
館
一
般
曾
計
収
支
決
算
害
〔
抜
粋
〕

〔
注
・
科
目
の
う
ち
目
、
予
算
額
、
増
減
、
摘
要
の
欄
ｌ
省
略
〕

一
つ
、
八
九
一
〈
、
。
今

一
、
九
つ
七
、
つ
つ

二
五
つ
、
つ
つ

五
つ
つ
、
つ
つ

支
出
之
部

経
常
部

臨
時
部

－13－

〔
注
・
以
下
に
（
限
て
睦
科
間
の
一
項
」
を
省
略
」

第
四
麺
諦
魂
妹
蝉
需
蛎
三
四
九
、
七
一
六
、
ｇ

第
脚
立
命
館
上
八
聖
専
門
四
・
（
卿
・
・
、
堂

Ｊ
１
剛
字
却
叫
（
丁
圭
‐
叩
唾
）

第
向
枢
命
識
第
探
一
三
仁
、
一
唱
、
術

、
ｊ
寺
辿
ム
叩
舗
師
管
弟
一
一

第
化
中
単
校

四
五
、
八
三
一
〈
、
一
五

第
㈹
立
命
館
商
業
畢
校
両
一
、
元
一
く
こ

－
，
斗
ト
レ
芸
一
口
／
『
、
｜
エ
オ
ー
｜
｜
・

二
、
”
釧
知
蝿
跡

第
口
普
通
財
産
収
入

第
ヨ
立
命
館
十
ハ
皇

１
法
文
皐
部

一
、
授
業
料

二
、
禁
衛
隊
側

三
人
畢
金

四
人
単
検
定
料

峰
追
試
験
料

４
コ
｜
己
ヨ
ト
ー
、
ユ
ー
、
二
Ｉ
Ｄ
Ａ
－

入
》
に
鐸
一
四
「
宅
一
／
ｒ
に
ノ

必
二
一
〃
八
．
、

「
脚
此
０
１
弄
“

｜
ノ
三
三
二
ノ
ノ

ー
ル
、
三
・
三
、
一
・

喜
一
、
言
』

一
一
九
七
バ

ー
、
七
九
江
、
八
七

些
七
、
二
三
二
、
五
つ

一
ハ
ル
、
パ
四
七
、
五
つ

四
三
、
ふ
く
九
卓
一
、
つ
つ

三
、
五
兆
つ
、
。
つ

一
通
、
一
一
つ
、
つ
つ

狸
四
つ
、
つ
ロ

科
白

が
辞
兵
舜
唾

経第第第第第第第肖
常供)(Ste)()(';)(上)(+)(ノ
部前自禁馬禁雑立立立］1
計年馴術収命命命f

鳥騨徽i入館館館‘;i',医寄ィ
越習所隊版務宿’1
金所隊 部 局 舎 に

上

三
九
七
九
二
二
三

二
五
、
四
七
七
、
一
四

二
八
、
一
二
九
つ
、
一
つ

四
二
五
、
七
七
八
、
五
五

五
、
七
二
五
、
二
一

州
、
七
つ
二
、
二
三

｜
｜
吋
、
Ｎ
Ｌ
Ｉ
に
ｎ
三
一

イ

I

守
寺
１
Ｊ
キ
リ
云
叩
姑
や
十
ハ
理
十

闘
卜
法
文
畢
部

一
、
給
料

二
、
諸
給

三
、
備
品
税

四
、
消
耗
賀

奨
研
究
曲

萄
禁
衛
隊
賀

七
、
営
繕
税

へ
保
険
料

九
、
講
習
費

己
、
借
地
料

二
、
雑
枇

〔
注
・
以
下
に
つ
い
て
は
科
目
の

第
口
軸
淋
識
啄
禅
需
恥
一

一
十
二
』
．
二
一
二
一
九
三

二
四
、
四
一
二
、
八
四

・
一
つ
、
八
七
七
、
二
一

三
二
一
〈
、
三
つ

七
、
二
一
つ
、
つ
二

二
、
一
四
七
、
五
つ

一
三
一
、
九
一
三
、
三
四

一
、
二
七
六
、
一
八

上
一
一
、
二
三

一
三
一
八
、
二
五

四
九
三
全
く
八

一
く
つ
一
〈
、
三
八

「
項
」
を
省
略
〕

一
江
』
一
〈
、
一
五
つ
、
四
七

撃

墜

五匹’三三二二
､､､､

補防委満生満京ロ

儲灘I
金入費府金

晶
芽
催
Ｌ
藍
一
口
司
冊
Ⅱ
全
挫

第
日
信
託
受
益
金

第
四
借
入
金

｜
｜
王
王
ｃ
ｃ
こ
ぐ

二
、
七
八
・
、
つ
つ

一
二
一
〈
、
つ
・
つ
、
つ
つ

九
一
、
五
・
・
、
つ
Ｃ

二
、
二
四
一
、
つ
・

一
〈
七
、
二
二
一
一
、
一
五

二
、
つ
一
〈
四
、
四
一
〈

’
一
皇
‐
’
一
二
三
一
Ｌ
ｑ
一
三
一
一

f

f

、
罪
し
庁
昨
時
プ
氾
久
口

第第第第第第 第 第 第 第 第 第 第 第
(共）（劫（山）（贋）（主）（土）（十）（九）（八）（七）（六）（五）（四）（三）
橡日禁自禁馬禁財立立立立立立中立｢|'立皐立
備 水勅術圏命命命命命命命命部命

《職蕊鴬噌箭単驚瞥謙:阜鮮職
藻習所隊版庫務宿間業陵二校-瞳場隊fi隊部局舎中単、蕊

畢校｜肌I

一
芸
ｐ
ｌ
、
｜
Ⅲ
一
．
ノ
‐
ノ
Ｊ

九
八
二
〈
八
七
↓
：
七
三

三
八
、
つ
一
八
、
五
一
〈

』
〈
一
、
一
〈
一
上
、
八
つ

一
五
、
七
五
三
、
八
つ

四
一
、
三
七
九
、
四
五

二
一
、
五
九
七
、
Ｃ
八

四
つ
、
一
〈
九
九
、
九
八

一
二
〈
一
〈
、
八
一
〈
一
〈
、
三
一

一
四
五
、
一
○
一
〈
、
二
五

四
、
杢
三
、
Ｃ
七

八
』
〈
側
、
北
仁

一
二
、
七
一
（
八
、
ル
つ

一
Ｗ
ニ
ブ
ー
エ
ー

露
伍
仏
桂
鵬
買
却
誉
金

第
㈲
保
険
金

第
㈹
郷
本
磁
催
ョ
釧

第
伽
暇
受
金

第
㈹
敷
金
戻
入

臨
時
部
計

収
入
合
計

玉
ノ
プ
こ
こ
こ
こ

二
二
、
つ
一
〈
一
、
五
つ

九
五
、
五
一
七
、
五
つ

戸
陛
幸
ダ
ニ
一
三
一
二
三
一

五
・
、
つ
つ

七
八
つ
、
五
つ
四
、
八
一
〈

《
］
、
】
ニ
ュ
ー
』
、
ニ
ニ
ェ
ー
、
Ｌ
一

一
一
一
言
一
コ
一
一
一
三
一
一
望
一

天訓

択
誇
鼻
類



臨
時

部

昭
和
十
七
年
度
財
園
法
人
立
命
館
特
康
曾
計
根
本
基
金
収
支
決
算
吉
〔
抜
粋
〕

収
入
之
部
支
出
之
部

昭
一
和
十
《
七
年
度
財
国
法
人
立
命
館
特
殊
曾
計
謝
恩
義
・
金
収
支
決
算
書
〔
抜
粋
〕

収
入
之
部
支
出
之
部

昭
和
十
七
年
度
財
閣
法
人
立
命
館
貸
借
封
照
表
十
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

－ 1 4 －

第
㈲
次
期
繰
越
金

又
と
浄
丁
Ⅸ
Ｐ
↓
ｌ

象
雁
雑
耐
立
口
二
三
、

一
二
一
二
｝
一
・
一
ユ
ニ
ニ
ニ
．
一
生

ジー

一
望
〈
一
〈
一
〈
一
書
つ
四
五
一
．
四
一
〈

ポ

７
姪
」
プ
恐
久
、

！

第第第第第
(五.)m(三.)t)(一）
営負託工信賞与
繕債生畢託金伽
賀憤給料預支典

還料委金出、
賀

二
七
、
ロ
一
（
四
、
四
一
一
〈

七
九
、
つ
四
四
、
○
つ

三
八
（
）
、
七
一
〈
七
、
八
六

一
二
九
、
つ
七
五
、
四
一

ポ

ド

1ノ､

廼

暴』

吟？

第
㈲
根
本
基
金
収
入

一
屋
「
丹
。
Ｈ
ゴ
存
い
耐
剛
叫
叫

二
、
教
職
員
雌
出

丹
Ｆ
フ
ム
ー
咋
杓
エ
イ
Ⅱ
Ｈ
１
ノ

第
臼
前
年
度
繰
越
金

収
入
合
計

ハ
一
・
三
五
伽
〈
五
一
〈

七
五
、
四
一
毛
、
つ
つ

三
つ
、
Ｃ
七
一
〈
、
九
三

一
一
二
、
つ
つ
一
、
二
〈

支臨第第幹
出時（八）（七）（7ミ
合部敷畢殿
計計資剛

金貸リリ
与入
金t

０
二
「
。
「
ユ
声
、
‐
『
一
一
一
‐
『
｜
’

一
、
一
〈
三
七
、
つ
つ

四
四
、
つ
つ

｜
ｃ
七
三
二
ｃ
一
（
匹
過

二
、
七
三
九
、
二
五
一
、
九
一

口
一
一
一
Ｆ
．
』
ザ
当
訓

結
弗
卜
に
極
，
本
廿
墾
全
畿
惟
立

第
口
一
般
会
計
繰
入
金

支
出
合
計

｜
示
匹
ハ
三
弐
禿

九
五
、
五
一
七
、
五
つ

一
二
一
、
つ
Ｃ
一
、
二
〈

択
算
瀬

小供謝根諸肇信圃供｜淵什機建土
沸託恩本預費託託器械
資現義基ケ貸預国 造 器
金金金金金輿金償債書作具物地

引引金
当当
預預
金金

九
ハ
三
ハ
ニ
ニ
、
完
ハ

ー
、
｛
〈
九
一
〈
、
九
二
三
、
一
〈
七

五
八
三
、
七
つ
四
、
四
四

三
四
、
四
四
四
、
一
五

一
二
一
、
○
九
五
、
つ
五

四
九
九
、
五
二
三
、
つ
つ

九
、
九
一
六
、
つ
つ

二
八
八
、
一
七
三
、
二
七

四
、
一
〈
二
一
〈
、
つ
つ

一
二
一
、
七
九
一
、
一
九

二
〈
、
四
八
三
、
一
〈
一
〈

八
一
、
一
二
一
五
、
二
一

四
七
七
、
つ
（
）

一
一
宮
↑
〕
四
つ
』
．
Ｃ
つ

勘
継
圏
基
塑
象
辿

基
本
金

供
託
基
本
金

工
理
事
科
基
金

第
二
中
肇
校
基
金

商
業
肇
校
基
金

夜
間
中
事
基
金

諸
積
立
金

根
本
基
金

謝
恩
義
金

満
洲
園
政
府
補
助
金

借
入
金

隼
償

個
人
預
託
金

二
匹
一
六
一
九
七
亡
狐

一
、
七
つ
九
、
一
．
兆
七
、
つ
八

五
つ
つ
、
◎
つ
つ
」
．
つ
つ

一
つ
つ
、
・
つ
つ
、
。
つ

五
つ
、
つ
つ
つ
、
ｃ
ｃ

一
二
つ
、
つ
つ
つ
、
つ
つ

三
つ
、
つ
つ
つ
、
つ
つ

九
七
、
八
一
八
、
八
八

二
〈
、
四
八
三
、
一
〈
｛
〈

八
一
、
二
二
五
、
三
一

一
〈
つ
つ
、
つ
つ
つ
、
つ
一

二
一
五
、
つ
ｃ
ｃ
、
つ
Ｃ

九
一
〈
一
〈
、
七
八
七
、
一
六

一
一
丘
●
プ
三
王
ご
く

亜

F1?亥

間

尺

潟

●
〆
仁
仙
再
べ
・
立
口

｜
鞘
珊
農
側
Ⅱ

二
、
畢
生
生
徒
鵬
出

第
に
雑
収
入

第
臼
前
年
度
繰
越
金

収
入
合
計

八
四
二
六
・
八
：
八
九

九
、
一
七
一
、
パ
へ
九

七
五
、
四
二
七
、
つ
つ

七
一
〈
一
全
く
四

四
四
、
五
四
七
、
一
〈
九

一
二
九
、
ル
ー
パ
〈
、
一
三

キ

I

レ
ヤ
＄

島
テ
ク
ノ
ー
ｒ
、
一
三
回
－
１
列
‐
封
一
一
二
一
『
乳
‐
『
イ
刃
州
ｊ
】
－
ず
。
、
二

第
口
謝
恩
金

支
出
合
計

ハ
｜
、
三
三
五
二
二

四
八
、
五
八
三
、
ｃ
ｃ

一
二
○
兆
、
九
一
八
、
二
二

宕亡



五I/Ll三一
､､､､-‐

七六
、 ､ 暇

沸
金

敷
金

互
助
会
勘
定

合
計

三
資
産
合
計

内
訳
基
本
財
産

供
託
財
産

普
通
財
産

財
園
法
人
立
命
館
財
産
目
録
〔
抜
粋
〕
昭
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

土
地
炎
三
八
一
三
、
交

建
物
一
、
禿
ベ
ル
一
三
、
老

備
品
及
間
害
八
元
、
一
酉
一
三
酋

或
垂
完
、
盟
一
、
Ｓ

預
金
一
、
二
灸
、
三
一
、
一
石

″
一
一
、
三
つ
九
、
六
一
つ
、
つ
七

現
金
二
、
三
七
、
ｇ

そ
の
他
五
、
一
三
、
９

四
竜
一
《
二
四
一
一
：
五
五
四
一
：
三
三

二
、
九
七
八
、
八
四
七
、
一
〈
二

四
九
九
、
五
二
三
、
つ
Ｃ

一
、
一
四
一
〈
、
一
八
三
、
七
一

二
三
・
・
●
．
つ
つ

二
五
七
、
つ
つ

一
、
一
八
一
〈
、
つ
つ

四
、
左
一
五
、
七
四
つ
、
一
二
一

暇
受
金

翼
賛
金
寄
附

後
期
繰
越
金

合
計

一
言
負
債
合
計
三
三
三
裁
四
召

借
入
金
三
五
づ
ｇ
、
Ｓ

肇
債
坐
会
、
托
七
、
一
六

個
人
預
託
金
一
茜
、
些
云
、
Ｓ

仮
受
命
凹
型
三
、
一
三

四
垂
九
三
二
｜
沓
．
二
二

二
、
九
・
つ
、
つ
つ

一
八
四
、
二
〈
九
、
八
七

四
、
一
〈
二
五
、
七
四
つ
、
三
三

一
喝
Ｊ

「
１
１



八
一
一
一
八
昭
和
弐
拾
年
度
財
団
法
人
立
命
館
決
算
諸
表

昭
和
散
拾
年
度
収
支
精
算
表
郵
帆
綱
一
万
忘
却
卵
一
二
十
面

財
園
法
人
立
命
館

昭
和
一
試
拾
年
度
貸
借
封
照
表
（
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
）

財
国
法
人
立
命
館

三
、
二
つ
。
、
（
）
つ
つ
、
つ
・

五
つ
つ
、
（
）
（
）
つ
、
。
（
）

三
堂
一
、
七
つ
つ
、
一
つ

二
〈
五
、
一
（
五
四
、
一
〈
八

二
く
つ
、
つ
つ
（
）
、
（
）
つ

一
〈
三
、
八
九
二
、
五
四

三
・
、
つ
つ
Ｃ
、
ロ
つ

三
つ
、
（
）
・
つ
、
つ
◎

五
つ
、
つ
・
ロ
、
つ
つ

－16－

受寄信委京精 政 雑 文 農 農 医 寄 実 讃検授預ヨ

藍附湿＃ 洲収訓瀦騨報諦F
給金益給補学肋入給収製収収収数及及貯Z
費金費助補金課入造入入入料入 校 金 叫
返収金肋 収所祭賀利ノ
納入金 人 収 金子
金入

二
Ｆ
Ｗ
生
号
二
コ
』
ヨ
二
二
房
三

ｕ
、
言
』
、
し
、
に
し

〃
腸
フ
プ
モ
ダ
ノ
＋
ジ

ー
、
七
九
四
、
一
九
五
、
一
〈
五

五
つ
、
Ｃ
五
八
、
つ
つ

処
、
六
つ
四
、
九
つ

一
五
、
九
四
一
、
つ
つ

三
、
五
四
一
、
五
。

七
九
、
八
一
〈
二
、
一
一
宍

一
二
、
二
元
九
、
七
五

二
一
〈
、
四
つ
一
〈
、
一
〈
五

一
九
一
、
こ
く
九
、
七
一

二
八
、
四
四
七
、
二
五

三
一
三
、
四
一
〈
三
、
つ
Ｃ

三
一
、
五
つ
一
〈
、
つ
つ

二
つ
、
つ
つ

一
二
二
、
こ
く
四
、
つ
つ

一
二
五
、
一
二

三
一
〈
五
、
四
七
三
、
七
一
〈

五
、
五
つ
七
、
九
つ

三
、
つ
七
八
、
九
一
一
、
八
九

閑
１
Ｌ
ｌ

″
宅
Ｉ
二
１
１

農瞥文雑実営借保消手旅肇

林務具驚繕地険粍篇：驚課局配
支支給費習費料料 Vc賞信員
出tnmmnn
仕其職
入他員
i't俸

給

八
二
二
七
つ
五
九
二

三
九
、
つ
九
つ
、
七
四

三
九
．
一
〈
、
九
九
五
、
五
一

六
七
、
一
五
三
、
四
四

二
九
、
三
二
三
、
七
四

一
五
、
三
二
つ
、
三
四

四
四
、
つ
二
九
、
七
八

一
一
、
八
一
〈
九
、
六
一
〈

七
一
、
九
九
つ
、
四
四

一
七
七
、
六
四
一
、
九
四

一
く
つ
、
六
六
四
、
つ
八

六
、
二
三
一
、
八
三

二
八
、
ｃ
五
つ
、
Ｃ
つ

五
、
四
八
五
、
七
九

一
つ
、
七
九
三
、
五
五

四
四
、
八
五
二
、
一
二
〈

一
、
一
五
五
、
七
一
二
、
七
七

三
、
つ
七
八
、
九
一
一
、
八
九

韮

羅

合 建敷暇小謝根現諸肇信有供供間什標器建三
築預資託償託託器本具

撚瞥鳥喪〃貰預識現圃造模機暇

計勘金金金金金金金輿金券 金伏書作型械物I
定引 引 金

常槽
預預
ケケ

金金

｜
亡
云
亡
王
云
一
匹
三

一
、
八
一
〈
一
〈
、
五
つ
一
、
四
一

八
二
二
、
七
三
五
、
五
三

二
五
、
一
室
一
、
七
つ

一
四
七
、
二
四
七
、
垂
一

二
九
一
、
九
八
一
、
一
二
〈

四
九
九
、
五
二
三
、
つ
Ｃ

四
七
七
、
ロ
つ

九
、
一
二
四
、
三
つ

一
元
三
、
三
七
七
、
八
一

二
、
九
一
〈
二
、
二
四

九
八
一
、
八
一
三
、
九
つ

三
一
つ
、
三
一
九
、
つ
つ

二
〈
五
、
六
五
四
、
一
〈
八

一
合
一
、
八
九
二
、
五
四

二
、
三
八
七
、
四
二

里
卓
苧
二
、
卓
Ｌ
ニ
ヨ
ニ
、
一
二
二

ユ
一
ヨ
ー
ー
引
一
二

阿
南
’
’
○
門
刑
同
▲
‐
’

財
圃
基
本
金

根
本
基
金
基
本
金

供
託
基
本
金

工
理
科
基
本
金

第
二
中
畢
校
基
金

第
四
中
畢
校
基
金

商
業
翠
校
基
金

根
本
基
金
積
立
金

謝
恩
義
金
欄
立
金

借
入
金

串
横

個
人
預
託
金

畢
生
預
り
金

暇
受
金

前
年
度
繰
越
金

本
年
度
繰
越
金

ノ
ー
正
二
君
可

三
こ
ゞ
ｃ
こ
こ
と
ｃ

七
四
九
、
九
五
七
、
一
六

△
二
、
一
七
三
、
五
五

二
一
〈
、
四
五
九
、
つ
つ

一
七
、
九
九
一
、
二
西

一
・
、
五
四
八
、
九
二

一
、
一
五
五
、
七
一
二
、
七
七

一
〈
、
七
二
一
〈
、
つ
九
つ
、
つ
八

‐

’
１

屍
垂
駐
ｊ
ノ
郵
副

７
Ｊ

負
借
ノ
割



八
一
一
一
九
昭
和
弐
拾
弐
年
度
財
団
法
人
立
命
館
決
算
書

収
入
之
部

経
常

跡

昭
和
弐
拾
試
年
度
一
般
曾
計
収
支
決
算
書
〔
抜
粋
〕財

園
法
人
立
命
館

Il.'f

部 部

〔
注
・
科
目
の
う
ち
目
、
予
算
額
、
差
哉
増
減
：
摘
要
の
欄
ｌ
省
略
〕

支
出
之
部

経
常

臨
時
部 部

決

－ 17－

第
Ｆ
補
助
金

第
口
寄
附
金

第
日
信
託
一
受
益
金

第
四
根
本
基
金
繰
入
金

五
一
、
二
〈
一
．
つ
つ

五
九
二
、
一
二
七
五
、
つ
つ

四
、
一
兆
一
、
八
。

五
つ
四
、
五
五
四
、
一
二
（

妖
堂

百
《

安
口

第
㈹
基
本
財
産
収
入
二
、
免
二
、
酋

第
口
普
通
財
産
収
入
充
、
室
五
、
些
一

第
臼
立
命
館
大
学
醤
一
三
一
、
二
一
八
、
９

－
、
授
業
料
叫
因
四
四
一
五
、
Ｓ

二
、
入
学
金
三
一
画
Ｓ
、
ｇ

三
入
学
検
定
料
一
、
一
三
九
ｓ
、
ｇ

四
、
誰
明
手
数
料
へ
査
三
、
ｇ

五
、
雑
収
入
西
北
召
、
Ｓ

〔
注
・
以
下
に
つ
い
て
は
科
目
の
「
項
」
を
省
略
〕

第
四
立
命
館
専
門
学
校
一
三
、
完
一
元
元
、
豆

伏
算
額

第
田
仮
受
金

臨
時
部
計

収
入
合
計

一
、
一
二
二
』
三
一
八
七
一
、
七
五

二
七
、
七
一
元
、
一
〈
九
四
、
四
八

不
Ｅ

伏
許
鼻
麺

片
一
戸
ク
ト
Ｍ
ｕ
Ｆ
Ｌ
狩
三
：
血
に

第
㈹
寄
宿
舎

第
㈲
医
務
局

第
㈹
文
具
配
給
課

第
伽
農
林
課

第
㈹
図
書
館
収
入

第
㈹
雑
収
入

第
㈹
前
年
度
繰
越
金

経
常
部
計

一
一
一
ノ
｜
ノ
｜
｜
フ
三
こ
く

一
〈
、
二
四
つ
、
つ
つ

一
〈
七
、
八
五
一
、
一
一
六

二
、
三
七
つ
、
一
つ
二
、
九
七

一
一
三
、
七
一
〈
二
、
八
つ

一
二
、
つ
九
五
、
五
四

二
、
七
曾
二
、
二
つ
五
、
二
二

二
一
〈
、
五
一
七
、
一
己
一
〈
、
七
三

f

I

択
算
瀬

(九）（八）（七）（六）（五）（四）（三）仁）（一）（－
雑印保′営消備図諸給法

刷険 繕 耗 品 吾 文

費 費 料 t i 費 費 費 給 料 学
部

一
一
二
五
五
、
四
一
四
、
八
八

一
、
つ
七
四
、
一
一
四
八
、
九
三

一
、
四
一
七
、
一
八
九
、
五
五

三
九
廷
九
一
〈
四
弓
つ
つ

二
一
九
、
一
〈
五
八
、
五
○

九
四
、
垂
一
つ
、
一
五

一
〈
四
、
四
七
五
、
七
つ

六
、
八
二
八
、
つ
つ

二
九
、
九
七
一
〈
、
ロ
つ

一
パ
ヘ
八
、
五
五
四
、
つ
五

屍
・
以
下
に
つ
い
て
は
科
目
の
一
項
」
を
省
略
〕

第
口
哩
螺
嬉
鋼
峰
湘
言
八
費
一
元
査

第
日
、
△
叩
館
蓉
門
学
”
三
〈
一
画
四
一
二
一
、
茜

第
四
趣
△
叩
館
蓉
門
学
”
二
、
四
曲
、
ｇ
言
一
八

ロ
ロ
ノ

算
矩

全
日
一
壱
院
左
仙
肘
冊
廼
疋
〆
且

｜
｜
刀
奇
ユ

ニ
、
利
子

Ａ
－
Ｆ
〆
〃
’
し
寺
同
プ
．
Ｉ
ｆ
Ｊ
Ｔ
塩
Ⅶ
入
出
汁
奇
Ｉ
陣
Ｆ
鼻
‐
剛
閏
‐
局
面
Ｊ

１
二
中
坊
峰
全
口

第
Ｅ
特
別
営
繕
費

第
四
備
品
賀

九
匹
五
三
五
云
・
三
声

九
つ
四
、
ｃ
七
七
、
四
一
〈

四
一
、
二
七
八
、
九
つ

五
つ
四
、
五
五
四
、
三
一
〈

ﾉ

フ

プ

ヨ

』

1

雪
封
何
ｕ
Ｈ
Ｈ
ｌ
輪
三
懲
立
口

第
㈲
寄
宿
舎

第
旧
医
務
局

第
㈹
図
書
館

第
伽
文
具
配
給
課

第
㈱
農
林
課

第
㈲
学
生
部

第
凹
教
学
部

第
閏
立
命
館
研
究
所

第
脚
財
園
諸
費

第
㈹
橡
備
慨

後
期
繰
越
金

経
常
部
計

｜
Ｊ
‐
ノ
ノ
』
｜
ジ
吾
一
一

二
・
斗
ノ
ｕ
Ｅ
フ
・
ソ
・
ソ

四
五
一
〈
、
二
七
五
、
三
四

二
、
害
一
八
、
言
宍
、
七
二

一
四
五
、
五
室
一
、
八
三

二
〈
五
、
一
四
四
、
Ｃ
ｃ

八
五
、
一
言
一
七
、
つ
つ

二
九
一
、
七
九
四
、
三
九

一
、
一
〈
九
九
、
一
七
八
、
つ
三

二
三
・
、
五
つ
つ
、
つ
つ

二
、
一
八
九
、
七
・
六
、
四
六

二
三
、
九
一
準
〕
、
九
一
寺
〈
一
〈
七

科
目

汀
〃
禄
員
淘

晶
弄
伍
凋
塁
子
形
幹
穆
靭
謹
男

第
㈲
学
園
拡
充
磯

第
㈲
中
等
部
整
備
欝

第
伽
暇
挑
金

臨
時
部
計

支
出
合
計

一
一
一
一
二
一
ニ
ノ
言
ノ
く

プ
ニ
ｃ
三
三
亡
こ
こ

四
一
〈
一
、
九
一
く
つ
、
つ
つ

一
二
七
一
〈
三
七
五
五
八
一

二
七
、
堂
一
九
、
一
〈
九
四
、
四
八



昭
和
一
訂
拾
弐
年
度
収
支
精
算
表

財
園
法
人
立
命
館

昭
和
一
司
拾
試
年
度
貸
借
封
照
表
（
昭
二
三
・
三
・
三
一
現
在
）

財
園
法
人
立
命
館

-18-

合寄信政雑文農医寄検授預週

託府配林務宿定金才
目

及目7

附受郁収給課局舎料業哩§
iﾘ収収収其塞益肋

利叩
計金金金入人入人入他料子／

一
一
Ｋ
一
Ｉ
と
一
４
一
一
言
弓
一

学
長
役
員
教
職
員
俸
給

手
当
及
賞
興

旅
眺
通
信
伐
其
他

消
耗
賀

保
険
料

借
地
料

営
繕
甜

実
験
実
習
伐

文
具
配
給
課
仕
入
費

医
務
局
支
出

農
林
課
支
出

寄
宿
舎
支
出

立
命
館
研
究
所
支
出

学
債
及
借
入
金
利
子

厚
生
慨

雑
費

理
学
科
移
転
費

学
園
拡
充
曲

中
等
部
整
備
費

本
年
度
繰
越
金

合
計

六
、
Ｃ
つ
六
、
。
つ
七
、
四
一
一

七
、
四
四
一
〈
、
一
〈
六
一
、
一
〈
六

四
九
一
〈
、
一
つ
一
〈
、
一
三

八
四
二
、
三
二
一
、
二
四

一
つ
つ
、
四
四
五
、
つ
四

二
○
、
公
一
。
、
七
九

一
、
三
九
つ
、
九
五
九
、
四
八

一
四
四
、
一
一
三
一
、
七
一
二

二
、
五
八
一
、
二
つ
四
、
五
二

一
四
二
、
六
七
七
、
四
八

三
八
、
四
二
〈
、
四
つ

一
二
、
九
九
八
、
三
七

二
八
一
も
八
二
三
、
二
九

四
一
、
二
七
八
、
九
つ

公
一
、
三
一
九
、
三
九

八
八
四
、
二
九
一
〈
、
一
く
つ

一
、
一
二
二
、
三
八
一
〈
、
八
つ

三
五
、
二
一
壱
、
つ
つ

四
一
〈
一
、
九
一
く
つ
、
つ
つ

二
、
三
二
つ
、
四
九
四
、
Ｃ
一
〈

二
四
』
．
四
一
〈
一
壱
．
八
二
九
｜
吾
三
一

二
、
八
九
三
、
一
西

一
〈
九
、
一
〈
一
五
、
九
三

’
七
力
王
匹
狐
七
力
匡
匡

三
、
二
八
八
、
一
〈
六
一
、
一
〈
五

プ
｜
｜
山
ご
亡
ｃ

一
〈
七
、
八
五
一
、
三
八

三
二
、
七
六
二
、
八
つ

二
、
三
七
・
、
一
つ
二
、
九
七

一
二
、
つ
九
五
、
五
四

五
一
、
一
六
一
、
つ
つ

皿
一
メ
｜
‐
ノ
亡

｜
コ
ー
ン
｜
’
二
一
『
一
コ
こ
こ

斗
同

ｆ

都：

霊

麺

Ｌ
山
Ｌ

二

１

合貸建 敷 暇 小 謝 根 諸 学 信 有供供図什標器建

鷺溌蕊穏蕊
築

付暇挑

勘
預預現↓ハ

計金定 金 金 金 金 金 金 金 金 券金愉書器型械物

二
、
一
八
一
、
一
九
一
、
五
つ

一
、
つ
つ
七
、
七
一
九
、
六
つ

二
一
へ
一
四
・
、
九
つ

七
五
五
、
七
一
五
、
四
三

六
八
九
、
一
二
七
、
四
一

四
九
九
、
二
一
三
、
つ
つ

四
七
七
、
つ
つ

九
、
一
二
四
、
一
一
壱

三
五
七
、
五
一
〈
九
、
六
一

一
二
、
二
九
二
、
二
四

二
、
一
八
九
、
七
つ
一
〈
、
四
六

三
つ
八
、
七
△
二
、
曾
二

室
二
七
、
七
。
｛
〈
、
八
二

五
六
七
、
四
通

四
七
一
〈
、
一
一
己
七
、
一
〈
四

一
五
、
四
九
七
、
つ
つ

五
七
四
、
二
九
八
、
一
〈
一

三
一
己
、
五
つ
。
、
つ
つ

二
、
一
二
一
七
、
四
垂
二
、
七
九

財
団
基
本
金

根
本
基
金
基
木
‐
金

供
託
基
本
金

工
理
科
基
本
金

第
二
中
学
校
基
・
金

第
四
中
学
校
基
金

商
業
学
校
基
金

根
本
基
金
積
立
金

謝
恩
義
金
種
立
金

学
俄

個
人
預
託
金

父
兄
会
預
り
金

暇
受
金

前
年
度
繰
越
金

本
年
度
繰
越
金

合

計

垂
↑
〕

一
一
壱
三
三
七
』
．
四
五
三
七
プ

七
四
二
二
〈
一
二
三

二
四
つ
、
つ
Ｃ

九
つ
、
一
つ
五
、
五
九

三
、
・
つ
つ
、
四
五
五
、
七
八

一
一
、
三
二
つ
、
四
九
四
、
Ｃ
｛
〈

こ
ぐ
こ
く

ロ
つ
、
つ
つ

素J‘

韮
額

村

目

、

凶
『



八
四
○
昭
和
二
五
年
度
学
校
法
人
立
命
館
収
支
決
算
書

昭和25年度学校法人立命館一般会計収支決算書〔抜粋〕

〔注・科目のうち目、予算額、比較増減、備考、各目説明の棚一省N舞

歳入之部

歳出之部

収支差引残高’25,279‘35468：

昭和25年度五十周年記念事業特別会計収支決算明細〔抜粋｡

歳入の部

歳 出の部

|差引不足14,926,324.95

－19－

科目・款I

l授業聯

l授業料

2.研究科

2.実験実習料屡

研究資料憐

1.実教実習聯

2.研究資料霞

3.入学命

決 算 ＃

103,290,95

103,097‘7［

193.200’

31182,900

31744,500

I*,J!H)

8.715.400

科目・款蕊

4.考査；

1.入学検定料

2.大学院考査ド

3追試黙

5.諸手数料

6.財産収入

l財産収ノ

2.財産売払代

決算報

6,921,395."

6.821.100."'

1,000."'

99.295.0（

294.830

1,417,029

1,265‘261

151.7680（

科 目 ・ 款 f f

7.雑収入

8補助金

9繰越金

[n貸付金戻入

II,借入金

歳入合計

決算蔀

2,994,2（

246,6（

8.853,2；

1,69615:

13,000,0(

150.613.2：

科目・款項’

1,大学僧

l給科

2諾給

3需用間

4.謂＃

2高等学校及中学校費

l給科

2．譜給

3.需用街

4.譜街

3.人文科学研究所費

l給科

2．諸給

決 算 ＃

55,830,080.

241597,069.（

18.228,302.‘

11,437,237.

1,567,471.'

28,5691769.1

13,124,840.'

9,647！602.1

4,261,881.'

1,535,445.'

1,625,079,'

220,960.1

ワRqq9q（
とJJ.JしJ_

科 目・款項

り
ひ
Ⅸ
リ
ー
山
Ｆ
Ｔ
仏
殿
刑
剛
寺
腸
Ｊ
ひ
少
山
ふ
１
，
踏
刷
・
リ
仏
湖
“
Ｆ

飾
り
芯

腿
》
１

用
鯉
用
識
用

語
而
率
狛
室
日
仏
桓
李
臨
幸
而
率
的
二
子
妙
相
率
砿
乗
而
率
館

ｎ
ｑ
４
強
両
凶
‐
Ｌ
ｎ
ム
ｎ
ｑ
ｊ
エ
銘
訊
‐
上
ワ
坐
り
ｑ
４
軸

４

５

6.管理‘

決算棚

665,872'ミ

4841923.9里

1151384."

032,798.0（

756,225.0（

233,073."

931287.5〔

938,804."'

010,565."'

150,945.

0911157."

6861135.*'

763.634"

科目・款嘩

馳
十
〃
荘
群
間
刺
陶

用

給
諸
需
諸

喜
１
１
ｎ
／
］
ｎ
く
Ｊ
川
雅

7.貸付金

8.予備償

9教員免許認定講習1

10.負債償還金

11.信託預金

12繰出金

歳出合計

決算額

ｊ
く
７
ｊ

ｊ
ｌ
く
１

１

4.301,5f

3,775,31

2,623,2（

2,063,4（

2,269,6（

220,2S

13,290,6:

4,0（

706,5］

125.333.8（

科目・款I

1.寄附f

2.繰入命

決 算 制

671

900""

科目．款項

3．借入

4．雑収

決算瀬

13,000.000_

19.086』皇

科目・款r

5.繰越金

歳入合計

決算額

4,200,000.（

19.889.159''

科目・款ェ

1.記念事業猫

l役職員#酬及給料

2諸給

決 煎 御

21.541.444

¥Wi.Z

299,4：

科目・款項

3需用1

4事業1

5.ii

決算額

1331639.“

20,888,865.''

62.233-5〔

科目・款g

2負価償還1

3.予備闇

歳出合計

決算額

13,2741040.'-

0

34.815.4844



昭和25年度謝恩基金収支決算明細〔抜粋〕

歳入の部

支出の部

昭和25年度球場会計収支決算明細〔抜粋〕

収入の 部

支出の部

|差引残高’282,185.8'

収支 精算書 自昭和二十五年四月一日

至昭和二十六年三月三十一日

－ 2 0 －

科目・款項

1.醜出‘

2基金受入金

決算額

5,025,362.

4.864,337.

科目・款輿

3.預金利子

決算1

158.587

科目・款項

歳入合計

決算藤

10.048‘287-6‘

科目・款醒

盆
金

因
む
一
以

謝
箱
屋

１
１
▲
．
、
〃
白

決算額

1,398,519/

8.649.7685

科目・款馬 決算1 科目．款項

歳出合計

決算額

10.048.287'

科目・款乎

1.球場収入

1.使用＊

決算額

1,245,649.'

594.114d

科目・款Z

2.雑収．

3繰越：

決算＃

21､770

629､765

科目・款項

歳入合計

決算額

1.245.649

科目・款曜

1.球場管理1

灘
子
“
耗

眺
柘
韮
埴

１
１
○
凸

決算額

963,463‘80

338,700.00
n句、ハハハ

ムノJq000

｜科目・款項
3需用1

4.譜!

2.予備費

決算リ

310,158,0

40,939,3’

科目・款項

歳出合議

決算蔀

963.46上

支 と

項E

役職員報酬及給料

諸 維

需用費(除資産分）

諸 賀

五十周年事業経償

教員認定講習賞

処分資産静

借入金利子

学 債 利 息

小計

資産評価排

資産修正推

小計

差引本年度剰余金

上
’

三
一
凹総

金額
グ
ー
Ｌ
グ
ー
、
ゲ
ト
Ｌ
ｒ
／
凸
が
Ｉ
、
毎
Ｊ
Ｌ
ク
ｆ
Ｌ
〃
Ｏ
Ｌ
『
１
Ｊ
夕
Ｌ
も
夢
Ｌ
Ｌ
ク
Ｌ
企
ｊ
Ｌ
‐
Ｆ
Ｌ
Ｌ

ク
ｆ
Ｌ

頃
』
刈
篭
ウ
ー
ハ
Ｕ
貝
）
ｎ
Ｕ
ｑ
Ｊ
ｎ
Ｕ
ｎ
畠
Ｒ
ｕ
川
強
１
１
侭
Ｕ
、
反
り

（
ｘ
Ｕ

ｑ
Ｊ
Ｒ
ｕ
ｎ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
ワ
Ｉ
ｎ
ザ
頁
』
八
Ｕ
刈
坐
心
乙
－
上
ワ
Ｉ
０
０
Ｒ
Ｕ
ワ
Ｉ

Ｒ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ワ
ム
ウ
○
ｎ
ヴ
Ｑ
Ｕ
・
ｑ
Ｊ
４
４
ワ
ー
虞
Ｕ
の
凸
Ｒ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
ワ
Ｉ
ワ
ム

ハ
Ｕ
・
ワ
凸
、
ソ
ｎ
ソ
Ｅ
Ｊ
○
ム
４
詮
虞
Ｕ
○
○
ｎ
ソ
八
Ｕ
ｎ
ゴ
ー
Ｑ
Ｊ
行
０
虞
Ｕ

44，445

34,111

11.696

8，492

2,416

220

216

502

9

102,111

46

8

54

209，622

311,789

収 入

項目

授業料及研究科

実験並実習料

入学料

考査料

諸手数料

財産収入

寄附金

財産売却代

補助金

雑収入

小計

資産評価益

資産修正益

前年度繰越金

小
ニ
ニ
ロ

公
心

″
釆
小

金灘
ハ
ー
し
抗
Ｉ
し
、
し
ｒ
』
（
『
』
１
上
倭
引
』
４
ｑ
“
ｒ
Ｌ
Ｆ
Ｆ
」
戸
瀕
Ｌ
司
廻
．
Ａ
ｕ
。
ｎ
廷
〔
Ｊ
Ｕ
（
×
』

５
〈
Ｕ
〈
Ｕ
Ｒ
ｕ
〔
Ｕ
４
３
７
，
『
１
４
ハ
Ｕ
４
７
戸
、
７
０
ワ
ｊ

Ｆ
Ｄ
、
リ
ハ
Ｕ
０
Ｊ
（
．
ワ
〕
７
，
〈
Ｕ
〈
Ｕ
（
ひ
ワ
ー
ワ
色
Ｑ
〕
、
。
貝
〕
ワ
ム

９
ｑ
〉
４
３
〔
Ｕ
ｎ
ｄ
Ｏ
Ｑ
〕
６
，
．
７
ワ
ｅ
３
２
（
Ｕ
ハ
０

０
２
５
１
４
２
０
１
６
３
９
４
２
３
９
９

９
８
１
２
９
２
７
３
４
１
８
０
４
５
９
８

２
１
７
９
２
８
６
２
２
０
３
３
０
３
７

ｑ
Ｊ
ｎ
ｄ
Ｒ
〕
Ｒ
Ｕ
ワ
ム
・
Ｑ
Ｊ
Ｑ
〕
○
Ｊ
Ｑ
Ｊ
ｎ
畠
－
１

ハ
Ｕ
○
台
戸
０
１
１
Ｒ
ｕ
１
１

１

１
１

１
３



貸借対照表
昭和二十六年三月三十一日現在

財産目録 〔抜搾
昭和二十六年三月三十一日現在

鴨川運動蝿整地磯

衣笠〃〃

鴨ノI’〃整附

衣笠〃〃

〃 球」甥〃

〔以下省略

１
１

○
△

資産之部
I
T E

，
ｆ
土
叶
イ
ハ
Ⅱ
ｆ
ァ
刑
一
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負債之剖

科目

長期負債

文部省借入金

学 債

其外負債

個人受託金

仮受金

翌年度収入

基金勘定

学校法人基金

純資産増加

本年度剰余金

金客

1，152，980．’

348，250.’

40，157．

390,314.'

9，003，800.（

4，342，700．（

9，375，760．

9，622，676．｛

4．276．639‐〔

科 I

土地

建物

i里動場設備

器械器具

標本嘆型

イ |・器雑品

図 神

ｲ昔地椛

建設イ反勘定

摘 要

寅 産 之 部

広′｣、路学舎敷11

大学陳〃〃

等痔院〃〃

北大路〃〃

神山〃〃

衣笠j班動場敷地

寮敷地

資船オ寅習林地外

土 地 合 計

広'｣､路

皇 持院学舎

北大路学舎

神山学舎

寮其外

建物合唇誌

各部課
〃

〃

〃

広小蹄大学院敷刈

保篭

刀<1~て1首聯I・

衣笠運卿J賜測雌,餅

大学院校舎移転工事溌伽払分

〔口数ｺ

弓
Ｉ
（
Ｉ
」
Ｆ
Ｌ
Ｆ
色
ハ
ー
】
Ｆ
恥
（
』
】
１
且

坪
ａ
４
Ｌ
ｚ
６
ａ
ａ
４

４
３
７
（
己
４
－
５
６
（
Ｕ

《
ｂ
（
ｂ
９
員
〉
７
【
／
４
坐
（
ｂ

２
７
０
（
。
（
ｂ
『
１
（
Ｕ

３
８
４
０
６

ろ
８
０
２
９

句
〕
和
。
（
ｂ
貝
〉
屯
１

配
〕
４
ユ
Ｑ
》
２
ｑ
ｕ

Ｑ
〉
（
Ｕ
〈
Ｕ
（
ご
Ｆ
Ｄ

ワ
〕
ヘ
。
、
色

上』

3105〔

〔金客

８
町
ｆ
、
１
Ｋ
二
４
。
ざ
．
ｆ
ぴ
Ｉ
、
Ｆ
■
ｋ

２
ワ
】
３
屯
１
７
ｑ
〉
ｎ
〕
０

２
（
Ｕ
ｑ
》
０
（
Ｕ
１
（
０
（
Ｕ

７
４
０
８
６
（
０
（
ろ
７

２
７
２
〈
Ｕ
２
５
５
９

９
９
９
Ｔ
９
や
０
■

Ｑ
》
２
５
（
Ｕ
２
４
－
４
－
．
４

１
３
ｑ
）
『
上
○
）
２
ｎ
ｂ
っ
１

（
ろ
Ｑ
）
６
ワ
空
９
１
（
ｂ

66，384,132.

22，266，822．0〔
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5,481,150.<
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169，000．0（

4，266，749．57

386，500．0（

4，928，215．5き
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昭和三十年度学校法人立命館一般会計収支決算書〔抜粋〕

〔注・科目のうち目、予算額、比較増減、備考、各目説明の棚一省略〕

歳入之部

経常部

臨時部

合計487,615,825｜歳入

歳出之部

経 常 部

臨時部

歳出合計483,348,591

｜収支差引残高’4267,23“

－22－

科目〔款項

1.授業料及研究科

1.授業料

2.研究科

2.維持費

3.実験実習料及研究管

料費

1.実験実習料

2研究資料費

決算

207,738,‘

205.387,1

2,351,40(

37,915,85(

14,568,30C

12，766．95（

613，75

科目〔款項

3.教育実習*

4.入学金

5.学園拡充費

6.過年度学費収ノ

7.考査料

1.入学検定料

2.大学院考査1

8.諸手数料

決算灘

1,187,6(

39,508,0(

14．712‘0（

25,315,0

19,246,5

19.027.5

219.00

1.608,1

科 目 〔 款 巧

9.財産収入

1財産収）

2.資産収メ

10.雑収入

11.補助金

12.貸付金戻ノ

13.繰越金

経常部

決 算 額

5，667，10

3．842，29

1,824,81

4,361,70

1,288,38

650，99

21,035,43

393.615.82

科目〔款項

1.借入金

決算

82,00().00（

科目〔款項

2.翌年収入繰上充当金

決算静

12,000,000§

科 目 〔 款 血

臨時部

決 算 蔀

94.000.00

科目〔款項

1.大学費

1給料

2．譜給

3.需用費

4.諸・費

2.人文科学研究所費

1．給科

2．諸給

3.需用費

4.譜費

3.理工学研究所費

決算

182,265,49

64,689,88

79,094,97

32,299,70

6,180,92

4,789,45

970,95’

894,33’

992,691

1,931,48

899．91’

科目〔款項
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貰
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房

用

諸
需
諸
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決算櫛

208,0〔

691.8f

185,5〔

531,4〔

610,U

702,8（

341,19

095.81

204,55

186.23
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１

１

唖
Ⅱ
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科 目 〔 款 可

3.需用費

4.諸費

6.管理憐

1 給 科

2 諸 給

3.需用費

4.譜賛

7.貸付金

8‘繰出金

9.予備ft

経淵 部』

決 算 額

別

I可

296

116

968

329

883

750

368

0

683

10,787,

8,917,

31，455

10.256,

10．27＆

6,372

4，552‘

3,911,

34､39＆

313.996。

科 目〔款喉

I.負債償還金

2.拡充整備費

1.拡充費

決算；

69,221,80f

71,630,IOC

57,251,13'.

科目〔款項〕

2.施設整備世

3.学部増設準備徴

3.前年度支出充当金

決算紬

14,368,96

10,00

28．500.()(）

科目〔款H

臨時部言

決算i

169,351.901



昭和三十年度学校法人立命館高等学校及中学校特別会計収支決算書〔抜粋3

歳入之 部

歳出之部

歳入・歳出差引残高なし

昭和三十年度学校法人立命館謝恩基金特別会計収支決算書〔抜粋〕

歳入之 部

歳出之部

1,548,642車収支差引残高

昭和三十年度学校法人立命館教職員年金特別会計収支決算害〔抜枠1

歳入之 部

歳出之 部

｜収支差引残高’’4765422

0つ

一 △･一

科目〔款項 〕

1.授業料

2.校ft収入

3.入学金

4.設備充実'

5.過年度収

決 算 ＃

24,963,025

4,587,900

1,615,500

2，092．050

86,8（

科「｜〔款項〕

6.考査ポ

7.‘渦手数*

8.財産収ノ

1,財産収参入

2資産収ﾉ、

決算額

1,941,3(

26，7（

149,9;

97．82

52．1（

科目〔款正

9.雑収ノ

1(1.補助＃

11.繰入封

歳入合；

決項 額

327，787

139,553

503.368

433.972

科目［款 項

I.高中校

粥
丁
匁
刷

給
諸

１
２

決算；

43．433．9

17,754,（

15,193,］

｜科目〔款項
3.需用仏

4淵’"

5.施設整備W

決 卯 ；

4,093.9＄

2,639,16

3．497．5E

科目〔款正

6五十周年記念事業費

2.予備費

歳出合計

決算1

255.14‘

43．433，972

科目 〔款項

1.SIl¥¥

2･預金利

決算荷

6，178，121

975．117

科目〔款I

金
・
金

入
越

繰
繰

３
４

決 算 額

2,000,00

1．877．47

科目〔款項：

歳入
三
肌

△
ロ

決算高

11,()30‘？

科目〔款項

1.謝恩

予備1

決算＃

5.604.60（

科iir款工

3.欄立金

決算額

3.877,47

科目［款項：

歳 出 合 言

決算

9.482.07：

科目〔款項

1.掛金及負担‘

1.教職員掛甜

決算瀬

7,330,50（

、イ司戸FnFr

0．000．凸｡［

｜科目〔款曜
2.法人負担金

2.繰入金

決 算 額

3.6（
1ｺ
＆=

24．890．00

科目〔款項〕

3.財産収入

歳入合計

決算割

1，344，9

句⑪戸戸F三

Jj、000，Ll

q

l

d

手､I

↑具r 目［款項；

1.給付‘

1.年金給付＃

2.一時金給付4

決算制 科目〔紋1

3.弔慰金及見舞金

2.欄立金

3.予備'尚

決 算 額

28.80〔).（

科目〔款項〕

歳出合計

央算

28．800.()0［



収支計算吾
自
至

昭和30年4月1日

BgfflSl年3M31B

財産目録〔抜粋〕
昭和31年3月31日現在

〔以下省略：

－ 2 4 －

支 払

科目

給料

諸給

需用費(資産計上額を除く

諸 費

積立金

教職員退職金

借入金 利 子

小三上同’

本年度純資産増加

一般会計へ繰越金

射恩基金特別会計へ繰越金

年金特別会計へ繰越金

公言-卜
、円I

金額

107,407,847

124,252,828

58，366，478

25，520，323

32．677．472

5，604，600

2,201,362

356,030,910

79，989，36：

4，267，234

1，548，64蚤

4，765，422

446,6()1，569

収 入

科に

授業料及研究料

維持街及校YI',

実験実習料及研究資料間

入学金

学園拡充n

過年度学徴収入

考査料

研手数料

財産収入

雑収入

柳i肋金

寄附金

謝恩金雌出金

年金掛金及負担金

小計

前年度繰越金

合計

金蔦

232,701,425

42.503,750

14，568，3(H'

41，123,500

16,804,050

25,401,800

21,187,800

1,634,910

8,137,075

4，436，765

1,427,942

252，725

6,178,125

7，330,500

423，688，667

22,912,902

446.601,569

科［

土側

建物

運動場設備

機械器具

標本模型

図 書

摘要

資 産之音’

広小路学舎敷則

等持院学舎敷測

北大路学舎敷Ill

神山学舎敷ii

衣笠運動場敷則

校宅寮敷n

貴船演習林鮒

土地合計

広小路学舎

等持院学舎

北大路学舎

神山学含

寮

校宅その化

建物合言

鴨川運動場整地出

衣笠〃

鴨川運動場設附

衣笠〃

理 工 学部〃

運動場設備言

各部課 保管 fl
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０
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０
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０
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７
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７
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７
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０
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延5,762.4

4,106.1

2,102.0

9342

1，220．7

541.9

14．667．4

金 諏
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Ｒ
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16,557

721

21C

92

1,821

7，855

585

180．704．871

92,039.43'

44､023，75；

5，423，4()0

9,806,088

9,413,654

169,000

913,319

386,500
戸′、局一旬〃、

Ob／，／／0

916，3(iii

記ildlli格

27,843,860

341．411．20（

9．052．89（

55,222.86月

753,580

97,781,598



貸借対 照 表

昭和31年3月31日

資産之部 負債之呂

科｛

固定資産

士地

建物

運動 場 設 備

機械器具

標 本 模 型

図書

什器雑品

借地権

流動資産

預金

小 払 資 金

有価証券

信 託 預 金

基本引当預金

資本償却積立金引当預金

謝恩基金積立金引当預金

年金 積 立 金

五十周年記念で事：

積立金引当預呂

其の他資産

厚生課売店基金

学 資 貸 与 金

教職員貸付金

互助会貸付金

食堂管理委員会貸付金

仮払金

へ
計ロ

金菩

564，026，78（

27，843，86（

341,411,20;

9,052,89;

55，222，86〔

753，58（

97,781,59̂

31,760,78;

200，00（

118,851,841

56,058,56̂

90，00（

3,662,02;

1,166,682

4，342，70（

10,126,57;

13,779,12E

28,800,00C

826,170

23，827，30〔

1,800,00C

15，366，358

4,336,142

1,900,000

80,()00

344,80〔

7()6，7051927

科 目

長期負f

私学振興会よりの借入金

其の他負催

学 催

個人受託金

仮受金

翌年度収入

基金勘定

学校法人基金

前年度迄の純資産増力；

欄立金勘定

資産償却積立金

資産再評価積立金

謝恩基金積立金

年金積立金

五十周年記念事業積立金

繰越金其の側

本年度中の純資産増が

一般会計へ繰越金

i謝恩基金特別会計／、

繰越金

年金特別会計へ繰越金

合 F

－ 25－

金舘

34，092，05‘

34，092，054

58,622,191

83，75（

26,13!

5，873，05（

52，639，25（

00，630，954

4,342,70(

96，288，254

22，790，07（

10,126,57;

69，258，202

13,779,12;

28,800,00（

826,17C

90,570,65〔

79,989,36］

4，267，234

1，548，642

4,765,42/

706．705．927



八
四
一
一
昭
和
三
五
年
度
学
校
法
人
立
命
館
決
算
書

昭和35年度学校法人立命館一般会計収支決算書〔抜粋〕

［注・科目のうち目、予算額、比較増減、備考、各月説明の欄一省略1

歳入之部

経常部

歳出之部

経常部

臨時部

｜歳出合計’836245960弓

｜収支差引残高’4,200,026

昭和35年度学校法人立命館高等学校及中学校特別会計収支決算書〔抜粋〕

歳入之部

－ 2 6 －

科目〔款喉

1,授業料

1.授業料

2.研究料

2,維持識収入
勺実験尖碑料．
o･教育実習料

1.実験実習〉

2.教育実習）

決算 そ

276,960,00(

274，450，75（

2,509,25(

52,220,30(

15,098,451

14,654,45(

444．00（

科目〔款項〕

4.入学金

5.学園拡充費収ノ

6過年度学慨収ノ

7.検定料

8.開手数料

9.財産収入

10.雑収入

決算割

62,941,50

15,076,00

13,096.80

47,971,50

1,535,46

7，429，23

7，814．72

科IIf款噸

11.補助金

12.貸付金戻入

13.繰越金

14.借入金

15.欄立金受入
翌 年 度

･収入繰_上充当金

歳入合；

決算高

18,229,11-

972，46（

14,464,76.

220,500,00（

1，135．67

85,000,001

840.445.981

科目［款嘩

1.大学学部饗

1.本棒

2諸給

3.需川費

4.謂費

2.人文科学研究所省

1．本棒

2.諸給

3.需用費

4.諸費

3.理工学研究所費

2.諸給

決算

272,381,22

106,742,50

113,875,06

42，542，66

9,220,98

6,209,86

1，309，38

1,163.02

1，104,31

2，633114

1,095,49

20．91

科目〔款項

・
腰
ざ
一
Ｆ
‐
ざ
Ｉ
Ｊ
１
Ｂ
ｆ
唖
甫
Ｈ
‐
。
Ⅸ
‐
”
。
＃
“
。
Ｊ
″
刊
１
“
ｆ
帝
同
町
・
夢
‐
“
〃
Ｆ
‐
“

Ｉ
曲
川
識
１

１
館
‐

需
諸
香
本
諸
需
諸
学
本
諸
需
諸

３
４
図
１
２
３
４
大
Ｌ
２
３
４

４

５

決算蔀

327,7］

746､8（

19,768,8!

6,536,81

6,452,i:

5,754,5〔

1,025,3'

61,154,0(

16,374,4（

20,643,8（

15,534,2:

8.601.3（

科目〔款叩

6.管理仏

1．本棒

2譜給

3.需I1lvt

4.諸鷲

7.貸付金

8.繰出金

9厚生蕊駿：
10.給与体系整備

11.予備！

12.六十周年記念事業

継常部

決算

576,29

194,01

907,51

807.21

667.55

481,30

504,66

000.00

518,92

690.65

ｒ
／
』
．
〃
制
Ｆ
ｘ
Ｌ
４
１
１
Ｆ
Ｊ
Ｉ
『
’
八
穴
Ｊ
ｊ
硯
／
】

『
Ｉ
上
Ｆ
隅
四

Ｆ
畠
』
『
１
４
勺
１
１
罰
ｌ
且

、
″
し

４
４
座

科目〔款項

1.負債|簡還金

2.拡充整備蘭

l施設整備fY

決算

168,835,01

156,720,29

36,327‘25

科目〔欽項

2.拡充堂

3.土地建物買収?

3.前年度支出充当金

決算灘

107,576,260

12,816,780

85,00(),O0C

科目〔款H

臨時部

決 算 額

410．555．31

科目 〔款項、

1.授業料

2.校賀

3.入学金

4.設備充実費収

決算 ＃

33,438,890

8，727，670

5,142,000

8，359，470

科目〔款項〕

5過年度学皆収入

6.考査リ

7‘諸手数1

8.財産収，

決算藤

124,5!

2,13810〔

41，5f

169．87

科目〔款項

9.雑収入

10.棚肋金

11.繰入金

歳入合簡

決算

367，

265，

3．504，

62，279‘



&!¥¥之部

歳入股it,差引残高な（

昭和35年度学校法人立命館謝恩基金特別会計収支決算書〔抜粋〕

歳入之部

歳出之 部

収支差引残高’22皿36能

昭和35年度学校法人立命館教職員年金特別会計収支決算書〔抜粋〕

歳入之 部

歳出之 部

｜収支差引残高5,133,835

－27－

科目〔款項

1.高中校質

1本棒

2．謂給

3.需用8

央算Z

571336,404

25,833,920

241066,572

5.(〕23．18；

科g[款項〕

4J

2.給与体系樹剛！

3.施設整備'(’

4負価1節鯉’

決算瀬

2．412‘7；

601,2（

4，342，0（

科目［款耶

5．予備fli

磯川合計

決算額

62．279．604

科目〔款項〕

l隙出金

2.財産収入

決 算 ＃

6．443．：

1．606.l7C

科側〔款項〕

3°繰入f

4.繰越：

決算削

1，000．()〔

756,0f

科目〔款唯

厳ノ
久
《
ロ

決算！

9，805，46

科目〔款項 〕

●
“
争
圭
桑
悪

閃
心
キ
ュ

謝
積

『
１
４
ｎ
／
］

決 算 ＃

3,893,101

3,700,001

科｜｜〔款項］

3.予備‘I

決 算 帥 科目〔款唯

歳出 合甫

決算i

7．593，1

科目［款 項

I.掛金及負担

1.教職員掛

2.法人負担

決算・肯

6,169,214

3,084,607

3．084．607

科｜｜〔款項〕

2.繰入2

3.財l雁収ノ

4.繰越う

決 算 削

3,000,0〔

戸n戸戸11

｡，JOD,l具

4．983．47

科目〔款雁

歳入 合言

決算：

19．517，81

科目〔款 項

1.給付金

1.年金給付

2.--時金給付ガ

決鱒：客

ワ
Ｉ
完
〃
“
一
Ｆ
『
Ｊ

Ｒ
Ｕ
１
０
Ｊ
民
Ｊ

（
ｕ
Ｊ
向
乙
ワ
ｊ

ｎ
く
Ｊ
〆
ｈ
Ｕ
庁
″
Ｉ

（
ｘ
Ｕ
○
４
反
Ｊ

ｑ
Ｊ
戸
［
Ｕ
ワ
ｊ

ｎ
／
隼

１
１
１

科’1［款醒

3.弔慰金及見舞金

2.剛立3

3.予備！

決算額

12．00〔).0

科目〔款K

&!¥
．
Ｆ
、
．
Ｉ

へ
ロ

決算；

14．383．96



収支計 算 言
自昭和35年4月1日

至昭和36年3月31日

財産目録〔抜粋〕
昭和36年3月31日現在

〔以下省略〕

－ 2 8 －

支 ，

科 信

給料

諸給

需川費(資産計上分を除く

猪 賛

六十周年記念事業費

積立金

教職員退職金

教職員年 金

借入金利 子

小口

本年度純資産増力I

一般会計へ繰越金

高中校特別会計へ繰越金

謝‘恩基金特別会計ハ､繰越金

年金特別会計へ繰越釜

一
言
Ｉ

△
□

金曹

170，991，15：

185，129．08（

91，138．50』

32，308，021

1，518，92’

15，700，001

3,893,101

2，383，96‘

14,852,571

517，915，32‘

88,610,18.

4，200，021

2，212，361

5,133,831

618．071，738

収 入

科［

授業料及研究科

維持ft及校賛収入

実験実習料今及教育実習料収入

入学金

学園拡充徴収入

過年度学我収入

考査料

指手数料

財産収入

雑収入

補助金

寄附金

積立金受入

謝 恩金醇出金

年金掛金及負担金

小計

一般会計前年度繰越金

高中特別会計前年度繰越金
謝‘閤､窯喋金

特別会計前年ﾉ童繰越金

年金特別会計前年度繰越金
‐
白
・
’
１

ヘ
ロ

金額

310，398，890

60，947，970

15，098，450

68．083，500

23，435，470

13,221,390

50,109,500

1，576，990

14，570，396

8,181,740

18，495，018

0

1，135，677

6，443，244

6，169，214

597，867，449

14．464，764

0

756，052

4．983．473

618．071．738

科 I

土地

建 物

運動場設備

機械器 具

標本模 型

図書

ｲ|･器雑品

摘 副

資産之 音

広小路学舎敷州

等持院学舎敷刈

北 大 路学舎敷州

神山学舎敷刈

衣笠運動場敷剣

校宅寮敷州

貴船演習林州

馬術部敷地側

土 地合計

広小路学雀

等持院学舎

北大路学舎

神山学含

寮

校宅その側

建 物合計

広小路運動場設鮒

鴨 川 運動場設鮒

衣 笠 運動場設侃

理工学部運動場設備

神 山 運動場設侃

運 動 場設備合計

各部課保管

各部課保管

各部課保管

各部課保管

員堂

･何Z
一I

6，277．0：

9,942.119

3，592．25

6,746.OC

13，958．52

2,824.15

70,575.00

l，179－83

115.()94－879

『
１
Ｑ
》
〈
Ｕ
（
Ｕ
《
。
７
（
Ｕ

『
１
『
１
［
Ｉ
Ｆ
Ｏ
７
局
ｉ
〈
Ｕ

ｎ
〉
Ｐ
Ｄ
４
２
〈
Ｕ
（
Ｕ
４

局
ｊ
（
ｂ
（
Ｕ
ハ
０
ワ
些
勺
１
へ
。

《
ｄ
句
ｏ
ｎ
乙
ハ
ム
ハ
ｏ
ｎ
ら

９
４
２
冠
１
７

金額

83，092，23

7，550，75

210，08

92，26

2，457，52’

8,122,51.

585，00’

5，639，44’

455，962，316

120，416，487

59，754，350

288，050

9，806，088

13．144，624

1，476，900

386，500

7，053，625

3．651，81(）

2,560,00

記帳価格

107．749．79；

659,371,91;

15,128,831

162．026，94：

1，117，851

162,064，261

65．541．99‘



貸借対照表

昭和36年3月31日現在

－ 29－

資産之SI!

ポル ’11

間定資産

土地

建物

運動場設備

機械 器 具

標本模型

図善

｛|・器雑品

流動資j唯

預金

小払資金

有｜Ⅲ証券

信 託 預 金

基本金引当預金

資産傭却領立引当預金

謝恩蛙令祇立引当預金

F金祇立金引当預金

其の他資『

厚生諜売店資金

学資貸与令

敬職員貸付金

互助会貸付金

仮払金
二
』
二
二
－

二
一
・
Ｉ

へ
口

金額

1，173,001,60;

107,749.79:

659,371,91;

15，128，,s:>r

162,026,941

1,117,85;

162.064.26!

65，541,997

169,969.82!

50，382，09（

100,ooc

4，949,52::

41,16J

4,342,70C

10,126,57;

24，927，767

75,100,00C

31,817.900

3，800，00（

22,733,218

3，740，892

1.500，01)1

43，80〔

1,374,789,327

負債之＃

科’二’
言
。
万
、

ト
ー
Ｌ
、

１

Ｊ

期負fl'l

私学振興会より

字

個人
唖
言
口

逗
又

仮受

翌年度学

基金

学稚

前年

ma

の借入金

(';預り#

勘定

法人基罰

資産増力

資産伯却械立金

資産再評価破立金

謝恩基金積立金

年金横立金

繰越金弓

本年度叫

’ルム､_三_・
一般室向

の他

の純資躍増力

、繰越封

謝恩韮金特別会計へ

繰越金

年金特別会計へ繰越金

△L
計ロ

金篇

50,481,186

50､481,186

238,061,277

114,200,000

71，25（

26,13;

1，578，88〔

122，185,OK

706，677,911

4，342，70（

702,335,211

279,412,542

10,126,57;

169,258,20;

24，927，767

75,100,00C

100,156,411

88,610,184

4，200，02（

2,212,366

5.］33．83〔

1,374,789，32/



八
四
一
一
一
昭
和
四
○
年
度
学
校
法
人
立
命
館
決
算
書
☆

Ｉ
・
決
算
の
概
況

八
予
算
の
要
項
Ｖ

ｍ
ｕ
八
、
－
７
ゴ

ー
４
小
Ｉ

もよは入設I'Mちの求し
、り、にしを○の結なた｜瞳

全柵予おた行イドイ:|｜架どがポll
学 *算いがな度当、に、一
的さのてつうは 額 長 よ こ 八
観れ亜はてこ、を1りlりの年
点た点学、と経 投 計 、 ｜ 川 度
かも化生本に 済人凹一、に
ら の 、 予 イ ドな学すの般浦、
本で緊定度つ部る予経物長
年 あ 縮 数 予 た、必定’災｛Ⅲ期
度 り の の 算 の経要を及の財
よま方確はで 営 に 一 び 尚 政
りす針保長あ学迫部施騰I汁

・をと期 り部ら繰設、凹
般へ徹募，汁まのれり設金が
会な底金仙1す衣 ま 」 ： 備 ， 仙 策
計おせ幕の。笠しげ憐の定
に、し横),t学た実の逆さ
吸立め活本舎・施不迫れ
収命る動力へこし可、ま
包館もの針の の 、 避 並 し
含高の強を移よ又的びて
さ等と化一極う、拡に以
れ学しを¥f と な 予 大 敬 釆
ま校、図略、困定を学一
し及概り排産雌さよ、館
た中ね、す業なれぎか三
．学、支る 社状たなら年
､-／校次出と会況予くの次

特のに共学の術さ強を
VA要おに部な;'.:れぃ終
会項ぃ、のかの、i祈り
計 に て 収増でうそ班ま

但
定
貝
前
年
’
度
の
一
予
算
定
員
確
立
の
方
針
」
を
堅
持
し
教
員
組
織
に
お
い

て
は
、
全
学
的
州
互
補
完
の
建
前
か
ら
、
ま
た
職
員
に
お
い
て
は
、
事
務
改
善
と
共
同

化
に
よ
る
事
務
体
制
の
強
化
を
か
は
る
方
針
の
も
と
に
、
学
部
増
設
と
学
部
移
転
に
即

応
す
る
定
員
の
充
実
に
つ
と
め
る
ｃ

剛
研
究
教
育
一
般
教
育
を
中
心
と
す
る
数
学
充
実
及
び
研
究
体
制
の
改
善
に
対
応
す

る
予
算
措
置
を
満
ず
る
と
共
に
、
既
定
方
針
に
よ
り
特
に
学
部
増
設
と
、
移
転
に
即
し

給
り
前
年
度
に
引
き
続
い
て
‐
本
年
度
も
一
般
の
給
Ｆ

給
与
改
定
曲
と
交
通
費
等
若
干
の
手
当
改
正
曲
を
計
上
す
る
。

た
財
政
措
置
を
誰
ず
る
。

四
一
・
六

一
般
の
給
与
の
状
況
を
勘
案
し
て
、

二
四

理
事
会
・
評
議
員
会

をひで成画ぴあびの確更般（5）（4
おらあし総にりに恥保正の以建柊実住
願〈り､額決ま 飯 j I I 及 を 統 後 没 野 施 施 宅 課
い必まな二算す点なび必鵬、に隣事設涜外
す要すお五，澗・化ど入要、こ重接業設金活
るにが、憶表この、学と予の点地の備等動
次迫、一のにの努財志す定予をの重にと
第 ら こ 億 事 具こブ』抑願るMイ算し賀点一つ厚
でれの八業現‘とと碓者蛎産のぽ収化般ぃ生
あて時干中さはイ'1保の情処執る、を金て
りぃ点三､れ､侠の激が分行･建は紬の前
まる に百 第て以つ‐上増多の過設か情、項
すとお余三い下てで、々一程事る勢必と
。考い万年るに、有募発部で業。と甥同

え て 円 次 辿詳ほイ11金生遅、は即、な様
ら改のをり述ぽな幕し処人前ち木描の
れめ継もです所条俄ま等件年、学置方
まて統つ あ る 期 件 の し 予 e 鹿 士 の を 針
す長事て り 各 の も 補 た 算 の 繰 地 資 と に
の期業、ま会｜｜得正が執I二越買金るよ
で計を一す計的ら目、行昇分収事･し1
，画四八 ◎収をれ標他’二、とは情
学を一臆か支達まの而困建叫前を
園 再 年 七く全成し達に雌築工年考友
関検度千し般した成おを材学度慮会
係 討 前 五てに得の、ぃ来料部繰し補
者し期百、わたで私てた甜実趣て助

字の 、 に 万 長たと、、､′、しそ験分、
一 将 繰 I 'l期る考経振学、の室と本ル
ル&リ来越の拡決えi't興生予他と、年舎
ののし事充算るの会生卵物研衣度間
御展遂業整説も節借徒の件究笠は交
協望行を備明の減人数迫ft室及特通
力を中達計並で並金の力II全のびに

〔
以
卜
省
略
〕

－30－



昭和4()年度学校法人立命館一般会計収支決算書〔抜粋〕
〔注・科目のうち｜|、予算額、比較増減、備考、各目説明の柵一省噌

歳人の部

経常勘定 (単位111）

建設勘 定 (単位円）

｜歳入合計2,217,950,821

歳出の 部

維常勘定 (単位円）

(単位円）建設勘 定

|－謹出合計2,065,761,433

｜収支差ヴ|残高’152,189388

昭和10年度学校法人立命館謝恩基金特別会計収支決算書〔抜粋〕

歳 入の部 (単位円）

歳 出 の 部（単位円）（単位円〉

｜収支差引残高821,502

-31-

科S[ 款 唯

1.学生生徒納付金

1.授業料

2.校'ii'収入

3.実験実習料

4樹職鍵蕊爽渦
5.人学稚

決算＃【

1，298，652，091

8()3，634，671

21,300,811

16，170,301

3．939，301

166‘702．0()’

科II款項

6.人学検定料

7.諸手数料

8.雑納付金

2.財産収入

3.雑収ノハ

4.補助金収ﾉ、

決算額

284，510，50（

1，716，46（

678，()5（

14，485，11（

13,957,151

1．473．64：

科目［款項：

5-貸付金灰ノ

6.繰越〈

7-元厚生課売店資金受,:、

経常勘定制

央算額

2，()25，47］

65．654．772

1,000,000

1．397，248．24］

科目〔款項〕

1.学生生徒納付3

1.維持拡充礎収入

2.設備充実'出収入

決算灘

263,280,66’

237,197,55i

25，053，501

科II[款項
q過年度維排拡充,{W
J・!没州充実'lli収人

2.財産収入

3.袖肋金収入

決算額

1,029,610

8,919,920

6．402．00C

科8[款項2

4.繰入f

5.借入瞳皇

建設勘定i制

決 算 肖

25（

弓
・
二
目
〈
川
Ｕ

Ｅ
Ｊ
の
ム

リ
ム
（
×
〕

000.000

100,(〕00

702.580

科目〔款項〕

1.給料及諸糸

1.役員報間

2.専任給＃

3.専任詣糸

4.兼任諸糸

2.維持運営f

5.需冊Ii

決算灘

509,75

560,00

759,55

319.28

870,92

341.21

545．16

３
４
５
５
７
１
４

９
２
０
５
６
９

７
４
３
２

科Ⅲ〔款項

6.維持{|多撫費

7.所定支払金

8.教肯研究諸ft

9.学生生徒識;v

10.校友諸

11.教職員渚’

12.学生生徒募集諸f

~決一算蔀

43,876,181

34,345,113

27，06818鵬

14.817,539

1，892，1of

2,239,465

33，320．27、

科目〔款項、

13.雑′{！

3.貸付金

4.繰;i',金

5.年金禎立金返済f

6.給与改定引当金

7.予備;v

経常勘定言

決 算 常

9，236，551

7，314，55（

35,900,00（

7，347，00（

05．412，51（l、：

科目〔款項〕

1.負価値還金

1.学価償還萱

2.借入金愉還計

決算＃

434,248,18

34，232．99

40().015．19

科『｜〔款項

|:撫蘇“
，4．繰i¥¥<te

決算＃

48，306．77（

467,168.29!

10．625．66f

科目〔款項

建設勘定高

決算額

960,348,917

科目〔款項〕

1.熊出金収入

2.財産収入

決算師

9,741,65!

1．211．44：

科｜｜〔款n;

繰 入 金

4.繰越金

決算額

18,900,00

科｜訓〔款項

歳入合計

央算灘

29．853．10

科目〔款項〕

1.謝恩金

2.積立金

決算郡

22，031，6()C

7．000．0〔)〔

科’二｜〔款項〕

3.予備fY

決算蔀 科目〔款項〕

歳,T,合計

決算額

29,031,60



昭和40年度学校法人立命館教職員年金特別会計収支決算言〔抜粋〕

歳入の部

（単位円）

目〔款項〕決算額

:企迩jI}一般会1汁繰7.347,000
『の返済金･受入

人合計49,103,219

歳it,の部

（単位円）

額科目〔款項〕決算額

（）

]､00(）

0歳出合計42,982,837

｜収支差引残雨 6.120,382

昭和40年度学校法人立命館創立七十周年記念事業資金募集特別会計収支決算書〔抜樺

歳人の部

イ脳イケ口I．

歳 it.の部

(単位円）
一一一一一画一一画一‘一一弓

算 額1
,一一一一一一一一一一口一一一

),625，665；
一一一一=－－－－‘一一一

昭和40年度学校法人立命館住宅資金特別会計収支決算書〔抜粋:

歳入の部

（単付口

1，325，()00

5,00().000

歳 出の部

（単位円）

科目〔款項〕｜決算額｜｜科目〔款項〕｜|決算額｜｜科目〔款項〕｜決算額
1.貸付金

2.祇立準備金払it.

6,00(),000

325，000

3.予備ft

歳出合計 6,325,000

勺d､

一O ム －

科目〔款項：

1.掛金及負担金収入

2.財産収ノ

決算徹

12,525,08f

9，258．51（

科目〔款項〕

金
金

入
越

繰
繰

３
４

決算師

17，()00,〔)()C

2，972，622

科目〔款項

5.f-､X企述jI}一般会1汁繰
.i111,余の返済金･受入

雄ノ
公
Ⅸ

決算額

7．347．000

49，1()3．211

科目〔款項3

1.給付金

I.年金給付金

2.一時金給付金

決算灘

5，982，8〔

1,205,76

4．777，04

科目〔款項〕

3.弔慰金及見舞金

2.積立金

3予備’(1,3

決算額

37．0()0.（

科目〔款項

歳出合荷

決算額

12.982.83書

科目〔款項〕

1.寄付金収入

2.学債収入

決算訂

65,103,232

211，154．00

科目〔款項〕

3.繰入金

決算額

5．625．6（

科目〔款項：

歳入合言1

決 算 ：

281,882.897

科目〔款項〕

1.募金募俄費

決算額

5，625．66

科目〔款項

2.繰出金

決算額

255，000，00(）

科目〔款項。

歳出合計

決算曹

26().625．66曙

収支差引残高 21．257．232

科目［款rE

1.財産収ﾉA

2.貸付金戻入

決算慾

ワqlF
宮U9』、

1，634．251

科目〔款項

3.碩立準備金受入

4.繰入金

決算額 科目〔款項

5.繰越釦

歳入 合

決算闇

52,91（

8，()35．3：

収支差引残高 1,710､3



自昭和40年4月l日

至昭和41年3月31日（単位円）
学校法人立命館収支決算書

学校法人立命館財産目録〔抜粋〕 昭和41年3月31日現在

〔以下省略〕

n句

－00－

芝 I’

項I‐

給料 及 流 給

需用費及び諦岱（資潅,汁’二分を除く

僻人 命 利 子

横立金

数職員退職金

数職凸年金

r′|､‘汁》､』

本年度糸屯寅産蛎カ

ー般会i汁ハ､操趣く

謝恩基金特別会計-ハ､繰越金

教職員年金特別会,汁〃、繰越爺
祁止立七十周年記念事業

資金募築特別会計へ繰越で

住宅資金特別会‘汁ハ､繰越金

錫余召『

793，509．755

269,776,327

123，860，774

44．000，000

22，031，600

5，982，837

259，161．293

366，280．179

152，189．388

821．502

6，120，382

21．257，232

1，710，334

807，540．31号

収 入

. r 貞 一 I

授業米1

校岱収入

維持拡充‘iIi収入．，没備拡充渋収入

《英験実習料･教育実習料

過年度学,侭収入

人学金

入学検定料

詣手数料

雑納付金

財産収入

雑収入

袖助命収入

寄付金収人

誹l恩金岬川金収人

年 命 掛 金 及 負 担 金 収 入

住宅資金衝付金利子収入

（ﾉ｣、計）

－－級会計lYI年度操′越金

謝恩基金特別会釧･前年度繰越金

教職員年金持別会I汁前年度繰越金
倉|｣立七十引年記念率業資金募集

特別会j汁前年1迂糸柴越金

住宅資金特別会計前年度繰越金

△
計ロ

金 離

803，634，67(

21．300，811

262．251，05（

16，170．30（

4，968．91〈

166，702，00（

284，510．50（

1，716，46（

678，05(

40．438，62〔

10．957，15〔

27，875．64〔

61､627，07（

9，741．65〔

12，525．08(

250，852

725，348，84モ

65．654，77Z

2，972，62f

l3、511，16を

52，91〔

807．540．31<

Ｆ
に

、
詞

土地

建物

柵築 物

区

機械及器典

教材及教具

什器

建設仮勘定

摘二要

(資産の部）

広′｣、路学舎敷地

衣笠学舎敷地

北大路学舎数地

神山運 動 期 敷 地

柊野運勤場敷地

尚船＃寅習林数地

校宅 ・寮赦地

〃う術 部 敷 地 他

合』

広′｣ 、 蹄 学 舎

衣笠学舎

北大蹄学舎

神山述卿』場

寮

校 宅地

広小蹄学舎

衣笠学舎

神山迩卿』賜

寮 地

各部 i

‘

‘

保 特

各部課保領：

衣笠学舎研究室新築工事，伐
理工学部機才戒禾斗実馬英室及

教室新築工事独

柊野迦勤場施設設州礎備曲

合計

此勘

げ
・
里
、
Ｊ
Ｆ
ｉ
、
Ｊ
亘
正
‐
、
ノ
〆
１
，
Ｊ
子
・
里
、
ノ
．
１
Ｊ
、
ダ
ゲ
レ
、
Ｉ
Ｊ
ｒ
．
＆
、
Ｊ
ｒ
星
、
ｊ

６
３
７
５
４
０
９
０
６
６
３
０
２
２
０
３
０
９

緬
恥
討
蝦
獅
恥
討
恥
誠
榊
吋
蜘
吋
率
弥
銅
吋
翠

９
２
２
９
７
２
９
６
９
４
７
７
３
９
７
３
５
４

４
０
３
２
８
９
８
２
８
８
６
７
３
２
９
２
４
６

．
５
？
６
．
５
」
９
．
２
．
５
．
７
？
９
？
１

１
．
１
．
１
．
２
．
６
．
１
．
２
．
２
．
１
。

２
６
９
７
１
３
２
６
８
６
３
０
１
３
１
３
９
９

く
２
く
く
２
２
７
く
く
４
４

く

く
く

１く
，
。
、
、
ノ
Ｐ
４
、
・
ノ
タ
サ
、
、
・
ノ
ヂ
ｆ
Ｌ
、
１
１
ノ
亘
解
Ｌ
、
ｌ
ノ
“
Ｆ
Ｌ
、
：
ノ
型
と
‐
、
ｌ
ノ

８
７
０
３
３
５
６
２
４
４
３
４
７
５

．
０
画
０
９
４
画
８
，
０
陳
２
９
６

銅
坪
郵
坪
諏
坪
恥
坪
姉
坪
姉
坪
率
坪

８
８
６
０
８
２
８
７
８
３
７
７
８
８

５
６
４
３
９
２
４
４
０
４
９
９
５
０

”
０
．
０
．
３
１
．
１
．
５
．
３

６
．
６
．
０
。
７
．
１
３
．

３
１
３
１
１
３
２
９
８

１
１
く
く
く
く
２

く
く

く

金釘i（円）

102．506，232

185．947，05を

210，08(

92．26男

167，391，29国

585，00〔

45，066．51〔

18．933．42〔

690，428．34？

1，082，262，75〔

209,676.96墓

7,075,47〔

154．905，697

21，839．98（

2，658，40C

7，661，035

3，038．0(〕C

449，500

89,〔)80，00'

62，510，00'

24，549．87’

記帳価格（円：

520．731．84

2．166，189，21

33‘806．935

328．692．48

411．736．03

2．169．56

165，241，729

176．139．87



学校法人立命館貸借対照表

昭和II年3月31日現在

(単位’'1）

－ 3 4 －

資 産の部

項「

固定資間

土11

建附

椛築鼎

図こ’

機械 及器 望

教材及教喋

什＃｜

建設 仮勘 前

流勤資産

有価証差

元厚生課売店壷#

学生生活援助基金編人3

学 資 貸 与 金

教職員互助会岱付金

住宅資金貸付金

教職員貸付金

その他貸付金

特定信託預金

基本金引当預金

資産償却積立引当預節

謝恩基金積立引当預1

教職員年金積立引当預笥

信託 預 金

銀行預金

振替 預 金

現金

前払金

合計

令額〕“

804.707.630

520,731,847

166,189.214

33,806,935

328.692.485

411,736.036

2,169,564

165,241、729

176,139.876

887,305,077

9,003,000

800，000

400,000

31,095,953

600,000

9,616,596

2，045，750

500，000

58，363

4，342,700

10,126,573

21,915,344

171,000,000

11，500,000

589，229,119

17,131,279

100,000

7，840，400

692．012．763４

；

Ｉ
Ｌ

負 偵 の 淵

rir『
、』.少~1

長期負ill
“
塾
■
Ⅱ
、

●
Ｊ
１
１
Ｉ

ロ
ー
エ

坪
樗
↓
坐
』

私学振興会僻人命

住宅金剛公味借入金

その他負fl'i

銀行僻入金

私学振興会借入金

翌年度学費預り金

仮受金

住宅資金個人械立準備金

基金勘定

学校法人基金

前年度迄の準資産瑚加

械立余勘定

資産憤去'1積立金

資産再評価枇立金

謝恩基金積立金

教職員年金祇立金

繰 越金その他

本年度の純資産増力Ill

一・般会計繰越金

謝恩基金特別会計繰越金

教職員年金特別会計繰越金

iVl立一上I-周年記念If雄黄余
弊柴特〃'｣会訓･繰越金

住宅資金特別会計繰越金

合 計

金訂

904，76

904，00

900，00

100，76

289,1L

000,00

600,00’

158，55(

530,56,

000,001

139,74,

342,70’

797，04

300,ir

26，57

258，20

915,34.

000,00’

379,01

280,17:

189,38:

821，501

120.38:

257，23：

710,33.

012,76:

‐
’
’
’
‐
‐
‐
鼎
１
１
Ｉ
、
Ｉ
’
４
１
…
く
’
雪
雲
ｉ
ｆ
ｉ

Ｏ
０
４
５
０
５
１
２
１
６
６
７
１
６
２
７
４
６
５
ｉ
２
：
Ⅸ

９
５
３
５
０
４
３
３
３
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１
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八
四
四
昭
和
四
五
年
度
学
校
法
人
立
命
館
決
算
害

〔
長
期
計
画
進
行
状
況
含
む
〕
☆

I
(4)(3)(2)(1)まとし急い備残画専りも

随研走総kaif創脈嬰息mtSmi
設 究 ・ 止出噸剛をた部営年たて四具

のを大計図;'分努度｡＃識
異〃

二凡 一ﾅ入
Ii又

育
備二最に、るIlil'jの力ま
の点小よのと事もがで三度況の

充
充を限 る再共紫のはの八を
実 年も実貝 与 ノIfに深検にのをら七

本と刻討、達実わケ度つ
（ｲ）青の小正職員小教方どなを新成施れ年にて

の実集な典の集職針め11イ是たをす、の策、
舎産充施団人に贈団員と、政非な｜ﾇIる概間定本
に業実に教貝つ員教のし長困共要りこね、さ学
完社によ育配ぃを青総て期雌な論、と所教れは
成会努るの置て行の与、計にしに大が期学た創
し学め教強とはな充改当画対と応学出の体長立
て部る学化充、う実葬初再処げえ改来成制期七
、 秘 。 体 を 実一・とに、検するる革ま梨のI汁○
長転制はに拠教努次討るこたのしを充仙1周
期ののじつl Ii員力のまたとめたたあ実の年
計た強めと 指の を甥 でめ 、にめがげと第を
画め化､め向負 傾 項 の ､ 他 はの､る諸八迎
に の ､ 教 るの担けに哲全方､研四と条年え
よ教高学･な噸る雄定而、数究五共件次、
る室中改かに。づ的的収年数年にのをそ
一等校 革 で対<予に人来育度予設終の
拠のに資｛' 1 1 応 予 算 経 のの体は定定了記
点施お科来す算をf,:漸課ホij，さ整す念
実設 け の るるが編節減題のなれ術る事
現 を る 討 限た柵成減とと一おたのこ業
を衣一議りめ成すを支なVi若事たとの
促 笠 貫 と さる徹it1つの干業めと意
進学教そ適数れこ底のて終のi汁にな’床

的い しちする談年さ具そ集容政
にる間得立こ財会度らし体以(3)( 2)(1)のと中、の以
解の題な て と 政 の 学 に か的上たく的教両後
決ではからは危碓伐教し財三一学教めにに学面、
すあlIl つ れ 出 機 認 の 学 な 政点拠生職の財行条かこ
るり六たつ 来 の 事 改 柵 が I 汁 が点の員財政な件らの
努ま年のつず余項訂条らiifﾘ l の 勉 の 政 に つ 、 長 一
力し度でも､)とを件､策碓実学充の｜乳’て財期年
をて以あ、一のしめを当定に現・実雑しき政計間
全、降り具拠厳てぐ少面へさ。生、本てまそ画、
学こにま体点し、るしすのれ活過方はしれ自全
あ の侍す的をさ今真でる努、 条 亜 針 、 た ぞ 休 学
げ一ち。計 実 故 後 剣 も 経 ノ Jこ件負と教。れとを
て年越画現にのな改常がれの担し学のそあ
示間さの さ 、 基 諭 善 財 集に改のて諸現のげ
さにれ策 せ経水議す政dp基稗緩、条状進て
ねH月た定る常的のるの的づ･ド|’件と行長
ばら のと建財な中た危にくの課過期
なかでし設政方でめ機行当解早過程i汁
らにすて勘に向、のをな面消急をの1m
なさが は 定 つ が 最 緊 打 わな・な｜ﾘl総の
いれ、、計い’ﾘI終急｜淵れら改ら括1:'7
とたそ つ画て碓的｝ルしたび稗かを検
い 基れいにのにに髄、の に を に 進 討
え本はにつ長さはと教 で長はしめに
ま方紫mい期れ下し学 あ剛かつ、と
し向急[-[てのた記て をりのるつそり
よにの年も具もの捉維ま腰こ、こ糸Ⅱ
う沿課度、体の迩案排 す岨と全かみ
｡ つ題内そ的のりさす。をを学ら､
てと にのi汁、、れる切課の、教
、なは柱[[If]当全たとり題討教学
具つ果はを而学｜ﾉL!共折と縦学、
体てた打示す協，'〈にくしを内財

す
る
ｃ

口
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
充
実
等
、
教
学
条
件
の
改
葬
の
た
め
、
蓬

菜
の
校
地
に
合
宿
所
を
建
設
す
る
ｃ

長
期
計
画
の
再
検
討
を
早
急
に
進
め
、
第
二
次
長
期
計
画

策
定
と
実
施
案
の
予
算
化
を
図
る
よ
う
努
力
す
る
。

－ Q 貝一
JJ



こ
の
よ
う
に
長
期
計
画
の
再
検
討
は
雲
最
終
的
に
は
完
了
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
：
そ

の
努
力
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
と
、
当
初
の
暫
定
的
予
算
の
中
で
も
示
さ
れ
て
い
た
方

針
と
要
項
を
ふ
ま
え
、
一
方
で
は
、
四
五
年
度
財
政
収
入
の
見
通
し
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る

中
で
四
六
年
度
以
降
の
一
応
の
見
通
し
と
対
策
を
た
て
つ
つ
、
全
面
的
な
経
岱
節
減
の
努
力

を
よ
り
徹
底
さ
せ
る
中
で
、
暫
定
的
予
算
を
大
巾
に
補
正
し
、
次
に
か
か
げ
る
多
く
の
こ
と

を
実
現
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

①
当
初
予
算
を
上
廻
る
教
職
員
の
給
与
改
定
実
施
、
お
よ
び
清
掃
婦
、
非
常
勤
者
の
給

与
改
定
実
施
。

②
同
じ
く
当
初
予
算
を
上
廻
る
賞
与
、
臨
時
手
当
の
支
給
。

③
大
学
教
員
の
増
員
。

④
中
川
会
館
の
復
旧
利
用
。

●
《
ハ
全
学
協
議
会
確
認
事
項
要
約
Ｖ

⑪
学
費
引
上
げ
は
、
「
教
育
の
機
会
均
等
」
の
原
則
を
、
い
っ
そ
う
破
壊
し
、
「
庶
民

の
大
学
」
と
し
て
の
本
学
の
性
格
を
破
壊
さ
せ
る
危
険
を
も
た
ら
す
と
共
に
、
「
私
学

危
機
」
の
根
本
的
解
決
か
ら
目
を
そ
ら
さ
せ
る
お
そ
れ
を
も
つ
。

②
本
学
を
は
じ
め
と
す
る
私
学
の
教
学
と
、
そ
れ
を
さ
さ
え
る
財
政
の
危
機
を
克
服
す

る
た
め
の
根
本
的
措
置
と
し
て
、
民
主
的
で
大
巾
な
公
費
助
成
の
実
現
に
全
力
を
あ
げ

ね
ば
な
ら
な
い
。

帥
そ
れ
が
実
現
す
る
ま
で
の
間
、
学
賀
を
主
要
財
源
と
す
る
学
園
財
政
の
運
営
は
、
き

び
し
く
、
学
生
、
院
生
、
教
職
員
の
教
育
研
究
の
正
し
い
発
展
に
奉
仕
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

側
具
体
的
財
政
の
運
営
と
し
て
は
、
昭
和
三
八
年
長
期
計
画
の
遂
行
過
程
に
あ
ら
わ
れ

た
弱
点
を
反
省
し
、
当
面
の
教
学
推
進
の
た
め
の
重
点
政
策
に
い
っ
そ
う
よ
く
応
え
得

る
民
主
的
運
営
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③⑦ ⑥ ⑤ ④

院
生
奨
学
金
の
新
設
。

広
小
路
学
舎
学
生
諸
施
設
の
改
善
。

寮
の
正
常
化
と
再
開
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
増
発
。

⑨
衣
笠
学
舎
隣
接
地
の
買
収
。

⑩
高
中
校
プ
ー
ル
の
新
設
。

⑪
柊
野
陸
上
競
技
場
及
び
合
宿
所
の
新
設
。

⑫
蓬
莱
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
新
設
。

⑬
各
寮
七
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
新
設
。

⑭
学
而
館
及
び
図
書
館
書
庫
の
新
築
。

こ
れ
ら
は
、
学
生
生
徒
納
付
金
の
増
収
、
予
定
財
産
売
却
の
順
調
な
実
現
、
募
金
募
俄
の

目
標
達
成
な
ど
、
財
源
の
裏
付
け
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
し
得
た
訳
で
す
が
、
こ
の
結
果

と
し
て
、
経
常
勘
定
に
於
て
は
、
増
大
し
た
支
出
が
四
六
年
度
以
降
、
イ
ン
フ
レ
の
進
行
な

ど
に
よ
っ
て
更
に
増
大
す
る
こ
と
は
必
至
と
考
え
ら
れ
、
必
要
最
小
限
の
学
費
引
上
げ
を
行

な
っ
て
も
、
そ
の
支
出
を
賄
な
い
、
な
お
か
つ
、
教
学
条
件
の
改
善
を
は
か
る
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
至
難
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
民
主
的
な
大
巾
公
費
助
成
の
礎
得
以
外
に

教
学
を
さ
さ
え
る
財
政
の
確
立
は
期
し
得
な
い
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
明
ら
か
と
な
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

一
方
建
設
勘
定
に
於
て
も
、
依
然
、
本
年
度
末
学
債
及
び
借
入
金
残
高
は
約
一
七
催
八
千

万
円
の
巨
額
に
上
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
を
償
還
し
つ
つ
、
一
拠
点
の
早
期
実

現
を
は
か
る
べ
き
長
期
計
画
の
策
定
が
同
じ
く
容
易
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
か
と
存
じ
ま

す
。

以
上
、
決
算
に
よ
る
四
五
年
度
の
概
況
を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

後
述
す
る
各
会
計
決
算
書
説
明
、
決
算
書
、
付
属
資
料
等
に
よ
り
、
併
せ
ご
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
四
五
年
度
は
創
立
七
○
周
年
に
当
り
、
長
期
計
画

の
一
応
の
集
約
点
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
三
八
年
度
以
降
の
計
画
進
行
過
程
を
、
と
く
に
資
料

と
し
て
別
紙
に
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
経
常
勘
定
の
推
移
と
、
建
設
勘
定
に

お
け
る
事
業
遂
行
の
あ
と
を
ご
一
覧
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

〔
以
下
省
略
〕

－3 6 －



昭和45年度学校法人立命館一般会計歳入歳出決算書〔抜粋〕

〔注・科目のうち目、予算額、比較増減、備考、各目説明の欄一省H恕

歳入の 部

経常勘定
(単位円）

建設勘定

(単位円）

歳it.の部

経常勘定

(単位円）

建没勘 定

(単位’'1）

－ 37－

科 目〔款唯

1.学生生徒納付金

1.授業料

2.校費収入

3.実験・実習雅

4過年度授業料･牧，例
，収入・実験笑科料

5.入学金

決算雑

1,593,043,701

1，()52,593,40（

25，()78,52（

16，857，70（

5，976，30（

175,893,501

科目〔款項

6.入学検定料

7.諸手数料

8.雑納付金

2.財産収人

3.雑収入

4.棚肋金収入

決算額

313,156,501

1,972,73!

1,515,051

26，856，73；

25,417,40!

88．296．47（

科目〔款項：

5.貸付金戻ノ

6.編入金戻ノ

7.借入2

8.繰越く

経常勘定荷

決 算 ＃

8,356,39!

〔

38．100，00（

427,892.77（

2，．2〔)7，963．503

科 目〔款喉

L学生生徒納付金

1.維持拡充費収入

2.設備充実費収入

決算額

368,548↑55

346，451，40

20，3()7，50

科目〔款項‘

'”過年I変維持拡冒充蜜
Lﾉ･･設術充実澱Ll又入

2.財産収入

3.繰入金

決算額

1．789．65(）

591,037,201

138,800,001

科目〔款項〕

4.借入f

5.補助金収ノ

建設勘定計

決算常

230.40(),00〔

750.00（

1,329,535,750

歳入合計 3，537，499，253

科目〔款'i

1.給料及諸給

1.役員報酬

2.専任給料

3.専任詣給

4.兼任諸給

2.維持運営憐

1.需崩蘭

2.維持修繕費

決算群

Ｆ
『
し
Ｆ
Ｌ
〕
〆
Ｉ
」
〆
Ｆ
Ｌ
〆
拙
Ｌ
〆
卜
Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
ｆ
／
』

６
６
３
３
２
６
５
７

１
９
７
５
９
７
５
７

1，299，626

4，940

701，928

502,480

90，275

508，003

167,694

58．067

科目〔款項

3.所定支払金

4.教育研究譜曲

5.学生生徒詣側

6.校友詣費

7.教職員諸i¥

8章生生徒募集譜11：

9-稚拙

3.衝付金

決算額

60,128，801

18,204,701

27,177,691

1,541，89‘

2，147．241

50，927，261

22,113,83,

37,127，90’

科目〔款項：

4.積立f

5.繰出子

6‘給与改定引当金

7‘負債倣還金

8.予備¥(

経 常 勘 定 言

決算額

78．62（

9(),000，0()（

4,851,001

1．939．687，45‘

科 目〔款項〕

1.負俄償還金

1.拳債償還f

決算灘

551，331，14

167．670．05

科目〔款項

2.借入金償運金

2.拡充整備街

決算額

383,661,091

563，470，034

科目〔款項〕

3.操出金

建設勘定間

決算額

4，150，66言

1,118,951,844

歳I 合I 3.()58．639．299

収支差引残i『 478.859.951



昭和45年度学校法人立命館謝恩基金特別会計歳入歳出決算書〔抜粋〕

歳入の部

(単位Pl）

歳出の部

(単位11|）

46，072，14且収支差引残高

昭和45年度学校法人立命館教職員年金特別会計歳入歳出決算書〔抜粋〕

歳入の部
(単位｜｣l）

歳出の部
(単位円）

収支差引残高 25，854，514

昭和45年度学校法人立命館施設設備充実資金募集特別会計歳入歳出決算書〔抜津

歳入の部

(単位111）

歳出の部

(単位円）

91，984，014収支差引残高

－3 8 －

科目〔款項〕

1.醜出金収入

2.財産収入

決算灘

11,316,083

6，()74，954

科目〔款項

3.繰入金

4.繰越金

決算額

63,000,000

2．115．704

科目〔款項〕

歳入合胃

決算省

82，506．741

科目〔款項〕

1.謝恩金

決 算 ＃

36，434，600

科目〔款項

2.予備賛

決算額 科B[款項〕

歳廿
△
ロ

三
面

決算常

36,434,600

科目〔款項〕

1.掛金及負担金収入

2，財産収入

決算灘

14,522,668

24，359．660

科目〔款項

金
金

入
越

繰
繰

ｑ
Ｊ
４
４

決算額

22，000，000

4．931．428

科@[款項〕

歳入合計

決算常

65，813，756

科目[m.

1.給付金

1.年金給付金

2.一時金給付金

決 算 宵

14，959，242

10,676,259
虹

4，282，983

科目〔款項

3.弔慰金及児舞金

2.積立金

3.予fift

決算額

0

25，000，000

0

科目〔款項〕

歳出合計

決算肯

39，959，2421

科目〔款曜

1.寄付金収ノ

2.学債収入

決算蔀

54,994,014

175,790,001

科I訓〔款項

3.繰入金

決算額

4，150．663

科目〔款項

歳入合計

決算罰

234,934,677

科目「款ｴ厚

1.募金募債費

決算誰

4,150,663

科目〔款項‘

2.繰itl金

決 算 肯

138，800，000

科目〔款項．

itfl」 合

央算額

142,950,66;



昭和45年度学校法人立命館住宅資金特別会計歳入歳出決算害〔抜粋き

戯 人の部

(単位円］

歳 出の部

(単位｜J1）

収支差引残高車 4,343,112

学校法人立命館収支計算書

自昭1145年4Fl1日

至昭和46年3月31日（単位円）

－ 39－

科目〔款項〕

1.財産収入

2貸付金戻入

決算群

243,29

040.611

科目〔款項〕

3.仙立準備金受ノ

4.繰入金

決算評

11985，00（

5.()00.00（

科目〔款項

5.繰越金

歳入合言

決算額

6,951,95

21．220．85

科目〔款項〕

L貸付希

2.槙立準備金払I’

決算誰

15，200，00C

1．677．747

科目〔款嘩

3.予備'1

決算蔀 科目〔款項

歳fl
へ
ロ

決算額

16．877．，

支 世’

項 一

給料及諸給

需川費及び諸盤（資産計'二分を除く

借入金利子

1,1立金

教 職員退職金

敬職員年金

住宅資金個人破立準備金払出利一

／,!、 計I′｣、

本年度純資産増カ

ー般会計へ繰越f

謝恩基金特別会計へ繰越金

数職員年金持別会計へ繰越金

施設設備充実資令募集特別会計へ繰越爺

住宅資金特別会計へ繰越金

へ
ロ

金，

Ｑ
Ｊ
ハ
ｕ
）
ｎ
乙
Ｅ
Ｊ
ハ
叩
〉
ワ
〕
ワ
：
Ｒ
Ｕ
、
籾
貝
』
勺
冒
冒
冒
《
・
二
・
斗
：
二
４
．
、
一
白
ｑ
Ｊ

〈
ｈ
）
”
〃
Ｉ
、
く
〕
ｎ
／
〕
〈
ｎ
Ｖ
４
ハ
詮
。
〃
誰
（
×
〕
（
ｕ
ゾ
《
ｈ
Ｊ
４
４
△
弓
Ｉ
上
勺
Ｉ
且
勺
’
且
、
夕
白

「
１
１
（
ｈ
Ｕ
ハ
ｈ
Ｕ
《
院
Ｕ
（
ｈ
Ｕ
の
／
］
【
ノ
ー
ハ
ハ
Ｕ
へ
く
Ｊ
ハ
叩
）
「
’
八
戸
【
』
ハ
Ⅱ
〉
『
１
１
〔
ｘ
〕

1，299，626

392.186

129，136

25，072

36，434

14，959

127

1.897.549

565，337

478，859

46，072

25，854

!JI,II,S,1

4，343

3,110,000

収 ノ

項

授業料

校溌収入

維持拡充fit収入・設備充実質収入

実験実習料・教育実習料

過年度学伐収人

入学金P

入学検定料

,禰手数料

雑納付金

財産収人

雑収人

補助命収人

寄付金収入

謝恩基金雌出金収入

年金掛金収人

住宅涜金衝付金利子収入

(小回

一般会計前年度繰越金

謝o:基金特別会計前年度繰越金

教職員年金特別会計前年度繰越命

施‘没没慨『光彦姪資金弊築
特別会I汁前年度緯昌越金

住宅資金特別会計前年度繰越金
Ｉ
↓
１
１

雪
口

へ
ロ

金各

772,101

085，52（

109，05（

914,901

765，95（

893，50（

156,501

971.13;

515,40C

333，967

316，372

252，47［

494,OK

316.08;

263.395

341.097

501,461

892，77〔

931,42;

115,704

607，50（

951，951

000，822

ハ
Ｕ
反
Ｊ
ｎ
ソ
虞
Ｕ
ワ
Ｉ
反
Ｊ
つ
○
１
１
１
上
八
Ｕ
４
坐
○
○
Ａ
Ｕ
１
１
ワ
ー
○
台
句
乙
匂
』
川
坐
ワ
ム
匡
Ｊ
Ｒ
ｕ
ｎ
Ｕ

Ｒ
Ｕ
勾
乙
Ｒ
Ｕ
Ｔ
ｌ
ワ
Ｉ
１
１
反
Ｊ
句
乙
ハ
Ｕ
Ｒ
Ｊ
１
１
勺
○
、
乙
旬
○
１
１

ｎ
Ｕ
ウ
、
１
１
つ
ひ
４
坐
１
１
戸
０
Ａ
４
１
人

１

２
３



学校法人立命館貸借対照表

昭1146年3月31日現在

(単位111）

－40－

資 産の部

項I

固定資歴

土i!

建財

椛築地

図苔

機 械 及 器雲

教 材 及 教雲

什計

流動資産

有価証勃

元厚生高

売 店 寅 (¥
学生生活援助基金

編入節

学 資 貸 与盆

住宅資金
貸与一罰

教職員互助会
貸付笥

教職員貸付罰

その他貸付乱

特定信託預罰

基本金
引当菰‘

謝恩基金被立
引当預節

教職員年金
砿立引当預笥

有価証券取得準備

禎立 引当‘
教職員厚生施計

設備岱祇立引当預笥

銀行預罰

振梼預3

現謝

前払罰

未収入訂

一
二
一
Ｆ

へ
口

金額

ａ
ｆ
Ｉ
、
毎
ｔ
〃
」
］
｝
．
Ｆ
１
、
Ｆ
１
’
４
Ｊ
Ｌ
Ｊ
１
、
ロ
一
．
Ｊ
１
、
ｊ
ｆ
ｌ
、
ｊ
Ｊ
６
、
く
Ｊ
１
ｄ
§
Ｊ
１
、
Ｊ
１
、
Ｊ
１
、
４
１
１
。
ｆ
Ｉ
、
Ｊ
１
、
ノ
ー
、
Ｐ
Ｌ
Ｉ
Ｊ
１
、
５
凶
‐
と
Ｊ
１
、
Ｊ
Ｉ
１
’
ｑ

ｎ
６
ワ
巳
ｎ
４
再
Ｉ
ワ
』
ハ
０
、
。
、
。
ワ
』
ハ
Ｕ
八
Ｕ
ハ
Ｕ
向
乙
１
１
ｎ
〕
八
Ｕ
ハ
Ｕ
へ
．
ハ
Ｕ
八
Ｕ
ｎ
〕
○
全
八
Ｕ
ｎ
ｏ
Ｏ
ｖ
ハ
Ｕ
、
ひ
戸
、
ハ
リ

○
○
ｎ
５
、
６
１
１
句
乙
‐
１
ハ
Ｕ
ハ
０
八
Ｕ
ハ
Ｕ
ｎ
〉
ハ
Ｕ
０
Ｊ
ワ
Ｉ
ｎ
〕
ハ
Ｕ
八
Ｕ
Ｆ
Ｄ
ワ
ー
八
Ｕ
〈
Ｕ
‐
１
Ｆ
Ｄ
庁
Ｉ
八
Ｕ
〈
Ｕ
ハ
Ｕ
Ｆ
Ｄ
Ｑ
ゾ

6，064，26：

870，53（

3,262,61!

291,961

606，964

750，84（

4，26【

277，07（

1，965，62冒

13，58（

80（

1,901

42，67（

48，09（

20（

1，44｛

33.001

8：

4134：

100,001

355,001

73′

:!11

1,241,91:

52.81V

Iill

38，42′

30，20；

8,029,88:

負 横の41

項

長期負1

〃
幻
■
１
Ｊ

ニ
エ
』

私削を振興財剛

借人<

仇宅金融公肺
借入量

その他負iv.

銀行借入3

翌年度
学′rt瓶りf

m傭運金
仮価りく

償還元金4

支払利j'一イ

翌年度学生生徒謝‘I

),':金雌itl金耐りく

仮受

住（宅資金

個人破立準備予

未払

無金勘定

学校法人蛙3

tVi年度迄c
純ftAE1脚I

枇立金勘鷺

資産再評価彼立ｲ

謝恩蕪金械立ゴ

数職員イドく

枇立′
urn証券取得

準備秋立く
教職員〃生施；

設備V'il/'立金

繰越金1

本年度の
純寅脈jWI

一般会計繰越f

謝恩華余
特別会計繰越ラ

教職員イド余
特別会,汁繰越昂

施設設備充実蛮令

群集特s会i汁繰越3
仇宅壷金

特別会｢汁繰越爺

へ
口

金撒

1,616,566，3:.:;.

419,590.000

1.145.160,000

51，,Slh，3211

950,715．32>:

290，000，000

605，135，150

3,307，638

2，900，000

407．638

531，61H)

38，733，288

4，730．000

8，227，650

3，624，837，784

4,342.700

3，62n，495.084

625.311.827

169.258,202

100，000．000

355，000，000

句n局1，行

／d／、l乙、

316,500

1,212,451,135

565．337，399

478，859，955

46.072,141

25，854*5ルi

91,984,014

4．343，112

8.()29．882．901



学校法人立命館財産目録〔抜粋：；

BS46̂ 3月3111現在

〔以ド街is;;

－41－

項E

土 地

建物

椛築物

図，'1：

機械及器具

数材及救具

什 器

Ｊ
言

十
駒
可

Ｌ
細
川

(資産の部

広小路学舎救地

衣笠学舎蚊地

北大路学舎蝋地

神山通勤場撒地

柊野運動場敷地

賞船演習林倣地

校宅・寮倣地

その他倣地

▲、
’ 二 1 1

広小路サを舎

衣 笠 学 舎

北 大 路 挙 舎

神ill連伽場

柊野運伽場

寮

校宅地

,Z、
1 1 I

広小路f；を舎

衣笠 承 舎

北 大 路 学 舎

神I｣」運動場

柊Iff遮刑j場

寮 地

Ｉ

、
ヘ
ー

ノ
ー

各Sli裸保管

各部裸保管

各部課保管

各部課保管

貝；

18，276㎡24

(5,525坪68；
102,147m'22

(30,904坪79）
一
書
駕
篭
箪
喜
書
’
１
ｔ
炉
割
Ｌ
ｌ
書
駕
篭
篭
書
く
Ｉ
雫
言
言
’
一
ｔ
〕
Ｌ
Ｌ

屯
Ｉ
ユ
グ
Ｊ
１
、
○
／
身
〆
‘
－
９
、
八
Ⅱ
〕
へ
く
〉
ハ
く
Ｊ
局
ノ
ー
イ
ー
Ｊ
ノ
Ｊ
１
、
１
１
４
／
ｆ
‐
Ｉ

１
く
２

４
‐
ｎ
〕
弓
’
八
Ｕ
〈
Ｕ
〔
ｊ
１
ｌ
ハ
Ｕ
ｎ
乙
Ｑ
Ｊ
Ｏ
Ｊ

４
４
ハ
Ｕ
の
ム
ハ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
〔
ｄ
〈
Ｕ
７
Ｒ
）
０
Ｊ

㎡
坪
㎡
坪
㎡
坪
㎡
坪
㎡
坪
㎡

４
△
ワ
』
（
ろ
へ
ｄ
ｎ
ｄ
〈
Ｕ
ｎ
〕
毎
Ｊ
（
Ｕ
ｎ
乙
ｑ
Ｊ

７
．
Ｑ
Ｊ
戸
０
局
１
句
Ｊ
Ｒ
〕
弓
ｊ
句
ｒ
ワ
〕
く
る
ワ
包

只
〕
Ｆ
ｏ
八
Ｕ
ｎ
ｄ
八
Ｕ
Ｔ
１
ハ
０
戸
Ｄ
Ｆ
Ｄ
制
１
７
Ｊ

966坪Ill)

513，354rrili'

(157,301坪9
30,123m'06

(9.111坪37

60，557㎡19

(18,317坪96
l1,452m'94

（3,464坪20
727m"76

（220坪II
1,398㎡02

（422坪88
6,133㎡27

(1,871坪95
1．691m'62

（506坪36
112,138㎡86

(33,915坪36

｜記帳金額
[ﾉ､I訳(R

97,847,29;

449.587,78〔

210，08（

92，261

2(11，968,941

585，00〔

53,400,790

66．843．681

495，756，I97

2,276.126,159

221，309，761

14,365.170

53，222，910

152.784.910

49，048，414

3，435．400

61.964.535

14,900,000

3，038，000

208,174,741

449.500

計（|'

870．535，82t

3，262,613，32

291962．17

606，964，227

750,843,164

4．263，034

277．079．630



〔付・昭和38～45年度長期計画進行状況I

昭和38～45年度長期計画進行状況（毎年度決算による）

I経常勘定
(単位;T･霊

823,400 997,3561,245.059 1.921.2181,939.6871，921．218支出合計』 997.356 ]，245，059 l､411，498 1．564.薯 1．780．986 1．939．68

152.189(収支過不足 △8．4“ 65.65s 152．189 294.558
4ヶ7F-戸、二

岨､)て》q、乙亘 158‘611］ 427.892 268,276

学生・生徒数表（各年度年間平均数）
(j1t位：人．

教職員数表（各年度12月実員〉
j岨ｲｲ

612

－4 2 －

勲､－4
学生生徒納付f

その他収入

(小‘

前年度繰越翁

収入合i汁

775.689

808，66

6､2（

814．皇‘

1.033.6

ク7ワE
－『①堂、

L()6().8

2－1.里

1．063．0

(産社i擁

1，298．6

32．

1，33

65．6

1．397．2

1貝1ワー君
』EJ1fh－~_二

36．;

1．553．86？

152，

1，706，05

1．657，6

47.98（

2．0()()．

5．63

'4,55

1－715‘8

88．

1．803．9．

435．62

2．239．60

1－654－4‘

236．04〔

1．89().41

458．61冒冒

2.349．’

1,593,044

187．027

1．78()_霊

427．892

2．207．

備 ＃

入学検定料を含む。

(44)以降は、捕肋金収入及び、M；

経営,州|ﾔ入金を含む。

人件’ 1 1

物件！禍磯

繰I LHf

(小！

建設勘定へ繰仕

614，24

175．1局

4．0〔

793．4(〕(】

30．0〔

8．77

Z4U、51

15．901

945.4t

51．8（

79013

279,2

35，9

1．105．4

1qq
凸Vゾ■

9()7．91胃

JU6‘

55，

1．270．．き

141

1．024．9

Jb4，Ub

47．90

1．426．9

137．6f

1．129．2’

4Z3I454

99．484

1，652．26

128．7‘

1－204．（

b､/1，Z1

145．01

1．921．Z

1－299．62f

bbO,（

9().（

]．939．6［

(43~45)紛争経悩を含む。

(44)～M1助命ilf業1Mを含む。

(謝恩、年金、住宅；

息＞~琴
砦
ナ
ー
ヰ
‐

大
尚

<合刺

16,19(

1．971

18．17‘

17，2〔

2．0〔

19．3

19．5

］．9

21．4

20，904

Iqワ〔｝
Ⅱ■ゾ凸巳江

21．65（

1．70（

23．3

ワ4

］、4，

ﾜ旬
些J,

21．9

1－41

ワq唱
画 J 色 色

21．26E

1－35f

22－62

備 談

院生除‘

,?＞ぐ」
大-龍教具･助手

間中敬‘

職Lミ

2‘

（

2（

蕊

局Qワ

〕'.

11

“
日
グ
ー
も
グ
ー
Ｌ

Ｐ
‐
Ｉ
０
１

叩
乙
、
ノ
ヨ

７
５
８

２
２

、

282

282

備 ’



Ⅱ建 設 勘 定
rl+iイケ･；，

負偵愉還金

拡充椛術‘ili

上 地

遮 物

体育・〃1施投等

柵助命'1F鴬‘蹄＄

13．511収支過不足 10．608
、15，声.言

昌1．型｡., 82．708 141，4に 4().807 期[､八(1.7 302.568

Ⅲ建設事業一覧

く土地＞
(峨位：HII胃

＜ 建物＞
(単位：r-I】l：

12 ('.xI‘1F館計262.996

13

－ 43－

‐、

司、_

l’卜il、~

･ド生・1ZiIf納付金

財I砿･ﾉ'“|】収ﾒ

袖助命収入

,ザ付金収入

．.jt1lIi；

階／：

経淵勘定より脚

1W年度操趣く

<収入合‘

<支出合；

113，077

10，238

31，87§

18，282

157．060

309．660

30．000

が弓J､'

0／U，．

179.272

39j1．11L・

'45．128

148．500

100，48：

86．199

65(）5R

198．443

4．61を．

30．26(〕

5‘1．‘171

164.()31

921．730

51．868

0

1／1
&b‐Z

５
８
４
６
７
８

９
１
８
５
７
９

２
０
１
７

1，．111，92

28:

92C

402

637

1()9

100

６
‐
‐
‐
．
ウ
］
６
０
５
３
ｌ

ワ
】
２
？
】
Ｉ

〕81．』

434．24

461．89

88，12

310，58

63，19

64．20

96().34

32‘1．

6，

31．

51．

16‘1150'

607，‘10(

141．()()(

21．251

1．348

586.‘

605，794．

2()1．93（

245．32F

158．53（

弓ハ毎F＝r

／J，／、と

1，266.()3？

375.269

99．95(）

38，842

45．320

168．384

384．100

137．66(）

82．7()8

1．332．.旨

834,き

269.21蚤

32．459

166.‘！

7().2

86.侭

1，190､

392，16

20，00(

,12.66:

38,30(

123.09:

522.90（

128，72<

141．412

942．933

341．206

65，122

221．96Z

54．12具

8‘1，308

1．36〔

’'54

384.0【

l()4，3〔

43．7‘1

106，0(｛

184,77

40．8C

863.1

591，（

230.〔

2．730

71．jll胃.・

106.79E

6．2()4

３
５
‐
‐
‐
ル
鼠

1．421

551，33

557，55(

42.54:

363,75(

151，25〔

010－06F

1.118,952

術・語

合,汁855.483

(44）から経附へ移1県

(45)はプール対象分“

合‘汁368,702

〃1．224．430

合計3.878.861

(当初‘汁画2,500,000）

(44)から､補助金iii葉蘭は経常へ移祷。

'抑lli，冊人命

年度末残間

)37．030 1－821－61 1（】八QE 295．l7f 2､161．"畠 2.()()4．:‐ 1．925.()： 1．9()6.そ．

リ ド紫別

柊野巡伽場Ⅱj地買収,|F鴬38～45継続'1雌

衣笠隣接地r'i収11f紫38～45継続'1唯

広'1,銘隣接地'岡収‘1F龍38~40継続,}雌

.:揖雅索用地間収’1$業38．41．42ff礎

合 ！iI

坪 営

約 3 1 ， 3 0

約7‘80

１
口

１
．
凸

1－446

約40．77

金額（千IIl）

246,6咲

498，60i

19．4()(』

47．824

812．432

備 者

別に約1,360坪間収のための手付金を含之

遺迎院

．､族思索・洋莱寮

年度

q
u

内
乱
唖

.I

‘1

へ
計I】

ﾂ 業

思寮新築工！lI（竣I

以拳館斬纂一'二‘|ド(竣:

6汁館新蕊輔1期工‘11

修学館新築輔1期工'11

6ナ;・館新築鋪2期工11F（竣1二）

l;;・館新築第1}Ul工‘IF

修．，jを館新築堀2M工11F（竣一

l汁館斬蕊輔2期工,IF（竣二

図！'ド館新 築 第 1 期 工

I矧！'「館新築第21りI工1ド（竣工）

衣笠体育航新築苑liﾘl工

衣笠体育館新 纂 第 2 期 工 ’ 1 ド （ 竣 二

準而館新築及IxlIIf館!lFIl1i新築苑l期工

学而館斬築及I叉111F館‘1W新築第2期工'if（竣_‐

○
１

公
正

148,そ

618．6（

137‘9］

95，081

15().48

63．811

84，990

96．524

116

2

38

32，

、f勺弓句『

｡〔》｡,『こ

2.284‘

年度金額，

148．500

756－5『ざ．

310.58C

リイRqリ
ムblLJ．､』凸

166．472

221．

71．412

363．75

2，284．522

備 者

6〉}館I;’288.394

（修･稚館計158,899

（l玲館計149,999

（体育館計260.412）

(".iをlIIi館及図!‘F館11ﾙ1i‘汁396.71（
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年度

３
４
必

〃
〃
〃
〃
〃

４

４

‘ｻﾄ業筑

茎菜敬職11厚生施設川地岡山

｢#i【'1校舎改修工‘|＃（竣ユ

高’'1校舎新築第1期工！

蓬莱敏職uI1′［生施設〃I地間収

柊野運肋場巡人道路新，没

住宅宙金第’'''1

高中校舎新築第2期］二’1I（竣1二

高中校稚幣端

柊野野球蝿新設第11りI工'

住宅寅金第21

i,11中校稚 終

広小路学舎及衣笠学舎椎整1

柊 野 野 球 場 新 設第2期工蛎（竣工）

柊 野 馬 場 施 設 新設工1$（竣二[）

柊野洋弓場施設新設工，リド（竣工）

柊 野 造 成 工 ‘ ;f輔11りi

住宅資金第3回

間中校織蝋改修 エ リ f （ 竣 工 ）

高中校稚繋術

広小路学舎及衣笠 学 舎 雑 整 附

垂莱敬職11厚生施設川地買収

柊野 野 球 部 合宿所新築（竣昌

柊野和弓場施設新‘没工リド（竣息

柊野造成工堺 第2 期〈 竣二

住宅資金第41''1

i儲中校雅整伽

上水特殊実験室 新 築 工 1 ' 1 （ 竣

広 小 路 学 舎 及 衣笠学舎雑整備

蓬莱教職凸厚生施設用地買収

蓬莱教職u厚生施設造成第1期工'1＃

住宅資金第51111

設1中校稚整畑

3号館改修工可リド（竣工i

衣 笠 通 路 新 設工11（竣工：

広 小 路 学 舎 及 衣笠学舎雑整備

柊野陸上競技場新設第1期工‘lI

蓬莱施設造成第 2 期 工 & リ ド （ 竣 工

商中校図！Iド館f帥築工,lf（竣工

高中校稚 整倫

衣笠学舎仮設教室新築工’1F（竣工

広小路学舎及衣笠学舎雑整倫

柊野陸上競技場新設第2期工,j＃（竣工

柊野合宿所新築工JlI（竣工

柊野 その他整備

11.Ji中校プール新設工‘lド（竣工

商中校唯整備

広小路学舎雑整備

衣笠学舎雑整倫

蓮 莱 合 宿 所 新築工’1｛（竣工

金W

1ゥ、1弓

上〉．」『’

5()､01．

）

1．51

3．00

5．00

63，34

4．33

24，55

5，00

5‘26

28．37

31，51

22，37

10，1C

l1，38

5．0〔

24‘99

2，52

50．62

19.391

11,92

7,48‘

581

5，00

2，07

6134

17．47

5，01

5．01

5．01

1，9'

6,1

16,9

13.9

60，8

9

8，0

1，9

21，7

13，2

55,0

33,5

2，1

14，9

4，7

319

2，C

34．7

781．9（

年 度余割11

10().,181

77ワq
r0凸首ムク

63，196

158，53

Ｆ
Ｌ

ｎ
〆
】

ｎ
〉

【
Ｉ
。

54．12：

106．795

151，258

81

伽 禄

2.629」

11‘1坪

（lIMlliWi校舎‘汁10().648｢-111）

柊野野球場’;|●56.069「･'11

(2,786坪24,398千'11のうち

柊Wf造成‘汁11.968-｢-’

39.]221●-P

25,000千111；

蓬莱造成5.940千11

柊野陸上販技場計115,923千IjI



八
四
五
〔
昭
和
四
十
八
年
二
九
七
三
）
度
決
算
報
告
〕

わiモあ決公ト11突本
り化戦つしを－二現人X
にを後てて没｜･を'1;：後
お おすはいiirt三めはの

いしで､〈し年ざ､政
て進にそノk、へしい精
ふ め三の礎′､f-てち的
し）て卜liliをIklノしす’11・
か 今 年 途 築 の | ﾉ g す 〈 社
え｜｜、はい敬八ん’'2会
つにこまた′；をーでイ11的
て至のこのと、きと不
みつ間とで財斬た氏安
たて わ に あ 政 i l i U 1 2 と
いいれきつをのすiミイ
と るわびため総な我ン
1 11．れし。ぐ合わのう,Lン

う こ は い し る 火 ち 数 し
｡の多もか1禍′14，学イ

｜川くのし｜川と戦p¥'.ｼ
のので財題し後念ﾖ
歩困あ政をて、をン
み雌つ的広IIi末かに
をにた鍔<ILll，川かよ
､ と と 彼 氏 発 ｜ ＃ げ る
と りぃ のK し先 脈経
りくわと的、生氏済
わみねぽな翌を的的
け な ば し 制 一 年 総 で 混
11イがない縦に促消乱
政ららわにはに新の
と学ながよ全迎なな
の固い学つ′兼え学か
か の。 園て 協、 肌で
か民に解離lll'iの、

ガ
ラ
ス
ば
り
の
維
営

第
一
期
（
昭
和
二
十
年
か
ら
三
Ｉ
年
ま
で
）

俄
後
の
学
制
改
妓
に
伴
い
、
水
‐
大
学
は
昭
側
二
’
二
年
腰
か
ら
、
法
・
維
済
・
文
・
叩
工

〈
た
だ
し
蝿
工
兼
部
は
何
二
十
川
年
度
）
の
川
兼
部
を
も
っ
て
新
制
の
総
合
大
学
と
し
て
Ⅲ

明
論
三
十
三
年
二
九
○
○
）
五
月
十
九
Ⅱ
、
京
都
法
政
学
校
と
し
て
産
声
を
あ
げ
た

わ
が
学
間
も
、
こ
と
し
で
七
十
凡
年
川
・
多
く
の
私
学
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
学
園
も

ま
た
長
い
歴
史
と
伝
統
の
う
え
に
立
っ
て
い
る
ｃ

国
民
の
た
め
の
数
育
、
自
由
で
消
新
な
学
風
こ
そ
私
学
の
も
ち
味
で
あ
る
。
が
し
か
し

”
な
や
み
多
き
“
私
学
で
も
あ
る
。

私
殺
の
現
状
と
未
来
と
は
、
わ
が
大
学
の
到
達
点
と
課
迦
と
は
な
に
か
。
そ
れ
を
俄
愛

Ｌ
ｉ
Ｄ
．
〃
Ｐ
イ
ー
‐

の
わ
が
入
学
の
歩
ん
だ
揃
一
を
ふ
り
か
え
り
、
そ
こ
か
ら
敬
訓
と
確
信
を
み
‐
ち
び
き
だ
そ
う

で
は
な
い
か
。

戦
後
学
園
の
あ
ゆ
み
…
…
学
園
振
興
運
動
と
財
政
問
題

数
学
改
蒋
と
体
制
仙
化

第
一
一
期
（
昭
測
三
十
年
か
ら
三
十
七
年
ま
で
）

学
生
数
の
激
琳
は
教
承
柵
条
件
の
悠
化
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
入
学
移

虹
を
内
容
と
す
る
「
緑
の
学
園
椛
想
」
が
考
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
経
営
優
先
の
拡
脹
政
策

で
あ
り
、
敬
学
の
充
実
を
優
先
し
て
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
批
判
が
披
く
川
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
昭
和
三
十
二
年
二
九
血
上
）
ト
ー
月
、
〉
宇
伐
引
き
ｋ
げ
を
め
ぐ
る
全
学
協
談
会

で
は
、
教
学
内
容
・
条
件
の
充
実
を
め
ぐ
っ
て
諭
縦
が
繋
中
し
、
い
わ
ゆ
る
「
十
二
月
原
則
」

か
確
認
さ
れ
る
に
い
た
り
、
「
緑
の
学
園
」
汁
圃
は
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。

こ
の
「
十
二
月
原
則
」
の
内
容
は
、
マ
ス
プ
ロ
教
育
の
反
省
の
上
に
た
っ
て
小
粟
川
教
育

の
必
要
性
を
爪
祝
し
、
教
稚
内
祥
と
体
制
の
改
拝
を
、
陵
期
の
汁
Ⅲ
に
よ
っ
て
着
火
に
実
現

す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
「
学
園
振
興
に
関
す
る
臨
時
調
査
委
員
会
」
を
設
置

し
、
ま
た
、
全
学
討
砿
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
た
め
に
各
学
部
に
凡
打
会
縦
を
段
け
た
。

臨
時
調
査
委
員
会
は
、
数
学
上
の
問
趨
の
所
在
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
条
件
等
に
つ
い
て

発
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
大
学
院
の
各
研
究
科
を
設
置
し
て
、
教
育
・
研
究
の
体
制
・
内
容
・

条
件
の
整
備
を
行
な
っ
て
き
た
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
、
他
大
学
に
先
が
け
て
民
主
的
な
総
長
選
挙
規
程
を
制
定

す
る
と
と
も
に
、
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
氏
、
王
的
な
全
学
的
討
議
の
場
と
し
て
の
全
学
協

縦
会
を
設
置
し
た
。

当
時
、
激
し
い
イ
ン
フ
レ
ィ
シ
ョ
ン
と
社
会
的
混
乱
の
も
と
で
、
平
和
と
民
主
主
義
の
理

念
を
か
か
げ
、
消
潔
な
財
政
運
常
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
大
学
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
こ
と
に

財
政
基
盤
の
弱
い
本
学
園
に
あ
っ
て
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
昭
和
二
十
四
年
の
学

曲
改
定
の
の
ち
も
、
学
生
数
の
岬
加
を
は
か
っ
た
り
、
学
曲
を
引
き
ｋ
げ
る
と
い
う
繰
り
返

し
に
よ
っ
て
、
そ
の
困
雌
を
き
り
ぬ
け
よ
う
と
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
教
孝
条
件
と
財

政
半
傭
の
恕
化
と
い
う
新
た
な
矛
咽
を
生
み
だ
し
た
。
こ
の
矛
一
胴
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
第

二
期
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
教
学
巾
心
の
擬
期
計
剛
の
検
討
に
つ
な
が
っ
て
い
く
が
、
こ
こ
で

品
も
重
要
な
点
は
、
全
学
協
議
会
の
設
置
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
困
雌
を
氏
、
王
的
な
力
に
よ

っ
て
解
決
し
て
い
く
恭
碓
を
築
い
た
こ
と
と
、
ガ
ラ
ス
ば
り
で
捕
潔
な
財
政
施
策
（
財
政
公

附
の
原
則
）
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
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の
検
討
を
深
め
る
も
の
で
あ
っ
た
”
そ
の
後
、
昭
和
三
十
九
年
の
学
岱
改
定
を
め
ぐ
る
討
議

の
中
で
、
「
十
二
川
原
則
」
の
内
容
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
「
新
十
二
月
原
則
」
の
確
認
と

な
っ
た
。
こ
の
時
、
臨
時
洲
査
委
典
会
を
発
峻
さ
せ
て
企
脚
委
典
会
が
発
足
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
企
画
委
員
会
が
学
生
側
の
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
に
、
学
園
振
興
懇
談
会

を
お
い
た
が
、
こ
れ
は
の
ち
に
現
在
の
学
恢
懇
に
改
組
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｈ
柑
的
に
学

園
の
教
学
・
財
政
に
つ
い
て
懇
談
し
、
ま
た
全
学
協
議
会
を
補
う
意
味
を
も
つ
も
の
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
敬
学
部
長
制
、
さ
ら
に
三
部
長
制
（
総
務
部
長
・
財
務
部
長
・
教
学
部
長
）
の

略年表

法・経・文の三学::.をもつ新制大学として発足

学i'l引き｜きげ、叩工学部発足、総長選挙制度を新設、全学協縦会設

粧

大学院法・経・文研究科（修士）設[H、文学iii;に心a英米文学',','

攻噸設、短期大41を部併設、大判塊校舎竣工

学生数一部5,135名、二85,685名、立命館特別奨学生制度.｡､jを内学

Vf貸与制度を設ける

学i't引き上げ、一部学生数二部を上まわる、大学院工《'4を研究科（修

士）設設、学|堂|似興委興会設祇

大学院法学研究科（博士）設慨、研心館竣工

学i't引き’二げ、一部学生数二部の倍となる、短期大学(ii;廃ll胃、理工

三号館竣工

碓せん人学制度廃止、「緑の学|童I計[[iii」をめぐる論争

学fjt引き’二げ、大学院文学研究科（博士）設I/c、二31哩営対策委典

会設置、理工二号館竣工、体育分館完成

「12月原Ⅱ1」の確認、文学部に西洋史l紳設、｜聯Hf調査委員会発足、

学部五者会談つくられる。消心館・ilI11学館竣工

学‘11好|き_|こげ、体育本館（広小路学舎）竣工

「新12H原則」の確認、教学部長制を設ける、企画委員会・学園振

興懇談会設置を決定、｜賀茂グラウンド完l戊

学'尚引き上げ、「経営学部設iFiのまとめ」なる、有心航・理工Ill号

館竣工、広小路学生会館増築

経営学部発足、二部対策要綱できる、恒心館竣工

学|藁l振興長期計画発足、三部艮制・二;;i;改糸II.発足、fl!工Ii.号館竣工

学餅引き｜宅げ、プロゼミ実施、大学院経済学研究科（博士）投置、

二部経営学部踊設、粥務理事制を設ける、素,I&､寮竣工

産業社会学部発足、一部経済・経営両学部衣笠へ移蛎、以学館竣工、

理工六号館竣工

大学院経営学研究科（修士・博士）新設、PI!工学研究科(W'士）新

設、理工一号館､修学館竣工

|司和教育問題をめぐる全学討i識と「Mfll教育」新単元発足、柊野ilif.

球場完成、中央図書館竣工

新聞社事件

全共闘'I'川会館・存心館・恒心館封鋤、学寮一Il.fl"-]鎖、末川総長柾

期満了退任、体育館竣工、柊ﾘf陸上競技場完成

武藤教授総長に就任、学部長選挙制度新設、，碓業社会学部衣笠へ移

転、武藤総長死去、糸Ill野教授総長に就任、蓬莱セミナーハウス、学

而館竣工

学賛引き’二げ、全学協縦会確認事項、大学協,淡会「立命館大学教'12

の現状と課題」を発表

双ヶ岡察竣工

長期計凹委員会一拠点計画答01，戦学部・学生部・診療所機械改革

衣笠寮竣工

学謝引き上げ、全学協確認事項（草案）発表、志学館竣工

llr{23

ili'124

昭25

昭26

11/(27

昭28

昭29

’昭30

11/(31

1昭32

昭33

;,:::;

ii/i36

11/(37

昭38

昭39

新
設
、
専
務
理
事
制
か
ら
常
務
理
事
制
（
教
学
担
当
常
務
理
事
皇
総
務
・
財
務
担
当
常
務
理

事
）
へ
な
ど
諸
課
題
に
応
え
る
体
制
の
強
化
も
は
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
昭
和
三
十
八
年
二
九
六
三
）
、
学
園
振
興
基
本
要
綱
（
長
期
計
画
）
が
ま

と
ま
っ
た
。

こ
の
過
狸
で
と
く
に
重
要
な
こ
と
は
数
学
に
服
務
す
る
財
政
の
た
て
ま
え
を
確
立
し
た
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
教
育
の
機
会
均
等
と
大
学
の
自
治
の
観
点
を
基
本
に
お
い
た
財
政

の
あ
り
方
を
教
学
の
民
主
的
発
展
に
か
か
わ
ら
せ
て
追
求
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

li/iH;

昭4：

昭42

肺
昭45

昭46

昭47

昭48

昭49
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改と任・た適救わfル

幹こます懲氏。正牽数た誤昭第衣

＆農を離間＃：錐簡食紫凹扇茎
州!＃懸帥髄洲軸、鴎
、I伽契あたのらでしか展さ年fl1‘'潅

衣に磯つｲ||ﾘii!ははすら梨をのこの
笠よにた対化、、すはをも長下志

、。的をイ六め、つつ期八向一つ

拠 て財な'｜ﾝ学る脱ぐて計年
点、政低折フ部こ代りい画か
にそ椛幸しし。と化だたはら
向 れ造’災、イ二と・しが、｜ﾉg
けまををI汁シ部し総た、本｜・
てで縄雑Illl'lョをた合･大学ノi
、極常侍のンふ｡化筋｜藁1年
一 め勘し砿政くま．ににま
定て定な甥策めた共おとで
の 不とがなと、、mいつ
地卜建ら部不学衣化てて
歩分設公分十生笠を学初
をで勘伐で分数一課園め
染あ定肋あな二拠題のて
くつにbSる文万点と数の
こた区述寄教名をし学も
と施分側I付政の志、。の
が設しの、策総向小財で
で設た前学に合し喋政あ
き術。進(i'l対大つ剛、り
たのをはし学つを施多
・計はまてを本'fill設<
剛かつ白構大と全の
的ろた主想学す般試
なうぐ的しのるに行

州
錐
↓
的
低
学
悦
の
略
排

そ
の
後
七
年
間
、
学
伐
改
定
は
行
な
わ
ず
、
学
生
数
と
学
伐
の
悠
倣
環
を
あ
る
て
い
ど
ふ

せ
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
長
期
計
画
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
ん
に
ち
の
よ
う
な
政
治
・
経
済
・
社
会
情

勢
の
不
安
定
な
も
と
で
は
そ
の
と
き
ど
き
の
事
態
に
機
敏
に
対
応
し
て
推
進
す
る
こ
と
が
必

甥
で
あ
る
。
昭
和
三
卜
八
年
の
第
一
次
長
期
計
測
の
実
施
過
程
に
お
け
る
雌
も
重
要
な
間
迦

点
の
一
つ
は
、
計
側
を
実
施
す
る
な
か
で
、
理
事
会
を
は
じ
め
実
施
機
間
と
教
職
員
組
合
、

学
友
会
な
ど
識
パ
ー
ト
と
の
連
携
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点

は
、
今
後
の
「
衣
笠
一
拠
胤
」
計
画
の
立
案
・
実
施
に
あ
た
っ
て
、
と
く
に
留
意
す
べ
き
こ

と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
期
で
、
も
う
一
つ
砿
要
な
蛎
柚
は
、
昭
和
四
卜
山
年
二
九
六
九
）
十
二
月
以
降
の

学
園
紛
争
で
あ
る
。
全
共
闘
を
名
の
る
一
部
の
暴
力
学
生
は
、
本
大
学
に
お
け
る
民
主
主
義

が
形
骸
化
し
て
い
る
と
し
て
、
大
学
の
解
体
を
主
張
し
、
こ
の
兇
解
に
反
対
す
る
意
見
を
蕊

力
で
圧
殺
す
る
の
み
な
ら
ず
、
学
舎
を
封
鎖
・
破
壊
し
、
授
業
な
ど
を
妨
害
し
多
く
の
学

生
・
教
職
員
に
負
傷
さ
せ
る
と
い
う
事
態
を
ひ
き
起
こ
し
た
。
当
初
、
多
く
の
学
生
が
こ
れ

に
同
調
す
る
伽
き
を
兇
せ
た
が
、
蛎
態
の
本
質
を
認
識
す
る
な
か
で
、
真
に
学
園
を
守
り
民

主
主
義
を
発
展
さ
せ
る
運
動
で
な
い
こ
と
を
自
覚
し
、
全
学
一
体
と
な
っ
て
暴
力
に
よ
る
大

学
の
破
壊
、
大
学
、
治
の
破
壊
か
ら
学
園
を
守
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
こ
と
は
学
問
研

究
の
、
由
、
大
学
と
学
生
の
向
治
を
守
る
こ
と
の
重
大
性
を
品
も
深
く
教
え
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
ま
た
、
先
に
の
べ
た
長
期
計
画
の
総
括
の
内
容
と
も
つ
な
が
る
弱
点
を
敬
え
る

も
の
で
も
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
間
の
扱
害
は
、
実
に
一
億
六
千
万
円
に
の
ぼ
り
、
学
園
財
政
に
大
き
な
困
難

多
極
胸
ず
え
‐
た
○

い
っ
そ
う
の
民
主
化
と
私
学
危
機
の
解
決
を

第
四
期
（
昭
利
四
十
五
年
か
ら
現
在
）

昭
洲
山
十
八
年
（
一
九
七
○
）
卜
川
か
ら
、
翌
年
一
川
に
か
け
て
の
学
曲
川
越
を
め
ぐ
る

全
学
討
淡
は
、
こ
れ
ま
で
に
到
進
し
僻
た
氏
主
化
を
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
お
し
上
げ
る
内
容

を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
重
要
な
意
味
は
昭
和
四
十
六
年
二
九
七
二
一
月
の
全
学

協
議
会
確
認
事
項
に
も
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
第
一
は
、
こ
ん
に
ち
の
私
学
危
機

の
根
本
的
原
川
と
、
そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
道
す
じ
Ｉ
公
伐
助
成
の
大
川
雌
得
Ｉ
を
川
ら
か

に
し
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
「
公
伐
助
成
推
進
の
た
め
の
全
学
連
絡
協
砿
会
」
が
設
侭
さ

れ
た
。
第
二
に
、
衣
笠
一
拠
点
の
民
主
的
解
決
の
確
認
、
第
三
に
は
こ
れ
ま
で
学
園
民
主
化

の
な
か
で
な
お
弱
か
っ
た
財
政
民
、
王
化
の
問
題
を
鮮
明
に
し
、
具
体
的
な
課
題
を
明
ら
か
に

し
た
。
こ
の
よ
う
な
確
認
事
項
に
も
と
づ
い
て
、
公
慨
助
成
川
越
、
衣
笠
一
拠
点
計
Ⅲ
、
財

政
氏
、
王
化
の
そ
れ
ぞ
れ
の
諜
題
が
一
歩
前
進
し
た
。
し
か
し
財
政
危
機
は
、
ふ
た
た
び
深
刻

化
し
、
昭
和
四
十
八
年
二
九
七
三
）
十
月
か
ら
の
学
岱
改
定
問
題
の
提
起
と
な
っ
た
。
そ

の
な
か
で
前
回
の
確
認
事
項
を
さ
ら
に
大
き
く
発
展
さ
せ
、
私
学
危
機
、
相
対
的
低
学
餅
の

意
味
、
公
曲
助
成
に
つ
い
て
の
認
識
を
い
っ
そ
う
深
い
も
の
と
し
、
そ
の
実
践
も
こ
れ
ま
で

に
な
い
発
展
を
み
た
。
ま
た
、
教
学
止
の
浦
川
題
、
財
政
氏
主
化
の
指
課
題
に
つ
い
て
も
、

前
回
よ
り
い
っ
そ
う
深
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
項
お
よ
び
次
の
項
で
紹
介
し
て

い
る
と
お
り
で
あ
る
。
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人
件
曲
は
経
附
曲
の
七
汀
・
二
％

⑩
財
政
の
現
状

｛
経
常
勘
定
｝
財
政
は
経
常
・
建
設
両
勘
定
に
、
明
確
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
経
常
勘

定
は
、
教
学
を
推
進
す
る
た
め
の
Ⅱ
常
的
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
支
川
を
賄
（
ま
か
な
）

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
日
附
経
伐
の
う
ち
殿
大
の
も
の
は
、
教
職
員
の
人
件
曲
で
あ
る
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
税
、
教
員
お
よ
び
学
生
の
図
書
・
機
器
備
品
な
ど
の

峨
人
曲
、
光
熱
水
曲
な
ど
物
件
曲
も
日
常
経
曲
と
し
て
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
勘
定
に
脇
す
る
支
出
と
、
そ
れ
を
賄
う
収
人
財
源
に
つ
い
て
は
、
図
表
①
「
経
常
勘

定
収
支
概
要
」
と
、
図
表
②
「
経
曲
内
訳
表
」
に
よ
り
説
明
に
か
え
た
い
。

①
の
図
表
の
う
ち
、
①
収
入
項
Ｈ
の
パ
ー
セ
ン
ト
は
支
出
合
計
に
対
す
る
比
率
を
あ
ら
わ

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
支
川
を
賄
う
財
源
と
し
て
の
ウ
ェ
イ
ト
を
意
味
す
る
。
②
経
常
勘

定
か
ら
繰
出
し
を
行
な
っ
て
い
る
年
金
、
住
宅
資
金
特
別
会
計
は
、
本
来
、
人
件
質
に
準
ず

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
特
別
会
計
方
式
を
廃
止
し
、
経
常
勘
定
に
吸

収
合
併
さ
れ
た
。

以
上
、
本
学
園
の
あ
ゆ
み
を
み
て
き
た
が
現
在
の
時
点
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
課
題
が
、

木
‐
年
度
全
学
協
縦
会
確
認
事
項
を
具
体
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
展
望
を

切
り
開
い
て
い
く
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

一
財
政
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
き
た
か
》
ま
た
》
ど
の
よ
う
な

峡
史
を
た
ど
州
：
蝿
血
の
釧
選
点
と
特
徴
は
何
か
」
ｌ
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
で
珊
解
で
き
た
こ
と
と
思
う
。

そ
れ
で
は
「
具
体
的
に
現
在
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
、
主
要
な

Ⅲ
題
点
は
川
か
、
こ
ん
ご
の
問
題
の
解
決
と
、
数
学
を
支
え
る
財
政
の
展
望
に
つ
い
て
」

で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
述
べ
て
み
た
い
。

財
政
の
現
状
と
今
後
の
展
望

図
表
①
の
内
容
説
明

①
教
員
・
職
員
（
専
任
・
非
術
勤
）
の
本
俸
・
諸
手
当
・
社
会
保
険
法
人
負
担
余
・
退

職
金

②
図
表
②
「
経
餅
内
訳
表
」
参
照

③
私
学
振
興
財
団
経
常
税
借
入
金
（
残
高
一
憶
三
、
四
五
○
万
円
）

④
図
沸
（
八
、
一
三
○
万
円
）
・
機
器
（
六
、
四
二
○
万
円
）
・
備
品
（
九
○
万
円
）

の
新
規
購
入

⑤
教
職
員
の
年
金
特
別
会
計
・
住
宅
資
金
特
別
会
計
へ
繰
出
・

⑥
生
活
協
同
組
合
貸
付
金
・
学
資
貸
与
金
・
院
生
奨
学
資
金
貸
与
金
な
ど
主
と
し
て
学

生
厚
生
に
か
か
わ
る
も
の

⑦
実
験
実
習
料
を
含
む

図表①経常勘定収支概要
lll/{和18年度決算による:》
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項 I

①人件

②経

③借入金元{Ill支;

④設備支1

⑤特YA会計繰I

⑥その他支I

〔支,'li合計〕

⑦授業

③入学

⑨ 入 学検定I

⑩その他学生生徒納付j

⑪公i't肋収f

⑫資産収〃

⑬借人

⑭その他収，

⑮（単年度経常小計）

⑯前年度繰越f

⑰ 建設 勘定繰入′

〔収人合計き

〔収支残金ミ

金額

22fll.760〃円

4億5,93(）
q7ワ急
u11~吟’

'億,4.64C
句戸、ハ

｡，、OL；

6

29億5,8807J｢I］

133,790万円

4億2‘340

4催9,490

2，280

3催6,040

6，840

2．980

7，490

(28億1,250

3f:ffi8,010

3．120

32億2,380万FE

2億6,50()万|］1

ツ

５
５
１
４
１
２

７
１

100：

４
３
７
７
．
Ｊ
３
０
５
ｐ
ｌ
ｌ

５
４
６
０
２
２
１
２
５

４
１
１
１
伯



⑨
昭
和
四
十
九
年
度
人
試
分

⑩
謝
恩
基
金
・
高
中
燃
料
費
・
課
外
講
座
費
・
手
数
料
・
寮
費
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
代
・

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
利
用
料
な
ど

⑪
国
三
一
億
三
、
○
○
○
万
円
（
内
経
常
費
三
億
一
、
三
ハ
○
万
円
）
・
府
一
一
、
九
二
○

万
円
・
市
一
二
○
万
円

⑫
預
金
利
息
・
電
話
偵
券
満
期
収
入
な
ど

⑬
私
学
振
興
財
団
経
常
税
借
入
金
（
返
済
元
金
と
ほ
ぼ
同
額
を
再
借
入
）

⑭
診
縦
所
収
入
・
雑
収
入
・
貸
付
金
戻
人
な
ど

⑯
昭
和
四
十
七
年
度
決
算
に
よ
る
残
金

⑰
高
叩
校
経
柑
捕
填
の
た
め
二
、
○
二
○
〃
Ⅲ
、
大
学
図
批
叩
充
実
の
た
め
一
、
一
○
○

一
Ｔ
Ｊ
－
ｌ
ｊ

Ｔ
ｊ
ノ
、
Ｆ
１

(BSffl48年度決算による1図表②経費内訳表

｛
建
設
勘
定
］
こ
の
勘
定
は
、
教
学
上
必
要
な
施
設
を
長
期
計
画
に
も
と
づ
い
て
整
備

し
て
い
く
た
め
の
支
出
を
賄
う
。
校
舎
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
川
地
の
買
収
や
教
室
・
研
究
室
・

図
書
館
・
体
育
館
・
学
生
会
館
な
ど
の
新
増
築
、
既
存
施
設
の
改
修
整
備
に
必
要
な
支
出
が

ｆ
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
経
術
物
件
曲
に
く
ら
べ
て
金
額
も
か
な
り
大
き
く
、
ま

た
、
毎
年
恒
常
的
に
発
生
す
る
も
の
で
な
い
と
こ
ろ
に
主
要
な
特
徴
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て

収
人
財
腺
も
経
常
収
入
と
は
川
碓
に
区
分
し
、
単
岱
の
な
か
の
維
持
拡
充
曲
（
商
中
校
に
あ

っ
て
は
設
備
充
実
費
）
を
基
幹
収
入
と
し
つ
つ
、
有
力
な
向
主
財
源
の
一
つ
で
あ
る
任
意
の

寄
付
・
学
債
、
あ
ら
た
な
建
設
に
よ
り
不
要
と
な
る
不
動
産
の
売
却
収
入
、
私
学
振
興
財
団

か
ら
の
建
設
資
金
借
入
、
銀
行
借
入
等
に
依
存
し
て
い
る
。

し
か
し
、
学
債
・
借
入
金
は
、
将
来
の
維
持
拡
充
曲
収
入
で
返
済
し
得
る
範
囲
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
不
動
産
売
却
は
確
実
な
兇
通
し
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
、

総
合
的
な
長
期
計
画
を
必
要
と
す
る
。

衣
笠
学
舎
一
拠
点
を
め
ざ
す
実
施
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
述
べ
る
が
、
昭
和

四
十
八
年
度
（
一
九
七
三
）
決
算
に
よ
る
こ
の
勘
定
の
あ
ら
ま
し
は
、
図
表
③
「
建
設
勘
定

収
支
概
要
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

③
の
図
表
の
う
ち
、
①
収
入
項
目
の
パ
ー
セ
ン
ト
は
支
出
合
計
に
対
す
る
比
率
を
あ
ら
わ

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
支
出
を
賄
う
財
源
と
し
て
の
ウ
エ
イ
ト
を
意
味
す
る
。
②
収
入
項

目
の
う
ち
、
前
年
度
繰
越
金
全
部
と
学
債
の
一
部
は
支
出
に
あ
て
ら
れ
ず
、
翌
年
度
へ
繰
り

図
表
②
の
内
容
説
明

①
実
験
実
習
の
消
耗
品
・
用
品
・
修
繕
（
機
器
備
品
は
除
く
）

②
小
ク
ラ
ス
補
助
金
・
個
人
研
究
資
料
曲
・
医
薬
品
を
含
む

③
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
暖
房
燃
料
費

④
電
話
・
郵
送
料
・
述
搬
説

⑤
留
学
・
研
究
旅
費
・
糾
通
旅
徽
・
交
通
費

⑥
施
設
設
備
の
維
持
修
繕
・
清
掃

⑦
ス
ク
ー
ル
バ
ス
連
行
憐
・
学
友
会
お
よ
び
生
徒
会
補
助
金
・
保
健
曲
・
厚
生
曲
な
ど

⑧
入
試
お
よ
び
会
計
電
子
計
算
・
宿
日
直
・
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ゥ
ス
お
よ
び
合
宿
所
管
理
な

ど
の
委
託
曲
，
教
育
研
究
詣
雑
慨
・
弊
喋
経
曲
・
入
試
経
慨
・
負
担
余
・
会
搬
出
な
ど

－4 9－

項’1

①実験実稗関係

②消耗品・川oniV

③光熱水′.v
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⑤旅s交述′ハ

印刷製本嘆

⑥修織喫
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その他
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図表③ 建設勘定収支概要 越
し
の
財
源
で
あ
る
。

④
ａ
志
学
館
一
脳
九
、
四
五
○
万
円
（
総
工
出
二
脳
五
、
○
○
○
″
円
の
‐
内
）

ｂ
衣
笠
学
生
寮
二
、
一
五
○
万
円
（
四
十
七
年
度
事
業
と
あ
わ
せ
八
、
二
○
○
万
円

・
竣
工
）

①
私
学
振
興
財
川
血
雲
八
二
○
万
円
・
銀
行
両

住
宅
公
庫
二
八
○
万
Ⅲ

②
私
学
振
興
財
団
一
億
一
、
○
三
○
〃
円
・
銀
《

六
六
○
万
円
・
住
宅
公
庫
三
○
″
川

③
衣
笠
学
舎
隣
接
地
（
小
会
談
・
研
究
室
用
地
）

図
表
③
の
内
容
説
明

①
私
学
振
興
財
川
血
、
八
二
○
万
円
・
銀
行
一
川
○
万
Ⅲ

(昭和48年度決算による）

銀
行

三

九

○
万
円

学
伎

億

学
ffl
I川

II‐

○
ﾉJ

I']

教
員
一
人
に
学
生
数
は
七
○
人

①
人
件
没
は
全
支
出
の
七
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
実
に
お
い
て

専
任
教
職
員
数
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
、
ま
た
、
給
与
面
に
お
い
て
も
い
く
つ
か
の
問
題
を

重
点
政
策
、
効
果
の
あ
る
支
出

②
財
政
現
状
の
問
題
点

［
経
常
勘
定
一
右
の
現
状
か
ら
、
お
よ
そ
次
の
問
題
点
が
脂
摘
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の

場
合
、
た
ん
に
財
政
の
困
難
を
数
字
の
上
か
ら
と
ら
え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
状
況
の
卜
で

教
学
上
ど
の
よ
う
な
障
害
が
生
じ
て
い
る
か
を
、
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
重
要
で
あ

ブ
（
》
０

ｃ
衣
笠
学
生
会
館
一
億
三
一
○
万
円
（
四
十
七
年
度
事
業
と
あ
わ
せ
一
億
六
、
七
○

○
万
円
・
竣
工
）

．
小
会
議
・
研
究
室
他
一
、
六
二
○
万
円

⑤
衣
笠
学
生
会
館
撒
地
造
成
他

⑥
新
築
建
物
内
の
備
品

⑦
既
存
施
設
の
改
修
整
備
二
、
三
○
○
万
円
及
び
募
金
募
偵
経
曲
・
資
産
除
却
経
出

③
設
備
充
実
曲
を
財
源
と
し
て
二
、
○
二
○
万
Ⅲ
、
寄
付
金
を
財
抑
と
し
て
一
、
一
○

○
万
円

⑨
⑩
昭
測
三
’
九
年
度
以
降
Ⅲ
一
額

⑪
大
学
父
兄
六
、
二
○
○
万
円
・
高
中
校
父
兄
一
、
七
○
○
万
円
・
校
友
六
五
○
万
円

・
教
職
典
一
山
○
″
川

⑫
プ
レ
ハ
ブ
分

⑬
私
学
振
興
財
団
建
設
側
聞
付
余
分
（
水
‐
年
度
銀
行
分
な
し
）

⑭
大
学
父
兄
四
、
八
○
○
万
川
・
教
職
員
関
係
八
、
五
○
○
万
円
・
校
友
二
、
九
○
○

万
円
・
業
行
等
有
志
六
、
一
八
○
万
円

⑮
昭
州
川
十
七
年
度
決
算
に
よ
る
残
金

⑯
昭
和
四
十
九
年
度
へ
繰
越

－50－

項｜=

①借入金利息

②借入金元金

③土地買収

④建物新築

⑤櫛築物

⑥設備

⑦その他

⑧経常勘定繰出

〔支1111合計〕

⑨維持拡充費

⑩設備充実;

⑪ 符 ： 付金

⑫不動産売却

⑬借人金

⑭学俵

⑮＃ii年度繰越金

〔収入合計〕

⑯〔収支残金〕

金肯

1IB0,590万円
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包
含
し
て
い
る
こ
と
か
最
大
の
問
題
で
あ
る
画
教
員
一
人
当
り
の
学
生
数
は
国
立
大
学
の

平
均
八
・
四
人
に
く
ら
べ
、
全
私
立
大
学
の
平
均
は
三
一
・
丘
人
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
本

大
学
に
お
い
て
は
七
○
人
を
こ
え
て
お
り
職
員
も
ま
た
同
じ
状
況
に
あ
る
。
過
重
な
労
働
に

耐
え
、
ま
た
、
お
お
く
の
非
常
勤
の
教
職
員
に
協
力
を
も
と
め
て
、
教
育
・
研
究
に
雌
大
の

努
力
を
は
ら
っ
て
い
る
が
、
早
急
に
改
善
を
必
要
と
し
て
い
る
。
給
与
に
お
い
て
も
、
公
務

員
や
他
私
学
に
く
ら
べ
て
劣
悪
な
而
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、

面 支 I ﾉ g 縦 た わ I'l乏iv上<の
かitlI-定めら期し③がのら徹②
らを八科財ずの さこ必物べ底物
兄噸イドに源、＝にの要的てを件
たや度つとわ他基よで条低は¥(
雌そ収いしず六因う あ 件 い か は
大う人ててか干 すにるを水つ
のととははにノJる、。整準てし
litlすし、'If－I'lこ本備にいた
題 れ て 昭 i ' ( 二にと来しあるが
がば示イ｢l収・なは、、りがつ
あ、さffl人一つぃ必厚、、て
るされ十とパたう要生施｜ﾇl、
。らてノL人｜がまと面設書極

にい年'菖七､ですののf(端
学る度械ﾝこもる光椎・に
'I'toの定卜のな支実持研切
を現志料に額いit.をに究り
引状願にしで。をも必i't-j
きで者火かは公著は要なめ
｜そはか部あ緊i'tしかなどざ
げ、 ら分 た締助くる予敦る
ざ教引をらし成圧た算学を
る学き依なた金縮めな上得
を改上存ぃ支はしにど重ず
得稗げせのit1前てはも要、
なのをざが総年ぃ､-|-な冗
いた行る実額度るさ分予i'i
とめなを情で よのらで算の
こにつ得であ りはにはは節
ろ、たなある一llX人な、減
にこ結いるに億人きぃ他と
、れ栗。・も二財な･私重

財以が人こか千,1(1物教学点
抑’Z、学のか万の件学に化

｜
繰
越
金
」
で
つ
な
ぐ

④
こ
の
ほ
か
、
前
年
度
か
ら
三
億
八
千
万
円
を
繰
り
越
し
た
こ
と
、
建
設
勘
定
か
ら
の
繰

越
金
を
前
年
度
よ
り
八
百
〃
円
を
贈
額
し
た
こ
と
、
私
学
振
興
財
団
か
ら
の
経
常
慨
の
借
入

を
本
年
度
も
継
続
し
た
こ
と
か
ら
、
一
応
、
支
出
に
見
合
う
財
源
を
確
保
し
た
。

な
お
、
二
億
六
千
万
円
余
を
昭
和
四
卜
九
舵
‐
度
に
向
け
て
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
た
。
の

ち
に
く
わ
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
や
む
を
得
ず
学
鋭
の
引
き
Ｌ
げ
も
本
年
度
新
入
生
か
ら
実

施
し
た
が
、
こ
の
繰
り
越
し
が
な
け
れ
ば
、
引
き
上
げ
幅
が
よ
り
拡
大
し
た
か
、
あ
る
い
は

さ
ら
に
膨
大
な
人
件
賀
が
必
要
で
あ
る
《

昭
一
和
四
十
言
九
年
度
財
政
が
重
大
な
危
機
に
直
面
し
た
か
、
の
い
す
れ
か
の
事
態
と
な
っ
た
で

あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
繰
越
金
の
も
つ
意
味
は
重
要
で
あ
る
。

⑤
以
上
の
よ
う
に
、
重
点
政
策
に
よ
っ
て
支
出
を
き
り
つ
め
な
が
ら
も
、
な
お
入
学
検
定

料
や
学
凹
の
引
き
ｉ
に
げ
を
行
な
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
緑
常
勘
定
の
も
つ
深
刻

さ
が
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
の
ち
に
述
べ
る
課
題
の
大
き
さ
と
緊
急
性
を
も

の
が
た
っ
て
い
る
。

急
か
れ
る
建
設
計
画
寄
付
金
に
期
待

〔
建
設
勘
定
一
建
設
勘
定
も
ま
た
経
常
勘
定
に
劣
ら
な
い
問
題
を
指
摘
し
得
る
。

①
「
建
設
勘
定
負
俄
残
高
一
覧
」
（
図
表
④
）
に
あ
る
よ
う
に
、
長
期
計
川
に
も
と
づ
い

て
、
乏
し
い
財
源
を
最
大
に
活
用
し
つ
つ
、
施
設
の
充
実
整
術
を
は
か
っ
て
き
た
が
、
学
園

と
し
て
は
多
大
の
負
債
を
か
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
四
十
八
年
度
で
は
、
元
金
と
利

子
を
合
わ
せ
て
そ
の
返
済
に
約
三
億
九
千
万
円
を
要
し
た
が
、
こ
の
返
済
財
源
の
中
心
と
な

る
維
持
拡
充
税
の
収
入
、
約
三
億
三
千
万
円
を
上
廻
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
事
態
の
困
難
さ

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

②
高
中
校
の
設
備
充
実
費
収
入
は
、
高
中
校
に
お
け
る
第
一
次
長
期
計
画
が
完
了
し
た
こ

と
と
、
経
術
勘
定
が
大
学
以
止
の
困
雌
に
直
血
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
全
額
を
経
常
勘

定
へ
繰
り
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
検
討
中
の
第
二
次
長
期
計
画
が
策
定
さ
れ
る
と
、

こ
の
設
附
充
実
伐
収
人
に
つ
い
て
は
当
然
に
建
設
勘
定
扱
い
と
し
て
復
帰
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
近
い
将
来
の
問
題
と
し
て
重
要
課
題
で
あ
る
。

③
こ
の
状
況
で
は
、
こ
ん
ご
土
地
買
収
や
建
物
新
築
な
ど
、
教
学
上
の
必
要
か
ら
す
す
め

る
べ
き
多
く
の
事
業
の
た
め
の
財
源
と
し
て
は
、
寄
付
金
と
学
債
お
よ
び
そ
の
他
の
借
入
金

に
た
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
（
不
肋
産
売
却
に
よ
る
収
入
に
つ
い
て
は
、
代
俳
施
設
の
建
設
の

の
ち
で
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
）
・
寄
付
金
は
ま
っ
た
く
任
意
で
あ
る
が
、
応
募
額
は
年

々
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る
の
で
、
今
後
さ
ら
に
大
き
く
期
待
す
べ
き
有
力
な
財
源
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
寄
付
金
が
、
事
業
資
金
の
主
力
と
な
る
に
は
な
お
不
十
分
で
あ
り
現
状
で
は
、

学
債
・
借
入
金
と
い
う
負
債
に
大
き
く
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
学

園
財
政
に
と
っ
て
将
来
的
な
、
長
期
の
負
横
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。

④
昭
和
四
十
八
年
度
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が
約
三
億
五
千
万
円
あ
り
本
年
度
も
さ
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ら
に
明
年
度
に
向
吟
て
約
三
億
八
千
万
円
を
繰
り
越
す
こ
と
に
な
っ
た
ｃ
こ
ん
に
ち
の
激
し

い
イ
ン
フ
レ
ィ
シ
ョ
ン
の
も
と
で
は
、
必
要
な
土
地
の
確
保
や
建
物
の
建
設
を
一
日
も
早
く

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
上
有
利
と
な
る
。
そ
の
こ
と
が
教
育
・
研
究
に
も
大
き
く
寄

与
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
一
拠
点
と
い
う
大
き
な
課
題
に
つ
い
て
の
全
学
的
討
議
の
集
約
が
、
昨
秋
以
来

の
経
常
勘
定
に
あ
た
る
学
賀
の
引
き
上
げ
と
い
う
重
大
な
問
題
の
た
め
、
お
く
れ
た
こ
と
と
、

土
地
買
収
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
つ
き
ま
と
う
こ
と
、
な
ど
か
ら
、
資
金
を
残
す
こ
と
に

な
っ
た
の
で
、
さ
き
の
繰
越
金
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
は
建
設
勘
定
に
お
い
て
も
、
乏
し
い
財
源
の
も
と
で
大
き
な
課
題
を
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
困
雌
さ
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

図表④建設勘定負債残高一覧 (II/U1I48<I呈度末

図
表
＠
の
内
容
説
明

①
借
入
か
ら
満
四
年
後
一
括
返
済

②
大
部
分
は
借
入
か
ら
満
二
年
据
置

以
後
十
八
年
Ⅲ
均
等
返
済

③
四
十
九
年
度
完
済

④
五
十
年
間
元
利
均
等
返
済

⑧
昭
和
四
十
九
年
度
財
政
に
関
す
る
概
況

一
経
常
勘
定
］
昭
和
四
十
八
年
度
に
み
ら
れ
た
状
況
は
、
四
十
九
年
度
に
は
い
っ
て
、

な
お
い
っ
そ
う
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
ｃ
高
度
経
済
成
長
政
策
の
も
と
で
慢
性
化
し
た
イ
ン

フ
レ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
私
学
財
政
に
大
き
な
困
難
を
も
た
ら
し
続
け
て
い
る
が
、
と
く
に
昨
秋

以
来
の
急
激
か
つ
大
幅
な
物
価
上
昇
は
教
学
の
条
件
改
善
の
望
み
を
打
ち
砕
き
、
現
在
ま
で

の
水
準
を
維
持
す
る
だ
け
で
も
膨
大
な
支
出
増
を
必
要
と
す
る
事
態
を
招
い
て
い
る
。
相
対

的
低
学
費
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
な
か
で
、
財
政
基
盤
の
弱
い
本
学
園
は
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
昨
年
度
の
状
況
を
ふ
ま
え
た
本
年

度
財
政
の
見
通
し
に
よ
る
教
学
の
重
大
な
危
機
を
回
避
す
る
た
め
に
、
本
年
度
新
入
生
か
ら

（
高
中
校
は
在
校
生
も
）
学
曲
の
引
き
上
げ
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
、
引
き
上
げ
幅
を
極
力

小
さ
く
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
物
価
上
昇
が
引
き
上
げ
提
案
時
の
予
想
を
大
き
く
上
廻
っ
た

こ
と
か
ら
、
本
年
度
以
降
の
財
政
均
衡
を
は
か
る
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
引
き

上
げ
の
も
つ
重
大
な
意
味
は
の
ち
に
述
べ
る
が
、
以
上
の
状
況
は
、
図
表
⑤
「
昭
和
四
十
九

年
度
経
常
勘
定
収
支
概
要
」
に
よ
っ
て
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

⑤
の
図
表
の
う
ち
、
①
収
支
残
金
一
億
四
千
六
十
万
円
を
一
応
昭
和
五
十
年
度
へ
繰
り
越

し
得
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
が
、
こ
の
異
常
な
物
価
上
昇
が
続
く
限
り
こ
れ
を
下
廻
る
恐

れ
も
強
く
、
五
十
年
度
は
公
費
助
成
の
画
期
的
進
展
が
な
け
れ
ば
、
最
低
に
見
て
も
三
億
円

程
度
の
赤
字
は
必
至
で
あ
る
。
②
前
年
度
繰
越
金
や
建
設
勘
定
繰
入
金
を
除
い
た
純
粋
の
経

常
収
入
差
引
で
は
、
図
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
赤
字
約
一
億
九
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
繰

越
金
が
財
政
上
、
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

【
建
設
勘
定
一
こ
こ
で
も
、
本
年
度
に
は
い
っ
て
、
状
況
は
悪
化
し
て
い
る
。
全
国
の

地
価
上
昇
率
は
、
こ
の
一
年
間
に
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
て
お
り
、
建
築
単
価
の
上
界
も

五
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
は
必
至
と
い
う
異
常
な
事
態
の
な
か
で
、
依
然
、
負
債
の
返
済
に
お

わ
れ
つ
つ
、
事
業
を
行
な
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
矧

表
⑥
「
昭
和
四
十
九
年
度
建
設
勘
定
収
支
概
要
」
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑥
の
図
表
の
う
ち
、
経
常
勘
定
繰
出
の
項
で
は
、
大
学
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
新
設
の
た
め
、

千
三
百
四
十
万
円
を
経
常
勘
定
へ
繰
り
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
経
常
勘
定
に
お
い
て
、

こ
の
資
金
と
、
国
か
ら
の
私
大
研
究
設
備
助
成
金
（
二
千
四
百
二
十
万
円
）
と
を
あ
て
、
全

学
的
に
利
用
し
得
る
小
型
電
子
計
算
機
（
京
都
大
学
セ
ン
タ
ー
と
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
大
型
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① 学俵
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③銀行借入金

④住宅金融公庫借入金

ムー量_ト
ロIJI

金蔀

6億6,050万I']

9億8,06(）

2，28(〕

5．09(〕

17ffil,480;7|il



図表⑤昭和49年度経常勘定収支概要

（予算をﾉI嶋礎に、一定の兄込も〃||えたもの〕

化
と
同
じ
機
能
を
発
揮
す
る
）
を
理
工
学
研
究
所
に
設
慨
す
る
も
の
で
あ
る
。
②
現
在
本

年
度
予
算
と
し
て
は
、
建
物
の
新
規
建
設
分
を
計
ｔ
し
て
い
な
い
が
、
一
拠
点
実
現
の
た
め

に
は
、
早
急
に
建
物
に
つ
い
て
も
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
全
学
的
合
意
の
も
と
に
実
施
す

る
場
合
に
は
、
左
表
に
み
ら
れ
る
「
収
支
残
金
」
約
一
億
五
千
万
円
と
、
財
団
借
入
金
お
よ

び
学
俄
追
加
分
と
を
財
源
に
し
て
、
年
度
途
中
に
追
加
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
と
な
る
。
③

昭
和
川
十
九
年
度
末
の
負
依
総
額
は
、
前
年
度
末
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
見
込
み
で
あ
る
。

図
表
⑥
の
内
容
説
明

③
衣
笠
学
舎
隣
接
地
分

④
志
学
館
前
年
度
事
業
慨
繰
延
分
（
こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
川
十
九
年
迩
月
竣
工
）

⑤
理
工
学
部
公
害
対
策
浄
化
槽
四
、
○
五
○
〃
円
、
道
路
・
擁
壁
な
ど
整
備
一
、
七
九

○
万
円

⑥
建
物
内
備
品
な
ど

⑦
各
学
部
学
生
共
同
研
究
室
新
設
七
○
○
万
円
、
広
小
路
老
朽
窓
改
修
一
、
血
○
○
万

円
、
高
中
校
謂
整
備
七
○
○
万
円
、
生
活
協
同
組
合
食
堂
整
備
五
○
○
万
円
、
そ
の
他

安
全
対
策
な
ど
二
、
○
八
○
万
円

⑧
大
学
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
新
設
一
、
三
四
○
万
円
、
高
中
校
経
常
説
補
填
二
、
○
二

昭和49年度建設勘定収支概要

（予算による!；

図
表
⑤
の
内
容
説
明

①
前
年
度
対
比
は
特
別
会
計
繰
出
分
を
除
き
、
実
質
五
億
七
、
九
一
○
万
円

②
特
別
会
計
廃
止
に
よ
り
人
件
曲
に
吸
収
合
併

③
旧
特
別
会
計
繰
越
分
二
、
九
○
○
万
円
を
含
む

図表6
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項 I

①人件’1

経V

借入金元利支,'l

i没備支ii
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》又
へ
ロ

授堆恥

人、jを1

人学検定附

その他学生生徒納付1

公ii肋戒 ‘

資n碇収ノ
イ1に 人 111ｺI

その他収ノ

(経憐収人小I汁
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建設勘定繰入く

収人合

収支残く

金額
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5徳9,400
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61(）
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17fS0,820万’
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4他9,49心
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3‘660

38(S6,3607fm
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48（
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⑥設備
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⑨支,tl

⑩維持拡充vt
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⑫'.(]'付令

⑬不側j雌ツリ亡ム.0

⑭借 入金

⑮学(.'.
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全
学
協
議
会
確
認
の
要
旨

①
学
曲
引
き
ｔ
げ
の
も
つ
意
味
の
認
識
ｌ
学
費
の
改
定
は
国
民
の
教
育
の
機
会
均
等
と
学

生
の
勉
学
生
涌
条
件
を
い
っ
そ
う
破
喫
し
、
し
か
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
私
学
の
危
機
を
克
服

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
在
の
危
機
の
要
因
は
、
国
民
教
育
の
一
環
と
し
て
の
憲
法
・
教

育
基
本
法
に
も
と
づ
く
高
等
教
育
に
対
し
、
国
が
正
し
い
政
策
実
現
を
怠
っ
て
い
た
こ
と
と
、

高
度
維
済
成
長
政
策
か
ら
く
る
イ
ン
フ
レ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
国
民
生
禰
全
般
が
破
壊
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
抜
本
的
方
策
を
進
め
る
こ
と
が
、
最
重
要
で
あ
る
。

②
相
対
的
低
学
費
の
堅
持
‐
１
本
学
が
守
り
続
け
て
き
た
祁
対
的
低
学
費
は
、
教
育
の
機
会

均
等
の
観
点
か
ら
学
生
と
父
母
の
経
済
負
担
を
職
減
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
私
学
の
安

易
な
学
伐
引
き
上
げ
を
制
約
す
る
と
と
も
に
、
教
学
の
あ
り
方
と
そ
れ
を
支
え
る
財
政
の
追

求
、
そ
の
た
め
の
公
費
助
成
運
動
に
対
し
、
全
学
の
械
極
的
参
加
を
よ
び
起
こ
す
も
の
で
あ

る
。
こ
ん
ご
、
さ
ら
に
財
政
実
態
を
わ
か
り
や
す
く
明
ら
か
に
す
る
な
か
で
、
財
政
の
民
主

的
運
用
を
強
め
、
相
対
的
低
学
灘
を
堅
持
し
て
い
け
る
力
を
育
て
る
と
と
も
に
、
個
別
大
学

と
し
て
の
努
力
に
限
界
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
全
私
学
共
通
の
問
題
と
し
て
広
く
学
外
に
も

訴
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

③
学
生
の
実
態
把
握
の
必
要
性
ｌ
従
来
、
学
生
の
勉
学
・
生
活
実
態
の
把
握
に
不
十
分
さ

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
ん
ご
、
多
面
的
系
統
的
把
握
と
、
そ
れ
に
よ
る
政
策
立
案
に
努
め

仰
今
後
の
財
政
の
課
題
と
展
望

さ
き
に
、
本
年
度
新
人
生
か
ら
の
学
謝
改
定
に
ふ
れ
た
が
、
こ
の
問
題
を
提
起
し
た
昨
年

卜
月
か
ら
、
本
年
一
月
に
か
け
て
、
全
学
の
桃
成
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
ま
た
、
全

学
協
議
会
の
場
で
、
度
重
な
る
厳
し
い
討
議
を
行
な
っ
た
。
一
月
十
八
日
の
全
学
協
議
会
で

の
こ
の
川
迦
に
間
す
る
確
認
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
今
ま
で
に
述
べ
て
き
た
財

政
の
現
状
に
み
ら
れ
る
危
機
を
克
服
し
、
敬
育
・
研
究
を
着
実
に
前
進
さ
せ
る
迫
す
じ
は
、

こ
の
確
認
事
項
の
実
践
し
か
な
い
。
財
政
の
課
題
と
展
望
も
こ
こ
に
つ
く
さ
れ
て
い
る
。

○
万
円
大
学
図
書
充
実
側
三
○
○
万
円

⑬
衣
笠
学
舎
と
び
地
分

⑭
私
学
振
興
財
団
建
設
資
金
貸
付
金

【
一
拠
点
早
期
実
現
の
課
題
］

今
ま
で
、
建
設
勘
定
の
説
明
の
項
で
主
要
に
こ
の
課
題
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

問
題
は
、
た
ん
に
、
建
設
勘
定
で
行
な
う
衣
笠
へ
の
移
転
統
合
の
た
め
の
施
設
事
業
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
総
合
大
学
と
し
て
現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
学
を
創
造
す
る
上
で
ぜ
ひ
必
要

な
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
大
学
の
基
‐
本
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
衣
笠
一
拠
点
の
実
現
は
財
政
上

も
力
量
を
総
合
強
化
し
う
る
の
で
、
経
常
勘
定
の
面
に
お
い
て
も
ま
こ
と
に
重
要
で
あ
る
。

す
で
に
、
昨
年
‐
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
基
本
的
か
つ
全
面
的
提
起
を
行
な
っ
て
お
り
、
全

る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
教
学
と
財
政
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
展
望
を
ひ
ら
く
た
め
の

基
礎
的
課
題
で
あ
る
。

④
公
餅
助
成
問
題
へ
の
と
り
く
み
ｌ
こ
ん
に
ち
高
等
教
育
の
機
会
均
等
は
国
民
の
要
求
で

あ
り
、
そ
の
高
等
教
育
の
な
か
で
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
る
私
立
大
学
に
お
い
て
は
、
学
生

・
父
母
の
高
い
学
費
負
担
に
も
か
か
わ
ら
ず
教
育
・
研
究
条
件
は
劣
悪
で
あ
り
、
し
か
も
現

状
の
維
持
す
ら
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
解
決
は
、
学
簡
引
き
上
げ
で
は
な
く

公
敬
育
公
共
負
担
の
原
則
に
も
と
づ
く
急
速
か
つ
大
幅
な
私
学
助
成
の
実
現
以
外
に
道
が
な

い
。
本
大
学
に
お
け
る
助
成
運
動
の
進
展
を
総
括
し
、
な
お
い
っ
そ
う
強
化
す
る
具
体
的
方

策
を
と
る
と
と
も
に
、
全
私
学
・
全
国
民
の
遮
勤
と
し
て
強
力
に
展
附
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
財
政
民
主
化
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
必
要
ｌ
相
対
的
低
学
伐
を
堅
持
し
、
公
曲
助
成
の

運
動
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
一
拠
点
問
題
を
は
じ
め
、
教
学
課
題
の
正
し
い
解
決
を
進
め

る
た
め
に
は
財
政
氏
主
化
の
推
進
が
雑
木
的
に
亜
要
で
あ
る
。
学
曲
な
ど
亜
要
問
題
の
民
主

的
討
縦
の
保
障
、
わ
か
り
や
す
い
定
期
的
財
政
公
開
の
実
行
を
は
じ
め
と
し
て
財
政
間
迦
を

全
学
の
も
の
に
す
る
た
め
の
、
具
体
的
措
置
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
。

⑥
事
務
の
氏
主
化
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
必
要
性
１
部
課
長
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
今
ま

で
の
民
主
化
の
到
達
段
階
を
ふ
ま
え
、
学
生
に
吉
〈
任
を
負
い
、
学
生
実
態
把
握
の
課
題
に
も

即
応
で
き
る
民
主
的
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

⑦
教
学
改
稗
、
一
拠
点
実
現
に
つ
い
て
、
具
体
的
提
起
を
急
ぐ
必
要
１
以
上
の
確
認
折
項

目
を
遵
守
し
、
財
政
の
展
望
を
ひ
ら
く
な
か
で
、
教
学
譜
課
題
と
一
拠
点
問
題
の
解
決
を
は

か
る
こ
と
が
ま
さ
に
財
政
の
任
務
で
あ
る
。
こ
の
任
務
を
正
し
く
遂
行
す
る
た
め
、
緊
急
に

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
の
政
策
提
起
と
実
行
を
具
体
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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◇
交
通
税
（
二
学
舎
間
往
復
の
た
め
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
市
バ
ス
）

◇
図
普
岱
（
二
拠
点
の
た
め
重
複
雌
入
し
て
い
る
分
）

◇
維
持
修
繕
曲
（
老
朽
化
し
て
い
る
広
小
路
学
舎
に
お
い
て
必
要
と
し
て
い
る
も
の
）

◇
光
熱
水
曲
（
施
設
の
統
合
に
よ
る
減
少
分
）

◇
消
掃
餅
（
右
に
同
じ
）

ま
た
、
建
設
勘
定
に
お
い
て
も
、
広
小
路
学
舎
の
老
朽
化
対
策
と
し
て
、
教
学
・
厚
生
の

而
で
蝉
す
る
改
修
・
整
備
覗
業
曲
は
巨
額
に
上
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
ん
ご
と
も
、
衣
笠
一

拠
点
実
現
ま
で
の
間
に
は
、
相
当
額
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
過
渡
的
性
怜
の
支
川
と
し
て
で
は
な
く
、
恒
久
的
な
施
設
改
蒋
幣
術
曲
と
し
て
全
Ⅲ
的
に

そ
の
資
金
を
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
広
小
路
学
舎
に
あ
る
法
学
部
・
文
学
部
・
二
部
の
各
学
部
、
本
部
側
係

な
ど
の
施
設
を
衣
笠
学
舎
に
用
意
す
る
た
め
に
は
、
建
物
ば
か
り
で
な
く
、
土
地
拡
張
も
必

甥
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
呪
在
ま
で
一
拠
点
を
志
向
し
て
き
た
た
め
に
保
鼎
さ
れ
て
い
た
教
学

・
厚
生
条
件
を
改
善
す
る
た
め
の
施
設
も
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
膨
大
な
事
業

曲
は
、
イ
ン
フ
レ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
急
激
に
拡
大
し
、
昨
年
度
に
概
略
試
算
し
た
約
凡
○

億
円
を
大
幅
に
こ
え
る
見
通
し
で
あ
る
。
こ
ん
ご
、
三
～
四
年
間
に
、
こ
の
事
業
の
資
金
を

調
進
し
、
一
拠
点
の
施
設
面
に
お
け
る
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
さ
き
の
建
設
勘
定

の
実
状
か
ら
見
て
、
ま
こ
と
に
困
雌
な
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
行
の
維

持
拡
允
出
収
入
を
基
礎
と
し
、
寄
付
金
弊
蝶
に
全
力
を
傾
椛
し
、
不
伽
産
売
却
に
よ
る
涜
金

を
兇
込
み
、
な
お
不
足
す
る
分
は
、
学
債
募
集
・
私
学
振
興
財
団
か
ら
の
借
入
に
依
存
す
る

こ
と
を
財
政
計
凹
の
住
と
し
て
、
一
定
の
大
枠
試
算
も
で
き
て
は
い
る
が
、
困
難
な
開
課
題

学
の
討
議
と
）
進
ん
で
き
て
い
る
た
め
詳
細
に
陰
ふ
れ
な
い
か
・
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
入

れ
た
う
え
で
、
以
下
に
述
べ
る
点
に
つ
い
て
理
解
と
協
力
を
得
た
い
と
考
え
る
。

衣
笠
一
拠
点
が
実
現
す
れ
ば
、
経
常
勘
定
に
お
い
て
は
、
現
在
二
拠
点
に
分
か
れ
て
い
る

た
め
必
要
と
し
て
い
る
次
の
謂
経
曲
（
推
定
合
計
八
千
万
円
程
度
）
が
不
要
と
な
る
の
で
、

こ
れ
を
他
の
教
学
上
の
必
要
支
出
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
経
常
勘
定
に
お
け
る
力
耽
の

総
合
性
化
と
は
、
こ
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

◇
専
任
職
員
人
件
賀
（
二
拠
点
体
制
の
も
と
で
重
複
配
置
を
必
要
と
し
て
い
る
分
）

◇
専
任
職
員
人
件
賀
（
二
拠
点
体
制
の
も
．

◇
事
務
ア
ル
バ
イ
ト
人
件
晩
（
右
に
同
じ
）

八
参
考
Ｖ

昭
和
四
十
五
年
度
全
学
協
議
会
確
認
事
項
〔
抜
粋
〕

の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
着
実
に
解
決
し
得
る
か
否
か
か
、
早
期
実
現
の
カ
ギ
と
な
る
書
も
ち
ろ

ん
私
学
の
施
設
建
設
に
対
す
る
袖
助
金
制
度
の
新
設
や
融
資
の
長
期
・
低
利
化
な
ど
、
公
眺

助
成
の
拡
大
と
前
進
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
基
本
課
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
山
～
伽
に
わ
た
っ
て
、
学
問
全
体
の
財
政
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
高
山
‐
校
の
問

題
は
、
経
常
勘
定
に
お
い
て
は
、
大
学
よ
り
い
っ
そ
う
困
難
が
大
き
く
、
ま
た
、
建
設
勘
定

に
お
い
て
も
、
あ
ら
た
な
長
期
計
圃
策
定
の
課
題
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き

た
い
。

豆
剛
略
霊
〕

三
、
以
止
の
三
卜
八
年
度
長
刈
計
側
の
総
括
に
た
ち
、
今
後
の
財
政
連
樹
の
氏
、
Ｅ
化
の
雌

準
と
し
て
以
下
四
つ
の
基
準
を
確
認
し
た
。

１
．
ど
れ
だ
け
広
範
な
学
生
・
院
生
・
敬
職
ｕ
の
切
災
な
要
求
が
く
み
い
れ
ら
れ
て
い

る
か
。

２
．
ど
れ
だ
け
全
学
的
で
民
主
的
な
誹
議
に
よ
っ
て
什
川
が
つ
く
ら
れ
し
か
も
そ
れ
が

立
命
館
大
学
の
実
状
に
介
致
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
。

３
き
め
ら
れ
た
予
凍
方
針
が
確
実
か
つ
す
み
や
か
に
紬
行
さ
れ
て
い
る
か
。

４
．
政
府
・
文
部
省
の
反
動
的
で
貧
困
な
文
教
政
策
に
抗
す
る
計
画
と
財
政
の
し
く
み

に
な
っ
て
い
る
か
。

〔
中
略
〕

凡
、
理
事
会
は
さ
き
の
「
川
っ
の
蕪
雌
」
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
立
命
館
大
学
に
お
け
る
財

政
運
営
の
民
主
化
と
し
て
次
の
四
点
を
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ｌ
予
算
編
成
過
程
の
民
主
化

予
算
の
最
終
決
定
は
理
事
会
の
責
任
で
あ
る
が
、
理
事
会
は
次
年
度
の
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
、
十
Ⅱ
段
陪
に
そ
の
年
の
財
政
総
柄
と
来
年
度
の
方
針
を
、
全
学
協
議

会
、
学
園
振
興
懇
談
会
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
学
生
・
院
生
・
敬
職
員
の

要
求
を
き
き
、
予
算
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
力
す
る
。
予
猟
を
決
定
し
た
段
階
で
、
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こ
の
紙
面
の
随
所
で
学
園
の
財
政
の
仕
組
み
や
現
状
あ
る
い
陰
理
事
会
の
考
え
方
に
（
｜

い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
説
明
の
仕
方
を
一
問
一
答
形
式
に
組
み
か
え
て
み
た
。

【
問
二
学
生
か
ら
徴
収
し
て
い
る
学
費
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
。

【
答
】
本
学
園
で
は
、
昭
和
三
十
八
年
の
長
期
計
画
策
定
時
に
、
す
べ
て
の
財
政
を
経
常
勘

定
と
建
設
勘
定
と
に
区
別
し
た
こ
と
は
、
本
文
中
で
説
明
し
た
。

経
常
勘
定
は
、
人
件
賀
、
物
件
曲
そ
の
他
、
毎
年
恒
常
的
に
必
要
と
す
る
経
慨
を
調
達
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
財
源
の
大
部
分
が
授
業
料
・
実
験
実
習
料
・
入
学
金
・
入
学
検
定
料

「
財
政
一
問
一
答
」

そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を
お
こ
な
い
そ
れ
以
後
も
学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
要

求
に
つ
い
て
折
伽
を
し
、
そ
の
実
現
に
努
力
し
て
い
く
。

２
．
執
行
過
程
の
氏
主
化

棚
立
さ
れ
た
糾
凹
に
も
と
づ
い
て
、
正
し
く
そ
れ
が
執
行
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、
全
学
協
議
会
を
柵
収
す
る
パ
ー
ト
か
ら
要
求
が
あ
っ
た
場
合
、
担
当
部

縦
は
こ
れ
に
応
じ
て
脱
明
す
る
こ
と
。
併
せ
て
執
行
す
る
担
当
部
課
の
黄
任
行
で
あ

る
部
課
長
の
あ
り
方
を
制
度
を
ふ
く
め
て
民
主
化
す
る
こ
と
。

３
．
財
政
計
画
の
民
主
化
で
柔
軟
性
の
あ
る
巡
川

長
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
全
学
の
意
見
を
結
集
し
て
樹
立
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

毎
年
度
の
事
態
の
進
行
に
応
じ
て
全
学
の
氏
主
的
討
縦
に
よ
り
変
更
の
必
要
性
が
認

め
ら
れ
た
場
合
、
計
画
・
予
算
を
固
定
し
た
も
の
と
せ
ず
、
弾
力
的
に
修
正
し
う
る

も
の
と
す
る
こ
と
。

４
．
財
政
公
開
の
原
則
に
も
と
づ
く
全
学
協
議
会
で
の
監
査

決
算
は
監
小
の
慌
査
を
経
た
う
え
理
聯
会
が
承
認
し
、
評
縦
員
会
に
報
告
し
意
兇

を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
学
協
議
会
に
お
い
て
、
こ
れ
を
椛
成
す
る
パ

ー
ト
か
ら
要
術
が
あ
っ
た
場
合
、
財
政
公
附
の
原
則
に
も
と
づ
き
、
理
事
会
は
決
算

報
告
を
お
こ
な
い
討
議
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
監
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

■
■
■
■
●
●
■
旬
●
■
ｂ
凸
◆
●
■
凸
■
■
■
●
●
凸
■
■
●
■
■
■
■
■
■
令
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
●
。
■
■
●
■
■
■
？
■
■
■
■
ｂ
■
■
■
■
■
●
●
●
Ｑ
ａ
●
■
■
■
ｅ
■
■
■
■
■
■
①
■
凸
■
凸
旬
●
●
。
■
●
●
■
■
■
。

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
財
源
と
は
、
国
や
地
方
内
治
体
か
ら
の
補
助
金
お
よ
び

借
入
金
な
ど
で
あ
る
。

建
設
勘
定
は
、
教
室
な
ど
の
建
物
と
そ
の
敷
地
な
ど
の
施
設
・
設
備
の
充
実
を
は
か
る
た

め
の
も
の
で
、
学
擬
の
う
ち
の
維
持
拡
充
餅
が
基
本
的
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
。

経
常
勘
定
と
建
設
勘
定
を
区
分
せ
ず
授
業
料
・
実
験
実
習
料
・
維
持
拡
充
曲
・
入
学
金
・

入
学
枕
定
料
な
ど
の
収
入
を
一
柄
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
財
政
と
な
っ
て
、
学

園
の
運
営
、
ひ
い
て
は
教
学
の
充
実
が
計
画
的
に
は
か
れ
な
い
ば
か
り
か
、
財
政
自
体
の
肋

壊
を
も
た
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
昭
和
三
十
八
年
以
前
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な

「
ど
ん
ぶ
り
勘
定
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、
学
生
数
噌
ｌ
施
設
拡
大
ｌ
負
倫
増
大
ｌ
学
謝
引
き

ｔ
げ
と
い
う
悪
倣
環
の
く
り
か
え
し
で
、
経
常
曲
が
つ
ね
に
圧
迫
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。

な
お
、
以
上
の
ほ
か
に
、
謝
恩
基
金
と
い
う
学
賀
は
、
退
職
金
の
支
払
い
に
あ
て
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。

一
間
二
】
本
学
園
に
た
い
す
る
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
の
実
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
符
】
昭
和
四
十
八
年
度
の
実
紙
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

三
憶
一
、
二
五
五
万
六
千
Ｎ

私
立
大
学
研
究
設
備
曲
補
助
金
ｌ
経
常
徴
補
助
と
同
じ
く
国
庫
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
は

研
究
図
淵
・
機
械
購
入
側
を
対
象
と
す
る
も
の
ｌ

一
、
七
一
二
万
円

私
立
高
中
校
運
営
曲
補
助
金
ｌ
京
都
府
か
ら
’

二
、
五
六
一
万
円

私
立
高
校
奨
学
補
助
金
ｌ
京
都
府
か
ら
の
も
の
で
、
う
ち
一
二
万
六
千
川
は
大
阪
府
か
ら

二
三
六
万
七
千
円

私
立
高
校
振
興
補
助
金
‐
上
界
部
府
か
ら

一
二
四
万
五
千
円

私
立
高
校
助
成
補
助
金
１
京
都
市
か
ら
’

五
五
万
円

私
立
高
中
校
理
科
設
備
補
助
金
ｌ
国
庫
お
よ
び
京
都
府
か
ら
’

三
○
万
円
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【
州
四
一
寄
付
金
や
学
債
の
募
集
の
意
味
と
、
こ
ん
ご
の
考
え
方
は
〔
」

褒
些
ま
ず
、
本
学
園
の
寄
付
金
や
祇
憤
が
、
強
制
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
、
そ
れ

を
も
っ
て
人
学
の
条
件
と
す
る
な
ど
と
い
う
典
川
人
学
的
な
も
の
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も

カ
リ
に
そ
の
よ
う
な
多
大
の
椛
牲
を
忍
ん
で
、
現
在
の
施
設
を
売
却
し
、
そ
の
収
入
で

一
時
的
に
経
常
慨
に
あ
て
た
と
し
て
も
、
毎
能
‐
度
、
そ
の
よ
う
な
方
策
を
と
る
こ
と
は
、
学

閲
の
破
綻
に
み
ち
び
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
学
園
の
維
持
・
発
展
と
は
逆
の
道
を
す
す

私
立
学
校
結
核
予
防
補
助
金
ｌ
土
皐
都
市
か
ら
’

五
九
万
六
、
五
五
○
円

合
計
す
る
と
、
三
億
六
、
○
四
三
万
四
、
五
五
○
円
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
大
き

な
ゥ
エ
イ
ト
を
し
め
る
私
立
大
学
等
経
常
曲
補
助
金
は
、
本
文
巾
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
、
毎
年
増
額
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
本
学
園
の
経
常
予
算

に
た
い
し
て
、
わ
ず
か
一
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
か
あ
た
ら
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

【
Ⅲ
三
一
経
館
財
政
が
苦
し
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
い
つ
ぽ
う
で
学
園
の
資
産
が
琳
加
し
て

い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
処
分
し
て
経
常
財
政
に
捕
填
（
て
ん
）
で
き
な
い
の
か
。

【
容
｝
資
産
に
は
、
土
地
・
建
物
・
図
書
・
備
品
・
預
金
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
売
却
し

て
経
常
勘
定
へ
ま
わ
す
と
す
れ
ば
土
地
と
建
物
し
か
な
い
。
な
る
ほ
ど
昭
利
三
十
八
年
以
降
、

本
火
学
の
施
設
は
か
な
り
増
加
し
て
い
る
が
、
大
学
設
慨
推
準
や
教
学
要
求
か
ら
み
れ
ば
そ

の
い
ず
れ
も
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
お
り
、
と
く
に
土
地
に
い
た
っ
て
は
基
準
ま
で
ほ
ど
遠
い

も
の
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
処
分
で
き
る
土
地
や
建
物
は
な
に
も
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え

も
こ
と
に
な
る
こ
と
を
分
か
っ
て
い
た
だ
け
よ
う
。

、

教
学
上
の
見
地
か
ら
こ
ん
ご
衣
笠
一
拠
点
化
を
一
す
す
め
て
い
く
過
程
で
瞳
広
小
路

学
舎
や
体
育
施
設
な
ど
が
移
転
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
衣
笠
学
舎
や
柊
野
（
ひ
い
ら
ぎ

の
）
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
そ
れ
に
代
る
べ
き
も
の
を
つ
く
れ
ば
光
却
で
き
る
も
の
も
で
て
く

る
が
、
そ
の
売
却
収
入
は
、
代
り
の
施
設
設
備
曲
と
し
て
そ
の
ま
ま
充
当
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
売
却
収
入
を
他
に
流
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
で
な
け
れ
ば
、
た
だ
で
さ
え

の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

の
で
売
排
収
入
を
他
に
流
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
：
で
な
ば
れ
ば
た
ふ

不
十
分
な
数
学
浦
条
件
を
さ
ら
に
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

斤
辱
い
０

昭
和
三
十
八
年
度
以
降
の
長
期
計
画
の
な
か
で
、
維
持
拡
充
徴
の
収
入
の
み
で
は
不
足
す

る
建
設
勘
定
の
財
源
を
、
寄
付
金
と
学
俄
の
募
集
に
求
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
十
八

年
以
来
、
こ
ん
に
ち
ま
で
に
寄
付
金
五
億
八
千
三
百
万
円
、
学
俄
は
十
八
億
八
千
万
余
円
に

達
し
、
こ
れ
ら
が
建
設
事
業
を
実
現
さ
せ
、
し
か
も
銀
行
か
ら
の
借
入
金
の
増
大
を
ふ
せ
い

だ
意
義
は
ま
こ
と
に
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

銀
行
借
人
は
、
金
利
負
担
が
か
さ
む
こ
と
や
、
金
融
情
勢
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
マ

イ
ナ
ス
が
大
き
く
、
さ
ら
に
、
学
債
な
ど
に
よ
る
一
定
の
自
己
資
金
確
保
の
う
え
に
立
た
な

け
れ
ば
、
借
入
そ
の
こ
と
も
む
ず
か
し
い
性
絡
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
寄
付
金
と
学
俄
の
募
喋
は
、
こ
ん
ご
の
建
設
計
画
に
お
い
て
も
、
そ
の

意
義
を
高
く
評
価
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
維
持
拡
充
税
収
人
を
据
え
お
き
つ
つ
、
既
往
俄
務

の
俄
還
と
、
衣
笠
一
拠
点
の
実
現
、
厚
生
施
設
の
充
実
な
ど
を
推
進
す
る
う
え
で
、
ま
す
ま

す
そ
の
必
嬰
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

み
な
さ
ん
の
、
い
っ
そ
う
の
支
援
、
協
力
を
お
伽
い
し
た
い
。

二
学
問
通
信
』
特
脹
号
（
昭
和
川
九
年
大
月
一
五
且
〕

－ 57－



八
四
六
〔
昭
和
五
十
年
二
九
七
五
）
度
決
算
報
告
〕

昭
和
五
十
年
度
は
：
四
十
八
年
確
認
事
項
の
ひ
き
つ
づ
く
実
現
を
基
本
と
し
、
八
亜
点
項

目
を
た
て
て
追
求
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
こ
数
年
来
の
お
さ
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
イ

ン
フ
レ
の
進
行
の
も
と
で
、
教
学
上
も
財
政
上
も
大
変
困
雌
な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
全
学
に
提
起
さ
れ
た
学
憐
Ⅲ
題
は
、
数
学
上
も
財
政
上
も
学
生
、
院

生
、
教
職
員
、
生
活
協
同
組
合
す
べ
て
の
分
野
か
ら
総
点
検
を
し
、
学
園
の
新
た
な
発
展
を

は
か
る
途
を
求
め
る
全
学
討
縦
の
展
州
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
す
な
わ
ち
五
十
年
は
、
総
点

検
と
、
新
た
な
大
学
の
発
展
の
方
向
を
求
め
た
年
と
い
え
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
五
十
年
度
財
政
の
決
算
は
、
イ
ン
フ
レ
と
い
う
社
会
情
勢
に
抗
し
、
極
力

経
曲
の
膨
張
を
避
け
つ
つ
重
点
施
策
を
お
し
進
め
て
き
た
結
果
を
示
す
も
の
で
す
。
以
下
決

算
額
に
そ
の
内
容
を
み
て
い
き
ま
す
が
、
ま
ず
八
重
点
項
目
を
次
に
か
か
げ
て
お
き
ま
す
。

１
、
学
生
実
態
の
把
握

２
、
教
職
員
の
生
活
条
件
と
研
究
条
件
の
確
保

３
、
学
生
の
勉
学
、
自
主
的
詣
活
伽
の
条
件
充
実

４
、
学
生
の
厚
生
諸
施
策
、
施
設
設
備
の
充
実

５
、
公
礎
助
成
連
動
の
発
展
の
た
め
に

６
、
公
害
対
策

７
、
一
拠
点
の
具
体
化

８
、
自
主
財
源
の
確
保

こ
の
重
点
項
目
を
五
十
年
度
に
お
い
て
実
施
し
た
具
体
的
な
事
が
ら
は
別
表
Ａ
に
示
す
と

お
り
で
す
。

教
学
財
政
の
総
点
検

経
常
収
入
五
○
億
・
支
出
四
六
・
八
億
（
五
十
年
度
決
算
）

昭
利
五
十
年
度
の
収
入
総
額
は
経
常
勘
定
で
六
十
三
億
四
千
九
百
万
円
と
建
設
勘
定
の

二
十
憶
一
千
九
百
万
円
の
合
計
で
八
十
三
億
六
千
八
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

支
出
総
額
は
、
経
常
勘
定
の
四
十
六
億
九
千
四
百
万
円
と
建
設
勘
定
の
十
六
億
八
千
百
万

川
の
合
計
で
六
十
三
他
七
千
班
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

経
常
勘
定
と
は
、
学
園
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
日
常
的
な
経
曲
に
使
わ
れ
る
も
の
で
、

そ
の
主
な
支
出
は
図
ｌ
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
人
件
曲
が
七
六
・
七
％
と
経
常
勘
定
の
大

部
分
を
し
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
経
出
及
設
備
支
出
が
一
九
・
Ⅲ
％
、
こ
れ
は
教
員
・
学
生

の
図
岬
、
機
器
備
品
の
購
入
仇
、
光
熱
水
伐
、
そ
れ
に
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
晩
等
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
三
・
九
％
は
借
入
金
の
返
済
、
貸
付
金
等
で
す
。

経
常
勘
定
の
収
入
は
、
図
ｌ
が
示
す
よ
う
に
、
授
業
料
（
三
九
・
三
％
）
、
入
学
金
（
一
二

％
）
、
入
学
検
定
料
（
一
五
・
四
％
）
、
補
助
金
（
一
七
・
四
％
）
、
等
が
、
王
な
も
の
で
す
。

建
設
勘
定
か
ら
の
繰
入
れ
○
・
八
％
は
経
常
勘
定
で
賊
入
す
る
設
備
・
図
書
等
の
建
設
勘

定
が
負
担
す
る
分
で
す
。

預
り
金
・
調
整
勘
定
他
と
し
て
十
三
億
七
千
六
百
万
円
と
い
う
金
額
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
前
受
金
が
大
き
な
部
分
を
し
め
て
い
ま
す
。
前
受
金
と
い
う
の
は
、
五
十
一
年
度
授
業

料
な
ど
を
五
十
年
度
に
受
入
れ
た
分
で
す
。
こ
れ
は
本
来
Ⅲ
十
一
年
度
収
入
と
し
て
受
入
れ

る
も
の
で
す
が
、
五
十
年
度
前
受
金
と
し
て
受
入
れ
て
お
き
、
の
ち
に
五
十
一
年
度
の
収
入

に
組
入
れ
る
も
の
で
す
。

建
設
勘
定
と
は
、
学
園
の
施
設
・
設
備
を
維
持
・
充
実
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
、
主
に

建
物
を
建
て
た
り
、
土
地
を
買
っ
た
り
す
る
資
金
に
使
わ
れ
ま
す
。

建
設
勘
定
の
収
入
は
、
図
２
に
示
す
よ
う
に
、
学
費
の
中
の
維
持
拡
充
賀
（
高
中
校
に
お

い
て
は
設
備
充
実
曲
）
収
入
、
任
意
の
寄
付
金
（
五
十
年
度
も
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
一
億
円

を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
）
、
資
産
売
却
収
入
（
本
年
度
は
、
旧
出
町
寮
跡
を
売
却
し

た
も
の
で
す
。
）
、
借
入
金
（
私
学
振
興
財
団
、
銀
行
、
学
債
の
合
計
で
建
設
勘
定
収
入
の
五

二
・
七
％
を
し
め
て
い
ま
す
。
）
、
繰
越
金
（
四
十
九
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
す
。
）
で
あ
り
ま

す
。

建
設
勘
定
の
支
出
の
主
な
も
の
は
あ
と
で
述
べ
ま
す
が
、
特
に
、
本
年
度
は
理
工
新
館
の

五
十
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し
ｌ
重
点
化
が
積
極
的
に
す
す
む
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建
設
グ
ラ
ン
ド
用
地
買
収
書
宇
多
野
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
買
収
、
及
び
衣
笠
生
協
購
買
部

棟
建
設
と
衣
笠
一
拠
点
の
実
現
を
大
き
く
進
め
る
も
の
で
し
た
。

凡
十
一
年
度
収
入
か
ら
五
十
年
，
度
の
支
出
を
差
引
き
し
ま
す
と
、

経
常
勘
定
十
六
億
九
千
四
百
万
円

建
設
勘
定
二
億
九
千
九
Ｗ
万
円

と
な
り
、
こ
の
令
敵
が
血
十
一
年
度
へ
繰
越
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
繰
越
金
の
中
に
は
、
前
受

金
や
預
り
金
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
取
り
除
き
ま
す
と
、
経
常
勘

定
に
お
け
る
実
質
繰
越
金
は
、
三
催
二
千
三
百
″
川
、
建
設
勘
定
に
お
い
て
は
、
二
悩
二
千

九
百
″
川
と
な
り
ま
す
。

前
受
金
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
説
明
を
し
て
あ
り
ま
す
が
、
十
二
催
七
千
八
百
″
円
に
な

り
ま
す
。

預
り
金
と
い
う
の
は
、
本
来
、
学
校
の
収
入
に
入
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
税
金
等
、
学

校
が
一
時
慨
っ
て
い
て
、
後
Ⅱ
、
支
払
わ
れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

建
設
勘
定
に
お
き
ま
し
て
も
、
同
じ
く
前
受
金
他
で
七
千
力
Ⅲ
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

他}!"‘
39（0.8％〉 (単位：百万円）

鴫
円一

Ｊ
Ｔ
Ｊ

他
肖単位

進
ん
だ
建
設
事
業

主
な
建
設
勘
定
支
出

○
借
入
金
利
息
支
出

○
借
入
金
返
済
支
出

図2
一経常繰出39(2.2％］

｢齢評淵 －

借入金元金

466(27％）

建設

支出

建物・構築物
404(23.4％§

定他61

：百万円〕

その他
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調整勘定他△言

百万円(単位

こんなに大きくなった電気代 (過去5ヶ年間の電気代）

二
億
二
千
四
百
万
円
）

（
四
億
六
千
六
百
万
円
） 50隼
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そ宇柊学衣衣衣築高以以衣そぞ理,(i宇衣理物定の衣宇グ地こ
のへ多野思笠笠笠物'I'学学笠れれ工'I'多笠工支で，ﾉ､，笠多ラ支れ
他i"j野グ寮西5図支校館館6にへ新校野生新111，す本学野ンijUは
、、セラのグ号7nt¥¥束生暖号建館倉七協館。年舎セド現
双フミン下 ラ 館 館 校 協 房 館 物 、一は5ii宇度のミ川ffi
ケエナド水ン南北群｜ﾘj用非付lﾉ､I総新ナ光多支近ナ地ま
岡ンl道接 ド側 側屋 房ボ 常帯は額設，帥野払<Iで
寮スハ路統、、、止川イ放設ノi.m遮七分の土に
の 、ウ桝フ 消’ '1 フ排 ラ送附｜，俺物ミ。北地階
重擁スｴﾑ|]極ｴ風’設と年ノLナこ区り
油壁のン炉車ン機取附し度千Iの氷て
置、術 ス 置 ス 取 枠てに一土川室い
場’'1築賜杵支百地地PIる
、職物払〃ははのソじ
春車つFl、/ .".士命
菜涜た、総一|・地の
寮場分生額--IIffl
の､｡協一年千思
焼水唯臆度九返
却銀売三で十済

炉灯部所3爵とな他は元
ど、~〆総〃ンo金
が 額「'1ド総ノLの
あヘヘ セ ノ iのと額臆

＝三寺、＝つ

り百百百へ千へ八一一内し六へ一部
ま百ノLへ百へ三I｝1九八七百千千臆本て徳九千返
す四十七へ六5+++-i一百六九m七年整五千七済

十四一'一百十十ノL九五〃万｜，百百千度備千i'l"百で
○

万万万万万万万万万万円 フノ万Ij万支さ三万〃す
円i'l 円 円 円 円 「 1 P I 円 I ' l、mmm|ij払れ百「'1PI。

そ、~"ー、‐／、－／分る〃－、-／
ー…曹一…

れ。予I'1

（
恥
表
Ａ
）

八
重
点
項
目
の
具
体
化

Ｉ
、
各
学
部
、
二
部
、
学
生
部
及
び
教
務
課
に
お
い
て
各
枕
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

○
そ

そ 学以学学学高商柊 宇 衣 物 校 衣 広 典 研 存 浦 の
の而学，lg、忠，!&、中'I'野へ多へ笠理宅笠へ小承心心心他
他館館寮寮寮校校好機野志身棟改／降存路館館館館の
で 生生ボ暖イ誠第球器 七学障解修理心身一南－9七
す協協イ房ン堂二場、ミ館者体 i洲館障階階階号千
o用食う配タ及器及川ナ－用に確一者腎段、．ノL

リ堂｜管｜非具賜品I階便伴 備階用理及法10ri
フテ（改ホ常llド場、用一〆所う女使課ホ．号万
トI1修ン放改改消改移子所整’二のI'l
ブナ改送造修粍修拡便改備ル,7机の
ル修修設III!及所修塗芦jを修iヨ
、理備旧及装生理な
ｲ配1尚七内
ス線号学 ン i 沢
賊改館館タは
入修改

造 階
継

ft

（
三
百
八
十
万
円
）

（
六
十
四
万
円
）

（
千
江
百
七
十
万
円
）

（
五
十
万
円
）

（
二
百
三
十
万
円
｝

（
七
十
万
円
）

（
九
十
二
万
円
）

（
五
十
三
万
円
）

（
二
百
三
１
万
円
）

（
七
十
七
〃
門
）

（
二
百
九
十
万
円
）

（
三
百
七
十
万
円
）

（
二
百
十
世
万
円
）

（
二
，
八
十
″
Ⅲ
）

（
二
百
六
十
万
円
）

（
三
百
″
Ⅲ
）

（
Ⅲ
十
肌
″
円
）

（
六
百
十
万
円
）

－6 0 －
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の立 ま i 附 不 、 、 、 、 ③がし、略I、た
も命でな可｜垂l′,§：禰公 公宇あた厚しハ等。署一J．

と館にド;.欠氏付Ⅲ丹害′Ii多りも生まウ生
で学も 肋 の の 企 対 肋 野まのi淵すスの敏
は瞳I、ともた、策成七すを施・な勉職
、の多、のめ′､i/： と1＃ミ･除策ど学貝
今強〈父でのiiiし務 ナ ヘ き 、 が 、 の
後力の兄あ真11ミてル II援ま厚あ向生
とな父.るのにはr符助す生り主柵
も支兄卒こ人収、リ7-理のと施ま的乗
、え。紫と学人汚の人Iﾉ1，設す讃件
なと卒生は教r水i't!及訳 t , j を ． が 橘 を
おな紫． 言育 算、 額食、資設、卿〕確
一つ生数うをを化、堂①IV術すの保
1,イて・職にお｜茜学父委 購 与 の で 条 一 『
のま数曲及し廻廃兇託売令充に件る
ごぃ職かび進り液懇関/i;の実建光た
協り負らまめ｜'’の談係棟岬と設実め
ﾉJまかのせるii検会経建額しり『と
をしら′,§：んた財査維i't設、て兆し給
おた‘‘§付がめ腺。ii，、生はのて与
願が付 に 、 に 碓 の ④ ②ハ叶、Illは及
ぃ･軸 そは保剛連食協すで､‘消
し当学らの、に。極堂I lilでI説理手
な面俄ざた｜'｜火資テ紺に｜ﾘl工当
けすのるめi三き金｜合建し新の
れるごをにMイくのブに設て館じ又
ぱ厳 ｜洲得は源貢貸ル対事あ、定
なし 力 ま 、 の 献 付 ・す‐業り字を
りぃ を せ 国 確 し 等イるのま多突
ま財 いんか保て、一ス援中す野施
せ政た ・ら がい の肋での七
ん状だ呪の必まmな 説 で ﾐ ま
。況き.'1§大嬰す入どIﾘI省ナ

0

学
生
実
態
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
：

２
、
研
究
、
敬
育
条
件
を
確
保
す
る
た
め
、
財
政
の
き
び
し
い
中
で
定
員
の
増
加
を
行
い
ま

し
た
。
大
学
教
員
六
名
。
高
中
教
員
一
名
。
医
師
一
名
。
職
員
二
名
。
そ
の
他
、
図
井
曲
、

印
刷
曲
、
敬
研
総
曲
（
電
算
機
の
新
設
、
枇
義
川
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
の
設
慨
、
コ
ピ
ス

タ
ー
Ⅱ
台
更
新
、
個
人
研
究
室
の
備
品
基
準
の
拡
大
、
教
務
事
務
電
算
化
の
経
賀
増
、
新

柾
教
員
宿
舎
の
準
附
）
の
増
加
。

〔
『
学
園
通
信
」
特
別
号
（
昭
利
Ⅲ
一
年
六
月
二
八
Ｒ
）
〕

八
四
七
〔
一
九
七
九
年
度
決
算
報
告
〕

せ士わた代し

ん台し七なのた七決
・といノし決初･ノし′志

し結年葱頗諭年§
r1s互時淵早
当 な 卵 歩 た 、 、 ′、
初つををるIlll'l学哩
のた兄路い期fiV、
兇かるみま的改

通ど助it.、な定
しう合そ全一，を
に か 、 う 学 七 め

IH^'*^|
つつりての学全
てまもぃ砿協学
いり、ま認縦的
る八そすが会な
か ○ の 。 指 碓 ， 談
ど 年| ﾉ､ ’し 認論
うか存示一が
からがしと激
が始こたしし
検まう学てく
討るし園結た

さ学た(iii実た
れ ｜ 剥 全 造 し か

なづ羊にまわ
けくの向しさ
れり決かたれ
ばの意つ。た
な財にて八年
り政ふ、○度
ま的さ新年で

一
九
七
九
年
度
の
決
算
は
、
去
る
〃
月
三
○
日
の
理
事
会
評
議
員
会
で
決
定
を
兇
ま
し

た
。

本
学
で
は
七
四
年
以
来
、
い
っ
そ
う
民
主
化
を
進
め
る
立
場
か
ら
、
財
政
（
予
・
決
算
）

の
公
附
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
年
は
、
既
に
本
紙
仙
号
で
八
○
年
度
予
算
に
つ
い
て
況

川
、
引
き
続
く
本
号
で
は
決
算
報
告
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
‐
ｆ
字
の
財
政
に
つ
い
て
、
全

員
が
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

単
年
度
収
支
で
の
改
善

本
学
の
財
政
は
、
大
ま
か
に
言
っ
て
経
術
勘
定
と
建
設
勘
定
か
ら
組
み
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

経
常
勘
定
は
授
業
料
を
は
じ
め
入
学
金
、
受
験
料
、
国
か
ら
の
補
助
金
（
公
伐
助
成
）
な

ど
を
主
な
収
入
と
し
て
、
年
間
の
Ⅲ
術
の
敬
育
・
研
究
、
‐
入
学
連
営
の
た
め
の
流
支
川
が
こ

れ
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

’
一
九
七
九
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し
’

八
○
年
代
の
学
園
づ
く
り
に
向
け
て
ｌ
着
々
と
一
拠
点
完
成
へ
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し
た
が
〈
●
て
一
年
の
決
算
を
兇
る
場
合
ま
ず
こ
の
維
術
勘
定
の
収
支
か
ど
う
な
一
た
力

を
つ
か
む
こ
と
で
す
。
淡
’
は
七
九
年
度
の
収
支
を
極
め
て
簡
略
化
し
て
、
当
初
た
て
た
予

算
と
の
対
比
で
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
の
特
徴
点
を
兄
る
と
次
の
よ
う
に
言

え
ま
す
。

①
収
人
面
で
予
算
を
約
二
・
九
億
川
上
Ⅲ
っ
た
こ
と
。

②
支
出
面
で
は
ほ
ぼ
γ
定
ど
お
り
の
執
行
が
な
さ
れ
た
こ
と
（
執
行
率
‐
凡
九
・
八
％
）
。

③
し
た
が
っ
て
、
年
度
で
約
二
・
三
億
円
の
繰
越
を
え
た
こ
と
。

炎
ｌ
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
初
予
算
で
は
○
・
八
雌
川
の
赤
字
を
党
慨
し
て
い
ま
し

た
。
結
県
は
、
約
二
・
二
億
川
の
繰
越
と
な
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
卜
〕
九
年
度
の
決
算
は
一

定
の
改
善
を
得
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

収
入
を
伸
ば
し
た
一
三
の
要
因

表
２
で
示
し
た
よ
う
に
、
公
謝
助
成
と
検
定
料
の
両
収
入
で
予
算
を
上
Ⅲ
っ
た
こ
と
が
、

こ
の
改
善
を
得
た
主
Ｎ
で
す
。
政
府
の
縮
小
方
針
の
ド
で
、
全
学
あ
げ
て
の
努
力
で
得
ら
れ

表1経常勘定単年度収支（当初予算対比：

iii位l()0ﾉjIll

ここでは、調整勘定を除く当年度収支を表示しま

した。

そのため、差引228百万I'lは、2面に表示してい

る実髄繰越金の対前年j帥額とは一致していません

一
一
一

《
河
哩

表2予算対比で見る主な収入

iii位100〃111

建
設
計
画
、
順
調
に
進
行

本
学
財
政
の
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
建
設
勘
定
は
、
学
生
か
ら
の
維
持
拡
充
費
収
入
を
源

資
と
し
て
、
主
と
し
て
公
的
借
入
金
の
長
期
的
・
計
画
的
連
用
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
支
川
は
全
学
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
一
拠
点
計
画
の
進
行
に
伴
う
も
の
で
す
。

渚
改
善
の
適
正
な
執
行

堅
く
見
通
し
た
支
出
を
ほ
ぼ
完
全
に
執
行
し
ま
し
た
（
九
九
・
八
％
）
・
支
出
予
算
は
、

学
園
の
原
動
力
と
も
言
う
べ
き
全
学
の
要
求
を
避
礎
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
の
完
遂

は
、
理
事
会
の
基
本
的
責
務
と
言
え
ま
す
。

表
３
は
、
改
善
課
題
と
し
た
教
学
上
の
主
な
項
目
を
拾
い
、
予
算
の
遂
行
と
対
前
年
の
伸

び
を
兇
た
も
の
で
す
。
予
定
し
た
こ
と
の
ほ
ぼ
一
○
○
％
の
執
行
を
兇
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

八
○
年
度
に
始
ま
る
新
た
な
学
園
づ
く
り
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
過
去
の
改
善
の
砿
み
化

げ
の
上
に
こ
そ
築
か
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
七
九
年
度
で
の
着
実
な
執
行
は
、
今

後
の
雌
礎
を
成
す
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
公
慨
助
成
の
仲
ゞ
び
は
重
要
で
す
蕊
》
又
、
他
私
学
の
ほ
と
ん
ど
か
受
験
生
を
減
少
さ
せ
て
い

る
中
で
、
本
学
が
志
願
者
を
わ
ず
か
な
が
ら
噸
し
て
い
る
こ
と
も
、
本
学
へ
の
社
会
的
評
価

と
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
評
価
で
き
ま
す
。

事
実
ｋ
戦
後
に
総
合
大
学
の
道
を
歩
み
だ
し
た
本
学
は
、
他
私
大
に
比
し
て
脆
弱
な
財
政

恭
盤
し
か
持
ち
え
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
本
学
の
財
政
方
針
は
、
常
に
曜
実
性
を
基
本

と
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
華
本
に
照
ら
し
て
兇
る
と
、
止
述
の
よ
う
な
評
川
を
持
ち
つ
つ
も
、

こ
れ
を
過
度
に
兇
る
こ
と
は
危
険
で
す
。
一
定
の
ま
た
若
干
の
改
弄
を
得
た
も
の
で
、
畷
く

兇
通
し
た
こ
と
の
推
本
は
何
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
と
兇
る
べ
き
で
す
。

し
か
し
、
一
定
で
あ
れ
、
こ
の
改
善
は
全
学
の
努
力
の
中
で
得
ら
れ
た
の
で
す
か
ら
、
過

年
度
か
ら
の
累
械
繰
越
金
と
合
わ
せ
て
、
品
も
有
効
な
形
で
全
学
に
返
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

同
時
に
、
私
学
を
取
り
巻
く
情
勢
の
厳
し
さ
か
ら
今
後
を
考
え
る
と
き
、
堅
く
見
通
し
た

収
入
す
ら
が
確
保
し
え
な
い
聯
態
も
充
分
予
測
さ
れ
ま
す
。
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
を
Ⅲ
わ
ず
、

年
度
途
中
で
の
予
算
執
行
状
況
の
点
検
が
従
来
に
も
ま
し
て
亜
要
と
な
り
ま
す
。

－ 6 2 －
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支

三
一
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決算
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228
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△1農

１
ユ

則
〕

対比率
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授業1
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その1

決算
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11r）n
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31侭
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ワ
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〃
白
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ｌ
ｌ

△
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対比率
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103.8%



全1と 計 つ 油 約 入 し な い い
体と11イ[Ililこた川+が大表ど姓ななこ
のり政をのもと八八i隅4予設いいこ
肢わの支点のぃ他○には定計かかで
行け， 洲 え で で う I ' l 年 減 借 ど I 川 ど ど の
性後題る､は，',',(が度少入おはううﾁ
と術と資従あで予にさ余り一かかエ
しはし金来り亜定ませ残順拠に、ツ
て、て需かま要外たて高調点あこク
J兇 経残 要ら せな にが 終を に完 りれ ポ
わ，Ni・つ、131ん改人つ了予進成まをイ
れでて②胆・稗つたし算行にす支ン
てはい 経 ， f i で た こ ま ・ さ 向 ･ え 卜
お繰 ま術とすことし決せけるは
り越す、しがと、た算ててイル、
、金。建て、に重・・き、人予

設全こょ要そ前て+金定1．1、

｜‐

急 建両喉のりなの年ぃ川がし
の設勘にこま広f'|!をま会本て
検で定提とす小由比す館学き
前は間起に。路は較・財た
が 巨のしよこ資予し研政建
必誠アてりれ産定て心に設
嬰のンいIl"iらのし兇館と計
と借（る入は売てたのつ画
な入ラ、i汁い却きも竣てが
つ余ン ① 、 ず 契 た の 工 過 基
てとスーがれ約私で正本
いい、拠蕪もが学す法な的
まうは点本資成振が学もな
す本ぃ後的金立興、部の点
・学 ず の に の し 財 予 棟 と で
のれ新な効半川定のな狂
財もたく率額のに着つつ
政本なな的の(I'r比工てて

表3支出主要項目に見る予算執行と前年比
ルi位1.00011］

表4借入金残高（前年・予算対比》
iii位100〃''1

ｌ
経
常
勘
定
ｌ

教
学
諸
改
善
、
順
調
に
進
行

堅
実
な
収
入
確
保
、
適
正
な
支
出
執
行

長
期
的
財
政
確
立
へ
全
学
の
英
知
を

経
常
勘
定
で
の
若
干
の
改
蒋
、
支
出
伽
で
の
適
正
な
執
行
、
建
設
勘
定
で
の
効
率
的
逆
用

な
ど
、
七
九
年
度
決
算
は
、
全
体
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
態
の
中
で
長
期
の
新
た
な
財
政
計

画
に
踏
み
出
し
た
本
学
に
と
っ
て
、
一
定
の
貢
献
を
な
す
も
の
と
し
て
結
丁
し
ま
し
た
。

州
対
的
低
学
山
を
畷
排
し
、
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
に
つ
な
が
る
学
間
創
造
は
ま
さ

に
大
事
業
で
す
。
こ
れ
に
よ
く
耐
え
る
道
は
、
民
、
王
的
な
討
論
の
上
に
立
っ
た
全
学
の
英
知

の
結
喋
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
一
定
評
川
で
き
る
決
算
結
果
を
得
て
、
改
め
て
こ
の
点
を
確

認
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

仙
肋
金
は
収
入
の
二
四
・
丘
％

八
収
入
Ｖ
経
柑
勘
定
の
収
入
総
額
は
表
５
に
示
す
と
お
り
百
十
他
六
千
九
Ｈ
〃
川
で
、
経

附
的
収
入
は
七
卜
八
値
六
千
七
百
〃
川
（
収
人
椛
成
比
七
一
・
一
％
）
貸
付
金
川
収
収
入
を

含
む
単
年
度
収
入
は
七
十
九
催
三
千
Ｗ
〃
川
（
川
し
一
・
七
％
）
、
さ
ら
に
前
受
金
等
を
含

む
そ
の
他
の
七
千
六
百
万
Ⅲ
と
、
前
年
度
繰
越
金
三
十
億
六
千
二
何
万
円
（
同
二
七
・
七
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
下
、
主
な
科
川
を
説
川
し
ま
す
。

学
生
生
徒
納
付
金
四
十
血
億
六
千
六
百
万
円
、
前
年
度
決
算
に
比
べ
二
億
二
千
二
百
万

円
、
〃
・
一
％
の
噸
で
す
が
、
収
入
全
体
に
占
め
る
比
率
（
椛
成
比
率
）
は
Ⅲ
八
・
一
％
（
昨

年
Ｉ
九
・
一
％
）
と
昨
年
に
引
き
続
き
低
下
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
入
学
金
の
減
少
と
年
間

平
均
在
職
者
数
の
減
少
に
よ
り
ま
す
。

手
数
料
は
、
卜
一
億
三
千
二
百
万
円
で
、
前
年
度
決
算
比
六
百
万
円
、
○
・
五
％
の
微
増

で
す
。
描
成
比
率
は
一
四
・
四
％
（
昨
年
一
丘
・
三
％
）
と
、
納
付
金
と
川
様
に
低
卜
を
兇

ま
し
た
。

補
助
金
収
入
卜
九
催
二
千
三
百
万
円
で
、
二
億
七
千
三
百
万
円
、
一
六
・
五
％
の
伸
び

で
す
。
昨
年
の
伸
び
率
二
三
・
二
％
に
比
べ
る
と
、
政
府
の
方
針
を
反
映
し
て
、
低
率
と
な

－63－

主嬰項

即工実験拠糾,謂・f

数行研究機器､備品支織

,族友会袖｝肋金

数育用図‘1$支出(図,I減

,1M.侭慨甥神;印刷1

A算

】‘15，03

137.(〕’

17．01

56－28

l()9．33

:f算

145．32

138．1‘ミ

17．0’

50．．

l()1，8

L 】 ﾉ ｰ ■ l P ，

肌イ丁半

99－8

992

００
，
１
■

111

1()6

｡i111年

'1率

12．8％

375

13：竜

－ －
私｡.擬振興財1.1i

銀行惜人

鯵.族価その他

!汁倫人残Ii

78年決；

3.015

526

1．534

5.07E

79年決了

3，501

571

1，601

ｆ
Ｌ

79年子『；

(本紙18長

‘1．76f

2，07〔

1．66f

8．晶

△ 265

△1150〔

△6「

△2，82E

j・唖．



亜
点
施
策
の
実
現

八
支
出
Ｖ
経
常
勘
定
の
支
出
の
部
総
誠
は
百
ｌ
雌
六
千
九
百
万
川
で
、
経
術
的
支
出
は
七

十
二
億
五
千
四
百
万
円
、
椛
成
比
率
は
六
五
・
面
％
、
資
産
運
用
支
出
、
貸
付
金
支
払
等
を

含
む
単
年
度
支
川
は
七
十
七
催
三
百
万
川
、
同
六
九
・
六
％
、
さ
ら
に
未
払
余
等
一
億
一
千

七
百
万
円
と
、
次
年
度
繰
越
金
三
十
二
億
四
千
九
百
万
Ⅲ
、
同
二
九
・
四
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

繰
越
金
の
増
加
は
、
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
、
予
算
（
単
年
度
）
に
比
べ
支
出
が
ほ
ぼ
一

○
○
％
（
九
九
・
八
％
）
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
収
入
で
は
一
○
三
・
八
％
と
、
伸
び
を
示

し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

な
お
、
実
質
繰
越
金
は
前
受
金
な
ど
を
差
し
引
い
た
十
六
徳
四
千
四
百
万
川
で
、
二
憶
四

実ら勘命す七共新が昨す’ﾉL|り
質前成定弊そそ。事千資団設改年る．ま
繰年りへでのの業六産休さ稗に匡｜ノ［し
越 度 、 年 、他他収i'i運補れさ比旅％た
で繰七度翌のの入〃用助たれべ補一、か
-リー越千をイド収収はI'l収金こたて肋昨、
。金六区度入入､､入はとこ低金年そ
は百切の②①診昨は一なといはこれ
三〃つ収はは療年、億どやfl'十二で
-I-PIた人、、報比碩一上が非び‐し．も
他でI汁にlid-r-酬一余千11術で億ノi収
六す算な受生、I'l-I利百だ鋤は五％入
千・kる命・寮・息万ち満あ千、-／各

のもへ院、三とI'lま川iりこに科
’1執の 新 生 七 ％ 、 、 す 、 ま 白 一 途 ﾛ
ソノ行、一人へミと敬一o私す‐〃しの
PIと、生のナ、室四私共がI'lて中
で、預な貸Iか、・立済、でぃで
す塊りど付ハなグ八商推ト水、まは
が孤令が金ウリラ%*金増一す最

命へ、のスのウ増運へし六．高
そを学三l"!等CI'ンへ営長率・内と
の合校月収のびド昨ii期の七存な
う致会中収*IIで、年補・低％でつ
ちさ1汁に人川す複二肋法下蛎はて
‐'。せ以納で科･写五金人にへい

る外付、で機．を負よ昨私ま
厩たのし六等七中担り年大す
ノLめ預た千の％心分メニ経。
1 - の り授｜ﾉし’千イII、一と－リ三常構
ノI‐ 洲企 業1'「ノし川ですヘツ%fi成
1と「整、-／料ソノ百科するの卜、一を比
万、~／、、I'l万で。地補配で中率
PI等洲 人 で 「 ' 1 方 肋 分 す 心 は
が か惟学すで他公が値。と二

0

千
八
間
〃
川
電
一
七
・
七
％
（
昨
年
二
六
・
五
％
）
の
哨
で
す
葱

経
常
勘
定
に
お
け
る
重
点
施
策
の
実
施
状
況
は
表
６
の
と
お
り
で
す
が
、
以
下
、
主
な
科

月
を
説
川
し
ま
す
。

人
件
費
血
十
此
億
八
千
三
百
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
二
億
六
千
七
百
万
円
、
五
％
琳
（
昨

年
二
・
四
％
）
、
経
常
的
支
出
比
七
七
・
○
％
（
昨
年
七
八
・
九
％
）
で
、
前
年
度
よ
り

低
下
し
て
い
ま
す
。
内
容
を
兇
る
と
、
①
定
員
ｌ
大
学
教
員
の
予
算
定
員
六
名
増
の
三
六
一

名
、
実
員
三
四
六
名
、
欠
員
一
五
名
で
、
前
年
度
に
比
べ
実
質
贈
は
五
名
で
す
。
高
中
教
諭

は
定
員
増
一
名
で
、
実
質
一
名
増
の
五
八
名
で
す
。
職
員
定
員
は
二
名
減
の
三
一
六
名
、
実

員
三
○
九
名
で
す
が
、
実
質
欠
員
は
一
名
で
す
。
②
待
遇
改
善
Ｉ
本
俸
六
・
○
二
％
改
定
を

は
じ
め
、
扶
養
手
当
、
住
宅
手
当
等
を
改
定
し
ま
し
た
。

予
算
定
員
に
対
し
て
欠
員
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
例
年
よ
り
定
年
退
職
者
が
少
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
人
件
曲
全
体
と
し
て
は
、
五
％
の
噸
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

表51979年度経常勘定収支概要

＜収入＞ 単位100万円

＜支出＞

－ 6 4 －

科I

生生従納付

数1

肋1

資産班Ⅱ}収〃

堺業収 一

雑収，

（経淋的収入）

その他（

（単fI渡収人）

子（

前年度；

他②

越金

収入言

決卯

4,566

1,132

1,923

176

29

41

(718（

(7.9I

3．0（

11，（

や
騎

予
』

4，59‘

1，00:

1．80W

ワ
Ｉ
句
・
・
．
昼
Ｕ

○
白
⑪
色
つ
Ｊ

１

(7.581

※（7，63’

△14（

3．06』

10．553

比較

２
３
２
４

１
１

△
△
△
△
△

(△28

△1

(△29

△22

△5

･簿iサⅢ〃し

授業料、入学金等

入学検定料等

私学経常費補助金等

受取利息、施設設備利用

診療報酬、寮、セミナー

入試要項売上等

貸付金回収収入

前受金、預り金、調整勘定等

科I

人件4

敬育研究経‘

符理 経,

借入金ギ'1，

設i｢附関係支l

（経常的支出）

その他（

（単年度支出）

その他（

次年度繰越：

支出間

決闘

5.583

1，086

220

5

360

(7,21

《l‘

(7,7（

’

3．2』

11．01

予蔚

5，581

1，11:

221

35‘

(7．2〔

※（7‘72

11.

2,68

10．553

比 穆

２

（2

△

（1

6

△5f

△5

説Iリ

教職↓』人件費、退職金等

光熱水狸、印刷製･本伐､支拍
修綱料、委託費等

同 工

図11F、機器、備品等

寅旅連用支出、貸付金支払等

未払余、前払金、調整勘定等



教
育
研
究
経
費
十
億
繊
今
い
…
六
両
万
円
前
年
度
決
算
比
一
億
六
千
四
百
万
円
、
一
七
・

八
％
（
昨
年
一
五
・
一
％
）
と
、
か
な
り
大
幅
な
増
で
す
。
し
か
し
、
予
算
に
比
し
て
は
、

支
払
修
織
料
で
は
、
次
年
度
に
繰
り
延
べ
た
も
の
や
、
建
設
勘
定
に
振
り
杵
え
た
も
の
も
あ

り
、
光
熱
水
批
で
、
繰
り
延
べ
と
節
減
努
力
を
し
た
こ
と
等
で
、
予
算
残
を
生
じ
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
は
、
消
耗
品
餅
一
億
一
千
五
百
万
円
、
光
熱
水
費
一
侭
七
千
二
百
万
円
、
印
刷
製

本
伐
一
瞳
二
千
・
刀
川
、
支
払
修
維
料
二
臆
六
千
万
円
、
委
託
曲
一
億
二
千
八
百
万
円
等
で
す
。

数
研
経
岱
と
管
理
経
岱
の
合
計
で
は
十
三
億
六
百
万
円
で
、
一
七
・
八
％
（
昨
年
‐
一
四
・

表6経常勘定重点施策実施状況

単位l,()()01.'1

前年比

8．2％増

12.8%ti

I･勉学・自主的活動条件の充実

1.図書fYの増額（教育研究図書、埜本図H:など)211,276

2．理工学部実験実習関係145,0 3 4

3 ．小 集団 教育補助（クラス援助金）6,732

4講義概 要の充実12,762

5スクールバス運行fi31, 452

6学友会・院生協議会補助17,244

7 ．課 外活 動に対する援助コーチ手当2,809

コーチ監督旅fi1,206

Ⅱ、厚生諸施設・詣条件の改善

1.学資貸与金18,67 0

2．院生奨学金貸与金4,368

3 ． セ ミ ナーハウス運営費2,323

4．定期健康診断経費10,715

5．生協関係 （設備・修繕・貸付）59, 2 4 3

6．身体 障害者関係2,319

7． 大 学賠償責任保険料423

8．就職政策（求人開拓）3,245

9．就職政策（就職要覧）4,673

Ⅲ 公害 対策

1 化 学 廃 液処理、水質検査など5,453

2公害予防措置としての理工・化学排気ガス6 ,936

洗浄装置（建設勘定で執行）

Ⅳ、環境整備

（鰯鞭謝謝職細撚騨懇樹等）
V・公曲助成運動

1 . 公 助 連事務局活動fi2,428

2．父母懇経費31446

Ⅵ教職員の生活・教育・研究条件の改善

（教職員の定員増と給与改定については人件蘭の項参照）

Ⅶ、その他

1.研究助成費による国際シンポジウム関係6.3.13

2教材、証明書等の印刷体制強化のための機器9,677

（乾式複写機3.096、オフセット印刷機2,785,丁合機3,796）

曲
日
蝕
同
幽
口

ｉ
ｉ
ｉ

％
％
％
、
‐
ノ

０
５
７
規一ｒ

ｏ
ｑ
Ｒ
〕
Ｑ
叫
刺
初

１
Ｌ
／
Ｉ

n.8%m

7.6％噸

四
％
）
の
噸
》
、
経
粥
的
支
出
比
陰
一
八
↓
。
Ｃ
％
（
昨
年
．
一
四
。
四
弾
）
で
昨
年
よ
り
上
昇
し

ま
し
た
。

借
入
金
利
息
五
百
万
円
で
、
前
年
度
決
算
比
二
百
万
円
減
で
す
。

設
備
関
係
支
出
三
億
六
千
万
円
で
昨
年
比
血
千
八
百
〃
Ⅲ
、
一
九
・
二
％
（
昨
年
二
・

四
％
）
の
増
、
経
常
的
支
出
比
は
五
・
○
％
（
昨
年
四
・
五
％
）
で
、
若
干
上
昇
し
ま
し
た
〔

主
な
も
の
は
、
図
諜
曲
二
億
七
百
万
円
（
昨
年
比
一
千
万
Ⅲ
増
）
、
実
験
実
習
機
器
術
品
八

千
七
百
万
円
（
昨
年
比
千
八
百
万
円
増
）
、
一
般
機
器
備
品
二
千
五
百
万
円
（
昨
年
比
近
百

万
円
増
）
等
で
す
。

経
常
的
支
出
合
計
は
七
十
二
憶
近
千
四
百

〃
円
で
、
昨
年
比
五
億
二
千
万
円
、
七
・
七

％
（
昨
年
二
・
四
％
）
の
増
で
、
伸
び
率

は
低
下
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
支
出
①
は
特
定
預
金
、
貸
付
金
、

借
入
金
返
済
支
出
罪
で
、
川
憶
山
千
九
百
万

川
で
す
。
特
に
亜
嬰
な
の
は
、
前
年
度
に
引

き
続
き
、
退
職
金
の
源
資
に
あ
て
る
退
職
給

与
引
当
特
定
預
金
に
三
偲
川
を
砿
み
立
て
る

こ
と
が
で
き
、
累
計
で
九
億
四
千
六
百
万
円

と
な
り
、
年
度
末
の
必
要
引
当
金
（
全
教
職

員
の
退
職
金
総
額
の
二
分
の
こ
の
四
三
・

二
％
に
ま
で
よ
う
や
く
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
た
こ

と
で
す
。
教
職
員
の
生
活
を
守
る
胤
点
に
立

つ
と
き
、
さ
ら
に
年
次
計
画
を
重
ね
、
価
度

の
被
み
立
て
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

そ
の
他
の
支
出
②
は
未
払
金
（
年
度
内
に

納
品
な
ど
を
受
け
て
俄
務
が
発
生
し
て
い
る

が
、
手
続
上
年
度
末
ま
で
に
支
払
を
完
了
で

き
な
か
っ
た
額
）
、
前
払
金
（
新
年
度
に
納
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品
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
契
約
等
に
よ
り
、
旧
年
度
内
に
支
払
を
済
ま
せ
た
額
）
、
調
整

勘
定
群
で
、
一
億
一
ｒ
七
面
〃
川
で
す
。

一
九
七
九
年
度
建
設
事
業
は
、
中
川
会
館
・
研
心
館
の
完
成
を
見
る
と
と
も
に
．
法
学
部

棟
新
築
・
図
仙
Ⅱ
館
杵
叩
州
改
築
工
仏
の
肴
工
、
周
辺
土
地
の
凹
収
、
敬
育
・
研
究
設
備
の
幣

備
な
ど
事
業
総
額
二
十
億
円
と
い
う
、
前
年
を
上
回
る
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
広
小
路
学
舎
売
却
契
約
の
成
立
は
、
今
後
の
事
業
に
と
っ
て
大
き
な
前
進
で
す
。

表71979年度建設勘定収支概要
ｌ
建
設
勘
定
ｌ

中
川
会
館
・
研
心
館
竣
工
広
小
路
売
却
契
約
成
立

＜収入＞ lii位1()0万::‐

＜支出＞

法
学
部
棟
な
ど
着
工
へ

支
出
で
は
、
階
入
金
の
元
金
・
利
息
返

済
が
十
億
一
千
↑
刀
円
の
巨
額
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
内
訳
は
私
学
振
興
財
団

三
億
三
千
六
百
万
円
、
銀
行
二
億
六
千
八

百
万
Ⅲ
、
住
宅
金
融
公
肱
川
百
万
円
、
学

債
四
億
二
百
万
円
で
す
。
こ
れ
は
学
生
生

徒
納
付
金
収
入
の
約
二
倍
で
あ
り
、
今
後

こ
れ
ら
の
返
済
を
考
え
る
と
き
、
借
入
金

は
で
き
る
だ
け
雌
小
限
に
と
ど
め
る
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
九
七
九

年
度
末
借
入
金
残
高
は
表
８
の
と
お
り
で

す
。

大
き
な
ウ
エ
ィ
ト
ー
借
入
金

表
７
に
示
す
よ
う
に
収
入
は
維
持
拡
充
斑
・
設
備
充
実
費
（
高
中
）
の
学
生
生
徒
納
付
金

収
入
・
寄
付
金
収
入
・
資
産
売
却
収
入
・
借
入
金
収
人
な
ど
で
す
が
、
そ
の
中
で
借
入
金
収

入
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

資
産
売
却
今
年
度
予
定
し
て
い
た
資
唯
売
却
は
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
後
有
利
な
執
行
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

借
入
金
収
入
予
算
に
比
べ
て
人
き
く
未
執
行
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
法
学
部
棟

・
図
苦
館
菩
脆
噸
改
築
・
第
二
体
育
館
・
修
学
館
改
修
等
の
事
業
が
一
九
八
○
年
度
へ
継
続

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
施
設
側
係
支
川
の
未
執
行
経
曲
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
で
す
。

資
産
売
却
前
受
金
収
入
十
七
億
七
千
五
百
万
円
は
、
一
九
八
○
年
二
月
、
広
小
路
学
舎
売
却

契
約
の
成
立
に
よ
る
前
受
金
で
す
。
繰
越
金
の
八
他
九
千
八
両
刀
川
は
、
一
九
七
八
年
度
聯

業
よ
り
の
継
続
と
し
て
の
中
川
会
館
・
研
心
館
建
設
の
経
費
で
す
。

以
下
決
算
の
概
略
を
述
べ
ま
す
が
、
喪
７
建
設
勘
定
収
支
概
要
、
表
８
主
要
建
設
事
業
一
覧

を
参
照
し
て
ド
さ
い
。

1979年度末借入金残高

（建設勘定）

単位100万''1

表8
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科目

学生生徒納付金収人

寄付金収入

資産売却収入

借入金等収入

資産光却前受金収入

その他

繰越金

収へ

決3

伊
Ｉ
Ｌ
丁
・
”
。
ｒ
Ｅ
、
一
Ｆ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｌ
一
・
０
Ｊ
Ｆ
勘
Ｌ

・
ｑ
ｕ
今
Ｉ
可
』
ワ
＃
句
乙
〔
ｙ

良
』
１
１
ハ
ム
ワ
』
Ｒ
ｕ

4,67

子
』

530

180

496

072

ノ！[：

898

6．13f

比1

９
９
７
６

４
７
７

1．461

説 ’

維持拡充‘【$t，設附充実,

一般寄付金、末川記念会館雄,没野付で

等持院北町およびIll,,]-売却予定未執1

建設il雌のうち、80fl痕へ継統繰りjI
された分は､米#',;人になった

広小路学舎売却契約成立によるm受f

維持拡充曲の前受金

78年度よりの繰越1{業分（'|』I''会節
研心鯨）

科 目

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設IMI係支Hl，

設 備関係支出

教育研究経費支州

管 理経賀支出

資産運用支，lH

その

操越 _,.'胃

支 川

央1

・
・
・
・
望
く
も
１
．
ｆ
’
、
’
＃
雷
・
一
’

〃
唖
《
○
Ｆ
ｐ
戸
０
、
。
０
４
貝
叩
ワ

ヘ
』
〈
０
Ｑ
〉
民
4．67

予17

』
Ｆ
’
Ｉ
川
副
』
Ｆ
“
Ｌ
Ｆ
Ｊ
Ｉ
イ
ノ
凸
グ
ー
Ｌ
ｊ
仏
‐
Ｊ
凸
‐

》
３
３
５
６
３
２
０

）
６
８
１

４

b，1

H'M
少し

８
４

２△
△
△
△
△

1．46

哩
兄

一
一
・
・
、

財IJl、銀行、住宅金融公ﾊlf、『1列

同

土地支出、中川会館、研心館、法学I‘
棟他雄股間係支,'11

机・椅子、物品棚等、機器、備品支I

修綱料、用品、料側ヤ（ベンチ、灰皿、
ゴミ人搾）植戦禅支f

募金、罪俄搬、脊林1

末川記念会館建投が付金分の慨み立一

私学振興11ｹ｜

住宅金融公I

銀

学

二
．
ロ
ロ
ー

・
・
Ｉ

ハ
Ⅲ
Ｕ
塞
王
迂
一
一
目
言
雲
．
・
一
・
・
．

（
Ⅱ
Ｕ
４
刈
宝
局
Ｊ
１
戸
崎
Ｊ

Ｆ
ｈ
Ｊ
Ｆ
【
⑪
Ｆ
届
Ｊ

、
く
り
－
上

5．684



施
設
関
係
支
出
土
地
買
収
や
建
物
新
築
等
の
総
出
で
、
衣
笠
一
拠
点
完
成
へ
の
経
曲
は

す
べ
て
こ
こ
に
計
ｔ
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
表
９
主
要
建
設
事
業
一
覧
の
と
お
り
、
衣
笠

学
舎
隣
接
土
地
一
、
三
○
五
・
五
七
平
方
メ
ー
ト
ル
を
買
収
し
ま
し
た
。
中
川
会
館
・
研
心

館
の
完
成
に
よ
り
二
部
学
生
の
勉
学
条
件
お
よ
び
課
外
活
刺
の
場
は
大
き
く
改
蕃
さ
れ
ま
し

た
。
年
次
計
画
に
よ
る
各
建
物
の
事
務
室
、
会
議
室
、
共
同
研
究
室
等
の
冷
房
装
置
の
う
ち

以
学
館
１
号
ホ
ー
ル
、
地
下
グ
リ
ル
、
７
号
館
会
議
室
、
高
中
校
図
沸
館
閲
覧
室
、
志
学
館

事
務
室
、
誠
師
控
室
等
の
冷
房
装
置
取
り
つ
け
を
完
了
し
ま
し
た
。

中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
地
下
に
川
設
さ
れ
た
合
併
処
理
梢
は
、
一
Ⅱ
処
理
能
力
川
Ⅲ
此
立

方
メ
ー
ト
ル
を
持
つ
強
力
な
も
の
で
す
。

表91979年度主要建設事業一覧

土地買収4億1,972万円北区平野J柳川(衣笠学舎隣接地)､1,305.57

㎡

中川会館（本部棟）新築7億2,628万円78年711着工、79年10月竣工

6.091.19m'総額11169,476771'1のうち､79年度執行分

中川会館用備品3,520万円地階倉庫川移動式物品棚、校友会ロビー

川卓子・椅子地階生協fIi:締紙Mlを含む

憩いの広場および池2,686万円中川会館前広場と研心館東北に池設縦

研心館（新3号館）新築3億4,023万円78年711着工、71!年10月竣工

4,339.32㎡総額6億2,583万I'lのうち､7!)年度執行分

研心館用机・椅子1,531万円各教室机・椅子・黒版・教卓ならびに

自治会室机・椅子・黒板・物[Ill棚等

法学部棟新築工事2億1,169万円79年II月着工、81'p-2月竣工予定

9,860.85㎡総額17161.00077P1のうち、79ｲ度執行分

図書館書庫増築工事1億3,792万円79年711着工､31年311竣工予

定2,784.31㎡総額7166,800万円のうち、79年度執行分

女子更衣室160万円西グラウンドに新設、プレハブ63㎡

5号館増築325万円機械工学科計堕室噸築、プレハブ36.45㎡

施設課倉庫185万円北区平野'抑町に移築、プレハブ13249㎡

以学館冷房2,327万円以学館1号ホールおよび地下生協グリルに冷

房機器設置

志学館冷房518万円事務室、会議室、満師控室に冷房装置

冷房機器498万円高中校図諜:館、7好･館会議室に設i't

合併処理槽3,668万円78年7川着工、79年10)1竣工総額1164,029

万円のうち、79年度執行分にll央グラウンドルi川

合宿所便所改修145万円柊野合宿所仙所水洗化のため浄化If!設置

水銀灯446万円中川会館前広場および研心館A1辺に22基設ii'i

観光道路防音壁353万円年次I汁Illljで実施

パｲｸ置場整備191万円6号館西側バｲｸ簡場終備

塵挨集積場154万円学生会館裏に設fﾊﾐ

重油タンク255万円宇多野セミナー、収ヶIII.)'

氷室グラウンドフェンス247万円防球川クレモナフェンス107m新設

乾湿複写機96万円高IP校に設侭

排ガス洗浄装置694万円6号航に実験川排ガスの洗浄装置没置

その他整備費衣笠808万円給水管布設峠、6号館実験室床改修、生

協附買部改修他

その他整備費高中556万円東校舎黒板取拝、揚水ポンプ室整備、生

徒会室整備

その他整備費寮184万円衣笠泰凪呂賜、学思索自転車置場整備

その他整備費その他430万円柊野グラウンド間収地終術、イ沙i好場、

蓮莱殺虫灯設置

植栽工事804万円衣笠学舎植牧

以上

環
境
整
術
に
つ
い
て
も
、
中
川
会
館
西
川
に
憩
い
の
広
場
新
設
研
心
航
北
側
の
池
、
バ

イ
ク
置
き
場
の
騒
音
防
止
の
た
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
、
周
辺
お
よ
び
通
路
の
安
全
確
保

の
た
め
の
水
銀
灯
設
置
等
の
事
業
を
行
な
い
、
ま
た
観
光
道
路
沿
い
の
防
音
壁
は
、
法
学
部

移
転
ま
で
に
完
成
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
事
業
と
し
て
本
年
度
も
八
○
メ
ー
ト
ル
新
設
し
ま
し

た
。
昨
年
二
月
に
は
、
法
学
部
棟
・
図
諜
館
書
庫
増
改
築
に
着
工
し
、
法
学
部
移
転
の
八

一
年
三
月
を
目
標
に
工
事
は
予
定
ど
お
り
進
行
し
て
い
ま
す
。

設
備
関
係
支
出
は
、
中
川
会
館
・
研
心
館
の
竣
工
に
よ
る
各
会
議
室
、
校
友
会
ロ
ビ
ー
の

卓
子
・
椅
子
、
地
階
倉
庫
お
よ
び
生
協
抑
織
部
の
雑
備
、
研
心
館
各
教
室
の
机
・
椅
子
、
６

号
館
の
排
ガ
ス
洗
浄
装
置
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。
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1979年度末現在の貸借対照表と1979年度消費収支

決算書は、下表のとおりです。

1979年度消費収支計算書

単位100万円

教
育
研
究
経
費
支
出
は
、
各
学
舎
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
修
繕

と
整
備
経
伐
で
、
植
殺
工
堺
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
ま
す
。

管
理
経
費
の
主
な
も
の
は
、
募
金
募
憤
税
と
、
貴
船
演
習
林
手
入
れ
の
た
め
の
育
林
費
で

す
。

資
産
運
用
支
出
特
定
寄
付
金
（
末
川
記
念
会
館
建
設
寄
付
金
）
を
工
事
着
工
ま
で
積
み

立
て
て
お
く
も
の
で
す
。

繰
越
金
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
広
小
路
売
却
契
約
成
立
に
よ
る
前
受
金
が
主
な
も
の
で

す
か
、
こ
れ
は
法
学
部
棟
・
図
書
館
書
庫
増
改
築
・
第
二
体
育
館
（
七
九
年
度
末
着
工
）
・

修
学
館
改
修
（
同
末
着
工
）
等
の
事
業
の
う
ち
一
九
八
○
年
度
へ
継
続
事
業
と
し
て
繰
り
越

さ
れ
た
分
の
経
費
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
有
効
に
（
借
入
時
期
を
お
く
ら
せ
る
、
借
入
予
定

を
減
額
す
る
等
）
執
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

貸借対照表
1980年3月31

※全国平均は理工学部を含む学部を複数設置する全国30法人の平均値
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消費収入の舟

学生生徒納付金

手数料

補助金

寄付金他

帰属収入合計

基本金組入額

消費収入合計

予 争
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1，82（

41〔
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Al,555
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決］
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Ｖ
４
壬
Ｒ
ｕ
（
ｕ
Ｊ
（
又
〕
１
上

ウ
Ｉ
○
○
ｎ
Ｕ
４
坐
貝
』
ワ
ｊ

（
×
〕
ワ
ー
ｎ
ｏ
ｑ
Ｊ

ａ
Ｌ
く

8．132
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△
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I
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負
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負 俄の音I

基本金

消渋収支差郁

(自己資金）い

負債･基本金･消岱収支差額計

有形間定資産

その他の固定資産

現金・預 金

その他の『流動資産
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毛
二

二
子

i旦 職給 与一 引当金

短期借人金

慨
》
一
二
．

その他の流l肋負仙

土 脚

建叩

そのf也の有形間定資』

金額(単位10()万円
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算
の
差
か
生
じ
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

な
お
、
八
○
年
度
の
私

大
総
常
岱
補
助
金
の
政
府

予
算
は
対
前
年
比
一
○
・

六
％
噸
の
二
千
六
百
五
低

円
で
あ
り
、
本
学
予
算
で

は
一
○
％
噌
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
の
情
勢

と
し
て
、
大
蔵
省
は
来
年

度
予
算
編
成
に
向
け
て
の

歳
出
見
直
し
（
サ
マ
ー
．

とと一す収千両又

結が④③。②へ①そ六当。を二七七
采 あ非補特メ本の・初加百九九
とつ常肋別ﾘ学要五予え二年年
した鋤金肋ツに因％算る十度応二

〈郡縄卿e'*wSと令酷息

;↓禰剛懲諏リM減
り;〔あすすに善研つに収収補助
執げるる小、一究た比人と助金
行ら補匪’集･条こしはな金
率れ肋の団件と一当りは
をまお予教がに五初ま十
如すよ算育一な％予し七
("1．び執に定りの算た億
に礼行対改ま伸に。四
兇会率す善すび比高干
込 保がるさo率し中百
む険よ捕れを､運二
か科〈肋補予一営十
予大なへ肋定隠ii二
洲学 つ 七 金 し 二 補 万
し負た三のま千助円
靴担こ○交し百金と
い金と万付た三なな
小 に｡PI率がI-どり
11'『対一が、八他、
かすが良一万の予
らる力II<-PI補算
予棚わな五の肋に
算肋つつ％蛎金比
とのたた増収のべ
決新ここでで増九

｜
、
一
だ
｜
｜
混
一
ね
一
一
別鶴

私大経常費
補助金推移表

器鴎:鑑;調

葬蒸議熟
万
一
沼
一
門

ガ 101214

11

161§

す もをる納こ刀進○雑と

賑洲側M筆鮒＃既ゼ葉：6雄
によあては(I勺、上な立いてにま年間
舵”画餅的4胤灘＆洲k畷収
･重す､余り仙少厳の増､る｡雛て要。州二と組評した共で主志
おな対％並むⅢiた め 通 す 要 賊 七 一
り入的でん本のと志一が私者
、学低伸で学罰い 願次 前大 数、 億
全 検学び学人まう者テ年のは三I'l
学定ft悩園試り八数ス度ほ七六
あ料をんのにを○は｜、よと五四
げの維で貴お示年全 の り ん 年 名
て確侍い重けし度国導増ど度の
の保 すま なる て入 的人力'1が入志
取はるす財検い試ににし志試願
り、｜きが源走るで減よま願の者
組来で、と科と、少りし者八が
み年、他な収言本傾、た数九集
が度そ私つ人え学 向 各 。 を 、 ま
要以の大てはまがに大減八り
讃降果にい‐|・す前 あ 学 少 八
さ の た 比 ま 一 o 年り|Ⅲさ六全
れ志しべす徳度まのせ名国
ま願てる。一の す 併 て を 五
すftいと経千水･服い雌位
･数る大常万準あがる高の

役き的I'lをる減なにが マ

ぃ削 な 収 に 維私りかセン
かはウ入も持大、で万モ
に大工になしで畷、名ス
変 き イ 1 吋 り得は実三台入
勤な’、め、た一な一を試

レ
ビ
『
手
ｉ
）
を
進
め
￥
財
政
再
建
の
た
め
の
予
算
の
伸
び
を
ゼ
ロ
と
す
る
姿
勢
を
と
る
と
い

う
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
全
国
の
公
酎
助
成
運
動
に
大
き
な
障
害
と
な
る
の
は
目
に
見
え
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ス
・
自
治
会
・
学
友
会
な
ど
全
学
あ
げ
て
の
い
っ
そ
う
の
運
伽
強
化
が
重
要
で

半
。
／
０

教
育
研
究
設
備
・
図
書
の
充
実

本
年
度
の
機
器
・
備
品
・
図
股
Ⅱ
な
ど
に
あ
て
る
教
育
研
究
設
備
間
係
支
出
は
三
億
六
千
↑
万

円
の
執
行
と
な
り
ま
し
た
。

図
沸
支
出
で
は
、
学
生
の
自
主
的
学
習
を
保
障
す
る
た
め
の
学
蒋
図
沸
館
と
し
て
、
ま
た

教
員
の
研
究
・
敬
育
に
役
立
つ
図
件
館
の
充
実
を
例
り
、
他
私
学
に
劣
ら
な
い
一
定
の
水
準

－ 69－



蔵
峠
冊
数
は
、
八
四
↑
万
六
五
七
ｈ
冊
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
四
万
一
八
九
五
冊
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
・
二
部
学
生
一
人
当
た
り
に
す
る
と
、
三
九
・
二
七
冊
の
蔵

神
数
と
な
り
、
私
学
平
均
を
上
回
る
水
準
を
維
持
し
て
き
て
い
ま
す
。

理
工
学
部
で
は
図
＃
出
と
と
も
に
亜
点
の
機
器
・
備
仙
の
充
実
を
図
る
た
め
実
験
実
門
間

係
で
一
億
四
千
凡
百
万
円
、
赤
外
分
光
光
度
計
な
ど
研
究
設
備
で
二
千
五
百
万
円
を
執
行
し
、

内
容
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
教
材
作
成
、
証
明
将
発
行
な
ど
の
印
刷
体
制
を
強
化
す
る
た
め
の
機
器
と
し
て
オ

フ
セ
ッ
ト
印
刷
機
、
丁
合
機
、
各
僻
務
室
の
乾
式
複
写
機
を
購
入
し
、
九
百
六
十
七
〃
川
の

執
行
と
な
り
、
一
定
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

を
維
持
す
る
た
め
図
詳
併
の
増
額
に
重
点
を
置
き
、
教
育
研
究
図
書
一
億
八
千
六
百
万
円
八
四
八
〔
一
九
八
三
年
度
決
算
報
告
〕

私
大
研
究
設
備
図
諜
千
七
百
万
円
な
ど
二
億
千
百
万
円
（
前
年
‐
比
七
・
一
％
増
）
の
執
行
で

90万l図書冊数の増加(過去5年間）

8461575

804,6801

80万一 77ワ1諦黒
･ロ=6凸一旦L‐

；
二
・
学
園
通
信
』
第
二
○
号
（
一
九
八
○
年
六
月
二
三
日
こ

726.720

砺
岬
一
灘 75 76 ワ

ｊ
ワ
ー 78 79

ｌ
経
常
勘
定
に
つ
い
て
ｌ

教
学
諸
条
件
の
改
善
と
長
期
計
画
の
基
礎
づ
く
り

本
学
の
財
政
は
、
経
常
勘
定
と
建
設
勘
定
に
区
分
さ
れ
、
敬
育
・
研
究
諸
活
動
の
充
実
・

発
展
の
た
め
の
諸
蜘
用
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

経
附
勘
定
は
、
授
業
料
を
は
じ
め
入
学
金
、
械
定
料
、
柿
肋
金
な
ど
の
主
な
収
入
と
、
こ

む

れ
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
恒
附
的
に
必
要
な
人
件
曲
や
教
育
・
研
究
お
よ
び
大
学
運
営
の
た
め

の
諸
支
出
か
ら
な
り
ま
す
。

従
っ
て
決
算
で
は
八
三
年
度
の
学
園
財
政
規
模
一
九
四
憶
川
の
七
八
・
四
％
を
占
め
る
経

常
勘
定
の
収
支
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
概
嬰

を
表
お
よ
び
グ
ラ
フ
に
よ
り
説
明
し
ま
す
。

八
三
年
度
の
経
常
勘
定
の
総
額
は
、
一
五
二
億
三
、
八
九
八
万
円
で
す
。
こ
の
う
ち
か
ら

前
年
度
繰
越
金
な
ど
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
入
は
二
四
憶
五
、
九
四
四
万
円
で
す
。
単

年
度
支
出
は
一
○
七
億
五
、
六
五
二
万
円
で
す
。
収
入
・
支
出
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
で
示
し
て

一
九
八
三
年
度
の
決
算
は
去
る
五
月
二
五
日
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
決
定
を
み
ま
し
た
。

八
三
年
度
は
、
臨
調
答
申
に
よ
る
私
立
大
学
に
対
す
る
経
常
費
補
助
金
の
抑
制
と
長
期
化

す
る
経
済
不
況
と
に
よ
り
、
私
学
を
と
り
ま
く
情
勢
が
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
る
な
か
で
、
七

九
年
度
全
学
協
談
会
確
認
以
降
の
学
園
の
取
り
組
み
を
総
括
し
、
八
○
年
代
お
よ
び
そ
れ
以

降
の
学
園
創
造
の
諸
課
題
を
全
学
の
論
議
の
も
と
に
具
体
的
な
計
画
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
る

重
要
な
年
度
で
し
た
。

八
三
年
度
予
算
編
成
方
針
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
怖
勢
の
も
と
で
、
教
学
を
支
え
る
財
政

と
し
て
の
自
覚
の
ｔ
に
立
ち
、
教
育
・
研
究
・
生
活
等
詣
条
件
改
蒋
の
重
点
化
に
基
づ
く
支

出
の
抑
制
を
基
調
と
し
て
、
中
・
長
期
的
学
園
政
策
の
具
体
化
に
備
え
る
財
政
力
量
の
蓄
積

を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

決
算
報
告
を
も
と
に
、
本
学
の
財
政
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま

』
ｑ
／
０

－7 0 －



い
土
守
す
一
・
）

表
１
で
、
八
三
年
度
の
単
年
度
収
支
を
当
初
予
算
と
の
対
比
で
兇
る
と
、
収
入
で
八
％
、

支
出
で
二
・
二
軒
い
ず
れ
も
上
回
っ
た
執
行
と
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
収
入
で
の
増
が
支
出

額
を
上
回
っ
て
、
六
億
円
余
の
収
入
超
過
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
編
成
時
の
収
支
兇
込
み
は
、

収
入
を
め
ぐ
る
厳
し
い
状
況
か
ら
、
ほ
ぼ
均
衡
を
保
つ
も
の
と
予
想
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ

は
今
後
の
長
期
計
画
事
業
遂
行
へ
の
恭
礎
的
条
件
づ
く
り
に
一
定
の
貢
献
を
な
し
え
た
も
の

と
い
え
ま
す
。

収
入
増
の
要
因
は
表
２
に
示
す
よ
う
に
主
と
し
て
納
付
金
収
入
‐
ｌ
大
学
人
学
者
数
が
予
算

定
員
を
上
回
っ
た
こ
と
、
人
学
検
定
科
の
改
定
・
大
学
志
願
者
数
増
ｌ
に
よ
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
私
大
経
術
眺
袖
肋
金
の
前
年
度
比
八
％
減
の
兇
込
み
が
六
・
一
％
の
減
に
と
ど
ま

っ
た
こ
と
に
も
よ
り
ま
す
。

収
人
琳
の
要
因
の
な
か
で
、
大
学
志
願
者
数
の
最
近
の
佃
向
は
、
本
学
に
お
い
て
も
数
年

前
ま
で
は
他
私
大
と
同
じ
く
漸
減
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
本
学
に
対
す
る
期
待
や
評
価

が
定
着
し
て
き
た
結
果
と
し
て
志
願
者
数
に
現
れ
て
き
て
い
る
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

経
常
勘
定

その他の収入

11億9,()7
（10．4

退騒金ほか

2億7,262万円

（2.5％）

三 成定次果人．金｜]1．′首ま補設だ
年 力預長と件生次収以三補す肋附け
度 針金期な."(活に人I堂％肋。金のに
重のを計り.等支がにと金まはい
ifi教はIlll'lま物諸it1財ななをたそつこ
政青じのし件条で政るり含、のそれ

fst緊繊＃は糸脚諏難嘉；零
皇究すあ、も善七要とた柿経に改以
学生るるそ、の九な予・肋常お善上
協油資新のそ重年位想八金fi^に
確 呼余学他の点度置せ｜ﾉし｜全捕て充他
認， 渦 連 部 の 仙 化 全 を ざ 年 休 肋 は 実 大
事条用・支行に学占る度と金、に学
項件 支 新 , t l 率 基 協 め を に し ､ 前 取 の
執改i i i 学 で は づ 砿 て 得 お て 研 年 り 水
行稗 に科はノLく会いなけも究に糸11準
状のよの超ノL械確るいる、装対まを
況I E る 設 過 ・ 極 認 本 状 減 そ 置 し な k
ｰ，nSも綬執八的事学況額の等てけ回
の化のに行％な項のには伸施一れる
p.にで向とと執の場あ、び設億ぱ教
な蕪すけない行実合り八率終二な育
もづ・たりすに践、ま三は備、り・
の くこ学まれよを事す年表('(六ま研
だ文れ部しもり中態･度3補○せ究
けit.は学た予、心は他をの肋○ん内
でに、科◎算表と深私さと金万。容
も よ八噸こど4し刻学らおお円一の
肌｜る 三設 こお にた でに にり よも 方向
○炎年Vtでり示敬あ比上マび滅私上
項5度金はのす青りし｜回｜イ高少大と
11 の予引、執よ．まてりナ'pし経施

f冗鳥＃劃扉鮮5m耐旦侭T^IS

表1経常勘定単年度収支 単位ノjlll

表2収入増の内訳

表3補助金の伸び率

表4 支 出 の 内訳 単位〃酢
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＃
Ｉ
建
設
勘
定
に
つ
い
て
…
…

校
地
確
保
と
比
重
大
き
い
借
入
金

建
設
勘
定
は
、
維
持
拡
充
費
収
入
お
よ
び
寄
付
金
を
原
資
と
し
て
、
主
と
し
て
私
学
振
興

財
川
、
銀
行
お
よ
び
学
伏
の
階
人
命
の
長
期
的
・
計
Ⅲ
的
述
川
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
支
出
は
学
嗣
の
施
設
・
設
備
を
充
実
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
、
主
と
し
て
建
物
の
建

設
、
土
地
の
附
入
、
桃
築
物
の
設
殻
お
よ
び
そ
の
維
持
曲
な
ど
の
詣
支
出
か
ら
な
り
ま
す
。

八
三
年
度
の
収
入
・
支
出
お
よ
び
事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

八
三
年
度
の
主
要
事
業
は
表
６
「
八
三
年
度
主
要
逮
設
事
業
一
覧
」
の
と
お
り
末
川
記
念

会
館
の
建
設
、
原
谷
に
お
け
る
尚
友
館
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
棟
の
建
設
と
小
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

買
収
、
公
共
下
水
道
関
連
工
事
費
な
ど
で
、
前
年
度
の
二
・
三
倍
の
二
一
憶
三
、
○
○
○
万

川
の
事
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

収
入
は
四
一
億
九
、
六
五
七
万
円
で
、
そ
の
う
ち
本
年
度
の
収
入
は
三
八
億
一
、
六
四
五

万
円
、
他
は
前
年
度
繰
越
金
で
す
。
他
方
支
出
は
三
六
億
七
、
九
五
三
万
円
で
、
次
年
度
へ

五
億
一
、
七
○
三
万
円
を
繰
り
越
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
資
産
売
却
に
よ
る
資
金
収
人
ゼ
ロ
の
な
か
で
、
以
上
の
事
業
を
借
入
金
に
よ
っ

て
遂
行
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
年
度
末
に
お
け
る
借
入
金
残
高
は
、
表
７
に
示
す
よ
う
に
前

年
度
末
に
対
し
て
一
三
憶
七
、
七
○
○
万
円
噸
川
し
て
、
九
五
億
八
、
七
○
○
万
円
と
な
り

ま
す
。こ

れ
ら
の
借
入
金
は
、
衣
笠
へ
の
全
学
の
統
合
を
は
じ
め
、
学
園
整
備
充
実
計
画
を
中
心

に
非
た
る
滴
課
迦
を
具
体
化
す
る
と
と
も
に
一
中
・
長
期
的
学
間
政
策
の
具
体
化
に
備
え

る
財
政
力
量
の
蓄
種
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
」
に
よ
り
、
上
記
の
特
定
預
金
の
ほ
か
、

研
究
助
成
涜
金
、
教
職
員
厚
生
嶺
金
な
ど
の
砿
撒
的
な
寅
金
巡
用
を
は
か
り
ま
し
た
。

以
上
経
常
勘
定
の
資
金
収
支
の
結
果
、
実
質
繰
越
金
ほ
一
五
億
五
、
二
○
○
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
前
年
度
に
引
き
続
き
収
入
噸
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
経
常
勘
定
の
健
全
性
が
一
定

確
保
さ
れ
た
か
に
兇
え
ま
す
が
、
そ
の
増
加
の
要
因
を
見
れ
ば
入
学
者
数
や
受
験
者
数
の
増
、

補
助
金
の
減
額
帆
な
ど
の
不
確
実
な
要
因
に
基
づ
く
も
の
や
検
定
料
の
改
定
等
一
過
性
の
要

刈
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
木
学
財
政
の
依
存
す
る
財
源
が
依
然
不
安
定
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

か分べはつ園ノ,§えき方政述一まなと
ら のて 補本 て創雌てた針以策の隠以す借す
訴 一 が 肋 学 い造しきとで上に繰三上。入る
え補弓金にまにかたぃ示の術越、、金長
ま肋公でおす一 向 侍 補 え さ 内 え 金 j i 経 を 期
す実i'iあけ｡けち肋まれ容るを一常必計
･現肋りるてえ金すたを内八八・要liiij
にIiiま収そての｡雑も容四万建と事
向推す入のい削し本つと年PI設し業
け進。の課な減か視てす度で両まに
、の｜隔約題い等し点、るへ前勘す要
迎た広二にだそ､を八こ引年定のし
動めく○こけの私実三とき度をでた
のの圧｜％たに経学現年が継に合、も
発全氏をえ概済をし度でぐ比わ計の
展学の占うめ的と、のきこべせ画で
と連支めるて環り堅決たとてた的す
強 絡 排 、長厳境ま実算こに七単返が
化協と学期しはくなはとよ・年済、
の議理曲的い、情内完をつ一度に今
た 会 解 に財も本勢容了示て％総よ後
め告をつ政の学とでしし、の合り第
にの得ぐ政でがり八まて今増資そ三
全 も な 主 策あ他わ｜ﾉ'I-Iしい後と金の次
力とが要のる私け年たまのな収減長
を に ら な 確と大｜:|I度・す学つ支少期
傾結、財立いに対へ慨。園てのを計
注集全源はえ比的リ｜柵のお決は仙1
さし学とままし低きし中り算かの
れ、のなさすて学継て、規る‘粥
る経イルつ に 。 脆 a t ぐ 、 長 こ 模 必 噸
こ常成て急新弱政こ予期れは要業
と賀貝ぃ務しな策と算的は、がは
をののるとい11オをが編学、あ祈
心 こ す のな栄政支で戒園前五りた

建設勘定

＜収入＞ 単位:万i11

＜支出＞

－7 2 －

科

学生生徒納付金収，

寄付金収，

資産売却収．

借入金等収，

その1
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収入 席
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可
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22168,13
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科

借入金等利息ラ

借入 金等返済支1

施設 間係支l

設備関係支l

教育研究経i'i支I

管理経賀支;

そ の
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表5,83年度重点政策と全学協確認事項執行状況（主なもの）

単位万｢'1I.小繋|Ⅱ教育を'p心とする教学術条件の充実

1.前年にリ|き続きｸﾗｽ定員減4年i

2.n.'yftの確保総額3161,414万I'lのうち学部学生用8,579万円

3．実験実習諸f《の確保（理工）

4．電子計算機利用の本格化

5クラス援助金・自主ゼミ援助金

6．二部新入生合宿

7．ワイヤレスマイク（25)、テレコ内i髄敦卓（71）

8中央視聴覚室を中心に視聴覚機器、視聴覚教材、暗幕等視聴覚条件の改善

9I撒義概要日]刷

Ⅱ．自主的雌Ⅲ的禰涌勅条件の充実

L学友会袖肋余

2セミナーハウス・合宿所維持運営fi

3スクールバス運行費

4．課外活鋤部長顧問旅賀および体育会監督コーチ強化費等

5．学生共同研究室・談話室整備

6．院生協議会補助金

7．学生生活、学生要覧（二部）の発行

8．学生会館整備

HI.厚生施設等条件改善と就職活動の強化

l新入生学寅貸与（2,224）を含む学資貸与金の増額

2．院生奨学資金貸与金および奨励研究員奨学金

3．身|峨者施設設備の整備

4生涌協同組合への援助、貸付金（5,000）修繕曲（335）機器(412)

5教職員厚生基金(4.316)住宅資金岱付金(3,790)

6．生活援助金の確保

7就職開拓fi講演会・ガイダンス・模試・就職要覧・資料整備等経fi(機械化分を含む）

Ⅳ、教職員の生活条件・教育研究条件の確保

1.教職員の増員（教員5人、職員4人）

2研究助成資金

3．海外it.張貸付金

4．個別研究助成、総合研究、プロジェクト研究、実態調査f』(の充実

5．紀要、研究業締等学術誌発行';)'

6．特別研究設備、私大研究装置（9,872）を含む

7．末川記念会館の建設

8.図＃:館電伽j苦架

9．交換研究員関係

10.機器類の充実（複写機、製本機、リーダープリンターなど）

II.研究旅fi、国外留学賀、国内留学Vi、個人研究晩の確保

12.職員研修i't，数職員厚生費

V.キャンパス・スポーツ施設の整怖

1.原谷グラウンド尚友館建設

2．原谷グラウンド借料（600）小｢ﾉLiグラウンド買収(1116)球技場整附(560:

3以学館1号ホール化

4.'I'央グラウンド整備等

5掲示板（催し物案内板含む）・立て看板格納庫、水銀灯等

6向'抵血、バイク整理委託vt

7アスファルト補修、植殺、ベンチ、'i'i人等

W・公'(！(助成の発展

1．事務局涌勅fi(印刷・旅餅・交通・商科柴など）

2．父母懇談会謂経伐（旅fi-会縦渉外など）

3．教授会連合術経伐

4．学園通信発行fY

Ⅶ、その他

1．立命館史の編集'('(

2．卒業/12名簿の幣備

3．法職洲程、土眺満座、公開満淡会など
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表61983年度主要建設事業一覧

右京区鳴滝宇多野谷17番53,264m'

右京区鳴滝宇多野谷17番151,423m'

右京区鳴滝宇多野谷17番1618,600m'

末川記念会館新築（83年度執行4侭8,953万円。総額5166,711

万円）

原谷尚友館新築（83年度執行2臆6,423万円。総額2値7,156万

円）

以学館一号雑台改修（948万｢'i;

その他（708万PI)

公共下水道接続関連工事(3,413万PI!

末川記念会館外部階段・スロープ・植込・門扉他（2,370万円〉

原谷尚友館アスファルト舗装等外椛工事（338万円）

末川記念会館、原谷尚友館、北バイク置場、二号館西憩いの広

場、各種水銀灯（421万円）

正門付近歩道拡te(330万I'll

清心館南自転車置場アスファルト舗装(130万円）

催し物案内板他（433万円）

図書館書庫電動式スタックランナー（5,400万円）

原谷尚友航トレーニング機器等（886万｢1)

原谷尚友館新築に伴う機器等（1,532万円）

末川記念会館新築に伴う機器等（3,398万円）

以学館暖房用蒸気管敷設替(1,151万円）

末川記念会館、原谷尚友館植栽、植樹（974万円）

学思寮給水管敷設替及受水槽取梼（999万円）

募金募愉fi(1,963万円）

育林税（299万円）

その他（269万''1）

土地買収

1116799万円

建物新築 改修

7億7,032万|]1

構築物

7,435万円

機器備品用品

1億1,216万円

その他整備

5,655万円

表7年度末借入金残高
Iii位100万'1｝

※市中銀行2,204のうち短期借入69C

－74－

、
振興財団

市中銀行

学債・他

82年度末

(決算

6,16;

857

1.187

8，20〔

83年度

予算

6.601

1,14!

i,24:

8，99：

決算

ハ
【
Ｕ 3

2,20'

i,24;

958（

82：83対比

欠

△2 8

ｒ
‐
１

１
１

53

1,37'

一
訴
二

99.5％

57.2％

049％

116.8/



一
九
八
三
年
末
現
在
の
貸
借
対
照
表
と
、
一
九
八
三
年
度
消
岱
収
支
計
算
善
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

1983年度消費収支計算書

消fm入の部」i<-位100万'11

消;"(支出の部

A 1 5 1△151消fi収支差額 240 △391

貸 借対 照表
l984fl晶31-'3111

1？

1－；

△5裳

※全国平均は日本私立大学連m川棚75法人校全体fl面による鐸

－75－

科 I

学生生徒納付3

手数 1〈

御i肋封

資産売却差＃

寄付金ほズ

帰属収入合計

基本金組入蔀

消fi-収入合高

た1

8，477

1，191
署
一
・
白０

ワ
ム

767

12．64

△1．600

11,04

当初予算

8.410

1,184

2，045

唾

622

12．26

△1．443

10.81)

比1

６
６
４
１
１

△
△
△
△
△38’

1R”
ユリ皇

△22

科目

人 件 f i

教研・管理経('(

(うち減ifllii償却額

借入金等fII息

資産処分差額

その他

消fi支出合計

決＃
ハ
ｕ
〉
戸
坑
Ｊ
ｎ
ｘ
〕
｜
唾
蒙
雫
一
画
一
・
・
目
壷

ハ
ｕ
Ｊ
Ｆ
Ｒ
Ｊ
（
×
）
。
〃
詮
ワ
ｊ
ｎ
／
』

．
〃
乱
ハ
ハ
リ
Ｆ
恥
Ｊ
戸
晩
Ｊ

１
‐
く

７
２

10，30

当初予算

１
２
６
２
４
－
０

４
８
８
５
７
２

５
６
５
５
１

‘
冊
ｉ

７
２

10，ih:

比i

42

27

(△2

3

1

95

168

ピ i】海の｝'flR宅

固 定’

;充勤寅

資産の部合， 汁

負(i'i・』‘唯本金および浦Vi｣u支差蔀IのI郡
瞳イ

＃流勤戯1.7

負俄の部合 ‘；

基本＝

消岱収支差蔀

(自己寅金)1 A )

負依・基本金･澗曲収支差誠パ1．

有形131定壷I》『

その他の問定資藤

現金藤｛金

その他の流肋黄陥

長期佃：人命
｜
両
． 校1

退職給与一引当企

短期借人金
一
一
斗
． ｷ交一

その他の＃流伽 興iLIi

土 ｣

建ル

その他の有形l.'ll走寅雄

金額(単位l()0〃'11

83』

28．12〔

24．686

〃、恥r，バ

ソー．可U判

10，348

5．034

3△44ざ‐

33．380

1()．91急

7．172

87(）

2．862

Ｑ
）

貝
〕

ワ
』

貝
）

1．209

330

"』7ワ、
皿 J , ‘ 竺 赴 〃

16．175

19．074

△1．86

(17，205

33．380

82年
、rー「ー〆

乙0．00

22．64

8．19’

9．88‘

4，56

2，911

4．37‘

4．07

301

29．94C

10．168

6－574

81′

ワ
ー

７
，

ワ
』

4，4

5(）

324

3，582

14．57〔

17．472

△2．10（

（15．36『

29．94〔

j帥狐

2，56〔

2．039

1．1()〔

464

467

527

87‘そ

86雪

3－/140

74芯

604

91

85

708

6

138

1．60(）

1－600

240

（1．840）

3．440

碓成比率寅産合,汁＝lOO

83丘I

84‐そ

74’

ワワr
合イー屋

31‐’

「
Ｉ
１

Ｅ
ｊ

『
１
入

10‐‘

157

14－8

09

lOO－0

32－7

宅
Ｉ
且

Ｉ
旬
乙

８

158

ｎ
ｏ

１
ユ

11－2

48s

57．1

(15－5〉

1000

82f

854

75

27

33

Ｅ
Ｊ

、
１
入

97

14‐

13

1－0

100‐(）

93

14

48‐

5831

△70

151.3)

100－0

I

、
Ｐ
Ｊ

82全川平均

81‐

12

29‐

15

ワq
白J_

18

14－3

４
１
丘

1()0－0

21鷺

10

2－3

Qq
Lノーー

13’

2－4

0－3

103

349

709

△5－7

（652）

1000



術
満
も
す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
Ⅲ
い
ま
す
ゞ
か
霞
私
立
大
学
の
雅
校
会
計
は
一
学
校
法
人

会
什
恭
準
（
文
部
門
令
）
」
に
蕪
づ
い
て
会
帥
処
州
を
行
な
い
、
財
務
計
卯
に
間
す
る
岬
猟

を
作
成
し
て
、
公
認
会
計
士
も
し
く
は
監
査
法
人
の
慌
査
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
財
務
帥
算
＃
類
は
毎
年
文
部
宵
に
脳
け
川
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
私

八
三
年
度
は
、
二
一
世
紀
を
展
望
す
る
新
た
な
数
学
の
削
造
を
め
ざ
し
た
淵
政
策
と
計
画

を
策
定
す
る
重
要
な
年
度
で
あ
り
ま
し
た
。
水
‐
報
告
は
そ
の
重
要
な
韮
礎
と
な
る
も
の
で
あ

力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

決
算
は
書
学
園
の
一
年
の
財
政
析
勤
を
財
務
計
算
に
閲
す
る
沸
類
（
寅
金
の
収
支
消
曲

収
支
、
蘭
借
対
照
炎
）
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
＃
鮒
は
、
広
範
多
岐
に
わ
た
る

財
政
活
刺
を
経
理
ｔ
の
規
則
に
従
っ
て
終
理
し
て
い
ま
す
。
報
告
に
あ
た
っ
て
は
可
能
な
か

ぎ
り
わ
か
り
や
す
く
心
が
け
る
べ
き
で
す
が
、
正
確
さ
を
期
す
る
た
め
に
は
こ
の
規
則
と
の

関
係
で
限
界
も
あ
り
ま
す
。
柵
君
も
祁
告
に
あ
る
財
務
に
側
す
る
柵
表
を
ｎ
ら
読
み
取
る
努

ま
た
こ
の
機
会
を
通
じ
て
各
パ
ー
ト
の
要
求
や
意
兇
を
聞
き
財
政
そ
の
↓

成
員
の
も
の
と
す
る
た
め
、
財
政
の
公
開
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
本
学
で
は
、
財
政
連
営
の
繋
木
は
教
学
目
的
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。
い
い
か
え
れ
ば
、
財
政
の
執
行
の
目
的
は
教
育
・
研
究
を
充
実
発
展
さ
せ
る
こ
と

に
の
み
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
に
は
一
切
執
行
し
な
い
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
が
誤
り
な
く
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
理
事
会
は
、
各

学
部
教
授
会
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
の
諸
機
関
な
ら
び
に
学
友
会
、
自
治
会
、
大
学
院
生
協

縦
会
、
教
職
員
組
合
な
ど
学
園
を
描
成
す
る
全
パ
ー
ト
に
対
し
て
、
毎
年
‐
の
予
算
の
編
成
、

執
行
（
中
間
決
算
）
、
結
果
（
決
算
）
と
そ
の
節
目
ご
と
に
詳
細
な
報
告
を
行
が
ろ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
機
会
を
通
じ
て
各
パ
ー
ト
の
要
求
や
意
兇
を
聞
き
、
財
政
そ
の
も
の
を
全
学
猫

立
大
学
の
経
理
公
附
の
形
態
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
叩
解
を
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
九
八
二
年
度
の
決
算
の
縦
杵
に
あ
た
っ
て
、
本
兼
卿
の
財
政
述
憐
に
つ
い
て
学
生
諦
枇

決
算
報
告
に
あ
た
っ
て

術
財
務
仙
当
附
務
理
小

本

八

郎

、
ノ
キ
ま
す
／
。

二
舗
間
辿
信
」
第
二
八
器
二
九
八
四
年
六
月
二
五
Ｕ
」

－ 7 6 －



八
四
九
〔
財
政
五
ヶ
年
計
画
（
昭
和
三
三
～
三
七
年
度
）
〕

賄
い
切
れ
な
い
の
で
本
学
の
俄
人
芯
能
の
限
度
を
勘
案
し
お
お
よ
そ
そ
（

刺
た
に
慨
人
命
を
も
っ
て
予
定
州
堆
を
実
施
す
る
訓
山
で
あ
る
こ
と
を
祝
川

以
ｔ
の
説
明
に
も
と
づ
き
帯
淡
の
結
果
水
‐
計
画
を
承
認
、
こ
れ
を
も
っ
て
全
一

縦
す
る
こ
と
に
決
定

淵
、
臨
時
帥
に
於
て
は
予
定
さ
れ
た
財
源
を
も
っ
て
は
階
人
命
の
返
済
と
今
後
の
事
業
税
を

ｌ賄
い
切
れ
な
い
の
で
、
‐
本
，
学
の
俄
人
可
能
の
限
度
を
勘
案
し
、
お
お
よ
そ
そ
の
範
朋
に
於
て

１
、
入
学
金
三
千
川
を
引
上
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
脱
川

以
卜
右
の
紺
炎
に
つ
き
今
後
此
ヶ
年
川
の
学
生
収
容
予
定
収
入
計
算
の
雄
礎
堅
教
職
典
怖

光
緋
川
、
給
与
引
止
げ
の
予
定
、
支
出
帥
算
の
無
礎
、
此
ヶ
年
川
に
施
行
予
定
の
臨
時
部
州

唯
帥
剛
の
内
容
等
に
つ
き
詐
細
に
況
川
、
経
柑
収
支
に
於
て
は
征
年
度
多
額
の
赤
字
が
川
る

こ
と
に
な
る
が
、
一
方
に
於
て
数
学
充
実
の
為
め
の
施
設
の
拡
充
を
行
う
た
め
州
当
の
財
源

を
必
要
と
す
る
の
で
、
経
柑
収
支
に
於
け
る
不
足
額
を
補
う
た
め
や
む
を
得
ず
授
業
料
三
千

二
、
学
園
振
興

山
川
卵
務
即
事

提
案
し
線
｝
本
を
得
た
も
の
で
あ
る

本
件
に
（
一
い
て
は
前
回
理
事
会
で
報
告
承
認
を
得
た
基
本
方
針
に
も
と
づ
き
踊
項
昭
和
三

十
三
’
七
年
度
経
常
収
支
計
算
表
及
び
臨
時
収
支
一
覧
表
並
び
に
附
表
の
通
り
五
ヶ
年
間

の
財
政
什
剛
を
立
案
し
た
も
の
で
あ
る
‐
本
案
は
調
査
委
員
会
及
び
大
学
協
議
会
に
も

〔
二
〕
長
期
計
画
・
学
費
引
上
げ
時
に
お
け
る
財
政
関
係

閲
振
興
に
間
す
る
臨
時
洲
査
委
曲
会
経
過
報
告
の
件

〔
「
理
邪
会
議
事
録
」
（
昭
州
三
二
年
一
二
月
三
日
）
］

協
縦
会
で
協

庁弓

一／／一



第一表

昭和33～37年度経常収支計算表

321128

－78－

雨－－－－－饗一

＊
T

常

L

経
常
支
出

A)収入不足額

ｔ
ｆ
ｌ
皇
．
１
３
－

B

|授業料(3,00ぴ

|高中校授業料

小計

入学金（3,000；

差引増（△）洞

授業科

実験 実習科

入 一
子 寺

過年度
一
つ
４
Ｊ

j川
,

考 査科

証 明 手 数 料その他

大学院授業料その他

高 中 授 業 料その他

茎-1‐
面I

給 料

諸 給

需 川 i'i

諸’脱

貸 付龍

繰出命

予 備' i'i

…
一
．
Ｉ

玉
・
口

つ
へ
』

219.432,30（

14．625．8（

49，8()3，00

21,210,01

25．500．0（

11．498，0（

4,456,001

31,623,31

378,148..UK

139.070.201

152，942,001

68．092．0（

28，226，0（

3，800，0()（

4,000,001

10,000,01

406,130.21)1

△27．981．8C

9，899，70〔

11,173,80

1,749,40C

22，822，9()(〕

△5．158．9〔

目

一

目

十

一

４

句
ぺ
Ｊ

224,979,40（

13,519，2（

49．8()3．0（

21,210，Ill

25，5()0，0（

11,498,01

4，696，50（

34．553．6（

385,759,70（

144,732,801

156.485.301

68,772,()（

28，508，0（

3，800.001

4,000,001

10,000,01

416,298.101

A30.533.Ii:

19,272,20（

11,173,80

2556,90〔

33,()()2，9善

2.464.50’

Ｑ
〕

232,805,50（

13,849,91

49,803,01

21,210,01

25，500,01

11,498,01

1,596,50（

32,289,10

391,552,000

150，283，20［

159,694，70i

69,460,00

28，793，0〔

3，800，0()〔

4，000，00（

10,500,0C

426．53().90〔

△34．978‘9〔

28，279，4（

II．173，81X

3,110,70

42,563,90C

7，585，00

○
Ｊ

233．()74,40（

13.822．OC

49，803，0〔

21，210，0（

25.500,01

11,498,0(

4，596，501

30，714，5（

390，218,401

155,750,60

163．065．10（

70．154．00C

9.080.()0

3，80(),()0(）

4.000，Ill)

10.500,000

436．349．70

A46,131,300

36,263,40［

11,173,80C

3，074，70C

50．511．90

4，380，60〔

233，074．400

13,822,000

49，803，000

21.210，(Kir

25，500，000

II，193，()()(

4，596，50C

32，527，300

392,031,20

161,385,800

166,520,900

70，856，000

29．370．00

3,80O,00C

4，000．00（

11，000,000

446,932,7()（

A54.901．50C

37，142，400

11,173,801

3,017,70（

51,333,901

△3，567，60（



第二表

昭和33～37年度臨時収支計算表

Qo1128nJ白｡

実施計画

昭和33～37年度新規事業予定表（案：

－79 －

~諏~－－－－－－－1狸

鴎
ゞ
時
収
入

臨
時
支
出

収入過不足（△）

学園 拡充費

維持賛

施設充実 簡

校費

補助金

i~'．

旧借入金

償還

I 元 金
i 利 子

大学研究基礎設備費

理科特別助成整備伐

施設 整備賀

２
Ｊ

14,899,00

50，708，5〔

4．119．30〔

4，456，00〔

4‘60()､()〔

78782．8（

50.(1(11)，(1(

15．090.00

4,400,001

4，800，0

12．ODD．000

86,290,00(〕

△7，507，2（

3‘i

14.899．(101

50‘791，2（

4．725．30〔

4．498．40（

4．600，00

79，513,900

50,()0(),000

11．390，00（

4．400．0(）

4，800,000

12．00().O0C

82，590，000

A3,076,100

ｑ
Ｊ

14,899，(1111)

52，303，500

4，677，90(）

4，460．800

.1.601)，(loo

80．941，2()0

50，000，0()〔）

7,640,00C

4,400,000

4.800.00C

12.000.00(〕

78,840,000

2,101,206

3〔

14，899,001

52．324．300

4，622，70（

4‘408．00（

4，6()0，000

30,854,00（

48,000.nor

3，770，00（

4．4()0，00（

4．800．001

12,000,1)00

72,970,00(〕

7，884，00（

14,899.0C

52,324,30（

4，537，30

4，329，30

4．60().00

80,689,90（

4，4()0，00

4，80(),00［

12,000,00

21，2()0，00

59．489．90

事 業予定額

所婆資金過不足（△

70,000,000

△77．507，2

60.000，1)1)1)

A63,076,10

50，000，0()0

△47，898，800

10，000,001

32,116,006

39．500，()0

19,989,90

新借入金予定＃

同上値』
I元f
l 利予

81，ooo，DOC

3，402，00

97．000．0()0

25.000．(1(1(1

3．866．00〔

96，000,000

35,000,()00

13．076,006

85，000，00〔

35，000，00〔

17.290.00C

49，000,000

50,000,000

13，461.001

新借入金年度末残『

旧借 入金

借人金合 計

81.000,000

118.000,000

229,000.000

153,000,00

98，000,o0c

251,000､OC

214,000,000

48‘000，0()0

262，000，00（

264,0()()､00

264,000,0(）

263,000,000

263.000.000

on ;-一一一一一一一区努

土Ill 1J口
三三 ト マ ア 』

〃 梨木神社』
必
毎

〃 － 医 大

〃等 持除

〃 全建 物

シ学芸大

建物小数室

〃 実験室

図洲:館外の書架工事i'i

残存工事存心館 床工単

〃 机椅子エリ

目§

1；170坪

40(）
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l§300
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4星80(）
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ooo

Slo

3§00心

単イiii
ー 【 一 I I E ﾕ4

30:oooi'i

35000
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5iOO1
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80世000
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5§001

1§301

全 額
ユ睦 ﾄ｡”、

35:100:000I'

14:000OOC

21:000000

45§500§000

8§000§（)0（

28§8()0§00（

48ヨ()00§0()0

48§00(）§00(）

3§000＃()0（

4§200§00（

3900001

259；500§0()（

摘J1,ロ』へ



第三表

昭和33年～37年度教職員増減見込表

大学教員(教授．助教授，淵師） 32.1119

大学の助手

｜・

高中教員及びその他職員

７
１

ワ
］

｜’’
註（）内は名義教授内数

－8(）一

部課月

理 ］

人 プ

体 程

予島

定

4〔

43

55

im:

30f

調盃薯

仮定人員

5

168

32-9

現 陰

(1)3

(4)4
/11

uノ4

②
’

W16.

32年度

袖計

33年E 34年度 35年届 36年! 37年度 袖充

累高

（

定員との|仮定人‘
差｜との差

△7 ●

37年度迄
川
酎増

求
に
要

あ随

幽数不I

‐
悼
岸
凸

分
化

７
詳
陰

心
巾

『
ノ

理二

体菅

ｉ
｜
副
・
Ｉ

、
／
白

48

26

qQ
Uロ △

高中教」

〃助二

事務職」

その1

;；

61

17

１
１

Ｅ
Ｊ

28

60

16

４
’

己
邑
Ｆ
卜

』△
ロ 51， (8)48（ :1E



第四表

昭和33年度～昭和37年度学生数予定表

大学

昭和33年度 32．1119

昭和34年度

昭和35年度

昭和36年度

昭和37年度

2.36号

学生数は32年4～7月平均数を基礎とした。

昭和31年度予算基礎数一・二部計14,488

昭和32年度予算基礎数〃14，363

〃 九月慨計数〃14．002

註 1．

2

－81－

鳶熟綴
法学}』

経済学：

文学i.

理工学＃

言

●
哨
聖
Ｉ
・

一回』

55（

75（

45（

弓
Ｊ
‐

l(〕

2．50（

二回4

459

7q:
1J 皇

445

713

l（

2，341

言'百|牛

42＆

6()［

32［

59（

10（

1．94ざ

四I"l'l

74

27

71

2．21

五lIjl生
リ､1
戸へ

11皇

107

38

計

1．991

2，94萱

1．585

2．87？

9．61<；

画
ｊ
ｅ
Ｌ

-l"l'l

30

45

○
ム

ー
Ｉ
上

１
１
入

二回生

31［

462

15〔

ワqで
白LJf

1．15$

三I'll生

Ｑ
〉

１
１
ユ

ワ
］

345

10

17

4？

848

四回と

24

？R
－し

1J

826

有I可‘斗

止､」．I全

戸
【
．
】

201

青

111尺
△9ユーー

1，567

554

907

4．2［

合計

『
■
■
上

１
１
八

ｑ
Ｊ

4，5（

2．1：

Qj
Jq

13．8F

法 学ゼ

経済学＃

文学

理工営

二
戸

Ｆ
葛
〕

頁
』

Ｆ
「
山

守
〃
‐

45（

75（

10（

2．50（

534

728

728

2．427

421

68（

41座

66〔

10（

184

39

56

3(）

一
Ｒ
Ｊ

Ｒ
Ｊ

1，8］

1回言
上』．~

107

38〔

1．982

2．832

1．69C

2．80Z

9．52：

30

45

1匡
上J

00
ムム

1,1!

29：

437

14（

1．0（

288

43(〕

14(〕

22

l，()78

204

ｇ
Ｊ

11

165

７
‐

民ワ
ヒノ』

貝n
LJ1J

4

11つ』
1．1q_〕

1．695

586

858

4．328

3．12

4．51

2．27

3‘66

13．849

法学部

経済学【

文学部

郡日一「亀葦･篭
屋上一ゴー再_二

一
三
ｐ

55｛

751

45C

751

lOl

2．501

1ヌ

728

437

728

2，427

491

6

40（

671

10（

2，257

39

63

38

61

2．03

11：

10？

382

2，056

2．896

1，7紋

2．879

9，81貝

30

45

15

22

11‘
ユ,八四

29：

ｌ
Ｌ

14（

Ｆ
－
Ｌ

●
１
上

ワ
々

1．()｛

271

4()6

136

198

1,011

268

2()喝

1，00；

56

７
－

頁
』

50

40

20

1．18’

1‘75C

612

一
・
『
｜

〔
／
‐

（
×
〕

4,474

3．24

4．64

ワqワノ
色nJイ

Ｅ
』

〔
Ｊ
Ｊ

ハ
ペ
リ

14，28

法学部

経済学部

文学部

理工学部

551

751

Ｅ
』

４
詮

751

lOl

2．501

534

728

437

728

Ｉ
、

2．427

491

67《

40（

671

10（

2．257

46

63

ワ
ー

ｑ
Ｊ

63

2．10

11：

1()？

38〔

2．12；

2‘896

1．758

2．892

9．882

30

45

頁
』

１
１

ワ
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ワ
々

1．1：

ワ01
些 巳 ノ 皇

ｋ
Ｋ

●
』

14（

21〔

L

1．081

『
１
１

向
／
ｊ

ワ
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406

136

198

1．01：

Ｆ
ノ
ム

Ｒ
Ｊ

ワ
〕

378

12(ヨ

184

94（

40

20

1．17

17ワF
L1『学呈

608

85E

4．411

3．2’

4，62‘

2．31

3．7‘

14，296

法学部

経済学 部

文学部

理工学部

551

751

451

751

101

2．501

534

728

437

7？尺
，Eヨ、ノ

１
１

2．427

49′

67W

40（

67f

l()（

2．25

46

63

37

2．1（

可
■
■
ユ

ー
Ｉ
ユ

I

38&

01，円
ムロl邑具

2，896

1，758

2．892

9．882

30

45

15

ワリ
ムム

1．1I

29］

13

14(

ワ1Ⅱ
ムユュ

1．08胃

27皇

4(）

136

198

1．()達

252

37f

l2f

184

94〔

56

5［

20

1．11

1．728

608

85E

4．41具

3，2’

4．624

3．74

14
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端土L表

昭和30～32年度収入支出比較表

321119

授業料

維持曲

実験実習慨

入学金

学園拡充慨

過年度学曲

考査料

そ の他収入

前年度繰越金

大学院学賀

古中学 礎1画］

‘
＋
’

二
三
戸

、
－
Ｊ

ノ

△137，250．000

101，814，991 △114，113，420

－8 2－

訂－－

～

借 入笥

翌年度収入繰上充当甜

収人合胃

30年度決算訂

205.387.OOC

37，370，650

14，568，300

38，856，000

14.580，000

23.984.100

19，027．500

13.576，345

21.035.430

5，230．500

35，930．604

429，546，429

82,000，00（

12,000,00（

523．546．41

31年度決算額

207,653.150

47，084，700

14,465.970

42,199,500

12,526,000

24.027.900

27.501.400

15.573.267

4．267，234

5，264，650

40，797，649

441，361，420

184.000.001

625,361.421

B － A

2，266，150

9,714,050

A102,331)

3，343，500

△2，054，000

.13,3110

8.473.900

1.996,922

A16,768,196

34,150

4．867．045

11,814,991

102,000,00

△12，()00‘()0

32年度収支兇,2

46，75()､000

511，248．000

D－B

8，372，450

480，000

465，630

6，476，500

1，932，000

17,901)

2,001.400

524，733

7，962，666

23，350

1,081,449

3,136.580

と
と

■
ノ
に
牡
Ⅱ
叩
Ｐ
Ⅱ
叩
．
ハ
ザ
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上
民
望
守
上
〃
帝
で
皿

川

ｲｰﾄ
Iリ

出

備

ｋ
矛
勺
』
ｚ
Ｔ
１
△
Ｆ
一
Ｊ
腿
刻
判
』
Ｆ
１
、
Ｉ
押
せ
‐
声

６
部
言
、
吋
両
三
同
イ
４
土
小
二
Ｊ

小計

負債愉還璽

借入金利子

前年度支出充当金

研 究雄礎設伽及
王里科扱備整州費

拡充整備i'.

Ｉ
十
’

三
戸

、
Ｉ
Ｉ
Ｊ

ノ

支Ⅱ 言
ロ

〈
ロ

107,407,8'

124,252,8!

58，456，94］

25，255，17（

3,911.751

26.890.00（

346,174,545

67．020，446

2，201，3（

28，500，0（

3,014,11:

72,368,68

173．104．6F

519，279．15

387,313

790,26号

005，672

598，399

111,250

000,000

892,90喜

７
７
６
９
４
４
８

１
３
６
２
５

１
１

３

19，030．019

7．741．368

12,000,000

2,318,147

213,149,075

254，238､609

613，131，512

(ｲ）9,979,46（

(o)13,537,441

7，548，73:

4，343，22（

199．50（

△22，89().()0

12，718，35

△47，990，427

5，54(),006

△］6，500.OOC

△696，()13

14().780，392

81.133,959

93.852.31’

131.540.800

148,386，600

68．091．500

28,717,000

4．050．000

4.000.000

6，995．200

391,781,100

501000，000

14,520,000

9，200，000

49,655,200

123,375,200

515,156.300

ヤリ14,153,487

(-)10,596,331

2，085，828

△881，399

△61．250

6,995,20(）

32,888,197

30,969,981

6．778，632

A12,000，000

6,881,853

△163．493，875

A130.863.409
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支 Ⅱ
・
言
、

〈
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(ｲ）十（［

レウ+(-

給与改善によるi2

14.210.87C

16.002.85C

堀員による噸

3,220.762

7,534,300

その他による1

6.()85．275

1．212．668

23,516,907

24．749,818
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第七表

区

広小I

等持ド

北大h

広小力

尭．

罪持常

昭和31年度以降事業実施一覧表

当初実施予定の事業(昭3().12.9〉

名 ．

祈校舎建設工弓

存心館固定式 述 結 机 工 『 ; 胃

存心館床敷 物 工 J l f

裏墓地買収

体育施設工

大学院窓及出入口スチールサッシュ改測

立命 会 館部室整

医務 室終

新 校 舎 地階食堂整術

変電室及 電譜榊I没

図：jIド館 諜 庫 噸 築 工

北側隣 地Z

功述院借 地間

実・験室遮設 工

馬術部I咲及，リウ蝿用地

運 動 施 設 部室等整{'術

校 舎 階 段 廊 下修理及上‘

｢罰朋塀改築工琳

スチール窓煽止及取手修構工

小 計

当初の予定外に実 施し たり 側

体育道場移設（体育分館新[；

存 心館残禅防止設1

校舎各所改修工

校 地寅則

理工学部実験 室 整 術 ・ ；

小計

貝

1，201

1

840』

212

300

平方展
1．1〔

1

側
）0引

519

1．3〔

40（

1．5C

l式

llOil

l卦

181斗．

l式

388

－昭和32年10月15日作製一

実施金＃

未施工金額

金 蓋 31年届

84．000．0（ 181，873

3.900.1

4.200.0

4.240.00C

15.000.00（

1.430.0

825．00（

2，500，000

11,400,00(

1.000.0 873.000

7‘300,0 4，563，（

11657，0C 1，000，0'

3．900．0

30.000.00（

6．000．0C 5．170．0’

6．000．0C

1．670．00 474.00I

660．00〔 293．00

500．00（ 150‘01

186．182．000 194．396．01

6，073，0()〔

505．000

2．86().()0（

9，742，（

19.180.00〔

186．182．000 213．576．00

－ 8 4－

32年度

6,876,00〈

15．000．0〔

1．182．00(】

1に含。

11寺へ'
1トー凸ロ

3,685,00

7，300，000

600．0C

34．643．00

3．426．000

bZb‐

2．95().000

7．002．00C

4］、645‘00

備 考

188.749.0()0 食堂・医務室を含も

3．900．00〔

4．200，00(

4，240．00（

'510001001

1,430.00〔

1．182．00（

施工済

施工済

R7升．00（

4‘563‘00（

1．000．000

3,685,000

30．000．00［

5，170100(

7,300,00C 食堂新築を含む

474．00（

893．00（

150．00（

229．039．000 43．770．000
当初予定との比較』

42．857．0〔

6，073，00（

3．931．00（

2．860．00（

1().368．0
旧文学部東側報イ
典の他

2．950･OO（

26．182．00（
当初予定との比較側

26．182．00

255，221．00（ 43．770．001
当初予定との比較11

69．039．00



八
五
○
〔
新
五
ヶ
年
計
画
（
昭
和
三
五
～
三
九
年
度
）

に
つ
い
て
〕
ｌ
「
別
紙
」
☆

経
常
収
入
①
収
入
の
内
維
持
鷲
学
園
拡
充
撹
収
入
及
補
助
金
を
除
く
一
切
の
収
入
を
経
常

収
入
と
し
た
。

②
学
費
収
入
の
基
礎
と
な
る
学
生
数
は
昭
和
三
○
年
度
か
ら
三
四
年
度
ま
で
の

各
年
度
一
回
生
（
決
算
学
生
数
）
が
四
Ⅲ
生
と
な
る
間
の
各
川
生
の
残
留
率

を
基
礎
と
し
て
、
こ
の
率
を
三
五
年
度
以
降
の
入
学
学
生
数
に
乗
じ
て
算
出

し
た
。

③
五
回
生
以
ｔ
に
つ
い
て
は
、
上
記
推
計
法
の
適
用
は
妥
当
で
な
い
の
で
昭
和

三
一
年
度
か
ら
昭
和
三
四
年
度
ま
で
の
各
年
度
五
回
生
実
数
を
勘
案
し
、
今

此
の
概
計
は
順
牽
祁
三
ｆ
１
．
三
九
年
度
に
至
る
計
数
を
得
る
聯
を
目
的
と
し
て
作
成
し
た
。

ﾉｰｰ、

wll
FJJ

紙
､一一ノ

〔
注
・
資
料
六
三
一
学
問
振
興
に
関
す
る
臨
時
調
査
委
員
会
〔
改
組
後
〕

答
申
沖
ｌ
「
〔
９
〕
財
政
に
関
す
る
報
告
許
」
参
照
〕

資
料
六
三
二
〔
新
血
ヶ
年
計
側
に
つ
い
て
〕
〔
参
照
〕

一
、
学
鋭
値
上
げ
を
討
議
す
る
基
本
的
立
場

二
、
教
学
充
実
の
た
め
実
施
す
べ
き
術
項
目

三
、
教
学
充
実
に
関
す
る
討
議
経
過

八
別
紙
Ｖ

一
般
会
計
収
支
概
計
作
成
要
項

三
瓦
・
一
一

|ﾉ1-1

後
は
多
少
減
少
の
傾
向
に
あ
る
も
の
と
し
て
推
定
数
を
計
上
し
た
。
編
入
生

に
つ
い
て
も
同
様
の
趣
旨
で
計
上
し
た
。

④
過
年
度
学
費
収
入
は
二
Ｍ
生
以
上
の
学
生
数
に
つ
い
て
の
学
渋
調
定
額
の
五

％
を
見
込
ん
だ
。

⑤
大
学
院
学
側
及
び
教
育
実
習
料
、
考
査
料
、
入
学
金
、
補
助
金
、
そ
の
他
学

説
外
収
入
は
三
五
年
度
予
算
額
通
り
を
計
上
し
た
。

⑥
収
納
率
に
つ
い
て
は
三
八
年
度
以
降
各
学
慨
共
九
血
％
を
適
用
し
て
い
る
。

⑦
入
学
金
及
び
授
業
料
は
三
六
年
度
以
降
別
表
の
通
り
改
正
す
る
も
の
と
し
た
。

臨
時
収
人
①
維
持
曲
、
学
間
拡
充
曲
、
文
部
省
袖
助
金
を
臨
時
収
入
と
し
た
。

②
学
園
拡
充
曲
及
び
維
持
餅
は
昭
和
三
六
年
度
以
降
維
持
拡
充
擬
と
し
て
別
表

の
通
り
改
正
す
る
も
の
と
し
た
。

③
維
持
曲
、
学
園
拡
充
猟
の
算
出
基
礎
は
経
常
部
学
費
収
入
の
算
出
蕪
礎
と
同

じ
で
あ
る
。

④
文
部
街
補
助
金
は
三
六
年
度
以
降
は
三
世
年
度
と
同
額
と
し
た
。

僻
入
金
借
入
金
の
償
還
は
既
定
の
償
還
計
凹
に
も
と
づ
き
計
ｋ
し
た
。

昭
州
三
六
年
度
の
新
規
僻
人
命
は
八
○
、
○
○
○
、
○
○
○
円
、
昭
州
三
し

年
度
以
降
は
七
○
、
○
○
○
、
○
○
○
円
と
し
た
。

経
常
支
川
－
人
件
税

①
人
件
税
は
給
料
及
び
諸
給
を
合
算
計
上
し
た
。

②
三
血
年
度
に
つ
い
て
は
決
算
兇
込
誠
を
算
出
計
ｔ
し
た
。

③
三
六
年
度
以
降
は
三
五
年
度
定
員
に
年
々
僅
少
の
噸
員
を
兇
込
ん
だ
外
は
主

と
し
て
教
職
員
の
給
与
改
訂
所
要
額
を
合
算
計
上
し
た
。

Ⅱ
物
件
晩

①
物
件
費
は
需
用
費
、
謂
賀
、
そ
の
他
を
計
上
し
た
。

②
需
川
曲
に
つ
い
て
は
三
近
年
度
は
予
算
額
通
り
計
ｔ
、
三
六
年
度
以
降
は
三

五
年
度
額
か
ら
特
定
の
も
の
を
除
い
て
、
概
ね
四
％
の
割
合
で
増
加
を
見
込

み
汁
ｋ
し
た
。

③
諸
曲
に
つ
い
て
は
三
六
年
度
以
降
給
与
改
訂
に
よ
る
社
会
保
険
料
増
加
分
を

計
上
し
た
。
な
お
、
こ
の
他
三
五
年
度
限
り
の
経
曲
と
し
て
記
念
行
事
曲
、

－85－



以
止
に
よ
り
計
算
し
た
結
果
、
三
六
年
唯
以
降
の
収
支
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

臨
時
支
出
①
負
伎
俄
還
は
既
定
借
入
金
年
次
倣
還
計
画
に
よ
っ
た
。

②
補
助
金
事
業
は
三
五
年
度
兇
込
額
を
聯
続
き
計
上
し
た
。

③
拡
充
終
術
伐
は
三
五
年
度
で
実
施
し
た
も
の
及
び
今
後
実
施
予
定
の
も
の
を

加
え
て
総
額
二
三
、
六
○
○
、
○
○
○
円
を
計
上
し
、
三
六
能
‐
度
は
総
額

九
二
、
○
○
○
、
○
○
○
円
を
計
ｋ
し
た
他
、
三
七
年
度
以
降
は
八
二
、
○

○
○
、
○
○
○
円
づ
っ
計
上
し
た
。

④
理
工
学
部
に
於
け
る
実
験
実
習
曲
、
学
資
貸
与
金
等
を
若
干
噸
誠
し
た
。

⑤
繰
出
金
中
に
は
三
五
年
度
で
主
と
し
て
給
与
費
に
引
当
て
の
た
め
高
中
会
計

厚
生
課
売
店
資
金
噌
加
分
を
計
上
し
て
い
る
。

に
繰
出
し
た
も
の
の
外
、
例
飛
‐
通
り
で
あ
る
。
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雨]～～嘩
経常収）

学ii:収

その他収

臨時収ノ

糸1割寺
拡§充 i't収

補助金収

小

借入 金

収入合毒

経常支ii

人件fI（

物件'i'i

繰it,A

臨時支Ⅱ

負;7価還

補助金1f紫

拡充整備

出合計

収 支差弓

前年繰越金

経常.収支差ワ

臨時収支差ワ

収支差ゲ

年度末借入残高

35（見込，

395．248.()（

383.6()8．01

11,640,001

83．253，000

66，883，0()0

16，370．000

478．5()1．0(〕

166．000，00

644，501．0（

413，167，00

296．813．00

11().082．0(）

6．272､()0

232．328.()(）

85，988.()()［

32 740.0(）

113．600．00

645.495.0(）

△994，0（

14,464,OOC

△17，919，00

16．925，000

△994.()0’

275.880.005

昭和35～39年度一般会計収支概計

36（見遡 37（兇込

465,634,()0（ 493.827.〔)0（

453，994．000 482．187．00（

11．640.()0（ 11．640．000

92，214､()0（ 108．84().00

75．844．00（ 92，470，0()0

16‘370．00（ 16.37().0()0

557,848,000 6(〕2．667．000

80，〔)0()､00（ 70,000.000

637，848，()0（ 672，667，000

470，470，()00 491．075，00

349,969,000 365．936．00

116．501．()()(） 121．139．00

4.000,0()(） 4．000.()(〕（

235.824.000 211,391,001

111．()84.00〔） 96，651,000

32，740，0()〔 32,740,()(）

92,000,OOC 82，000，00

706,294､O0C 7()2．466.()0

△68，446.OOC △29．799．00

△4．836.()(） 2．752．00〔

△63．610．000 △32．551．00’

△68．446．0()0 △29．799，()0［

260，880，()()(） 249.880,0()0

－87－

38（見込

520．120．0（

5()8，480．0（

]1，64().00（

113．594．0（

97，224.()0（

16,37()､00（

633，714．0()(）

70,000,000

7()3．714.()00

512,014.0（

382．10().0〔

125．914．0（

4．000．0（

205.063.0〔

90.323.00〔

32,740.00［

82，000.()0［

717,077,0〔

△13，363，0（

3，106，()’

△21．469．01

△13．363.()（

39（見込）

541，533，()()（

529，893，()0（

11．640，00

123．238．00（

106，868，00（

16，370．00

664．771.()()0

70．000．00

734．771．()0（

533,214,00〔

398.385.OOC

130．829.()（

4．000．00(）

212．039．0〔)〔

97.299.00’

32．740．001

82．0()().001

745,253,()0(〕

△10．482．00C

8．319．00C

△18．801．00（

△10．482．00（

q 貝 1 1 1 4リu

備 劇

'’2"8""01232"0"01244.880,000 232,000,000



新旧学費額対照表（案］
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‐
ず
“
ｒ
戸

一
一
砧
に

考査〉

入学金

授業科

実験実習 科

維持拡充f.

考査 科

入 学金

授業料

実験実習料

維持拡充i'l

法.経.〕

1m
少=』二

法,経.文

理

法.経.ﾗ員

理

法.経.ア

理

現行学i'i:

3．000

18，0（

23．0〔

23.()〔

(理）410（

(維,)4,0C

(拡）4，()（

(維）40（

(拡）4,0（

3､()0（

13．0（

2().0（

20，01

(理）4,0（

(維）4,0（

(拡）4,0（

(維）4,0（

(拡）4,0（

改定学fi

4．000

25，0〔

30，0（

33,()（

(理）4,0（

(入学当初')10,0(

(二年以降）6,0（

(入学当初915,OC

(二年以降)12,0C

4,0a

8，1)1

25，0（

27，0（

(理;4.ooo

(入学当初）9,0（

(二年以降）5,0（

(入学当初)10.00C

(二年以降)8.OOC

|Jgヶ年学fi合言’

25.00

12(1､000

132．000

a16.00

28，0〔

51.00

13.00

100.OOC

l()8．001

16,or

.1,001

34,OC

備 圭



八
五
一
〔
昭
和
三
八
年
度
長
期
財
政
計
画
（
第
一
次
長
計
）
〕

三
川
年
度
予
算
編
成
方
針
一
甥
唄
案

（
当
面
の
問
題
解
決
と
長
期
財
政
計
画
を
結
び
つ
け
る
も
の
）

、
蛾
近
の
柵
状
勢
を
勘
案
し
、
必
要
Ⅱ
っ
可
能
な
給
与
改
定
慨
を
予
算
化
す
る
。

(8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)'
一
、
長
期
財
政
計
画
立
案
の
経
過

「
学
園
振
興
基
本
要
項
」
〔
寅
料
六
三
六
〕
に
示
さ
れ
た
数
学
充
実
の
方
針
に
基
づ
き
、

そ
の
諜
題
解
決
の
財
政
的
裏
付
を
行
う
た
め
に
、
農
期
財
政
計
川
の
素
案
を
つ
く
っ
て
全
学

の
批
判
を
乞
う
こ
と
と
し
た
。
立
案
に
当
弓
て
は
次
の
準
備
の
下
に
進
め
た
。

叩
過
去
ト
ヵ
年
の
経
過
を
辿
り
現
状
分
析
を
行
い
、
Ⅲ
胆
の
所
在
を
川
ら
か
に
し
よ
う

と
努
め
た
。

②
調
査
委
員
会
報
告
抑
、
企
Ⅲ
委
員
会
の
討
議
内
奔
を
検
討
し
、
八
ヵ
年
計
圃
実
施
状

況
の
批
判
を
行
な
っ
た
。

３
当
面
す
る
澗
川
題
を
長
期
的
計
画
の
中
に
正
し
く
位
置
づ
け
る
よ
う
努
め
た
。

４
山
砿
す
る
術
肘
靴
を
現
状
打
附
の
方
向
で
解
決
す
る
必
嬰
か
あ
る
こ
と
を
雌
認
し
た

八
財
政
に
関
す
る
説
明
メ
モ
Ｖ

長
期
財
政
計
伽
案
の
惟
要
な
内
容

適
正
規
模
の
確
立
（
新
学
部
噸
設
）

施
設
計
画
（
機
能
集
中
の
原
嘩
雷
校
舎
、
実

年
金
、
退
職
金
、
住
宅
資
金
に
関
す
る
対
策

長
期
壷
余
計
伽
の
樹
立
（
学
俄
、
滞
附
）

国
庫
補
助
金
の
増
額
挫
得

立
地
計
画
（
等
侍
院
・
広
小
路
キ
ャ
ン
バ
ス
の
浦
川
、
学
部
移
転
、
高
中
間
題
）

教
学
充
実
に
要
す
る
人
件
側
、
物
件
曲
、
引
当
金
の
雌
術

施
設
計
画
（
機
能
集
中
の
原
則
、
校
舎
、
実
験
室
、
図
将
館
、
体
育
厚
生
施
設
等
）

給
与
改
定
並
び
に
定
興
確
仇
へ
の
努
力

(8） (7！ (6） (4）（3） (2；
〔
注
・
一
般
会
計
に
お
け
る
「
経
常
勘
定
」
「
建
設
勘
定
」
の
区
分
を
明
確
に
し
た
長
期

財
政
計
↓
川
を
立
案
す
る
〕

定
員
に
つ
い
て
は
、
財
政
上
の
困
難
を
充
分
に
認
識
し
な
が
ら
も
、
そ
の
計
画
的
充

実
に
努
め
る
（
附
識
科
目
の
再
検
討
、
事
務
改
蒋
）
・

プ
ロ
ゼ
ミ
の
実
施
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
。

教
学
充
実
の
立
場
か
ら
の
緊
急
な
要
請
に
対
応
す
る
た
め
に
、
人
件
曲
、
物
件
側
、

引
当
金
を
年
次
計
画
に
よ
り
準
備
す
る
（
図
沸
曲
、
研
究
徴
、
旅
慨
、
識
師
手
当
、

超
過
時
間
手
当
、
事
務
関
係
費
、
学
生
諸
賀
、
実
験
実
習
費
等
）
・

施
設
設
備
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
教
学
ｋ
の
意
義
を
正
当
に
認
識
し
、
立
地
計

凹
、
学
部
配
置
計
画
、
資
余
計
畑
の
中
に
効
果
的
に
織
り
込
み
、
そ
の
実
現
に
努
め

る
（
学
部
移
転
、
体
育
・
厚
生
施
設
）
・

職
場
の
具
体
的
甥
求
に
つ
い
て
は
前
各
項
に
準
じ
、
年
次
計
川
の
中
に
位
祇
づ
け
叫

能
な
限
り
実
施
に
つ
と
め
る
。

以
ｋ
の
諸
諜
題
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
予
算
の
重
点
化
と
詣
経
税
の
節
減
と
収
入

榊
川
に
一
岬
の
努
力
を
払
う
。

前
記
の
経
営
努
力
に
も
拘
ら
ず
尚
巨
額
の
収
入
不
足
が
不
可
避
で
あ
る
。
従
っ
て
や

む
を
得
ず
別
項
の
通
り
三
十
九
年
度
新
人
生
の
学
曲
の
引
上
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

二
即
事
会
談
猟
録
」
（
昭
祁
三
八
年
一
○
川
一
八
Ⅲ
）
〕 以

|君
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］
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］
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］
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四
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．
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ｉ
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仁
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⑮
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ｃ
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一
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Ⅱ
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熟
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燕
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ｃ
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｛
一
一
一

一
一
二
男
房
昌

目
吐
寧
『
・
殉
牌
］
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〔
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声
一
Ｗ
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・
一
》
一
一
）
’
（
）

一
“
一
屯
砺
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一
（
）

一
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、
・
や
一
つ
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つ

Ｆ
一
四
一
缶
｝
｜
’
（
’
一
（
〕
’

α
｜
こ
こ

α
こ
こ

．
ｘ
一
望
】

写
α
で
一
亡

ン
零
蹴

、
、
『
空
四
一
、
『

の
。
、
望
、
（
】

○
い
○
ロ
心
唾
こ

二
言
割
赴
詞
／
Ⅲ
●
‐
Ｆ

Ｊ
〃
、
副
戸
１
」
軍
一

ヱ
ニ
『
『
沢
一
￥
炉
雲
か
い
と
山
引
門
戸
竃
、
卜
詞
財

ｒ
Ｉ
Ｌ
一
伝
い
、
】
、
ノ
§
〃

岸
吹
・
ウ
吹
杢

胃
⑭
。
「
』
令

一
唾
。
ざ
“
〈

湿
司
雑
鴎
尭
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Ｐ
Ｌ
Ｉ
■
狸
贈
ｆ
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ご
句

些
吟
。
－
℃
』
全
一

｝
、
や
勾
垣
や
雨

“

ｗ
心
“
一
『
（
｝
四

匪
咲
今
。
一
一
『
｜
〔
岸

吹
唾
《
・
一
邑
垂

篭
言
俳
寒
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削

Ｃ
Ｏ
空
牟
牟
串

』
ム
ウ
タ
ロ
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塵

図
画
唖
・
《
四
ｍ

の
『
卓
や
い
②

哩
岸
ｏ
“
こ
ロ
ゥ

い
』
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一
ｃ
ｍ
②

‐
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岬
引
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一
二
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。
亀
ｌ
４
ｈ
門
ｕ
や
叶
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Ｈ
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ｐ
ｒ
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．
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Ｆ
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司
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．
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岸
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ｃ
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］
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．
⑮
つ
○

○
今
。
｛
。

‐
」
，
一
」
虫
｛
函
一
二
串
一
‐
一
．
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岸
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．
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叶
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Ｆ
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Ｃ
４
Ｑ
二
斗
く

辛
三
症
》
｜
《
吾
壱
一
Ｆ
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画

｛
吟
画
今
、
、
］
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．
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＜
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Ｃ
一
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Ｃ
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ｃ
ｃ
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こ
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こ
こ
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画
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〆
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軒
垂
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｜
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．
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潅
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］

』
《
つ
。
Ｃ
「
〕

岸
Ｐ
Ｐ
・
幸
唾
へ

』
令
《
・
令
哩
『

定

一
鋤
柚



字;:ミ

郭
一
一

一
室
雪
辱
“
ｌ
皇
弐
乏
踊

津
坤
聖
儒
弾
雪
計
班
鈴
垂
冒
（
即
蚕
王
屋
）

lli

－Q ワ ー
ヅ堂

環
三
流
刊
竜
二
声
、
戸
‐
ず
別
、

戸
に
Ｌ
卓
一
岸
と

一
ｍ
《
・
印
画

」
“
』
司
つ
・
画
司
間

い
・
」
｜
主
矛
、
〆
、
｜
“
湯
胴
宮
淀

邑
必
毎
・
〆
Ｌ
ｌ
ｒ
ご
Ｌ

イ
始
律
始
寺
ト
ダ
焔

Ｆ
－
ｒ
、
Ｆ
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０
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戸
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一
虫
律
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戸
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ｌ
Ｆ
Ｌ
君
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Ｈ
Ｆ
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く
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ｆ
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へ
吐
一
申
幻
匡
岸
こ
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へ
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も
Ｐ
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ｈ
心
ｆ
可
・
Ｆ
Ｊ
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一
再
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三
哩
宇
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い
、
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シ
〕
ロ
罰
岬
一
一
墨
上
や
皐
伸

Ｑ
Ｏ
ｕ
・
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こ
こ

巳
Ｏ
い
省
Ｃ
こ
こ

Ｆ
１
・
ｆ
ｑ
画
Ｆ
６
Ｊ
Ｌ
Ｐ
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１
１
■
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、
１
４

１
１
『
１
１
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１
１
『
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１
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１
１
■
Ｉ
Ｉ

’
’
’
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１
‐

一
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つ
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四
一

』
一
？
時
凸
巳
二
宮
一
恥
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呈
晶
巳

四
三
画
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《

二
Ｏ
Ｆ
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寺
‐
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掌
温
沖
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Ｈ

一
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割
○

時
幸
い
里
、
ト
０

一
二
一
・
０
－

一
一
編
ア
、
一
ｍ
（
〕

の
ぎ
．
雪
や
い
④

一
一
面
」
↑
一
幸
霊
一
・
》
座
一
一
唾

一

｝
胡
一
睡
瞳
ロ

Ｊ
』
一
首
空
］
賑
一
一

再
岸
芦
哩
言

ノ
、
ｊ
Ｊ

Ｅ
Ｅ
く
仁

」
切
申
』
（
）
“

唾
一
睡
『
］

津
一
《

三
）
鋲
竺
⑪
こ
こ

一
．
三
一
缶
一
己
（
〕
｜
ロ
一
戸
●
一

↑
Ｃ
吾
Ｃ
Ｃ
Ｃ

○
毎
コ
。
⑦
己

｝
、
“
っ
（
）
ゐ
つ

い
い
一
こ
く
一

ｍ
Ｃ
－
（
）
○
（
）

一
四
一
（
）
つ
①

、
一
】
匂
つ
（
〕
二

一
汁
肘
、
吟
坪
三
月

歩
む
一
《
つ

函
空
や
』
つ

岸
垣
今
Ｃ

、
Ｅ
４
く

四
つ
や
吟
ロ

い
む
や
吟
つ

心
負
印
く

喪
郡
罰
涯

｛
］
・
己
』
つ
つ

。
’
（
）
つ

（
ソ
（
藍
）
Ｃ

⑦
吾
］
つ
（
）

ｰ

ｍ
－
ｍ
Ｃ
（
）

に

Ｅ
卜
く
く

Ｃ
』
く
く

｛
唾
ご
卓
（
）
色
ロ

一
亜
｜
④
竺
唖
一
へ
』
｜
ロ

Ｆ
毎
一
己
印
・
吟
（
）

一
律
一
己
（
）
・
今
一
睡
一

一
℃
②

騨
唾
今
“
吟
令

一
ｍ
ｍ
四
切
吟
一

○
』
雪
こ
牢
こ

一
叩
一
四
一
・
（
一

一
一
吹
一
四
一
唾
一
』
↑

一
国
、
／
ｈ
同
．
弓
型
為
恨

一
ｍ
ｍ
一
亭
、
｜
、

』
《
唾
与
α
《
唾

唖
⑯
。
、
ふ
い

”
｜
｛
）
△
一
宇
一

色
ト
ミ
ｃ
ｃ
一

蚕
や
胃
印

〕
“
Ｌ
「
く

‐
．
一
Ｆ
Ｌ
二
叩
）
●
一
四
一
・
｜
ｒ
一

Ｆ
ト
ａ
ｂ
ｃ
と

巳
〆
一
戸
』

｝
ロ
』
一
『
匂
一
［
一

串

一
こ
り
こ

一
“
勺
一
ボ
〉
｜
仁
一

ｍ
ｍ
ｃ

、
Ｌ
く
書
尚

｛
コ
ロ
タ
ロ
つ
○

・
凸
〆
、

群

罫

罫

陣

唖
。
Ｕ
こ
こ

一
ｒ
一
一
’
（
且
）
さ
（
〕
’
（
日
）
｜
〔
一

一
ｍ
』
ロ
』
一
零
ｍ
（
〕

》
｝
冒
凸
一
コ
『
「
垂

唾
⑤
勾
切
。
己

二
津
、
戸
部
斗
聖

一
］
互
干
）
庁
）
］

、
』
『
●
Ｐ
、
ニ
ー

｜
一
律
二
〕
ｌ
ｅ
ｒ
一
一
両
一
一
Ｕ

）
唾
ロ
ー
今
邑
搭
］

景

一

戸
。
《
Ｌ
〆
』
毎
』

一
心
凸
叶
己
こ
こ
ぐ
一

』
こ
◇
と
こ
こ

一
一
・
’
一
・
信
一
凸
一
」
二
」
｜
［
｝

悪
戯
吟
吾

ご
彰
山
組
冨
痢
噌
作
．
州

Ｆ
，
Ｐ
Ｌ
。
ご
Ｌ
Ｆ
、
ｒ
『

Ｆ
戸
口
、
・
・
に
．
召
Ｌ
〆
島

Ｐ
律
Ｌ
寺
ｒ
増
に
・
〆
」

F

<

<
〆

く

岸
争
Ｌ
一
竺
・
Ｆ
『
｜
ｒ
Ｌ
『
一
Ｌ

一
』

も

二
ｍ
ロ
（
）
○
つ

Ｆ
こ
Ｆ
」
●
ダ
Ｌ
Ｐ
Ｌ
淫
Ｌ

■
【
一
Ｆ
巳
互
Ｌ
｜
画
一
ｒ
三
Ｋ
三
」

こ
『
一
戸
殆
〆
呈
〆
』

。
‐
Ｉ
，
‐
ご
ｆ
‐
Ｉ
！

１
１
１
二
ｆ
４
，
、

【
こ
一
旦
“
で
｜
こ
こ

卜
ｏ
ｈ
Ｐ
Ｌ
■
Ｊ
ｈ
・
く
げ
門

↑
．
ご
一
ｃ
・
こ
て
一
こ

寺
‘
苧
戸
ｊ
‐
』
‐
ユ
睡
〆
増

唾
こ
延
・
唾
咲
今

二
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］
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Ｃ
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つ
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四
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⑫
Ｃ
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Ｃ
Ｃ
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Ｃ
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禍
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つ
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Ｆ

君
洩
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つ
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画
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①
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今
切
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②
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茸
唖
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⑤
今
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Ｃ
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Ｑ
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引当金lﾉ､」訳表

(人件費増額内訳） 単位千円38．10．12

(物件謎引当金内訳）

－95－

'i'iI

拙師手当

旅演

超過時間手当

人件賛関係

小計

小計

小計

10

'｣､詞

38年度予算灘

29,738

5，89

13．66〔

39ｲ度

6．0()(〕

6，000

2．50C

2．50(〕

2.701

2，7()0

11,20

11．20

4()年度

6．000

1，50C

7．50C

2．50

50C

3.()()(）

2，7(）

2.701

11．2(〕

2，0()〔）

13,201

II年度

7‘50（

3.50（

11.01

3,00（

3,00（

2.70（

1，70

4.401

13，2i

5,20（

18.41

42年度以降

11.OC

11.0C

3．00（

3．00〔

4，40（

4，4〔

18．4〔

13，41

備 考

M"i研究噛

事務関係f,

工事修繕費

学生諸f

実験実習f

予備 ’ ( ’

物件費関|計

二
二
『
Ｈ

ミ
ノ

４
１
丈

｜
狐

｜
帳

3

４
１
文

｜
侭

｜
鋤

｜
伽

｜
崎

可
「
》

4

｜
鱈
搾

q

小計

｜
氷
Ｌ

草
刈
君

｜
帽
峠
》

E

4
可

4

計、

■
Ｉ
Ｉ
Ｊ

ノ

22．272

6.394

O.l'll)

9，Ooo

13.00

4．500

4．500

1，0()(）

1，()()(｣

1,001)

1，00(〕

5.()00

5.01)1

5.001

5，00(〕

2．inn

2．00〔

18．50’

18．5（

4500

3．00（

5砿

1.000

500

1.501

1．000

1，00〔

2.OOC

5.0()（

2，OOC

7.()0（

5.00（

5.()0（

2.00（

1.01)

3.001

18，51

7．5()（

26．0（

7,50（

2,00（

9,50（

1.501

1,501

2．00（

2，()0（

7，00

1．00C

8，000

5，00(〕

5.OOO

3.001

3，00(．

26．0C

3，00〔

29，0〔

9．50

9，50

1．5

1．50

2．00

2,0(）

8．00

8，00〔）

5，00

5､00

3．00(〕

3．00C

29，00

29,()00



昭11138～47年度大学学生数予定表（長期計画》

38．10．12

3,990 350 820
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八
五
一
一
ふ
た
た
び
学
園
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

〔
一
九
七
○
年
一
二
月
〕
ｌ
「
付
お
よ
び
付
表
」

Ａ
経
常
勘
定

経
常
勘
定
収
入
で
雌
も
主
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
学
生
生
徒
納
付
命
（
授
業
料
、

入
学
金
、
入
学
検
定
料
な
ど
）
で
あ
る
。
長
計
で
は
四
○
年
か
ら
の
学
部
増
設
（
産
社
）
を

兇
込
ん
で
い
た
が
、
予
定
以
卜
に
学
生
数
が
噸
川
し
た
こ
と
や
、
人
学
志
願
樹
数
が
急
速
に

噌
加
し
た
こ
と
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
、
四
三
年
度
ま
で
は
毎
年
収
入
増
と
な
り
、
こ
の
た

め
当
初
計
川
に
比
し
て
三
八
年
度
よ
り
四
四
年
度
ま
で
の
七
ヵ
年
合
什
に
お
い
て
は
、
入
学

検
定
料
に
よ
る
増
収
分
約
十
二
億
円
を
含
め
実
に
十
九
億
川
の
増
収
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

Ⅲ
三
年
度
か
ら
教
育
研
究
晩
助
成
が
実
現
し
た
こ
と
や
人
件
曲
対
象
の
私
学
振
興
会
よ
り
の

惜
入
れ
を
行
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
約
三
億
円
の
琳
収
が
あ
り
三
八
年
度
よ
り
四
四
年

度
ま
で
の
七
カ
年
間
に
お
け
る
増
収
分
は
約
二
十
二
億
八
千
万
円
に
及
ん
だ
。
予
定
外
の
収

入
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
負
俄
の
繰
上
げ
償
還
を
行
な
っ
た
り
、
退
職
枇
立
金
な
ど
の
械
立

金
や
引
当
金
の
強
化
を
は
か
る
こ
と
が
、
会
計
上
か
ら
い
っ
て
も
妥
当
と
さ
れ
、
ま
た
、
多

く
の
大
学
で
も
そ
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
財
政
基
盤
の
浅
い
本
学
で
は
、

三
八
年
長
計
そ
の
も
の
が
収
支
ぎ
り
ぎ
り
の
計
画
で
あ
っ
た
た
め
に
、
こ
の
増
収
分
を
も
つ

付
1 資

料
六
六
九
ふ
た
た
・
ひ
学
閲
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
〔
参
照
〕

二
、
学
間
財
政
の
歩
み
と
現
状

三
、
学
間
財
政
の
当
而
の
洲
迦

八
付
お
よ
び
付
表
Ｖ

〔
注
・
資
料
峠
ハ
六
八
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
ｌ
「
五
、
財
政
の
現
状
と

緋
迦
」
参
照
〕

長
期
計
画
の
実
施
過
程
と
財
政
の
推
移

て
後
述
す
る
巨
額
の
支
出
増
を
ま
か
な
っ
た
り
、
ま
た
、
次
年
度
以
降
に
予
想
さ
れ
る
支
出

増
に
備
え
て
、
繰
越
金
と
し
て
次
年
度
へ
繰
越
し
を
行
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
支
出
で
は
人
件
説
の
占
め
る
割
合
が
大
学
財
政
で
は
極
め
て
大
き
い
の
で
あ
る
が

（
経
常
勘
定
の
約
七
五
％
）
、
長
計
策
定
時
に
は
教
職
員
の
給
与
改
定
は
四
三
年
度
ま
で
毎
年

わ
ず
か
五
％
ア
ッ
プ
の
実
施
計
画
し
か
組
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、
教
職
員
の
増
凸
に
つ
い
て

も
新
学
部
の
増
設
分
を
含
め
て
三
八
名
（
教
員
二
一
名
、
職
員
一
七
名
）
の
増
員
し
か
見
込

む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
俸
の
毎
年
凡
％
上
界
の
み
で
は
到
底
教
職
典
の
生
柵
は
守
り

え
ぬ
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
一
方
、
教
学
充
実
の
た
め
の
教
職
員
の
昭
に
つ
い
て
も
前
記
の

琳
川
数
で
は
教
学
改
善
に
も
応
え
ら
れ
な
い
た
め
、
給
与
改
定
に
つ
い
て
は
年
平
均
九
％
強

の
ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
定
員
数
に
つ
い
て
も
四
四
年
度
ま
で
に
さ
ら
に
Ⅲ
川
名

（
教
典
二
八
名
、
職
員
一
六
名
）
の
増
員
を
行
な
い
、
そ
の
他
の
術
手
当
の
改
蒋
も
あ
わ
せ

て
七
カ
年
で
合
計
八
億
円
の
期
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
物
件
脱
に
お
い
て
も
、
若
干

の
物
価
上
昇
分
を
見
込
ん
で
あ
っ
た
が
、
教
育
研
究
礎
や
学
生
諸
費
増
額
、
施
設
拡
充
お
よ

び
在
来
施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
る
維
持
修
維
仇
、
光
熱
水
伐
の
価
上
り
な
ど
に
よ
り
七
憶
七

千
万
円
の
卿
と
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
退
職
金
基
金
、
年
金
基
金
等
へ
の
繰
出
し
増
も
必
要

と
な
り
、
当
初
計
凹
に
あ
っ
た
建
設
勘
定
へ
の
繰
川
し
も
以
上
の
よ
う
な
経
常
勘
定
増
大
の

た
め
に
四
三
年
度
で
打
ち
切
る
措
祇
を
と
っ
た
が
、
支
出
の
剛
大
は
激
し
く
、
加
え
て
、
四

四
年
度
で
は
紛
争
に
よ
る
臨
時
支
出
が
大
き
く
発
生
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
単
年
度
収
支
（
そ

の
年
度
）
で
は
約
一
他
二
千
万
円
の
不
足
を
生
じ
、
Ⅲ
Ⅲ
年
度
で
は
約
二
億
円
の
単
年
度
赤

字
が
見
込
ま
れ
る
に
い
た
っ
た
。

継
常
勘
定
七
ヵ
年
の
惟
膨
は
、
止
記
の
よ
う
に
艮
計
を
大
き
く
上
川
る
十
八
億
千
五
百
万

円
の
支
出
噌
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
五
年
度
へ
な
お
四
他
二
千
万
円
の
繰
越
を
可
能
に
し

た
。
三
八
年
よ
り
四
四
年
ま
で
七
ヵ
年
間
の
収
入
は
二
十
二
催
八
千
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
う
ち
〃
五
％
に
も
及
ぶ
約
十
二
億
円
が
激
噸
し
た
入
学
志
願
者
に
よ
る
検
定
料

収
入
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
本
学
の
主
張
し
て
き
た
低
学
費
政
策
は
、

志
触
者
激
瑚
の
一
つ
の
要
因
で
は
あ
っ
た
が
、
不
安
定
な
要
素
を
多
分
に
も
つ
こ
の
増
収
分

を
上
述
の
理
由
で
経
常
財
政
に
投
入
し
て
、
イ
ン
フ
レ
下
に
増
大
す
る
人
件
費
・
物
件
費
等

を
賄
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
収
入
が
減
少
し
た
と
き
に
は
逆
に
財
政
破
た
ん
を
急
激
に
州

く
こ
と
に
も
な
る
。
換
言
す
れ
ば
本
学
財
政
は
人
学
検
定
料
収
入
を
主
な
財
源
と
し
た
繰
越
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金
を
く
い
延
ば
し
て
単
年
度
赤
字
を
わ
ず
か
に
し
の
ぎ
つ
つ
今
Ⅱ
に
至
っ
た
の
か
実
情
で
あ

る
。
在
学
生
数
は
四
六
年
度
は
さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と
が
回
生
別
在
学
生
数
で
は
っ
き
り
し

て
お
り
、
人
学
志
願
者
数
に
つ
い
て
も
こ
こ
数
年
減
少
伽
向
に
あ
る
こ
と
は
全
国
的
統
計
に

お
い
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
中
で
は
財
政
危
機
は
一
層
急
速
と
な
る
こ
と
を
予

想
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

Ｂ
建
設
勘
定

建
設
勘
定
の
主
要
な
財
源
は
学
生
納
付
金
（
維
持
拡
充
賀
収
入
）
及
び
寄
付
金
、
学
債
、

僧
入
金
な
ど
で
あ
る
。
維
持
拡
充
曲
収
入
は
、
経
術
勘
定
で
述
べ
た
要
因
に
よ
っ
て
七
ヵ
年

合
計
で
三
億
五
千
万
川
の
増
収
と
な
っ
た
。
四
二
年
度
ま
で
の
五
年
間
に
三
億
円
の
募
金
を

予
定
し
た
寄
付
金
も
四
川
年
度
で
三
億
千
万
円
に
達
し
、
寄
付
金
と
と
も
に
Ⅱ
年
間
で
七
憶

川
を
予
定
し
た
学
依
も
、
川
三
年
度
以
後
も
続
行
し
た
た
め
川
山
年
度
を
も
っ
て
十
臆
八
千

万
円
に
及
び
、
そ
の
他
若
干
財
産
売
却
収
入
の
蛸
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
借
入
金
に
つ
い
て
も

教
学
甥
求
に
応
え
る
た
め
の
聯
業
拡
大
と
イ
ン
フ
レ
下
の
建
設
壷
金
噌
の
た
め
、
私
学
振
興

会
、
銀
行
、
住
宅
金
融
公
庫
を
あ
わ
せ
て
四
四
年
度
末
残
高
は
十
九
億
二
千
万
円
と
な
り
計

川
よ
り
八
億
二
千
万
円
の
堀
と
な
っ
た
。
（
こ
の
た
め
負
俄
償
還
金
支
払
利
息
も
七
ヵ
年
合

計
で
二
他
川
千
万
川
の
増
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
）

三
八
年
長
計
で
は
．
拠
点
術
向
」
の
も
と
に
四
七
年
ま
で
の
十
ヵ
年
間
に
二
十
五
億
円

の
小
災
帥
川
が
樹
て
ら
れ
、
川
川
年
度
ま
で
に
そ
の
う
ち
二
十
二
億
九
服
刀
川
の
覗
紫
が
予

定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
七
カ
年
で
す
で
に
三
十
三
億
二
千
万
円
に
上
る
事
業
が

行
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
川
川
年
度
で
す
で
に
十
催
二
千
″
円
を
超
過
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
、
当
初
計
画
し
た
十
カ
年
二
十
八
憶
円
の
緋
凹
に
比
し
て
も
・
八
催
二
千
万
川
を
越
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。
未
着
手
の
学
生
会
館
、
立
命
会
館
建
設
分
や
そ
の
後
全
学
的
に
確
認
さ
れ

た
潅
社
衣
笠
移
転
及
び
ゼ
ミ
ハ
ウ
ス
・
合
宿
所
な
ど
の
建
設
曲
を
加
え
る
と
約
川
十
億
川
に

達
す
る
こ
と
に
な
る
。

経
術
部
に
お
け
る
そ
れ
と
同
じ
く
当
初
計
測
が
極
め
て
切
り
つ
め
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
に
し
て
も
、
超
過
額
は
多
大
で
あ
り
事
業
憐
期
大
の
要
因
を
検
討

す
る
と
次
の
諸
点
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

ｌ
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
地
価
、
建
築
単
価
の
上
昇
が
予
想
以
上
に
大
き
か
っ
た
こ
と
。

②
教
育
研
究
を
充
実
す
る
た
め
の
教
職
員
、
学
生
の
要
求
を
受
け
と
め
施
設
設
備
を
可

な建でば題にち後に琳不赤おii.i'tなCと負
私い設あなとし建か急概大足字い年な問以が愉こ（5）（4）（3）
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べは のと たも億段｜古｜はさこ 約 る が 年 な と の 拡 関 た て
き本よしめに三と定るらの五収見約ぃ大充係め拡
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徹
底
し
た
民
主
的
討
議
の
も
と
で
の
計
画
化
、
重
点
化
が
要
請
さ
れ
書
そ
の
た
め
に
も
本
学

の
ご
と
く
財
政
の
全
面
公
開
は
必
須
の
条
件
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
も
な
お
今
Ⅱ
の

当
面
す
る
私
学
財
政
の
諸
矛
一
応
や
困
難
を
乗
り
切
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
こ

に
は
重
疋
の
限
界
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
何
よ
り
も
基
本
的
に
は
公
教
育

と
し
て
の
大
学
教
育
を
守
る
た
め
に
は
公
費
助
成
の
大
幅
唯
得
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の

た
め
国
民
的
迎
伽
を
全
大
学
人
一
致
し
て
拡
大
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

学
説
改
訂
問
題
を
め
ぐ
う
て
．
本
学
の
財
政
に
対
す
る
学
生
諸
君
の
関
職
一
が
高
ま
（
↑
て
き

ま
し
た
。

そ
れ
が
、
財
政
の
仕
組
み
や
現
状
あ
る
い
は
理
事
会
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
の

質
問
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

本
学
は
早
く
か
ら
財
政
の
全
面
公
開
を
建
て
前
と
し
、
長
期
計
川
や
毎
年
度
予
算
・
決
算

に
つ
い
て
、
そ
の
す
べ
て
を
全
学
に
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
機
会
に
、
全
学
の

学
生
詣
君
に
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
質
問
を
集
約
し
て
こ
れ
に
答
え
る

と
い
う
形
で
、
財
政
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
褐
減
し
た
質
州
だ
け
で
す
べ
て
が
明
確
に
な
っ
た
と
い
え
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
は
今
後
さ
ら
に
出
さ
れ
て
く
る
質
問
に
再
び
答
え
て
い
く
と
い
う
形
で
そ
れ
を
深

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

八
問
一
Ｖ
学
生
か
ら
徴
収
し
て
い
る
学
費
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

八
答
Ｖ
本
学
は
、
三
八
年
度
長
期
計
画
策
定
時
に
、
全
財
政
を
経
術
勘
定
と
建
設
勘
定
と
に

区
別
し
ま
し
た
。

経
常
勘
定
は
、
人
件
曲
、
物
件
餅
そ
の
他
毎
年
恒
常
的
に
必
要
と
す
る
経
伐
を
調
達
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
財
源
の
大
部
分
は
授
業
料
・
入
学
金
及
び
入
学
検
定
料
で
あ
り
ま
す
。

経
常
勘
定
の
概
況
は
付
表
第
一
表
の
と
お
り
で
す
。

建
設
勘
定
は
、
教
室
な
ど
の
建
物
と
そ
の
敷
地
な
ど
の
施
設
・
設
備
の
充
実
を
は
か
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
研
究
・
教
育
及
び
学
生
の
粥
活
動
を
前
進
さ
せ
る
上
で
重
要
な

付
２

立
命
館
財
政
に
つ
い
て
の
一
問
一
答

も
の
で
あ
り
ま
す
。

維
持
拡
充
例
収
入
は
、
建
設
勘
定
の
基
本
的
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
建
設
勘
定
の

概
況
は
付
表
第
二
表
の
と
お
り
で
す
。

経
常
勘
定
と
建
設
勘
定
を
区
分
せ
ず
、
授
業
料
、
維
持
拡
充
曲
収
入
、
入
学
金
、
入
学
検

定
料
収
入
等
を
一
括
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
財
政
と
な
り
、
教
学
の
充
実
を
計

画
的
に
は
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
財
政
自
体
の
肋
壊
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

る
と
考
え
ま
す
。
三
八
年
以
前
は
ま
さ
に
そ
う
い
う
ど
ん
ぶ
り
勘
定
で
あ
っ
た
た
め
に
学
生

数
噸
ｌ
施
設
拡
大
ｌ
負
俄
岬
大
Ｉ
学
曲
引
き
上
げ
と
い
う
悪
術
環
が
繰
返
さ
れ
、
経
常
側
は

常
に
圧
迫
さ
れ
が
ち
で
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
本
学
に
は
以
止
の
ほ
か
に
、
謝
恩
蕪
金
、
教
職
員
年
金
、
住
宅
資
金
の
三
特
別
会

計
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
経
常
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
を
主
要
な
財
源
と
し
つ
つ
、
退
職
金
、

年
金
、
住
宅
資
金
厳
付
金
を
ま
か
な
っ
て
お
り
ま
す
が
謝
恩
基
金
と
い
う
学
伐
は
、
そ
の
う

ち
の
退
職
金
の
支
払
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

八
問
一
一
Ｖ
本
学
に
対
す
る
国
や
そ
の
他
か
ら
の
補
助
金
は
ど
の
程
度
で
す
か
。

八
答
Ｖ
昭
和
四
四
年
度
の
実
統
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

私
大
経
常
曲
助
成
金
約
六
千
五
百
万
円
（
国
ｌ
図
＃
（
教
育
研
究
用
）
、
備
品
の
唯
入

眺
と
光
熱
水
出
対
象
）

私
大
研
究
設
備
慨
助
成
金
約
千
五
百
万
円
（
国
ｌ
教
員
研
究
用
の
図
菩
、
機
械
購
入
慨

対
象
）

私
立
高
中
校
経
常
街
助
成
金
約
二
百
七
十
万
円
（
府
・
市
）

私
立
商
中
校
理
科
設
備
助
成
金
三
十
万
Ⅲ
（
国
）

結
核
予
防
助
成
金
約
四
十
万
円
（
市
）

合
計
約
八
千
三
百
四
十
万
円

な
お
、
昭
和
四
五
年
度
か
ら
は
、
初
め
て
教
員
に
対
す
る
人
件
費
補
助
が
得
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
約
四
千
万
円
琳
加
し
、
補
助
金
の
合
計
は
、
一
億
二
千
万
円
程
度
に
た
っ
す
る
見

込
み
で
す
が
、
そ
れ
で
も
本
学
の
経
常
賀
十
九
億
円
に
対
し
て
は
僅
か
六
・
三
％
に
し
か
な

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
こ
の
一
億
二
千
万
円
を
本
学
の
学
生
一
人
当
り
に
す
る
と
、
年
額
わ

ず
か
五
千
円
余
り
で
あ
っ
て
、
国
立
大
学
の
学
生
一
人
当
り
に
支
出
さ
れ
て
い
る
年
額
五
十

六
万
円
（
昭
和
四
三
年
度
）
に
く
ら
べ
て
み
る
と
、
そ
の
差
の
大
き
さ
に
蹄
く
ほ
か
あ
り
ま
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八
問
四
Ｖ
経
常
勘
定
が
苦
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
面
、
建
設
計
画
を
中
止
し
て
、

そ
の
資
金
を
経
常
勘
定
へ
廻
し
た
ら
ど
う
で
す
か
。

八
答
Ｖ
つ
ぎ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
結
論
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
出
来
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
長
計
で
は
維
持
拡
充
費
の
収
入
を
中
心
と
し
つ
つ
計
画
的
に
し
か
も
財
政
力

吐
一
杯
に
借
人
を
行
な
っ
て
、
施
設
・
設
備
の
充
実
を
は
か
っ
て
来
た
た
め
、
今
後
の
維
排

拡
充
慨
収
入
は
現
在
残
っ
て
い
る
借
入
金
の
返
済
の
た
め
に
充
当
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

維
持
拡
充
曲
収
入
の
一
部
を
経
常
勘
定
へ
廻
す
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
返
済
計
画
を
変
更
す

る
こ
と
は
、
社
会
的
に
財
政
不
信
を
州
く
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
全
体
の
財
政
破
た
ん
の

原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
計
画
さ
れ
て
い
る
一
拠
点
の
早
期
実
現
と
寮
そ
の
他

厚
生
施
設
の
実
現
な
ど
、
今
後
の
建
設
に
お
け
る
施
設
・
設
備
曲
の
需
喫
は
膨
大
な
も
の
が

あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
一
拠
点
実
現
の
た
め
の
施
設
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
不
要
と

な
る
施
設
の
売
却
収
入
と
、
圧
意
の
寄
付
、
学
憤
に
巾
心
的
財
源
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
現
在
で
は
、
財
産
売
却
収
入
を
期
待
し
て
、
こ
れ
を
経
術
勘
定

へ
廻
す
と
い
う
こ
と
も
出
来
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
（
間
一
一
参
照
）

八
問
五
Ｖ
毎
年
度
予
算
の
編
成
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

八
答
Ｖ
昭
和
三
八
年
以
降
毎
年
予
算
は
、
長
計
の
基
水
仙
課
題
を
ふ
ま
え
、
総
括
・
点
検
に

蛙
づ
く
袖
正
を
Ⅲ
え
つ
つ
、
財
政
的
検
討
を
経
て
、
細
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
全
学
の
各
部
肘
か
ら
、
学
生
・
教
職
員
の
数
学
改
善
の
甥
求
を
ふ
ま
え
た

予
算
要
求
が
、
学
内
理
事
会
に
出
さ
れ
、
理
事
会
は
財
政
事
情
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
重
点
の
置

豊
町
と
緊
急
性
を
勘
案
し
て
、
そ
れ
ら
の
要
求
を
整
理
し
、
予
算
原
案
と
し
て
組
み
立
て
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
終
予
算
は
、
全
体
理
事
会
、
評
議
会
に
お
い
て
決
定
い
た
し
ま
す
。

要
求
の
時
点
に
お
い
て
も
、
密
縦
の
段
階
に
お
い
て
も
、
極
力
、
全
学
的
な
民
主
的
討
縦

の
結
果
が
予
算
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
も
の
を

残
し
て
お
り
、
こ
れ
が
、
今
後
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

八
問
六
Ｖ
大
学
は
財
政
を
公
開
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
不
十
分
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
、
全
学
生
に
た
い
し
、
ど
の
よ
う
な
形
で
こ
れ
を
徹
底
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す

か
。

八
答
Ｖ
本
学
に
は
、
裏
口
入
学
な
ど
が
全
く
な
い
の
と
同
様
に
、
財
政
に
つ
い
て
も
何
ら
か
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く
す
べ
き
も
の
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
基
本
的
に
は
、
民
主
主
義
の
立
場
か
ら
、
教

学
を
支
え
る
財
政
に
つ
い
て
も
全
学
の
民
主
的
討
議
を
保
証
す
る
前
提
と
し
て
、
財
政
公
開

は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
本
学
で
は
、
当
然
の
こ
と
と
受
け
と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
他
の
私
学
の
現

状
か
ら
は
む
し
ろ
異
端
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
学
は
、
そ
の
た
め
出
来
る
だ
け
わ

か
り
易
い
よ
う
に
「
会
計
」
・
「
勘
定
」
・
「
科
目
」
の
区
分
を
設
定
し
、
長
計
に
つ
い
て
、

ま
た
、
毎
年
度
予
算
・
決
算
に
つ
い
て
、
関
係
書
類
を
学
友
会
・
各
自
治
会
な
ど
に
配
布
す

る
と
と
も
に
、
全
学
協
・
学
恢
懇
な
ど
に
お
い
て
も
説
明
し
、
ま
た
、
学
生
新
川
に
も
掲
救

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
お
、
ひ
ろ
く
深
く
全
学
生
詣
君
に
理
解
し
て
も
ら
う
と
い

う
点
で
は
、
必
ず
し
も
十
分
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
、
毎
年
定
期
的
に
、
ま
た
亜
要
問
題
に
つ
い
て
は
随
時
文
沖
に
よ
っ
て
全
学
に
川

確
な
説
明
を
付
し
て
公
開
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
理
事
会
と
し
て
は
、
財
政
公
開
を
よ
り
実
質
化
す
る
た
め
に
も
、
学
生
を
含
め

た
全
大
学
柵
成
員
の
財
政
に
た
い
す
る
Ⅱ
附
的
な
関
心
と
祇
極
的
な
と
り
く
み
が
、
今
ま
で

以
上
に
重
要
な
課
題
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

八
問
七
Ｖ
来
年
度
か
ら
経
常
費
で
大
き
な
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の

額
は
ど
れ
位
に
な
る
予
定
で
す
か
。
ま
た
、
何
故
赤
字
に
な
る
の
で
す
か
。

八
答
Ｖ
財
政
の
児
込
と
い
う
の
は
、
収
入
・
支
出
の
そ
れ
ぞ
れ
に
不
確
定
要
因
が
あ
る
た
め

（
例
え
ば
、
来
年
度
入
学
志
願
者
は
ど
れ
位
あ
る
の
か
、
物
価
は
ど
れ
く
ら
い
あ
が
る
か
、

な
ど
）
明
確
な
も
の
で
な
く
、
あ
く
ま
で
一
定
の
仮
設
条
件
を
立
て
た
上
で
の
推
算
に
す
ぎ

ま
せ
ん
が
、
一
応
来
年
度
は
二
億
五
千
万
円
程
度
の
赤
字
が
兇
込
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が
ま
だ
約
二
億
円
余
り
あ
る
か
ら
、
こ
の
程
度
に
な
る

の
で
あ
っ
て
、
来
年
度
だ
け
の
収
支
の
対
比
で
は
、
約
五
徳
円
近
い
赤
字
な
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
来
年
度
突
如
と
し
て
発
生
す
る
も
の
で
は
な
く
、
既
に
単
年
度
（
そ
の
年
度
の
）

収
支
で
は
、
昭
和
四
四
年
度
で
約
一
億
二
千
万
円
、
昭
和
四
五
年
度
で
は
約
二
億
円
の
赤
字

が
出
る
兄
込
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
実
際
赤
字
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が
毎
年
そ
の
赤
字
を

埋
め
て
き
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
（
繰
越
金
は
、
入
学
志
願
者
増
な
ど
で
計
画
以
上
の
増
収
に

よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
す
）
・
赤
字
の
発
生
は
、
一
言
で
い
え
ば
支
出
は
年
々
大
き
く
堀

加
す
る
の
に
反
し
て
、
収
入
は
逆
に
大
き
く
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
で
す
。
教
学
改
善

の
た
め
の
数
職
員
の
増
典
、
図
岬
眺
噌
額
な
ど
祇
極
的
施
策
に
よ
っ
て
も
支
出
は
年
々
噸
え

ま
す
し
、
む
し
ろ
増
や
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
こ
こ
数
年
来
は
、
政
府
の
貧
困
な
文

教
政
策
と
イ
ン
フ
レ
政
策
に
よ
っ
て
、
人
件
税
・
物
件
費
と
も
、
大
き
く
増
加
し
た
側
面
の

方
が
強
い
の
で
あ
り
ま
す
。

簸
近
は
、
毎
年
の
支
出
増
は
約
二
憶
円
に
も
た
っ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
収
入
は
、

公
我
助
成
が
既
述
の
よ
う
に
僅
少
で
あ
る
現
状
で
は
、
圧
倒
的
部
分
を
授
業
料
・
入
学
金
・

入
学
検
定
料
に
依
拠
し
て
い
る
訳
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
学
生
数
．
入
学
志
願
者
数
が
恥
え
る

か
、
学
慨
額
が
あ
が
ら
ね
ば
増
え
な
い
の
で
あ
り
、
学
部
増
設
に
よ
る
学
生
数
増
、
昭
和
三

九
年
度
の
学
費
引
上
げ
、
入
学
志
願
者
の
激
増
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
三
年
度
ま
で
は
年
々
収

入
は
噸
え
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
四
四
年
度
か
ら
は
、
入
学
志
賊
者
数
が
大
き
く
減
少
し
た

上
に
、
在
雑
学
生
数
も
へ
り
、
し
た
が
っ
て
学
獅
の
収
入
も
減
少
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
こ

の
傾
向
は
当
分
つ
づ
く
も
の
と
予
定
さ
れ
、
年
々
の
赤
字
は
拡
大
し
て
い
く
ば
か
り
と
な
り

ま
す
。

八
問
八
Ｖ
入
学
検
定
料
収
入
が
大
き
な
額
に
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
そ
の
額
は
ど
れ

位
で
、
又
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

八
答
Ｖ
三
八
年
当
時
は
二
万
五
千
名
程
度
の
志
願
者
で
あ
っ
た
の
が
、
長
汁
実
施
に
よ
り
本

学
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、
総
合
大
学
と
し
て
の
形
と
内
容
を
整
え
る
に
つ
れ
て
、
本
学
に

対
す
る
評
価
は
全
国
的
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
そ
の
後
、
毎
年
急
激
に
増
加
し
、
四

一
年
度
は
血
万
六
千
名
に
な
り
、
ピ
ー
ク
の
四
四
年
度
受
験
生
は
七
万
六
千
名
に
達
し
た
た

め
、
こ
の
年
度
の
入
学
検
定
料
収
入
は
三
億
八
千
万
川
に
も
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
全

国
的
な
受
験
者
数
減
少
の
た
め
四
五
年
度
は
六
万
五
千
名
と
一
万
名
も
減
少
し
、
収
入
も
五

千
万
円
減
り
ま
し
た
。
こ
の
減
少
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

入
学
検
定
料
は
、
学
生
弊
喋
と
入
学
試
験
の
経
出
を
賄
う
と
と
も
に
経
常
収
入
の
一
部
と

な
り
、
経
常
経
欝
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

八
問
九
Ｖ
前
年
度
末
で
十
九
億
円
の
借
入
金
残
高
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
借

入
金
は
ど
う
し
て
生
ま
れ
、
ま
た
ど
こ
か
ら
借
り
て
い
る
の
で
す
か
。

八
答
Ｖ
本
学
に
お
け
る
借
入
金
残
高
は
十
九
億
二
千
万
円
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
建

設
勘
定
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
経
常
勘
定
で
借
入
金
残
高
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
こ
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八
問
一
○
Ｖ
借
入
金
は
ど
の
よ
う
に
返
済
す
る
の
で
す
か
。

八
答
Ｖ
前
川
で
述
べ
た
よ
う
に
、
計
画
に
見
込
ん
だ
よ
り
も
借
入
金
は
多
く
残
っ
て
い
ま
す

が
、
三
八
年
以
降
、
毎
年
予
算
編
成
の
過
程
で
、
建
設
の
計
凹
補
正
を
行
な
い
、
借
入
金
の

返
済
に
つ
い
て
も
計
画
化
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
返
済
に
つ
い
て
は
建
設
勘
定
の
財
源
で
ま

か
な
い
得
る
兇
通
し
を
持
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
四
四
年
度
以
降
予
定
し
て
い
た
経
常
勘

定
か
ら
の
繰
入
れ
を
中
止
し
た
た
め
、
計
画
よ
り
も
返
済
期
限
は
延
び
、
建
設
勘
定
全
体
と

し
て
は
苦
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
と
く
に
そ
の
た
め
に
維
持
拡
充
餅
を
引
き
上
げ
る
こ

と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

八
問
一
一
Ｖ
経
常
財
政
は
苦
し
い
と
い
う
一
」
と
で
す
が
、
一
方
で
学
園
の
資
産
は
増
加
し
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
処
分
し
て
経
常
へ
廻
し
た
ら
い
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

八
答
Ｖ
資
産
に
は
、
土
地
、
建
物
、
図
書
、
備
品
、
預
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
売

却
し
て
経
常
へ
廻
す
と
す
れ
ば
、
土
地
・
建
物
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
学
の
場
合
、
こ
れ

も
皆
無
で
あ
る
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
な
る
ほ
ど
三
八
年
以
降
、
本
学
の
土
地
・
建
物
な
ど
施

設
は
か
な
り
岬
川
し
て
お
り
ま
す
が
、
大
学
設
謎
雄
準
や
教
学
要
求
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
何

れ
も
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
お
り
、
と
く
に
土
地
に
い
た
っ
て
は
堆
準
ま
で
程
遠
い
も
の
が
あ

り
ま
す
（
学
生
現
員
で
み
れ
ば
基
準
の
四
○
％
の
土
地
し
か
あ
り
ま
せ
ん
）
・
し
た
が
っ
て

処
分
で
き
る
土
地
や
建
物
は
何
も
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
数
学
上
の
兇
地
か
ら
、

今
後
、
一
拠
点
化
を
進
め
て
行
く
過
程
で
は
、
広
小
路
学
舎
や
体
育
施
設
な
ど
が
移
転
統
合

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
衣
笠
や
柊
野
に
そ
れ
に
代
る
べ
き
も
の
を
つ
く
れ
ば
、
売
却
で
き
る

も
の
も
川
て
ま
い
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
光
却
収
人
は
、
代
り
の
施
設
設
術
斑
に
そ
の
ま
ま

充
当
す
る
必
甥
が
あ
る
の
で
あ
り
、
光
却
だ
け
し
て
そ
の
収
入
を
他
に
流
川
す
る
こ
と
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
た
だ
で
さ
え
不
十
分
な
数
学
浦
条
件
を
、
さ
ら
に
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
多
大
の
犠
牲
を
忍
ん
で
、
現
在
の
施
設
を
売
却
し
、
そ
の
収
入
で
一
時
経
常
勘
定

の
赤
字
を
補
填
す
る
と
し
て
も
次
年
度
出
て
く
る
赤
字
は
こ
れ
を
補
填
す
る
道
は
な
く
、
結

果
的
に
は
学
眺
引
ｋ
げ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
引
上
げ
額
は
途
方
も
な

く
大
き
く
な
り
ま
す
。
本
学
財
政
は
そ
の
時
点
で
破
綻
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
考

え
ま
す
。
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八
問
一
一
一
Ｖ
寄
付
・
学
債
は
何
故
必
要
な
の
で
す
か
。
今
後
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

八
答
Ｖ
先
ず
、
本
学
の
寄
付
・
学
債
は
他
の
多
く
の
大
学
で
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
強
制

的
な
も
の
や
、
そ
れ
を
も
っ
て
入
学
の
条
件
と
す
る
な
ど
と
い
う
裏
口
入
学
的
な
も
の
と
は

全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
三
八
年
以
降
の
長

計
の
中
で
維
持
拡
充
憐
収
入
の
み
で
は
不
足
す
る
財
源
を
寄
付
・
学
横
に
求
め
て
き
た
こ
と

は
既
に
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
で
す
が
、
そ
れ
は
全
く
任
意
の
も
の
で
あ
り
、
一
口
の
金
額

も
他
大
学
よ
り
小
さ
く
、
学
生
父
兄
、
教
職
員
、
校
友
な
ど
の
有
志
が
そ
の
趣
旨
に
同
意
し

自
発
的
に
応
募
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
三
八
年
以
降
、
寄
付
は
三
億

円
、
学
債
は
十
一
億
円
に
達
し
、
こ
れ
ら
が
建
設
事
業
を
実
現
さ
せ
、
し
か
も
銀
行
か
ら
の

借
入
金
の
増
大
を
防
い
だ
意
義
は
ま
こ
と
に
大
き
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
銀
行
借
入
は

金
利
負
担
が
か
さ
む
こ
と
や
、
金
融
情
勢
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
ど
マ
イ
ナ
ス
が
大
き
く
、

さ
ら
に
学
債
な
ど
一
定
の
自
己
資
金
確
保
の
上
に
立
た
な
け
れ
ば
借
入
れ
る
こ
と
す
ら
難
し

い
性
格
の
も
の
な
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
寄
付
・
学
償
は
今
後
の
建
設
計
画
に

お
い
て
も
、
そ
の
意
義
を
高
く
評
価
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
維
持
拡
充
税
収
入
は
据
え
置
き

つ
つ
、
既
往
債
務
償
還
と
一
拠
点
の
実
現
、
厚
生
施
設
充
実
な
ど
を
推
進
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

ま
す
ま
す
そ
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
ま
す
。

八
問
一
三
Ｖ
図
書
館
、
体
育
館
、
柊
野
運
動
場
な
ど
が
立
派
す
ぎ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

ま
た
全
般
的
に
建
設
の
推
進
に
当
っ
て
の
全
学
の
民
主
的
討
議
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

八
答
Ｖ
さ
き
に
も
述
べ
ま
し
た
と
お
り
三
八
年
長
計
で
は
、
学
部
移
転
を
含
む
衣
笠
学
舎
を

中
心
と
し
た
諸
建
設
計
画
を
樹
立
し
た
の
で
す
が
、
計
画
は
、
当
時
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ

っ
た
野
球
場
を
他
の
適
当
な
場
所
に
移
転
さ
せ
、
そ
の
敷
地
を
含
め
て
一
拠
点
を
指
向
し
た

教
学
諸
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
が
内
容
と
さ
れ
、
図
書
館
や
体
育
館
の
建
設
計
画
も
こ
の
中

に
入
っ
て
い
た
の
で
す
。

周
知
の
と
お
り
、
本
学
の
教
学
諸
施
設
は
決
し
て
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

中
で
は
、
一
つ
の
建
物
の
建
設
に
つ
い
て
も
、
そ
の
必
要
性
、
内
容
な
ど
に
つ
い
て
常
に
全

学
的
な
討
議
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
な
こ
と
で
、
計
画
の
実
施
に
当
る
年
度
の
予
算
編

成
に
際
し
て
は
、
教
学
・
財
政
両
面
か
ら
の
真
剣
な
討
議
検
討
を
経
て
き
ま
し
た
し
、
ま
た
、

建
設
に
至
る
ま
で
に
は
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
建
設
委
員
会
（
大
低
の
場
合
は
各
学
部
及
び
関

係
パ
ー
ト
と
学
内
理
事
会
の
各
代
表
で
構
成
）
を
設
け
て
徹
底
的
に
議
論
を
し
た
上
で
建
設

に
着
手
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

図
書
館
（
建
設
委
員
会
ｌ
図
書
館
及
び
図
書
館
委
員
会
代
表
と
学
内
理
事
会
で
構
成
）
に

つ
い
て
は
、
長
期
計
画
で
は
延
面
被
千
五
百
坪
、
建
設
曲
は
坪
単
価
十
二
万
円
、
計
一
億
八

千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
千
六
百
坪
、
坪
単
価
十
六
万
円
強
と
な
っ
て
約

八
千
万
円
増
の
二
億
六
千
万
円
余
り
を
必
要
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
本
学
図
書
館
の
総
閲
覧
席
数
は
、
広
小
路
本
館
、
衣
笠
分
館
の
両
方
を
合
せ

て
、
せ
い
ぜ
い
四
百
席
程
度
し
か
な
く
、
こ
れ
の
拡
充
整
備
は
教
学
条
件
改
善
の
主
要
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
指
摘
さ
れ
て
い
る
新
図
諜
館
は
、
開
架
閲
覧
室
を
中
心
と
し
て
約

七
百
席
の
学
生
閲
覧
室
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
収
容
数
は
、
既
設
の
広
小
路
分
館
と
あ

わ
せ
て
漸
く
千
名
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
も
私
立
大
学
に

対
す
る
設
置
基
準
（
本
学
の
場
合
は
二
千
席
）
に
は
ま
だ
達
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

新
図
菩
館
は
、
一
拠
点
実
現
を
予
定
し
て
建
設
さ
れ
た
た
め
、
三
階
部
分
は
未
仕
上
げ
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
完
成
さ
れ
る
と
、
読
諜
指
導
室
、
特
別
演
習
室
な
ど
を
含
め
て

さ
ら
に
約
五
百
席
増
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
拠
点
実
現
の
際
に
は
全
部
で
千
二
百
席
を

有
す
る
中
央
図
書
館
と
な
る
予
定
で
す
。
な
お
、
図
書
館
で
は
単
に
閲
覧
席
の
増
大
だ
け
で

な
く
、
学
生
利
用
図
書
の
大
巾
な
充
実
な
ら
び
に
施
設
・
設
備
の
改
善
に
つ
い
て
も
、
で
き

る
だ
け
学
生
諸
君
の
要
求
を
く
み
上
げ
る
姿
勢
を
堅
持
し
て
お
り
ま
す
。
理
事
会
と
し
て
も

こ
れ
に
は
積
極
的
に
応
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

体
育
館
（
建
設
委
員
会
ｌ
体
育
教
室
及
び
学
生
部
八
学
生
部
内
に
学
友
会
と
体
育
会
代
表

と
の
委
員
会
設
置
Ｖ
代
表
と
学
内
理
事
会
代
表
で
構
成
）
に
つ
い
て
は
、
当
初
計
画
で
は
千

坪
、
坪
単
価
十
万
円
で
建
築
賀
一
億
円
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
、
建
坪
は
千
六

百
坪
と
な
り
、
坪
単
価
も
約
十
六
万
円
と
な
っ
て
計
二
億
六
千
万
円
を
必
要
と
し
ま
し
た
。

計
画
よ
り
は
約
一
億
六
千
万
円
も
増
額
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

建
設
委
員
会
で
一
番
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
衣
笠
の
校
地
を
可
能
な
限
り
有
効
に
利
用
す

る
た
め
、
長
計
に
は
計
画
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
同
じ
体
育
施
設
で
あ
る
課
外
体
育
を
中
心
と

し
た
広
小
路
体
育
館
（
道
場
）
を
こ
の
体
育
館
の
中
に
含
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
同
分
館
を
処
分
し
て
こ
れ
を
財
源
と
し
同
時
に
建
設
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
（
こ
の
た
め

二
階
建
と
し
、
ま
た
建
坪
、
建
築
単
価
も
大
巾
に
増
え
た
）
、
正
課
の
体
育
実
技
二
ク
ラ
ス
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柊
野
グ
ラ
ン
ド
（
建
設
委
員
会
ｌ
学
生
部
と
体
育
会
建
設
委
員
で
椛
成
、
学
生
部
を
通
じ

学
内
理
事
会
と
折
衝
）
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
も
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、
衣
笠
キ
ャ

ン
パ
ス
に
あ
っ
た
硬
式
野
球
場
を
こ
こ
に
移
し
た
こ
と
に
初
ま
る
の
で
す
が
、
当
初
計
画
で

は
土
地
三
万
坪
、
坪
単
価
四
千
円
で
一
億
二
千
万
円
、
施
設
一
億
円
で
計
二
億
二
千
万
円
を

予
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、
土
地
に
つ
い
て
は
地
価
の
急
騰
に
よ
っ
て
予
定
の
倍
額
と
な
り
、

施
設
に
つ
い
て
も
四
百
米
ト
ラ
ッ
ク
の
建
設
を
含
め
て
一
値
一
千
万
Ⅲ
余
り
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
高
中
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
神
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
大
学
の
課

外
体
育
で
ほ
と
ん
ど
利
用
し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
新
た
に

川
百
米
の
ト
ラ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
建
設
し
た
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
を
含
め

を
同
時
に
実
施
で
き
る
だ
け
の
床
面
禰
を
も
つ
必
要
が
あ
る
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
三
面
コ
ー
ト
）

正
課
、
課
外
体
育
の
ほ
か
に
、
入
学
式
、
卒
業
式
な
ど
の
全
学
行
事
も
行
な
え
る
総
合
施
設

と
し
て
の
役
割
を
も
た
せ
る
こ
と
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
、
何
れ
も
当
初
計
画
の
建
坪
数

を
大
巾
に
増
大
さ
せ
る
結
果
を
招
来
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
建
設
委
員
会
で
の
討
議
は
き

わ
め
て
は
げ
し
い
も
の
と
な
り
、
こ
の
結
果
、
正
課
体
育
、
課
外
体
育
関
係
か
ら
出
さ
れ
た

教
学
要
求
に
対
し
て
、
最
終
的
に
一
ス
パ
ン
（
約
五
十
坪
）
削
減
す
る
と
と
も
に
、
一
階
の

約
半
分
は
未
仕
上
げ
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
て
現
在
の
体
育
館
が
竣
工
し
ま
し
た
。

私
ど
も
も
卒
直
に
い
っ
て
立
派
な
体
育
館
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
体
育

館
は
正
課
体
育
、
課
外
体
育
共
用
を
建
て
前
と
し
て
お
り
、
課
外
専
用
の
体
育
館
を
別
に
用

意
し
て
い
る
他
の
大
学
に
比
べ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
本
学
に
お
け
る
体
育
館
の
総
面
械
は
州
対

も
と
も
と
本
学
に
お
い
て
は
、
正
課
、
課
外
を
含
め
て
体
育
施
設
は
き
わ
め
て
不
十
分
で
、

い
わ
ば
皆
無
に
近
い
状
態
で
さ
え
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
現
在
で
も
広
小
路
に
お
け
る
正
課

体
育
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
御
所
・
鴨
川
河
川
敷
の
借
地
で
ま
か
な
っ
て
お
り
、
体
育
施
設

に
対
す
る
全
学
的
要
求
は
大
で
あ
り
ま
す
。
衣
笠
一
拠
点
を
指
向
し
た
の
も
こ
の
よ
う
な
状

況
が
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
広
面
積
を
必
要
と
す
る
課
外
体
育
施

設
を
柊
野
に
用
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
拠
点
に
な
っ
て
も
、
正
課
体
育
実
技
に
つ
い
て

は
ど
う
に
か
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
実
施
で
き
る
兇
通
し
が
つ
き
ま
し
た
し
、
学
外
の
あ

ち
こ
ち
の
施
設
を
借
り
歩
い
て
い
た
課
外
体
育
の
諸
パ
ー
ト
も
、
柊
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用

的
に
は
少
な
い
と
い
え
ま
す
。

た
施
設
餅
は
多
大
と
な
り
ま
し
た
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
条
件
は
飛
蹴
的
に
向
上
し
た
と
言
え
ま
す
。
し
か

し
、
本
学
の
立
地
条
件
や
財
政
力
量
も
あ
っ
て
、
柊
野
に
用
意
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と

が
、
結
果
と
し
て
、
正
課
・
課
外
共
用
の
建
て
前
を
む
づ
か
し
く
す
る
と
と
も
に
、
折
角
の

施
設
も
一
般
学
生
の
利
用
に
は
不
便
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
今
後
合
宿
所

の
噌
築
や
交
通
事
情
の
改
善
な
ど
に
よ
っ
て
可
能
な
限
り
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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付表第1表経常勘定の財政実態（昭和45年度決算見込による〕
(単位千円）
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付表第2表建設勘定の財政実態

（単位千I'l
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八
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一
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命
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大
学
の
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と
課
題
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九
七
三
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一
○
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ｌ
「
グ
ラ
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資
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六
七
六
立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
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〔
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〕
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物
件
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つ
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．
ｌ
資
料
六
七
八
ふ
た
た
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立
命
館
大
学
の
現
状
と
課
題
（
そ
の
二
）
’
一
五
、

財
政
氏
主
化
の
一
層
の
推
進
」

２
．
資
料
六
九
七
衣
笠
一
拠
点
実
現
へ
む
け
て
の
討
議
の
た
め
に
ｌ
「
七
、
『
衣

笠
一
拠
点
」
実
現
の
た
め
の
財
政
」
以
上
参
照
〕

5十

〃〃

魂
収支
入出

46

収支
入出

収支
入出

収支
入出

49

収支収支
入出 入 出

5051
妬
一

侶
一

【注】1.収入の％は、当該年度の支11''1を100%として

算出している。(財源としてのウエイ｜､を示す、

2．各科目’2部（）内数字は、45年度を101)とし

た指数である。(それぞれの伸びを示す）

3．収入・支,!'',それぞれ上部記救の数字は、各イド

度の単年度収入・支出総額である。

449～51年度試算では､収入を峨大限､支il'lを

雌小限として､ぎりぎりの収支赤字を兄械っ

ているため、実際には、この赤字を12廻る可

能性が大きい。
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グラフ1

昭ｲⅡ45～52年度維術勘定収支英態

八
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四
立
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学
の
現
状
と
課
題

資
料
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学
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課
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衣
笠
一
拠
点
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早
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塗
醒
槌
蹄
挿

６

閥
検
形 通

…
討
ｆ

掴
縦
擁
総
能
綴
診
瀦
勿
″
勿
勿
諺 I

要呈。要呈。要呈。要呈。要呈。要呈。要呈。

十15

I
梱
嬢
鰭
鐙
錦
姉
鰯
稚

岬
溌
彫
維
鰯
姉
鰯 リリ

鵬
心
深
餓
鐸
鈴
能
鰯
吻
勿
鰯
勿

仙
彪
雑
婚
縄
縦
鵜
殿
勿
勿
勿
勿

4，蔭

丁
収支
入出

50

収支
入｝''1

52

収支
入ル，

51

〔注]1．各科IIの％は、当該ｲ|渡の収入・支iiiそれぞれ

その合;|-にしめる比率

2．各科II上部()内数字は、451-度を100とした

指数である。(それぞれの伸びを示す）

3.収入･支出それぞれ上部記峨の数字は､各年度

の単年度収入・支出総額である。
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附表4．昭和46年～55年度、維持拡充費関係資料
単位万円

注：50年度については子算額

51年度については現状を基礎にして試算、52年度以降については毎年前年度の10%アップを試算した≦

附表5

111－
－－11－1

E 芽~＝_達

年間維持費(経常

ムョ＋
エコロI

’1

6,44｛

2，502

8，94

4

7．63‘

2,81!

10，45：

48

8，83’

2，33

111ワ弓
上上守上J上

10,80

4,140

14,弧

12,73

3.3座

16．05

二
・
一
ｐ

△
ロ

46，447

15,117

61,564

函~------－一二型
年間維持賀(経常）

年次計画維持費(建設

１
Ｔ

言
回合

16,15

13,14

29，2（

17，765

14,45‘

32,21'

19,541

15,89（

35，440

21，4［

17，4〔

38．9｛

55
－

23，64

19，23

42,88

＋
’

二
具
丙
Ｈ

〈
ロ

98，597

80,22（

178.811

建築賀推1

38年度を基準
とした伸び率

100タ 103 108 12 149
｜
ユ
・
一
Ｊ

心
『
Ｊ

『
Ｉ
▲ 131 15& 221 317

訓 4 43 44 45 4 11 Iヌ



八
五
五
二
一
世
紀
を
展
望
す
る
今
後
の
学
園
創
造
の
た
め
に
ｌ
立
命

館
大
学
の
現
状
と
課
題
〔
一
九
八
三
年
一
○
月
〕
ｌ
「
別
表
」
☆

経
術
勘
定
収
支
試
算
に
つ
い
て

１
．
学
生
納
付
金
八
四
年
度
よ
り
新
入
生
に
つ
い
て
予
算
定
員
を
次
の
と
お
り
削

減
（
一
部
理
工
学
部
一
○
○
名
、
二
部
文
系
二
三
○
名
、
二
部

理
系
六
○
名
計
三
九
○
名
）
し
た
。

学
賀
は
、
八
四
年
度
は
、
推
算
学
賀
の
と
お
り
と
し
、
八
五
年

度
以
降
は
八
％
ア
ッ
プ
（
三
％
十
五
％
）
を
見
込
ん
だ
。

２
人
学
検
定
料
大
学
入
学
志
願
者
数
を
五
万
名
と
し
、
械
定
料
単
価
を
八
四
年

度
（
八
五
年
度
入
試
）
二
万
三
千
円
、
八
六
年
度
（
八
七
年
度

入
試
）
二
万
五
千
円
と
し
た
。

３
．
補
肋
金
私
大
経
常
曲
補
助
金
は
八
三
年
度
予
算
一
七
億
七
千
七
百
万
円

（
八
二
実
績
の
八
六
％
）
を
基
礎
に
八
四
及
び
八
五
年
度
で
五

％
減
と
し
、
以
降
は
据
置
か
れ
る
も
の
と
し
た
。

な
お
定
員
増
に
よ
る
若
干
の
増
を
別
途
推
算
し
た
。

４
そ
の
他
上
記
の
収
入
以
外
を
一
括
し
た
。
内
容
は
、
①
入
学
検
定
料
以

外
の
手
数
料
、
②
資
産
運
用
収
入
、
③
事
業
収
入
、
④
雑
収
入

「
Ⅲ
Ⅱ
Ｊ
白
・
・
て
ゴ

戸
口
″
１
才
こ

〔
注
・
資
料
七
三
九
新
学
部
・
新
学
科
を
Ⅲ
と
す
る
今
後
の
学
園
政
策
と
学
園
財
政
ｌ

「
Ⅳ
、
新
し
い
学
園
創
造
を
支
え
る
財
政
の
確
立
」
参
照
〕

資
料
七
三
八
二
一
世
紀
を
展
望
す
る
今
後
の
学
園
創
造
の
た
め
に
ｌ
立
命
館
大
学

の
現
状
と
課
題
〔
参
照
〕

Ｖ
、
本
学
の
財
政
と
学
費

八
別
表
Ｖ

建
設
勘
定
収
支
試
算
に
つ
い
て

１
．
学
生
納
付
金
経
常
勘
定
と
同
様
、
八
四
年
度
推
算
学
徴
を
基
礎
と
し
、
八
五

年
度
以
降
八
％
ア
ッ
プ
と
し
試
算
し
た
。
な
お
、
毎
年
度
の
未

収
金
を
見
込
み
計
上
し
た
。

２
．
寄
付
金
毎
年
一
億
五
千
万
円
の
一
般
寄
付
金
の
ほ
か
理
工
新
棟
三
億
円
、

新
学
部
棟
五
億
円
の
特
定
（
指
定
）
寄
付
金
を
見
込
み
試
算
計

上
し
た
。

6

物

件の 件

他 fi fIi

（
退
職
金
財
団
交
付
金
を
含
む
）
、
⑤
貸
付
金
回
収
収
人
等
で

あ
る
。

各
々
、
八
三
年
度
予
算
を
基
礎
と
し
て
一
定
の
増
収
を
兇
込
ん

だ
。一

般
人
件
説
、
定
員
増
人
件
徴
、
退
職
金
、
退
職
金
財
団
掛
金
、

年
金
に
区
分
し
て
各
々
試
算
を
し
た
も
の
を
ま
と
め
て
い
る
。

一
般
人
件
跳
は
期
末
手
当
を
六
・
三
ヶ
月
と
し
、
総
枠
と
し
て

三
・
五
％
毎
年
ア
ッ
プ
を
見
込
み
、
退
職
金
及
び
同
財
団
掛
金

は
、
九
一
年
ま
で
の
試
算
の
上
各
年
に
そ
の
平
均
額
を
計
上
し

た
。

定
員
は
教
員
五
一
名
、
職
貝
二
二
名
の
増
員
を
八
四
～
九
一
年

度
の
七
ヶ
年
配
分
計
止
、
年
金
は
毎
年
総
額
で
三
・
五
％
増
加

す
る
も
の
と
し
試
算
し
た
。

八
三
年
予
算
を
基
礎
と
し
て
毎
年
五
％
の
噂
加
を
計
上
し
た
。

物
価
上
昇
三
％
の
外
に
二
％
の
教
学
条
件
改
善
曲
を
見
込
み
、

別
途
教
職
員
定
員
噸
を
含
む
、
新
学
部
・
新
学
科
設
置
の
経
常

慨
を
見
込
み
計
上
し
た
。
更
に
、
維
持
修
繕
・
施
設
・
設
備
の

充
実
改
善
の
経
費
を
計
上
し
た
。

新
学
部
準
備
金
、
研
究
基
金
、
教
育
援
助
金
、
厚
生
基
金
等
横

立
金
の
ほ
か
学
資
貸
与
金
を
含
む
貸
付
金
を
計
画
的
に
配
分
計

上
し
た
。
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3

借

４
．
繰
越
・
繰
入
金
八
三
年
度
か
ら
の
繰
越
を
二
他
八
千
五
百
万
円
と
予
定
し
た
。

新
学
部
事
業
我
の
た
め
祇
立
余
よ
り
繰
入
を
三
憶
円
計
上
し
た
。

５
借
人
命
利
息
・
返
済
Ⅱ
本
私
学
振
興
財
団
借
入
金
・
銀
行
借
入
金
、
学
償
の
元
利
を

７
そ
の

半

ト
ー
、
－
１

三
一
、
綿
但
一
」
５
口
Ｉ

は
実
施
年
度

入蛭
乗

金
計
画
事
業
賀
を
実
施
す
る
た
め
、
自
主
財
源
（
納
付
金
・
寄
付

金
）
不
足
額
を
借
入
金
と
し
て
計
上
し
た
。
毎
年
六
億
円
の
学

fi他

金
）
不
足
額
を
借
司

状
を
含
ん
で
い
る
。

建
物
新
築
・
改
修
事
業
五
五
値
八
千
万
円
、
校
地
買
収
賀
一
四

臆
五
千
万
円
、
そ
の
他
事
業
費
（
募
金
・
募
俄
・
育
林
賀
を
含

Ⅱ
本
私
学
振
興
財
団
借
入
金
・
銀
行
借
入
金
、
》
一

借
入
金
残
高
予
定
額
に
つ
い
て
試
算
計
止
し
た
。

他
五
千
乃
円
、
そ
の
他
事
業
桝
二
募
金
・
幕
俄
去

む
）
二
三
億
円
を
計
画
に
従
っ
て
配
分
計
上
し
た
。

仙
理
工
新
棟
一
四
億
円
（
八
五
～
八
六
）
四
号
館
改
修
一
億

川
（
八
六
）
、
新
学
部
棟
二
二
億
円
（
八
七
～
八
八
）
、
既

存
建
物
．
施
設
改
修
四
億
円
（
八
四
・
八
六
）
、
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
一
億
Ⅱ
千
万
円
（
八
五
）
、
第
二
修
学
館
一
三
億

Ⅲ
（
八
九
～
九
○
）
、
個
人
研
究
室
改
修
三
千
万
円
（
八
Ⅱ
）
、

説
そ
の
他
事
業
曲
と
し
て
・
八
四
～
八
七
年
度
の
四
ヶ
征
‐
は
姉
年

一
億
凡
千
万
Ⅲ
、
八
八
年
度
二
億
川
、
八
九
雄
‐
度
叫
億
円
、

九
○
征
‐
度
三
他
門
、
九
一
能
‐
度
八
幡
円
を
計
，
上
し
た
。

（Z）

|ﾉL|ij
｜谷

八Ilil
Iiii
善一<林
東IﾉLl
隣憶

mpi
地へ
ほ八

かIﾉLl
校、~〈
地小

間｜ノリ
収グ
ナ1．ラ

憶ン
ハド

T・Ii
刀憶
PIPI

八

小｜
,汁－
E
5

億
八

千（
ﾉj、
PI'

一
億
凡
千
‘
・
力
Ⅲ
、
八
八
年
度
二
億
仏
、
八
ふ

九
○
年
度
三
他
門
、
九
一
年
度
八
幡
円
を
郡

毎
年
度
一
千
〃
円
の
予
備
曲
を
計
１
に
し
た
。

小

,(1

'ﾉLl
催
ﾉL

千
.Ir
ﾉJ

I'l
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ｉ
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支 出計

81

545393

423．36量

37．69

2622

81，70

1,200,53

196．600

489．400

52

514，010

2，305，79

462，73：

△80．65：

4．433．79

８

62904（

445．731

112，00

2‘59

68．708

2,273,4;

217．02i

1．594．4（

55：

461．45

1．474．700

885．13

△28･4

4．433，879

83

584．67？

463．35

56．42

2‘563

62，33

1．054．08

351，96【0

37800C

582

323．54C

200．00C

19，708

△15－05

1．843－41

8

539．68(

436．55（

35．62

2．53

64．97皇

930,79;

380，84（

248．00（

613

30134（

200．00（

21．552

△16，8（

1，675，229

8

500．66

408．86

21．90乞

2．50

67．40笹

994．27

405．63

188．00

64［

400,01

20000

26．800

△16．8

1．704．935

｜’

460．74

379．19

11．68（

2，469

67．40；

946．1

405．4，

140．000

677

400．0（

200．00C

26．801

△16．80s

1，616，88［

420．83言

349．53愚

1．46諺

2．43暑

67．40侭

946－179

405．47〔

140．00〔

70§

400,OOC

200．00〔

26．80（

△16．80s

1．577．01（

82～87

3．135．63，

2．483．2：

239－09：

15－09

392，71薯

7．144．89堤

2166．39

2688．40

3．772

2．286．33

2.474.7

収支差弓 314．66聖 260．88 33732; 295．30 274．0（ 252．97？ 374．74‘

恵更一之塵
私学振興財目

住宅金融公回

学 伊

81

6．160．36

1，858．40

47，38

1？qQワワ
▲、竺嘩ご■晋ロ

9.305.4]

82

6．463．340

1．014．000

46．83《

1,177.820

8．701．990

I

6,111,36

736．00（

46．248

1.254.2ピ

8，147．9〔

84

5，730，540

488．001

45．635

1352．940

7．617．115

8

5．324，9号

300p（

44．99愚

1，352，940

7．022．840

8

4．919．44s

l6QOO（

44．31（

1．352．94（

6．476．69〔

|』

I

4，513，97（

20．00（

43．60‘

1．352．940

5．930．51畠
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付表7－(1)

9私学法人貸借対照表調（1）

単位1000霊

lβ59』738

232．5

-124－

資 産の部
－＝一÷砦

科目一一＝ごご
固定 資産

有形固定資晒

土 地一

建＊

構築物

教 育研 究用 機器備品

その他の機器備品

図 昌

車桐

建設仮勘定

そのH

その他の固定資産

借 地＃

話加入権

施 設 利用＃

有価証＃

収益事業元 入金

長期貸付 f

退 職 給 与 引 当特定資固

その他の引当特定資産

特 定基 本金 引当賢屋

そ の州

流動 資 産
雷八＝』

未収入金

貯蔵氏

短期貸付金

その州

資産 の部合計

負債・基本金および消費収支差額の部

固定 員債

長期借入台

学校『

退職給与引 当台

その他

流動負催

短 期 借入金

学校『

未払台

前受台

預り金

の他

基本 金

基本金（一般

特定基本，

消費収支差創

消費支出準備封

翌年度繰越消費収入超過茜

言

A之
竺今二一

毛一厘

r

197壱

22,854.06!

15,12352'

'’998,511

7.476.30

264．26

2,158,03

94,87’

2.67720

5819

448，5：

7”0,531

54．00

4.93

17．772

2385‘45

771.65

2,997,11

1.257,］

242,46

3』776,04

3,592,〔

13099

17889

35.14身

26.630.10:

5.731β9

lβ63,52

1)071.050

2.997,］

5.724.679

441.43

1，96』467

3856,646

253．75

76382

9,081.225

7.138.026

1,943.1s

3.907.491

3.907.49

26,63010

198篭

42．937．4（

22.60531

3,384.317

9.411.0畠

862‘5〔

3381,7･そ

142.16

4,655291

8,503

20332鰭1（

54.0

6.445

12』36

3,972‘98

2577β

6247‘67

1‘067,3

6391．0

3.18C

’1，03411

10221,173

104290

13.79

664．146

53.9408曾亨

10,521286

3」O6pl

1.16760

6247,674

9"570895

170942

494．95

lβ37230

6.661.49E

395,138

1U4C

39.880.86.9

31β4089（

8239972

喝.032‘17

△6』032.1？

53,94087-

伸犀

187

149

169．

125

156．

173

263．

334

20f

29富

284

20I

18：

18（

bng別

672

117ワ

209C

154

202.6

「B1

1Q7
▲v0

21.385959

17‘474.285

9』929,578

4269,478

315′28

1,062,72c

435段

1851.934

982

72［

3511,6

11．962

15281

64923（

709‘68（

2月19,17胃

633［

4β17,41言

4263,3

36．411

136，381

l8L282

7β68335

1,18955（

82601

3583211

2212,971

7』420，001

2,65827‘

975．631

3,148J31

63795

（

14．164．96

14，158β2

6337

“,649921

△2.649,92

26pO3377

198塁

33,19360

20254β9

9.964.19-

5』62，283

385.73

1.823j7（

5535（

2.806.95（

ワR’
写〃“

53,72（

12.939,

11,96；

182い

834

1.576,293

3,755,785

7.455.90

112.51

9294252

8B44pO5

12．972

170，55

266．72

42,487β5

11．765．1（

073，7

6'293'590：

4497.77唱

8,934,692

1.711.97:‐

1.667.422

4’962,69《

59259唱

24,202β

24090．0〔

112．522

聖.414.6（

“414．61

42,487858

伸

155

ll5j

100：

120‘9

171.I

151.I

330I

2421

5292

2011

2074

16【

（
ｂｌ

81J

1ワEF
LIJ北

120．4

l57f

０７
０

91.臭

163

｢r
Lｰ

1976:

11,8822;

10.405鉦

3.167,401

5,189.545

179．641

705,1貧

31．61

968,588

7382

15598〔

1.476.94（

25β

298

9．143

457』O1E

41835（

525.85（

37,84（

4p48,371

3.975.321

3156（

41..

15．93066［

4420334

2,175,46（

01

2244β6（

324832イ

226951

437682

2468001

115β8

10．797522

10，797』522

△2.53552

△253う,52

1593066〔

1980

23,980,04

18270,791

4‘677か013

8，178，42

151．71’

1356,09着す

48845

1,440.729

15．83［

2.402.515

5．710．153

64．12

3，95

9．68

1,176,72

lj70276

2,60,688

632D00

6022言

4,845β49

4,772,952

18.01盲

54β§

28．82679

9.760,09嘗亨

5，58．773

4J701324

4β97353

284.5

35632

3829．06［

22741

18，90396

18.271,96

632pl

型.534．62（

型.534．6

28β26;7（

申率

201〔

175

147．1

1576

1923

148．7

386s

257I

407.（

11〔

120.1

181（

220』

2094

144（

151

17（

178

181



付表7－(2)
9私学法人貸借対照表調（2）

単位1000鍔

1月Q1
凸しソロ▲

10,63780316.631,785 18,173,095

-125-

資 産の割

荒＝二竺笠
固定資産

有形固定資 産

士 §

建牛

構築＊

教育研究用機器備占

その他の機器備占

車 卓

建設 仮勘だ

その＃

そ の 他 の 固 定 資 固

借地ホ

電話 加入ホ

施設 利用肘

有価証弓

収益事業元入皇

長期貸f

退職給与引当特定資産

その他の引当特定資産

特定基本金引当資匡

そ のI

流動資産

現金 ・預台

未収入笥

貯蔵古

短期 貸付台

そのⅢ

資産の部合言

〔D､

197

42．903，11Z

38．605．562

4478．6：

3野117．04

イハ10‘~1A乙1．‘

907,81

722？

1,713,9:

13．057

28.18U

4297‘55

55，380

33．72C

2’32

95‘1？

20，0こ

899．47夏

1,811,80

1,33sai

43．36

498

21．693．4:墓

4.783.09

16，810，9（

27，951

46．433

24，989

64596．565

198

70．330"30

61,411.4;

4'295βす

47．496．481

4'324，552

2,493.788

263野9

2,501.0雲

35野78；

R91881f

57．48〔

35．1号

67,50'

20.84!

20.0C

2.175.98〔

4,369.47］

1，817，1［

95鰯782

259．46言

5,402.57

5207,63

50．68

2727苫

90．2？

26．7了

75．732．87（

申Z

162

1頁〔
Lu,

QRQ
ソリ･リ

1523!

274

1459

207

241

241

24.（

108.9

117

〔唾

197

8,036,84

5,773,126

1.834.101

2,227,8重

150．414

451,6!

16.6'

1．088．72

1β3（

1．46!

2263’7:：

5．95草

15，00〈

230,89;

1‘050，922

859，51

98,38

3.0OC

2．600．9塁

2.383.6嘗亨

729竜

52．78

15721

10637ROp

198巻

12，07L99（

7’726，821

IB60,7さ

2』7452（

205．5

683，唱

42．6

1,842,9;

5．65島

340‘44

4.345.1i

8,68

15．0

470．34号

L818．56.§

1,809'23言

217．9

5．40畠

4，559．78竜

4，40928．

22．05（

7202

66，52

54．72

16‘631．781

伸Z

15（

133

10：

123

151

161

ｑ
）

１
１
▲

203

173

17反
△pJ

18§

l5f

[F

197〔

7,469.4≦字

5,584,156

672．2

2,590,710

239．8

790‘4

32．97『

1229.92!

ワ564臼.

25．35

1.885,32;

218ヨ

137"5

144．47を

1.491.91',

107,7暁

120C

3．284．74？

2,302243

29β3〔

143．6

809．03

10.754225

198号

1179729

8野702．68'

1205,12

3．598．54

711．52

958，51鳶

3745

1．988．04

52〔

198．18農

3．094，6

3．83F

4

155'86

47811三

2264,29：

190．66言

1qQ?．
」"uU･~

6．375‘80］

3曇749．09

8i,i;

165．102

2,380,“

18．173．09

伸率
１
４

1558

179

138（

121.3

16畠

16畠

330.（

1518

194］

1628

169.C

員債・基本金および消費収支差額の割

固定頁債

長期 借入令

学校催

退職給与引当金

のイi

流 動頁債

短期借入金

学 校債

未払釜

前受金

預り金

その他

基 本 金

基本金（一般＞

特定基本金

消 費収支差額

消費支出準備金

翌年…肖費収入超趨

合 計

12,144,01

9，759，談

572．9（

1β11，8（

8216,9(

3.155.17

71．4層

4．769．3？

221，03：

44214,15

44．170．794

43』3（

21．3モ

21．3〔

64，596，565

19,551,18f

14．501．36f

680，35（

4．369．4？

9．552．302

1,313.611

ワq貝ワ
~Ju･ﾛ

97．40

7，587，48事

318,10

54．152．532

54,056,751

95．782

△7,523,145

A7.523.145

75，732，876

16

14!

24

104

・
ム

リ
倉

1172

3，925，0“

1,003,039

174．35

2,189,38C

558.27言

4.082.99

2'293．51

87‘300

3．342

1.635.18

63．65

6，482‘69

6.384.3_冒

98．38

△3’852．93：

△3』852‘932

5，325，9：

1249』20《

267．00ミ

2．76736畠

1，042．34〔

5,411,50!

2．5612

110．75:：

10．0

2，656．44亨

72，98〔
一
目
目
Ｌ

9．085．91嘗

8，867，98皇

217．91

△3，191，550

△3.191,55

135
｜
皿

126

132

｜
雌

｜
政

｜
唖

｜
蝿

3．935野019

2.443,102

1.491,917

2，275，125
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付表7－(3)

9私学法人貸借対 照 表 （ 3 ）
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付表9-1

9私学法人総合資金収支（経常的収支）構成比率（1）
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付表11-(9)
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八
五
七
寄
附
〔
京
都
法
政
学
校
新
築
事
業
（
明
治
三
四
年
）
〕

●
存
附

●
校
舎
の
焼
失
及
寄
附

明
治
四
十
一
年
二
月
１
Ｋ
日
夜
半
卒
然
火
を
中
央
碓
堂
よ
り
稜
し
肌
勢
と
共
に
火
焔
硫
烈

に
し
て
僅
に
宵
鮒
及
ひ
事
務
所
を
残
し
校
舎
の
全
部
烏
有
に
蹄
せ
り
弦
に
於
て
本
竿
は
隣

接
せ
る
寺
院
を
借
入
れ
一
時
の
急
に
雁
し
一
月
よ
り
授
業
を
継
績
せ
り
又
翌
四
十
二
年
三

月
大
に
敷
地
を
概
張
し
約
千
庇
百
坪
を
占
め
満
堂
建
設
の
工
を
起
す
而
し
て
本
畢
校
友
詣

氏
は
此
翠
を
賛
し
州
呼
唯
し
て
寄
附
金
の
申
込
を
篇
す
者
頗
る
多
か
り
き

本
畢
の
新
築
小
業
を
援
け
ん
か
篇
め
に
大
阪
仇
友
吉
左
術
門
氏
は
金
雌
豆
千
〃
百
側
を
東
京

金
港
堂
主
原
光
一
郎
氏
京
部
稲
垣
鳥
三
郎
氏
山
閏
草
木
邦
彦
氏
等
各
々
堂
千
側
を
寄
附
せ

ら
れ
た
り

〔
「
立
命
館
学
報
』
第
二
号
（
大
正
四
年
三
月
）
〕

付
〕

〔
京
都
法
政
大
学
校
舎
再
築
事
業
寄
附
（
明
治
四
二
年
）
〕

立
命
館
大
畢
沿
革
略
〔
抜
粋
〕

立
命
館
大
畢
沿
革
略
〔
抜
粋
〕

〔
三
〕
募
金
・
募
債
関
係
と
記
念
事
業
全
《
長
期
計
画
事
業
等
の
概
要

〔
『
立
命
館
学
報
』
第
二
号
（
大
正
山
年
三
月
）
〕

八
五
八
財
団
法
人
立
命
館
基
本
財
産
募
集
趣
意
書
等
お
よ
び
基
金

寄
附
申
込
報
告
〔
大
正
四
年
〕

閥
連
ノ
隆
興
ハ
数
育
ノ
杵
及
二
由
り
教
育
；
／
普
及
ル
畢
川
ノ
分
布
二
侍
畔
／
政
府
力
挫
二
京
部

帝
間
大
畢
ヲ
設
立
シ
吸
収
以
外
二
開
西
ヲ
以
テ
畢
川
ノ
中
心
ト
シ
タ
ル
ノ
迩
亦
雑
シ
此
二
在

り
然
し
ト
モ
教
育
事
業
ハ
卯
ラ
政
府
ノ
施
設
二
委
ヌ
ル
ヲ
以
テ
甘
ス
ヘ
ヵ
ラ
ス
私
人
ヵ
州
立

シ
テ
其
経
誉
二
圧
シ
以
テ
官
業
ノ
鉄
耐
ヲ
補
フ
ハ
極
メ
テ
緊
切
ノ
事
ト
ス
政
府
既
二
京
都
二

大
串
ヲ
開
設
ス
民
間
亦
宜
シ
ク
其
敬
化
勢
力
ヲ
利
用
シ
以
テ
社
曾
ノ
須
需
二
雁
ス
ル
教
育
事

業
ヲ
企
雌
シ
互
二
祁
呼
唯
シ
テ
開
西
力
串
間
ノ
第
二
中
心
タ
ル
ノ
衝
ヲ
躯
ク
ル
ヘ
キ
ナ
リ
本

館
理
事
中
川
小
十
郎
ハ
帝
剛
大
畢
ノ
新
設
二
隙
シ
淵
記
官
ト
シ
テ
其
蛎
務
ヲ
峡
堆
シ
能
ク
此

間
ノ
消
息
ヲ
蒋
二
セ
シ
ヵ
ハ
後
宮
ヲ
能
メ
テ
氏
業
二
従
岬
ス
ル
ャ
時
ノ
縄
長
木
下
脹
次
氏
及

法
科
大
単
数
授
詣
氏
卜
謀
り
私
財
ヲ
投
シ
テ
先
シ
法
律
政
治
経
済
ノ
単
科
ヲ
授
ク
ル
ヵ
鳥
メ

ー
串
校
ヲ
創
立
シ
名
ケ
テ
京
都
法
政
畢
校
卜
云
ヘ
リ
是
資
二
明
治
三
十
三
年
ナ
リ
常
初
僅
二

一
民
家
ヲ
賃
シ
テ
校
舎
二
代
へ
タ
リ
シ
ヵ
幾
ハ
ク
モ
ナ
ク
現
在
ノ
敷
地
ノ
ー
部
ヲ
購
上
校
舎

一
棟
ヲ
管
ミ
更
二
大
芯
堂
及
Ⅲ
叫
室
ヲ
築
キ
桁
柵
ヲ
術
フ
ル
二
至
し
り
三
卜
九
年
束
郁
一
一
於

ケ
ル
中
畢
教
育
機
開
ノ
設
附
不
足
ナ
ル
ヲ
憂
上
消
机
中
畢
校
ヲ
附
設
シ
専
門
教
育
ノ
外
一
一
商

等
普
通
教
育
ノ
経
営
ヲ
企
テ
タ
リ
明
治
川
十
一
年
不
幸
ニ
シ
テ
火
災
二
椎
リ
此
等
ノ
建
造
物

ハ
悉
ク
烏
有
二
蹄
シ
タ
ル
モ
其
大
部
分
ハ
直
二
新
築
二
着
手
シ
翌
年
其
エ
ヲ
竣
ハ
レ
リ
是
ヲ

現
今
ノ
建
物
ト
ス
京
都
法
政
畢
校
ハ
後
京
都
法
政
大
串
卜
改
構
シ
今
又
改
メ
テ
立
命
館
大
畢

卜
云
う
創
立
以
来
大
正
四
年
二
至
ル
マ
テ
卒
業
式
ヲ
翠
ク
ル
事
十
三
回
者
資
ヲ
主
ト
シ
浮
華

ヲ
避
ケ
夫
ノ
盤
容
ヲ
誇
大
ニ
シ
テ
生
徒
ノ
群
蕊
ヲ
州
ル
ヵ
川
キ
ハ
牽
口
篇
ス
ゴ
ト
ヲ
府
ト
セ

サ
ル
所
ナ
ル
モ
猫
ホ
卒
業
生
縄
倣
六
百
○
一
名
ヲ
算
シ
内
法
律
科
四
百
Ⅲ
十
六
名
経
演
科
百

財
園
法
人
立
命
館
基
本
財
産
募
集
趣
意
害
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一
命
回
也
立
命
館
基
本
財
産
へ
寄
附

柳
込
方
法
月
何
程
宛
年
何
程
宛

右
立
命
館
蕪
本
財
産
中
へ
寄
附
致
シ
度
此
段
申
込
候
也

年
月
日
住
一
町
氏

財
閣
法
人
立
命
館
理
事
宛

第
一
峰
財
間
法
人
立
命
館
ノ
事
業
ヲ
砿
張
シ
永
遠
ノ
基
礎
ヲ
立
準
ノ
ル
篇
メ
基
本
財
産
ヲ
設

第
二
峰
基
本
財
産
み
本
館
所
有
ノ
土
地
建
物
基
本
財
産
ト
シ
テ
破
立
テ
タ
ル
モ
ノ
及
上
基

込 寄 ル 寺 本 ′ が 誰 第 寄 寄 差
ノ附モ附館附二二阪Ill附附支
卜申ノ者二企描｜|茶一ヒシ余命ナ
キ込｜、其肺ハ赦第五財ハノン
ハ謀ス寺フ財シニニ｜＃｜財賊
年二附ル｜#｜テ項六法｜削低
Il'lハ財蝦法之ノ瀞人法額
程寄産1帳人レ小卜立人ハ
月附ノー立二ロス命立一
何七｜｜記命代冷：館命l」
程ﾗ的入館ﾌ附理館余
､-／ルヲシ基ノ事理六
奇へ指其本II末聯I削
附キ定厚財額弘宛卜
者 綱 七 意 産 髄 威 挑 シ
ノ金ラヲ規収麿込月
氏額ル永程神名マ額
名、、速二ハ義し企
住柳トー依差ヲタノi
所込キ岬リil'l以シ拍
等ノハブ之サテ銭
成方本ルレス川’以
ル法館モヲ本人」二
へﾊﾉ管館ｾﾉ
ｸ年其ﾄ理綾ﾙ挑
mk指スシ行振込
神又定寄ノ緋ト
ヲハ附雑貯七
以11依者誌金ラ
テルKリノ立悉し
明二符名命眺タ
暗 テ 理 義 館 ハ シ
ニ桃スハ畢大

小記込
口救ノ

記寄七卜
附ラキ
ハした

左タ年
ノシln1

要程
項月

何
依程
ラ、~〆

し奇
タ附

シ者

財
閣
法
人
立
命
館
基
本
財
産
規
程

本
財
産
ト
シ
テ
他
ョ
雁
／
寄
附
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ョ
畦
．
戒
ル

第
三
係
基
本
財
産
ノ
計
算
ハ
普
通
宵
計
卜
分
離
シ
特
別
計
算
ヲ
立
テ
、
整
理
ス
ヘ
シ
基
本

財
産
ヨ
リ
生
ス
ル
収
益
ハ
本
館
ノ
事
業
ノ
篤
二
必
嬰
ナ
ル
ト
キ
ハ
協
縦
ヲ
経
テ
之
ヲ
普
通

含
帥
二
細
入
ル
、
ゴ
ト
ヲ
得

第
四
峰
基
本
財
産
二
脇
ス
ル
資
金
ハ
確
斑
ナ
ル
銀
行
ノ
預
金
卜
鳥
ス
ヘ
シ

理
事
ハ
前
項
ノ
壷
金
ヲ
以
テ
公
俄
ヲ
買
入
ル
ゴ
ト
ヲ
得
Ⅲ
公
俄
ハ
必
ス
碓
面
ナ
ル
銀
行
ノ

保
謹
預
ケ
ト
篇
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
五
峰
本
館
事
業
ノ
篇
二
必
要
ナ
ル
ト
キ
若
ク
ハ
利
航
ノ
篇
ニ
ス
ル
ト
キ
ハ
雑
木
‐
財
産
二

脇
ス
ル
資
金
ヲ
以
テ
土
地
若
ク
ハ
建
物
二
代
フ
ル
ゴ
ト
ヲ
得

第
六
峰
基
本
財
産
二
脇
ス
ル
資
金
ハ
本
館
ノ
事
業
ノ
篤
二
必
要
ナ
ル
ト
キ
ハ
協
議
員
曾
ノ

談
ヲ
経
テ
流
用
ス
ル
コ
ト
テ
得
ル
モ
元
本
ヲ
消
慨
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
七
峰
基
本
財
産
ノ
収
支
二
閲
ス
ル
事
項
ハ
課
メ
監
事
ノ
承
諾
ヲ
経
へ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
一
回
（
自
大
正
四
年
十
二
月
至
大
正
五
年
二
月
）

合
計
金
武
千
四
百
八
拾
四
間
也

第
二
回
〔
合
計
金
参
百
八
拾
壱
円
也
〕

第
三
回
（
自
大
正
五
年
五
月
十
六
日
至
大
正
五
年
七
月
五
且

第
四
回
（
自
大
正
五
年
七
月
八
Ⅲ
至
大
正
五
年
九
月
五
且

第
五
回

基
金
寄
附
申
込
報
告

（
自
大
正
五
年
九
月
七
日
至
大
正
五
年
十

〔
『
立
命
館
学
誌
』
第
二
号
（
大
正
五
年
三
月
二
○
且

～
第
六
号
（
大
正
五
年
二
月
二
二
日
）
〕

〔
合
計
金
壱
万
弐
千
八
百
弐
拾
円
也
〕

〈
正
五
年
十
一
月
十
四
日
）

〔
合
計
金
壱
千
八
百
六
拾
円
也
〕

〔
合
計
金
弐
千
七
百
弐
拾
八
円
也
〕
〔
一
六
名
〕
殿

〔
二
○
名
〕

〔
一
一
ハ
勺
口
〕

〔
血
○
名
〕
殿

〔
二
名
〕
殿 殿殿
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〔
合
計
金
四
万
参
千
弐
百
円
也
〕

第
二
十
ｋ
側
目
大
正
九
年
一
月
十
六
日
至
同
三
月
十
且

〔
合
計
金
壱
千
拍
円
也
〕

第
二
十
四
回
（
自
大
正
八
年
十
月
十
一
日
至
同
九
年
一
月
十
五
且

「
１
，
１
父
、
二

戸
Ｌ
Ⅲ
山
」

〔
一
立
命
館
学
誌
』
第
二
五
号
（
大
正
九
年
一
月
三
○
Ⅱ
）

お
よ
び
第
二
六
号
（
大
正
九
年
三
月
二
五
日
）
〕 〔

一
四
名
〕
殿

〔
二
裳
冒
〕
殿

鰹
五
九
昇
格
〔
大
学
令
に
よ
る
大
学
〕
基
金
寄
附
金

申
込
報
告
等
〔
大
正
一
○
年
〕

◎
校
友
以
外
の
有
志
省

第
一
川
申
込
〔
計
金
壱
刀
参
千
五
百
円
也
〕
〔
三
名
〕

第
二
回
申
込
〔
計
余
弐
拾
川
万
四
千
参
百
九
拾
川
也
〕
〔
二
八
名
〕

第
三
回
申
込
〔
計
金
弐
千
八
百
円
也
〕
〔
四
名
〕

第
四
川
申
込
〔
計
金
台
万
円
也
〕
〔
一
名
〕

輔
Ⅲ
Ⅲ
申
込
〔
計
金
ゼ
万
壱
千
川
也
〕
〔
二
名
〕

第
六
Ⅲ
申
込
〔
什
金
ど
〃
川
也
〕
〔
一
名
）

第
七
川
申
込
〔
計
余
川
″
参
而
六
始
川
也
〕
〔
川
名
〕

第
八
川
申
込
〔
計
金
六
千
川
也
〕
〔
一
名
〕

〔
合
計
余
参
拾
参
万
八
千
拾
円
也
〕
〔
四
四
名
〕

◎
校
友

第
一
Ⅲ
申
込
〔
計
金
六
万
九
千
参
百
六
拾
円
也
〕
〔
四
○
名
〕

第
二
川
申
込
〔
計
企
四
万
四
千
九
百
川
也
〕
〔
三
○
名
〕

第
三
川
申
込
〔
計
余
八
″
壱
千
四
百
六
拍
壱
川
也
〕
〔
八
三
名
〕

第
四
川
申
込
〔
計
余
参
千
九
百
八
拾
円
也
〕
〔
一
八
名
〕

第
五
Ⅲ
申
込
〔
計
金
弐
千
百
Ⅱ
拾
円
也
〕
〔
二
名
〕

第
六
回
申
込
〔
計
金
千
五
百
川
也
〕
〔
二
名
〕

〔
合
計
金
弐
拾
″
参
千
参
百
五
拾
壱
円
也
〕
〔
一
八
四
名
〕

累
計
ｈ
拾
四
閏
堂
千
参
百
六
拾
堂
回
也

〔
『
立
命
館
学
誌
』
第
三
八
号
（
大
服
一
○
年
三
月
一
忙
且
〕

叩
込
〔
計
金
弐
万
参
千
八
師
肱
拾
川
也
〕
〔
七
名
〕
雌

昇
格
基
金
寄
附
申
込
報
告〔

『
立
命
館
学
誌
』
第
五
三
号
（
大
正
二
年
八
月
一
五
日
）
〕
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校
友
昇
格
基
金
申
込
統
計

〔
油
・
壷
料
二
六
大
雑
昇
格
雌
報
’
一
鼎
絡
と
近
況
」
の
蝋
参
腿

50,000円一
9()人 ｜

’
｜
，
●
‐
」
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
岸
‐
一
一
一
：
：
：
：
：
：
：
｜
：
．
：
：
｜
｜

40，000－
80

ｌ
宮
口
■
宮
口
■
’

三
’
二
二
二

Ｆ
：
’
：
『
言
言
言
言
・
・
・
言
言
三
三
言
言
・
・
一
．
亘
三
三
一
§
：
『
昌
一
言
言
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
一
‐
‐
‐
‐
，
１
－

30,000
7(）〔

「
立
命
館
学
誌
』
第
四
九
号
（
大
正
二
年
二
月
一
五
日
）
〕

20，000
6《〉

Ｉ
三
二

一
‐
三
‐
‐
‐
，
一
二
一
二
二
二
。
Ⅱ
二
目
目
・
一
二
‐
‐
！
目
目
呂
・
…
口
目
‐
目
‐
‐
‐

10,000
5(）

Ｉ
二

一
一
一
一
一
二
二
一
．
．
‐
Ｆ
一
・
Ｆ
ロ
Ｆ
‐
‐
‐
「
‐
‐
‐
‐
‐
・
‐
‐
‐
‐
ロ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
一
‐
‐
‐
‐
‐
呂
呂
呂
呂
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ロ
‐
‐
ロ
・
目
‐
ロ
‐
ロ
‐
４

’ 三
一
二
卜

5,000

30

ｒ
こ
こ

｜
に

|｜
卒寄
業附
人金
員額

ｌ
ｌ
－
－
ｒ

一
二
ｔ

:＝＝＝．

二
Ｊ
ト

1,000

2具

3,005
2c

2,000
15

●
１
●
●

1，000
1患

51卒業回数 345678910111213141516171819

八
六
○
立
命
館
中
学
基
本
財
産
募
集
趣
意
書
等
お
よ
び
中
学
基
金

寄
附
申
込
報
告
〔
大
正
二
年
〕

す展と倫i戒1パMウたとの立
るをしじにり口がを竿命

大こ祝てま向llま字、信災館
正と福立す識す小今じ打ii
十にした。尚oIll[Hiまを串
一致報ね今の こ に 立 す i l ' l は
年し恩ぱ｜｜水の其命･し｜ﾘ’
七まのなイ M R i 汁 の 館 立 ま 治
月し微らがでlis位'p命し三

た意な’攻|’あは置畢館た卜

蕊伽硝&＄息境Rイボ
；､す機界代に更れ正し’'1
奮篇でのの比し自二てル
ー－，にあ現秘し校身年足小
’、る状求て舎の財等一|・子

、別とをで更を誰｜#｜の郎

瞥項忠慨戯に新隈法人氏
卵郷り側袖“$
L 伽 り する我を､命な社以

皆蕪・とが大将館り御来
下本こ、'I'にに大、｜攻｜跳
当財、ど竿し第畢附家に

：産にうの内一の来のI
4堂ゼト．僻富里＃譜剛卜

稚

を す 卒 もで充事とに満を1浬

ふる雌イkあ街をの稚側j純

猟師誹雛'陛噌
人

111蝿鯛燭蝿ぁァ
羊募の敢曜隠し市まる雛|両1
．集稚然くでて鞍しこ秘

一
：
立
命
館
中
堅
ガ
事
業
ヲ
描
張
シ
京
都
市
倣
賜
口
字
令
山
二
校
地
ヲ
礎
更
シ
校
舎
ヲ
新
築

ス
ル
ニ
常
リ
基
本
財
産
ト
シ
テ
土
地
及
上
雨
天
髄
操
場
ヲ
寄
附
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス

備
考
現
在
校
地
ハ
ニ
千
‐
百
四
十
四
坪
ニ
シ
テ
内
約
三
百
坪
ハ
京
都
市
電
車
撒
設
二
収
用

セ
ラ
ル
、
橡
定
ナ
リ
寄
附
ノ
目
的
ト
ス
ル
‐
土
地
ハ
該
校
地
ノ
西
方
及
上
北
方
隣
接
ノ

地
ニ
シ
テ
特
二
其
ノ
西
方
ノ
地
六
百
除
坪
ハ
約
倣
闘
側
ヲ
以
テ
蛮
行
委
負
二
於
テ
之

ヲ
買
収
二
決
シ
タ
リ
（
但
シ
北
方
七
百
坪
ハ
僻
格
等
未
定
）
雨
天
鵠
操
場
建
設
曲
ハ

約
登
寓
目
ノ
稼
定
ト
ス

立
命
館
叩
畢
基
本
財
産
募
集
規
程

立
命
館
中
事
基
本
財
産
募
集
趣
意
書
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一
三
寄
附
令
淡
財
剛
法
人
立
命
館
宛
二
柳
込
↓
言
レ
タ
、
ン

Ⅲ
、
寄
附
命
保
櫛
ハ
財
側
法
人
立
命
館
二
之
ヲ
委
託
ス

凡
、
寄
附
金
申
込
許
ニ
ハ
寄
附
セ
ラ
ル
ヘ
キ
綱
金
額
、
柳
込
ノ
方
法
、
寄
附
街
ノ
氏
名
住
一
川

群
ヲ
明
記
セ
ラ
レ
タ
シ

二
寄
附
ハ
像
メ
一
定
シ
タ
ル
金
額
ニ
テ
申
込
ミ
桃
込
竺
時
柵
年
賦
又
ハ
月
賦
／
方
法
八
さ
財
団
法
人
立
命
館
基
金
募
集
部
規
程
お
よ
び
大
学
基
金

ニ
ョ
ル
滞
附
ノ
雌
低
額
ハ
ー
川
垂
ハ
拾
側
ト
シ
Ⅱ
賦
柳
込
二
於
テ
ハ
金
武
Ⅲ
以
上
半
年
賦
寄
附
収
納
報
告
等
〔
大
正
二
年
〕

〔
人
叱
二
年
言
一
川
一
Ⅲ
Ⅱ
現
在
〕

〔
大
正
一
二
年
一
川
一
伽
Ⅱ
現
獅
〕

〔
大
正
一
二
年
二
川
一
九
Ⅱ
現
在
〕

拾
側
以
ｔ
年
賦
爪
拾
側
以
ｌ
に
ト
セ
ラ
レ
タ
シ

中
学
基
金
寄
附
申
込
報
告

〔
ｕ
ド
省
略
〕

二
立
命
節
学
誌
」
第
汎
三
号
（
大
正
二
征
‐
八
Ⅱ
一
Ｋ
日
）
〕

〔
『
立
命
館
学
誌
」
第
此
六
号
（
大
正
二
年
一
二
Ⅱ
一
五
Ⅱ
）

～
第
Ⅲ
八
号
（
大
正
一
二
年
二
月
一
五
円
）
〕

合
行
金
‐
じ
千
世
蔭
胎
Ⅲ
側
也

計
命
蛍
祁
‐
六
両
Ⅲ
也

削
金
鴬
干
煎
百
九
拾
五
圃
也

累
計
堂
関
川
百
九
側
也

〔
七
川
斜
］

〔
一
二
ケ
何
〕

〔
一
○
名
〕

〔
八
七
名
〕

殿殿殿

通事す長のI'll設
りにる人本な殊と年
でな道洛単るに内々
ありとのは事(.1外八
る、し節刺情Itの斑
・更てに立あ節設四
には此以る新備千
一大れ来と設に世｜
段力が曾ものしと
の 天 封 て l ﾘ l 伽 て ぃ
努1く雌雌年き急ふ
力獅のき六はを莫
を識策難月昇要大
力|’のを開中格すな
ふ士I蒜にににる基
るにす遇は伴も金
事訴べ遇設ふ多供
とえ〈し備必々託
な て 極 て を 須 不 の
つ基々居せの紗義
た金協るな要務
がの縦次け件
同寄を範れで力il
時附遂でば大之
にをげあな畢校
it,仰たるら令舎
来ぐ紬、ぬのの
上よ栗然わ規慨
つり、れけ定張
た他此ぱです
脱なの這、る｜撒｜
程ぃ雛般墓とi'l
はと開中にこ館
次いに川塊ろの
のふ吃館在如新

財
園
法
人
立
命
館
基
金
募
集
部
規
程

第
一
峰
財
閣
法
人
基
金
募
集
二
閥
ス
ル
事
務
ヲ
掌
理
ス
ル
鳥
メ
ニ
財
閣
法
人
立
命
館
埜
金

募
集
部
ヲ
置
ク

第
二
峰
基
金
弊
集
部
二
部
長
理
事
幹
事
各
一
名
ヲ
置
ク
部
長
理
事
及
幹
事
ハ
理
事
曾
二
於

テ
選
任
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
必
要
ニ
ョ
リ
蕪
金
部
専
脇
ノ
沸
記
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得

第
三
峰
基
金
募
集
二
閥
ス
ル
諸
継
曲
ハ
人
件
税
ヲ
除
キ
資
批
支
排
ヲ
原
則
ト
ス

臨
時
所
要
ノ
徴
用
二
就
テ
ハ
理
事
曾
ノ
協
離
ヲ
経
テ
支
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
四
峰
基
金
募
集
部
二
於
テ
必
要
ナ
ル
細
則
ヲ
定
ム
ル
時
ハ
理
事
曾
ノ
協
議
ヲ
経
ル
モ
ノ

、
ト
ス

第
五
峰
場
合
ニ
ョ
リ
立
命
館
所
在
地
以
外
ノ
地
二
基
金
募
集
部
支
部
ヲ
置
ク
コ
ト
↓
ｊ
ル
ベ

シ
支
部
ニ
ハ
幹
事
ヲ
置
ク
コ
ト
ァ
ル
ベ
シ

基
金
部
規
程
成
る
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〔
向
大
正
二
柾
“
二
月
一
五
日
至
大
正
一
二
年
六
月
一
五
日
〕
〔
累
計
金
弐
万
七
千
四
百

此
拾
円
六
拾
六
雄
也
〕
〔
血
○
名
分
〕

〔
一
〕
大
正
十
二
年
度
収
支
明
細
表
〔
抜
粋
〕
財
削
法
人
立
命
館

収
入
之
部

合
計
一
一
七
、
四
四
五
、
八
三

以
上
経
常
部

歳
入
之
部

基
金
部
ヨ
リ
受
入
六
七
、
三
七
七
、
七
○

合
計
六
七
、
三
七
七
、
七
○

以
上
臨
時
部

〔
注
・
一
立
命
館
学
誌
」
第
五
斑
号
（
大
正
二
年
二
月
一
五
Ｈ
）
；
第
六
二
号

（
大
正
一
二
年
六
月
一
五
日
）
の
報
告
分
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
〕

■
■
９
●
●
■
●
■
■
●
。
■
■
①
■
■
■
■
●
●
■
■
■
。
■
●
４
申
■
。
●
■
ａ
●
。
■
●
曲
■
●
。
■
■
■
■
●
。
巳
■
申
缶
■
①
■
■
●
■
■
■
■
●
●
。
●
Ｕ
●
■
。
？
■
■
Ｄ
曲
■
ａ
■
■
●
曲
■
■
●
①
ａ
●
。
■
Ｔ
●
５
曲
■
■

基
金
部
規
程
に
依
る
役
員
次
の
通
り
理
事
曾
に
於
て
選
任
夫
々
委
嘱
せ
ら
れ
た
。

部
長
田
島

理
事
（
畝

幹
事
荻
野

〔
『
立
命
館
学
誌
」
第
六
二
号
（
大
正
一
二
年
六
月
一
五
日
）
〕

●
■
■
■
●
心
甲
■
■
甲
■
●
■
■
■
、
■
●
凸
ｂ
■
●
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
●
ら
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
申
凸
■
■
■
。
■
■
。
■
■
●
■
■
●
■
■
■
■
■
●
■
■
●
■
■
■
■
●
①
■
■
申
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
●
■
◆
●

基
金
部
役
員

大
学
基
金
寄
附
収
納
報
告

卓錦
雄貝治
氏一氏

〔
注
・
昭
和
元
年
度
以
降
は
省
略
〕

■
巳
■
●
●
●
●
■
●
■
■
。
■
Ｕ
■
■
■
①
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
●
■
旬
●
■
■
ｑ
申
■
■
■
旬
■
■
毎
■
■
０
■
凸
■
■
■
。
■
■
●
①
叩
■
牛
■
■
●
■
■
■
甲
■
●
■
●
◆
申
■
？
■
■
◆
。
●
■
■
■
●
●
■
■
■
君
ｇ
■
■
■

謹
啓

本
大
畢
昇
格
に
就
て
は
従
来
容
易
な
ら
ざ
る
御
厚
配
を
蓑
む
り
開
係
者
一
同
感
銘
の
至
り
に

存
候
昇
格
に
要
す
る
政
府
供
託
金
に
就
て
は
昨
年
六
月
第
一
回
八
葛
四
千
圃
也
の
納
付
を
な

し
本
年
六
月
更
に
第
二
回
の
納
付
を
了
し
候
是
れ
一
に
諸
賢
の
深
甚
な
る
御
援
助
の
賜
に
外

な
ら
ず
候
就
て
は
従
来
諸
賢
の
御
寄
附
に
依
り
て
枝
立
て
来
り
し
準
備
資
金
は
右
二
回
の
納

付
を
以
て
全
額
排
出
し
た
る
次
第
に
て
明
十
三
年
六
月
に
納
付
す
べ
き
第
三
回
以
後
の
納
付

金
に
就
て
は
今
後
新
に
準
備
す
る
を
必
要
と
す
る
事
情
に
立
至
り
候
間
此
上
御
迷
惑
の
段
拝

〔
三
〕
大
正
十
四
年
度
収
支
明
細
表
〔
抜
粋
〕

収
入
之
部

計
二
二
七
、
八
○
八
、
二
八

収
支
曲
目
別
内
訳
表
臨
時
部

収
入

預
り
金
三
九
、
七
九
一
、
八
一

基
金
部
ヨ
リ
受
入
三
○
、
四
九
三
、
○
二

計
七
○
、
四
七
二
、
八
三

〔
二
〕
大
正
十
三
年
度
収
支
明
細
表
〔
抜
粋
〕
財
閣
法
人
立
命
館

収
入
之
部

合
計
一
三
三
、
六
七
二
、
四
九

以
上
経
常
部

収
入
之
部

借
入
金
三
九
、
四
九
九
、
八
五

基
金
部
ヨ
リ
ー
受
入
五
七
、
七
三
一
、
○
五

経
常
部
ヨ
リ
立
梼
八
、
四
六
○
、
一
五

合
計
一
○
五
、
六
九
一
、
○
五

以
上
臨
時
部
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察
の
至
り
に
候
へ
ど
も
如
上
の
事
情
御
既
察
下
さ
れ
多
少
に
拘
は
ら
ず
此
際
至
急
御
柳
込
下

さ
れ
度
尚
御
知
合
の
柵
君
子
に
封
し
て
も
精
々
御
勧
誘
下
さ
れ
度
此
く
の
如
く
し
て
昇
桔
の

要
件
を
充
た
し
本
大
単
の
基
礎
を
速
に
誰
間
な
ら
し
む
る
に
至
ら
ん
こ
と
切
望
の
至
り
に
堪

へ
ず
候
右
何
分
の
御
同
情
祁
受
度
切
に
御
依
頼
申
上
候

敬
具

尚
大
畢
部
搬
張
に
伴
ふ
結
果
と
し
て
立
命
館
中
串
校
舎
の
新
築
中
に
之
れ
あ
り
候
虚
己
に
其

大
半
を
竣
工
し
近
Ⅲ
更
に
工
恥
を
起
し
本
年
中
に
之
を
竣
工
致
す
こ
と
、
州
成
川
り
候
又
大

畢
部
砿
推
工
事
と
し
て
間
＃
館
の
新
築
を
要
し
雌
亦
近
Ⅱ
起
工
の
計
桃
に
し
て
此
等
は
此
際

一
時
他
よ
り
の
借
入
金
を
以
て
之
れ
を
支
群
す
る
の
止
む
な
き
事
情
に
之
れ
あ
り
常
事
者
と

し
て
一
脚
苦
心
致
し
居
る
次
第
に
之
れ
あ
り
候
御
諒
察
机
願
候

大
正
十
二
年
七
月

〔
『
立
命
館
学
誌
』
第
六
三
号
（
大
正
一
二
年
七
月
一
五
日
）
〕

韮
金
募
繋
部
長

財
図
法
人
立
命
館
理
事

法
畢
博
士

法
事
士
中
川
小
十
帥

末
弘
威
職

法
翠
博
士
山
田
正
三

校
友
池
田
繁
太
郎

Ill

島

錦

､>ム
イロ

八
さ
一
〔
御
大
典
記
念
事
業
（
昭
和
三
年
）
資
金
寄
附
雲
学
債
等
〕

第
二
本
年
度
二
於
ケ
ル
事
業
ノ
大
要

〔
前
略
〕

四
、
運
動
場
敷
地
買
収
後
ノ
状
況

昭
和
三
年
九
月
愛
宕
祁
上
賀
茂
村
字
本
山
官
幣
大
社
賀
茂
別
雷
神
社
所
有
地
六
千
百
九

十
九
坪
ノ
特
蛍
ヲ
請
上
其
買
収
額
参
葛
○
九
百
九
拾
近
目
ハ
総
テ
御
大
典
ノ
記
念
事
業

ト
シ
テ
畢
園
全
部
ノ
寄
附
金
ヲ
以
テ
充
儀
ス
ル
撒
定
ナ
リ
今
Ｈ
迄
ノ
寄
附
金
網
計
登
醐

六
千
四
拾
七
Ⅲ
ナ
リ

運
動
場
ノ
西
南
隅
二
上
賀
茂
村
有
ノ
溜
池
ア
リ
其
面
禎
二
百
六
拾
四
坪
ハ
運
動
場
ノ
倣

地
二
接
績
シ
テ
運
動
場
ノ
地
形
上
便
宜
ノ
篇
メ
ニ
之
ヲ
買
収
セ
リ

川
絡
川
百
七
拾
八
側
ナ
リ

以
上
ノ
面
械
ニ
テ
ハ
尚
ホ
刺
際
競
技
ヲ
ナ
ス
ニ
支
障
ア
ル
ガ
蔦
メ
ニ
其
接
績
幽
有
林
約

二
千
坪
ヲ
無
料
ニ
テ
使
用
ス
ル
ゴ
ト
ヲ
許
可
セ
ラ
レ
タ
リ
此
レ
ニ
テ
運
動
場
ノ
縄
面
積

ハ
賞
二
八
千
血
百
坪
ト
ナ
レ
リ

〔
以
下
省
略
〕

０
■
■
●
■
■
■
■
●
■
●
■
ａ
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
●
■
●
■
■
●
●
●
■
■
ひ
ｑ
■
■
？
■
■
■
■
■
■
叩
■
ｂ
■
。
■
●
●
■
■
◆
●
■
■
巳
色
■
■
■
■
■
●
■
■
■
Ｑ
■
ａ
ｂ
■
■
●
■
■
●
■
■
●
■
●
■
や
叩
■
■
●
■
■

昭
和
四
年
度
（
自
昭
和
四
年
一
月
一
日
至
全
年
十
二
月
末
日
）
事
業
報
告
〔
抜
粋
〕

財
閣
法
人
立
命
館

〔
昭
和
三
年
度
〕

臨
時
収
入
之
部

基
金
部
ヨ
リ
受
人
二
一
、

清
和
識
預
託
金
二
三
、

畢
債
受
入
金
一
二
二
、

昭
和
一
三
四
年
度
収
支
決
算
害
〔
抜
粋
〕

一
一
一
二
ｆ
し
↑
、

Ｊ
Ｌ
‐
４
１
Ｊ
ノ

八
○
○
、

六
一
‐
凡
、

○○四
○○七
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畢弟此害数数槻間川
爾教 に等もの授しの小立
来授修のあ官i渦〈中卜命
歳 詣畢事つ私氏求心郎航
川氏の情て立と郡をの人
をの伽に、畢州大東向ll，鼎
重協宜鑑父校岡 畢西立は
い力をみ兄がり(ill二す元
るに典、はあ本立部る」|〔
に依へ又安つ大のに所都
従つん一んて竿Ii併で法
って こにじ、削務立あ政
てit.とはてII立にする，梨
校来を京子らの参る′r門校
連た欲都弟｜|多計典の時と
次のし大を事f除し方政榊
第 がて串火上を、針府し
に1;r、の京の立排をにlﾘ｜
隆に束附に｜亜てに立於桁
盛本都放遊宜た又てて二
に大 帝に串がの 京 ら は ｜ ‐
赴畢 剛依せあで都れ取三
きで大つしつあはた都年
、あ畢てめたつ典のにの
内る縄開がけた郷でも識
に。長西たれ。aあ帝立
はの方ぃど蓋でつ｜亜｜で
多鋳iftiX'tもしあた大､
数同に情、東 つ が 串 今
のを於も又京た本をの
単得けあ之に、畢新立
生、るつにはめ創設命
を法吉た伴各、立し館
収科年のふ郁大者、災
容大子で弊多畢は串1'1

介借グ竿清堆
ラ

イ|｜令
ウ

ンIii奨illI臨

人愈畢二''聯＆凡毎，淵一．収戸
Ii又天命リ人Hri
‘人．

附受受榊’
’二1

11J

, 汁金企人入人年
度

三一L‐ー′
ノ､ノ､ 八

三○六八ノiIﾉ'Li
､､､､､､

介不禁領ク
ラ

川 術 ゥ立
命
館
大
畢
債
券
募
集

！『,ハ隊．／
証ド
‘'し睦

挑′,;;
設

ド州‘,イチ
附

計代企金金

○一一
二I'Ll
､、

一
九
一
、

三
川
○
、

○
○
○
、

一
一
パ
ハ
坐
ハ
、

一
凡
凡
、

Ｉ
Ｉ
ｌ
ａ
』
、
－
７
Ｌ
、

ｍ
い
ユ
ノ
Ｊ
１

一
一
坐
ハ
ー
ニ
、

七
ｋ
○
｜

九
一
二
・
八
、

川
六
凡
、

↓
一
Ⅱ
○
、

一
ハ
（
〕
二
、

三二○七○｜ﾉL|
lﾉi,l五ノL一○一

三○○八○
E○○八○
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す雌に(ii倍校の‐ #－た後せ此しるて立す既て文設文
次群同券戚舎併るの擁ん’2て後社とる此に、肇し畢
第の情に姶蝋I｣Xこでにと更将援脅し馬<卒数部た｜砿｜
で好を封ノi地をとあ〃〈すに来にのてにの業授のの文
あ患奇しn；等もをつりる↓‘の依需五‘出如し｜鴬教で単
りをせ偵仙｜のi鼎：得てたに大基る要箇しくた遮授あを
ま′‘ザら運で不たる、る至の礎次に年たしる憾をる主
すせるのあ伽次の今外つ後を第唯間るて者な招。と
・ら、根つ産第兇I'llはた援碓でじにⅣ『木各き請又す
れ大抵て約で込稚純所を立あ今於の畢部こし教る
、方常、蛍あ確行術以願するIIても界をとて授文

我講と合i'l'る立す収ではるこの此の格通を、は畢
々君し計葛･せる人あねとと隆く宙以じ期主創科
を子て約同iliiる〃fのるぱllllは朕のに来てしと立を
し に 兇 ′ i 艇 、 し を の除・な時申に如八ll二てし以liii
て於る14{’尚’て認inn尤らにす達き拾簡千I‘I；て来設
典てこ参iI:：現め券にもぬ猫ます巨五年名る識のし
志我と祐器にての依本、肺でる資β；Ⅲに。座方、
を々をノi具水此元つ単こはもこを間に進liii楯針又
遂開得削機財計利て近れらなと投以於しし任に本
げ係べ｜則械m.ie支、年がざきをじ’二てててを依年
し背きを等のの沸従の今る所得てに、届現託り’11
め の も 所 の 斑 l i t は来財Il'l所でた、達其るにし京II
ら 微 の イ j m ノ ) 侭行維川政本のあの其し施。在、都の
れ衷でし席にに附要状畢もるは充た設′畢別帝新
んをあ、約1淵就収の況il'lのが一賢のをせに剛堅
こ謙る此姶すき人 脇 を 券 は 、 に と で 術 る 専 火 年
とと。寅葛る、のI i ､ f 云 稚 完 班 大 搬 あ へ も 任 畢 よ
をせ希I龍I則も 本 除 寅 へ 汀 成 に 方 張 る 、 の の 法 り
切らくは、の財碓II余ばのせ此術と。其三淋′翠は
にれは今政、｜割をの、『汁んI汁氏に木内千帥部商
おて本I"l府，祁協以火若.Iiが器の充串容稲を維畢
脈､畢稚供｜間縦て 半 干 を 周 を ｲ 1 て が を を 叫 済 科
ひ‘単の行託額L l 充 を 寄 斑 に 大 力 、 一 充 超 用 串 を
蚊俄篤の借は脅淵I " f 附 イ 「 は 成 な 以 私 涜 へ し 部 新

Ⅵ
Ⅱ
三
年
六
川

Ｉ

財
閣
法
人
立
命
館

同1両liI
U』跡L'

ii/ii;in

繁定′‐

｝｡｡ ← - ,

人、〈11

8151(5mi

ノし八じ，1くE1ﾉLl三
、、其、出、柚、、、と、財、

財本 手 本 に 本 識 本 本 木 す水閣財
M(ft激価依iiiにIS(ft(iio(ii法’1ﾘ｜
法券 料 券 る 券 依 券 券 券券人法
人ははをものりののはは立人

一'1ﾉ：立誰一般の元憤｜賞fII記立命立
命命渡枚批とイII還還率名命館命
館蛇分にしす支す期は式 館協航
長1'l!荊付又。抑。限年と大破は
事 又金は場はじし単曾立

理 理71'理左は袷汚i"r穫分、(i l の 命

事事蛎事冊隣笹Wは行と董券決餓財のし白と縦大

瀧池跡中硝キt11-il,1
原出部川こと入り^き、、 て枝

とき立｜・ノ［ノI網本舎
扉 繁定小をは命箇II百郁依建

得之館3昂一個I金券築
次太沿一'一をとと｜｜券参を枇

此提すし及、始護び
郎郎郎郎場 1 1 I る 、 + 堂 繭行投

へもイ|え一干し｜期すr";p

の代々II回を る光
手りi茜縄一券｜眼。’i'r
数価と 瀬｜ ｜のり仏

料券しのの一｜池壷
はをて‐|‐二秘時企
iifi11恢分Il'lと弊に
項求杵のにす柴充
にし貯一支･すつ
Ill僻余以州｝るる
じべの｜こふも煽

○

〈桃を。のめ

立
命
館
大
畢
債
券
募
集
要
項

iu-
グ、」

｜#｜

糊#鋒”
EBI/M.7S
八｜ﾉL|小ノ、
ﾉIPKS.Kl1,-＝｡l凸

# EA^
.附寺師
|宅地川公一

M""次--血

入館即ﾉL

○
瀞
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二
畢
雲
横
（
本
畢
一
畢
雪
園
朋
係
者
ヨ
リ
募
集
ブ
〈
）

Ｈ
串
憤
募
集
額

金
百
拾
四
葛
七
千
七
百
六
拾
回
也

内
諜大

串
部
金
八
拾
堂
葛
式
千
四
百
側
也

中
畢
校
商
業
畢
校
金
参
拾
参
葛
五
千
参
百
六
拾
回
也

〔
学
債
、
個
人
特
別
預
託
金
〕

内
諜大

畢
部
金
五
拾
堂
菖
登
千
九
百
圃
也

中
肇
校
商
業
皐
校
金
参
拾
試
葛
五
千
九
百
拾
目
也

四
借
入
年
月
日
（
自
昭
和
三
年
‐
七
月
一
日
至
全
十
三
年
六
月
廿
一
且

日
現
在
額

金
八
拾
参
葛
七
千
八
百
拾
固
也

口
既
悩
還
額

法
人
ノ
負
憤
二
闇
づ
く
ル
状
況
報
告
ノ
件
（
昭
和
十
三
年
六
月
廿
一
日
現
在
）
〔
抜
粋
〕

財
閣
法
人
立
命
館
の
所
在
地

京
都
市
上
京
厘
畷
小
路
通
寺
町
東
人
中
御
溌
町
四
十
四
爵
地

立
命
館
大
畢
本
部

電
話
ｔ
五
八
九
瀞
・
上
五
九
○
榊

振
祥
口
座
大
阪
七
五
二
六
番

金
参
拾
葛
九
千
九
百
五
拾
同
也

‐
和
』
醒
辛

篭
，
式
炉

大
挙
部

中
畢
校
商
業
畢
校

金
参
拾
葛
五
百
圃
也

金
九
千
四
百
五
拾
固
也

⑰
借
入
ノ
目
的
及
使
途

大
事
並
二
中
堅
校
商
業
畢
校
々
舎
改
築
並
二
諸
施
設
資
金
及
畢
債
整
理
ノ
資
金
二
充

普
田
ス

向
利
率
年
五
分

㈹
償
還
期
限
ハ
五
箇
年
及
至
十
箇
年
内
二
随
時
償
還
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

伽
既
支
沸
利
子
拾
八
関
六
千
四
百
参
拾
五
回
参
銭

三
、
個
人
特
別
預
託
金
（
本
畢
開
係
者
及
本
畢
講
師
遺
族
ヨ
リ
ノ
特
別
ノ
預
託
金
）

㈲
預
託
金
額
拾
弐
葛
四
千
散
百
七
拾
五
目
散
拾
七
銭

口
慨
仙
還
済
額
七
醐
登
千
六
拾
戚
回
Ⅲ
拾
八
銭

白
現
在
高
五
葛
参
千
散
百
拾
威
目
六
拾
九
銭

仙
借
人
年
月
Ⅱ

大
正
十
一
年
八
月
ヨ
リ
昭
和
十
三
年
三
月
マ
デ
ノ
間
二
於
テ
預
託
ヲ
受
ク

⑪
伎
椛
者

本
畢
開
係
者
及
本
畢
識
師
逝
族
ヨ
リ
ノ
特
別
ノ
碩
託
金
、
岡
村
氏
外
九
名

㈲
預
託
ノ
目
的
及
候
件

本
単
各
部
設
備
資
金
二
充
用
シ
タ
リ

㈲
償
還
ノ
方
法

本
畢
並
二
本
人
ノ
都
合
二
依
り
随
時
償
還
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

〔
清
和
奨
学
講
会
〕

４
滴
和
暁
畢
講
曾
（
本
皐
校
友
有
志
ノ
組
織
二
係
ル
）

萱
葛
八
千
四
百
回
也

帥
借
入
年
月
日
大
正
拾
参
年
拾
堂
月
参
拾
日
ヨ
リ
昭
和
拾
散
年
参
月
参
拾
登
日
迄
ノ

間
二
随
時
預
託
ヲ
受
ケ
タ
リ

法
人
ノ
負
依
二
閥
ス
ル
状
況
報
告
ノ
件
（
昭
和
拾
堂
年
度
）
〔
抜
粋
〕
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㈲
償
還
ノ
状
況

㈲
償
還
方
法

口
借
入
ノ
Ⅱ
的
及
候
件

本
畢
校
舎
改
築
間
諜
購
入
優
良
卯
任
教
員
養
成
ノ
資
金
一
一
補
充
シ
タ
リ

本
年
度
二
於
テ
ハ
堂
寓
九
千
近
百
回
償
還
シ
タ
リ

昭
和
拾
六
年
拾
登
月
迄
二
随
時
伯
還
シ
完
済
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

八
六
一
一
一
〔
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業
資
金
寄
附
§
学
債
〕

〔
前
略
〕

１に
中
川
曾
館
ノ
建
設
二
就
テ

以
下
各
部
事
業
概
要
ヲ
報
告
ス

本
畢
創
立
以
来
昭
和
拾
年
ル
正
二
其
ノ
三
十
五
周
年
二
常
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
記
念
事
業
ト
シ

テ
第
一
中
川
曾
館
ノ
建
設
、
第
二
大
事
部
研
究
室
ノ
噸
築
、
第
三
高
等
商
業
部
敬
室
ノ
増

築
並
二
敷
地
ノ
概
張
、
第
四
中
畢
校
商
業
畢
校
ノ
校
舎
改
築
、
第
五
記
念
同
書
ノ
出
版
等

ノ
事
業
ヲ
計
剖
セ
リ
而
シ
テ
其
ノ
術
計
制
中
第
一
事
業
ダ
ル
中
川
脅
館
ノ
建
設
ハ
三
十
五

周
年
ノ
記
念
事
業
ノ
ー
タ
ル
ト
同
時
二
刺
立
者
中
川
綱
長
ガ
古
稀
ノ
齢
二
連
シ
タ
ル
ヲ
祝

ス
ル
意
味
ニ
シ
テ
卒
業
生
、
在
畢
生
、
教
職
員
並
二
中
川
縄
長
特
別
縁
故
者
等
数
千
名
ノ

寄
附
二
依
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
ノ
資
金
約
六
葛
八
千
目
ナ
リ
本
年
七
月
起
工
漸
ク
竣
功
セ
リ

同
曾
館
ハ
延
坪
三
百
坪
五
合
九
勺
全
部
蛾
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
ナ
リ
一
階
ハ
出
版

部
及
畢
生
控
室
、
二
階
ハ
教
授
研
究
室
、
曾
縦
室
、
三
階
ハ
中
川
網
長
記
念
室
、
校
友
曾

議
室
等
二
充
用
ス
ル
像
定
ナ
リ

〔
以
下
略
〕

歳
入
之
部

第
Ｈ
補
助
金

昭
和
十
一
年
度
財
園
法
人
立
命
館
決
算
〔
抜
粋
〕

昭
和
拾
年
度
収
支
計
算
書

〔
注
・
資
料
八
三
四
参
照
〕

昭
和
十
年
度
事
業
報
告
財
閣
法
人
立
命
館
〔
抜
粋
〕

臨
時
部
内
課

一
二
、
三
五
○
、
○
○
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嘉附補府j汁助補
価 金 金 金 肋

金

一
○
皇
○
○
○
○
○

二
、
三
血
○
、
○
○

七
○
、
二
八
一
、
五
七

三
、
五
四
四
、
四
六

一
九
、
○
○
○
、
○
○

一
○
伽
、
一
七
六
、
○
三

八
六
四
〔
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
資
金
寄
附
、
そ
の
他
〕

二
嘘
務
ノ
概
要

〔
前
略
〕

㈲
寄
附
金
二
開
ス
ル
事
項

昭
和
十
四
年
度
財
園
法
人
立
命
館
事
業
報
告
ノ
件
〔
抜
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〕

「
弐
一
ｒ
吹
型

Ｆ
０
１
Ｊ
－
皿
Ⅱ
Ⅱ
Ｌ

-150-

●

１
口
一
弓
●
●
ｊ
１
Ｉ
ｊ
〃
ｒ

〃
一
二
‐
課
一
戸
圧

一
『
’
一
弓
二
二
三
一
一
三
『
’

一
』
｜
「
副
一
室
室
『
一
二
二

（
申
込
卜
同
時
二
沸
込
）

中
畢
商
堆
建
築
安
金

耐
附

尻
８
１
｝
１
－
Ⅷ
Ｉ
ｌ
川
ノ
ー
・
言
回
〆
｜
北

事
業
資
金
寄
附

鼻
司
、
時
世
歌
眠
り
ｒ
ｆ
シ
舟
辿

畢
間
縁
故
者
殿

滞鼎
附Ii
ナ‘
リノ

ー｜
ケ

ノl
々

1W

●

ｌ
ｊ
・
・

Ｉ

言



八
六
五
立
命
館
〔
創
立
五
十
周
年
〕
記
念
事
業
基
金
募
集
、

事
業
計
画

今
川
各
位
の
御
協
蝿
弗
を
得
る
方
法
と
し
て
採
用
す
る
事
と
致
し
ま
し
た
幕
金
方
法
は
貯
蓄
園

策
の
線
に
沿
ふ
定
誠
貯
金
及
び
依
立
貯
金
制
度
で
あ
り
ま
し
て
或
は
既
に
皆
様
方
に
お
か
れ

て
も
御
利
用
の
向
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
郵
政
局
員
が
お
宅
に
参
上
し
ま
し
た
節
そ
の
勧

め
で
定
額
政
は
砿
立
貯
金
に
加
入
し
て
欺
き
そ
の
際
そ
の
貯
蓄
の
内
の
一
部
を
果
校
に
封
す

る
寄
附
に
充
常
す
る
事
を
定
め
て
戴
き
ま
す
れ
ば
そ
の
都
度
畢
校
え
振
込
御
送
金
の
叩
も
な

く
又
械
立
貯
金
は
一
時
の
御
負
楯
を
さ
け
容
易
に
貯
蓄
と
寄
附
の
目
的
を
達
し
て
戴
く
事
が

出
来
る
雌
良
の
方
法
と
存
じ
今
回
こ
の
方
法
を
も
っ
て
全
畢
園
開
係
尚
に
洩
な
く
お
願
い
す

溌校i&i>IM事職il此のに立
展友致切し業員ケの串亘命
充在しれ てはの年記圃り館
f t 校 度な此既厚の念と凡畢
は生いいれに生計すしゆ｜判
iii二はと状が完施需べてるは
接勿存態 篤成設をき教困本
|Ⅲ論じでに或のも年育雌年
接串まあ はは完つに界とを
に間すり約着備て常に隙も
#Ⅱ ｜ 淵。ま一工と単り貢害つ
l"f係す他の福園仲鰍をて
に者の｜川連ギIIの頭し克(ii;
軍とでのびの柵更つ服立
大し串資と噸張に、し五
なて園金な進、一あて+
開は開をつ を 校 歩 る 幾 l i i l
係母係必 てiii舎をIv多年
が校各甥ゐり、進は経を
あの位とる文剛め頃世迎
る綾のし の 化 , ' ( て に の え
か展御到で郁餓亭御人る
はは協庇あ市、園lnl材事
今衷賛財り京連全慶をと
更心に｜#｜ま都動部の養な
叩よ依の すの場｜'リ至成り
すりつ雑。一其のりし其
ま願て‘鮒環の充に来の
でふ〃r'i'iと他賓堪りliil
も 事 期を致のをえ今半
な で の もし新計まや・世
ぃあ月 つ度没りせ開紀
蛎り的て<畢此ん西の
で其をは一生吃･最長
あの透Mim教に大き

る
郡
と
致
し
ま
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

特
に
公
蔽
邪
業
と
し
て
郵
政
脇
の
諒
解
‐

特
に
公
蔽
邪
業
と
し
て
郵
政
脇
の
諒
解
と
絶
大
な
る
御
支
援
を
得
ま
し
た
の
で
近
Ⅱ
巾
に
雌Ｉ

寄
り
の
郵
便
局
か
ら
局
員
が
お
伺
い
致
し
ま
す
か
ら
前
記
の
内
何
れ
か
の
方
法
に
依
り
添
付

立
命
館
記
念
事
業
基
金
募
集

申
込
書
に
依
っ
て
御
寄
附
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
：

尚
‐
本
事
業
の
一
部
と
し
て
着
工
中
の
河
原
町
通
り
に
面
し
た
第
三
新
館
（
繊
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
延
七
二
○
坪
）
は
去
る
十
月
十
五
日
竣
工
し
引
績
い
て
疎
期
の
通
り
計
諜
が
進
め

ば
五
年
後
の
畢
閣
の
偉
容
は
必
ず
や
諸
彦
の
御
期
待
に
副
ふ
可
く
何
卒
本
事
業
達
成
の
為
御

援
助
賜
ら
ん
事
を
熱
望
致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

11/1
Ill
11‐
IL

年
-|・

II

校父
LrI
ノし

母

友姉

各

位

京
部

立市

‘氾卑雌縄i_
念務爪
或理命凧
唯事既
無兼蝋ハ、
壱)γ五館路
務十通
I l l ) ハ 時 I 寺
長年長長川

東
入

l!」北末

博

川
敏
夫

|Ⅱ
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種尼

l土地買 収

大畢院
2校舎

短期大畢

3眉’書館

法、経、文事部

研究室施設

5 理 工 畢部

6高 、 中 校 施設

7運動場

8畢 生 厚 生 施設

9教職員厚生施設

1 0校友曾§

11財圏事業資笠

12記念事ま

13雑曲

△廷 計ロ

立命館創立

五十周年記念事業計幾番

謀3

500

3，82

875

75（）

800

1,000

250

70C

20〔

3（）〔

5（）（

25（

100

10,05(

備 考

研究室、｜州i'llHl'魔室を含む鋤筋コンクリー|､三階
建第一期工Ii一、二階延353坪強、鋪二期工Ii一。

二階135坪第三期エリf三階279坪。

附帯工‘|#一切及備iViifi-200醐仙|を含む二

初年度『W姉殿筋コンクリート90坪附屈品125曲回

を念む。第二年度及節三年度は研究I｢Ⅱ州11:及涜料
唯入'恥

法･経･文研究ISIi'f-文畢部涜験賞詞設備法捌,'12l)i
閏|典1，級Ifiil,ifl50ffi|則、”論室備品fi各SOffiliil
i汁250蝋回､文u11250;蝿固寅聡室50醐側計300出世

初年度Mi鋤筋コンクリートID坪､閲'覚室木造I01!
坪計400葛脳'第二年度畢術雑誌10郡20年分200蔦目

第三年度大畢院用研究装置及新市ll大畢涜駒装Ii'

鴨川脹賜300坪等持|塊迎勅賜整地附鵬器具Ii

通勤具競技場施設曲

寄宿舎200ffi|川、翠生角館200寓目、
moi&m奨'畢衝余250瓜同

アルバイト蔭

職(1(1ミセ50鯛仙

醐|(､’

職仙畢生寮71)iiiliil，共済J77-8i

記念式典、パー|一年史編纂、功勢者及鋤桔打炎彰、
記念肺文鵬fﾘ行、記念,稚減宵、物故尚追悼稗、肇
友宵行事補助、予備i',

維排愈結ij&MVt、校友倉支部結成'ii:、その他1滑鞘
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母
校
立
命
館
は
一
昨
年
（
昭
和
二
十
五
年
五
月
十
九
日
）
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
た
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
畢
は
創
立
者
中
川
小
十
郎
先
生
を
始
め
校
友
先
輩
の
苦
心
と
不

断
の
努
力
に
よ
っ
て
、
益
々
護
展
を
遂
げ
、
今
や
大
畢
院
、
大
畢
、
専
門
肇
校
、
高
等
畢
校

及
び
中
畢
校
を
通
じ
一
葛
数
千
の
畢
徒
を
擁
し
、
そ
の
内
容
も
、
教
授
陣
に
於
い
て
も
官
立

大
単
に
何
等
遜
色
の
な
い
充
責
を
示
し
、
責
に
開
西
最
大
の
畢
園
と
し
て
青
年
畢
徒
の
教
育

に
貢
献
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
御
同
慶
欣
快
に
絶
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
畢
園
の
渚
施
設
に
於
い
て
は
遺
憾
な
が
ら
未
だ
貧
弱
た
る
を
免
れ

ず
、
畢
園
堂
局
に
於
い
て
は
製
に
五
十
周
年
を
記
念
と
し
て
将
来
の
護
展
に
備
う
べ
く
五
十

周
年
記
念
事
業
計
誰
を
溌
表
し
、
こ
れ
が
責
行
機
開
と
し
て
五
十
周
年
記
念
事
業
事
務
局
を

設
け
、
既
に
大
畢
院
校
舎
、
帆
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
畢
生
食
堂
の
建
設
を
完
成
し
、
二
十
七

年
に
は
撤
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
四
階
の
畢
舎
が
建
築
を
さ
れ
、
本
年
度
以
降
に
於
い
て
は
、

間
諜
館
普
庫
及
閲
覧
室
の
新
築
拙
張
、
各
畢
部
大
畢
院
描
充
に
要
す
る
諸
施
設
、
圃
書
購
入
ゞ

新
畢
部
の
増
設
、
慨
育
館
、
校
友
曾
館
な
ど
の
建
設
を
計
僻
．
さ
れ
て
居
り
ま
す
が
、
こ
れ
に

要
す
る
資
金
は
一
億
回
と
い
う
巨
額
を
要
し
、
こ
の
資
金
調
達
は
寄
附
金
六
千
葛
同
、
翠
俄

四
千
葛
間
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
寄
附
金
六
千
葛
同
は
次
の
目
標
に
よ
り
畢
園
朋
係
者
の
御

協
力
に
よ
り
こ
れ
を
調
達
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
二
、
○
○
○
、
○
○
○
回
校
友
曾
八
、
○
○
○
、
○
○
○
側
清
和
倉

一
○
、
○
○
○
、
○
○
○
回
畢
園
後
援
曾
八
、
○
○
○
、
○
○
○
回
教
職
員

五
、
○
○
○
、
○
○
○
回
畢
生
生
徒
七
、
○
○
○
、
○
○
○
側
其
他

我
々
校
友
曾
に
於
い
て
も
欣
然
こ
れ
が
募
集
連
伽
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
二
十

五
年
四
月
二
十
三
日
幹
事
曾
を
開
き
、
京
都
、
大
阪
、
東
京
、
兵
庫
の
各
支
部
を
始
め
全
図

各
地
支
部
の
募
金
負
据
削
合
を
協
定
し
、
既
に
募
金
運
動
に
着
手
さ
れ
て
い
る
が
、
教
職
員
、

畢
生
の
募
金
調
達
は
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
の
に
比
し
、
校
友
曾
其
他
の
開
補
の
成
績
は
極

極
な
る
事
情
で
橡
定
の
如
く
進
ま
ず
、
而
も
事
業
計
許
ば
緊
急
を
要
す
る
の
で
事
務
局
側
の

要
請
も
あ
り
、
こ
の
際
校
友
曾
に
於
い
て
も
今
日
を
再
出
護
と
し
て
各
地
支
部
共
葛
雌
を
排

し
募
金
運
動
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
私
事
の
経
営
は
経
常
費
を
授
業
料
其
他
の
収
入
に
依
り
支
群
す
る
が
、

立
命
館
創
立
五
十
周
年
記
念
寄
附
募
集
趣
意
書

畢
園
の
施
設
に
要
す
る
臨
時
資
金
は
畢
園
関
係
各
方
面
の
寄
附
其
他
の
収
入
に
依
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。
こ
の
意
味
に
於
い
て
我
が
畢
園
は
故
中
川
先
生
の
畢
生
の
事
業
と
し
て
先
生
の
全
責

任
に
於
い
て
経
営
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
串
園
の
一
新
紀
元
と
も
い
う
べ
き
大
事
の
昇

格
を
校
友
曾
の
名
響
と
責
任
に
於
い
て
達
成
せ
し
め
た
の
で
、
更
に
進
ん
で
財
園
の
経
営
に

参
加
し
大
事
の
育
成
護
展
に
、
恰
も
愛
児
の
如
き
熱
情
を
以
て
経
管
に
協
力
し
、
先
生
御
逝

去
の
後
は
自
ら
経
営
の
責
任
を
荷
い
今
日
の
護
展
に
寄
輿
し
、
母
校
と
校
友
は
一
身
同
棚
の

開
係
に
於
い
て
終
始
不
断
の
努
力
を
傾
注
し
て
今
日
に
至
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
我

が
亭
園
の
誇
り
で
あ
る
と
共
に
凋
特
の
存
在
で
も
あ
る
。

こ
の
際
我
々
校
友
は
五
十
周
年
を
記
念
と
し
思
い
を
新
に
し
、
創
立
者
並
に
校
友
先
飛
の

努
力
に
感
謝
す
る
意
味
に
於
て
、
我
々
校
友
の
博
統
の
精
神
で
あ
る
母
校
愛
の
熱
情
を
溌
揮

し
、
此
の
記
念
事
業
の
完
成
に
協
力
致
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
敢
て
校
友
各
位
の
奮
起

を
切
望
し
撃
っ
て
募
金
運
勅
に
御
協
力
の
程
切
に
懇
願
致
し
ま
す
。

昭
和
二
十
七
年
四
月

立
命
館
大
事
校
友
曾
長

小
田
美
奇
穂

五
十
周
年
寄
附
幕
集
委
員
長

校
友
各
位

昭
和
二
五
～
二
八
年
度
五
十
周
年
記
念
事
業
特
別
会
計
収
支
決
算
書
〔
抜
粋
〕

歳
入
之
部
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戸
ム
ロ
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三
い
一
九
一
一
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玉
三
三

１
１

年
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’夫！
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回
が
ば
、
四
一
・
“
昨
冬
」
．
つ
－

１

１

一
・
二
．
一
一
一
二
．
一
一
一
一
・
一
つ

昭
･壬11

「
〃
止
円
じ

ワ
百
ｍ
Ⅲ
Ⅲ
〆
‐

｜
ノ
ノ
師
〆
｜
｜
｜
こ
こ

｜
こ
こ
こ
こ
こ
こ
亡
こ

酬
壬

年
度

苛
附
余

｜
坐
一
二
．
四
一
つ
そ
．
一
一

［
ど
こ
こ
ご
こ
亡
ご

二
十
丁
向

一
．
ノ
正
に

－
，
ｔ
’
’
一
一
一
一
一
一

一
ざ
．
二
一
）
一
（

三
二
．
こ
こ

昭
利
両
征
，
度

手
は
｝

’
一
唖
三
こ
二

一
般
会
計
収
支
決
算
明
細

年

甫二

二
Ⅱ
Ｉ

1ハ
ンヱ

算
巻7

予
告
罪
舗

「
七
日
Ｍ
己
．
７

－
ｉ
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〔
注
・
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
用
に
作
成
し
た

〔
付
〕
五
十
年
略
史
〔
抜
粋
〕

一
九
血
○
・
一
○
月
財
閣
法
人
立
命
館

現況l

〔前略〕

…雛"|磯綿箪蝿繊細
…織職淵彫溌鯛撫:：
現況Ⅱ

校地・建物の概況

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
〕

〔中略〕

博任教員

教職員数{I1附託教員

｜事務職員

229人’

111人｝合計507人

167人I

皇
美
立
命
館
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
資
金
募
集
趣
意
書

施
設
拡
充
計
画

総
長
末
脹
博

立
命
館
は
、
や
が
て
創
立
七
十
Ｎ
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
記
念
す
る
と

と
も
に
そ
れ
を
機
会
に
、
学
園
は
、
学
園
の
維
持
強
化
を
図
り
そ
の
発
展
前
進
を
期
す
る
た

め
に
、
趣
意
課
に
あ
り
ま
す
よ
う
な
長
期
的
な
計
画
を
立
て
て
す
で
に
そ
の
一
部
に
着
手
す

る
段
取
り
を
進
め
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
立
命
館
学
園
は
、
明
治
三
十
三
年
に
前
総
長
中
川
小
十
郎
先
生
に
よ

っ
て
創
立
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
立
命
館
と
い
う
名
称
は
、
明
治
維
新
直
後
少
壮
の
西

園
寺
公
望
公
が
そ
の
邸
内
に
育
英
の
塾
を
設
け
て
孟
子
尽
心
策
の
「
天
寿
式
修
身
以
侠
之
所

以
立
命
也
」
に
由
来
す
る
立
命
館
を
塾
名
と
せ
ら
れ
た
の
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
に
立
命
館
大
学
に
和
漢
洋
に
わ
た
る
貴
重
な
文
献
資
料
を
お
さ
め
た
西
園
寺
文
庫
を
蔵
し

て
い
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
因
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
学
閲
の
雁
史
を
か
え
り
み
ま
す
と
、
そ
こ
に
は
川
治
、
大
正
、
昭
和
を

＄
Ｅ

通
じ
て
日
本
の
た
ど
り
き
た
っ
た
変
肱
を
反
映
し
な
が
ら
進
展
し
て
来
た
姿
を
見
る
こ
と
力

で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
わ
け
て
も
過
般
の
戦
後
に
お
け
る
社
会
情
勢
の
激
動
と
教
育
制

度
の
変
革
は
、
学
園
の
形
態
に
も
内
容
に
も
大
き
な
変
化
を
招
来
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
さ
い
わ
い
に
も
、
各
方
面
の
温
い
支
援
の
も
と
に
、
学
園
は
五
学
部
を
も
つ
綜
合
大
学

及
び
大
学
院
と
中
学
及
び
高
等
学
校
を
擁
す
る
大
き
な
研
究
教
育
機
関
と
し
て
急
速
に
発
展

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
学
問
研
究
の
面
で
も
人
材
育
成
の
面
で
も
、

戦
前
に
引
続
い
て
戦
後
も
い
よ
い
よ
大
き
く
国
家
社
会
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
日
わ
が
国
に
お
い
て
私
学
一
般
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
だ
け
か
ら
で
も
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
、
時
代
の
進
運
に
即
応
し
て
学
園
の
機
能

を
十
全
に
発
揮
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
よ
く
学
園
本
来
の
使
命
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
教
学
、

経
営
の
両
面
に
わ
た
っ
て
一
段
と
強
力
に
秋
極
的
な
施
策
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

ご
幸
め
い
斗
ご
つ
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代と 立 移 ま てに幹Ii
化に火行す‐多しよをね立
、よ′1そし。〈かり育ま命
綜つはて殊の し､脱し館
合てi ll 以に雑な今すたは
化 発(ill米戦miがilる+
、鵬に根後がらのこ先Ill

共をあ本の山、発と′'3小
'1711叉｜る的大破学展にの｜・
化るべ再雅し 閲をあ雌郎
、ベき検はての兇り学光

一きか討戦お今るまイi'i生
般か､をil'lり後にし神に
教 。取迫と、の至たはよ
育数りらはそ発り。当つ
の年われiiれ展ま学IIキて
改にけて情にをし園に創
蒋わ立おが械考たはお設
をた命り一桶え。そけさ
軸り館ま変的るのるれ
と全′､iをすしにiiキ後’内．て
す学隙｜･た取、多′､族か
る的は大’二 組数<万ら
教討'ill学､む学の能､
学IiflljはUS^IS校の‐#
全をなmfliきな友肌で
般砿る1画I二時ら諸潮に
にね特 に｜ ・でび氏に，'く
わ、色あI'Llあにの坑十
た研をるイ|ミる経献しEl
る究発く新と営身､年
再教押き制考而的在の
検育すか大えに御野歳
討のる、学らお協のII
， 現こ私にれぃ力才を

う公かた史いI帝す政すで
て 的 で m 立 援 ご 兄 。 ’ 鷺 よ そ あ

ll/iごな呪川命を支姉そのうこ肘Y：

{|｜あ典代先航お援なし災なでま
‐いI献及生学願にらてづ長、÷
|‐さをびに閲いまびこけ期2，jを；
ﾉしつ‐↓‐将よが致たにのと的｜魚｜
年とる来つ､しね'γ：こしなで

蚊たのて｜ﾉLiまば間とて計は
しめ嬰碓剛す進とは′聖j』：画、
まに請立寺l&教､(ilをnII
すliiiにさ公す青ひ及立立
o進応れにるにとびてし
をじたよこつえ奇て＋
剛て述つといに附教ilii
す、学てはて母金学年
る研の提で深校の上を
に究恵ill",きぃをこの’二｜
､'↑なⅨ|さな間愛と体ざ
りらにれい心誰を制し
､びそたととし打とて
lムにう立こ恥てち施、
く数て命ろ解母,'i'.設V:
各育、帥でを枝すの意
位にしのあ有のに拡il
のよか粘りせ発至充な
どつも神まら峡つ強ど
鋳て激にすれをた化で
｜同lさ伽さ。る希次をご
とらすか切江求第図’斑
ごにるのに湖さでりぃ
協大歴ぽ皆各れご､た
ノJき史り様位るざそだ
をくの、のの校いのき
希社なまご温友ま財ま

戯
立
七
拍
刷
年
託
念
事
業
資
金
募
繋
趣
意
非

りひノ世とさのγ言てるてて皿と上進こがイrた実すき二
11,'iたぃ非もる全学'i'iこIi,汁なの京点経賀めらい校るが。とな部
1 7くてとに各国債でれ科Illl'lお立都を憐茂まし、地もこ立こ間教
三脚はも而位にとIiiら特をま命の衣のにす、まをのれ命ろ題育
卜願日そにIのiim三うの別川た会一笠立建。研ず合でに館でにの
ﾉLい本のを御hW億こ詣教意立 館 偉 に 場 設 理 究 経 理 あ 伴 学 、 取 改
年FI1のよ一協MII工lと計室し命の観脂かす工室済的りわ閲研細善

し大う新力'I'のは画、て館建と向らる学、学にまなは究み、
上学なしをの寄での祝お高設 もす検三部図部活すい新とつマ
け数姿た得六附き実聴り等もなる 討 万 の 「 | ド 、 川 。 う 制 教 つ ス
る育で立ま万金ま呪党ま学#るI汁中坪木館経すしらへ育あブ
次の迎命 すのにせに散す校急で1mのの造、営るたみののりロ
輔発え館 な校仰んは室が、にあが新綜実体学立がが秘充ま教
で展た学ら友ぐ・イll等、中具り実学合験育部地つあ行実す育
ごのい園ば調計そ当特す示休ま現部体室館を計てりとの。の
ざたとと 、 氏 I l l l ' l こ 巨 殊で校化しす噸育も、衣凹学ま急た弊
い め存 しやととで額敬にのす よ れ 設 施 こ 学 笠 を 園 す 速 め 圭

旨ま、じてが広し維の室川教 るうばに設れ生に樹の・なに正
す以ま迎 てくた持資の校育，汁。、必のと会移て将殊発は正
。 上 す え数立の拡金新含｜ﾉ 1 m な 衣 嬰 一 併 館 し る 来 に 展 施 に
の。る 年命 で光 が築 の容でお笠な部行な、こを校に設取
,11(l.fこ後館あfi-必に改のあ校Ill校としどそと考地よ設組
旨卒と に学り収要者装充り友脆舎してをのでえ校り備み
に立が迫閲ま人で工は実まと峨建て改有校ある舎かの
御命でつのすをあしlip.とす大Ii没移築機舎り時のな充大
賛館きた数。』,鴫りて年 施。学のの転を的にま、狭ら実学
同 学 る記学礎、お完設の地間しイ「にはす着｜雅ずを教
の間で念に財そり了の共は腿まい関般。実さし伴育
上 のあ式賛源のま、整通散がすま連もこなはもうの
、発り典｜商1と財一イー木備七学あ･すさ斬の方そ施必改
御雁まはしし源｡年もﾝのりそ｡せ新計法の設要善
協のし内御てをは急タ殿、の'fiてな画と矛設がと
力たよ容支七一リ｜速｜堂学他球建工にしj阿備あい
をめう外持偲承統にとと｜鴬｜牧場設夫してののりう
賜、し紐 下 P I に い す ししの学はををた現雌充ま大

-155-



び
一
般
購
志
家
に
ご
協
力
を
仰
ぐ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

立
命
館
は
戦
後
今
Ⅲ
に
至
る
ま
で
、
寄
附
金
の
募
集
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
般
趣
意

＃
の
通
り
刺
立
‐
し
怜
刷
年
記
念
小
業
寅
金
と
し
て
、
存
附
金
の
群
集
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
銀
行
・
会
社
な
ど
の
法
人
に
お
願
い
す
る
と
共
に
、
卒
業
生
、
教
職
員
、
父
兄
及

二
、
募
集
金
額
金
三
憶
円

三
、
雑
金
の
祁
揃
帥
法
人

七
、
払
込
方
法

六
、
申
込
方
法

llIJu
,君 一

、
名
称
立
命
館
創
立
七
拾
川
年
記
念
蛎
業
寄
附
金

払申

込込 寄
附
金
募
集
要
項

学
校
法
人
立
命
館
理
事
長

小
田
美
奇
穂

立
命
館
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
委
員
会
委
員
長

期期

日日

け
法
人
（
会
社
・
銀
行
等
）
に
お
願
い
す
る
も
の

金
、
十
曇
力
Ⅲ
以
上
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

口
個
人
（
卒
業
生
・
教
職
員
・
父
兄
・
一
般
爾
志
家
）
に
お
願

い
す
る
も
の

一
口
の
金
額
を
金
一
万
円
と
し
ま
す
が
、
端
数
に
な
っ
て
も
結

椛
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
年
三
月
三
十
一
日
迄
と
し
ま
す
。

昭
和
四
十
年
三
月
三
十
一
日
迄
と
し
ま
す
。

尚
お
払
込
は
一
時
払
又
は
分
削
払
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
所
定
の
申
込
苦
に
ご
記
入
、
ご
調
印
の
上
左
記
に
お
申
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

京
都
市
上
京
区
寺
町
広
小
路
学
校
法
人
立
命
館
内

立
命
館
創
立
七
拾
周
年
記
念
事
業
委
員
会
事
務
局

左
記
の
何
れ
か
を
ご
選
定
下
さ
い
。

一
時
払
又
は
分
割
払
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

帥
直
接
払
込

昭
測
三
十
八
年
度
に
第
一
次
学
仙
一
憶
五
千
万
円
の
募
喋
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
幸

い
に
も
各
位
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
得
て
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
も
引
き
紬
い
て
第
二
次
学
償
を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
校
友
・
教
職
貝
・
父
兄
・

有
志
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
名
称
学
校
法
人
立
命
館
憤
券

二
、
発
行
日
昭
和
三
十
九
年
十
月
一
旧

三
、
発
行
額
金
一
億
五
千
万
円

四
、
一
Ⅱ
金
額
金
一
万
円

五
、
利
息
年
七
分
五
雌
（
単
利
）

㈹
毎
年
九
月
三
十
日
迄
の
分
を
十
月
一
日
に
お
支
払
い
い
た
し
ま

す
。

㈲
利
息
の
計
算
は
お
払
込
み
の
日
か
ら
起
算
し
ま
す
。

㈲
利
息
は
財
務
部
会
計
課
窓
口
に
お
い
て
、
俄
券
の
提
示
を
受
け

お
支
払
い
す
る
の
を
原
則
と
し
ま
す
が
、
お
支
払
方
法
に
つ
い
て

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
お
申
し
入
れ
下
さ
い
。

六
、
返
済
期
昭
和
四
十
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
（
三
ヶ
年
）
据
置
、
昭
和
四
十
四

税
金
の
免
除
の

措
置

第
二
次
学
債
募
集
要
項

住
友
大
和
、
京
都
の
各
銀
行
木
‐
支
店
（
又
は
出
張
所
）

法
人
の
寄
附
金
に
つ
い
て
は
大
蔵
大
臣
の
承
認
に
よ
り
当
該
期
間

中
の
免
税
措
置
が
識
ぜ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
個
人
の
寄
附
金
に
つ
い
て
も
一
定
金
額
に
つ
い
て
所
得
税
か

ら
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
（
別
紙
ご
参
照
下
さ
い
）

ﾔリ（ﾛ）

現
金
諜
留
郵
便

左
記
の
銀
行
の
本
支
店
（
出
張
所
）
で
振
込
み
の
お
取
扱
い

を
い
た
し
ま
す
。
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七
申
込
期
日
昭
和
四
十
年
三
月
三
十
一
日
迄
と
し
ま
す
ｃ

八
、
払
込
期
Ⅱ
昭
州
四
十
年
三
月
三
十
一
日
迄
と
し
ま
す
。

尚
お
払
込
み
は
一
時
払
の
ほ
か
、
分
削
お
払
込
も
取
扱
い
ま
す
。

‐
凡
、
債
券
記
名
式
と
し
ま
す
。

券
祁
は
一
口
券
、
五
口
券
、
十
口
券
、
百
口
券
の
四
種
と
し
ま
す
。

価
券
の
名
義
人
を
お
引
受
人
と
別
に
す
る
と
き
は
、
申
込
沖
に
明
示

し
て
下
さ
い
。

Ｉ
、
申
込
方
法
所
定
の
申
込
苫
に
ご
記
入
ご
調
印
の
ｔ
、
左
記
に
お
申
込
下
さ
い
。

攻
都
市
上
京
区
寺
川
広
小
路
学
校
法
人
立
命
館
内

立
命
館
創
立
七
拍
川
年
記
念
堺
堆
委
員
会
猟
務
局

ト
ー
、
払
込
方
法
左
記
の
何
れ
か
を
ご
選
定
ド
さ
い
。

㈹
直
接
払
込

回
現
金
群
冊
郵
仙

例
左
記
銀
行
の
本
支
店
（
川
惟
所
）
で
振
込
の
お
取
扱
を
い
た

し
ま
す
。

住
友
、
大
和
、
京
都
の
各
銀
行
、
本
支
店
（
又
は
出
張
所
）

１
校
地
買
収
慨
（
三
億
七
千
万
円
）

二
衣
笠
校
地
の
隣
接
地
そ
の
他
（
七
千
坪
）
従
来
衣
笠
に
は
理
工
学
部
が
侭
か
れ
て

い
た
が
、
本
計
画
で
は
、
当
面
経
済
学
部
・
経
営
学
部
を
こ
こ
に
移
転
す
る
と
共
に
、

将
来
は
学
園
の
重
点
を
こ
の
衣
笠
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
す
展
望
の
も
と
に
、
隣
接
地

施
設
拡
充
計
画

一
、
柊
野
綜
合
体
育
施
設
用
地
（
三
万
坪
）
幸

せ
て
こ
こ
に
綜
合
体
育
施
設
を
完
備
す
る
。

済
し
ま
す
。

年
ｆ
Ｈ
－
Ⅱ
ま
で
に
柚
せ
ん
に
よ
（
〆
て
毎
年
発
行
額
の
１
／
３
宛
返

衣
笠
野
球
場
を
洛
北
柊
野
に
移
転
し
、
併

Ⅱ
校
舎
そ
の
他
建
築
費
（
十
七
億
八
千
六
百
万
円
）

経
済
学
部
、
経
営
学
部
を
衣
笠
に
移
転
し
、
こ
こ
に
理
工
学
部
の
木
造
校
舎
、
実
験
室

の
改
築
を
含
め
て
教
室
、
実
験
室
、
研
究
室
、
図
沸
館
、
体
育
館
、
学
生
会
館
、
本
部

事
務
室
等
を
、
機
能
集
中
の
原
則
に
よ
り
綜
合
的
に
建
設
す
る
と
共
に
、
そ
の
他
の
施

設
拡
充
を
は
か
る
。

一
、
教
室
、
研
究
室
、
本
部
事
務
室
延
六
、
一
○
○
坪
七
億
三
千
二
百
万
円

二
、
実
験
室
延
二
、
二
○
○
坪
二
他
六
千
四
百
万
円

三
、
図
＃
館
延
一
、
五
○
○
坪
一
億
八
千
万
円

四
、
体
育
館
延
一
、
○
○
○
坪
一
億
二
千
万
円

五
、
学
生
会
館
延
一
、
○
○
○
坪
一
億
二
千
万
円

六
、
立
命
会
館
延
一
、
○
○
○
坪
一
価
二
千
万
円

七
、
学
生
寮
延
一
、
○
○
○
坪
一
億
二
千
万
円

八
、
高
、
中
学
校
特
別
教
室
等
一
億
血
千
万
円

Ⅲ
綜
合
体
育
施
設
並
に
厚
生
施
設
憐
（
三
催
四
千
四
百
万
川
）

、

一
一
、 資

金
計
画

二
子
４
他

寄
附
金

自
己
資
金

体
育
施
設
曲

厚
生
施
設
曲
並
に
職
員
住
宅
資
金

在
来
施
設
改
修
曲
そ
の
他

を
買
収
す
る
。
そ
の
他
新
寮
用
地
等
の
買
収
を
行
う
。

△
口

i汁

三七

一
億
円

肌
千
万
川

一
億
九
千
四
百
万
円

十

s

億

｢'I

五

徳億
億

円円円
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八
六
七
立
命
館
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
施
概
要

賜のI'l協父億
~|、わ界余ノJaPIBS寄

測命葡J;＃盤幽イオ

Sfl*''I・繊冊f,wi典f帽
êIkftI雨窪

たし’二余，'〈、幕し状
方深77三iミ商るた況
*sる憶三・こ立
のな1,7三II中と命
区る紬千末学と館
分 感 を 七 1 1 校 し i l i l
別謝稚-pJ兇｜弘’て立
罪のげ〃在係発七
雌なるPI，ヵ足卜
状をこ余’1をilii致陪l
況炎と､価､しイド
をすがのにイiま記
表るil'lごあ志し念
示次来応り各た事
す第ま葬て位募業
るでしをはの金の
こあたぃ企ご、衝

とり・たi-a募金
とまこだ一解賊と
致すこき億と活し
し。にIl'l二絶勤て
まどれ干大は準
し 協 も － ニ な 校 依
た力当Ifる友を

を初〃ご、‐上
0

寄付金募集状 況 学 債 募 集 状 況

昭*Ⅱ46年3M末日現在11/(11146年3)1*11現在

（単位千I'D単位千I'll

記
念
事
業
実
施
概
要

一
、
柊
野
総
合
体
育
施
設
用
地

柊
野
総
合
体
育
施
設
用
地
と
し
て
、
当
初
約
九
九
、
（

程
度
の
閲
収
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
該
地
施
設
（

勘
案
し
て
、
予
定
買
収
面
彼
を
若
干
ｔ
廻
り
国
有
林

や
私
有
地
を
合
わ
せ
総
合
計
一
○
三
、
七
五
九
平
方

米
（
三
一
、
一
八
○
坪
）
の
Ｗ
（
収
を
行
な
い
ま
し
た
。

尚
、
こ
れ
の
Ｗ
〈
収
伐
は
総
額
二
○
七
、
通
一
八
、
九

一
○
円
と
な
り
ま
し
た
。

｜
｜
、
衣
笠
校
地
の
隣
接
地

将
来
は
学
園
の
中
心
を
衣
笠
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
す

峡
望
の
も
と
に
、
出
来
得
る
限
り
衣
笠
校
地
の
隣
接

地
凹
収
を
図
る
べ
く
、
当
初
二
一
、
○
○
○
平
方
米

（
七
、
○
○
○
坪
）
位
の
買
収
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
可
能
な
限
り
こ
れ
の
買
収
に
努
め
ま
し
た
結

災
、
合
帥
八
件
二
三
、
三
七
二
平
方
米
（
七
、
○
レ
ハ

九
坪
）
の
買
収
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

尚
、
こ
れ
の
買
収
曲
は
総
額
三
血
九
、
六
一
Ｉ
、
三

七
三
円
と
な
り
ま
し
た
。

三
、
新
寮
用
地

浴
北
服
ケ
峰
に
新
寮
を
建
設
す
べ
く
こ
れ
の
用
地
と

し
て
、
昭
和
三
ｌ
八
年
八
月
虻
有
地
三
、
九
六
三
平

方
米
二
、
一
九
九
坪
）
を
金
三
六
、
○
五
○
、
九

○
○
円
で
買
収
致
し
ま
し
た
。

四
、
厚
生
施
設
用
地

学
生
、
教
職
員
の
厚
生
施
設
用
地
と
し
て
、
滋
賀
県

滋
賀
郡
志
賀
町
北
浜
の
農
地
を
、
前
後
二
川
に
亘
り

計
一
八
、
二
七
一
平
方
米
（
五
、
五
二
九
坪
）
を
合
計

金
五
三
、
九
六
九
、
○
○
○
円
で
買
収
致
し
ま
し
た
（

当
初
約
九
九
、
○
○
○
平
方
米

が
、
該
地
施
設
の
商
度
利
用
と
、

（
三
○
、
○
○
○
坪
）

将
来
の
椛
想
を
も
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た 賄こ間I糞’し館地球地拠舎

とうれ鋤の、絢端を蝋鋤蕃

i輔域鯛購簡蕊潅
*̂ t.mjc.̂ wmmzm雛総
まギIIててI叉｜衣学、移をのつ+括
す三は総る笠’ 二衣す総もてI1
。‐ | ‐ 、 額 計に欠笠と合といイ'4
八 学二剛大<キ共体にる紀
年億十で学ベヤに青、も念
に七E，のかン、施さのii
策 催 億 1 1 / 1l-pらパ衣設しを業
定円をf|｜心ざス笠のあ、と
直、も三をるに校拠た将い
ち寄つ十漸必教地,'i，り来う
に付て八次須室i.'iと範はの
実金実年移の.辺す一衣は
施三施度行 建実のる段笠､
に億すよす物験土こ階キ立
着円るりるを室地ととヤ命
手、こll/ ( こ 、 罪 を と し ン 館
致学と叩11と そ の 可 し て パ ノ く
し園とIﾉﾘをの校能､浴ｽ兼
まのし十主緊舎なま北にが
し自た七た急並限づ柊全広
た己も年る度びり衣肝学小
こ 資 の 度 目にに買笠に部路
と金でま標応研収校約を学
は十あでとじ究の地三移禽
既五りのし順室うにノブしと
に億ま十た次・えあ坪衣衣
記 円し力、新図、るの笠笠
しでて年学染if校野Ⅱ1一等．j一

＜建築物関係＞

[注・以1くllﾎl別の建物記‘|$は衝料888に収録｡r

而
し
て
こ
れ
が
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
逐
年
物
価
は
急
上
昇
の
一
途
を
辿
り
地
価
は

勿
論
、
建
築
資
材
、
労
力
賞
の
高
騰
は
用
地
買
収
礎
、
建
築
茂
等
に
お
い
て
予
定
額
を
著
し

く
超
過
し
た
こ
と
と
、
用
地
買
収
に
し
て
も
、
建
築
に
し
て
も
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

こ
れ
が
川
途
に
し
た
が
い
品
高
度
の
効
用
発
揮
を
噛
り
、
予
定
の
坪
数
を
若
干
上
廻
る
等
の

'1おいよ格者商教はりに+illし千はしまりさえ予て関
標いてり別、・職校こま達一え、七金までまれ、算、係
をても′‘も：の有'p典友れすす億ま残百三しにしたそを当も
上も、付ご志準、、ら。るPIすり万+た施て事の大初あ
廻、学 企協 各校滴父超ののと事円 八 総 行 、 業 後 巾 計 り
る幕償にブ］位｜蝶Ift兄過で巨金業に憶経ぃ今も追に脚ま
収集 に お に の 係会、額あ額｜凡｜を進ソifiたIIあ加雌のし口〆､

〔参考〕第一次長期長期計間（70周年 記念事業)(1963)～1970*

〔立命館輔二次士吏期計l刈蛎業実施概要〕
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〃工腸

iffi^,批堂改7

Hiliii

体青i'l

iiii'l'校水泳ブーノI

蓬莱セミナーハウヌ

,上Lも

iliiiii－j・

(Ilil上汚水処理柵）

3,50.4nf(1.060̂

2,895m'(8771̂
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IlL'ilmM189上I
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1963年策定,汁1曲

土地岡 収 3 7 . 0 帥 万''1

校舎その他進築fWl786Ⅸ)ﾉ源

3戸

総計*青施設並びにI早生施設34.4Ⅸ)ﾉj円

柊野総合体育施識Nl地99,000m
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l)教室・研究室・本部'1端蚤
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8,7中桝鱗別＃嫁iii,UK))Pl

(1#肯施設1Y10,0007lIl

I2IH生施設’11i並びに教職員1減錨金5,000万Iリ

(3職来施設改'1窪'{その他19‘4007]・''1

主 た る ‘ l f x

柊野縄制*育施設用地103,759m'20.751ﾉjl’

衣笠校地の隣推地23‘372,’35.961ﾉ5P

新寮用地3,963m’3,605脚
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以学館新築1.1,327㎡61,i),o.」

修学館新築3.696,i,'ir,,Si,llIj;
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深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

綾
を
収
め
得
ま
し
た
こ
と
と
、
私
学
振
興
会
よ
り
の
借
入
金
と
、
学
校
法
人
立
命
館
の
不
用

財
産
の
売
却
等
に
よ
り
さ
さ
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
は
泡
に
幸
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
本
事
業
に
直
接
間
接
に
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
し
た
関
係
各
方
面
を
は
じ

め
、
校
友
、
父
兄
、
教
職
員
、
浦
和
会
、
高
・
中
学
校
関
係
者
、
有
志
各
位
に
対
し
重
ね
て

径
・
資
料
八
五
六
学
園
財
政
の
確
立
に
つ
い
て
ｌ
巻
末
付
表
ｌ
付
表
２
「
第
一
次
長
計

～
第
二
次
長
計
間
の
建
設
勘
定
収
支
状
況
」
、
付
表
３
「
第
一
次
・
第
二
次
各
長
計
ご
と

の
建
設
勘
定
集
計
」
参
照
〕

八
一
犬
立
命
館
学
園
施
設
設
備
充
実
〔
第
二
次
長
計
二
九
七
○
Ｉ

八
○
年
度
）
〕
資
金
募
集
趣
意
書

立
命
館
学
園
は
明
治
三
十
三
年
（
一
九
○
○
年
）
に
元
総
長
中
雌
’
十
郎
先
生
に
よ
っ
て

創
立
さ
れ
て
以
来
七
十
二
年
の
歴
史
を
も
つ
に
至
り
ま
し
た
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
激
動

す
る
時
代
を
生
き
通
し
た
力
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
役
員
、
教
職
員
、
学
生
、
校
友
、
学
園

の
一
般
支
持
者
の
ご
理
解
と
ご
支
持
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
戦
後
の
教
育
改
革
に
対
応
し
、
そ
れ
に
応
え
る
努
力
の
な
か
で
、
末
川
名
誉
総

長
、
武
藤
前
総
長
の
指
導
に
よ
っ
て
、
学
園
は
飛
跳
的
に
発
展
し
ま
し
た
が
、
こ
の
飛
跳
的

発
展
の
原
動
力
は
学
園
関
係
者
の
一
致
し
た
ご
協
力
に
あ
る
と
考
え
る
私
は
改
め
て
皆
さ
ま

に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
、
わ
が
学
園
は
法
学
、
経
済
学
、
経
営
学
、
産
業
社
会
学
、
文
学
、
理
工
学
の
六
学

部
と
大
学
院
を
も
つ
総
合
大
学
で
す
が
、
こ
れ
に
加
え
て
大
き
な
誇
り
は
法
学
、
経
済
学
、

経
営
学
、
文
学
、
理
工
学
の
五
学
部
に
つ
い
て
夜
間
部
を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
中
学
、
高
等
学
校
を
合
わ
せ
る
と
、
二
万
二
千
有
余
の
青
少
年
の
学
び
の
舎
と
し
て
、

ま
た
研
究
・
教
育
の
場
所
と
し
て
、
そ
の
姿
を
誇
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
評
価
は
本
年
度
入

学
志
願
者
六
万
一
千
有
余
に
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
そ
の
一
端
が
見
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
立
命
館
大
学
は
広
小
路
学
舎
に
は
法
学
、
文
学
の
二
学
部
お
よ
び
文
科
系

四
学
部
の
二
部
が
あ
り
、
衣
笠
学
舎
に
は
経
済
学
、
経
営
学
、
産
業
社
会
学
、
理
工
学
の
四

学
部
お
よ
び
理
工
学
部
二
部
が
あ
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
大
学
が
二
拠
点
に
分
れ
て
い
る
こ

と
は
総
合
大
学
と
し
て
の
教
育
・
研
究
上
は
も
ち
ろ
ん
、
財
政
上
も
そ
の
利
点
を
発
揮
す
る

た
め
の
最
大
の
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
は
従
来
の
学
舎
を
衣
笠
の
地
に
集
中
す
る

一
拠
点
志
向
の
方
針
を
一
歩
進
め
て
、
こ
れ
を
ま
さ
に
実
現
す
る
方
針
を
固
め
て
お
り
ま
す
。

こ
ょ
め
い
へ
さ
つ

総
長
細
野
武
男
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こ
の
基
本
方
針
は
役
員
《
教
職
員
」
学
生
の
賛
成
を
得
た
も
の
で
あ
り
ま
す
か
．
安
易
な

学
園
拡
大
に
陥
る
こ
と
な
く
、
合
理
的
な
集
約
を
計
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
鋭
意
検
討
し

な
が
ら
そ
の
具
体
化
を
計
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
八
年
二
九
六
三
年
）
に
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
長
期
計
画
を
立
て
、

そ
の
た
め
学
園
関
係
存
の
多
大
な
る
ご
援
助
、
と
く
に
財
政
的
支
援
を
い
た
だ
き
、
そ
の
計

画
の
大
部
分
を
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
教
学
を
支
え
る
施
設
は
見
違
え
る
よ
う
に
拡

充
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
学
園
は
整
備
拡
充
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
前
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
衣
笠
一

拠
点
を
実
現
す
る
と
と
も
に
一
層
の
穣
極
的
充
実
を
期
さ
な
け
れ
ば
、
教
育
・
研
究
上
の
諸

要
求
に
応
え
て
学
園
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
他
方
、
今
日
の
教
育
は
私
学
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
も
、
公
教
育
た
る
こ
と
に
は
変
り
あ
り
ま
せ
ん
。
公
教
育
は
公
共
負

担
と
い
う
近
代
教
育
の
原
則
か
ら
言
っ
て
、
私
学
の
拡
充
の
た
め
の
維
甜
は
国
あ
る
い
は
公

共
団
体
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
私
た
ち
は
考
え
て
、
公
伐
助
成
連
動
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
公
曲
助
成
の
実
現
は
簡
単
に
期
待
で
き
な
い
今
日
、
手
を
供

ぬ
い
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
自
ら
の
手
で
も
そ
の
財
源
の
確
保
を
計
る
た
め
に
、

学
憤
お
よ
び
寄
付
金
に
訴
え
て
き
ま
し
た
し
、
今
後
も
こ
の
方
針
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

わ
が
学
園
を
卒
業
さ
れ
た
校
友
調
兄
姉
、
ま
た
大
切
な
ご
子
弟
を
お
預
け
下
さ
っ
て
い
る

父
兄
母
姉
の
方
々
、
さ
ら
に
本
学
、
ひ
い
て
は
教
育
に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
る
一
般
の
方
々
が

今
日
の
私
学
が
果
し
て
い
る
社
会
的
役
削
と
現
状
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
支
持
を
強
く
し
て

い
た
だ
い
て
、
再
度
、
学
償
お
よ
び
寄
付
金
に
応
弊
下
さ
る
よ
う
念
願
す
る
次
第
で
す
。

立
命
館
学
園
が
西
園
寺
公
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
中
川
先
生
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
、
さ
ら

に
末
川
、
武
藤
両
先
生
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
た
自
由
な
学
園
づ
く
り
の
歴
史
を
展
開
し
、

現
代
お
よ
び
将
来
の
要
請
に
応
じ
た
社
会
的
貢
献
を
な
し
う
る
よ
う
に
、
広
く
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
願
っ
て
、
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

立
命
館
は
故
中
川
小
十
郎
先
生
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
て
か
ら
、
七
十
一
年
の
歳
月
を
重
ね
、

こ
の
間
、
学
園
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
今
日
の
発
展
を
み
る
に
至
り
ま
し
た
。

立
命
館
学
園
施
設
設
備
充
実
資
金
募
集
趣
意
言

昭
和
二
十
四
年
、
大
学
は
「
国
民
の
た
め
の
大
学
」
と
し
て
転
換
、
そ
の
理
想
を
現
実
の

も
の
に
す
る
に
は
幾
多
の
困
難
な
情
勢
の
も
と
で
、
学
園
は
、
教
学
内
容
の
低
下
と
勉
学
条

件
の
マ
ス
・
プ
ロ
化
を
防
ぎ
、
教
学
の
改
善
・
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

近
年
、
大
学
教
育
の
在
り
方
が
議
論
さ
れ
、
種
々
の
描
想
が
う
ち
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

わ
が
学
園
は
創
立
以
来
、
庶
氏
の
学
園
、
国
民
の
た
め
の
大
学
、
を
理
想
と
し
、
今
後
追
求

す
べ
き
教
学
上
の
基
本
理
念
は
、
①
教
育
・
研
究
の
現
代
化
、
総
合
化
、
共
同
化
②

小
集
団
教
育
の
確
立
③
学
生
の
勉
学
上
の
自
主
性
を
正
し
く
伸
ば
す
、
こ
と
で
あ
る
と

し
、
大
学
教
育
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
教
育
と
研
究
の
改
善
・
充
実
の
た
め
に
は
、
そ
れ
を
さ
さ
え
る
施
設
設
備
の

充
実
を
必
要
と
し
ま
す
。
わ
が
学
園
は
、
急
速
な
発
展
に
よ
り
施
設
設
備
が
充
実
し
て
い
た

と
は
い
え
ず
、
こ
と
に
広
小
路
校
地
は
狭
脈
で
あ
り
、
騒
音
の
た
め
、
教
育
と
研
究
の
場
と

し
て
の
条
件
は
失
な
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
を
学
園
の
中
心
地
と
し
て
、
合
理
的
に

棚
川
す
る
計
川
を
昭
和
三
十
八
年
に
長
期
計
剛
と
し
て
樹
て
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
立
命
館
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
度
ま
で
八
年
の

歳
月
を
か
け
、
校
地
約
十
ｈ
万
㎡
を
取
得
、
建
物
延
約
五
万
六
千
㎡
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
要
し
た
経
伐
は
、
約
三
十
九
億
円
で
あ
り
、
そ
の
資
金
と
し
て
は
、
ｎ
己
資
金
の
他
に

卒
業
生
の
皆
様
を
は
じ
め
、
父
兄
母
姉
、
教
職
員
な
ど
か
ら
三
億
三
千
万
円
の
寄
付
金
と
学

偵
十
二
億
二
千
万
円
を
引
受
け
て
い
た
だ
き
、
記
念
事
業
の
大
半
を
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
は
、
そ
の
成
果
の
上
に
、
昭
和
五
十
一
年
度
ま
で
に
、
広
小
路
学
舎
に
あ
る

法
学
部
・
文
学
部
・
二
部
文
科
系
学
部
・
大
学
院
を
衣
笠
学
舎
へ
移
し
、
「
衣
笠
一
拠
点
」

計
画
を
完
成
す
る
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
主
な
内
容
は
、
衣
笠
校
地
の
拡
張

教
室
、
研
究
室
、
学
生
会
館
、
事
務
室
の
建
設
、
図
評
館
、
体
育
館
の
蛎
築
、
卒
業
生
の
た

め
の
校
友
会
館
の
建
設
等
々
、
又
図
書
の
充
実
な
ど
を
年
次
計
画
に
も
と
づ
き
充
実
す
る
計

画
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
立
命
館
高
等
学
校
、
中
学
校
の
教
育
内
容
の
充
実
、
施
設
設
備
の
整
備
も
含
ん
で

お
り
、
こ
れ
ら
の
計
画
の
実
施
に
は
、
四
十
数
億
円
の
資
金
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

私
学
は
公
教
育
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
教
育
の
必
要
な
経
費
を
公
費
で
補
助
す
る
「
公
費

助
成
」
の
運
動
を
、
学
園
は
械
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
公
賀
助
成
は
、
極
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五四
､堂

、

一
一
、

そ
こ
で
こ
の
運
動
と
共
に
順
利
五
十
一
年
度
末
ま
で
の
五
ヶ
年
●
間
に
総
額
川
十
数
億
円

を
投
じ
、
衣
笠
学
舎
へ
移
転
す
る
こ
と
と
し
、
学
生
納
付
金
（
維
持
拡
充
賀
）
収
入
を
基
礎

的
財
源
と
し
て
、
約
二
値
Ⅲ
の
が
付
金
を
仰
ぐ
計
画
を
樹
て
た
の
で
あ
り
ま
す
。

全
国
に
ご
油
跳
中
の
校
友
柵
兇
姉
、
父
兄
祉
姉
、
数
倣
い
、
そ
の
他
学
閥
の
敬
学
に
掛
川

下
さ
る
各
位
の
協
力
を
得
て
、
ぜ
ひ
と
も
昭
和
五
十
一
年
の
計
画
完
成
征
‐
度
に
は
、
こ
の
事

業
の
完
遂
を
期
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
立
命
館
学
園
の
発
展
の
た
め
、
以

，
仁
の
趣
旨
に
ご
賛
刷
の
ｋ
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
た
く
お
噸
い
巾
‐
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

衣
笠
牽
舎
一
拠
点
実
個

て
お
り
ま
す
。
こ
の
舟
札

の
罪
雌
誠
は
、
命
Ⅱ
、
（

弊
喋
嬰
噸
は
、
左
記
（

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

め
て
倣
少
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
迎
刺
を
さ
ら
に
ひ
ろ
げ
た
国
民
的
連
伽
が
必
↓
甥
で
あ
り
ま

弊本 弊那澗
喋
の雌
p.
なの
力｜

象｜｜
事
業的称

年
度
募
集

金
の
伽

寄
付
金
募
雄
要
項

拠
点
実
現
の
た
め
に
学
園
施
設
設
備
充
実
資
金
と
し
て
寄
付
金
を
募
集
し

こ
の
符
付
余
弊
雌
総
祁
は
、
金
三
億
円
と
し
、
第
一
年
‐
度
に
あ
た
る
本
年
度

命
Ⅱ
、
○
○
○
″
Ⅲ
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

、
左
記
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
各
位
の
一
岬
の
ご
脇
，
刀
、
ご
支
擁

噸額

立
命
航
学
剛
施
殻
設
備
充
爽
寅
金
洲
迷
の
た
め

訓
衣
笠
隣
接
地
買
収

口
柊
野
隣
接
地
買
収

口
衣
笠
学
舎
教
室
棟
建
設

川
新
衣
笠
寮
建
設

伽
各
学
舎
施
設
設
備
搾
備

向
教
育
・
研
究
用
間
諜
及
び
機
械
器
具
の
充
実

金
五
、
○
○
○
万
円

Ｈ
法
人
（
会
社
・
銀
行
等
）
に
お
願
い
す
る
も
の

一
○
万
Ｎ
と
し
ま
す
。

記

立
命
館
学
園
施
設
設
附
充
実
資
金
寄
付
令

口
金

創
立
七
十
周
年
記
念
覗
業
資
金
と
し
て
昭
和
三
十
八
年
度
よ
り
昭
和
四
十
六
年
度
ま
で

九
ヶ
年
間
に
学
俄
引
受
金
一
三
値
七
、
六
四
三
万
川
に
上
る
ご
協
力
が
得
ら
れ
、
目
標
を
大

き
く
こ
え
て
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
は
、
寄
付
金
と
同
様
、
衣
笠
学
舎
一
拠
点
実
現
の
た
め
に
左
記
の
要
項
に
よ

り
学
伎
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
続
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

託

一
、
名
称
学
校
法
人
立
命
館
学
俄

二
、
募
集
の
目
的
立
命
館
学
園
施
設
設
備
充
実
資
金
調
達
の
た
め

三
、
募
集
の
主
な
対
象
Ｈ
衣
笠
隣
接
地
買
収

事
業
口
柊
野
隣
接
地
買
収

八
、
払
込
方
法

七六
､廷

申申

第
一
○
次
学
債
募
集
要
項

払
一
榊
仏

河
込

_,一込
ノブ

期

法日

す
が
、
端
数
に
な
っ
て
も
結
構
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
し
ま
す
。

一
所
定
の
申
込
淵
に
ご
記
入
・
捺
印
の
上
、
左
記
へ
お
申
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

京
都
市
上
京
区
広
小
路
通
寺
川
東
入
（
壷
六
○
二
）

学
校
法
人
立
命
館
長
期
計
画
事
業
事
務
局

念
京
都
（
○
七
五
）
二
三
一
’
二
一
八
一
瀞

左
記
の
い
ず
れ
か
を
ご
選
定
く
だ
さ
い
。

Ｈ
直
接
払
込
（
会
計
課
窓
Ｕ

※
口
銀
行
振
込
（
京
都
・
住
友
・
第
一
勧
業
・
大
和
・
三

井
銀
行
の
本
支
店
）

※
日
郵
便
振
緋
（
振
替
貯
金
京
都
八
○
八
二
器
）

※
本
学
指
定
川
紙
を
ご
利
川
く
だ
さ
れ
ば
、
払
込
岱
川
は

不
要
で
す
。

ｊに
個
人
（
卒
業
生
・
父
兄
母
姉
・
教
職
員
・
そ
の
他
打
志
）

に
お
願
い
す
る
も
の
一
口
の
金
額
を
金
一
万
円
と
し
ま
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十
一
元
桐
金
支
払
場
所

十
二
、
学
債
券
の
形
式

十
三
、
申
込
・
払
込
期
Ｈ

十
川
、
申
込
方
法

九八七六五四
､、､、､三十

Ⅷ
、
払
込
方
法

本
年
度
発
行
額

一
口
金
額

学
債
券
種
類

発
行
日

元
金
伯
還
日

利
率
利
息

金
一
億
五
、
○
○
○
万
円

一
口
金
一
万
円

一
口
券
・
五
口
券
・
十
口
券
・
百
口
券
の
四
種
と
し
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
十
月
一
Ⅱ

昭
和
五
十
一
年
十
月
一
日
（
四
年
据
置
）

単
利
年
七
分
五
厘
ゞ

Ｈ
払
込
み
、
ま
た
は
振
込
み
の
日
か
ら
起
算
し
ま
す
。

口
昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
毎
年
十
月
一
日
に
支
払

い
ま
す
。

学
校
法
人
立
命
館
会
計
課

記
名
式
と
し
、
質
入
れ
、
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
し
ま
す
。

一
所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
・
捺
印
の
上
、
左
記
ま
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。

京
都
巾
上
京
区
広
小
路
通
寺
町
東
入
念
六
一
○
二
）

学
校
法
人
立
命
館
長
期
計
画
事
業
事
務
局

念
京
都
（
○
七
五
）
二
三
一
’
二
一
八
一
器

左
記
の
い
ず
れ
か
を
ご
選
定
く
だ
さ
い
。

Ｈ
直
接
払
込
（
会
計
課
窓
口
）

※
口
銀
行
振
込
（
京
都
・
住
友
・
第
一
勧
業
・
大
和
・
三

井
銀
行
の
本
支
店
）

※
臼
郵
便
振
替
（
振
替
貯
金
・
京
都
八
○
八
二
番
）

※
本
学
指
定
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
れ
ば
、
払
込
曲
用
は

不
要
で
す
。

臼
衣
笠
学
舎
教
室

川
新
衣
笠
寮
建
設

衣
笠
学
舎
教
室
棟
建
設

八
六
九
立
命
館
第
二
次
長
期
計
画
（
衣
笠
一
拠
点
）
事
業
実
施
概
要

第二次長期計画事業(1971年～1931年3厩

－163－

1976年策定計1曲

横地r（収150,000〃|’

佼舎その他雌蕊,i!7S.000川'’

総制帽施設およびV生施設66,000〃111

i岸舎隣接用地買収-111.1)1)1)ﾉJF1

12聡合グランド隣接地剛!i110,.1,(111l)l'l

(1)文学部側新築100,000ﾉ5P1

(2聴学館(第3期)増築50.000万I1l

I3肱・厳祉棟新築125,000ﾉ5R

14坤部側新築80.000ﾉil'l

15岸生会館(第2期)哨築60.000ﾉjl1l

l6l図,'fffi,'!(,((ig*35.0l)0/il'i

717号館および関連工邪28‘000〃'11

'''第二体f『館新築40,000ﾉjl'l

I2汝子学生寮祈築20.000"'11

13)氷室グランド造成Ii.1,1110,111

［たる‘lドヨ

衣笠学舎隣接地用地12.305㎡220,07

柊野グランド隣接地用地10.363㎡16,35

氷室グランド用地.5.095m'65,34

宇多野谷校地78,027㎡100,03
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iii;，館新築延

修学館17;2Si!)増築世
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｢ll111会館新築延
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朱碓寮鯉1.1143㎡5,769〃''1

氷室グランド造成砥6,633㎡5.355ii!''

双ケ岡察新築延i.787㎡9.757万Pl
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ボートa介術Ⅳ『琳築雌187m’L6767jlI1
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第
二
次
長
期
計
画
事
業
は
、
一
九
七
一
年
よ
り
衣
笠
一
拠
点
を
進
め
て
き
ま
し
て
本
年
三

月
そ
の
事
業
を
完
結
し
ま
し
た
。
そ
の
資
金
計
画
の
一
部
と
し
て
、
寄
付
金
八
億
円
、
学
債

一
○
億
円
の
募
集
計
画
を
策
定
し
、
校
友
、
在
校
生
父
兄
、
教
職
員
、
清
和
会
、
高
中
学
校

関
係
者
、
有
志
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
て
参
り
ま
し
た
。

第二次長期計画事業
寄
付
金
・
学
債
の
応
募
状
況
☆

寄付金応募状況

1981年3月末日現在(単位千円〉

学債応募状況

1981年3月末Ⅲ現在(単位li1l)

｜
、
一
九
六
三
年
に
策
定
し
た
第
一
次
長
期
計
画
で
は
、
広
小
路
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
建
物

・
施
設
を
、
こ
れ
と
同
規
模
・
同
水
準
で
衣
笠
に
移
転
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
長
期
に
わ
た
る
過
程
で
は
、
社
会
的
条
件
の
変
化
に
照
応
し
て
建
物
・
施
設
の
著

し
い
近
代
化
・
高
度
化
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
全
学
の
構
成
員
の
要
求
を
可
能
な
か
ぎ
り
汲

み
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
建
築
資
材
慨
・
用
地
買
収
曲
を
は
じ
め
と
す
る

諸
経
費
の
高
騰
が
あ
っ
た
こ
と
等
々
か
ら
、
財
政
支
出
は
当
初
の
計
画
を
大
幅
に
超
過
せ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
第
一
次
長
計
は
予
定
し
て
い
た
十
年
を
二
年
早
め
、
一

九
七
一
年
に
そ
の
ま
と
め
を
行
な
い
、
問
題
点
等
を
整
理
し
て
第
二
次
長
期
計
画
へ
と
継
承

・
発
展
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

｜
｜
、
第
二
次
長
期
計
画
は
、
七
一
年
か
ら
の
全
学
的
な
討
議
を
経
て
、
七
三
年
六
月
に
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
当
面
四
～
五
年
間
の
財
政
計
画
を
五
十
億
円
と
し
つ
つ
も
、
今
後
毎
年
の
予
算

編
成
と
そ
の
執
行
過
程
で
、
さ
ら
に
具
体
的
か
つ
詳
細
な
検
討
を
行
な
い
、
一
歩
一
歩
前
進

し
つ
つ
次
の
段
階
へ
の
展
望
を
き
り
ひ
ら
い
て
い
く
と
い
う
、
現
実
的
で
堅
実
な
計
画
が
う

ち
だ
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
に
つ
い
て
も
、
財
政
と
同
様
に
毎
年
度
確
実
な
建
設
計
画
を
た
て
、
校
地
の
拡

張
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
充
実
と
あ
い
ま
っ
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
速
か
に
衣
笠
へ
の
全
学

部
移
転
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
全
学
の
確
認
に
の
っ
と
り
、
広
小
路
に
あ
り
ま
し
た
学
部
・
法
人
本
部
・
そ
の

他
の
施
設
を
漸
次
衣
笠
に
移
転
し
、
本
年
三
月
、
残
っ
て
い
ま
し
た
一
部
法
学
部
の
移
転
を

最
後
に
、
全
て
の
事
業
が
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
一
九
八
一
年
三
月
末
日
現
在
、
学
債
は
金
三
二
億
円
余
、
寄

付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
金
二
億
四
、
○
○
○
万
円
余
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
何
れ
も
当

初
の
募
金
・
募
債
目
標
額
を
上
廻
る
成
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
位
に
対
し
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

下
記
に
ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
々
の
区
分
別
応
募
状
況
を
表
示
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

事
業
の
概
括
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入金合計
前年度申込分を含む

教職膜

校友

大学父伺

清和会・高中父目

有 志

ji

71．4－1～'8133:

件数

1．567

5，12

24，21

5．096

P7
r

36．12（

金群

31．56

58，342

853，97〔

139．74f

6．56

1，090‘194

1.()85,31； 入金
ロ
●
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△
、

教職

」
父

ｆ
Ｔ
ｆ
Ｉ

大 学 父母

榊ドIl

有

△
口

71．4．1～､81．3.そ

ｲ牛
卿'-1‐

2．766
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ワ‘コワ
ムQJ全

lii.nii

3．2()869（
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Ｑ
〕

７
ｆ

７
‐

７
０

78．67

598.22（

3．208．69（

指定寄付く ！ 56．45



三
、
第
二
次
長
期
計
画
が
完
了
し
た
現
時
点
、
学
園
が
所
有
す
る
校
地
は
約
六
十
万
平
方
米
皇

建
物
延
面
積
は
十
三
万
平
方
米
と
な
り
ま
し
た
。

一
九
六
三
年
の
第
一
次
長
計
が
発
足
し
た
時
点
に
く
ら
べ
る
と
、
校
地
で
約
一
・
六
倍
、

建
物
で
約
二
倍
の
規
模
で
あ
り
ま
す
。
規
模
以
上
に
進
展
著
し
い
の
は
、
建
物
・
施
設
の
内

容
面
で
あ
り
ま
す
。
各
学
部
ご
と
に
基
本
棟
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
大
・
中
・
小
の
教

室
と
と
も
に
、
自
治
会
室
、
学
生
共
同
研
究
室
、
学
生
談
話
室
、
学
部
関
連
サ
ー
ク
ル
室
な

ど
の
学
生
施
設
、
学
部
事
務
室
、
学
部
会
議
室
な
ど
の
行
政
施
設
が
収
容
さ
れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
は
一
・
二
・
三
階
と
も
開
架
閲
覧
を
基
本
と
し
、
そ
の
規
模
は
全
国
私
学
の
中
で
は

最
大
、
最
高
の
水
準
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
新
機
器
を
そ
な
え
た
視
聴
覚
室
も
完
成
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、
研
究
室
棟
、
体
育
施
設
、
学
生
諸
施
設
、
生
活
協
同
組
合
諸
店
舗
を
含
む

厚
生
施
設
な
ど
、
い
ず
れ
も
他
私
学
に
比
肩
し
え
る
内
容
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
遅
れ
て
お
り
ま
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
一
貫
と
し
て
、
正
門
な
ら
び
に
正
門
周

辺
の
整
備
を
行
な
い
ま
す
と
と
も
に
、
一
拠
点
完
成
、
創
立
八
十
周
年
を
記
念
す
る
石
碑
を

建
立
い
た
し
ま
し
た
。
築
彰
し
ま
し
た
故
末
川
博
名
誉
総
長
の
「
未
来
を
信
じ
未
来
に
生
き

る
」
の
文
字
は
、
一
九
五
三
年
に
建
立
さ
れ
た
「
わ
だ
つ
み
像
台
座
碑
文
」
よ
り
と
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
先
生
の
言
葉
は
、
在
学
生
は
も
ち
ろ
ん
学
園
を
訪
ず
れ
る
校
友
、
市
民
の
方
々

に
も
感
銘
を
与
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

四
、
第
二
次
長
期
計
画
に
要
し
ま
し
た
総
経
税
は
、
概
算
一
五
二
他
円
に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
校
友
（
清
和
会
含
む
）
、
学
生
・
生
徒
父
母
、
教
職
員
、
有
志
各
位
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
財
政
的
ご
支
援
は
多
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
寄
付
金
約
十
一
億
円
、
学
債
約
三
十

二
億
円
は
、
い
ず
れ
も
目
標
を
上
廻
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
自
主
財
源
た
る
学
生
生
徒
納
付
金
、
資
産
売
却
収
入
な
ら
び
に
私
学
振
興
財
団
を

主
と
す
る
公
的
借
入
金
に
よ
っ
て
、
計
画
が
な
り
た
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

結
果
、
八
一
年
三
月
末
（
八
○
年
度
末
）
の
建
設
勘
定
で
の
借
入
金
元
利
残
高
見
込
は
約

八
三
億
円
（
学
債
残
高
を
含
む
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
負
債
を
着
実
に
償
還
し
つ
つ
、
当

面
す
る
諸
事
業
の
遂
行
な
ら
び
に
新
た
に
開
始
さ
る
べ
き
第
三
次
長
期
計
画
（
仮
称
）
に
そ

な
え
る
こ
と
が
、
現
時
点
で
の
本
学
の
重
要
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

以
上
、
衣
笠
一
拠
点
化
事
業
の
概
括
を
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
々
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

八
七
○
末
川
記
念
会
館
建
設
資
金
募
集
趣
意
書
会
館
概
略

〔
一
九
七
八
年
〕
☆

校
友
各
位
に
は
、
ご
健
勝
で
ご
活
蹴
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
轡
ま
た
、
日
ご
ろ
本
学
園
の
た

め
一
方
な
ら
な
い
ご
配
慮
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
学
園
発
展
の
戦
後
の
支
柱
で
あ
り
ま
し
た
末
川
博
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
、
早
く

も
二
年
半
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
校
友
各
位
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
先
生
に
つ
い
て
深

い
思
い
出
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
学
園
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
た
び

先
生
の
ご
功
績
を
記
念
す
る
た
め
「
末
川
記
念
会
館
」
の
建
設
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
会
館
は
、
先
生
が
残
さ
れ
た
各
方
面
に
わ
た
る
業
績
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
、
そ
の
桁
神
を

継
承
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
願
い
、
校
友
各
位
の
交
流
、
教
職
員
の
研
修
、
ま
た
各
種
の
学

会
の
開
催
等
の
場
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
園
は
、
各
位
の
ご
協
力
の
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
や
が
て
二
、
三
年
の
う
ち
に
衣
笠
学

舎
を
中
心
と
す
る
全
学
部
の
統
合
を
完
成
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
な
に
ぶ
ん
窮
屈
な
財
源

に
よ
っ
て
建
設
計
画
を
押
し
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う
し
て
も
教
育
関
係
諸
施
設
、

学
生
関
係
諸
施
設
を
優
先
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
未
来
へ
の
発
展
を
目
ざ
す
ゆ
と
り

を
も
ち
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
末
川
記
念
会
館
の
建
設
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
展
望
を
切
り
開

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
館
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
末
川
先
生
と
親
し
く
接
せ
ら
れ
、
あ
る
い
は
先
生
の
教
え

を
受
け
ら
れ
た
本
学
園
関
係
者
以
外
の
方
々
に
も
ご
助
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
が
、
な
ん

と
申
し
ま
し
て
も
主
要
に
は
校
友
各
位
に
多
大
の
ご
協
力
を
仰
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
に
と
ぞ
、
建
設
の
趣
意
を
ご
理
解
下
さ
っ
て
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
鞭
健
の
ほ
ど
を
お
願

い
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

ご
挨
拶

立
命
館
総
長
天
野
和
夫
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低
先
生
の
研
究
・
教
育
活
動
の
業
績
を
継
承
発
展
さ
せ
る
た
め
の
教
職
員
・
校
友
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
国
内
的
、
国
際
的
学
問
研
究
・
教
育
活
動
な
ど
の
た
め
の
研
究

会
室
・
会
議
室
。

⑧
校
友
の
皆
さ
ん
に
会
館
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
学
園
と
の
つ
な
が
り
を
密
接
に
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
一
定
の
宿
泊
施
設
等
も
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

、
先
生
の
学
問
的
・
社
会
的
諸
活
動
の
姿
、
諸
業
績
、
唾

Ｉる
記
念
ホ
ー
ル
お
よ
び
呈
蹟
・
書
簡
・
遺
品
等
の
保
管
室
。

末
川
記
念
会
館
の
基
本
的
施
設
設
備
と
し
ま
し
て
は

、
先
生
の
学
問
的
・
社
会
的
諸
活
動
の
姿
、
諸
業
績
、
遺
品
等
を
常
設
的
に
公
開
展
示
す

本
学
名
誉
総
長
末
脳
博
先
生
か
逝
去
さ
れ
て
か
ら
早
く
も
二
年
の
月
日
を
数
え
ま
し
た
一
」

末
川
先
生
は
学
問
の
研
究
・
教
育
活
動
を
は
じ
め
平
和
と
民
主
主
義
と
人
権
を
守
る
た
め
の

諸
活
動
に
お
い
て
も
極
め
て
広
く
、
か
つ
深
い
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

と
く
に
戦
後
の
先
生
の
諸
活
動
の
中
心
は
立
命
館
学
園
で
あ
り
、
先
生
は
本
学
園
の
研
究

・
教
育
に
画
期
的
な
発
展
を
も
た
ら
す
支
柱
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
今
日
の
立
命
館
学
園
は
校

友
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
教
職
員
・
学
生
が
先
生
と
と
も
に
、
ま
た
、
先
生
の
教
え
に
導
か

れ
一
致
し
て
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
姿
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

先
生
の
研
究
・
教
育
活
動
は
今
日
も
わ
が
国
の
研
究
・
教
育
分
野
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
先
生
の
諸
活
動
は
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
国
際
的
広
が
り
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

末
川
博
先
生
の
逝
去
に
際
し
、
学
内
は
も
と
よ
り
、
全
国
に
ご
活
躍
中
の
卒
業
生
諸
兄
姉

を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
先
生
の
業
紙
を
永
く
記
念
し
、
同
時
に
先
生
の
梢
神
を
継
承
し

発
展
さ
せ
る
方
策
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

学
園
と
し
ま
し
て
は
、
末
川
博
先
生
の
研
究
・
教
育
活
動
の
業
績
を
永
く
継
承
し
、
発
展

さ
せ
る
こ
と
は
、
総
合
学
園
と
し
て
の
わ
が
学
園
の
研
究
・
教
育
を
充
実
し
、
か
つ
わ
が
国

の
学
界
お
よ
び
社
会
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
で
も
あ
る
と
考
え
、
末
川
記
念
会
館
を
建
設
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

末
脹
記
念
会
館
建
設
資
金
募
集
趣
意
書

な
お
末
川
記
念
会
館
は
、
研
究
・
教
育
活
動
の
た
め
に
広
く
学
界
に
開
放
し
内
外
の

研
究
者
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
と
す
る
と
と
も
に
、
土
唯
満
座
お
よ
び
末
川
博
先
生
を

し
の
ぶ
記
念
満
演
会
等
の
開
雌
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
会
館
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
立
命
館
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
学
外
の
学
界
関
係
者

等
を
含
め
た
評
議
機
関
を
設
け
て
運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

末
川
記
念
会
館
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
九
八
二
年
衣
笠
一
拠
点
計
画
完
了
後
、
速
や

か
に
本
学
衣
笠
学
舎
に
近
接
す
る
と
こ
ろ
に
着
工
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

末
川
記
念
会
館
の
規
模
は
、
地
下
一
階
、
地
上
四
階
、
建
設
面
積
約
三
、
三
○
○
㎡
、
約

六
値
円
を
目
標
と
し
、
そ
の
建
設
資
金
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
建
設
尚
の
ｌ
／
２
（
約
三
億

円
）
は
学
園
財
政
で
も
っ
て
充
当
す
る
計
画
で
あ
り
、
三
億
円
に
つ
い
て
は
寄
付
金
を
仰
ぐ

計
画
を
立
て
ま
し
た
。

全
国
各
地
に
ご
活
踊
の
皆
さ
ま
、
末
川
記
念
会
館
建
設
に
ご
賛
同
く
だ
さ
る
方
々
の
ご
協

力
を
得
ま
し
て
ぜ
ひ
と
も
こ
の
事
業
の
完
遂
を
期
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
募
金
に
つ
い
て
は
校
友
・
教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
各
界
の
諸
氏
に
お
い
て
も

騨
金
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

末
川
博
先
生
の
研
究
・
教
育
活
動
の
業
績
を
永
く
継
承
し
、
発
展
さ
せ
、
各
界
お
よ
び
社

会
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
趣
旨
に
ご
賛
同
願
い
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
た
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

会
館
の
主
要
な
施
設

・
地
下
一
階
、
地
上
四
階

・
建
設
面
穣
約
三
、
三
○
○
㎡
（
全
館
冷
暖
房
）

（
註
）
建
設
委
員
会
が
施
設
設
備
に
つ
い
て
催
具
体
的
に
検
討
い
た
…
）
ま
す
の
で
一
そ
の

結
果
に
よ
っ
て
は
、
建
設
面
積
に
つ
い
て
も
若
干
の
修
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

え
ま
す
。

●
■
■
■
曲
■
●
■
●
■
■
凸
■
ａ
■
●
Ｐ
●
ｂ
■
■
■
●
■
■
●
■
■
●
ａ
●
■
◆
■
■
■
■
■
■
０
■
■
■
①
●
●
●
竿
。
Ｇ
Ｂ
■
■
ｂ
■
？
■
●
●
■
■
■
■
■
■
●
●
巳
や
。
■
■
■
由
。
勺
●
■
■
■
心
■
缶
争
④
■
■
●
■
■
●
■
■

末
脈
記
念
会
館
（
概
略
）
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１
】
募
金
名
称

２
．
募
金
目
標
額

３
．
募
金
の
種
類

１
記
念
館
的
な
施
設

㈹
メ
モ
リ
ア
ル
・
ホ
ー
ル

末
川
先
生
の
学
問
的
、
社
会
的
諸
活
動
の
パ
ネ
ル
、
諸
業
績
、
遺
品
等
の
常
設
的

な
公
開
展
示
室

尚
、
①
現
末
川
会
館
準
備
室
第
一
展
示
室
（
先
生
の
応
接
室
）
の
復
元
は
不
完

全
な
の
で
記
念
会
館
で
は
完
全
復
元
を
し
ま
す
。

②
先
生
の
満
演
等
の
録
音
テ
ー
プ
を
蒐
集
し
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

口
保
管
庫
（
室
）

末
川
先
生
の
過
品
、
菩
賊
、
諜
簡
等
の
整
理
保
符
室

２
．
研
究
・
会
合
の
た
め
の
施
設

㈹
主
と
し
て
各
種
の
会
合
に
使
用
す
る
た
め
の
会
議
室

㈲
学
内
、
学
外
の
共
同
的
、
総
合
的
研
究
を
促
進
す
る
た
め
の
研
究
会
室

例
国
際
的
お
よ
び
全
国
的
な
学
会
等
を
開
催
す
る
た
め
の
大
会
議
室

３
．
そ
の
他
の
関
連
す
る
施
設
と
設
備

㈹
食
堂
と
そ
の
付
属
施
設

㈲
循
油
の
た
め
の
施
設

例
談
話
の
た
め
の
ロ
ビ
ー

目
航
長
室
と
事
務
室

㈱
食
堂
・
術
泊
施
没
の
た
め
の
腎
理
室
と
物
Ｍ
倉
庫

㈲
エ
レ
ベ
ー
タ
－

Ｎ
そ
の
他

寄
付
金
募
集
要
項

末
鵬
記
念
会
館
建
設
資
金
寄
付
金

金
三
億
円

⑪
法
人
（
会
社
・
銀
汀
な
ど
）
に
お
願
い
す
る
も
の
。

別
個
人
（
卒
業
生
、
教
職
員
、
有
志
個
人
）
に
お
順
一

に
お
願
い
す
る
も

の
一
口
金
一
万
円
以
上
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
尚
、
未
満

又
は
以
上
の
端
数
で
も
結
椛
で
す
）

４
．
申
込
・
払
込
方
法
同
封
の
払
込
票
（
申
込
誉
兼
用
）
に
よ
り
下
記
に
お
申
込
み
ト
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
尚
、
分
割
等
の
場
合
は
払
込
票
通
信
欄
に
総
額
、
納
入
予
定
等

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
）

〒
六
○
三
京
都
市
北
区
等
侍
院
北
川

電
話
（
○
七
五
）
四
六
三
’
二
三
一
（
代
表
一

学
校
法
人
立
命
館
長
期
計
画
事
業
事
務
局
内

末
川
記
念
会
館
建
設
実
行
委
員
会

◆
払
込
は
下
記
の
い
ず
れ
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

帥
直
接
払
込
（
会
計
課
窓
Ｕ

※
㈲
銀
行
振
込
（
京
都
・
住
友
・
第
一
勧
業
・
大
和
・
三
井
銀
行
の
本
支

店
）

※
㈲
郵
岨
振
込
（
京
都
三
二
八
一
六
番
）

※
（
本
学
指
定
川
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
れ
ば
払
込
謝
用
は
不
要
で
す
。
）

５
．
備
考
寄
付
者
の
ご
芳
名
に
つ
き
ま
し
て
は
会
館
内
に
残
す
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

◆
三
万
円
以
止
ご
群
付
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
先
生
の
追
悼
文
雄

「
追
想
末
川
博
」
（
仮
題
）
五
四
年
一
○
月
有
斐
閣
刊
行
予
定
、

一
○
〃
川
以
ｔ
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
〃
に
は
「
追
悼
文
雌
」
及

び
先
生
の
「
色
紙
」
（
複
製
）
を
記
念
品
と
し
て
お
贈
り
し
ま
す
。
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本学における募金活動のとりくみ

区夕

事業計I

資金計画と実イ

完成時の総事業1

1984.5.28

84年度弊金・募伎常任委員会

末川記念会館建設事；

1978(昭'53)～1983{昭58:

用地買収

会館建設(予定3,300㎡)6fP

寄付金3億円→3.16憶円

用地

建物(2,465m*)5.61億円



八
七
一
請
願
書
〔
私
立
大
学
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
下
附
に
つ
い
て

（
大
正
一
四
年
）
〕
、
私
立
大
学
協
議
会

請
願
書
（
富
）

下
名
等
九
私
立
大
畢
代
表
者
ハ
左
記
補
助
金
下
附
ノ
件
二
開
シ
蒐
二
謹
ン
デ
貴
族
院
議
長
公

爵
徳
川
家
達
閣
下
（
衆
議
院
議
長
粕
谷
義
三
閣
下
）
二
請
願
書
ヲ
奉
呈
仕
候

請
願
ノ
要
旨

一
、
下
記
九
私
立
大
事
二
封
シ
他
ノ
セ
私
立
大
串
同
様
国
庫
ヨ
リ
補
助
金
ヲ
下
附
セ
ラ
レ

タ
ル
イ
コ
ー
ト

下
名
等
ハ
大
正
十
一
年
以
来
本
件
二
閲
シ
或
ハ
文
部
大
臣
閣
下
二
或
ハ
大
蔵
大
臣
閣
下
二
又

或
ハ
総
理
大
臣
閣
下
二
種
々
陳
情
ノ
結
果
既
二
署
々
御
諒
解
ヲ
得
居
候
得
共
未
タ
其
責
現
ヲ

兇
ル
ー
至
ラ
ズ
Ⅲ
テ
弦
二
重
ネ
テ
針
院
二
懇
請
シ
他
ノ
私
立
大
挙
同
様
平
等
ノ
御
取
扱
二
均

箔
セ
ン
ト
ス
ル
次
第
二
御
座
候
仰
キ
願
ク
ハ
深
厚
ナ
ル
御
同
情
卜
公
正
ナ
ル
御
量
察
ノ
下
二

願
意
御
採
揮
被
成
下
度
別
紙
理
由
書
相
添
此
段
奉
願
候
也

大
正
十
四
年
二
月
Ⅱ

東
洋
協
曾
大
畢
亭
長
子
爵
後
藤
新
平

同
志
社
大
単
線
長
海
老
名
弾
正

立
教
大
祭
串
長
事
務
取
扱
杉
浦
貞
二
郎

立
命
館
大
畢
串
長
富
井
政
章

立
正
大
肇
亭
長
風
間
随
翠

龍
谷
大
畢
畢
長
前
田
慧
雲

大
谷
大
事
畢
長
佐
々
木
月
樵

開
西
大
畢
畢
長
山
岡
順
太
郎

叫
修
大
串
畢
長
男
爵
阪
谷
芳
郎

〔
四
〕
補
助
金
関
係

請
願
ノ
理
由

大
正
七
年
大
畢
令
ノ
溌
布
セ
ラ
ル
ル
ャ
既
設
ノ
私
立
大
挙
ハ
前
後
州
睡
デ
所
謂
昇
格
ノ
認
可

ヲ
申
請
シ
今
ャ
大
畢
令
二
依
ル
大
事
ト
シ
テ
法
律
、
経
済
又
ハ
文
筆
等
ヲ
教
授
ス
ル
モ
ノ
十

有
六
校
ヲ
算
ス
ル
ニ
至
し
り
然
ル
ー
最
初
昇
格
ノ
認
可
ヲ
得
ダ
ル
慶
膳
、
早
稲
田
、
明
治
、

中
央
、
法
政
、
日
本
及
圃
畢
院
ノ
七
大
単
ハ
昇
格
卜
共
一
二
校
毎
年
二
甑
五
千
間
宛
十
ヶ
年

間
総
計
二
十
五
寓
目
ノ
補
助
金
受
領
ノ
特
典
二
浴
シ
ッ
ッ
ァ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
下
記
九
大
単
ハ
未

ダ
其
特
典
ヲ
受
ク
ル
ー
至
ラ
ズ
是
レ
下
名
等
ノ
最
モ
過
憾
ト
ス
ル
所
ニ
シ
テ
前
記
七
大
事
卜

均
シ
ク
其
悪
浬
二
浴
セ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
ス
ル
所
以
ナ
リ
今
其
理
由
ノ
主
ナ
ル
モ
ノ
敷
黙
ヲ
悪

ゲ
ン
ニ

ー
、
大
単
令
二
依
ル
私
立
大
堅
ハ
一
撃
部
二
付
五
十
葛
凹
ノ
基
本
財
産
ヲ
現
金
又
ハ
団
価
諸

券
一
一
テ
政
府
二
供
託
ス
ル
ヲ
要
シ
且
シ
一
撃
部
ヲ
噌
ス
毎
二
十
醐
凹
ヲ
噌
納
ス
ベ
キ
モ
ノ

ト
セ
リ
然
ル
ー
此
供
託
金
ノ
規
定
ハ
現
二
補
助
金
下
附
ノ
特
典
二
浴
シ
ッ
ッ
ア
ル
モ
ノ
卜

然
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ノ
間
二
何
等
ノ
掛
酌
ヲ
篇
サ
ズ
従
テ
柿
助
金
下
附
ノ
特
典
ナ
キ
各
大
事

ハ
其
経
誉
上
大
ナ
ル
不
便
ヲ
感
ジ
ッ
ッ
ァ
ル
ハ
明
白
ノ
事
責
ナ
リ

ニ
、
政
府
ガ
私
立
大
事
二
封
シ
一
方
二
於
テ
基
本
財
産
ノ
供
託
ヲ
命
シ
他
方
二
於
テ
補
助
金

ヲ
下
附
七
ラ
レ
ッ
ッ
ァ
ル
ハ
政
府
卜
私
立
大
串
卜
雨
々
州
侍
テ
其
大
事
ノ
基
礎
ヲ
誰
固
ナ

ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ノ
趣
意
二
出
テ
タ
ル
ャ
疑
ヲ
容
レ
ス
然
ル
ー
財
産
供
託
ノ
義
務
ノ
ミ
ア

リ
テ
補
助
金
下
附
ノ
特
典
二
浴
セ
ズ
延
ヒ
テ
設
備
ノ
完
整
二
差
異
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
ハ
団
家

文
教
上
決
シ
テ
公
平
ナ
ル
措
置
卜
謂
フ
ベ
カ
ラ
ズ

三
、
大
畢
令
二
依
ル
大
畢
ハ
慨
シ
テ
法
律
、
経
済
又
ハ
文
畢
等
ヲ
教
授
ス
ル
ヲ
以
テ
其
目
的

ト
シ
図
家
文
教
二
貢
献
ス
ル
上
二
於
テ
何
等
径
庭
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
黙
ル
ー
ニ
ハ
多
額
ノ
補

助
金
ヲ
受
ヶ
他
ハ
之
ヲ
受
ケ
ザ
ル
ガ
如
キ
ハ
少
ク
モ
私
畢
一
杏
ノ
溌
達
ヲ
阻
害
ス
ル
モ
ノ

貴
族
院
議
長
公
爵
徳
川
家
達
閣
下

衆
議
院
議
長
粕
谷
義
三
開
下

（
各
通
）
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〔
１
〕
私
立
大
事
協
議
曹

奮
蝋
二
十
五
日
、
東
京
日
本
橋
匡
地
島
町
の
倍
梁
園
に
尊
修
大
畢
幹
事
鶴
岡
伊
作
氏
、
東

洋
協
曾
大
事
主
事
小
林
郁
氏
、
朋
西
大
畢
専
務
理
事
宮
島
綱
男
氏
及
び
我
立
命
館
協
議
員
藤

田
知
治
の
四
氏
曾
合
。
補
助
金
問
題
に
開
し
協
議
を
重
ね
翌
二
十
六
日
に
は
、
同
伴
し
て
文

部
省
及
大
蔵
省
に
至
り
大
臣
と
面
接
し
協
砿
倉
の
結
果
を
陳
情
す
る
所
あ
り
た
り
。

右
の
四
大
事
は
同
時
昇
格
の
同
一
系
統
の
大
肇
に
脇
し
今
後
共
通
な
る
利
害
問
題
頻
々
と

し
て
起
る
べ
く
、
之
に
封
し
て
は
成
る
べ
く
常
に
一
致
協
力
し
て
進
む
こ
と
便
利
な
る
が
故

に
、
這
次
の
曾
合
を
第
一
回
と
し
、
今
後
も
引
績
き
相
互
連
絡
を
保
ち
、
毎
年
春
秋
二
回
に

懇
談
協
議
曾
を
淵
雌
す
る
こ
と
、
な
れ
り
、
仏
て
之
が
常
任
の
幹
事
と
し
て
は
卑
修
大
撃
の

鶴
岡
氏
を
推
薦
、
次
回
の
常
番
校
と
し
て
我
が
立
命
館
大
畢
其
選
に
常
り
本
年
三
四
月
の
交

京
都
に
於
て
開
催
の
こ
と
に
決
定
す
。

卜
謂
ハ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

川
、
私
立
大
畢
二
於
ケ
ル
施
設
ハ
各
大
畢
ニ
ョ
リ
多
少
ノ
差
異
ア
リ
卜
雛
モ
其
内
容
充
雷
ノ

促
進
上
資
金
ヲ
要
ス
ル
極
メ
テ
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ハ
最
初
二
昇
格
ノ
認
可
ヲ
得
ダ
ル
七
大

畢
卜
其
後
一
一
昇
格
セ
ル
九
大
単
ト
ノ
問
奄
モ
圃
別
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
寧
口
後
者
二
其
大
ナ

ル
ヲ
見
ル
然
ル
ー
ニ
方
ニ
ハ
補
助
金
ヲ
下
附
シ
他
方
ニ
ハ
之
ヲ
下
附
セ
ザ
ル
如
キ
ハ
是
亦

一
安
歯
ノ
措
置
卜
謂
フ
ベ
カ
ラ
ズ

五
、
均
シ
ク
大
畢
令
二
依
ル
大
畢
ニ
シ
テ
或
モ
ノ
ハ
国
家
ノ
殊
遇
ヲ
業
リ
或
モ
ノ
ハ
之
二
均

落
セ
ザ
ル
ハ
後
者
ノ
大
挙
二
在
総
セ
ル
多
数
ノ
畢
生
ヲ
シ
テ
伽
見
二
隅
ラ
シ
ム
ル
ノ
虞
ナ

キ
ヲ
保
セ
ス
是
レ
直
接
大
畢
常
局
者
ノ
雌
モ
憂
慮
ス
ル
所
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
延
ヒ
テ
ハ
一

般
圃
民
思
想
ノ
健
全
ナ
ル
溌
達
ヲ
害
ス
ル
モ
ノ
ト
謂
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

下
名
等
ガ
補
助
金
下
附
ノ
特
典
二
浴
セ
ン
ゴ
ト
ヲ
希
望
ス
ル
所
以
大
要
以
上
述
フ
ル
所
ノ
川

シ
下
名
等
ハ
以
上
ノ
理
由
ニ
依
り
既
二
補
助
金
下
附
ノ
特
典
ヲ
有
ス
ル
他
ノ
私
立
大
畢
卜
同

様
平
等
ノ
取
扱
ヲ
得
テ
ー
Ｈ
モ
早
ク
其
内
容
ヲ
整
掛
シ
以
テ
圃
家
文
教
一
二
只
献
セ
ン
ト
ス
ル

ノ
外
更
二
他
意
ナ
キ
ゴ
ト
ヲ
弦
二
鯉
テ
附
言
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

〔
私
立
大
学
協
議
会
の
設
立
と
補
助
金
問
題
経
過
〕

〔
２
〕
私
立
大
畢
協
議
言

八
月
二
十
九
日
午
後
五
時
東
京
上
野
精
養
軒
に
於
て
私
立
大
畢
協
縦
曾
を
開
催
し
た
常
日
出

席
し
た
大
肇
は
東
洋
協
曾
、
同
志
社
、
立
命
、
立
教
、
立
正
、
龍
谷
、
大
谷
、
閥
西
及
専
修

の
九
校
で
あ
っ
た
。
今
川
の
協
議
の
眼
目
は
補
助
金
下
附
の
請
願
方
法
で
あ
っ
て
娘
に
大
畢

令
に
依
り
認
可
を
得
た
私
立
大
畢
中
五
六
の
大
畢
は
既
に
補
助
金
下
附
の
特
典
を
得
毎
年
一

定
の
補
助
金
を
受
け
つ
、
あ
る
に
不
拘
同
一
私
立
大
事
で
あ
っ
て
現
に
政
府
の
補
助
金
を
受

く
る
も
の
と
否
ら
ざ
る
も
の
と
あ
る
は
第
一
政
治
の
要
諦
と
す
る
公
正
の
原
則
に
反
す
る
の

み
な
ら
ず
一
般
私
立
大
畢
の
現
状
は
其
設
備
の
充
責
上
資
金
を
要
す
る
こ
と
盆
々
急
を
要
す

る
場
合
に
未
だ
補
助
金
下
附
の
特
典
を
得
な
い
我
々
私
立
大
畢
常
事
者
は
品
も
過
憾
と
す
る

所
で
あ
る
、
種
々
協
議
の
結
果
今
や
明
年
度
橡
算
の
編
成
中
を
機
と
し
此
際
連
名
し
て
補
助

金
下
附
服
の
外
に
左
の
陳
情
祥
を
文
部
大
臣
、
大
赦
大
臣
及
内
附
綱
理
大
臣
に
提
出
す
る
こ

と
に
き
め
た
翌
三
十
日
開
西
、
立
教
、
専
修
、
及
立
命
の
四
校
は
他
の
九
校
を
代
表
し
て
三

大
臣
を
訪
問
し
て
陳
述
許
を
提
出
し
た
、
尚
ほ
今
後
我
々
の
目
的
を
貫
徹
す
る
篇
め
に
引
縦

き
常
に
閣
梢
的
行
動
を
採
る
こ
と
を
約
し
て
解
散
し
た
本
大
畢
よ
り
は
東
京
校
友
癖
護
士
行

枝
博
蔵
及
幹
事
竹
上
孝
太
郎
の
二
氏
出
府
し
た
。

陳
情
書

均
し
く
大
畢
令
に
依
る
私
立
大
畢
中
既
に
政
府
よ
り
毎
年
一
定
の
補
助
金
を
受
領
致
居
候
も

の
倣
校
有
之
候
に
不
拘
下
記
私
立
大
畢
は
未
だ
其
特
典
に
浴
せ
ず
而
か
も
其
現
状
は
何
れ
も

内
容
充
責
の
促
進
上
資
金
を
要
す
る
極
め
て
急
な
る
も
の
有
之
候
に
付
て
は
婆
に
補
助
金
受

領
の
特
典
を
有
す
る
他
の
私
立
大
畢
と
同
様
の
御
取
扱
を
得
て
一
日
も
早
く
其
内
容
を
整
癖

し
大
挙
と
し
て
の
機
能
を
遺
憾
な
く
溌
揮
し
以
て
国
家
文
教
に
貢
献
仕
度
候
間
何
卒
深
厚
な

る
御
同
情
と
公
正
な
る
御
堂
察
と
に
依
り
大
正
十
四
年
度
よ
り
補
助
金
御
下
賜
被
成
下
候
様

格
別
の
御
芳
配
賜
度
蒐
に
連
署
の
上
謹
ん
で
及
請
願
候
也

大
正
十
三
年
八
月
三
十
日

〔
３
〕
補
助
金
問
題
細
過

昨
年
来
よ
り
誰
力
せ
る
補
助
金
下
附
間
迦
は
不
幸
に
し
て
運
動
其
の
効
を
奏
せ
ず
、
よ
っ
て

急
に
一
月
二
十
七
日
開
係
畢
校
幹
事
曾
を
開
催
し
、
（
本
大
事
よ
り
は
校
友
群
護
士
行
枝
博

蔵
氏
出
席
）
同
問
題
に
つ
き
常
初
の
目
的
を
貫
徹
す
る
馬
め
此
際
貴
衆
開
院
へ
請
願
番
を
提
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出
の
上
飽
迄
該
連
動
を
縦
縞
す
る
を
必
要
と
し
結
局
左
記
の
通
り
申
合
を
な
す
。

一
、
補
助
金
下
附
を
貴
衆
雨
院
へ
請
願
す
る
こ
と
。

二
、
請
願
害
罵
を
添
へ
て
雨
院
議
員
に
依
頼
状
を
送
附
す
る
こ
と
。

三
、
事
校
閲
係
の
雨
議
院
の
議
員
に
は
特
に
其
畢
校
よ
り
誰
力
を
依
頼
す
る
こ
と
。

四
、
請
願
＃
提
出
の
こ
と
を
文
部
大
臣
初
め
昨
年
運
動
し
た
る
各
方
面
へ
通
知
し
諒
解
を

求
む
る
こ
と
。

〔
『
立
命
館
学
誌
」
第
五
七
号
（
大
正
一
二
年
一
月
一
五
且
、
第
七
五
号

（
大
正
一
三
年
九
月
一
五
且
、
第
八
○
号
（
大
正
一
四
年
二
月
一
五
且
〕

八
七
一
一
〔
府
補
助
金
交
付
（
大
正
一
五
年
）
〕

私
立
畢
校
補
助
規
程
ニ
依
り
貴
校
二
封
シ
別
紙
ノ
通
補
助
金
交
付
相
成
候
処
右
ハ
有
資
格
専

任
教
員
俸
給
二
充
常
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
有
之
候
峰
御
承
知
相
成
度

追
テ
本
補
助
金
ハ
十
月
以
後
二
於
テ
交
付
可
柑
成
兇
込
二
付
申
添
候

江
単
一
血
一
八
銃

火
正
ト
パ
年
七
月
九
Ⅱ

私
立
畢
校
補
助
規
程
ニ
依
り
夫
正
十
五
年
度
二
於
テ
補
助
金
金
堂
千
拾
七
回
ヲ
交
付
ス

大
正
十
五
年
七
月
九
日

京
都
府
知
事
池
川
宏
回

京
都
府
達
第
二
三
四
銃

立
命
館
中
畢
校
設
立
者
殿

｜
京
都
府
一

立
命
館
中
畢

坐
、
小
宮

都

府
亭
務

部

Iざ
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八
七
一
一
一
〔
政
府
補
助
金
交
付
（
昭
和
六
～
一
五
年
）
〕

昭
和
十
三
年
度

収
入
金

支
出
金

文
部
大
臣
男
爵
荒
木
貞
夫
殿

大
畢
補
助
金
交
付
順

昭
和
六
年
九
月
二
十
三
日
集
専
一
縦

成
下
度
此
段
及
御
願
候
也

昭
和
十
三
年
八
月
三
十
一
日

〔
垂
剛
略
」

４
立
命
館
木
部

一
、
供
託
基
本
財
産
ノ
砿
立

本
大
畢
基
水
‐
財
産
ト
シ
テ
政
府
二
供
託
ス
ベ
キ
虹
拾
闘
側
ハ
既
二
完
納
セ
リ
、
而
シ

テ
政
府
ヨ
リ
補
助
セ
ラ
ル
ベ
キ
金
武
恰
近
闘
側
ノ
中
拾
醐
側
ハ
既
二
交
付
ヲ
受
ヶ
〔

昭
和
六
年
度
よ
り
昭
和
一
ｋ
年
度
ま
で
毎
年
一
万
円
宛
〕
残
額
拾
五
闘
側
ハ
昭
和
十

六
年
度
ヨ
リ
昭
和
二
十
一
年
マ
デ
六
年
間
毎
年
金
政
閥
五
千
Ⅲ
ヅ
ッ
交
付
セ
ラ
ル
ベ

キ
ナ
リ
、

「
１
〈
Ｋ
１
文
ロ
ゴ

戸
ｌ
ル
ー
Ⅲ
州
」政

府
補
助
金
使
途
二
開
ス
ル
件

財
閣
法
人
立
命
館
昭
和
十
五
年
度
事
業
報
告
〔
抜
粋
〕

金
堂
葛
固
也

金
堂
寓
目
也

京
都
市
上
京
匝
贋
小
路
通
寺
川
東
入
中
御
鯉
町
四
百
拾
番
地

立
命
館
大
事
創
立
者

披
二
依
ル
本
大
事
補
助
金
本
年
度
分
堂
闘
間
也
御
交
付
被

財
閥
法
人
立
命
館
理
事
中
川
小
十

郎

昭
和
拾
六
年
度
財
閣
法
人
立
命
館
収
支
決
算
評
〔
抜
挫

収

支
途
政
府
補
助
金
搾
之
ヲ
基
金
二
祇
立
ツ
ル
モ
ノ
ト
マ
〈

■
●
■
●
■
■
叩
■
由
■
■
■
■
●
凸
■
●
■
Ｐ
■
①
■
■
■
凸
■
●
■
■
■
■
●
。
■
■
■
●
■
■
ａ
■
■
甲
●
①
■
■
■
●
■
■
●
■
●
■
■
■
■
■
■
■
曲
●
●
■
■
■
●
●
叩
■
◆
■
叩
■
●
■
●
■
■
申
■
凸
□
■
■
●
●
ｂ
■
●
■
■

臨之

時部

部

の
乙

弓
Ｊ

１
上

四
二
七
壱
八
二
二
二
一
つ

芽
庁
ｕ
刺
叫
オ
’
十
を
奇
異
弔
醒
魚
庄

一
二
一
こ
く
く
く
く

第
仙
借
入
金

プ
北
一
三
寺
エ
亡
こ

半
八
堕
子
ｊ
々
桃
Ⅲ
七
四
七
ｃ
ｃ
・
ｃ
ｃ

仰
旧
’
八
頭
胴
証
ル
ム
垂
一
○
五
、
○
○

牡
付
則
加
里
子
陸
Ⅲ
二
二
、
五
○
○
、
○
○

雇
指
詐
恥
舜
支
法

一
三
八
九
四
毛
七
五

寄

附

』
六
二
二
天
四
二
三
一
五

字
俳
川
姶
旧
哩
哩
海
鼠
分
半
・
竺
・
一
五
○
八

百
堀
哩
古
可
昭
州
五
、
二
一
三
、
、

、

、
岡
Ｉ
ｄ
ｌ
‐
、
‐
ｆ
Ⅱ
１
１
１
Ｊ
、
１
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
，

禿
メ
弄
比
牌
且

皿
脚
尉
十
不
脈
叩
ハ
刀
一
ハ
三
ご
江
ｌ
ヲ
公
己
ム

ｆ
、
ｒ
、
タ
ミ
ｒ
ｑ
ｆ
、

府
補
助
全

’
一
ノ
ー
ニ
ノ
戸
穐
〆
Ｌ

ｎ
吋
．
鼻
苓
．
’
一
王
王
、
ド
ー
・
制
祁
・
‘
・
口
’
１
三
一
一
一
亡
・
０

－
市
Ｔ
二
宍
田
Ⅱ
女
同
笠
未
一
、
一
四
七
ｍ

〃
櫛
目

’
’
一
空
匹
匡
こ
ｃ
こ

▽
〈
刺
叫
小
自
「
ゴ
・
冊
’
，
：
＋
ハ
当
寸
八
二
五
Ｃ
Ｃ
Ｃ
庁
叫

剤
叩
字
、
川
咋
九
将
夫
励
全
皿
四
○
○
四

’
’
二
一
七
王
ハ
こ
こ

吠
缶
昇
竺



八
七
四
一
九
七
○
年
度
以
降
の
補
助
金
の
推
移
に
つ
い
て

1970（昭45）年度以降の袖助命の推移について

本学の推移
(単位千''1、比％）

300

900

〔財務課資料

-173-

府~~ミ
補助t

国lポ補I

私大経常質

研究設備

研究装置

高中理科設備

ゲの仙

地方公共団体補

高校奨学補助

高中運営簡

高縦振興

高中助成

結核予防

その他

学附研究振興資

88,

86.

86.2｛

I

前報

164,2

152,1

136,5

1R群

12.0

[,002

8,14!

[,24;

54［

1.133

前年I

175

5

0

707

8

2

238.：

218.6

201,28

16.91

46

19,8

前年」

|』

143

147

[10

153

164

171.

IM.

94，

[01.

49

'73

360,

330.

]12.5

30.36

前年．

1

1E1
1jl

155

101

65

I

'37

161

105.

ilil).

105

593.

541.1藍

523.762

1K畠

1.673

52.03

前年

164

164

167

89

100

1712
111．丘4

'85

173

107

100

233

876122

802.11

761,92

38,411

36（

1.411

74.11

1086

1500

1079

550

1896

前年比

1471

1482

11

24

M

142-4

321,4

127§

fll.li

100.1

136.（

1.053.11

964.13

962‘081

1.6（

88.9｛

前年比

120.2

雨～を

I助命収

国 服 ；

私大経常鴬

研究設備

研究装置

高中理科設備

その他

地方1洪団体輔

高校奨学補助

高中運営間

高陵振興

高中肋7

結核予防

その他

学術研究振興資

1.33

1,220,7

1.207.1

ワ10日
白｡｣JU

［8

112,489

i.24C

50［

2,98モ

5r

前f

105.』

133《

96.：

lOO

118.1

藍

1.649,［

1.501.〔

1.494,f

3,860

498

2.045

148‘f

1,1（

Mi:n

1,14

9（

3,11

前年1上

1ワq
上白』．

123

35．

117

93‐

1,922.＄

17Eり
lUlJﾑ

1,741

170,5

1.lf

163,2/

1,7

9［

3,3〔

』E

前年．

116

116.

117

233.

72

69

1

100.

114

117

99‘

ins.

2.146

1.959皇

1,945,821

[2,16(

530

917

187.］

1,410

791633

11405

950

3.777

前1

111号
」｣1－J

111

111

135

146

64

109

ll82

llOO

lO45

100

111鳥

2,303.62（

2,103.25（

2.099.661

641

960

00.I

i,:

[93.1

1,1

1,1

3，1

前年

107

107

16

120

104

107

》
７
２
６
４

－
０
７
０
０

１

１

2,281,186

2.074,652

2.064：

10,冊6

6C

206.534

11142

198,835

1,126

1,030

3771

630

前年比

99

98

98.：

502.：

99：

Ⅱ3

90

103

110

102

105

2,206,

1‘993,

1,938.11

1117（

42‘9（

1.1（

ｳ11尺07
白1入.JJJ

1,6;

0314

1,01

91

3181

5§

前年11

93.!

ll7〈

172F

102＃

142.'

102：

96.!

95.1

103（



八
七
五
私
立
大
学
経
常
費
補
助
金
推
移
表
〔
一
九
七
○
～
八
三
年
〕

私立大'1を経',細'iiill助命推膨尖

C/D(単純算出）

学生l人当たり交付額

学生数は、80（55）年度以降は5月1日現在。79（54）年度以前は6月1日現在（学務課漬料より）。

本学交付額は、私立大学経常曲補助金として交付されたものを計上している。

したがって、81156)年度からは併報処理設備i'i(レンタル）分および82157)fc度からは海外研修派遣についても経常'<Y
補助金の枠内にいれている（それら以前は別枠で交付されていた)。

〔財務課資料〕

-174-

ヘ．文部省概算要ﾌ}

(前年度比蜜

B政府7，＃

(前年度比受

Cイ鴬学交付'＃

(前年度比礎

D.7を′'三苫

(院生を含む

C/D(単純算it.

学生1人当たり交付獣

7

(45ミ

283瞳

3,311万「

1<1ワイ青
ユLJｰIDL当司

2.(〕00万「

8,629万I目

ワワ11，1，諺
白白ﾛ'八・笹＝

3，9021

７

(46

2821

5,318万P

(△0．3

1981

4‘〔)O〔)万111

(50.

ifl

3,655.2万11

(58.

21,991冬

6！209111

7

(47

/11目イ
ーエユJ1

8，5437］

(4？

3011

20(〕ｿ」.’

(51

2臆128万『：

(47-4

22,330名

9.01311

7

(48

588値

4.0()()万I

(41.‘

433侭

8,200〃I

(44.］

3値

1255.6万円

（55.2）

22,314名

14,0071

7：；

(49

8021,’

揃正lO7i’

(54.

6401（

揃正70{‘’

(63．

5憶

2,376.2万'1

（67-5；

;!:ui55i

22,7171

7
1

(50：

1,205億

(328

1，()071

(41．8

ワ
ー

6,192.1万F

(45.4

23,207名

32,831瞬

句
Ｉ

（51

1,551(1

(28‐

1,211(117

(21

9億

6，2089万1

(26

23．26

41．3601

1
A,文部省概算要求

(前年度上（

B.政府予''.:

(前年度比

C本学交付肯！

(前年度比％

D ・鷺jを牛＃

(院生を含｛

77

(52:

osroi:

(19.5

1,6〔)5値

(24.4

12

12．2万I

｢ﾜ員4k台J､

23‘139名

52，168円

ワ
ー

（53

z.lloli

(13.

],975随

(23‐

14侭

9,461.3万I'l

イクq
lｰUﾛ

22,583鼻

66．183F

7

（54

2145(）

100万

iili

213551

(19

1ワイ
ュ『1．

4,122.4万11

(16‐

ワワワq7今
営営b臼U『手

8．303F［

8

(55

);,7ii5iG

(10.4

2.605価

(10.（

,,;,-

4,582.1万''1

（11.7＞

21．365名

911O75III

８

(56

2.1,1iii,,

/ワワ
lI.』

2,835m

(8.皇

〔）

3,966.7ﾉﾉI

(7.雪

21.047＃

99.7601’

82

(57？

2‘885臆

(Al.

2．8351

211(7

6,401.2万1'

（△17

20，696牝

99．729円

8モ

（58

2,807if

(△2.5

2,77(〕龍

(△2.貢

19iff

3,812.3万|リ！

(A6.1)

2().475我

94.658111



八
七
六
〔
戦
能
の
大
学
・
学
校
学
費
〈
猷
立
時
～
昭
和
一
九
年
度
こ

〔
五
〕
学
費
関
係

－175－

私
立
京
都
法
政
専
門
学
校

私
立
京
都
法
政
大
学

大篤
学I"
部苫’

火専
;;ri
郁郁

大
学
部

専
門
部

弾
川
部
尚
諺
研
究
科

大
学
予
科

Ｆ
二
，
１
Ｊ
」
才
ゴ
《
Ｌ
〃
戸
《
、
《
Ｌ
ク
ア
ー
、
９
Ｊ
〆

－
１
－
Ｚ
ｎ
八
街
必
一
ノ
全
一
『
一
一
ノ
、
’
一
「
班
一
一

Ｊ
ノ
嬰
一
司
立
口

研
究
科

大
学
予
科

明
治
三
七
年

「
ノ
Ｔ
上
一
一
一
多
正
一
Ｈ
心

１
ノ
鐸
３
唯
乎
一
口
Ｉ

授
業
料
月
一
円
二
○
銭
（
八
月
な
し
）

入
学
料
一
門

授
業
料
月
三
円
（
八
月
な
し
）

言
１

「
ｆ
ｌ
ｊ
二
二
一
コ
。
、
！
‐
１
，
用
１
１
Ｊ
Ｐ
少
Ｉ
卜
グ
ー

ｒ
Ｏ
Ｉ

０
ｌ
ｌ
白
、
一
ｒ
Ｌ
》
０
１
１
．
〃
『

。
‐
／
、
二
・
並
小
‐
｜
ｒ
ト
ー

授
業
料
月
二
円
五
○
銭
（
八
月
な
し
）

同
月
三
川
（
八
月
な
し
）

入
学
料
三
円

授
業
料
月
五
円
（
八
月
な
し
）

同
月
五
円
（
八
月
な
し
）

同
月
四
円
（
八
月
な
し
）

同
年
五
○
円

入
心
字
撚
炉
玉
江
ｌ
客
町
味
靭
平
な
し
｝

授
業
料
年
六
六
円

研
究
科
年
五
五
円

授
業
料
年
六
六
円

］
ｂ
、
〃
『
ロ
画
、
Ｐ
Ｆ
ご
‐
て
Ｊ
、

｜
ノ
、
尾
一
、
宅
弓
Ｉ
下
１

年
度

’
一
三
リ
正

１
１
一
望
、
御
夙
ｌ
「
ノ
芦
一
寸
司
日
帝
口
Ｉ
鐸
一
寸
立
口

立
命
館
大
学

学
部

研
究
科

大
学
予
科

専
門
学
部

立
命
館
大
学

雪
Ｉ

窪
寸
立
口

研
究
科

火
兼
予
科

立
命
館
大
学

学
部

研
究
科

大
学
予
科

立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校

大
正
一
二
年
度

昭
和
三
年
度

昭
和
九
年
度

昭
和
一
三
年
度

昭
和
一
四
年
度

入
学
料
三
円

授
業
料
年
五
五
円

入
学
料
五
円
（
研
究
科
な
し
）

授
業
料
年
一
○
○
円

Ｐ
胴
片
ヰ
ー
（
し
《
し
ロ
ー

同
年
九
○
円

入
学
料

授
業
料
年
七
五
円

人
学
料
五
円
（
研
究
科
な
し
）

授
業
料
年
二
○
円

匠
町
一
ｃ
Ｅ
Ｐ

同
年
一
○
○
円

人
学
料
五
円
（
研
究
科
な
し
）

授
業
料
年
一
二
○
円

同
年
一
Ｃ
Ｃ
円

同
年
一
一
○
円

１
ノ
ー
｜
「
ル
ポ
Ｔ
．
』
に
Ｉ

授
業
料
年
一
二
○
円

実
習
実
験
費
年
六
○
円

「
ゆ
二
、
〆
『
Ｆ
二
Ｌ
、
宮

一
二
当
今
一
七



大
学

年

〔
注
．
こ
の
資
料
は
学
則
（
ま
た
は
規
則
）
よ
り
抜
粋
作
成
、
た
だ
し
、
明
治
三
三
年
は
「
日

出
新
川
」
（
明
梢
三
三
年
九
月
二
八
Ⅱ
）
広
告
に
よ
る
。
〕

年

－176－

聖
子
刺
馴

研
究
科

大
学
予
科

｜
」
Ⅱ
『
日
弄
Ⅲ
Ⅷ
｜
｜
訓
立
口

且
Ｌ
叩
二
分
両
Ⅱ
。
宏
灯
咽
叫
０
‐
宜
例
ｂ
三
心
』

ｉ
ず
服
，

大
学
予
科

同
専
門
学
部

叩
卯
判
例
一
弐
〃
バ
ヰ
磨
区

雁
和
一
六
年
度

昭
和
一
七
年
度

昭
和
一
七
年
度

｜
入
学
料
学
部
一
○
円
予
科
五
円

授
業
料
年
一
三
○
円

同
年
一
○
○
円

同
年
一
二
○
円

入
学
金
五
円

授
業
料
年
一
二
○
円

入
学
金
一
○
円
（
研
究
科
な
し
）

授
業
料
年
一
五
六
円

校
甜
年
一
○
円

根
本
基
金
年
一
○
円

謝
恩
筏
金
年
一
○
円

授
業
料
年
一
五
六
円

授
業
料
年
一
四
四
円

校
費
以
下
学
部
に
同
じ

入
学
金
一
○
円

授
業
料
年
一
四
四
円

校
出
年
一
○
円

根
本
基
金
年
一
○
円

謝
恩
義
金
年
一
○
円

実
験
実
習
費
工
、
理
（
物
、
化
）
年
六
○
円
一
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Ｆ
１
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Ｊ
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司
コ
ニ
ゴ
凶
酔
１
列
問
１
４
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『
”
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」
少
ｒ
、

－
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－
勿
に
八
世
ル
ー
Ｅ
「
日
、
｜
言
一
上
咋
‐

”
Ｈ
刈
丁
末
１
’
’
７
ノ
ハ
ロ
ー
庄
ら

入
学
金
一
Ｃ
円

授
業
料
法
、
経
、
文
年
一
七
○
円
一

理
、
工
年
二
七
○
円

実
験
実
習
費
理
、
工
年
一
二
○
円

理
（
数
）
年
六
○
円

一
根
本
基
金
、
謝
恩
義
金
別
に
賑
出
一

｜
Ｌ
〃
評
二
、
。
Ｐ
▲
二

一
Ｊ
、
．
、
醐
一
肥

屈
卜
動

．．
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八
七
七
〔
立
命
館
大
学
学
費
一
覧
二
九
四
五
～
八
四
年
度
こ

学費（初年度納付額手
(単位：円）

文･理

30

30

－1ワ ワ－
1Jイ

二
劇

F1刑
全一、

￥叩
と12

V痕
内訳、、

人学釜

授 業 維

維持拡充型1

謝恩{淀)離籍

入学金

授 推 鵬

維持拡充典

実験実洲1劇

謝‘魁峨ﾘI蝉令

入学釜

授 業 稚

維持拡充鴬

謝恩儀離金

入学金

授 業 料

維持拡充省

実験実習胴

謝恩(礎)韮金

1945

(昭20〉

2()0

根本基金
併せ3〔

1亨二

’00

根本基金
併せ3［

1946

(昭21:！

10月75C

根 本 恭 金
併せ42

501

10月75〔

根 本 雌 金
併せ42

194

(昭2

17｜
升､ｰ

7月2，0(）

l20C

7月2.OOC

1948

iil.'Ki

１
３

l()月6，

根本難f
併せ6(〕

1，0'

3-6’

10月6，0C

根本難く
併せ6C

1949～50

ilii::i～2E

3，()〔

9-5〔

根本基盆
1発l上401

12.90C

3，()OC

9，50C

2，00(〕

4()C

1490C

3，0（

9．2〔

限本基f；
廃止4〔

12．6〔

3,0〔

9,2〔

2,0［

4C

4.6C

］951

(昭26F

3，00C

950C

新設､入学時
のみ3()00

40

15.90’

3,000

9，500

新設､人．､j列I寺

のみ3，000

2，000

400

17－900

3､()OC

9－20C

新設､入学【I：

のみ3.00(

40(〕

15．6()’

3，()()0

iOiilll,

入牽時

31000

2，000

400

7．600

新設、

のみ

191

(昭27：

5，0()（

i5,l)()(

入和Iキ
4．0()（

4()（

24．4()（
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ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ

ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ
川
詮
Ｊ
４

Ｆ
ｏ
戸
、
上
寸
４
砦
ｎ
ｏ
句
Ｉ

入学

5，000

14，500

入学時

1.1,(1,

40C

23900

5．01

14，50〔

入学時

4,00[

3.OOC

nr，r可

乙0．ﾐメ

1953

(昭28

10,0

15,0

11,f

4,0

3，0

4

32.4

入営

10．00C

l5，00C

入学時

4.00C

3,00C

3，00［

3540［

8,00C

4,500

上

寸

4.00C

3,00C

400
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入学

8，00C

14．50C

入学時
4,1)1,(1

3.OOC

3100C

40C

32．9〔)C

］954～g

(昭29～2

12，00

18．0(）

時

4，0(）

4，00

40

38．40

入･皇

］2，01

18，01

入学時
4,01

4,0I

4．0（

4｛

424（

8，0(

15，0(

入学時

4，0(

4，0(

4（

31．4(

8，0(

］5，0(

入学時
4，0(

4，0（

40（
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35．4
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｜
・
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言
Ｊ

署
、

叩
一
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、
／
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｜

Ｅ
Ｊ
Ｅ
Ｊ
戸
【
〕
戸
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〉

１

１

１

１

一
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Ｌ
一
日
．
Ｌ

２
９
５
２

３
２
２
２

１
１
１

１
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人′；を命

授業*;｜

維持拡充fIi

謝恩㈱恥希

Ｊ
１

毛
マ
“
１Ｆ

人学余

授業料

維持拡充'ii;

実験実;鼎料

謝恩儀)雄余

人 学命

授業料

維排拡充'n

鋤'‘'鯛雅余

人 学倫

授業1ぷ｜

維持拡充ii:

突験実押料

謝恩陵)恭企

1956～57

(昭i'-ll～32

15，0（

2().0（

人'7ii,M,01
4．0（

40（

43,坐

15，0（

20，0（

人ﾂ割I､4,0（
4．()0〔

4．0

10（

47‘4（

10，00’

17，001

人'､j剖昨4,00’
4．001

‘I

理R4i‐Ju■一一

10，OC

17．0（

人貸7ll.f4,0C
4．00

40C

4()(）

39．4(〕

1958～6C

(昭33～35

18,()（

23,00(〕

人21列'iI,01
1，0（

49,“

18，0（

23，0（

‘↑4,0（
4．0（

4，0（

4（

53．4（

人学

13.（

20，00

人農j引昨1.(llll
4，00’

41，4L

13.()（

2()、

人ﾂ部1,u,0C
4，()0｛

4．()0｛

40｛

45，4〔

1961～6き

ii,:,o～38？

25,(11)1

3(),0()(〕

5．00〔）

4()〔

60.40C

25，()（

33，0〔

9．0(：

4.0〔

400

71．4(）

18,01!

25，0C

3，5C

400

46．9{」

13,01,

27.()0

5，()0

.1.011

4()0

54．4(）

1964～7(〕

(||/{39～45

25．00’

47，0()’

17,1101

401

89，401

2510C

53,01

27.00

.4,00

40

114.41

18,111,

30,(111

5.()(）

40

b3．4

13,(11)

32，00

7‘50

.1,00

40

61．90

1971～73

i11/116～48

50，0（

63，0（

17．0〔

401

130．4

50，0(〕

83,’

27.’

3－00

40C

]68，40（

2()､()0

35,00

5，00

40（

60．4(）

20，00

37100

7，50

6，00

40

70，90

1974～75

'11/149～5(）

70．0（

100，()(）

17.()0

4

187，40〔

70.()〔

]35，001

27．001

15‘OOI

町
川
副

247,40（

3l).Ill:

50,()C

5.()C

40

85．4(〕

00C

()OC

50C

()OC

40C

40C

３
５
‐
９

1976～79

(|{/{51～54

100，00

170.00

27‘00

40

297．40’

loo,ooc:

236.ooc

37，00［

25．00C

‘I

398．4()｛

50,()(］

85,()(〕

8．0(】

40（

143．4C

5(),0C

90，0C

l2，00

13．00

400

165．4〔)（
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併
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冒
冒
二
Ｆ
“
亘
蔀
」
勺
冒
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Ｔ
Ｉ
凸
１
１
八
１
１
１
１
１
Ｌ

Ｔ
Ｉ
八
１
１
上
１
１
Ｊ
Ｔ
Ｉ
Ｌ

llf

llZ

llf

115;

122：

]33.I
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119号

148

16(）

113

113

145．9

1472

1131

1145

143

146．名

14：

138

］58

16』

167
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(単位：「11）

〔資料〕ﾋｻ報if-77(I!ｨ筋部）

〔注.この涜料は『立命館85年史''1許年炎』付属涜料*よりi"l録したものである。ただしIIMS年度以前については、編者が一部修
正した。〕
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､鼠、亜’
法フ
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PMﾕ

肯＃
》葎

文
（
心
理
・
地
理
）

84よ

柵1
少-19

工
（
数
学
除
く
）

、
去
可
Ｊ
一
糸
女
い
》
３
－

法
・
経
・
鴬
・
文

叩

工

人・i身〈

授鴬1

施設設備’1

号L
Iil

人 ^をf

授業＃

‘だ験突淵＊

施設股Ilii-i

人′ i

授巣ポ

実験突淵*

施設 設附’（

人準〈

授業1；

英験 爽 洲 ポ

施設投備1

人学／

授雄ポ

施設‘没備1

人′､7

授堆ネ

爽験 爽 稗 ＊

施設設備f

1980

,il,'l55)

100,00（

250.00（

40‘O()（

39()､00（

10().O()（

Ｊ
Ｊ

ｄ
凸 ().000

5．000

40，0()（

395.00〔

100.OIK

375,0()〔

40，0〔)（

6(),00（

575.0()（

50，00〔

125.OOC

20，()()（

195.()0（

50､〔)()（

1.10,001

20，()()（

25.()〔)（

235，00（

1981

.Il,'i5ii

100，0C

275,00

;,.i)i)

420．00

100，00

275.00

5，50

45，00

425．50

100．0(）

113,00

45，()0

OS,00

626.()0

50，()0

137,00

23，()0

21().()(）

50，()0

154，()0

23，0(）

28.()(）

255,()0

1982

(昭57

100,001

30()､000

50，000

45().()00

1(10,001

300,ooc

6，0()(〕

50，00(〕

456.0〔)(〕

100,(

45()､〔

50．00（

75．0（

675．0()（

50,OIK

l50，00C

25．00C

225.00C

5(),O()〔

68，00（

25．00（

31，00（

74．00（

1983

111,158,

100，00

324，()0

54，00

478.〔)0

10()､()0

324，00

6，5(）

54，()0

484‘50

l()0，()（

486，0（

54，()（

81，()（

721．0（

50，0（

162，0（

27，0（

239．0（

50，()0〔

181.001

27，0〔)（

33，00（

291．0()〔

1984

(11,759

130，000

337，000

88．000

555.0〔）

130,OOC

337,()0(）

7，()0(）

881()0〔〕

562.()0〔）

130,OOC

506，00〔

58，()0（

132，00〔

826．00〔

131),001

506，()0（

29，00C

l32，()0（

797100（

00,01,1

185,001

48，0()〔

293．0()〔

6(),00〔

214.ooc:

29.()0（

59．00（

362.()0〔
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17年比
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１
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七
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の
土
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取
得
状
況
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立
時
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昭
和
一
八
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、
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二
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設
に
関
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る
資
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財
圃
法
人
立
命
館
財
産
目
録
（
昭
和
十
八
年
三
月
三
十
一
Ⅱ
現
在
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抜
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｜
〕
土
地
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工
畢
科
敬
地

大
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敷
地
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＠
Ａ
Ⅱ
‐
・

叩
陥
知
些
】
〈
、
一
、
一
ョ
Ⅱ
／
向
う
二
ヶ
能
‐

而
叩
加
州
天
、
叫
一
ョ
川
／

″
一
天
、
三
、
三
重
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旺
い
、
Ⅵ
日
火
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狩
り
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ｌ
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肌
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火
七
九
〔
保
有
土
地
面
積

一
九
八
一
年
）
］

!H i'i( 録〔抜椛
〔
’
九
五
五
（
昭
三
○
）
年
〕

'1/排11．:｜･ｲドーJ1.41--.11現/I:

年
一一

ｰ

二
九
五
五
年
言
一
九
六
九
年
、

γ:校法人立命館財雌Mi*I抜粋＞

二
九
六
九
（
昭
四
四
）
年
ｌ
広
小
路
学
舎
敷
地
雌
大
時
〕

昭和44年3月31日現在

－185－

科I

土則

摘要

興康之晋’

広小脇承舎敷 1

等侍院学舎敷｝

北大路学舎敷地

神山学舎敵地

衣笠運1肋場敷地

校 宅寮 蝋地

貴船演習林.11

土 1 ｛ 合

貝 数

3,726坪63

7.971坪66

3.592坪25

6746坪00

14,367坪71

2，8]4坪36

70、575坪0（

109,793坪6

項 I

(資産の音’

土 ｣

一
叫
刀
一

広小路学舎敷1

衣笠ど
ハ
垂
に it11

北大路学舎蝋1

神山運動場蝋1（

柊野運動場敷此

貴船演習林敷蜘

校宅・寮敷1

その他倣1

へ
計ロ

数

21,494㎡63
(6,502坪13

102,502㎡70
(31,012坪57)

11,874㎡44
(3,592坪0（

21,068㎡27
(6,373坪00）

97，401㎡50

(29.464坪57）

231,670㎡31
(70,577坪00）

10,654㎡01
(3,223坪21〕

22，137㎡8(）

(6,696坪66］

518，80.3㎡6

(157,441坪1



〔その1〕 二
九
八
一
（
昭
五
六
）
年
Ｉ
衣
笠
一
拠
点
完
成
時
〕

〔その2弓

学校法人立命館財産目録〔抜粋］学園の現有土地

(1981年4月1日現在） 昭和56年3月31日

〔｢立命館第二次長期計画事業実施概要』J1 ／、、、
i玉置

・
１
戦
後
の
主
要
な
土
地
取
得
、

炎
」
に
収
録
Ｉ
参
照

２
．
土
地
総
而
枇
に
つ
い
て
は
、

Ⅲ
録
に
収
録
ｌ
参
照

売
却
に
つ
い
て
は
『
立
命
館
八
十
近
年
史
略
年

以
止
の
ほ
か
、
前
掲
寅
料
「
決
算
将
」
の
財
産、

、

-186 -

種：’

資産

1.固定資産

（1）有形固定資産

土地

摘要

衣笠学舎敷地117,267.26m'

北大路学舎敷地11.871.00m'

学生寮敷地6,750.46㎡

その他の敷地466,53620㎡

計6()2,424.92m

土 地

衣笠学舎約195, 000m'

校舎 蝋 1 1

中央グラン｜

西グラン｜

北グランI

氷室グラン｜

字多野谷校j1

校 斗

北大 路学舎約12,000㎡

その他約395,000㎡

柊野総合グラン｜

上賀茂グラン｜

学生制

艇庫（I

厚生施；

滴習卜



八
八
○
〔
戦
前
の
建
物
取
得
状
況
（
明
治
三
九
年
～
昭
和
一
八
年
）
〕

財
圏
法
人
立
命
館
財
産
目
録
（
昭
和
十
八
年
三
月
一
二
十
一
日
現
在
）
〔
抜
粋
〕

二
、
建
物

〔
二
〕
建
物
関
係

自
転
車
侭
場

工
学
科
”
校
舎

及
実
習
室

剣
道
場

1リド銃
類器
庫肺

教
練
課
室

奉瓦同
拝敷
所

昏
一
広
八
．
路
寺
町
一
一
束

入
中
御
霊
町
四
ご

同
、
中
御
溌
町
ｇ
二

同
、
中
御
溌
町
ｇ
二

同
、
中
御
難
町
四
三

同
、
北
ノ
辺
町
一
元
デ
ー

:､5－－． 同
、
北
ノ
辺
町
元
八
ノ
ー

木
造
瓦
葺
二

階
建
及
平
家

慾

″

木
造
亜
鉛
盤

平
家
建

木
造
瓦
葺

二
階
建

鉄
骨
造
硝
子

張
平
家
建

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造

同
右

木
造
瓦
葺

平
家
建

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造

二
階
建

木
造
瓦
葺

平
家
建

一
六
、
つ
②

九
コ
、
ｃ
ｃ

二
、
つ
。

一
〈
、
。
ロ

一
五
・
．
つ
つ

、
一
ユ
「
一

一
二
、
・
つ

二
一
：
一
つ
言
．
七

″

一
一
一
、
二
、
一
。

〃

三
、
二
、
一
つ

セ
。
．
”
ヘ
ー
ニ

〃

七
、
八
、
三
一

ケ

こ
く
、
一
二
、
こ
ろ

二
一
一
、
二
、
一
つ

三
、
五
つ
（
）
、
つ
（
）

二
塁
四
パ
〈
〈
琴
八
Ｃ

一
つ
Ｃ
、
つ
。

（
〈
五
、
五
（
）

三
一
一
一
毒
・
七
つ

一
、
四
一
九
、
一
（
九

一
二
〈
一
〈
ん
、
七
一
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一
一
パ
ー
二
域
正
一
‐
一
Ｆ
Ⅳ
肝

｜
‐
“
雁
Ⅱ
Ｆ
ｌ
な
全
角
『
￥
剤
“
一
房
二

地 地地諜事研校
下下下庫務究舎
道室道室室
及 擬

『

｜
鯉
践
舗

同
右

上
、
寺
町
通
広
小
路

上
ル
北
ノ
辺
町

一
元
ヘ
ノ
一

同
右

同上
、
浦
和
道
寺
町
東

人
中
御
難
町
四
三
、
空

ぺ
四
毛
、
四
己
‐
二
跨
ル

同中
御
鍍
町
四
ｓ

同
地

同
、
北
ノ
辺
町
売
八
ノ
ー

ダ
ル
辞
批
三
シ
ク

リ
ー
ト
ー
・
雫
階
建

同平
家
建

一
『
、四

階
建

同
造

一
一
口三

階
建

同地
下
室
付

一
二
階
建

同三
階
建

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造

一
二
八
・
（
）
（
）

一
〈
、
一
一
（
〈

’
一
一
ノ
亡

三
、
つ
Ｃ

二
三
四
、
二
一

三
つ
つ
、
二
元

一
天
、
ロ
。

二
四
、
九
つ

四
一
、
ｃ
ｃ

二
、
一
二
、
一
寸
四

″

三
、
二
、
一
ロ

ケ

二
、
一
二
、
三
つ

〃

七
、
八
、
八

〃

三
、
一
二
、
三
つ

〃

一
二
、
一
一
、
三
つ

大
一
三
、
一
二
、
一
・

昭

三
、
九
、
一
一

〃

三
、
一
二
、
一
一
一
・

三
つ
、
一
九
つ
、
。
・

一
、
五
三
一
、
つ
つ

九
一
〈
、
一
四
八
、
つ
。

一
三
四
、
言
云

一
三
つ
、
九
五
つ
、
。
つ

五
一
〈
、
八
つ
九
、
つ
七

三
己
、
。
五
八
、
◎
つ

四
、
堂
一
六
、
一
三

一
つ
、
四
四
つ
、
つ
つ

資
庶

極
別

や
山
Ｊ
〔
〆
守
角
唖
《
』

坪



日
本
刀
鍛
練

所 工
学
科
正
門

理
学
科
校
舎

実
験
室

互
斯
設
附

●
藩
回
塞
乗
洋
碓
一
（
一
舌
一

徽
堂

地
下
道
及
川

入
口
階
段

迩
川
設
備

二
中
校
舎

校
舎

聯
務
室

上
、
等
持
院
北
町
五
二
’

上
、
小
山
東
大
野
川

一
〈
一
〈上

、
上
賀
茂
本
山
町
一

木
造
瓦
葺

一
、
階
述

木
造
瓦
蕗

四
脚
門

木
造
瓦
薩

平
家
建

木
造
瓦
葺

二
階
建

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
三
階

建

全
右

同
二
階
建

木
造
瓦
葺

平
家
錐

木
造
瓦
葺

一
一
階
建

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト

木
造
瓦
聾

一
一
階
嘘

木
造
瓦
葺

二
階
建

二
一
画
こ
ぎ
三

一
・
ｍ
四
、
八
八

言
己
韮
、
ｏ
ロ

一
八
八
、
。
八

二
八
、
（
）
つ

一
七
〃
三
一
．
一
二

〃

一
八
、
、
三
、
、
一
二

〃

一
七
、
阜
三
、
三
一

〃〃－

一
四
つ
一
・
．
壬
・
八
三
．
一
丸

一
二
〈
、
五
三
へ
五
七

雲
一
二
．
一
元
五
二
．
七
九

四
一
、
つ
つ
つ
、
つ
つ

一
（
、
一
一
〈
一
一
、
一
〈
一
〈

木
造
瓦
葺
昭

基
本
財
産
門
前
受
付
上
、
上
賀
茂
本
山
町
一
交
、
芸
毛
、
三
、
三
一
、
豊
三
、
合

平
家
建

上
冨
寺
町
今
川
川
上

″

理
事
公
舎

ル
ー
Ｔ
目
鶴
山
川
二

〃,- 〃〃

食便
堂所

〃"

．
「
津
蝿
↑
・
塵
イ
…
劣
等
僻
院
李
准
町
一

一

口

・

日

ロ

Ｆ

Ａ

州

毎合
計

冒
二
〃

便
所

炊
邪
場

滞
術
舎
上
》
寺
川
今
出
川
上
木
造
瓦
聾
一
き
、
全

ル
ー
Ｔ
Ⅱ
鶴
山
町
三
附
建

便
所

渡
廊
下

職
員
住
宅

，両左同同

吉
〃

｜H

牛一トー子一
ノ 仁 1掴
『】

IF1

町

木
造
瓦
笠

一
七
、
二
つ
二
、
三
、
一
三
、
四
ヒ
バ
、
垂
二

二
階
建

・
琴
平
家
建
一
三
豊

〃

一
三
、
五
つ

〃

五
、
二
二

〃

四
七
、
七
つ

木
造
瓦
聾

八
蕊
、
つ
つ

平
家
建

二
階
迩
三
、
一
己

〃

、
七
垂

木
造
瓦
葺

二
、
つ
つ

平
家
建″

’
一
七
、
一
三
″
三
、
つ
八
つ
全
く
つ

〃"．

昭
一
八
、
三
、
一
三
九
、
咽
札
厘
、
ロ
。

六
、
一
つ
一
、
九
つ
一
、
一
〈
悉
く
、
ル
ー
一
一
一
、
』
（
七

六
・
七
五

二
一
、
二
垂

一
四
、
一
五

二
元
宅
．
三
・
．
一

〃

三
九
、
三
、
一

刀
、

一
八
、
三
、
一
二

月
三
九
、
三
、
一

昭
西
、
七
二
、
合

一
八
、
三
、
三

改

〃〃‘｡

一
つ
二
つ
八
三
二
八
七

一
、
三
六
五
、
↑
〕
つ

二
、
五
垂
二
、
．
一
〈
一

一
、
垂
一
己
、
八
八

」
二
、
四
三
八
、
四
五

蕊
一
二
』
．
八
八

七
、
二
二
〈
、
七
叩
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八
八
一
中
学
部
校
舎
の
完
成
〔
大
正
二
～
一
三
年
〕

中
早
第
二
期
工
事
に
職
績
い
て
中
亭
部
事
務
室
職
員
室
（
木
造
平
家
建
五
十
坪
）
並
に
道
場

（
同
平
屋
建
屋
根
石
綿
盤
葺
建
坪
五
十
坪
）
新
築
の
た
め
網
賢
用
一
葛
六
千
七
百
回
を
投
じ

大
正
十
三
年
一
月
着
手
、
同
年
四
月
竣
工
し
た
、
こ
れ
に
て
二
ヶ
年
計
蓋
で
工
を
起
し
た
る

中
畢
校
舎
も
全
部
完
成
し
た
わ
け
で
あ
る
。

大
正
十
一
年
六
Ⅱ
大
畢
設
立
の
件
認
可
せ
ら
る
、
に
先
ち
前
に
唯
入
し
た
止
京
凧
小
山
上
縄

Ⅱ
叫
皿
、
Ⅲ
Ⅲ
、
六
二
、
六
三
の
各
所
地
綱
坪
倣
二
千
面
七
卜
三
坪
の
蚊
地
に
封
し
木
造
瓦

葺
二
階
建
一
棟
（
典
建
坪
二
百
坪
、
延
坪
三
百
七
十
坪
、
此
室
数
十
二
室
）
建
設
の
第
一
期

工
事
に
着
手
し
同
年
八
月
三
十
一
日
竣
工
、
九
月
六
日
中
単
部
生
徒
三
年
以
下
各
級
を
弦
に

移
し
た
の
で
あ
っ
た
。

第
一
期
工
事
を

○
第
一
期
工
事

大
正
十
一
年
四
月
に
中
畢
部
校
舎
新
築
の
工
を
起
し
て
よ
り
満
二
ヶ
年
の
歳
月
を
費
し
て

漸
く
此
の
程
全
部
完
成
し
た
。
現
在
生
徒
敷
優
に
九
百
名
を
越
え
、
近
時
名
聾
噴
々
た
る
我

が
中
亭
部
の
校
舎
は
新
装
の
威
容
を
紫
野
平
野
の
一
角
に
縦
ま
、
に
し
て
ゐ
る
が
、
今
左
に

第
一
期
工
事
を
起
し
て
よ
り
竣
工
に
至
る
ま
で
の
経
過
の
大
要
を
述
べ
て
見
よ
う
。

小
山
上
縄
川
の
隣
接
地
た
る
小
山
大
野
六
四
計
六
五
番
地
の
六
百
坪
を
更
に
峨
入
し
（
其
償

誠
一
瓜
九
千
五
百
側
）
此
の
敷
地
に
木
造
瓦
葺
二
階
建
噸
築
教
室
一
棟
並
に
特
別
教
室
（
物

理
、
化
畢
）
一
棟
、
此
の
建
坪
各
々
九
十
坪
の
建
築
認
可
を
得
て
大
正
十
二
年
六
月
工
事
に

符
手
し
、
川
十
二
Ⅱ
工
伐
二
閃
九
千
七
百
側
を
投
じ
て
竣
工
し
た
、
乃
ち
中
畢
部
の
残
留
畢

級
川
此
畢
年
生
を
弦
に
移
し
以
て
巾
‐
畢
部
の
全
部
移
仰
を
蹴
現
し
た
。

○
第
二
期
工
事

○
第
三
期
工
事

中
畢
部
校
舎
の
完
成

〔
付
〕
大
畢
橡
科
教
室
修
縛

中
畢
部
の
移
卿
に
依
り
藩
校
舎
は
器
げ
て
大
挙
部
及
び
専
門
串
部
の
校
舎
に
充
常
す
る
事

に
な
っ
た
の
で
先
づ
大
畢
橡
科
の
敦
室
に
使
用
す
る
各
教
室
に
補
修
を
加
え
る
事
と
し
、
五

千
八
百
同
除
の
岱
用
を
投
じ
て
机
腰
掛
に
至
る
ま
で
全
部
新
調
し
た
。
尚
ほ
全
校
舎
の
外
面

に
ペ
ン
キ
を
塗
り
外
観
に
一
段
の
美
を
加
え
た
。

〔
一
立
命
館
学
誌
」
第
七
二
号
（
大
正
一
三
年
六
月
一
五
且
〕
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八
八
一
一
立
命
館
大
学
建
築
の
竣
工
〔
創
立
時
～
昭
和
三
年
〕

明
治
三
十
四
年
十
二
月
、
我
が
大
畢
が
、
三
本
木
清
輝
機
の
い
ぶ
せ
き
寺
小
屋
式
の
暇
校

舎
か
ら
、
庇
小
路
清
和
院
ｎ
の
現
在
の
敷
地
の
一
部
に
移
り
、
次
で
、
そ
の
敷
地
が
砿
張
せ

ら
れ
て
三
十
八
年
一
噸
木
造
校
舎
が
完
備
し
た
る
も
束
の
間
、
四
十
一
年
帥
走
、
一
朝
祝
融

氏
の
襲
ふ
一
町
と
な
っ
て
、
伽
か
に
文
庫
閲
覧
室
及
び
事
務
所
を
残
し
て
烏
有
に
蹄
し
て
了
っ

た
。
焼
失
し
た
校
舎
は
必
ず
し
も
、
肘
大
と
は
い
は
れ
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
官
鱒
の
古
建

物
の
排
下
を
受
く
る
等
八
方
苦
心
せ
ら
れ
た
維
菅
者
の
努
力
に
引
き
比
べ
て
、
何
と
い
ふ
惨

た
る
犠
牲
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
然
し
こ
の
惨
渦
は
決
し
て
中
川
先
生
の
志
を
挫
折
す
る
に

至
ら
な
か
っ
た
。
直
ち
に
復
興
の
計
誌
成
り
隣
接
の
寺
院
を
借
入
れ
て
、
翌
一
月
よ
り
授
業

を
継
績
す
る
と
共
に
、
同
三
月
か
ら
淋
堂
建
設
の
工
を
起
し
、
同
年
七
月
落
成
し
た
の
が
、

踊
近
ま
で
存
在
し
て
幾
度
か
英
俊
を
迎
へ
、
幾
度
か
秀
才
を
送
っ
た
か
の
懐
か
し
の
校
舎
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
、
年
毎
に
決
河
の
勢
を
以
て
よ
せ
て
来
る
畢
生
の
波
に
具
へ
ん
が
篤
に
敷

地
は
干
除
坪
に
拙
張
せ
ら
れ
た
。

然
る
に
、
新
大
畢
令
と
い
ふ
禦
明
の
光
が
、
私
畢
の
上
に
お
と
づ
れ
て
、
我
が
立
命
館
大

畢
の
蹴
起
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
時
正
に
大
正
七
年
も
暮
れ
な
ん
と
す
る
十
二
月
の
事
で
あ

っ
た
。
創
立
以
来
二
十
三
年
確
責
な
る
礎
石
の
上
に
、
他
責
な
る
歩
み
を
精
け
て
来
た
本
畢

か
、
新
大
畢
令
に
よ
っ
て
昇
格
し
た
の
は
常
然
の
蹄
結
で
あ
っ
て
、
そ
の
認
可
は
大
正
十
一

年
六
月
五
Ⅱ
に
下
っ
た
。

弦
に
於
て
、
我
が
大
畢
は
、
そ
の
陣
容
を
改
め
ん
が
篇
に
、
先
づ
中
畢
校
を
洛
北
室
町
頭

の
新
校
舎
に
移
し
、
十
二
年
四
月
よ
り
新
大
事
像
科
の
授
業
が
そ
の
苗
校
舎
で
始
ま
っ
た
。

そ
の
間
、
一
方
に
於
て
は
鋭
意
大
畢
と
し
て
の
内
容
の
充
寅
を
固
る
と
共
に
、
大
正
十
四
年

に
は
全
建
築
を
識
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
改
造
の
方
針
が
確
立
せ
ら
れ
、
著
々
そ
の
進
行
を
見

た
の
で
あ
る
。

立
命
館
大
畢
建
築
の
竣
工

今
や
市
電
河
原
町
蹟
小
路
で
降
り
客
は
、
西
に
雲
表
に
聾
ゆ
る
淡
黄
色
の
高
棲
が
御
苑
の

翠
嵐
に
相
映
ず
る
を
見
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
我
等
の
懐
し
の
肇
園
立
命
館
大
畢
で
あ
る
。
歩

を
新
装
の
正
門
に
運
ば
ん
か
、
正
面
高
く
西
園
寺
公
の
筆
に
な
る
立
命
館
の
三
字
が
掲
げ
ら

れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
是
こ
そ
、
前
掲
延
坪
一
千
坪
の
存
心
館
で
あ
る
。
然
し
、
そ
れ
に
入

か
く
て
、
先
づ
立
命
館
文
庫
の
内
容
の
充
責
に
伴
っ
て
、
延
坪
百
除
坪
三
階
建
の
書
庫
が

建
築
せ
ら
れ
、
（
三
葛
五
千
目
１
１
大
正
十
三
年
末
竣
工
）
次
で
、
苦
庫
に
隣
り
、
三
階
建

撤
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
延
坪
百
除
坪
の
増
築
が
行
は
れ
、
（
大
正
十
五
年
七
月
起
工
、
同
年
十

二
月
二
十
二
日
落
成
）
本
部
覗
務
室
、
専
任
教
授
研
究
室
、
畢
生
閲
覧
室
等
に
あ
て
ら
れ
て

ゐ
る
。
之
が
養
性
館
で
あ
る
。
（
三
閏
五
千
除
回
）

さ
て
教
室
方
面
に
於
て
は
、
昭
和
三
年
秋
の
御
大
典
迄
に
竣
工
す
る
様
、
鎌
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
改
築
の
方
針
に
従
ひ
、
先
づ
北
部
後
方
に
延
坪
四
百
四
十
坪
、
四
階
建
（
十
二
教
室
）

が
昭
和
二
年
末
約
十
寓
目
の
工
徽
を
以
て
竣
工
し
た
。
こ
れ
が
識
心
節
で
あ
る
。
而
し
て
引

納
き
そ
の
前
方
に
在
っ
た
二
階
建
暇
教
舎
（
蒋
中
単
教
室
）
を
取
段
ち
、
そ
の
跡
に
約
二
十

五
醐
側
を
投
じ
て
延
坪
一
千
坪
の
三
階
建
（
教
室
十
七
、
小
室
四
）
の
壮
大
な
る
存
心
館
が

今
秋
、
課
定
の
如
く
、
そ
の
工
を
竣
へ
ん
と
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

同
時
に
、
倣
地
の
砿
張
が
行
は
れ
、
巨
葛
の
資
を
投
じ
て
東
方
に
約
二
百
六
十
坪
の
貿
入

を
見
、
今
や
河
原
町
通
に
臨
ま
ん
と
し
て
ゐ
る
。
そ
の
描
張
倣
地
の
一
部
に
は
出
版
部
、
食

堂
等
が
新
に
開
設
せ
ら
れ
又
校
門
の
改
造
を
見
、
鉱
に
面
目
を
一
新
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
か
く
し
て
、
前
方
の
二
階
建
蒋
誰
堂
（
満
大
挙
部
教
室
）
は
、
二
十
里
報
に
亙
る
育
英

の
尊
き
使
命
を
果
し
て
、
吾
人
の
限
界
か
ら
取
り
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
あ
、
こ
の
蕗
淋
堂

の
功
紬
を
恩
ふ
に
つ
れ
、
我
々
は
こ
の
淋
堂
の
取
殴
た
る
、
を
兇
る
時
、
あ
だ
か
も
古
き
戦

役
に
偉
勲
を
立
て
た
る
畷
艦
を
弔
ふ
と
同
じ
無
皿
の
感
慨
に
幾
度
か
ふ
け
ら
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

斯
く
し
て
我
大
畢
の
盛
容
は
新
に
出
来
上
っ
た
。
こ
、
に
至
る
三
十
年
、
そ
の
間
血
と
涙

に
よ
る
努
力
を
？
、
け
て
我
が
大
畢
を
今
日
あ
ら
し
め
ら
れ
た
中
川
先
生
始
め
畢
校
開
係
者
、

畢
校
後
援
者
に
猟
腔
の
感
謝
を
捧
げ
ず
に
は
ど
う
し
て
ゐ
ら
れ
や
う
。
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再
び
、
地
ド
室
へ
降
ス
Ｆ
と
、
地
下
道
は
更
に
北
方
誰
心
館
へ
と
緒
い
て
ゐ
る
。
誰
心
館
は

卯
ら
大
竿
橡
科
の
簡
別
敬
室
に
充
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
方
に
は
道
場
、
銃
器
室

存
心
館
の
三
階
か
ら
試
み
に
撫
畿
へ
登
ら
ん
か
浴
‐
叩
洛
外
は
一
昨
の

叡
岳
か
ら
稲
荷
山
へ
三
‐
十
六
峰
州
連
り
、
鴨
の
川
水
に
机
映
し
、
西
は
、

く
拝
し
、
又
遠
く
に
は
愛
宕
の
秀
顛
時
ち
、
南
に
は
京
洛
の
街
々
っ
。
、
き

の
塔
、
川
崎
、
淀
城
南
の
郊
肝
が
、
煙
と
霞
み
、
雲
に
入
る
の
で
あ
る
。

る
に
先
立
ち
、
右
手
に
立
命
館
大
事
出
版
部
、
食
堂
、
左
方
に
養
性
館
が
あ
る
。
同
館
玄
開

の
屋
上
、
朝
夕
鳴
渡
る
鐘
は
、
か
の
忠
烈
勇
壮
な
り
し
旅
順
閉
塞
隊
の
殊
勲
を
物
語
る
閉
塞

船
佐
倉
丸
の
時
鐘
で
あ
っ
て
、
西
園
寺
公
か
ら
特
に
本
畢
に
剛
ら
れ
た
も
の
、
あ
だ
か
も
警

世
の
響
を
仰
ふ
る
が
如
く
で
あ
る
。
養
性
館
に
入
る
と
、
階
下
に
は
、
立
命
館
本
部
事
務
室
、

館
長
理
事
室
が
あ
り
、
二
階
に
は
立
命
館
文
脈
閲
覧
室
、
三
階
に
は
畢
長
室
、
研
究
室
が
あ

る
。
時
鐘
の
卜
か
ら
は
北
へ
地
下
道
（
人
徳
門
）
が
通
じ
、
地
下
室
を
経
て
第
一
の
階
段
を

右
へ
登
る
と
、
存
心
館
の
一
階
へ
出
る
事
が
出
来
る
。
教
員
室
、
畢
生
控
室
等
の
気
持
の
い

、
休
息
室
や
、
七
十
坪
、
六
十
坪
等
大
小
と
り
人
、
の
教
室
が
祁
連
っ
て
、
そ
の
中
に
、
法

継
畢
部
、
大
挙
橡
科
合
同
教
室
、
高
等
橡
備
校
等
を
収
め
て
を
る
。
又
夜
は
輝
く
月
光
を
窓

に
受
け
て
、
卑
門
畢
帥
の
硝
子
が
勉
串
に
い
そ
し
む
の
で
あ
る
。

か
あ
り
、
硝
祁
の
述
伽
設
備
の
た
め
の
断
腸
が
あ
る
心

か
く
て
、
我
が
立
命
館
大
串
内
に
花
さ
く
存
か
ら
、

る
串
園
生
橘
は
、
生
気
携
測
た
る
若
人
の
手
に
よ
っ
一

に
受
陰
て
卑
催
畢
糾
の
禰
十
が
勉
畢
に
い
そ
‐
し
む
の
一

更
に
、
鵜
務
州
が
あ
り
、
柵
育
稗
等
の
本
鵬
が
あ
る
。

存
心
館
の
三
階
か
ら
試
み
に
蝋
畿
へ
登
ら
ん
か
、
洛
小

叡
岳
か
ら
稲
荷
山
へ
三
‐
十
六
峰
州
連
り
、
鴨
の
川
水
に
町

く
拝
し
、
又
遠
く
に
は
愛
宕
の
秀
顛
時
ち
、
南
に
は
京
坪

の
塔
、
川
崎
、
淀
城
南
の
郊
肝
が
、
煙
と
霞
み
、
雲
に

〔
付
〕
新
築
校
舎
等
の
命
名

今
川
新
築
校
舎
の
落
成
と
共
に
本
部
聯
務
室
等
左
の
通
命
名
さ
れ
た
。

一
、
本
祁
半
務
室
建
物
養
性
館

二
、
四
階
建
数
室
誰
心
館

三
、
三
階
建
教
室
存
心
館

立
命
館
大
串
内
に
花
さ
く
春
か
ら
、
朔
肌
吹
き
す
さ
ぶ
冬
、
川
昨
愉
快
な

生
気
撚
測
た
る
若
人
の
手
に
よ
っ
て
綿
け
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

一
昨
の
中
に
喋
る
。
束
、

西
は
、
御
苑
の
緑
樹
を
近

っ
。
、
き
、
遥
か
に
は
東
寺

四
％
地
下
道
入
徳
門

右
の
出
典
は
立
命
館
の
名
榊
の
基
づ
く
孟
子
の
語
で
あ
る
。
誰
其
心
者
知
其
性
也
、

知
其
性
則
知
天
美
、
存
其
心
養
其
性
所
以
事
天
也
、
妖
毒
不
敵
、
修
身
以
侯

二
一
し
二
一
二
一
二
Ｆ
し
し
し

之
所
以
立
命
也
か
ら
出
た
の
で
あ
っ
て
、
右
は
館
長
の
依
蛎
に
よ
り
畷
取
満
師
が
選
ば
れ

二
一
し

た
の
で
あ
る
。
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淀
原
町
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新
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れ
る
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立
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月
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血
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八
八
一
一
一
〔
建
物
延
面
積
二
九
五
五
年
、
一
九
六
九
年
、
一
九
八
一
年
）
〕

財産目録〔抜純
〔
一
九
五
五
（
昭
三
○
）
年
〕

||岬Ⅱ三卜年三月三十一!]現在

学校法人立命館財産'1録〔抜粋豆
〔
一
九
六
九
（
昭
四
四
）
年
‐
ｌ
広
小
路
学
舎
建
物
面
積
最
大
時
〕

昭和44年3月31Fl現在

47，062㎡63

(14.235坪21i

-193-
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１
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ム
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〔その2〕学園の現有建物

（1981年4月1日現在）

〔そのI]学校法人立命館財産目録〔抜粋〕

昭和56年3月31日 〔
’
九
八
一

（
昭
五
六
）
年
ｌ
衣
笠
一
拠
点
完
成
時
〕

B●■■■●■●■■●●｡｡●■■9｡●●｡■b■●■■■●BG●□●■b●①■■■■■■■■■■■■●■●■●■●q■●｡●■■■｡g●■●■■●○a■■■－

主たる建物売却（含敬地

1966年（昭41年）度

1969年（昭44年）度

1969年（昭45年）度

1971年（11“6年）度

1975年（昭50年）艇

吉！{l寮

体育分館

恒心館

百万辺寮

出町寮

1977年（昭52年）度

1978年（昭53年）度

1978年（11/{53年）度

1978年（昭53年）度

1980年（昭55年）度

下鶴寮

学生会館

奔菜寮

有心館・敬学難

広小路学舎

〔
注
》
以
上
の
ほ
か
、
建
物
延
面
積
に
つ
い
て
は
、
前
掲
資
料
「
財
産
目
録
」
に
収
録
ｌ
参
照
〕

〔
一
：
立
命
館
第
二
次
長
期
計
画
事
業
実
施
概
要
」
〕
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建 物

延105,625㎡

中川会館4号館 修学館

存心館5号館学生会館

以学館6号鯨第－．体育館

志 学館7号館第二体育館

学而館土木特殊実験室教職凸会議室

清心館機械爽習工場平野会館

1 号館イオン加速実験室軽食堂

2号館研心館その他

3 号館図書館

本館及び図m

北校舎

東校舎

延10,408n

南校舎プール

講堂その他

延11,915m'

柊野合宿所衣笠寮宇多野七ミナーーハウフ

上賀茂合宿所朱雀寮蓬莱セミナーハウア

学 思寮ヨット部艇庫校宅

双 ケ岡寮ボート部艇庫その他

種届

建物

摘要

衣笠学舎建物105,392,14,

北大路学舎建物10,403.48,

学生寮建物8,178.50,

その他の建物3,736.74,

計127,710.86m'
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八
八
五
一
九
六
三
（
昭
三
八
）
年
四
月
学
舎
配
置
図
〔
第
一
次
長
計
発
足
時
〕

広小路学舎配置図
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笹
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⑧中川会館

⑨大学院

⑩学生会館

⑪有心館
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M竺堕 存心館
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〔
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路
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有心館 大学院
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現在（1981年4月）の衣笠学舎配置図 八
八
七
一
九
八
一
（
昭
五
六
）
年
四
月
学
舎
配
置
図
〔
衣
笠
一
拠
点
完
成
時
〕

壷
二

国
”は蕊一次長期計画事巣にて建設

戸]は第二次長期計画事菓にて厘設

'……1弾
ダニ
一一一一

〔
「
立
命
館
第
二
次
長
期
計
脚
事
業
実
施
概
要
」
〕
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淫I
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□

〔
一
学
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』
二
九
八
一
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〕
誌
雲
一
管
響
等
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命
館
大
学

ｌ
ト
師
範
鰍
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学舎配置図（84年3月現在》 〔
付
〕
’
九
八
四
年
（
昭
五
九
）
三
月
学
舎
配
置
図

一一

、

細
伸
廻

［
｜
「
バ
ヴ
ル

生
油
』
二
‐
凡
八
四
年
）
〕
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１
１
１

ノ
ノ
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１
〕
立
命
館
大
学
理
工
学
部
一
一
号
館
に
つ
い
て
〔
抜
粋
〕

〔
２
〕
立
命
館
大
学
清
心
館
・
）
尚
学
館
落
一
成
記
念
〔
抜
粋
〕

建
物
概
要
地
鼠
唯
…
一
三
階
建
一
剖
塔
屋
侭
鍬
倣
コ
ン
ク
達
：
…
：
犀
；
進
一
擬

建
物
面
積
緋
二
、
一
し
○
・
八
九
一
㎡
（
六
凡
六
、
六
九
五
坪
）

構
造
概
要
：
…
…
…
…
．
尚
こ
の
建
物
に
は
事
務
室
、
会
議
室
、
部
長
室
、
応
接
室
、

糾
通
拙
義
室
、
化
学
実
験
室
、
大
製
図
室
等
、
多
様
な
室
が
配
祇
さ
れ
る

間
係
で
。
…
・
…
…
・
…
・

着
工
昭
和
三
○
年
七
月
一
Ⅱ

竣
工
昭
利
三
一
年
二
月
二
○
Ⅱ

総
工
費
Ⅲ
三
、
○
○
○
、
○
○
○
Ⅳ

●
●
■
■
■
■
●
●
■
■
。
■
●
◆
●
■
■
■
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●
■
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■
■
■
■
■
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■
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■
■
。
■
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◆
■
ａ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
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勺
■
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●
■
■
叩
曲
■
■
■
■
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●
■
●
●
■
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合
●
■
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●
■
■
■
■
■
凸
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建
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面
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Ａ
‐
本

設
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に
就
て

…
管
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部
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（
事
務
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、
部
長
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、
医
務
室
等
）
、
教
室
部
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（
大
・
中
・
小
の
各
教

室
）
、
教
授
研
究
室
、
食
堂
の
四
つ
の
異
っ
た
機
能
を
如
何
に
し
て
品
も
合
理
的
に
配
置

結
合
さ
せ
る
か
と
言
う
点
で
あ
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ま
し
た
。

Ｂ
匪
館
新
築
工
事
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上
四
階
着
工
昭
和
三
五
年
八
月
一
○
日

延
三
、
一
川
八
・
四
○
㎡
竣
工
昭
和
三
六
年
三
川
二
○
Ⅲ

●
■
■
■
■
叩
■
●
●
■
●
●
■
□
●
■
■
■
■
５
５
。
■
４
■
■
■
■
①
■
■
■
凸
■
■
叩
■
●
■
。
■
●
■
■
■
凸
■
凸
舎
早
■
●
●
■
■
■
●
■
●
●
■
Ｇ
■
■
■
■
■
叩
■
●
①
■
■
Ｐ
●
●
■
●
■
■
■
■
■
叩
●
■
■
■
叩
■
■
■
①

〔
９
〕
学
校
法
人
立
命
館
理
工
学
部
機
械
化
学
実
験
室
新
築
竣
工
記
念
〔
抜
腔

〔
８
〕
立
命
館
大
学
経
営
学
部
新
設
校
舎
〔
恒
心
館
〕
竣
功
記
念
〔
抜
腔

〔
『
塚
・
鼠
〕
立
命
館
大
学
広
小
路
学
生
会
館
増
築
記
念
〔
抜
粋
〕

建
物
概
要

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
ｋ
三
階
及
四
階

面
積
既
存
噌
築
合
計

合
計
六
九
五
・
三
六
㎡
一
、
四
八
六
・
四
三
㎡
二
、
一
八
一
・
七
九
㎡

竣
工
一
九
六
一
・
一
二
・
七

工
事
概
要

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
Ⅱ
階
及
鉄
骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
止
叫
附

面
積
合
計
五
、
五
七
○
・
九
七
㎡
二
六
八
八
、
一
七
坪
）

工
期
着
工
昭
測
三
六
年
‐
九
月
二
Ⅲ

竣
功
昭
和
三
七
年
五
月
一
一
日

構
造
鉄
筋
一
一
ン
ク
ｖ
…
‐
眠
造
二
階
建
燃
幸
屋
一
階
一
棟

面
積
延
べ
九
○
二
、
四
二
㎡

工
期
昭
和
三
七
年
一
○
月
よ
り
昭
和
三
八
年
四
月

●
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
●
■
■
●
●
■
。
■
●
■
■
叩
■
■
叩
●
■
甲
●
叩
■
■
■
■
■
０
■
●
●
●
●
①
■
。
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
令
■
■
●
■
■
■
Ｐ
■
■
■
■
■
①
■
●
■
■
■
■
■
■
叩
■
■
与
り
■
■
■
■
■

〔
以
上
「
竣
工
パ
ン
フ
綴
」
〕
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八
八
九
〔
第
一
次
長
期
計
画
事
業
の
新
築
建
物
等
〕
☆

●衣笠一拠点事業の進捗状況

第一次長期計画事業（昭和38年度～昭和45年度）

MJ忽■4〃－4ツー忽潅■44 必〃

体育館’
1冊は剣in鴬どの練認叫,

2脈ば火フロアー

中学高校図喜館I遡蕊'’

学 而 館
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室
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(謡噌:所亭罷陣）|敬仙”

ハウス

比典111の
|学思寮｜
’（男子索)

|ヨット部艇庫｜
’（琵琶胡）

蓬莱セミナー
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中
学
・
高
校
南
校
舎
・
ブ
ー
ル

昭
和
三
九
年
八
月
総
工
曲
一
○
、
五
○
○
万
円
を
も
っ
て
、
理
科
特
別
教
室
群
を
収
容
す

る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
四
階
延
二
、
八
九
五
平
方
米
（
八
七
七
坪
）
の
南
校
舎
を
建

按
、
引
続
い
て
既
存
数
室
の
叩
改
築
、
照
川
設
備
弊
の
終
附
を
行
な
い
、
さ
ら
に
昭
州
山
一

年
二
月
多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
講
堂
を
体
育
館
と
し
て
兼
用
す
る
改
修
工
事
を
、
昭
和
川

川
年
に
は
図
神
館
の
贈
改
築
工
事
を
完
了
し
ま
し
た
。

昭
和
川
凡
作
凡
月
こ
れ
も
長
年
甥
望
の
性
か
つ
た
プ
ー
ル
を
校
庭
南
側
に
建
設
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
プ
ー
ル
は
二
五
米
・
六
コ
ー
ス
で
脱
衣
棚
、
シ
ャ
ワ
ー
、
洗
眼
所
、

滅
菌
水
槽
等
を
備
え
た
も
の
で
、
小
型
な
が
ら
斬
新
な
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
施
投
設
附
の
新
築
、
改
修
等
に
よ
り
、
今
川
の
記
念
事
業
の
一
つ
の
課
題
で
あ
っ

た
渦
中
校
教
育
の
充
実
改
葬
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

学
思
寮

さ
き
に
学
生
寮
建
設
用
地
と
し
て
買
収
し
ま
し
た
浴
北
際
ヶ
峰
の
敷
地
に
工
我
一
四
、
八
○

○
″
円
を
も
っ
て
四
階
建
延
三
、
血
○
川
平
方
米
二
、
○
六
○
坪
）
の
学
寮
の
建
設
に
昭

和
三
十
八
年
七
川
十
五
日
着
工
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
ｌ
七
、
に
新
築
落
成
致
し
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
を
学
思
索
と
名
付
け
二
○
○
名
の
学
生
を
収
容
し
て
お
り
ま
す
。

以
学
館

経
済
・
経
営
両
学
部
を
収
容
す
る
教
室
と
し
て
、
衣
笠
の
校
地
に
総
工
曲
六
一
、
九
○
○
万

円
を
投
じ
て
、
地
上
四
階
、
地
下
一
階
、
塔
屋
二
階
建
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
延
一
四
、
三

二
七
平
方
米
（
Ⅲ
、
三
三
四
坪
）
の
建
物
の
建
設
に
、
昭
和
三
九
年
六
Ⅱ
二
二
日
着
工
、
昭

馴
四
○
年
Ⅲ
Ｈ
一
九
日
に
竣
工
致
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
新
校
舎
を
「
以
学
館
」
と
名
付
け
、

竣
工
と
同
時
に
経
済
学
部
と
経
営
学
部
を
広
小
路
学
舎
よ
り
こ
こ
に
移
し
て
開
講
致
し
ま
し

た
。

六
号
館

理
工
学
部
の
化
学
、
土
木
工
学
実
験
・
実
習
を
主
と
す
る
建
物
で
一
部
教
室
、
研
究
室
を
含

む
六
号
館
を
衣
笠
校
地
に
総
工
挑
二
七
、
六
五
○
万
円
を
も
っ
て
五
階
建
、
塔
屋
一
階
鉄
筋
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修
学
館

教
典
の
研
究
室
と
し
て
衣
笠
の
校
地
に
地
階
一
階
地
上
Ⅱ
階
、
塔
屋
外
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
と
し
延
三
、
六
九
六
平
方
米
（
一
、
二
三
坪
）
の
建
物
の
建
設
に
総
工
伐
一
血
、
八
九

○
〃
川
を
も
っ
て
昭
和
四
○
年
一
○
川
二
，
血
Ｈ
着
工
、
昭
和
四
一
年
九
月
三
Ⅱ
に
竣
工
致
し

ま
し
た
。
こ
の
建
物
を
「
修
学
館
」
と
名
付
け
、
さ
し
当
り
維
済
・
総
営
両
学
部
の
教
員
の

研
究
室
と
し
て
建
て
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
将
来
広
小
路
学
舎
の
学
部
が
衣
笠
に
移
る
場

合
は
こ
れ
群
の
学
部
の
数
興
の
研
究
室
は
、
こ
の
建
物
を
西
の
方
へ
建
榊
し
を
行
な
い
充
当

す
る
術
想
の
下
に
設
計
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

立
命
館
大
学
図
書
館

立
命
館
大
学
の
中
央
図
沸
館
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
大
き
な
意
義
を
持
つ
図
沸
館
を
建

設
す
べ
く
、
総
工
曲
二
六
、
四
五
○
万
円
を
投
じ
地
下
一
階
、
地
上
三
階
塔
屋
二
階
建
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
一
部
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
し
延
侃
、
三
川
三
平
方
米
（
一
、
六

二
六
坪
）
の
建
物
の
建
設
に
昭
測
叫
一
年
一
○
月
一
九
日
着
工
、
昭
和
四
二
年
九
月
二
Ⅱ
Ⅱ

に
竣
工
致
Ｉ
）
ま
し
た
。

こ
の
図
件
館
は
、
一
階
に
一
○
○
以
止
の
座
席
を
も
つ
自
稗
室
と
蛭
読
将
室
を
し
つ
ら
え
、

二
階
に
は
四
○
余
万
冊
の
図
除
を
蔵
し
、
う
ち
五
万
冊
を
選
ん
で
部
門
別
に
配
架
し
て
約
五

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
延
六
、
八
九
九
平
方
米
（
二
、
○
八
六
坪
）
の
建
物
（

九
年
一
二
月
一
Ⅱ
着
工
、
昭
和
川
○
年
九
月
八
日
に
竣
工
致
し
ま
し
た
。

一
号
館

理
工
学
部
の
機
械
工
学
科
の
実
験
、
実
習
場
と
し
て
の
一
号
館
と
、
機
械
科
工
場
を
付
設
し

た
施
設
と
し
て
一
汁
館
は
地
ｋ
四
階
、
塔
屋
外
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
延
三
、
一
二
○
平
方

米
（
九
四
三
坪
）
、
付
設
工
場
棟
は
鉄
骨
造
平
屋
建
一
部
二
階
建
延
六
八
五
平
方
米
三
○

七
坪
）
の
も
の
を
総
工
伐
一
Ⅲ
、
八
九
○
万
川
を
も
っ
て
昭
和
四
○
年
一
二
Ⅱ
一
三
Ⅱ
着
工
、

昭
和
四
一
年
九
月
三
日
竣
工
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
も
っ
て
、
さ
き
に
竣
工
を
兇
ま
し
た
蝿
工
学
部
の
六
汁
館
（
土
木
工
学
実
験
実
稗
棟
）

と
州
侠
っ
て
理
工
学
部
の
数
学
を
充
実
し
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

の
建
物
の
建
設
に
昭
和
三
○
○
座
席
の
大
開
架
閲
覧
室
を
設
け
た
特
長
の
あ
る
図
沸
館
で
あ
り
ま
す

体
育
施
設

▼
体
育
館

さ
き
に
洛
北
柊
野
に
総
合
体
育
施
設
用
地
と
し
て
買
収
し
た
敷
地
に
建
設
の
野
球
場
、
陸
上

競
技
場
、
賜
場
、
弓
道
場
等
の
屋
外
総
合
体
育
施
設
に
対
し
、
屋
内
の
総
合
体
育
施
設
と
し

て
、
衣
笠
の
校
地
に
総
工
費
二
六
、
○
○
○
万
円
を
も
っ
て
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二

階
建
延
山
、
七
七
○
平
方
米
二
、
川
叫
五
坪
）
の
体
育
館
の
建
設
に
、
昭
和
四
三
年
七
川

二
六
日
着
工
、
昭
和
四
四
年
六
月
二
一
日
に
竣
工
致
し
ま
し
た
。

こ
の
体
育
鮒
は
州
撲
部
・
ボ
ク
シ
ン
グ
部
・
空
手
道
部
・
体
操
部
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
・
柔
道
部
・
剣
道
部
・
日
本
拳
法
部
が
夫
々
練
習
出
来
る
こ
と
と
な
り
、

こ
れ
に
付
随
し
た
更
衣
室
・
洗
而
場
・
シ
ャ
ワ
ー
・
浴
室
・
便
一
町
・
器
具
庫
の
ほ
か
、
保
健

体
育
教
室
・
会
議
室
・
ス
テ
ー
ジ
等
を
も
完
備
し
た
立
派
な
体
育
館
で
、
こ
れ
に
よ
り
正
課

体
育
授
業
お
よ
び
課
外
体
育
連
動
の
飛
蹄
的
な
充
実
を
期
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
建
物
は
入
学
式
、
卒
業
式
等
の
儀
式
に
も
使
用
し
得
る
よ
う
設
計
に
工
夫
が
加

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
柊
野
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

洛
北
柊
野
に
総
合
体
育
施
設
の
建
設
用
地
と
し
て
買
収
し
た
一
○
三
、
七
血
九
平
方
米
（
三

一
、
一
八
○
坪
）
の
校
地
に
野
球
場
・
馬
場
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
練
習
場
・
陸
上
競
技
場
並
び

に
こ
れ
ら
に
付
属
し
た
滴
施
設
が
こ
の
ほ
ど
完
成
致
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で

あ
り
ま
す
。

㈹
野
球
場
昭
和
四
二
年
九
月
三
○
日
竣
工

野
球
場
の
規
模
は
左
右
両
翼
九
二
米
・
中
堅
一
二
二
米
・
本
塁
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
間
一
九
米
、

ダ
ッ
ク
ァ
ウ
ト
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
完
備
の
野
球
場
で
総
面
械
二
一
、
四
六
六
平
方
米
（
六
、

四
九
三
坪
）
の
大
き
さ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
野
球
部
合
宿
所
は
、
蝿
埜
鉄
骨
造
大
壁
鉄
板
葺
平
屋
建
三
五
八
平
方
米
（
一
○
八

坪
）
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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以
上
体
よ
り
㈲
ま
で
施
工
に
要
し
た
総
工
賀
は
二
七
五
三
○
万
円
に
お
よ
び
そ
の
工
期
は

昭
和
三
九
年
四
月
進
入
道
路
の
建
設
に
着
工
致
し
ま
し
て
よ
り
昭
和
四
五
年
一
一
月
陸
上
競

技
場
完
成
ま
で
実
に
六
年
八
ヵ
月
の
歳
月
を
費
し
総
合
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
完
成
を
見
る
に

至
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
間
既
存
の
上
賀
茂
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
和
弓
道
場
、
鉄

骨
亜
鉛
鉄
板
葺
平
屋
建
二
○
六
平
方
米
（
六
二
坪
）
を
昭
和
四
二
年
‐
六
月
一
五
日
竣
工
し
て

㈱
合
宿
所
昭
和
四
五
年
二
月
一
五
Ｈ
竣
工

こ
の
合
宿
所
は
柊
野
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
合
宿
所
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し

て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
延
四
六
二
平
方
米
（
一
川
九
坪
）
の
建
物
で
あ
り
ま
す

が
、
将
来
狭
隔
を
告
ぐ
る
に
至
っ
た
場
合
を
瞳
い
建
増
し
拡
張
等
が
可
能
な
よ
う
設
計
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

内
各
部
部
室
棟
昭
和
四
五
年
二
月
一
五
日
竣
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
平
屋
建
（
二
棟
）
一
八
七
平
方
米
（
血
六
坪
）
の
建
物
で
、

陸
上
競
技
部
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
高
校
共

同
ボ
ッ
ク
ス
、
準
硬
式
野
球
部
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
、
自
動
車
部
、
中
学
共
同
ボ
ッ
ク
ス
、

口
馬
場
昭
和
四
二
年
三
月
三
一
日
竣
工

東
西
八
○
米
南
北
七
○
米
総
面
種
五
、
六
○
○
平
方
米
二
、
六
九
四
坪
）
の
馬
場
お
よ

び
木
造
瓦
葺
平
屋
建
三
六
三
平
方
米
二
○
九
坪
）
の
馬
房
を
新
設
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

㈲
ア
ー
チ
エ
リ
ー
練
習
場
昭
和
四
二
年
三
月
三
一
日
竣
工

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
練
習
場
は
長
さ
八
○
米
・
巾
二
○
米
・
標
的
一
○
基
、
そ
の
面
積
一
、
六

○
○
平
方
米
（
四
八
四
坪
）
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

口
陸
上
競
技
場
昭
和
四
ｈ
年
三
川
一
五
日
竣
工

日
本
陸
ｔ
競
技
連
州
第
三
極
公
認
陸
上
競
技
場
と
し
て
の
条
件
を
具
備
し
た
、
単
心
円
形

四
○
○
米
ト
ラ
ッ
ク
六
コ
ー
ス
（
障
害
設
備
を
含
む
）
、
直
線
形
二
○
米
ト
ラ
ッ
ク
八

コ
ー
ス
、
三
段
跳
、
走
幅
跳
、
棒
高
跳
、
走
高
跳
、
円
盤
投
、
砲
丸
投
、
ハ
ン
マ
ー
投
、

ヤ
リ
投
、
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
出
来
る
陸
上
競

技
場
で
総
而
枝
三
川
、
七
五
○
平
方
米
二
○
、
○
五
一
坪
）
に
お
よ
ぶ
立
派
な
も
の
で

同
ボ
ッ
ク
ス
、
準
硬
式
野
球
部
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
、
自
動
車
部
、

女
子
部
の
更
衣
室
と
器
具
庫
に
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ふ
め
、
ノ
士
よ
寺
ｙ
Ｃ

蓬
莱
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

学
生
、
教
職
員
の
研
究
会
、
厚
生
施
設
と
し
て
、
さ
き
に
買
収
致
し
ま
し
た
滋
賀
県
滋
賀
郡

志
賀
川
北
浜
の
倣
地
に
、
総
工
曲
三
、
四
八
○
万
円
を
投
じ
二
階
建
延
六
二
三
平
方
米
二

八
八
坪
）
の
建
物
の
建
設
に
、
昭
和
四
五
年
五
月
一
二
日
着
工
、
昭
和
四
五
年
一
二
月
七
日

に
竣
工
を
兇
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
蓬
莱
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
名
付
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
従
来
立
命
館
大
学
に
な
か
っ
た
こ
の
種
施
設
が
設
け
ら
れ
た
の
で
今
後
学
生
、

教
職
員
の
教
学
、
厚
生
両
面
の
充
実
に
寄
与
す
る
も
の
と
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

学
而
館

（
産
業
社
会
学
部
の
新
設
と
「
学
而
館
」
の
新
築
）

昭
和
四
○
年
四
月
わ
が
国
で
唯
一
の
「
産
業
社
会
学
部
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

工
業
化
・
産
業
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
大
き
く
変
貌
し
た
現
代
産
業
社
会
は
、
法
学
・
経

済
学
な
ど
既
存
の
専
門
分
野
の
み
で
な
く
、
広
く
新
し
い
視
野
と
方
法
に
た
つ
学
問
領
域
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
学
問
上
の
要
請
に
こ
た
え
て
「
産
業
社
会
学
部
」
が
生
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

学
部
新
設
当
初
は
広
小
路
で
開
瀧
し
ま
し
た
が
昭
和
四
五
年
四
月
衣
笠
に
移
転
、
同
年
一

二
月
竣
工
し
た
総
工
費
四
○
、
○
一
五
万
円
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
下
一
階
、

地
上
四
階
延
七
、
三
二
平
方
米
（
二
、
二
二
坪
）
の
校
舎
を
「
学
巾
館
」
と
命
名
し
、

産
業
社
会
学
部
の
主
た
る
校
舎
に
与
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

お
り
ま
す
。

〔
『
立
命
館
創
立
七
○
周
年
記
念
事
業
実
施
概
要
」
〕
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八
九
○
〔
第
一
一
次
長
期
計
画
事
業
の
新
築
建
物
等
〕
☆

●衣笠一拠点事業の進捗状況

第二次長期計画事業（昭和46年度～昭和55年度）

47484 3 、 宅 5 0 5152

本部棟〔中川会館〕｜

新3号館〔研心館〕｜
_苫部をkとした牧室

志学館｜
少人粒によるゼﾐﾅｰﾙ授

蒐をI皇とした戦証M1

溝，じ館

文.､験祁を1tとした敗烹

修学館(第3期彦

敬【l研究室･大押荒牧叢
この年の1N婆をもって完成

ボート部合宿所
艇庫（瀬田lll河畔）

学生会館(第2恥

朱雀寮

女I．．､細掘62名収容

氷室グラウン霊

7号館 ’
'昭l；･湖|I(散．､御勿理･御:})
孜裳，．k験室，研究寵

衣笠寮：

ｿ)/･･､依陽腹寮70名収存

学生会館(第1期》

クラブ治動やクラス橘勤の

だ~其のため'二

宇多野ｾﾐﾅーﾊｳｽ｜
ぞミナールクラス‘ど･､拙附・

文化研究橘勧を通して牧11

と．､細昌.・・龍生#11"･の｢1.1;的

交流の胆
修学館(第2期）皐

牧【I研.究主・火･押売散室

双ケ岡寮

ｿ;『･･.jを蛎寮l陀釧X存

1{**5
存′じ館： 法学部を主とした教室

図書館書庫増築：

平野会館 〔『末I||‘：｡念会館地没資金弊典趣恵,I跡

七
号
館

小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
‐
本
学
の
教
育
体
系
を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
、
数
学
物
理
学
科

の
各
樋
実
験
室
、
研
究
室
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
室
、
図
書
室
、
会
議
室
等
を
そ
な
え
て
い
ま
す
。

こ
の
建
物
の
竣
工
に
よ
り
、
学
生
の
、
主
的
研
究
や
、
教
員
の
研
究
教
育
条
件
が
一
岬
充
実

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
五
階
、
塔
屋
一
階
、
延
面
穣
三
、
七
○
六
㎡
で
一
九
七
五

年
七
月
二
日
に
着
工
し
、
一
九
七
六
年
六
月
三
○
日
竣
工
。
総
工
費
四
億
七
、
三
七
二
万

．
Ｉ
Ｊ
Ｏ

志
学
館

一
階
に
は
、
経
済
学
部
、
経
営
学
部
の
事
務
室
。
二
階
以
上
に
は
三
五
名
前
後
収
容
の
小

教
室
一
川
室
が
つ
く
ら
れ
、
昭
和
四
○
年
よ
り
使
用
し
て
い
る
以
学
館
と
あ
い
ま
っ
て
、
本

学
の
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
教
育
体
系
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
建
物
の
竣
工
に
よ

り
、
正
課
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
の
自
主
的
学
習
や
、
サ
ブ
ゼ
ミ
に
必
要
な
小
教
室
が
充
実
さ

れ
ま
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
卜
一
階
、
地
上
Ⅲ
階
、
塔
屋
一
階
、
延
而
赦
三
、

○
九
七
㎡
で
、
一
九
七
三
年
八
月
六
日
に
着
工
し
、
一
九
七
四
年
四
月
二
五
日
竣
工
。
総
工

曲
二
憶
六
、
四
六
ｆ
万
円
。

学
生
会
館

一
九
七
三
年
一
○
月
衣
笠
学
舎
に
て
竣
工
し
た
工
事
に
引
統
き
、
増
築
工
事
が
一
九
七
七

年
七
月
一
○
日
着
工
さ
れ
一
九
七
八
年
四
月
一
四
日
竣
工
し
ま
し
た
。
課
外
の
自
主
的
・
創

造
的
学
術
文
化
活
動
に
参
加
す
る
学
生
の
利
用
に
と
ど
め
ず
、
内
部
施
設
に
多
く
の
会
議
室

を
設
置
し
て
全
学
生
に
支
え
ら
れ
た
課
外
活
動
を
指
向
し
建
設
し
ま
し
た
。
全
体
と
し
て
は
、

部
室
六
八
室
、
練
習
場
一
○
室
、
会
議
室
三
五
室
を
設
け
、
加
え
て
本
格
的
な
能
舞
台
、
茶

室
、
更
に
舞
台
、
照
明
、
音
響
設
備
を
も
つ
小
ホ
ー
ル
も
併
設
し
て
い
ま
す
。
一
部
鉄
骨
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
下
一
階
、
地
上
五
階
、
塔
屋
一
階
、
延
面
積
七
、
一
四
五
㎡
。
全

体
の
工
堺
曲
七
億
四
、
○
八
六
万
円
。
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中
川
会
館

総
長
室
、
理
事
長
室
を
は
じ
め
、
法
人
役
員
関
係
施
設
及
び
法
人
の
本
部
機
術
と
校
友
会

館
を
収
容
し
て
い
ま
す
。
こ
の
建
物
の
完
成
に
よ
り
、
学
内
行
政
の
術
部
課
を
鵬
中
す
る
こ

と
が
で
き
、
本
部
機
能
を
商
め
ま
し
た
。
又
建
物
内
に
は
多
Ｈ
的
に
油
川
し
得
る
会
議
室
を

出
来
る
だ
け
多
く
設
け
る
と
と
も
に
、
四
階
は
校
友
会
館
と
し
て
校
友
の
諸
施
設
の
充
実
を

Ｘ
り
ま
し
た
。
建
物
名
は
広
小
路
挙
舎
に
あ
り
ま
し
た
挫
物
名
を
継
承
し
て
い
ま
す
。
鉄
骨

鉄
筋
造
、
地
下
一
階
、
地
ｋ
四
階
、
塔
屋
一
階
、
延
面
械
六
、
一
四
○
㎡
で
一
九
七
八
年
七

月
一
○
口
着
工
し
、
一
九
七
九
年
一
○
月
一
三
日
竣
工
。
総
工
税
一
一
億
九
、
四
七
六
万
円

な
お
、
こ
の
建
物
と
図
＃
鮪
と
の
間
の
約
一
、
○
二
○
㎡
を
広
場
と
し
、
樹
木
を
植
え
、
べ

す
る
も
の
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
“
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
ド
ー

屋
一
階
、
延
面
械
九
、
川
○
瓦
㎡
。
全
総
工
事
曲
七
億
川
八
二
万
円
。

清
心
館

文
学
部
の
学
部
難
本
施
設
と
し
て
建
没
し
た
も
の
で
、
昭
和
三
二
年
広
小
路
学
舎
に
文
学

部
棟
と
し
て
建
設
さ
れ
た
「
清
心
館
」
の
名
称
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
衣
笠
学
舎
は
風
致

地
域
内
の
た
め
、
高
さ
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
室
と
教
室
の
一
部
が
地
下
‐
部

分
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
採
光
、
通
風
に
は
充
分
留
意
さ
れ
て
建
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
下
一
階
、
地
ｋ
四
階
、
塔
屋
一
階
、
延
面
稲
そ
、
六
六
九

㎡
で
一
凡
七
六
年
‐
じ
川
二
二
Ｈ
着
工
し
、
一
九
七
七
年
九
川
九
旧
竣
工
。
総
工
批
九
値
六
、

九
○
二
″
Ⅲ
。

修
学
館

経
済
、
経
営
両
準
部
の
研
究
施
設
と
し
て
↑
一
九
六
六
年
第
一
期
工
聯
が
竣
工
し
ま
し
た
。

以
後
一
一
年
、
三
期
に
分
け
て
建
設
さ
れ
た
修
示
館
は
社
会
科
学
関
係
全
学
部
の
研
究
施
設

で
す
。
第
二
期
は
一
九
七
○
年
旅
紫
社
会
学
部
が
衣
笠
学
舎
に
移
転
し
た
際
、
噸
築
し
、
第

三
期
は
一
九
七
七
年
九
Ⅱ
九
日
に
竣
工
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
文
学
部
の
移
抵
と
、
さ

ら
に
数
年
後
の
法
学
部
移
転
に
そ
な
え
、
社
会
・
人
文
科
学
系
全
学
部
の
研
究
施
設
を
収
容

す
る
も
の
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
ト
ー
階
、
地
上
肌
附
、
塔

／
チ
を
置
き
、
池
を
設
け
て
、
い
こ
い
の
場
と
し
ま
し
た

図
書
館

大
学
の
研
究
、
敬
育
の
中
核
と
な
る
亜
嬰
な
施
設
の
中
央
図
＃
館
は
、
一
九
六
七
年
九
川
、

衣
笠
学
舎
に
竣
工
し
、
一
階
は
一
○
○
以
上
の
座
席
、
二
階
に
五
○
○
座
席
の
閲
覧
室
を
設

け
、
第
二
期
工
事
と
し
て
、
一
九
七
七
年
に
三
略
の
内
装
を
完
結
し
、
川
然
科
学
系
閲
覧
室

の
拡
大
と
、
逐
次
刊
行
物
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
寄
与
し
ま
し
た
。
一
九
八
一
年
に
は
岬
脈
棟

の
新
築
と
既
存
棟
の
改
修
を
行
い
、
図
書
収
蔵
能
力
を
七
○
万
冊
と
し
、
書
庫
内
は
電
動
式

集
密
洲
架
と
す
る
と
共
に
、
閲
覧
室
を
主
題
別
に
第
一
～
第
三
閲
覧
室
に
再
編
成
し
、
開
架

冊
数
の
哨
冊
、
閲
覧
座
席
数
の
噸
席
を
行
う
と
と
も
に
、
三
階
に
視
聴
覚
室
を
新
設
し
、
一

九
八
一
年
四
月
を
も
っ
て
工
事
完
結
し
ま
し
た
。
需
庫
棟
延
面
積
、
四
、
九
四
八
㎡
、
番
庫

棟
新
築
、
既
存
棟
改
修
出
四
憶
七
、
六
九
三
″
Ⅲ
。

存
心
館

法
学
部
の
数
学
韮
本
施
設
で
あ
り
、
数
学
・
行
政
施
設
、
学
生
関
係
施
設
、
生
活
協
川
組

合
の
厚
生
施
設
（
大
食
堂
・
僻
織
部
）
を
収
容
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
特
徴
的
な
も
の
と
し

て
は
法
廷
散
室
及
び
建
物
の
中
央
に
時
計
台
を
擁
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
建
物
名
は
広
小
路

学
舎
に
あ
り
ま
し
た
建
物
名
を
継
承
し
て
い
ま
す
。
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
下
一

階
、
地
上
四
階
、
塔
屋
二
階
、
延
而
積
九
、
八
六
○
㎡
で
一
九
七
九
年
一
○
月
二
九
日
着
工

し
、
一
九
八
一
年
山
川
川
Ⅱ
竣
工
し
ま
し
た
。
総
工
曲
一
六
低
九
、
Ⅲ
二
Ⅲ
万
円
。

研
心
館

主
と
し
て
二
部
教
学
基
本
施
設
の
機
能
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
二
部
行
政
機
柵
、
大
小
の

教
室
、
二
部
基
礎
工
学
科
実
験
室
及
び
そ
の
他
の
付
帯
施
設
を
収
容
し
て
い
ま
す
。
こ
の
敷

地
自
体
元
々
池
で
あ
る
た
め
、
元
の
自
然
環
境
を
確
保
す
べ
く
、
建
物
周
辺
に
植
込
み
や
、

三
段
池
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
物
名
は
広
小
路
学
舎
に
あ
り
ま
し
た
建
物
名
を
継
承
し

て
い
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
下
一
階
、
地
上
四
階
、
塔
屋
一
階
、
延
面
械
川
、

三
一
三
㎡
で
一
九
七
八
年
七
月
一
○
日
着
工
し
、
一
九
七
九
年
一
○
月
一
三
日
竣
工
。
総
工

曲
六
値
二
、
此
三
二
万
円
。
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右
京
区
常
盤
神
田
町
に
鉄
筋
『
三
ン
ク
叩
ノ
ー
ト
造
地
下
一
階
一
地
上
三
階
、
塔
屋
二
階
、

延
伽
破
一
、
七
八
七
㎡
の
男
子
寮
を
一
九
七
一
年
一
○
州
二
七
Ⅱ
建
築
着
手
し
、
一
九
七
二

年
六
月
二
四
日
竣
工
。
寮
室
三
三
室
、
総
工
費
九
、
七
五
七
万
円
。

木
‐
造
の
旧
衣
笠
寮
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
下
‐
一
階
、
地
上
三
階
、
塔
屋
一
階
に
改

築
、
一
九
七
二
年
‐
凡
川
咋
ハ
日
に
着
工
し
、
一
‐
凡
七
三
雛
‐
ｈ
州
一
二
日
竣
工
し
ま
し
た
。
延
而

積
一
、
四
三
一
㎡
、
寮
室
二
三
室
、
二
部
男
子
用
と
し
ま
し
た
。
総
工
背
八
、
四
○
七
万
円
。

既
設
の
学
思
索
と
併
せ
て
、
学
寮
は
四
寮
と
な
り
、
一
部
男
子
三
○
二
名
、
一
部
女
〃
十
四

体
育
施
設

第
一
一
体
育
館

第
二
体
育
館
は
衣
笠
学
舎
西
端
に
位
置
し
、
地
下
一
階
は
卓
球
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
サ
イ

ク
ル
・
サ
ッ
カ
ー
、
地
上
一
階
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ
ー
な
ど
の
新
練

習
場
を
収
容
し
て
い
ま
す
。
一
九
八
○
年
七
月
七
日
着
工
、
一
九
八
一
年
四
月
四
日
竣
工
し

ま
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
延
而
祇
二
、
五
七
四
㎡
・
総
工
曲
五
億
三
八
五
万
円
。

氷
室
グ
ラ
ウ
ン
ド

衣
笠
氷
室
川
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成
を
一
九
七
六
年
一
一
月
一
五
日
着
工
し
、
一
九
七
七
年

五
月
一
四
Ⅱ
竣
工
。
総
面
横
六
、
六
三
三
㎡
。
総
工
伐
丘
、
三
五
１
万
円
。
正
課
体
育
、
課

外
油
刺
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
京
区
西
ノ
京
右
賜
寮
町
の
既
存
建
物
を
買
収
・
改
修
し
、
一
九
七
八
年
‐
一
川
一
五
Ⅱ
女

子
寮
と
し
て
Ⅲ
設
し
ま
し
た
。
察
室
三
一
室
延
伽
枇
一
、
』
ハ
四
三
㎡
間
収
伐
一
値
二
、

九
川
一
万
川
。

朱
雀
寮

九
二
㎡
と
な
り
ま
し
た
。

瀬
川
川
畔
に
あ
る
ボ
ー
ト
部
合
宿
一
所
を
鉄
骨
造
、
地
上
三
階
建
に
期
改
築
し
ま
し
た
。
一

九
七
七
年
九
州
二
三
Ⅱ
着
工
し
、
同
年
一
二
月
一
七
Ⅱ
竣
工
、
既
存
部
分
を
含
め
延
伽
依
二

ボ
ー
ト
部
合
宿
所
増
改
築

衣
笠
寮

双
ヶ
丘
寮

厚
生
施
設
そ
の
他

四
名
、
二
部
男
子
七
○
名
、
二
部
女
子
一
八
名
の
収
容
能
力
と
な
り
ま
し
た
。

宇
多
野
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

右
京
区
太
秦
三
尾
町
の
土
地
、
建
物
を
買
収
し
、
一
九
七
五
年
四
月
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
と

し
て
附
設
。
一
七
室
。
買
収
曲
二
億
二
、
一
四
一
万
円
。

既
設
の
蓬
莱
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
共
に
、
主
と
し
て
学
術
・
文
化
研
究
橘
勤
を
通
じ
て
牧

員
と
学
生
、
或
い
は
学
生
州
互
の
自
主
的
交
流
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
協
同
組
合
施
設
の
充
実

衣
笠
学
舎
西
に
憩
い
の
広
場
と
慨
食
堂
を
一
九
七
八
年
一
○
月
一
五
日
に
竣
工
す
る
と
共

に
、
以
学
館
食
堂
の
拡
大
、
存
心
館
地
ド
生
協
施
没
の
開
設
に
併
せ
、
各
建
物
の
生
協
施
識

の
再
編
成
を
行
い
、
学
園
内
で
の
あ
ら
ゆ
る
消
伐
生
橘
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

〔
『
立
命
館
第
二
次
長
期
計
画
事
業
実
施
概
要
己
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八
九
一
〔
一
九
八
一
一
～
八
四
年
の
新
築
建
物
等
〕
☆

去
る
二
月
一
四
日
末
脈
記
念
会
館
が
完
成
し
篭
同
日
竣
工
式
を
行
な
っ
た
。

末
川
記
念
会
館
は
、
一
階
に
メ
モ
リ
ア
ル
・
ル
ー
ム
（
二
四
㎡
）
、
会
館
ホ
ー
ル
（
二

四
七
㎡
）
、
ロ
ビ
ー
等
、
二
階
に
五
つ
の
会
議
室
（
計
一
八
○
人
収
容
）
、
三
階
に
一
○
の

研
究
室
（
う
ち
二
室
は
和
室
）
、
地
階
に
レ
ス
ト
ラ
ン
と
テ
ィ
・
ラ
ウ
ン
ジ
を
設
け
て
い
る
。

延
床
面
積
は
二
、
四
六
五
・
三
五
㎡
、
総
工
費
六
億
三
千
万
円
。

課
外
体
育
施
設
と
し
て
こ
の
一
○
月
一
日
か
ら
使
用
を
開
始
（
ス
ク
ー
ル
ハ
ス
を
一
二
時

か
ら
一
八
時
台
に
計
九
本
運
行
）
し
た
が
、
今
後
、
合
惰
所
、
ク
ラ
ブ
ボ
ッ
ク
ス
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ま
た
来
年
四
月
か
ら
の
正
課
体
育
使
用
予
定
に
合
わ
せ
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
な
ど
を
建
設
す
る
。

な
お
、
合
宿
所
が
完
成
す
る
ま
で
の
施
設
と
し
て
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
東
側
の
馬
代
通
に
面

し
た
仏
教
大
学
寮
跡
を
改
修
し
て
、
二
月
一
日
か
ら
「
衣
笠
仮
設
セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
、

合
宿
施
設
」
を
開
設
す
る
。
課
外
体
育
合
宿
四
二
名
、
ゼ
ミ
合
宿
二
○
名
の
利
用
が
可
能

で
、
受
付
は
学
生
部
学
生
課
。

〔
１
〕
原
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
竣
工
式
〔
お
よ
び
衣
笠
仮
設
セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
〕

去
る
九
月
二
四
日
午
後
一
時
三
○
分
か
ら
、
右
京
区
鳴
滝
宇
多
野
谷
の
原
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
竣
工
式
を
行
な
っ
た
。

〔
中
略
〕

原
谷
グ
ラ
ゥ
ン
ド
造
成
は
、
一
九
八
一
年
五
月
二
九
日
着
工
、
本
年
三
月
一
六
日
に
第
一

期
工
事
と
し
て
の
小
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
準
硬
式
野
球
場
、
二
三
、
二
八
八

㎡
、
借
地
〔
一
九
八
四
・
三
買
収
〕
）
が
完
成
し
、
こ
の
た
び
一
年
四
ヵ
月
ぶ
り
に
球
技
場

〔
２
〕
・
末
ゞ
脈
記
念
会
館
完
成

（
ラ
グ
ビ
…
‐
、
サ
ッ
カ
ー
↓
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
が
完
成
し
た
諺

〔
一
立
命
館
学
園
広
報
」
第
一
三
五
号
（
一
九
八
二
年
一
○
月
二
○
日
）
〕

ｌ
●
’
九
八
三
年

一
一
月
末
川
記
念
会
館
竣
工

竣
工
記
念
式
典
な
ら
び
に
記
念
行
事
の
挙
行

ｌ
●
一
九
八
○
年
●

〔
３
〕
原
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
尚
友
館
完
成

去
る
一
月
二
四
日
、
原
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
尚
友
館
が
完
成
し
た
。

尚
友
館
は
、
一
階
に
食
堂
兼
会
議
室
、
講
師
控
室
・
体
育
課
事
務
室
、
管
理
人
室
、

室
、
浴
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
別
棟
・
下
部
浄
化
槽
）
、
二
階
ゼ
ミ
教
室
、

八
会
館
完
成
ま
で
の
足
ど
り
Ｖ

’
九
七
七
年
●

二
月
末
鵬
博
名
誉
総
長
逝
去

末
川
記
念
会
館
設
立
発
起

設
立
準
備
委
員
会
発
足

六
月
末
川
会
館
（
仮
称
）
椛
想
案
検
討
・

審
議

二
月
募
金
委
員
会
の
発
足

ｌ
ｊ
Ｊ
ｒ
墓
貞
０

一
○
月
平
野
会
館
の
開
館
に
と
も
な
い

末
川
会
館
準
備
室
の
移
転

一
一
月
平
野
会
館
附
館
（
一
般
公
開
）

二
立
命
館
学
間
広
拙
』
第
一
四
七
汁
二
九
八
三
年
三
川
二
○
且
〕

｜
ｊ
ｔ
Ｊ
臼
ｄ

二
月
末
川
会
館
準
備
室
開
設
二
般
公
開
）

七
月
末
川
会
館
の
建
設
に
間
す
る
答
申

一
二
月
末
川
会
館
建
設
実
行
委
員
会
発
足

募
金
橘
勤
を
重
点
的
に
開
始

’
九
七
八
年
●

〔
「
末
川
記
念
会
館
竣
工
記
念
」
パ
ン
フ
〕

●
一
九
八
二
年
●

三
月
建
設
小
委
員
会
発
足

三
月一

設
計
案
・
管
理
運
営
方
法
検
討

八
月

九
月
設
計
案
決
定

一
一
月
末
川
記
念
会
館
着
工

宿更
泊衣
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宝
一
等
が
あ
り
ト
レ
ー
ニ
、
／
グ
セ
ン
タ
ー
に
は
『
ニ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
、
／
マ
シ
、
●
／
を
は
じ
め
各
種

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
設
け
て
い
る
。
延
床
面
積
は
、
一
、
六
七
四
・
六
八
㎡
、
総
工
費
約

三
億
円
。
な
お
、
竣
工
式
は
近
く
行
な
わ
れ
る
予
定
。

ク
ラ
ウ
ン
ド
概
要敷

地
総
面
積

野
球
場

球
技
グ
ラ
ウ
ン
ド

尚
友
館
部
分

卿
車
賜

八
立
命
館
大
学
尚
友
館
新
築
工
事
概
要
〔
抜
粋
〕
Ｖ

二
立
命
館
学
園
広
報
』
第
一
五
○
号
二
九
八
四
年
二
月
二
○
Ⅱ
）
｝

皇
立
命
館
大
学
尚
友
館
竣
工
記
念
』
二
九
八
四
・
三
・
三
○
）
〕

一一○
-ffl二二六
､､、､芝

三
一
四
書
、

一
四
三
㎡

一
九
八
㎡

○
三
七
㎡

二
一
‐
九
㎡
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八
九
二
立
命
館
授
業
料
貸
与
規
程
〔
昭
和
二
四
年
〕

凸
、

妹
蝿
ユ
ノ

第
Ⅱ
峰

鋪 第
三
峰

第
二
峰

第

三
学
生
厚
生
に
関
す
る
資
料

I'H
〔
｜
〕
奨
学
金
関
係

(7 ||茶 ||茶
立
命
館
授
業
料
貸
興
規
程

立
命
館
大
畢
書
同
専
権
畢
校
、
同
高
等
肇
校
に
入
串
後
原
雌
と
し
て
満
一
ヶ

年
以
上
在
串
し
て
い
る
畢
生
生
徒
に
対
す
る
授
業
料
の
貨
興
に
開
す
る
こ
と

は
こ
の
規
稀
で
定
め
る
。

こ
の
制
度
は
、
前
催
の
畢
生
生
徒
に
し
て
在
串
中
に
お
い
て
経
済
的
哩
由
か

ら
授
業
料
の
支
挑
に
困
難
を
生
じ
た
と
き
、
そ
の
全
額
若
く
は
一
部
を
蹄
興

し
て
畢
業
を
継
縮
さ
せ
る
こ
と
を
以
て
、
側
的
と
す
る
。

授
業
料
踊
興
に
閥
す
る
術
事
項
を
協
談
決
定
す
る
た
め
授
業
料
貸
輿
委
員
倉

を
設
け
る
。

授
業
料
餅
興
委
曲
宵
（
以
下
委
員
宵
と
い
う
）
は
理
事
長
の
委
堀
す
る
左
記

の
者
を
以
て
こ
れ
を
組
織
す
る
。

理
事
三
名

教
貝
七
名

畢
生
生
徒
五
名

理
蝋
又
は
敬
貝
の
中
か
ら
委
貝
長
一
括
を
選
ぶ
。

委
員
曾
は
必
要
に
応
じ
て
委
員
長
こ
れ
を
召
集
す
る
。

委
員
合
は
各
委
曲
の
二
分
の
一
以
ｋ
の
州
席
を
必
甥
と
し
縦
決
は
出
席
委
員

の
過
半
数
の
賛
成
を
要
す
る
。

姿
貝
曾
に
開
す
る
堺
務
は
串
生
部
に
お
い
て
こ
れ
を
吃
叩
す
る
。

第
十
三
峰

第
十
二
峰

第
ト
ー
峰

第
十
峰

告 品 名一

弟外寺 第
七jTバ

ノU／、

附
隊

こ
の
規
程
は
昭
和
二
十
四
年
三
月
十
二
日
か
ら
こ
れ
を
施
行
す
る
。

K(il 峰

授
業
料
の
貸
興
額
は
左
の
六
櫛
と
す
る
。

一
、
授
業
料
の
一
ヶ
年
分
の
四
分
の
一

二
、
授
業
料
の
一
ヶ
年
分
の
三
分
の
一

三
、
授
業
料
の
一
ヶ
年
分
の
二
分
の
一

四
、
授
業
料
の
一
ヶ
年
分
の
三
分
の
二

肱
、
授
業
料
の
一
ヶ
年
分
の
叫
分
の
三

六
、
授
業
料
の
一
ヶ
年
分
の
全
額

前
降
の
貸
典
額
の
決
定
は
委
曲
曾
に
於
て
こ
れ
を
行
う
。

委
員
曾
は
常
該
年
度
の
始
め
に
そ
の
年
度
中
に
貸
輿
す
べ
き
総
額
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

衝
輿
の
期
間
は
一
ヶ
年
と
し
引
き
綾
き
貸
興
を
希
望
す
る
者
は
更
め
て
願
い

川
で
ね
ば
な
ら
な
い
。

貸
輿
金
の
悩
還
は
最
終
畢
校
卒
業
の
翌
年
を
始
期
と
し
、
貸
輿
年
数
に
貸
興

比
率
を
乗
じ
た
年
数
に
三
併
す
る
年
数
間
に
お
い
て
年
賦
伯
運
す
る
も
の
と

す
る
。

畷
興
を
受
け
た
畢
生
生
徒
に
し
て
唯
偽
の
申
立
又
は
不
正
の
方
法
に
依
っ
た

と
き
、
在
亭
中
不
都
合
な
行
為
が
あ
っ
た
と
き
又
は
退
畢
し
た
と
き
は
そ
の

貸
輿
を
取
消
し
直
ち
に
衝
興
命
の
全
額
を
返
遡
さ
せ
る
。

貰
輿
に
閥
す
る
細
則
は
別
に
之
を
定
め
る
。
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第第第第

四

授
業
料
”
貸
興
規
程
施
行
細
則

係
授
業
料
の
貸
輿
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
授
業
料
貸
興
委
員
曾
（
以
下
委
員

曾
と
言
う
）
所
定
の
用
紙
に
夫
々
所
要
事
項
を
記
入
の
上
所
属
部
科
長
又
は

校
長
を
経
由
し
て
理
事
長
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

峰
部
科
長
又
は
校
長
が
前
峰
の
願
番
を
受
附
け
た
と
き
は
本
人
及
び
そ
の
家
庭

の
事
情
並
に
畢
業
の
状
況
其
他
参
考
事
項
を
調
査
の
上
本
件
に
開
し
て
そ
の

意
見
を
附
し
て
委
員
曾
に
回
附
す
る
も
の
と
す
る
。

降
貸
興
額
が
決
定
し
た
と
き
は
委
員
曾
は
本
人
に
対
し
て
其
の
額
及
び
返
還
年

額
並
に
期
間
を
部
科
長
又
は
校
長
を
縦
由
し
て
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

係

ｉ
Ⅱ

Ⅲ
目
〈

本
細
則
は
昭
和
二
十
四
年
三
月
十
二
日
よ
り
こ
れ
を
施
行
す
る
。
但
し
昭
和

二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
迄
は
第
一
係
及
び
第
二
峰
の
一
部
の
事
項
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
九
一
一
一
立
命
館
大
学
学
資
貸
与
規
程
〔
昭
和
二
六
年
〕

第
二
峰

第
一
峰

第
三
係

第
五

第第
六
峰

第
七
峰

四

立
命
館
大
畢
肇
資
貸
輿
規
程

i|茶 (7

本
大
畢
に
串
資
貸
興
制
度
を
も
う
け
る
↑
』

本
制
度
に
依
る
畢
資
の
貸
興
を
受
け
る
畢
生
を
肇
資
貸
輿
生
（
以
下
貸
輿

生
と
い
う
）
と
い
い
貸
輿
す
る
金
額
を
畢
資
岱
典
金
（
以
下
貸
興
金
と
い
う
）

，
と
い
浄
７
０

本
制
度
は
本
大
畢
の
畢
生
中
浦
一
ヶ
年
以
上
在
串
し
品
行
方
正
畢
術
優
秀

且
つ
身
体
健
康
で
あ
っ
て
経
済
上
の
理
由
に
依
り
修
畢
困
雌
な
者
に
対
し
授

業
料
の
全
額
又
は
一
部
を
貸
輿
し
て
串
業
を
継
績
さ
せ
る
こ
と
を
側
的
と
す

プ
（
》
Ｏ

貸
輿
金
の
貸
興
は
毎
年
度
橡
算
を
以
て
定
め
る
金
額
の
純
閣
内
で
行
う
も

の
と
す
る
。

縄
長
は
、
貸
輿
の
適
正
を
期
す
る
た
め
に
貸
興
生
の
選
定
及
び
貸
輿
金
額

の
決
定
に
つ
い
て
畢
資
衡
典
委
員
愈
（
以
下
委
員
倉
と
い
う
）
に
諮
問
し
、

輔
導
会
議
の
識
を
経
て
理
事
長
と
協
議
の
上
こ
れ
を
決
定
す
る
。

委
員
曾
は
網
長
が
委
蛎
す
る
左
記
委
員
を
以
て
椛
成
す
る
。

委
員
曾
の
委
員
長
は
畢
生
部
長
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

単
校
側

委
員
曾
健
必
要
に
膳
じ
委
員
長
が
招
集
す
る
￥

貸
輿
願
を
提
出
す
る
期
日
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
左
の
犬
回
と
す
る
。

し
、
そ
の
時
の
事
情
に
よ
り
愛
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
壱
回
六
月
一
日
よ
り
六
月
二
十
日
迄
の
間

第
弐
回
十
一
月
一
日
よ
り
十
一
月
二
十
日
迄
の
間

畢
生
側

畢
生
部
長
畢
生
部
次
長
畢
生
課
長
畢
生
部
主
任

各
翠
部
各
一
名

但
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－
１
コ
で
、
、

品
卿
ノ

返
還
・
す
る
‐
も
の
と
‐
す
る

第
１
ｒ
川
峰
貸
興
生
は
、
卒
業
前

第
’
三
峰
岱
興
余
の
返
還
は
、
雌
終
卒
巣
の
翌
年
四
川
一
Ⅱ
を
始
期
と
し
綱
断
典
期

側
に
貸
興
比
率
を
乗
じ
た
年
数
に
参
倍
す
る
期
間
内
に
於
て
年
又
は
月
賦
で

第
‐
ｒ
二
峰

弟
’
一
峰

第
十
峰

第
九
際１ (|茶

衝
興
金
は
出
願
祥
の
希
望
人
物
ゞ
事
業
成
紙
及
び
家
庭
の
状
況
等
を

参
酌
し
て
左
記
の
比
率
に
依
っ
て
定
め
る
。
但
し
、
大
事
院
は
研
究
資
料
曲

を
含
む
も
の
と
す
る
。

授
業
料
年
誠
の
三
分
の
一

″
〃
二
分
の
一

″
〃
三
分
の
二

″
〃
全
額

貸
興
金
は
引
績
い
て
一
ヶ
年
以
上
は
貸
輿
し
な
い
。
但
し
、
一
ヶ
年
を
超
え

て
衝
輿
を
希
望
す
る
行
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
改
め
て
選
考
し
て
決
定
す
る
。

貸
興
を
志
望
す
る
者
は
、
所
定
の
願
苦
及
び
理
由
番
に
所
定
事
項
を
記
入

の
卜
、
連
柵
保
証
人
式
名
連
署
し
畢
生
部
を
経
て
総
長
に
提
川
す
る
も
の
と

す
る
。前

項
の
連
帯
保
証
人
は
、
猟
三
卜
才
以
止
の
世
帯
主
で
あ
っ
て
そ
の
内
省

橘
は
京
都
在
住
の
背
と
し
他
の
壱
名
は
保
湛
背
又
は
こ
れ
に
代
る
荷
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
貸
輿
生
は
、
同
一
年
度
内
に
再
度
志
望
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
。

衡
興
生
又
は
、
貸
輿
生
で
あ
っ
た
背
は
、
左
の
各
披
に
掲
げ
る
事
由
が
生

じ
た
と
き
は
前
牒
の
連
帯
保
証
人
連
署
で
畢
生
部
を
経
て
縄
長
に
届
川
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
休
翠
退
串
停
畢

二
、
本
人
又
は
連
帯
保
紙
人
の
身
分
、
住
所
そ
の
他
の
砿
要
な
砺
項
に
礎
伽

が
あ
っ
た
場
合

貸
興
生
は
、
い
つ
で
も
貸
興
金
の
緋
退
を
願
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
陽
介
は
、
巡
幣
保
証
人
迎
著
の
辞
退
願
を
畢
生
部
を
経
て
総
長
に

提
川
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

卒
業
前
に
必
ら
ず
所
定
の
借
川
証
岬
を
畢
生
部
を
経
て
恥
蛎

第第輔 第 第

こ1．十十一|‐十
の- ,‐

ノL八現 セハ 五
I'lli&il茶(i茶峰:i7
は

昭附曾I'L]三一一消事るてと情長し長
ｲ|’のここ、、、、し貨長こ前理き貸にが貸な退前に

縦ののそ脆畢似第典にと項事は典よ指輿け畢項提
-I-Iを脱規の偽業病十生申がの長連生り定生れ又の,i',
六経程程他の成疾五が itあ場に帯又分すがばは借し
年るをの蹄申績痛条次でる合届保は篤IIる転な転用な
-'。も改施輿立又なにのね。事出証、し剛亭ら単証け
IIの正行生にはど準各ばこ情で人貸てiill又なし書れ
十とし細とよ操のじ項なのにな又興返内はいたはば

すよ則しり行たてのら場よけは生還に退。場、な
日 る う は て 又 が め 貸一な合りれ進です貸畢合連ら
か 。と綱適は不に輿 にいは、ぱ族ある興しも帯な
らす長常不良戒金該。連貸なはつこ金た、保い
施るがで正と業網常帯輿ら戸たとをと前証＆
行と別なのなの額す保金な黙舟が返き項人
すき に い 方 つ 兇 をる証のぃ抄がで運はにが

§は定と法た込返と人全･本岱きし、準連
、め きに とが還認又額を興るな本じ署
輔 る よ き な せめは又添金。け人てし
導cりいしら遺はえ返れ又直な
宵衝とめれ族一て還ぱはちけ
縦輿きるるはi;i;直完な連にれ
でを。と串のち了ら帯借ば
様うき生返に前な保用な
縦けは部還事にぃ証証ら
の た 貸 を を生死。人iII：な
｜着と典部亡経免(Iiはをぃ
理きをて除をしし理提･
事取理す経た事事,ii
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八
九
四
学
生
生
活
援
助
基
金
規
定
〔
曜
和
三
四
年
〕

学
生
生
活
援
助
金
に
関
す
る
内
規
〔
昭
和
四
四
年
〕

輔第第輔鞘γ：
唯

ノI． ｜ 凡’一牝
禍

粂条条 粂条援
助

21金へfl連へ学1受 へ会一、間修ヘノ7
き合額瀞し帯,ii生が委と迎を学11it

lなは 一 へ ・ 査 、 保 服 i i ; ぁ員よ′,靴定及mは
い、岱貰期、一述証一長た会ぶ、－〃めび、一’､iを
｡征与与間帯人､る、一、一賞学生

’二1期額は′撫保一基 学。が雅与生学生
分間一次査i了l［名金生委あ余す生生油
削一貸のは人のの郷貝たのる橘生を
し(7与各委は連衡及会り連も雑橘援
て与金号負水署与、は、憐の持援肋
返の額に会学を希ドii左(7はでの肋育
済期はよの学も望導の与前あた韮成
さ間、り定生つ打主委の条るめ金す
せは一決めでてはii 員 半 に 。 緊 へ る
得一、定るあ貸、を務雌急以た

るケ五す原れ与委名も！まき、に卜め
が II○るIIりば願典、つ 字 援 ) , ' ; の
、以○。によを会学て生j j ; 助 命 ′ , § ：
三lﾉ､1PI従い出に友概課金をと附
ケと 以 ぃ 。 さ 対 会成の連必よ余
11す内ねし代し｝ﾘ「′両要ぶを
をると、ば所炎、符霧とーも
越oす接な定一委と曲すはづ
え iⅡる帝らの名 貝 す 会 る 、 て
るし。査な様長るへ者本あ
こ侍しぃ式は。以に準て
と別oに学｜、対学る
はの (7 よ生 委し生ミー
で場与り部 典期で

Ⅲ
Ⅱ

本
規
定
は
昭
和
三
川
年
九
月
一

学
生
生
活
援
助
基
金
規
定

日
か
ら
実
施
す
る
。

輔
二
条
（
迎
営
）
蕪
企
の
述
営
は
前
条
に
も
と
づ
き
韮
金
迎
桝
委
典
会
（
以
ド
委

Ⅱ
興
会
と
よ
ぶ
）
が
あ
た
り
貸
与
の
耶
務
は
学
生
課
④
州
屈
と
す
る
。

第
三
条
（
委
員
会
）
委
員
会
は
下
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
し
、
委
員
長
は
学
生
部

長
が
あ
た
る
。

学
生
部
長
・
学
生
課
長
・
椛
導
主
事
一
名
・
学
友
会
一
・
二
部
各
一
僧

輔
川
粂
（
出
願
）
基
金
の
碇
与
希
望
櫛
は
委
曲
会
に
対
し
、
所
定
の
様
式
に
よ
り

連
帯
保
証
人
一
名
の
連
署
を
も
っ
て
貸
与
願
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

但
し
、
連
帯
保
郁
人
は
木
学
学
生
・
院
生
で
も
よ
い
。

輔
侃
条
（
蒋
査
）
榊
査
は
委
興
会
の
定
め
る
原
則
に
従
い
Ⅲ
接
し
、
庇
与
金
額
・

期
間
は
次
の
各
号
に
よ
り
決
定
す
る
。

ｌ
貸
与
額
貸
与
金
額
は
五
、
○
○
○
円
以
内
と
す
る
。

２
貸
与
期
間
貸
与
の
期
間
は
三
ヶ
月
以
内
と
す
る
。

第
六
条
（
報
告
）
委
員
会
は
少
な
く
と
も
年
一
Ｍ
運
営
状
況
を
理
覗
長
・
補
弊
会

議
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
（
改
廃
）
こ
の
規
定
を
改
廃
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
補
導
会
議
で
審
議
の

ｉ
、
理
事
会
の
縦
を
経
る
も
の
と
す
る
。

附
則

こ
の
内
規
は
昭
和
四
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
一
粂
（
Ⅱ
的
）
喉
生
生
橘
援
助
金
（
以
ト
蕪
金
と
よ
ぶ
）
は
、
本
学
学
生
・
院

牝
で
修
学
及
び
学
生
生
橘
維
時
の
た
め
緊
急
に
擬
肋
を
必
要
と
す
る
折
に
対

し
期
間
を
定
め
現
金
貸
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

学
生
生
活
援
助
金
に
関
す
る
内
規
現
行
）

そ
の
基
金
は
寄
附
金
及
び
そ
の
他
を
も
っ
て
あ
て
る
。
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八
九
五
立
命
館
大
学
大
学
院
奨
学
金
貸
与
規
程
〔
昭
和
四
五
年
〕

第輔第第鋪輔第

七，‘《ノ i p y

粂粂条粂条条粂

うの企栂にたと（2）（1）る人奨奨改
奨え奨と(7 奨奨に奨つだし奨持物奨学本．1を善立
'iそこ2、Ft"T-《､iを承あヴ:：きし、準尚IIはと学生制余援命
生れ生る願企 余 つ 余 一 、 ｜ ＃ 生 士水奨も企～度と肋鮪
まをの。ilのはての．修士の｜報育学には以にいす大
た決期へ17，は都二’二洲定程英生催、1くようる′1走
は定間 様与 原川は[Ill洲程数お金と秀本奨つーこは
奨すは式を則額、生イ！iIにはよのなな′､iを学て1！と、
V"る当別希と一修各にあ、び奨る片人生奨ノゴーを水
生○弦炎望し○‐'二一おつ修博′1らこにツ圭と′2j&制目学
で年1すて、抑名けて士士企と対｜塊ぃ命庇的大
あ度一る毎○礎 以るは’抑mnがし′､f-うのをと′1た
つ内お存月○に内奨一程程与でてイ'2－貸設し院
たとよは一○あと●､iを.ににをき貸でと与けて学
打しび、月I'lつす化二あお受な ^あ いを る、 生

成毎分とてるに.つがいけ い す つ う受｡立の
火綾年ず すは○つ三てててOるてcけ命(1jI

次学.1度つる11L>I川｜はぃ。、る館究
の院 ｜ﾘI初交○額て生一品るた研荷大を

smめ 付八はを、短 尚 だ 究 を 学 奨
に輿 を所す、合二在しに大励
該会添定る ○ 原 め ｜ Ⅲ ’学、熱立学し
当にえの 。○mて牝'I員次窓命院、
す おて期○と若各数のを蛇奨勉
るぃ願HPIし干一を一も大子ザー
とていにて名し経にちりを金の
き選I11、博一と名渦該学大へ条
は苛 る 奨 士l､'I-す以し芋i業学以件
iii ：のも学洲攻る｜ﾉ､］たす．院下を

0

立
命
館
大
学
大
学
院
奨
学
金
貸
与
規
程

☆

第 第第第第

○ノし八
条条条粂条

（4）（3）（2）（1）表奨金た一いて(3)(2)(1)7(4)(3)(2)(1)ち
前 との6学奨返だI門返。、奨奨え奨つに
条他す猫till本災一命′､t週し返遮六学くりを大奨奨貸学た本連休奨届
第大る予号学害の生，;｜、遠のI I 金 金 学 学 学 ： 与 生 と 人 帯 学 学 け

二学のにのまで川;則ま〃をはに'琉金縦金が蕊鯉純号大期定指た部あ11冒賦た法雑、は'Iとのの借、
に学間め定はまつへにはは過奨利生貸17用次様は人一j<貸け
よ院はるす傷 たた様よ半年し学息の与与,'1：の式迎を修与れ
るま ､ 職 るいは苫式つ年lKた生を身を期へ一別帯変了をば
、た奨に数疾 全がりIJて賊に翌がつ分辞Ilil棟に炎保更な辞な
本は学つ育病:i|.，炎返・よ11大けを退が式該3証しど退ら
学 外金く職にの次5還月るか学な失し7i:別当一人た学すな
の国返意ま よ 返 の ー す K こ ら院いった了表すのと締るい
指に運，'i'，たつ運一をるなと 一 学 ･ た と し 4 る 住 き に と 。
定あ開をはてをに提とどを○生ときた、一と所へ移き
す つ始有研、猫該i【l1iき削原年のきとをき変様伽へ
るて の す 究返予当しはルKMリ以身き提は更式を様
教学時る職還すすな返のと｜ﾉ､1分肌直な別生式
育校点とに が る る け 運 方すにをしちど表じ別
職にかきつ困ことれの法る返失なに里3た表
ま 在 ら ・い雌ときば開に が 迎 つ け 連 要 と 2
た学起 たたにがはな始よ、したれ帯なきー
はす算だとなあ1級らにるiiなとば保事
研るししきつるぃな際 こ怖けきな証項様
究と て 、た。IP,いしとにれから人に式
職 き一こと へに ｡て もよばらなと変別
に年 のき様よ、でつな起い連更表
つ 以場式 つ奨きてら算・署が2
い 内合別て学るは な し の あ

。､1 句
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伽
死
亡
ま
た
は
不
具
廃
疾
の
た
め
就
学
ま
た
は
労
伽
能
力
を
喪
失
し
奨

学
金
の
返
還
が
不
能
と
な
っ
た
と
き

②
第
二
条
第
二
号
に
定
め
る
職
に
つ
き
、
そ
の
期
間
が
奨
学
生
で
あ
っ

た
川
間
の
二
倍
を
越
え
た
と
き

第
一
四
条
本
現
程
に
間
す
る
事
務
は
、
学
生
部
学
生
縦
に
お
い
て
取
扱
う
も
の
と
す

ブ
つ
０

第
一
三
条
奨
学
生
ま
た
は
奨
学
生
で
あ
っ
た
祥
が
、
次
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
願

い
出
に
よ
っ
て
、
奨
学
金
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
返
還
を
免
除
す
る
こ
と
力

あ
る
。
〈
様
式
別
表
７
）

１
１

１
；
●
●
．

｜
も

本
川
礎
は
、
昭
州
Ⅲ
爪
年
Ⅲ
川
一
Ⅱ
か
ら
通
川
す
る
。

て
は
Ⅱ
本
育
英
会
法
第

条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
峰
ハ
条
の
四
第
一
畷
わ
よ
び
同
法
施
行
令
輔
一
九
八
九
六
立
命
館
大
学
新
入
生
学
資
貸
与
規
程
〔
昭
和
五
五
年
〕
☆

（
名
称
）

第
一
条
本
大
学
に
新
入
生
学
資
貸
与
制
度
を
も
う
け
る
。

本
制
度
に
よ
る
学
資
の
蹄
与
を
受
け
る
者
を
新
人
生
学
資
貸
与
生
（
以
一
卜
「
箇

与
生
」
と
い
う
）
と
い
い
、
貸
与
す
る
金
額
を
新
入
生
学
寅
貸
与
金
（
以
下
「
衝

与
金
」
と
い
う
）
と
い
う
。

（
Ⅱ
的
）

第
二
条
こ
の
制
度
は
、
教
育
の
機
会
均
等
を
尊
重
す
る
本
学
の
教
学
方
針
に
も
と
づ
い

て
、
本
大
学
学
部
の
新
入
生
で
修
学
の
熱
意
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済

的
叩
由
に
よ
り
枇
学
が
附
雌
な
者
に
対
し
、
入
学
手
続
時
に
学
曲
の
一
部
を
衝

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
断
与
余
）

第
三
条
貸
与
金
は
、
一
Ⅲ
生
時
に
お
け
る
授
業
料
お
よ
び
維
持
拡
充
擬
（
理
工
学
部
・

文
学
部
に
お
い
て
は
、
実
験
実
習
曲
も
念
む
）
の
二
分
の
一
と
す
る
。

（
資
絡
）

第
四
条
貸
与
生
と
な
る
者
は
、
本
大
学
の
入
学
試
験
に
合
格
し
、
第
一
次
入
学
手
続
を

完
了
し
た
者
と
す
る
。

（
出
願
）

第
五
条
貸
与
を
希
望
す
る
新
入
生
は
、
所
定
の
願
書
に
記
入
の
上
、
総
長
に
提
出
す
る

も
の
と
す
る
。

（
選
考
）

第
六
条
衡
与
生
の
選
考
は
、
学
生
主
事
会
議
の
縦
を
経
て
総
長
が
こ
れ
を
行
な
う
。

（
借
用
証
書
）

第
七
条
貸
与
生
は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
借
用
証
書
を
理
事
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
借
用
証
諜
は
、
連
帯
保
証
人
二
名
が
連
署
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

立
命
館
大
学
新
入
生
学
資
貸
与
規
程
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（
変
更
）

第
九
条
貸
与
生
ま
た
は
貸
与
生
で
あ
っ
た
将
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た

と
き
は
、
た
だ
ち
に
第
一
三
条
に
定
め
る
担
当
課
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
Ｏ山

除
職
（
人
学
辞
退
・
学
費
滞
納
）
・
休
学
・
停
学
・
退
学

②
本
人
ま
た
は
連
帯
保
証
人
の
住
所
、
氏
名
そ
の
他
重
要
な
事
項
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合

（
併
願
）

第
八
条
貸
与
生
は
、
原
則
と
し
て
、
一
回
生
時
に
重
ね
て
立
命
館
大
学
学
資
貸
与
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
一
二
条
貸
与
生
ま
た
は
貸
与
生
で
あ
っ
た
者
が
貸
与
金
返
還
前
に
死
亡
し
た
と
き
は
、

そ
の
証
明
溝
を
添
え
、
連
帯
保
証
人
ま
た
は
相
続
人
が
理
事
長
に
届
け
出
る
も

（
返
還
猫
予
）

第
二
条
貸
』

（
返
還
）

第
一
○
条
衝
与
金
は
、
卒
業
ま
た
は
学
識
を
失
っ
た
時
（
入
学
辞
退
に
よ
る
除
撫
を
除
く
）

か
ら
一
○
年
以
内
に
年
賦
で
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
返
還
年
賦
額
は
、

貸
与
総
額
の
一
○
分
の
一
以
ｋ
と
す
る
。
た
だ
し
、
返
還
年
賦
額
は
、
一
○
、

２３

（
返
還
免
除
） 定

の
期
間
貸
与
金
の
返
還
を
猶
予
す
る
こ
と
が
あ
る
。

ｌ

貸
与
生
で
あ
っ
た
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
時
は
、
申
し
１
に
よ
り

Ｉ

衝
与
総
額
の
一
○
分
の
一
以
ｋ
と
生

○
○
○
円
を
ド
っ
て
は
な
ら
な
い
。

２
、
人
学
辞
退
に
よ
る
除
儒
の
場
合
峰
入
学
辞
退
後
二
週
間
以
内
に
返
還
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
、
前
項
の
場
合
、
連
帯
保
証
人
ま
た
は
机
統
人
に
よ
る
理
事
長
へ
の
申
し
出１

が
あ
れ
ば
、
事
怖
に
よ
り
貸
与
金
の
全
額
ま
た
は
一
部
の
返
還
を
免
除
す
る
こ

の
と
す
る
。

山
災
害
ま
た
は
傷
害
疾
病
に
よ
っ
て
返
還
が
困
靴
と
な
っ
た
と
き

大
学
ま
た
は
大
学
院
に
在
学
す
る
と
き

そ
の
他
や
む
を
え
な
い
事
由
に
よ
っ
て
返
還
が
困
雌
と
な
っ
た
と
き

と
か
あ
る
暑

（
事
務
分
掌
）

第
一
三
条
本
制
度
に
関
す
る
事
務
は
、
学
生
部
厚
生
課
が
こ
れ
を
担
当
す
る
。
た
だ
し
、

返
還
事
務
に
つ
い
て
は
、
財
務
部
会
計
課
が
担
当
す
る
。

（
改
廃
）

第
一
四
条
こ
の
規
程
を
改
廃
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
学
生
主
事
会
縦
で
祷
縦
の
上
、
理

事
会
の
縦
を
経
る
も
の
と
す
る
。

補
則

（
実
施
細
則
）

第
一
五
条
こ
の
規
程
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
別
に
定
め
る
。

附
則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
五
五
年
二
月
八
日
か
ら
施
行
す
る
。
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八
九
七
立
命
館
大
学
乙
種
学
資
貸
与
規
程
〔
一
九
八
四
年
〕
☆

第
一
条
（
名
称
）

本
大
学
に
乙
椛
学
資
貸
与
制
度
を
設
け
る
。
本
制
度
に
よ
る
学
資
の
衝
与
を

一
受
け
る
者
を
乙
椛
学
資
貸
与
生
（
以
下
「
乙
種
貸
与
生
」
と
い
う
。
）
と
し

貸
与
す
る
金
額
を
乙
祁
学
資
貸
与
余
（
以
下
「
乙
郁
貸
与
金
」
と
い
う
。
）
と

す
る
。

第
二
条
（
Ⅲ
的
）

本
川
庇
は
本
人
兼
の
学
部
の
学
生
で
、
修
学
の
熱
怠
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
維
済
上
の
哩
川
に
よ
り
修
学
が
川
雌
な
背
に
対
し
、
稚
資
の
一
部
を
衛
リ

し
て
学
業
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
粂
（
衝
与
金
）

１
．
と
極
貸
与
金
は
毎
年
度
予
算
を
も
っ
て
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
で
貸
与
を

《
灯
う
も
の
と
す
る
。

２
乙
柿
筋
与
金
年
額
は
乙
祁
学
街
庇
与
委
員
会
（
以
下
「
乙
秘
衝
与
委
興
会
」

と
い
う
。
）
の
縦
を
経
て
学
侭
が
こ
れ
を
定
め
る
。
交
付
は
年
二
Ｍ
と
す

る
。
川
し
、
新
人
生
兼
蜜
踊
り
生
、
Ⅲ
仰
学
資
貸
与
生
が
乙
棚
岱
与
余
を

受
け
る
場
合
は
、
新
入
生
学
資
暁
与
余
、
甲
椛
学
資
岱
与
金
と
乙
抑
貸
与

金
と
の
合
計
し
た
額
が
年
間
学
岱
を
越
え
な
い
も
の
と
す
る
。

第
川
条
（
資
格
）

出
願
資
絡
を
有
す
る
者
は
、
原
則
と
し
て
日
本
育
英
会
奨
学
金
に
出
願
し
、

採
用
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
す
る
。
旧
し
、
学
資
支
弁
が
箸
し
く
困
難
で
あ
る
と

乙
祁
衝
与
委
興
会
が
認
め
た
者
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
匝
条
（
出
願
）

１
．
乙
祁
貸
与
企
を
希
望
す
る
者
は
所
定
の
願
将
な
ど
に
必
嬰
事
項
を
記
入
の

ｋ
、
巡
帯
保
証
人
一
名
と
連
署
し
、
学
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

立
命
館
大
学
乙
柿
学
資
貸
与
規
程

第 一
Ｊ

儲
罪 鋪 第 第

三
《
一
条
急
唾
・
者
」
）

乙
椛
尚
与
生
の
選
考
、
乙
櫛
貸
与
金
額
の
決
定
は
、
乙
棚
貸
与
秀
、
会
の
縦

を
締
て
挙
長
が
こ
れ
を
行
う
。

七
条
（
秀
員
会
）

ｌ
乙
種
貸
与
委
員
会
は
次
の
委
員
を
も
っ
て
術
成
し
、
委
員
長
に
は
学
生
部

長
が
あ
た
る
。

学
生
部
長
・
学
生
部
次
長
・
一
部
各
学
部
学
生
主
事
・
二
部
協
学
生
主

事
・
叩
生
課
長

２
．
乙
仙
厳
与
委
典
会
は
必
要
に
応
じ
て
委
曲
長
が
州
紫
す
る
。
川
し
、
隙
川

と
し
て
毎
年
一
Ⅲ
定
例
の
乙
祁
岱
与
委
曲
会
を
州
喋
し
、
衡
与
雅
准
‐
な
ど

に
つ
き
群
砿
す
る
。

八
条
（
貸
与
）

乙
樋
貸
与
金
の
貸
与
は
、
一
年
度
限
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
年
度
以
降
も

再
度
出
願
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
条
（
惜
川
証
諜
）

１
．
乙
祁
岱
与
生
は
貸
与
決
定
後
、
所
定
の
俗
川
祉
神
及
び
振
込
口
座
届
を
理

事
長
に
拠
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
．
前
項
の
借
川
証
沸
は
連
幣
保
証
人
二
名
が
連
署
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
第
凡
条
第
二
項
を
準
川
す
る
。

一
○
条
（
異
動
）

乙
種
貸
与
生
又
は
乙
種
貸
与
生
で
あ
っ
た
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由

が
生
じ
た
と
き
は
前
条
の
連
帯
保
証
人
と
連
署
し
て
理
事
長
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

⑪
連
帯
保
証
人
の
変
更

②
本
人
又
は
連
帯
保
証
人
の
氏
名
、
住
所
、
勤
務
先
そ
の
他
重
要
な
那
項

に
変
動
が
あ
っ
た
場
合

③
除
職
、
休
学
、
停
学
、
退
学

前
項
の
連
帯
保
証
人
は
父
母
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
肴
で
、
乙
種
貸
与
金
の

返
還
に
査
任
の
と
れ
る
背
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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輔 輔 輔第

1J． ｜ﾉL|

条 条 条粂
砿一、返へ除乙は亡返｜ 弧
のこ改 還本 猟す抑木し乙返（2）（1）運い乙返（2）
tの廃堆llnl稀る(7人た棚還を11'1，純遮
、規一務度分 こ 与 、 と 貸 免 犬 が 災 揃に17猫介貸新

理程にに掌と菱迎 き与除学171'if予 よij-1-W^人
事をつ｜班1‐ー が 典 帯 は 生 一 又 雛 、 すり'Iミーし余生
会改いすで会保辿又はと傷る乙 でたと′i'l
で廃て る きの証帯は大な害こ靴あ額の尚
こしはりfる縦 人 保 乙 学 つ 、 と(7つを併(7
れ よ 、 務 。を又証櫛院た疾が与た衝衝与
をう財は経は人貸にと病で秀行ノ3-り‐命
定と勝、てI'll又与在き又き“が金を、
め す 部 学 、 統は生学はる会次 総 受 I P
るる会生乙人卜Ⅱですそ。のの誠け極
。と，汁部棚よ統あるの縦各とて学
き 柳 1 ¥．衝り人つと他を汁しぃ資
は が生与、よたきや雑の、る貸

机課金理り背むて-i場与
乙当がの事、がを〃・合金
樋すこ全長垂、iiト－該をはの
貸るれ額に度乙な定当通、両
与。を又返の純いのす川そ力

担は還傷貸蛎禾刈るすれ、女

幽当 一 免害与由｜Ⅲ’'､るぞ又
す部除、金に乙は。れはへ

舞

純、に るのを疾返 よ の 一
お。返願病還つ贋IⅢ貸方
ぃ｜Ⅱ通いの前てノyii与と
てしを,iiとに返金長令乙
′並免、き死運のにを桃11-1

第

一
条
（
返
還
）

乙
櫛
貸
与
金
の
返
還
は
次
の
各
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、
虚
偽
の
申

し
立
て
又
は
不
正
な
方
法
で
乙
郁
貸
与
金
の
貸
与
を
受
け
た
場
合
は
、
直
ち
に

返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
乙
祁
貸
与
金
は
、
卒
業
又
は
そ
の
他
に
よ
り
学
溌
を
失
っ
た
時
か
ら
、

品
商
一
○
年
以
内
の
年
賦
で
返
遠
し
、
且
つ
返
還
年
賦
額
は
九
○
、
○

品
商
一
○
年
以
内
の
年
賦
で
返
還
‐

○
○
川
を
卜
川
っ
て
は
な
ら
な
い
。

二
３
Ｊ

鑑
列

〔
備
考
〕

（
箱
称
）
乙
祁
学
資
貸
与
制
度
（
八
三
確
認
で
は
学
資
貸
与
．
Ｂ
と
な
っ
て
い
る
）
と
称
し

現
行
学
資
貸
与
制
度
は
叩
祁
学
寅
貸
与
制
度
と
称
す
る
。

（
庇
与
金
）
八
三
確
認
で
「
、
宅
外
生
二
○
力
円
、
自
宅
生
一
○
万
円
」
と
し
て
い
る
が
新

人
生
貸
与
金
、
叩
桃
断
与
余
と
の
併
採
川
を
考
脳
し
、
「
ｎ
宅
外
生
二
○
万
川
以
内
、
Ⅲ
宅

生
一
○
万
Ⅲ
以
内
」
と
し
、
端
数
は
一
○
○
○
川
単
位
で
洲
終
す
る
。

（
交
付
川
）
Ⅱ
青
の
採
川
川
と
か
か
わ
っ
て
九
Ⅱ
、
一
川
と
し
、
岱
与
金
の
二
分
の
一
づ
っ

を
交
付
す
る
。

（
資
格
）

・
八
三
当
時
は
「
日
育
有
資
格
者
で
緊
急
的
な
者
の
み
」
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
日
青
法

改
定
後
の
動
向
に
よ
り
「
日
育
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
者
」
と
す
る
。
従
っ
て
乙
種
貸
与

生
は
機
会
あ
る
毎
に
、
日
育
に
川
願
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

（
選
考
基
準
）
・
・
事
務
局
案

．
「
日
育
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
者
」
と
の
関
連
で
日
育
基
準
を
準
用
す
る
が
、
「
学
力
」

に
つ
い
て
は
甲
祁
学
資
貸
与
規
程
を
準
用
す
る
。

、
選
考
は
通
補
七
川
と
す
る
。

（
委
典
会
）
資
絡
、
基
準
と
も
に
日
育
、
甲
祁
選
考
基
準
を
準
用
す
る
た
め
委
員
会
に
学
生

を
含
め
な
い
も
の
と
す
る
。

（
返
運
）

．
Ⅲ
年
間
衝
与
を
受
け
た
場
合
の
Ⅲ
青
返
還
額
を
め
ど
と
し
、
Ⅲ
万
川
を
下
川
ら
な
い
も
の

と
す
る
。

、
新
入
生
貸
与
金
、
叩
徹
貸
与
金
、
乙
祁
衝
与
金
の
い
ず
れ
か
と
併
貸
与
を
受
け
て
い
る
甥

六
条
（
施
行
細
目
）

本
規
程
の
施
行
細
目
は
、
乙
種
貸
与
委
員
会
に
お
い
て
審
議
の
上
、
学
長
が

こ
れ
を
定
め
る
。

ｊ
Ｉ

川
目
ハ

こ
の
規
程
は
一
九
八
四
年
一
二
月
一
・
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

『
１
ユ

ワ
』

ワ
色



返
還
描
予
を
受
け
た
場
合
は
、

内
で
返
還
す
る
も
の
と
す
る
。

合
は
合
算
返
還
が
出
来
る
も
の
と
才
包
八
九
八
一
立
命
館
大
学
奨
学
金
白
書
」
〔
一
九
八
四
年
〕
〔
抜
粋
〕
☆

返
還
揃
予
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
を
除
い
て
（
Ⅱ
育
と
同
条
件
）
雌
高
一
○
年
以

地方公共川体・公雌法人等による育英奨雅i喋(11,7(1154ll'-l鯨Mlf繭

第
一
章
日
本
育
英
会
奨
学
金
制
度
の
現
状

一
九
八
四
・
三
立
命
館
大
学
奨
学
金
白
書
刊
行
委
員
会

日本育英会と地ﾉ公共|仙体・公茄法人等の訓喋削介（州f115!年度‘淵査）

①奨学金支給総額②奨学生 総数

理千人
(3.9％）

弱千人

(16.8％

日本育英会「育英奨学事業の現状」昭和57年5月p.lより

－222－

支給形卿

給与

給・貸昌

貸与

置者別団体＃

地方公

団

剛ｲZ

30

82

1，19

公茄法 ノ

団伸

36〔

34

ケ
ｉ

ｎ
／
】

67

学校その他

ｆ
５

団
５

24：

863

Iｻ1体数合計

合計

団

1．21

11

1q‘
八bJ1

2，7

比率

45‐

｜
”

49

lOO〈

奨 学 生 総 数

人員朔

84．43（

22,40：

QR1f
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比琴
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２
｜
国
際
的
に
も
低
い
水
準

わ
が
国
に
お
い
て
亜
甥
な
役
削
を
果
し
て
い
る
Ⅱ
本
育
英
会
奨
学
金
も
国
際
比
鮫
で
み
る

と
、
き
わ
め
て
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
資
料
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
量
的
に
も
少
な
く
、
内
容
と
し
て
も
先
進
資
本
主
義

国
に
お
い
て
給
伐
が
主
流
を
な
し
て
い
る
の
に
比
し
て
、
Ⅱ
‐
本
は
貸
与
制
度
の
み
と
い
う
状

況
で
あ
る
。

１
｜
重
要
な
役
割
を
果
す
日
本
育
英
会
奨
学
事
業

日
本
育
英
会
奨
学
事
業
は
、
わ
が
国
奨
学
事
業
全
体
の

学
生
数
比
）
を
占
め
、
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
一

日
本
育
英
会
奨
学
事
業
は
、
わ
か
国
奨
学
事
業
全
体
の
七
八
％
（
金
額
比
）
六
四
発
（
奨

学
生
数
比
）
を
占
め
、
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
（
巻
末
資
料
①
～
④
）

事
業
内
容
に
つ
い
て
も
、
日
本
育
英
会
以
外
は
、
出
身
地
・
家
計
状
況
・
学
部
指
定
等
川

願
資
絡
に
制
約
を
設
け
て
い
る
場
合
が
多
い
。

他
に
国
の
奨
学
事
業
と
し
て
、
「
奨
学
金
貸
与
事
業
」
と
「
入
学
一
時
金
分
荊
納
人
事
業
」

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
財
政
投
融
資
資
金
を
財
源
と
し
、
有
利
子
（
丘
・
五
％
）
で
連
用
さ

れ
て
い
る
た
め
実
施
大
学
数
も
き
わ
め
て
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
（
巻
末
資
料
⑤
）

稗
翻
翻

給
費
〔
一
部
貸
与
〕

給
費
〔
一
部
貸
与
併
用
〕

給
費
、

給
費
、 １

貸
与
庁

日 本

(1979＞

ｱメリカ西ドイツイギリスフランス

(1978)(1975)(1976)(1976)

「各国奨学金の年間予算比較」

大学在学者数

ｍ
ｍ
、
斑
、

９
２

５
４
０
８
１

８
６
７
２
６

アメリカ(1976）

イギリス(1975）

フランス(1976）

西ドイツ(1976）

日本(1978）

政府機関等奨学制度の国際比較

I:龍識静騨霜鑑潔｣紹和"年版
育英労「真に国民のための育英奨学制度の確立をめざして」p7,n8より

－223－

国窄

聯|線
イギリス

(197碑）

フランス

(1976年）

西ドイツ

(1975年）

日刻

(197蜂

対象

高校
大 学
大学院

枝
学
院学

高
大
大

高校
大学
大学院

高校

大学
大学院

年間予算額

8，842億P

1，257億P

1.088億P

5．286億P

789億P

日本育英会754億P
私学振興㈱35mp

奨学生数（又は％：

269万人

175万人…

計444万，

大学・高等課程
教員養成カレッジ }＝90％
大学院=50%

高等学校.…･･188万人
大 学
大学院 }……’1万ノ

計199万人

高等学校＝24％

大学＝38％…‐

36万人

..……･････…36万人
｡……・・3千人

給与・貸与
のs

給費
貸与

給 費

給費

給費

給費と貸与
の組合せ

貸与

備圭

私学振興財
団の奨学金
は5．5％α

有利子



蕊
等
．
｜
貸
与
金
の
内
訳

貸
与
総
額
内
訳
を
み
る
と
、
貸
与
人
員
の
自
然
剛
と
関
わ
っ
て
、
「
返
還
期
限
の
き
て
い

な
い
憤
惟
額
」
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。

「
返
還
免
除
予
定
・
免
除
額
」
の
比
率
は
年
々
減
少
す
る
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。

但
し
、
絶
対
額
で
八
二
年
度
二
、
二
六
○
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
他
に
類
の
な
い
給
付
額

で
あ
る
。

（
巻
末
資
料
⑥
、
⑦
）

日
本
育
英
会
奨
学
資
金
は
．

そ
の
椛
成
は
、
下
図
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん

ど
を
政
府
借
入
金
に
よ
っ

て
連
用
さ
れ
、
一
九
八
二

年
度
末
累
計
で
八
三
％
を

占
め
て
い
る
。

資
金
の
大
部
分
を
占
め

る
政
府
借
入
金
も
、
八
二

年
度
初
め
て
対
前
年
度
同

額
と
な
り
、
八
三
年
度
に

は
減
誠
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
、
返
還
充
当
金
が
増

額
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴

い
予
算
総
額
も
若
干
の
噸

額
と
な
っ
た
。

３
｜
奨
学
資
金
の
大
部
分
が
政
府
借
入
金

主
に
政
府
か
ら
の
借
入
金
と
返
還
金
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。

奨学生数と奨学金貸与総額

奨学金貸与総額（累計8，523億円)－1982年度末一

政府借入金額（累計7，048億円）
返還金等繰入額（累計1，475億円）

2,419億円寄付金繰入額（累計6，343万円） 111R1,118
億円

舞
F

’
皿
一
●
●
●
●
●
…
…

1,036
9 濁 戸

~ 7割

613

型且「－

掛園箇箇小圏閏圏昌剥
'76，77，78，79，帥’81，82（予算）

’83
「育英」第179号より

1943～’74,75
,73年度

－
５
：
奨
学
金
月
額
と
学
生
生
活

奨
学
金
月
額
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
国
立
大
学
の
授
業
料
値
上
げ
年
度
に
改
訂
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
八
二
年
度
に
お
い
て
国
立
大
学
の
授
業
料
値
上
げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
月
額
を
据

置
か
れ
た
。
（
巻
末
資
料
⑧
）

私
立
大
学
に
お
い
て
も
、
月
額
が
八
○
年
度
以
降
据
置
か
れ
た
結
果
、
奨
学
金
額
と
授
業

料
に
大
き
な
ひ
ら
き
が
生
じ
て
い
る
。

貸与金の内訳

帝75年
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返還期限が

きた債権額
免除予定・免除額
ユーーーｰ一一一一

』

』

』

』



６
．
貸
与
人
員

蹄
与
人
興
は
、
緩
や
か
に
噌
加
し
て

き
た
が
、
八
二
年
度
以
降
四
○
万
人
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

識
祇
街
別
に
臓
与
人
員
の
推
移
を
み

る
と
、
国
立
大
学
の
減
少
傾
向
に
対
し
、

私
立
大
学
は
嬬
加
し
て
い
る
。

川
し
、
学
生
数
の
伸
び
に
対
し
て
奨

学
生
数
は
そ
れ
ば
ど
琳
川
せ
ず
、
か
っ

て
の
一
○
％
台
の
水
準
に
も
至
っ
て
い

な
い
。
（
巻
末
寅
料
⑩
、
⑪
、
⑫
、
⑬
、
⑭
）

か
っ
て
奨
学
金
で
授
業
料
を
支
払
い
、

そ
の
差
額
を
生
活
蘭
に
充
当
で
き
た
も

の
か
ら
大
き
く
後
退
し
て
い
る
。
（
巻

末
資
料
⑨
）

学
生
生
活
費
と
の
関
係
で
み
る
と
、

か
っ
て
、
奨
学
金
の
比
率
が
四
○
％
台

を
占
め
て
い
た
が
、
二
○
％
台
へ
と
低

下
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
学
生
を

と
り
ま
く
社
会
的
・
経
済
的
状
況
が
厳

し
く
な
り
、
父
母
負
担
も
噸
大
し
て
い

る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

礎jを命と'､jを生生浦fiの推移（平均・年誠千円

200
1.082

注①文部省学生生活費調査による。

②⑲．52.55年度は国立．学寮の額である＝

「育英」第179号より

0㈹ 46％

鋤
３

謹
昌

800

潤
一600

雑
400

邪

747678釦年度1 鋼 9 5 25561田侭妬687072

７
《
｜
年
一
次
に
み
る
出
願
・
適
格
・
採
用
状
況

一
年
一
次
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
み
る
と
川
願
者
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

出
願
者
・
適
格
者
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
採
用
率
は
低
一
卜
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
国
・
公
立

で
貸
与
人
員
の
減
少
と
関
連
し
て
低
下
傾
向
が
瓢
著
で
あ
る
。
（
巻
末
資
料
⑮
、
⑯
、
⑰
、
⑬
）

川
願
背
の
増
川
傾
向
に
つ
い
て
、
今
日
の
社
会
的
・
経
済
的
状
況
と
家
計
・
学
生
生
橘
実

態
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

適
格
率
の
低
下
傾
向
は
、
日
本
育
英
会
選
考
基
準
が
七
九
年
度
に
改
定
さ
れ
て
以
降
、
基

本
的
に
改
訂
さ
れ
て
い
な
い
点
と
か
か
わ
っ
て
生
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
出
願
・
適
絡
者
に
対
す
る
採
川
率
は
、
七
九
年
度
の
私
学
の

増
員
増
額
が
な
さ
れ
て
以
降
減
少
傾
向
に
あ
る
。

奨'1::生貸与人典の推移

菌鼠国三陸迷三職
1943～747576777879808182(̂ )'73年度

鋤’ 設置者別・在学生に対する奨学生比率

40;･国立

一・一一一口－－－－

30－ 一ｺ一一一一一一口一七一一一－一一一一一一一一一一酉＝一・一一一吋

20：

臨芝E－－
:|師一二三三一一一一一

二

一一

11
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適格者に対する採川率1Iイド1次） il'l願行に対する採川率11If-1次：

M1”一J一 "|・狸一一
80

←■一一・一・一一一

80-
一一一・一.一ゆ～

70-

70‘

帥．

60.

釦

50.

1973年747576777879釦

’1973年74757677787980

こ
の
具
体
化
と
！
）
て
：
学
力
基
準
に
、

一
回
生
…
・
…
…
・
…
…
・
高
等
学
校
峨
終
二
ヵ
年
の
成
維
の
評
定
を
全
履
修
科
目
に
つ
い
て

平
均
し
た
値
が
特
別
貸
与
に
お
い
て
は
三
・
五
以
上
の
者
。

一
般
貸
与
に
つ
い
て
は
三
・
二
以
上
の
者
。

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

経
済
基
準
に
つ
い
て
、
標
準
家
計
に
お
け
る
収
入
限
度
額
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
〈
詳

細
は
第
四
章
２
参
照
）

奨
学
生
に
占
め
る
特
別
貸
与
と
一
般
貸
与
の
比
率
は
、
私
立
に
お
い
て
七
六
年
度
を
機
に

完
全
に
逆
転
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
国
・
公
立
は
ほ
ぼ
半
々
の
比
率
で
推
移
し
て
い
る
。

（
巻
末
資
料
⑲
）

な
お
、
私
立
に
お
け
る
特
別
貸
与
の
増
員
は
、
一
般
か
ら
の
振
替
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
。

（
巻
末
資
料
⑥
）

８
特
別
貸
与
・
一
般
貸
与
の
比
率

日
本
育
英
会
が
定
め
る
「
特
別
貸
与
」
と
「
一
般
貸
与
」
そ
れ
ぞ
れ
の
出
願
資
格
は
下
記

の
と
お
り
で
あ
る
。

学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
に
在
学
す
る
者
で
一
特
別
貸
与
」
に
あ
っ

て
は
特
に
人
物
・
学
業
と
も
に
優
秀
、
か
つ
健
康
で
あ
っ
て
、
著
し
く
学
資
の
支
弁
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
、
「
一
般
貸
与
」
に
あ
っ
て
は
人
物
・
学
業
と
も
に
優

秀
、
か
つ
健
康
で
あ
っ
て
、
本
会
の
奨
学
金
の
貸
与
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

に
限
り
ま
す
。
日
本
育
英
会
「
志
望
の
し
お
り
」
よ
り

出
願
の
資
格

－226 －



fF度恥 般mm与奨幸生比率尋
！
↑
本
学
奨
学
生
数
と
執
行
額

本
学
に
お
け
る
日
本
育
英
会
奨
学
生
数
は
、
前
章
で
み
た
よ
う
な
奨
学
金
制
度
を
め
ぐ
る

厳
し
い
状
況
の
な
か
で
着
実
に
増
加
し
て
き
た
。
（
巻
末
資
料
⑩
、
⑳
）

現
在
、
国
・
公
・
私
立
大
学
全
体
の
な
か
で
第
九
位
、
私
立
同
規
模
大
学
で
第
一
位
を
占

め
て
い
る
。

罵
鱗
蕊
側
や
公
立
戎
遜
味
一
鍵
懲
溌
阿
印
公
立
然
竺

一
場
〃
／
／
私
益
〃
／
〃
／
勿
凹
〃
私
立
翌

鋤
乃
印
副
細
鋤
泌
叫
％
｜
｜
叩
％
剖
鋤
⑩
砂
州
ｌ
利
州

第
二
章
立
命
館
大
学
に
お
ほ
る
奨
学
金
の
現
状

雁
〃
〃
／
〃
／
／
私
；
立
勿
〃
／
の
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勿
勿
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i命館大学における執行額 擬学生数と在縦比率（'､尚1昨生’

ま
た
、
奨
学
生
比
率
に
お
い
て
私
立
平
均
を
上
廻
り
・
七
七
年
．
度
以
降
・
国
。
公
・
私
立

全
体
平
均
を
も
上
廻
っ
た
。
し
か
し
、
国
・
公
立
大
学
と
の
絡
差
は
大
き
く
、
例
え
ば
、
八

二
年
度
Ｋ
国
立
大
学
奨
学
生
比
率
二
四
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

執
行
額
に
つ
い
て
も
八
二
年
度
一
四
億
五
千
万
円
と
な
り
、
経
常
街
助
成
に
次
ぐ
大
き
な

額
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
国
の
予
算
と
も
関
わ
っ
て
、
対
前
年
度
伸
び
率
で
八
一
年
度
極
端
に
落
込
ん
で

い
る
。
（
巻
末
資
料
⑥
）
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誌部別在学生に対する比率
２
ざ
出
願
・
採
用
・
内
示
数
等
に
つ
い
て

山
在
学
生
に
対
す
る
奨
学
生
比
率

本
学
に
お
け
る
奨
学
生
推
薦
方
法
は
、
日
本
育
英
会
よ
り
割
当
て
ら
れ
た
内
示
数
を
適
格

者
に
対
す
る
学
部
別
比
例
配
分
方
式
を
と
り
、
そ
の
上
で
経
済
的
に
困
難
度
の
高
い
学
生
か

ら
推
薦
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
奨
学
生
比
率
の
変
化
に
つ
い
て
は
、

適
格
率
の
変
化
（
言
い
換
え
れ
ば
経
済
的
困
難
岬
の
増
減
）
を
一
定
反
映
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。’一釦

慧乳司
-1982年’

０

釦

３

膿雲恥識
Ｉ
雲

訓 這
這
唾

10.

禍雁 侭
1銘1年1979年

学部別在学生に対する比率

40-

０
０
０
０

４
３
２
１

万
″
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
″
″
ｚ
ｚ
″
勿
〆

言
２
２
窪
を
Ｚ

ア 軍
、
、
、
、
§
、
、
、
、
、
、
、

一一1

零
§
、
、
、
、
、
§
、
、
蕊
蝋
甑 』

30-

ｆ由躯 絹
再
蛾
、
、
、
理
い
、
無
職

２
部
一
「

’
１
部
平
均
一

■戸

一'

匡 §:屋||上ら:5＝！;歴、

1979年 19釦年1981年19 82年

学
部
別
に
特
徴
を
み
る
と

①
文
・
理
・
二
部
の
奨
学
生
比
率
の
上
昇
傾
向

②
法
の
頭
う
ち
状
況

③
経
・
営
の
低
い
比
率
で
の
推
移

④
産
社
の
八
二
年
度
の
落
込
み

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
巻
末
資
料
⑳
）

②
出
願
状
況

出
願
比
率
を
み
る
と
、
全
体
と
し
て
”
奨
学
金
を
必
要
と
し
て
い
る
学
生
“
が
噸
川
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

学
部
別
の
特
徴
を
み
る
と
、
上
記
の
奨
学
生
比
率
と
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
奨
学
金
の
必
要
度
の
高
い
学
生
が
出
願
し
て
い
る
こ
と
の
反
映
と
い
え
る
。

（
巻
末
資
料
⑳
）

③
適
格
率

適
絡
率
に
み
る
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
一
部
に
お
け
る
急
速
な
落
込
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

一
九
七
九
年
に
日
本
育
英
会
の
「
奨
学
生
選
考
基
準
」
が
改
訂
さ
れ
て
以
降
、
抜
本
的
な
改

正
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

学
部
別
の
特
徴
を
み
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
に
お
け
る
適
格
率
が
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当

す
る
年
度
の
奨
学
生
比
率
に
は
直
接
対
応
し
な
い
。

そ
れ
は
、
第
一
に
奨
学
生
比
率
が
年
度
毎
の
累
積
の
結
果
で
あ
る
こ
と
。

第
二
に
、
経
営
学
部
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
自
営
業
者
の
比
率
が
高
い
場
合
。
（
詳
細
は
第

四
章
）第

三
に
、
適
格
者
の
内
、
経
済
状
況
が
大
学
推
薦
ボ
ー
ダ
ー
牌
に
集
中
し
た
場
合
。

こ
れ
ら
の
場
合
に
、
適
格
率
が
高
く
て
も
採
用
者
が
少
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

（
巻
末
資
料
⑳
）

－228－



（
二
部
の
場
合
）

二
部
に
お
い
て
も
出
願
率
の
上
昇
傾
向
が
み
ら
れ
、
奨
学
生
数
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
の

要
因
と
し
て
、
学
生
課
二
部
分
室
で
八
○
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
低
所
得
面
接
者
を
一
年
一

次
出
願
へ
結
び
つ
け
る
よ
う
援
助
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
部
で
は
九
月
に
実

施
し
、
一
鉱
‐
二
次
に
結
び
つ
け
て
い
る
。
）

二
部
に
お
け
る
適
格
率
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、

別iIllil蚊行に対する比 (1年1次のみ）

『
ｌ
掌
豊

釦
７
帥
％

０
０
０

０
９ 友

杉
″
“
”
″
〆
勿
〃
″
法
〃
“
〃
“
”
″
乞
勿|リ

1979年

；
竜
碍
斌
、
ざ
、
、
蒔
理
、
無
掛
蛾
、
掛
斌

診
多
〃
“
彩
竣
ｚ
〃
”
勿
勿
勿
惣 L

t-
ク
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ

竜
、
、
、
、
蕊
、
、
、
、
、
察 ＃

圃
屋
囲
圏

１
部
平
均

D亨･ｰ:,,，：卜

1980年 1981年 19錘年

①
学
生
課
二
部
分
室
の
政
策
と
関
わ
っ
て
適
格
度
の
高
い
屑
が
出
願
。

②
本
人
収
入
を
除
外
し
て
い
る
。

以
上
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

側
出
願
・
適
格
・
内
示
数

一
年
一
次
の
み
で
内
示
数
を
み
る
と
、
八
○
年
度
以
降
、
検
パ
イ
の
状
況
に
あ
る
。
出
願

者
の
増
加
傾
向
に
対
す
る
内
示
数
の
停
滞
と
い
う
現
状
は
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
奨
学
生
数
を
増
大
さ
せ
て
き
た
要
因
と
し
て
以
下
の
点
が
あ

、
げ
ら
れ
る
。

①
一
年
二
次
の
内
示
数
増

②
追
加
内
示
数
の
確
保

③
補
充
・
応
急
採
用
の
た
め
の
日
常
的
な
努
力

（
注
）

①
追
加
内
示
数
と
は

日
本
育
英
会
か
ら
各
大
学
へ
削
り
当
て
ら
れ
た
内
示
数
が
適
絡
者
と
の
間
巡
等
で
充
足

で
き
な
か
っ
た
場
合
、
予
算
と
の
関
係
を
み
な
が
ら
日
本
育
英
会
が
適
絡
者
の
い
る
大
学

へ
再
配
分
す
る
こ
と
が
あ
る
。

②
補
充
と
は

現
奨
学
生
が
何
ら
か
の
事
由
に
よ
っ
て
奨
学
生
で
な
く
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
に
変
る
者

を
椎
噸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
応
急
と
は

家
計
が
急
変
し
た
場
合
、
推
薦
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一ワワQ一
色一写



1年1次ilililfi適絡.|ﾉ1示数の惟膨

国
と
同
じ
く
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
敬
育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
義
務
か
あ
う

こ
の
点
で
木
学
に
お
い
て
も
横
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
。

都
道
府
県
段
階
に
お
け
る
奨
学
事
業
設
置
状
況
は
、
八
三
年
度
で
四
六
都
道
府
県
中
二
二

府
県
、
四
八
％
と
い
う
貧
困
な
状
況
に
あ
る
。
（
巻
末
資
料
⑳
、
⑳
）
又
、
奨
学
金
月
額
を

み
て
も
、
ほ
と
ん
ど
が
日
育
一
般
と
同
じ
（
二
七
、
○
○
○
円
）
か
、
そ
れ
以
下
と
い
う
水

準
で
あ
る
。
（
巻
末
資
料
⑳
）

⑪
本
学
で
扱
っ
て
い
る
事
業
団
体
数
．
出
願
者
・
奨
学
生
数

①
本
学
で
扱
っ
て
い
る
事
業
団
体
数
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
横
パ
イ
の
状
態
で
あ
る
。
奨
学
生

数
は
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

詳
細
な
資
料
が
不
足
し
て
い
る
た
め
断
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
財
政
事
情
と
関
わ
っ
て
縮
小
・
廃
止
の
傾
向
が
生
じ
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

②
本
学
の
地
方
出
身
学
生
の
減
少
が
み
ら
れ
る
な
か
で
、
出
願
者
に
つ
い
て
は
増
加
傾
向

３
“
｜
府
県
・
そ
の
他
団
体
の
奨
学
金

2㈹一
(1．2部合計）

」
1帥．

,咽一

鼠知一
F▽一宇一q

鶏？丁
卜巳■

■蕊
騨
醗
麗
謡
一 鯛

1兎年W*帥年I1981年I1982年I1983年’

に
あ
る
：
と
り
わ
は
給
付
奨
咋
字
企
に
お
備
る
出
願
行
の
増
大
瞳
猟
著
で
あ
り
返
還
一
仏

問
題
が
大
き
な
勤
機
づ
け
の
要
因
と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

③
日
本
育
英
会
と
の
併
採
用
が
可
能
な
大
阪
府
・
石
川
県
な
ど
で
も
出
願
者
数
は
減
少
し

て
い
な
い
。
仙
し
、
採
用
に
あ
た
っ
て
、
Ⅱ
本
育
英
会
奨
学
生
に
な
っ
た
場
合
、
返
還
を

考
え
て
地
方
自
治
体
等
奨
学
金
を
辞
退
す
る
ケ
ー
ス
が
琳
加
し
て
い
る
。

反
面
、
家
計
が
困
難
な
屑
で
は
併
採
川
を
希
望
せ
ざ
る
を
得
な
く
、
こ
う
し
た
府
も
増

え
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

大学交付の事業1:71体数 奨学生数の推移

団
体

35

却一

毒 鋤0‐

２ 150-
22 22閉I

別

100-15

鋤。10－

人

'79，帥’81,銘’83 '79，鋤’81，82

F］地方公共団体の奨学金
『フ列その他の奨学団体

－230－

1年2次内示数

補充・応急

三
一
口

△
ロ

,r了『
Iミ

Ｊ
１
‐

0

13

'8

140

８
７

ﾖ
ゴ

う

1Qに
△Uし

102

69

172



人ぐ､77/111Cノ２
段
股
汽
溌
の
奨
挙
小
業
川
体
の
特
徴

地
方
公
共
川
体
の
奨
稚
余
は
、
「
断
り
」
が
、
眼
流
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
民
間
Ⅲ
体
の
奨

雅
余
は
「
給
付
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
（
巻
末
漬
料
⑳
）

求
郁
地
区
の
他
大
学
比
岐
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
学
に
お
い
て
、
日
本
育
英
会
・

地
方
公
共
川
体
の
奨
学
生
数
は
他
を
ｋ
廻
っ
て
い
る
が
、
民
間
Ⅲ
体
等
で
は
少
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

jを川体iiim行数推移

；・’982年境実緬

新人生学流岱J7-

手統率・執行額対前年仲率推移
へ側し最りす蝋
巻向て終な、る学亜
末にお決お充傾fiす

(1)4時
の
経
済
的
負
担
を
侭
減
し
て
数
育
の
機
会
均
等

水
’

制
500

学
内
奨
学
金

新
人
生
学
資
貸
与

る
こ
と
を
Ⅱ
的
と
し
て
い
る
。

の
ス
ラ
イ
ド
制
と
間
わ
っ
て
出
願
者
も
噸
加

向
に
あ
る
。
ま
た
、
採
川
行
も
増
加
し
て
お

実
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

、
本
制
度
は
、
借
用
証
沸
の
提
出
を
も
っ
て

定
と
し
て
い
る
。
そ
の
手
続
率
も
年
々
上
昇

り
、
必
嬰
度
の
高
り
字
生
が
出
願
し
て
く
る

あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

寅
料
⑳
）

度
は
、
一
九
八
○
年
度
よ
り
発
足
し
、
入
学

帥
６
仙
鋤
％

０
０

０

手統率

鼠而紙

寺
、、転卜盲fT．

469
400

豚3艶
3記

300 ‘対前年伸率
､デー

2扇270
鈍邑

蕊1J
勿
塞

／
／
／

1980年818283誠）

f理5

口願書請求

圏出願

■採用

(単位円）

伽
人

１

、
｜
州
撫

1982年 19錦年1980年 1981年

函醒画函
14,345,500 22243,2509,412,500 17,515,000

I'知年[81I82I83

－ワq1－
台《ノ上

二
Ｆ
一
守
イ
ブ
肘
津

亜霊亙琶
Ill僧育英会’－－

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

小 森財B

樫山財卜H

－L新設8I15[16

ワ11
＝ｴI

７
点
』

○
全

⑨貝
とU

⑨
白

111
且＆I

新設4‘

32

－
７
‐

ワ
』

日育との併採可：

大阪府育英壷

石川県数割

揺岡雌奨学金

山口蝿奨'雅全

その他奨厩11(4 16 10

19

r〕Z

191

9

61

191

94

｜
小

198

11

１
Ａ

198

1

16

備 裂

日育との併採頁

日育との併採不匡

11本育英‘

坪
数
一

]身/|,蕊

地方公J1;卜I1f

M1体篭
範'1：

ツと/k比

民間F11体

団体逆
奨学ｲI：
数 龍/l＃

17‘3

I）人,‘ 2．41

北
一
一
秘
一
一

ｓ
Ｋ
｜

1,812

一’244 24 128C 398
｜
”

皿
一
畦

183

112 1
J

）

14

10

11

一
幅



状対変③一因般格いに済少度り与②ヘいな.と与①（2）
況す等本巻が貸者て主失しⅢの修を予巻特瑚採こもす一
をるに制緊末あ与には要格てし出学予約予末微力'1用のにる般一学
反援よ度急資るにつ、な者ぃ、願の約貸約資を傾者傾哨制貸般資
映助りは貸料。出い経原がる採・擬し与貸料示向の向力lI度与貸貸
しの修、与⑳願て済因踊・用採肋、 制 与 ⑳ し に 増 は し で 制 与 与
、制学年制’す、・が力|｜こ率Illを計度制’てあ加、てあ度制制
増度が 度 度 （ 2）る成学あすれに者目凹は度(1)ぃりと次いるは度度
加できのよ績力るるはつと的仙、ーる、関にる。、
傾あわ途う向の のこ 、い もとな次。ス連み。本当
向るめ 中 指上両にと一てにし生年うしる制年
に◎てに導 を面対に般、増 た 活 度 イ て 予 度 度
あ 今困おしはをし伴貸一加制設分ド、約のの
る日難 い て か垂、う与般の度計の制全貸iii学
・ のにていり視予採に貸傾での学導体与願7
経 な、る、し約用お与向あ 確 費 人 と 制 村 の
済つ家こ 次、貸率い以にる立の後し度
・た計と年′I全与のて上 あ 。 を 一 の て の 採 部
社 者のに度力 に 減 、 に る 本は部新大出Illを
会に急原一失お少経減･制 か 貸 し 蛎 願 符 貸

学寅岱ﾉ3--般)iii願・採川状#L推移学資衝与（予約）’'11願・採川状況推移

::資IV与（緊急〉採川状乃d推移

ｌ
》
日
本
育
英
会
奨
学
金

日
本
育
英
会
奨
学
生
比
率
は
、
設
置
者
別
の
平
均
を
い
ず
れ
も
凌
駕
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

入
学
者
に
対
す
る
比
率
も
全
体
と
し
て
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
限
り
で
は
拡
充
の
方

向
に
あ
る
。

（
巻
末
資
料
⑩
、
⑪
、
⑫
、
⑬
）

課
程
別
に
み
る
と
、
博
士
前
期
が
減
少
傾
向
、
後
期
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

出
願
・
採
用
状
況
を
み
る
と
、
採
用
率
は
博
士
前
期
で
増
加
し
て
い
る
。
後
期
は
、
全
員

採
用
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
全
体
と
し
て
、
院
生
数
そ
の
も
の
が
少
な
い
な
か
で
も
高
い
水
準
で
あ
る
と
い
え

寺
ｏ
Ｏ（

巻
末
資
料
⑭
、
⑮
）

（
巻
末
資
料
⑳
ｌ
Ｇ
）

以
上
の
よ
う
に
、
近
年
の
学
資
貸
与
制
度
は
大
幅
な
増
加
を
み
て
お
り
、
予
算
と
執
行
額

の
伸
び
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

（
巻
末
資
料
⑳
）

年度別（日本育英会）

大学院入学者に対する奨学生比率
第
三
章
大
学
院
に
お
ほ
る
奨
学
金
制
度
の
現
状

㈹

9§博士後期，92

8787"""
公一’■一P=ヴ

グ

ツ／

90

釦、

70

62

60 蝿
訂

劃
－－r二

’1978年79808182

－232－

出願数

採用灘

％A／

19784

ｂ

負
U

91．

197

庁
Ｉ

6

94．

198

8

ワ
ロ

86

19

Ｆ
Ｌ
Ｌ

序
Ｉ

8

1982

1

10

8

、
出願数A

次年度｜
採用数Bi

％A／

1978年

89‘

1Q’71
4ゾ14

6

6

89

198(

8

6

81．3

l9E

9名

”
Ｉ

73？

19E

104

戸
ｂ

64．4

～

採11］程

l978f 19

l運

198 19

１

1 9 8

２



２
学
内
奨
学
金

⑪
大
学
院
奨
学
金

大
学
院
に
お
け
る
学
内
奨
学
金
は
、
現
金
貸
与
制
度
で
、
Ⅱ
本
育
英
会
奨
学
金
の
捕
完
的

役
測
を
担
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
年
度
別
採
用
数
に
は
バ
ラ
ツ
キ
が
生
じ
る
も
の
の
、

日
育
基
準
に
よ
る
経
済
失
格
者
以
外
を
全
員
採
用
し
、
貸
与
月
額
・
貸
与
総
額
と
も
に
増
加

院生数（修十博）に占める日本育英会奨学生比率
全
院
生
に
対
し
て
、
日
本
育
英
会
又
は
学
内
奨
学
金
の
い
ず
れ
か
を
受
給
し
て
い
る
比
率

は
、
博
士
前
期
で
七
○
％
台
、
後
期
で
は
八
○
％
台
に
な
っ
て
い
る
。

Ｉ
）
て
い
ス
話

（
巻
末
資
料
⑯
）

47.皇

年度別出願・採用状況

へ
乱
返
還
問
題

院
生
の
場
合
、
以
下
の
点
で
学
部
学
生
と
異
な
っ

た
問
題
を
有
し
て
い
る
。

ｕ
Ⅱ
木
育
英
会
の
大
学
院
奨
学
金
は
、
一
般
貸
与

の
み
で
あ
り
、
返
遮
に
際
し
て
全
額
返
還
と
な
る
。

③
貸
与
月
額
が
多
く
な
れ
ば
、
返
還
額
も
比
例
し

て
彩
一
く
な
る
。

３
０
Ｄ
問
題
と
関
連
し
た
”
返
還
免
除
制
度
“
適

用
の
困
難
性
増
大
。

低
学
資
賞
与
制
度

院
生
に
お
け
る
本
制
度
利
用
者
は
、
ほ
ぼ
一
○
○

％
日
本
育
英
会
と
の
併
採
用
者
で
あ
る
。
本
制
度
に

お
い
て
も
経
済
失
格
者
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
全
員
が
採

川
さ
れ
て
い
る
。

一
般
・
予
約
別
の
出
願
傾
向
で
み
る
と
、
一
般
貸

与
へ
の
傾
向
が
強
い
。
（
巻
末
資
料
⑳
ｌ
⑩
、
②
）

現行 学資(7与7771 採川の推移

－233－

～

国立大学

公立大与

私立大学

国･公･私1

立命館大弓

1978年

49．3

35．0

44.§

52．4

197（

50.

50.2

35．9

45.（

54．8

198（

50，4

53．0

36．6

45．7

60．5

198

49．

50．

36．3

45．0

68．9

1982

47．4

48．5

35．0

43．2

69．0

、
1978年

Ｑ
〕

ワ
ー

8（

81

82

修士（全回生）

出願数A

～

～

4C

44

42

採用数B

26

24

24

27

28

～

～

60.1

61．4

6（

博 士

出願数一

～

～

13

一
三
一
・
Ｊ

’

一

■

・

ｔｌ

１

採用数B

1

1

li

12

１

～

～

100.’

100.

100.‘

俊与月額

借用総額

返還年賦額

返還期間

博士前!＃ 60．000円

1.440.000円

90．0（）0円

16丘

博士後 70，000匹

0001

126，000F

20年

～ 197鯛
ｒ
Ｌ
Ｌ

ワ
ー

｜
》
一
》
・
》
坐
到
咽
一
へ

出願数A

採用数厘

B/A9

Ｅ
－
Ｄ

数
一
度
数

噸
一
鰯
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100.透

100．0
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｜
症
畦

60．0

100兵
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1

10，

n
U

80 8 ８

1



１
．
厚
生
課
の
諸
施
策
と
到
達
点

厚
生
課
で
は
、
Ⅱ
常
業
務
の
な
か
で
の
着
実
な
実
績
の
積
み
上
げ
を
蕪
本
と
し
な
が
ら
、

情
勢
と
の
関
連
で
学
生
諸
君
に
対
す
る
啓
蒙
活
動
、
疑
問
や
不
安
に
応
え
る
場
の
設
定
等
々

を
実
施
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
私
大
連
脱
や
間
西
川
私
大
等
、
対
外
的
な
伽
き
か
け
で
イ
ニ

シ
ャ
チ
ブ
を
発
揮
し
て
き
た
。

奨
学
金
を
め
ぐ
る
新
た
な
晴
勢
の
展
開
が
み
ら
れ
る
な
か
で
、
寸
一
命
公
肋
連
を
は
じ
め
と

し
た
連
動
体
と
の
パ
イ
プ
を
も
伽
化
し
、
資
料
・
情
報
の
収
集
に
努
め
、
厚
生
課
独
自
の
分

析
を
試
み
る
な
ど
、
奨
雅
金
業
務
に
桃
わ
る
専
門
家
と
し
て
の
寅
賀
の
向
上
に
努
め
た
。

以
卜
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
細
み
の
亜
魚
的
な
も
の
を
列
挙
す
る
。

九
六
二
年

雪
、
雪
Ｌ

型
ノ
ー
Ｊ

七
○

七

第
四
章
厚
生
課
の
諾
施
策
と
奨
学
生
実
態

私
》
：
火
辿
叩
騨
蝿
一
分
一
科
参
会

「
Ⅱ
本
育
英
会
の
育
英
奨
雅
金
に

関
す
る
提
案
並
び
に
特
別
奨
学
金

予
算
増
額
要
求
の
申
し
入
れ
」

本
学
独
、
に
実
絞
づ
く
り
の
試
み

経
営
学
部
新
設

産
業
社
会
学
部
新
設

特
奨
在
学
生
の
採
川
附
始

私
大
連
阻
第
一
分
科
会

「
日
本
育
英
会
に
対
す
る
要
望
と

私
立
大
学
奨
学
事
業
援
助
事
業
（

奨
学
ロ
ー
ン
制
度
）
に
関
す
る
改

善
に
つ
い
て
の
報
告
」

額全H1新一
・国数制め新
噸私減度の学
員大発努:
のの 足力設
連統に置
勤一伴に
間しう 伴
始たう

奨時j糾
学的貝
金なの
l帥採た

一
次
不
採
川
荷
の
二
次
出
願
へ
の

と
ｊ
』

禦
忙
ム
ロ

七
三
年
提
案
を
ふ
ま
え
た
要
望
苦

本
学
学
生
部
長
、
担
当
委
員

八
三

八
二
年
私
大
連
盟
第
一
分
科
会

八 八

○

公
助
連
へ
の
報
告

日
本
育
英
会
労
働
組
合
と
の
連
携

に
よ
る
情
報
の
収
集

奨
学
生
二
・
三
回
生
実
態
調
査

日
育
大
阪
支
所
と
の
懇
談

育
英
労
「
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
」

へ
の
報
告
参
加

私
大
連
盟
第
一
分
科
会

「
Ｈ
本
育
英
会
奨
学
金
制
度
に
間

す
る
要
蝦
と
私
立
大
学
奨
学
事
業

援
助
事
業
（
入
学
一
時
金
を
含
む
）

の
改
詳
に
つ
い
て
の
報
告
」

岱
与
人
典
・
金
額
の
大
巾
卿

選
考
基
準
の
改
善

低
所
得
畷
実
態
把
握
・
追
跡
経
済

援
助

Ⅲ
西
川
私
大
奨
学
金
担
当
祥
夏
季

研
修
会

同
土
Ｍ
懇
談
会

間
西
関
東
一
○
大
学
学
生
川
迦
懇

談
会

私
大
連
盟
第
一
分
科
会
設
置

同
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

奨
学
生
集
会

満
期
予
定
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

厚
生
課
長

｜
Ⅱ
本
育
英
会
奨
学
金
制
度
の
現

状
に
お
け
る
粥
Ⅲ
題
に
つ
い
て
」

大
学
側
の
要
望
を
う
け
て
設
置

本
学
厚
生
課
長
、
委
員

本
学
独
自
の
啓
蒙
涌
測

意
識
実
態
等
の
調
査
、
以
後
毎

年
実
施

「
臨
時
行
政
調
査
会
第
一
部
会
報

告
に
お
け
る
日
本
育
英
会
奨
学
金

制
度
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
」

「
関
西
山
大
学
か
ら
の
奨
学
金
問

題
に
関
寸
る
共
同
提
案
」

本
学
厚
生
課
長
、
委
員

以
後
、
毎
年
実
施

一

情
報
・
資
料
収
集
等
の
活
発
化
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２
奨
学
生
実
態
に
つ
い
て

、
家
計
収
入
に
つ
い
て

Ⅲ
本
育
英
会
が
定
め
る
収
入
限
度
額
は
上
表
の
よ
う
に
標
準
世
帯
で
五
○
○
万
円
前
後
と

な
っ
て
い
る
。

標準tt榊における収人限度誠1983ｲド度》 八

四

(単位万円）

関
西
四
私
大
奨
学
金
担
当
者
を
招

い
た
研
究
会
を
開
催

(注)(1)A級地とは，自宅が東京都区内等の都市にある場合,B級地とは二
それ以外の場合です｡

（2）4人世帯とは，家族構成が
｜
日
本
育
英
会
奨
学
金
を
め
ぐ
る

新
た
な
動
向
」

（
赫
師
）
育
英
労
城
間
値
光
氏

{鱒二鰯:薦:灘嚇:鯉校生｝
5人世帯とは，家族構成が

{蕊'二噸:駕灘職:鯉陣鯉学生
で算出されています。

30

本
学
に
お
け
る
奨
学
生
採
用
者
の
家
計
収
入
を
一
○
分
位
階
層
で
み
る
と
、
第
一
分
位
（
二

○
五
万
円
未
揃
）
の
比
重
が
圧
倒
的
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
特
別
貸
与
に
お
い

て
は
、
第
七
分
位
（
四
四
四
〃
円
～
五
○
七
万
円
未
油
）
以
下
聯
が
約
九
○
％
を
占
め
、
一

般
貸
与
に
お
い
て
は
約
七
五
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
低
所
得
岬
を
中
心
と
し
た
奨
学

生
の
出
身
階
層
椛
成
は
、
本
学
の
選
考
方
法
・
施
策
と
関
わ
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い

る
。

特
別
と
一
般
の
比
較
で
み
る
と
、
一
般
の
方
が
や
や
高
い
所
得
層
が
採
用
さ
れ
て
い
る
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
日
育
の
定
め
る
学
力
基
準
（
特
別
三
・
五
、
一
般
三
・
二
）
に
達
し
な
い

た
め
、
経
済
的
に
困
雌
で
あ
っ
て
も
、
一
般
貸
与
生
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
府
も
多
数
存
在

し
て
い
↓
今
。

一般貸与奨学生採用者の家計収入
10分位

推薦モレ・失格者の家計収入
10分位

鋤一

釦一

鋤一
窪
．
《

101ｰ
一

％’1

T n10、

12345678919

分位

｜f群1二

30イ
'12345678910

特別貸与奨学生採用者の家計収入
10分位

分位

(注）10分位の区分については巻案

資料⑳の表中に示されている書
釦 ．

伝引

－ 1一

10‐

WlHL
12345678910

分位
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級目

A級員

B級負

家族構瓦

4人世帯

5人世渦

4人世科

5人世胃

国・公立大学

一般貸上

49〔

52!:

480

51扇

特別貸些

47．号

50急

461

492

私立大学

一般貸阜

523

559

510

54

特別貸与

50．2

536

491

522



（
巻
末
資
料
⑱
⑲
‐
⑩
）

②
低
所
得
屑
実
態
調
査
と
追
跡
経
済
援
助
に
つ
い
て

経
済
援
助
も
個
別
・
具
体
的
に
諸
施
策
に
結
合
さ
せ
な
け
れ
ば
「
生
き
た
施
策
」
と
な
ら

な
い
、
と
い
う
考
え
方
の
も
と
に
七
九
年
度
よ
り
低
所
得
岬
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

（
巻
末
資
料
⑪
）

本
調
査
の
結
果
、
奨
学
金
を
必
要
と
し
な
が
ら
も
出
願
し
て
い
な
い
学
生
諸
君
を
ほ
ぼ
一

○
○
％
日
本
育
英
会
奨
学
金
制
度
に
結
び
つ
け
、
生
活
設
計
確
立
の
た
め
の
援
助
を
強
化
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
械
柳
的
な
施
策
の
結
果
、
低
所
得
岬
出
身
学
生
は
、
奨
学
金
制
度
の
重

複
利
川
で
修
学
を
可
能
と
し
て
い
る
。

（
巻
末
資
料
⑫
）

③
奨
学
生
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
に
み
る
特
徴

奨
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
学
実
態
調
査
と
比
較
す
る
と
（
巻
末
資
料
⑪
）
、
経
済
的
に
困

雌
な
状
況
に
あ
る
な
か
で
、
奨
学
金
を
受
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
有
効
に
活
用
し
、

勉
学
・
課
外
活
動
に
意
欲
を
も
っ
て
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
奨
学
生
像
が
う
か
ん
で
く
る
。

剛
満
期
予
定
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り

一
九
八
一
年
よ
り
毎
年
奨
学
生
の
意
識
実
態
を
把
脆
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
記
述
式
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

項
目
は
、
下
記
の
三
項
目

１
．
日
本
育
英
会
奨
学
生
と
し
て
学
生
生
活
を
送
っ
て
こ
ら
れ
感
じ
た
こ
と

２
日
本
育
英
会
奨
学
金
制
度
に
対
す
る
意
見

３
大
学
の
奨
学
金
業
務
に
対
す
る
意
見
・
そ
の
他

厚
生
課
で
は
、
奨
学
生
の
こ
う
し
た
”
生
の
声
唯
を
業
務
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
努
力
を
し

力
失
絡
者
、
一

も
含
ま
れ
る
。

推
薦
モ
レ
失
絡
者
の
傾
向
を
み
る
と
、
第
八
分
位
階
層
（
五
○
七
万
円
～
五
八
八
万
円

未
揃
）
が
接
点
に
な
っ
て
い
る
。

職
祁
別
に
み
る
と
、
低
所
得
暇
ほ
ど
自
営
業
者
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

数
字
と
し
て
表
わ
れ
た
も
の
を
機
械
的
に
処
理
す
る
方
法
で
は
な
く
、
実
態
把
握
を
基
本
に

据
え
た
選
考
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
要
因
が
あ
る
。
低
所
得
層
の
な
か
に
は
、
そ
の
他
学

力
失
絡
者
、
家
計
の
特
殊
事
情
に
よ
る
推
聴
モ
レ
者
（
家
族
数
が
少
な
い
、
資
産
が
多
い
等
）

⑳⑳ ⑲⑬⑰⑯⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦⑥⑤④③②① て
い
る
ご
記
述
式
の
回
答
を
求
め
て
い
る
た
め
書
数
に
よ
る
正
確
な
集
計
は
き
わ
め
て
困
難

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
八
三
年
実
施
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
典
型
的
な
意
見
を
紹
介
す
る
に

と
ど
め
る
。

（
巻
末
資
料
⑭
）

資
料
編
〔
省
略
ｌ
た
だ
し
資
料
⑥
、
⑩
、
⑳
は
資
料
八
九
九
に
収
録
〕

地
方
公
共
団
体
等
が
行
っ
て
い
る
奨
学
事
業

民
間
団
体
等
の
育
英
奨
学
事
業

奨
学
生
数

奨
学
金
給
・
貸
与
総
額

私
立
大
学
奨
学
事
業
援
助

日
本
育
英
会
奨
学
資
金
の
推
移

日
本
育
英
会
貸
与
金
の
状
況
推
移
（
推
定
）

国
・
公
・
私
立
大
学
別
貸
与
月
額
比
較
（
第
一
学
年
の
み
）

奨
学
金
と
授
業
料
（
国
立
・
私
立
の
比
較
）

大
学
生
（
学
部
）
数
に
対
す
る
日
本
育
英
会
奨
学
生
数
．
比
率

学
部
学
生
に
対
す
る
日
本
育
英
会
奨
学
生
数
．
比
率
（
国
・
公
・
私
立
）

同
（
国
立
大
学
）

同
（
公
立
大
学
）

同
（
私
立
大
学
）

日
本
育
英
会
奨
学
生
採
用
率
（
国
・
公
・
私
立
）

同
（
国
・
公
立
大
学
）

同
（
私
立
大
学
）

同
（
立
命
館
大
学
）

一
般
貸
与
・
特
別
貸
与
採
用
者
総
数
年
度
別
、
国
公
・
私
立
別
構
成
比
の
推
移
（
学
部

の
み
）

各
学
部
学
生
数
及
び
在
籍
者
比
率
表

新
入
生
に
お
け
る
日
本
育
英
会
奨
学
生
採
用
状
況
推
移
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大
学
経
由
の
奨
学
団
体
の
出
願
状
況
（
一
え
八
二
年
度
実
績
）

奨
学
金
月
額
の
推
移

奨
学
金
の
返
還
規
程

一
九
八
三
年
度
新
入
生
学
資
貸
与
資
料

学
資
貸
与
年
度
別
執
行
金
額
の
推
移

院
生
に
対
す
る
Ⅱ
本
育
英
会
奨
学
生
数
．
比
率
（
国
・
公
・
私
立
）

同
（
国
立
大
学
）

同
（
公
立
大
学
）

同
（
私
寸
一
大
学
）

年
度
別
大
学
院
人
学
者
の
奨
学
生
採
用
状
況

一
九
八
二
年
庇
奨
学
生
出
願
状
況

一
九
八
三
年
一
月
現
在
の
奨
学
生
数

年
度
別
学
内
奨
学
金
貸
与
返
還
状
況

八
三
年
度
Ⅱ
青
一
年
一
次
一
般
奨
学
生
家
計
収
入
調
査

八
三
年
度
Ⅱ
青
一
年
一
次
特
別
奨
学
生
家
計
収
入
調
査

八
三
年
度
Ｈ
青
一
年
一
次
推
薦
モ
レ
・
失
格
者
家
計
収
入
調
査

低
所
得
者
届
実
態
調
査
ま
と
め

学
資
貸
与
採
川
者
の
内
、
日
育
併
給
者
の
推
移

Ⅱ
本
育
英
会
奨
学
生
学
生
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

Ⅱ
本
育
英
会
奨
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト

地
方
公
共
団
体
（
府
県
段
階
）
に
お
け
る
奨
学
事
業
率

奨
学
金
交
付
状
況
（
大
学
経
由
一
九
八
二
年
度
実
績
）

一
九
七
九
年
度
以
降
一
回
生
一
次
出
願
者
・
適
絡
者
等
動
態
表

皿
方
公
共
団
体
（
府
県
段
階
）
に
お
け
る
奨
学
事
業
設
置
状
況

八
九
九
日
本
育
英
会
奨
学
資
金
の
推
移
吾
大
学
生
数
に
対
す
る

奨
学
生
数
比
率
〔
一
九
五
九
～
八
二
年
度
〕

⑥｜|本育英会奨学資金の推移

11t位ﾉJ･l-:

※R水青英公蛎務協議会資料より

一ワqワー
ムJイ

、

ワ
ー
ゲ
ー
耐
咽

7

７
－

3

8

I易算総額

徳ノコ
H9．026．82

45．090，5;

51，272．61

61．333－8

75．39 ワク

92．450．4

103‘539．72

110．34‘0．59

対前f
比ツ

223

15．5

187

19.冬

229

⑨ワ畠－－
日一bざ‐

12.雲

予 算総瀬内訳
政府からq
借入

瞳I

32．953，94

37．757，92

43．109．83

51･'67,86

62．824．9（

77．298．4‘

87．304．91

87．304．91

『砿ji

一

84．4

83.曹

84．：

8a．．

83．？

84.ミ

79．

返還金充当.幕

億瓦
6，072．8？

7‘332．62

8．162．84

10．165，9皇

12570．2雪

15．151，9：.

16．234．73

23．035.吾

柵成此

Ｒ
Ｕ

ｑ
ｌ
且

16

15．9

16，

16．

15‘

20

立命館大学

おける執行

億 ，
444．7‘

504

581．2言

710

879

1．138．01

1．260．84

1,451.8〔

対Hlj

38.茜

22.冨委

23，5

りQ
心 ぴ ぜ

側I

◎慨与ﾉｰl池in弧

学部8，UOO人瑚（ただし､ト
ー股ヌ

大学院修士500人岬．t‘

◎岱与11額切額(一般のみ

学部500人剛（ただし､内500ノ
ーー股からの振ド

◎貸与月額切額
学部1，850人畑（ただし、内750ノ

ー般からの振*
大学院博士400人il
o撰与側誰l珊顛
学部2．300人lfl（ただし、内900ノ

ー股からの振f

大学院修士200人hﾜ士300人h

◎貸与j-l瀬t的瀕

学部4，000人期（一般からの振替な’
大学院修士300人hリ｜:250人h

大'学院修t300人tl

大学院修t300人t

大学院修士300人t

00人

の振待
0人畑



⑩大学生（学部）数に対する日本育英会奨学生数・比率

大蔵省「国の予算」育英事業の項より

文部省「学校基本調査報告書」
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年屈

195

6（

６

62

6モ

6琴

6E

6（

67

68

6E

7C

司
一

ワ
ー

酉
一
と

ワ
ー

73

74

崖
ト
Ｌ

ワ
ー

76

77

78

79

80

屯
二
二
一
国
一８

82

大学生総数

57246

601．464

644．022

699.20C

762,74

817，751

895，465

992,496

1.103.886

1,211,068

1，295，77

1，344‘358

1.404.186

1,459,54!

1，523，074

1．585．674

1，652，003

1,702,235

1，747，05ヶ

1，769，33

1，754，343

1,741,504

1.725.81<

1，716，956

奨学生総数

120,639

119,669

125.488

131，53，

141,641

149.011

159，44‘

168,27'

176.13:

180．981

183.99;

187,05

189．79‘

189.991

189,90,'

194,771

200,29

203,59'

207,98!

213.86

221,091

233．78｛

238,41!

243，97（

学生数に対する奨学生比率

全 大 学

21

19.9

19.5

18

18.6

18.2

17.

17．

16.0

14

14

13

13

13

12.5

12．

12.1

12

11.

12,

12.6

13．4

13．

14．

国立

41．：

39.雲

40.1

40．．4

42.心

42.蓬

42.墓

42塁

40.鼻；

38.愚

37畠

36.雲

36.1

35．5

34.運

33．．を

32.尋

31．4

30.6

30.唾

29．4

29．4

28．7

28．2

公¥

30．：

28．

28．1

28．4

30．

31．

32

31．

31．

28．：

28.1

28.;

28．．

27．1

27．1

27.！’

27.‘：

27.＃

27．

27．。

27．8

28.』

28．.夢

28．4

私立

10．3

10.5

10.0

9.ビ
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在籍者数は，各年度6月1日現在数（但し，80年は5月1日現在数）

奨学生数は，各年度1月末日現在数
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坐
６
○
〔
寄
宿
舎
取
得
（
出
町
南
・
吉
田
寮
）
（
明
治
三
九
年

昭
和
一
六
年
）
〕

〔
注
・
出
川
南
寮
ｌ
昭
和
四
八
年
一
○
月
取
壊
し
、
吉
川
寮
ｌ
昭
和
四
○
年
八
月
取
壊
し
〕

二
、
建
物

〔
二
〕
学
生
寮
関
係

二
立
命
館
財
産
目
録
」
（
昭
和
一
八
年
三
月
三
一
且
〕

昭改昭lﾘl明改昭｜ﾘ1

実〃〃ヘノ L九八ノし〃

九
○

〔
春
菜
寮
〕

〔
衣
笠
寮
〕

〔
注
・
昭
和
五
三
年
八
月
売
却
〕

〔
注
・
昭
和
四
七
年
七
月
取
壊
し
〕

〔
学
生
寮
建
物
買
収
（
衣
笠
・
春
菜
《
出
町
稚
寮
・

百
万
辺
・
下
鴨
寮
）
（
昭
和
二
五
’
二
九
年
）
〕
☆

坪
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寮f
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間
１
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凸
碑
■
臥
八
介
一

か
〆
１
尾
１
０
／
・
Ｉ

〔
出
町
南

炊
邪
賜

金
凹
陸
皿
帝
王

賢
一

〃〃〃〃

喜
孟
ざ
毎
町
今
川
腫
喜
喜
一
書
書
ル

ー
丁
目
観
山
町
一
Ｔ
目

一
【
１

右右

ｉ

右

ｉ
二
口

右

左
、
吉
川
牛
ノ
寓
町
両

才
遥
瓦
鋤

二
階
建

同
平
家
建

″〃〃

木
造
瓦
葺

平
家
連

〃
二
階
建

〃

木
造
瓦
葺

平
家
建

〃

二
く
つ
一
・
九
三

三
二
、
七
五

一
三
、
五
つ

五
、
三
一

四
仁
、
七
○

八
厘
、
つ
つ

一
二
、
二
つ

、
七
五

一
一
、
・
つ

二
五

一
つ
、
つ
八
三
、
ハ
ヒ

ー
、
三
八
五
、
七
つ

五
一
二
、
八
八

七
、
二
宝
〈
、
七
四

一
》
一
九
、
迄
一
九
、
つ
つ
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画
坦
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互
那
メ
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取
得
年
月
日
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寮
寮
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木
造
瓦
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春
菜
寮
舎
監
住
宅

木
造
瓦
葺

春
菜
寮
倉
庫

木
‐
造
ス
レ
ー
ト

一
一
一
〈
〆

″〃

六
三
パ
く
つ

一
一
一
、
”
恥
一
一
型

二
、
つ
つ

｜
｜
計
、
ｎ
戸
」

二
四
、
通
（
）

三
己

七
伽
一
七
二
：
つ
一
四

一
』
〈
一
〈
、
三
二
八

二
〈
、
一
』
〈
四

階
散

間

零
ム
寓

河
型
Ｌ
｛

衣
笠
寮
第
一
寮

木
造
瓦
葺

衣
笠
寮
第
二
寮

木
造
瓦
郵

衣
笠
寮
作
業
員
室

木
造
鉄
板
葺
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一
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、
一
く
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、
つ
ロ

一
つ
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、
？
一
〈
一
〈

四
九
、
四
（
）

三
舎
、
四
一
二
〈

三
、
四
四
八

二
九
七
一
、
八
つ
五

一
・
七
つ
、
三
曲
｛
伽
一

ｌ
ｕ
一
二
差
一

ハ

ィ

ポ

坪
信
年
言
澄
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目
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訊
目
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〔
注
・
北
寮
、
渡
廊
下
ｌ
昭
和
Ⅲ
八
年
八
Ⅱ
取
壊
し
、
食
堂
・
炊
事
場
・
舎
監
住
宅
昭
和
伽

○
年
一
○
月
売
却
〕

〔
出
町
北
寮
〕

〔
注
・
昭
和
五
二
年
一
二
月
売
却
〕

〔
注
・
昭
和
Ⅲ
近
年
八
月
取
壊
し
〕

〔
下
鴨
寮
〕

〔
百
万
辺
寮
〕

称

〔
「
基
本
財
産
目
録
（
建
物
之
部
こ
〕

金

九
○
｜
｜
立
命
館
大
学
寄
宿
舎
規
程
〔
昭
和
二
六
年
〕

第

九

第
八

第第 第
五

第

四

第 第第

七六

峰
立
命
館
大
学
寄
宿
舎
は
、
出
町
寮
、
吉
田
寮
及
び
衣
笠
寮
と
す
る
。

峰
寄
宿
舎
は
、
学
生
部
の
所
管
に
属
し
、
大
学
院
、
大
学
、
短
期
大
学
及
び
専

門
学
校
別
科
の
学
生
を
入
寮
せ
し
め
る
。

峰
寄
宿
舎
は
、
本
大
学
の
教
育
精
神
に
則
り
、
学
生
生
活
の
援
護
を
な
す
と
共

に
、
共
同
生
活
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
寮
生
の
人
格
の
完
成
と
社
会
生
活
の

訓
練
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

峰
各
寮
に
は
、
舎
監
及
び
炊
事
夫
を
各
一
人
置
く
。
但
し
、
炊
事
夫
は
、
事
情

に
よ
り
置
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。

舎
監
は
、
学
生
部
と
連
絡
を
保
ち
つ
つ
寮
生
活
の
輔
導
の
任
に
当
る
も
の
と

す
る
。
炊
事
夫
は
、
寮
生
の
炊
事
を
な
す
も
の
と
す
る
。

峰
寮
内
に
於
け
る
寮
生
の
共
同
生
活
に
つ
い
て
は
、
各
寮
の
寮
令
が
定
め
る
寮

則
に
基
い
て
行
う
。

峰
入
寮
希
望
者
は
、
所
定
の
入
寮
願
を
学
生
部
長
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

峰
入
寮
は
、
前
候
の
手
続
を
終
え
た
者
の
中
か
ら
入
寮
錐
衝
委
員
会
を
開
い
て

選
定
し
学
生
部
長
が
こ
れ
を
許
可
す
る
。

入
寮
詮
衝
委
員
会
は
、
左
の
者
を
以
て
椛
成
す
る
。

学
生
部
・
…
・
・
課
長
、
主
任
、
舎
監
、
厚
生
係

学
生
側
…
：
・
寮
委
員

峰
入
寮
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
所
定
の
入
寮
誓
約
書
及
び
身
上
報
告
書
を
学

生
部
に
提
出
し
、
其
の
他
必
要
な
手
続
を
遅
滞
な
く
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

峰
入
寮
は
、
毎
年
学
年
始
め
と
し
卒
業
生
の
退
寮
は
毎
年
学
年
末
と
す
る
。
但

し
、
欠
員
あ
る
場
合
の
補
欠
入
寮
及
び
止
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
る
退
寮
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

立
命
館
大
学
寄
宿
舎
規
程
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川
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寮
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寮木

造
瓦
葺

出
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事
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渡
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木
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ス
レ
ー
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葺
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住
宅
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ｖ
Ⅱ
今
ｌ
』
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五
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二
二
ｎ
つ
五

一
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二
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一
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二
匙
つ
つ

三
一
、
三
七

二
二
、
。
五

一
二
、
↑
］
丘

三
壱
．
つ
つ
つ

一
三
一
一
・
兆
三
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四

一
・
八
ル
、
つ
ル
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一
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七
、
つ
七
二

北
五
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五
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T
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坪

延

卸
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寮
寮
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寮
倉
庫木

造
鉄
板

I

ケノL

云▲ざ

ノ
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ノ

つ
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八
つ

Ｃ
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八
つ
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、
』
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つ
つ

｜
・
１
母
刊
ば
く
ノ

早

佃i

百
万
辺
寮
寮
舎

木
造
瓦
葺

百
万
辺
寮
舎
監
住
宅

木
造
瓦
葺

昭
〃ノ

｜
ａ
〈
一
二
、
一
〈
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血

三
三
、
二
つ

二
三
九
、
五
・

陥
卿

弘
把
咋
拶

Ｔ
１
ｈ
Ⅱ



吉
Ⅲ
寮
月
額
一
○
○
円

出
町
寮
〃
一
五
○
円

衣
笠
寮
〃
二
○
○
円

電
灯
料
、
ガ
ス
料
及
び
水
道
料
は
、
毎
月
実
曲
計
算
に
よ
り
寮
生
が
分
担
す
る
。

第
十
五
峰
寮
費
は
、
寮
長
が
毎
月
二
十
五
日
迄
に
当
月
分
を
集
め
て
毎
月
末
迄
に
学
生

部
を
経
て
学
校
会
計
課
に
納
付
す
る
。
な
お
寮
長
は
、
同
時
に
各
寮
生
の
毎
月

に
於
け
る
寮
伐
納
入
表
を
学
生
部
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
峰
会
費
は
、
月
額
を
定
め
毎
月
末
迄
に
翌
月
分
を
寮
会
計
迄
納
め
る
こ
と
を
要

す
る
。

第
十
七
峰
寮
則
の
義
務
を
怠
り
共
同
生
活
の
目
的
を
□
る
者
は
、
退
寮
せ
し
め
る
こ
と

が
あ
る
。

附
則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

泊
す
る
場
合
は
舎
監
又
は
寮

第
十
四
峰
寮
費
は
、
左
の
通
り
と
す
る

第
十
一
峰
退
寮
せ
ん
と
す
る
者
は
、
其
の
旨
を
寮
雌
に
定
め
る
寮
長
を
経
て
舎
監
に
申

出
で
学
生
部
に
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

尚
原
則
と
し
て
退
寮
し
た
者
は
、
再
度
入
寮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
十
二
峰
寮
生
は
、
寮
則
の
桁
神
に
則
り
術
に
責
任
あ
る
行
帥
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
Ｏ

故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
営
造
物
施
設
又
は
什
器
等
を
破
損
し
た
場
合
は
、

寮
生
が
責
任
を
負
う
。

第
十
三
煤
寮
生
は
、
自
主
的
生
活
を
営
む
と
共
に
定
め
ら
れ
た
共
同
の
行
事
に
は
必
ず

参
加
す
る
も
の
と
す
る
。
又
常
に
そ
の
行
動
を
明
か
に
し
特
に
帰
省
そ
の
他
外

泊
す
る
場
合
は
、
舎
監
又
は
寮
長
に
屈
川
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
峰
入
寮
年
限
は
本
学
々
生
の
身
分
を
保
有
し
得
る
期
間
と
す
る
。
但
し
本
九
○
’
一
一
〔
学
思
寮
新
築
（
昭
和
三
九
年
）

学
々
生
の
身
分
を
喪
失
し
た
者
は
、
一
ヶ
月
以
内
に
退
寮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

本
Ⅱ
、
新
寮
が
竣
工
し
、
そ
の
名
も
末
川
総
長
よ
り
「
学
思
索
」
（
学
而
不
思
則
岡
、
思

而
不
学
即
殆
ｌ
論
語
）
と
命
名
さ
れ
た
。
新
寮
建
設
の
実
現
に
努
力
し
て
き
た
関
係
者
一
同

も
、
大
き
な
喜
び
を
も
っ
て
こ
の
「
学
思
寮
」
の
竣
工
を
祝
い
た
い
。

す
で
に
そ
の
概
容
は
御
覧
い
た
だ
い
た
こ
と
と
思
う
が
、
こ
れ
を
そ
の
機
能
か
ら
み
れ
ば
、

旧
寮
の
六
畳
二
名
一
室
と
い
う
従
来
か
ら
の
学
寮
の
形
態
と
著
る
し
く
異
な
り
、
一
室
約
一

八
坪
の
面
秋
を
、
寝
室
・
学
習
室
・
談
話
室
の
三
つ
の
機
能
に
分
け
、
こ
れ
を
八
名
（
各
回

生
二
名
）
で
椛
成
す
る
小
集
団
の
生
活
の
場
と
し
、
五
室
で
四
○
名
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
つ
く
り
、

更
に
五
ブ
ロ
ッ
ク
が
集
ま
っ
て
全
体
二
○
○
名
を
形
成
す
る
点
に
大
き
な
特
徴
を
有
し
て
い

る
。
こ
の
小
集
団
制
は
伝
統
的
な
学
寮
と
根
本
的
に
異
っ
て
お
り
、
戦
後
学
寮
が
受
動
的
な

学
生
実
態
を
反
映
し
て
ア
パ
ー
ト
化
と
い
わ
れ
る
個
人
主
義
、
閉
鎖
的
な
生
活
傾
向
を
示
し

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
施
設
的
に
も
運
営
の
面
で
も
集
団
生
活
に
合
理
的
な
条
件
を
与
え
、

集
団
の
中
に
お
け
る
人
間
形
成
と
そ
の
指
導
を
行
う
と
い
う
教
学
的
に
祇
極
的
な
意
味
を
も

つ
も
の
で
あ
る
。
旧
寮
で
は
二
名
一
室
で
あ
る
た
め
集
団
化
の
基
本
で
あ
る
相
互
批
判
が
個

人
関
係
の
中
へ
埋
没
し
て
い
く
傾
向
が
あ
り
、
小
集
団
制
の
下
で
は
少
数
意
見
が
複
数
と
な

り
、
批
判
ｌ
討
論
ｌ
自
律
あ
る
集
団
化
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

学
思
寮
を
契
機
と
す
る
小
集
団
ブ
ロ
ッ
ク
制
に
つ
い
て
☆

二
基
本
財
産
目
録
（
建
物
之
部
）
」
〕

■
■
吾
甲
■
●
●
ｅ
●
■
■
●
。
■
凸
ｇ
■
凸
■
巳
◆
ａ
叩
■
●
■
■
■
■
■
■
■
●
●
■
●
昏
■
■
■
■
。
Ｐ
■
■
■
●
■
■
。
■
■
■
■
■
。
■
■
■
Ｕ
■
■
■
■
■
●
■
■
。
■
■
■
■
ｂ
■
●
■
■
旬
■
●
■
？
●
■
■
■
ａ
■
●
■
■
■
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等
丁
思
寮

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

舎
監
住
宅

ざ
、
，
画
コ
ー
ニ
ｂ
Ｉ
Ｌ
陣
、
十
十

｜
／
、
ｌ
鉾
１
●
上
司
一
で
一

四

昭
三
九
二
三

〃

三
三
七
、
三
つ

今
三
色
、
一
丸
『
ゴ

ー
三
二
一
三
嗣
一

一
、
つ
一
〈
一
、
九
つ

一
二
三
、
キ
モ
九
、
（
｝
（
）
（
一

二
、
（
（
江
つ
、
一
・
（
）

１
世

】
Ｈ
封
‐
〃
〃
化
日
日
一
■
ず
』
０
－
ｅ
０
ｍ
０
。
ａ
ｒ
ｌ
０
０
Ｌ

＃

耳

(ll

旬
型
《
女
、



こ
の
上
に
立
つ
ブ
ロ
ッ
ク
制
は
各
々
ラ
ウ
、
／
ジ
・
洗
濯
・
洗
ｎ
．
ト
イ
レ
等
の
共
同
施

設
を
持
ち
、
独
自
の
運
営
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
旧
寮
で
の
三
○
～
四
○
名
程
度
に
よ
る
集

団
運
営
の
経
験
を
生
か
す
と
同
時
に
、
二
○
○
名
と
い
う
大
集
団
へ
の
媒
介
体
の
必
要
か
ら

置
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
小
集
団
ブ
ロ
ッ
ク
制
を
骨
細
み
と
す
る
「
学
思
索
」
は
、
伝
統
的
に
存
在
し
て
い

る
旧
制
的
学
寮
ｌ
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
た
大
学
・
エ
リ
ー
ト
的
集
団
生
活
ｌ
に
対
し
て
、
新

制
大
学
に
お
け
る
学
寮
の
あ
り
方
を
追
究
す
る
と
い
う
大
き
な
課
題
を
担
っ
て
い
る
。
大
衆

化
し
た
大
学
の
寮
は
大
学
教
育
の
中
に
お
け
る
唯
一
の
生
活
集
団
と
し
て
の
特
殊
な
地
位
を

も
っ
て
い
る
。
こ
、
に
は
生
き
生
き
と
し
た
社
会
的
↓
教
学
的
・
経
済
的
学
生
の
実
態
が
様

々
な
形
を
と
っ
て
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
か
ら
教
学
対
象
と
し
て
の
学
生
像
を
把
え
、

創
造
的
な
学
生
集
川
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
と
こ
ろ
に
新
ら
し
い
学
寮
の
意
義
が
あ
る
。
他

方
、
こ
の
寮
と
い
う
命
分
に
呪
わ
さ
れ
た
問
題
を
立
命
館
教
学
全
体
の
中
に
持
ち
帰
り
、
教

職
員
が
索
政
策
を
単
な
る
寮
の
た
め
の
対
策
ｌ
片
隅
の
川
題
と
せ
ず
、
立
命
館
教
学
に
つ
い

て
の
実
践
的
な
研
究
の
場
と
し
て
寮
を
把
え
る
と
こ
ろ
に
学
寮
の
典
推
が
発
押
さ
れ
る
で
あ

プ
へ
ご
ぅ
ノ
０

以
上
の
観
点
か
ら
学
寮
の
、
な
か
ん
ず
く
「
学
思
寮
」
に
対
す
る
私
た
ち
の
期
待
は
大
き

い
。
「
学
思
索
」
の
形
態
は
新
し
い
だ
け
に
、
今
後
の
運
営
伽
で
も
多
く
の
離
間
に
遡
遇
す

る
で
あ
ろ
う
が
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
実
践
の
巾
で
一
つ
ず
つ
解
決
し
な
が
ら
、
新
し
い
学
寮

の
あ
り
方
を
追
求
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〔
注
・
貧
料
六
山
一
‐
寮
間
題
に
つ
い
て
の
確
認
小
項
参
照
」

〔
｜
立
命
館
大
学
学
思
寮
新
築
竣
工
記
念
」
パ
ン
ー
ノ
（
一
九
六
四
年
三
川
）
〕

九
○
四
入
寮
応
募
者
数
に
た
い
す
る
入
寮
決
定
者
の
割
合

〔
昭
和
三
四
～
四
三
年
度
〕

一立命館大学

(男）40名

(男）35名

(女）30名

(男）38名

(男）60名

(女）22名

(ﾘ)）200名

寮学〔
注
・
資
料
六
近
八
寮
問
題
の
解
決
の
た
め
に
ｌ
そ
の
経
過
と
問
題
点
〔
抜
粋
〕

資
料
七
九
六
告
示
〔
寮
の
一
時
閉
鎖
に
つ
い
て
〕
以
上
参
照
〕

I11町I櫛

衣笠

作菜

111町」と

''1〃迦

|､帆
, 哩 参 I l I
－－j－，L，

寮
寮
寮
寮
寮
寮

Il/iAll8年設立

11/(11125年設立

Il/(fll26年設立

Il/i11128年設立

Il/(fll29年設立

Il/lft29年設立

Il/ifll39年設立

99.62坪

88.82坪

60.72坪

51.1)0坪

163.65坪

48.09坪

1,081.56坪

二
：
寮
川
越
の
解
決
の
た
め
に
ｌ
‐
そ
の
経
過
と
問
題
点
」
二
九
六
九
年
大
川
）
〕

寮

第1表人寮応蝶者数にた： 'する入寮決定杵のi;il77
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ミ
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ミ
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〃
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〃
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１
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！
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Ｉ
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8
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17i
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４
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２
２
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九
○
五
〔
学
生
寮
竣
工
（
双
ヶ
岡
・
衣
笠
・
朱
雀
寮
）

二
九
七
二
～
七
八
年
）
〕
☆

衣
笠
寮
（
学
生
寮
）
の
改
築
竣
工

昨
年
八
月
に
着
手
し
た
衣
笠
寮
の
改
築
工
事
が
、
五
月
一
二
日
に
完
成
し
た
。
衣
笠
寮
は

も
と
も
と
、
木
造
の
た
め
に
老
朽
化
が
目
立
っ
た
の
で
、
昨
年
六
月
に
双
ヶ
岡
寮
が
竣
工
し

た
の
を
機
会
に
閉
寮
と
し
、
改
築
に
か
か
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
今
回
の
改
築
竣
工
に
よ
り
、
老
朽
化
し
た
出
町
寮
を
閉
寮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
衣
笠
寮
は
、
敷
地
面
積
七
○
九
・
九
○
八
㎡
、
建
築
面
積
三
八
五
・
○
五
㎡
、
延
床
面

積
一
、
四
三
一
・
六
五
㎡
の
規
模
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
下
一
階
・
地
上
三
階
建

て
（
一
部
塔
屋
一
階
付
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
寮
は
敷
地
面
種
一
書
三
二
五
・
二
八
㎡
に
建
築
面
積
四
九
八
・
四
二
量
、
床
面

積
延
一
、
七
八
七
・
八
五
㎡
の
規
模
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
地
下
一
階
・
地
上
三
階

（
一
部
塔
屋
二
階
付
）
と
な
っ
て
い
る
。
外
装
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
仕
上
げ
の
し
ょ

う
し
ゃ
な
つ
く
り
で
、
工
費
一
億
円
余
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
た
。

寮
名
は
、
「
双
ヶ
岡
」
と
決
ま
り
、
門
柱
に
は
名
誉
総
長
末
川
博
先
生
の
筆
に
な
る
銘
板

が
か
か
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
名
称
は
本
年
四
月
の
立
命
館
大
学
新
聞
紙
上
を
通
じ
て
公
募
さ

れ
、
一
・
二
部
学
友
会
、
各
寮
自
治
会
、
寮
連
合
と
学
生
課
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
つ
ぎ
の

二
名
の
当
選
者
を
決
め
、
五
月
一
○
日
、
理
事
会
の
承
認
を
受
け
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

ス
話

平
野
三
十
郎
君
（
理
工
学
部
一
部
・
学
生
）

立
命
館
大
学
衣
笠
寮
自
治
会
（
寮
生
一
同
）

双
ヶ
岡
寮
（
学
生
寮
）
の
竣
工

既
報
（
一
九
七
一
年
二
月
号
）
の
新
寮
建
設
工
事
は
、
一

月
二
四
日
、
落
成
披
露
式
が
行
な
わ
れ
る
は
こ
び
と
な
っ
た
。

〔
『
立
命
館
学
園
広
報
』
第
二
二
号
二
九
七
二
年
六
月
二
○
日
）
〕

こ
の
た
び
竣
工
し
、

妨
不
少
に
ス
ヱ
ハ

女
子
寮
の
完
成

こ
の
ほ
ど
、
先
に
買
収
し
た
女
子
寮
（
本
誌
第
八
一
号
参
照
）
の
内
装
工
事
（
工
擬
三
、

○
○
○
万
円
）
が
完
成
し
、
一
二
月
二
四
日
に
春
菜
寮
か
ら
の
、
一
二
月
二
五
日
に
下
鴨
寮

か
ら
の
引
越
し
を
行
な
っ
た
。

朱
雀
寮
と
命
名
の
こ
の
新
寮
は
定
員
を
六
二
名
と
し
、
舎
費
八
○
○
円
、
水
光
熱
費
二
、

一
○
○
円
。
電
話
番
号
（
受
信
専
用
）
は
、
八
○
二
’
二
三
一
八
お
よ
び
八
○
二
’
二
三
一

九
。

一
二
月
二
日
に
下
鴨
寮
（
定
員
二
六
名
）
、
一
二
月
一
八
日
に
春
菜
寮
（
定
員
三
六
名
）

寮
費
は
霜
学
思
寮
・
双
ヶ
岡
寮
・
衣
笠
寮
が
月
額
一
富
五
○
○
円
（
約
七
○
○
円
の
光
熱

水
費
を
ふ
く
む
）
、
そ
の
他
は
月
額
七
六
○
円
（
約
五
○
○
円
の
光
熱
水
費
を
ふ
く
む
）
と

な
っ
て
い
る
。

外
装
は
、
．
、
／
ク
リ
ー
ト
打
放
し
仕
上
げ
で
総
工
憐
八
六
○
○
万
円
を
投
じ
た
“
居

室
は
三
五
室
二
人
部
屋
で
七
○
名
を
収
容
す
る
。
二
・
三
階
に
は
談
話
室
を
、
地
下
に
は
集

会
室
・
自
治
会
室
・
職
員
控
室
お
よ
び
風
呂
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

寮
名
は
、
地
元
住
民
と
の
親
睦
や
郵
便
配
達
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
も
と
の
ま
ま
の

「
衣
笠
寮
」
と
す
る
こ
と
と
し
、
末
川
博
名
誉
総
長
の
筆
に
な
る
銘
板
を
あ
げ
た
。
所
在
地

は
、
京
都
市
北
区
等
持
院
西
町
三
四
番
地
で
あ
る
。

こ
れ
で
本
大
学
の
学
生
寮
の
現
況
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
た
。

〔
一
立
命
館
学
園
広
報
」
第
三
二
号
（
一
九
七
三
年
五
月
二
○
日
）
〕
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二
部

女
二
六
匁
］

誠
鍾
型
一

圧
《
‐
て
戸
』
勺
仁

山

部

女
一
二
八
名

双
ヶ
函

再
司
〆
’
一
ｆ
、
’
’
二
へ
征

字
思
索

男
二
○
○
名

骨'1

》
、
密
“
｛
へ

昌



な
お
下
鴨
寮
（
京
都
市
左
京
区
下
鴨
上
雌
原
町
一
二
番
の
三
土
地
二
五
・
五
○
七
㎡

建
物
は
木
造
瓦
葺
二
階
建
て
延
三
一
七
・
九
四
㎡
）
の
売
却
に
つ
い
て
は
、
一
二
月
九
日
の

理
事
会
で
決
定
し
、
一
二
月
二
○
日
、
売
買
契
約
を
結
ん
だ
。

の
閉
寮
式
を
行
な
い
、
朱
雀
寮
の
開
寮
式
は
一
月
一
五
日
に
行
な
っ
た
。

〔
注
・
資
料
八
二
学
寮
の
再
開
に
あ
た
っ
て
参
照
〕

〔
一
立
命
館
学
園
広
報
」
第
八
三
号
二
九
七
八
年
一
月
二
○
日
）
〕
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九
○
六
学
内
食
堂
経
営
二
関
ス
ル
件
〔
昭
和
三
年
〕

畢
内
食
堂
継
督
二
間
ス
ル
件

今
回
畢
内
二
食
堂
ヲ
設
殻
州
成
リ
タ
ル
ニ
軌
テ
ハ
故
寄
川
興
窄
氏
世
子
一
正
氏
二
郷
埜
セ
シ

メ
度
食
堂
二
於
テ
ハ
常
分
パ
ン
ト
牛
乳
ノ
ミ
ノ
販
寅
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
収
入
モ
小
額
ナ
ル
ヲ
以

テ
家
賃
ハ
免
除
ノ
コ
ト

〔
三
〕
食
堂
関
係〔

「
立
命
館
大
学
回
議
録
」
（
昭
和
三
年
九
月
一
○
Ⅲ
）
〕

九
○
七
〔
大
学
校
舎
（
学
生
食
堂
）
建
築
（
昭
和
二
七
年
）
〕

〔
注
・
資
料
五
六
四
食
堂
開
設
の
件
参
照
〕

(二）

京
都
市
上
京
区
河
原
川
通
広
小
路
上
ル

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

木
造
瓦
葺
平
屋
建

校
舎
哨
築
の
件

昭
和
二
十
七
年
三
月
立
命
館
大
学
校
舎
（
学
生
食
堂
）
と
し
て
左
の
建
物
を
建
築
し

〔
一
：
昭
和
二
六
年
度
学
校
法
人
立
命
館
事
業
報
告
こ

一
三
六
坪
○
○

一
九
坪
○
○
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九
○
八
〔
清
心
館
大
食
堂
雲
理
工
学
部
食
堂
開
設
（
昭
和
三
二
年
）
〕

議
長
議
案
第
五
号
昭
和
三
十
二
年
度
学
校
法
人
立
命
館
一
般
会
一
計
歳
出
更
正
予
算
案
上

ロ
王下

山
川
専
務
叫
邪

本
件
は
広
小
路
新
館
竣
工
に
伴
な
い
四
月
か
ら
大
食
堂
が
開
始
の
運
び
と
な
る
の
で
広
小

路
の
学
生
食
堂
が
不
必
要
に
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
設
備
を
理
工
学
部
に
移
し
従
来
業
者
に
委

託
経
営
せ
し
め
て
い
た
理
工
学
部
の
食
堂
を
三
月
を
も
っ
て
閉
鎖
し
四
月
か
ら
新
た
に
食
堂

管
理
委
曲
会
を
設
け
て
そ
の
経
営
に
当
ら
せ
る
こ
と
に
す
る
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
伴
な
い
必

要
と
す
る
短
期
遮
転
資
金
を
一
時
秤
即
委
員
会
に
衝
付
け
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

右
の
説
明
に
よ
り
‐
卒
雛
案
可
決

二
理
事
会
議
事
録
」
（
昭
和
三
二
年
三
月
二
二
且
〕

九
○
九
〔
以
学
館
・
学
而
館
・
存
心
館
食
堂
設
置

二
九
六
五
～
八
一
年
）
〕

〔
以
学
館
食
堂
〕

|園

二
以
学
館
新
築
竣
工
記
念
」
二
九
六
五
年
四
月
一
九
且
〕

室
庫
Ｃ
室
庫
室
店
屋

倉
縦
髪

協

卿
倉
Ｗ
会
生
理
売
靴

ｑ
〕
０
１
《
ワ
』
３
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１

l電城室

2ボイラー室

3′{三協事務Ⅳ「

4喫茶室

5トﾞライエリヤ

6パン・ミルク売場

7 脚〃；

8 食 堂
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Ｉ

〔
学
而
館
食
堂
〕

鮎
旦ｨ⑦ ＜凸&』一

蔓二
学
而
館
新
築
雄
一
工
記
念
」
二
九
七
○
年
．
一
二
月
二
三
日
）
〕

⑫

⑳

－

③

⑭

厨園 ，⑲L一一

場

売
室
場
‐
一
所

函
斗
斗
堂
房
籍
室
下
憩
ャ
子

売
室
ワ
便

評
ホ
チ
食
厨
書
部
廊
休
シ
男

；地
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑭

⑪女子便所

⑫受水槽

⑬ポンプ°室

⑭電気室

⑮食品庫

⑮冷蔵庫

⑰冷i東室

⑬機械室

⑲ドライ エリヤ

⑳既存建物(機械室等＞

〔
存
心
館
食
堂
〕

地階

6闇

二
存
心
館
新
築
竣
工
記
念
」
（
一
九
八
一
年
四
月
四
日
）
〕

ロッカー室

機械室’

倉庫

ポンプ室

'i哩気室

WC(M)

W・C（L）

ドライエリーマ

生活協同組合食堂

生活協同 組 合 書 緒 部

ホ ー ル

エレ･ペーター

生活協|司組合､事業センター

厨房

洗 浄 室

事務室

Ｑ
Ｊ
八
Ｕ
可
’
’
１
旬
色
、
。
。
“
４
－
匡
Ｊ
Ｒ
〉

１
１
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５
６
７
８
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八
関
係
資
料
Ｖ

資
料
五
六
五

戸
注
・
昭
和
三
七
年
生
協
設
立
以
降
喜
食
堂
は
生
協
経
営
と
な
る
暑
〕

資
料
五
九
一

資
料
五
九
二

〔
立
命
館
食
堂
管
理
委
員
会
設
置
〕
Ｉ
参
照

「
昭
和
二
十
七
年
、
食
堂
管
理
委
員
会
発
足
」

立
命
館
大
学
生
活
協
同
組
合
定
款
〔
抜
粋
〕
一
参
照

生
協
、
正
式
に
発
足

の
記
事

－249－



九
一
○
ア
ル
バ
イ
ト
ま
と
め
〔
年
度
脈
推
移
炎
・
一

111新入生アルバイト登録数・登録率
各年度7月10日現在

、 〔
四
〕
ア
ル
バ
イ
ト
・
下
宿
斡
旋
関
係

20032.61 308（49－9〉

838.i: 2（13．3：

374（59.5；

79（65.3）

|,汁

上段、総数

下段、女子数

（）|ﾉ､lは篭鎌率

ﾉし

七
八

八

年
度
、一一／

(2)求人数．斡旋数.斡旋率

○求人数・!紳旋激は

延人数

○､82iI'llll(82.4～g

iiifMiil)

rl(これまでの統,汁

上）抑りlより後1りl

の力が求人数は蛎

liilする

'紳旋数〃

上段

下段

（〉

純1りl求人数

｣之1りl求人数

Iﾉ､lは'紳旋数
本学求人数．斡旋数内訳

－25(）－

*又
川､：1二

＝

1

1978

256（36.〈

17（30.〔

232（32_さ

0（蓬

255(36.1

1 ， ／ 、 F

1乙｛乙・‐

261ぎ(39.（

46（32.皇

182(27.1
7

93（32.3

276（44.3；

4(44.41

1’4戸句/、〆禄

l1ffO乙（、0．と』

172(30.i:

1Q7
入畢ノ'

220（33.7

13（289

202(30.5:

7（24.1］

199(28.4:

(639.o:

232（33.2］

30（22.7：

209（34.3〕

57（25.3）

21931.8)

4(190)

1，281（32

127（25.8；

1980

218(37.1)

12（222

177イワqR．
&，0、ｰン.q』罫

211.8)

179(22.ll

1qイQ1r
』UIqJ』、.

167(29.7

23(21.1)

182(29.4)

72（29.4；

21932.4)

3(30.0

1.142(310)

125(2621

198

267（433

l(）（24．4）

233(37.0)

254（41.6）

琉馴7帥’
202（33.9

酉ワ／ワワ
JJ、台』．』

356（49.2）

3(17.7)

1,512(39.9,

141(31.9

198

69（55.5

18(40.0

286（47.7）

1(5.3)

3()6（49.7号

102(48.3)

451(61.4)

lZ（b(）.(〃

2､()94（54.2；

214(49.-1

折’

it

垂ご

ltIl

求人』

斡旋＃

斡旋Z

求人＃

斡旋』

斡旋Z

求人』

斡旋1

斡I

5，22‘

3，791

71

1，48

671

45

6，71

4．461

6’

4,9（

3．31

68

2，1：

61

t

7，()38

4.()50

57

8〔）

5，864

4，454

7（

2.:i!)i

95&

3〔

8，25F

54()7

Ｒ
Ｕ

〔
｢

5，224

4．099

2，144

1．()96

7．368

5．195

70

Oiiipl

3，6()3

2．894

957

569

4，560

3，463

831÷

7,58（

6．11

l‘60（

939

58

il,l8i

7.()5（

～

‘'13

I降労I

珍労｜’

その『

344（22

6 9 （ 4

2,778(1,82

1,054（43

323（24

98（8

5,224（3,79

1,487(67

79

203(136

69（36

1.960(1,49&

120(161

2,626（1,651

1,567（44〔

117(6!

侭／1，
0｛、ノ

4,906（3,354

2,132(691

8

1.4691.301

146(8

1,126（81

330{io;

2.403(1.59

1.828(69

866（74

87（7

5,864（4,45

2.391(95

1,471(1.359

87（52

1.2331851

416(209

2，410(1.852

1,538（737

110371

103(98

5.224l.OS

2J44（4,0§

8244(111

l,056(1.001

1611

438（345

2271138

1,974(1､42を

665（373

135125

49（47

3,6()3（2.894

957（569



(3)年度別・長短期別平均賃金

4．100（530〉

3，500（5()a

〔注[1982年度Iif生課紫務まとめ」〕 4,265(564）
4．321（631）

4，440(579）

4,703(585）

九
二
新
入
生
下
宿
斡
旋
ま
と
め
〔
年
度
暁
推
移
表
・
昭
和
五
二
～

五
七
年
度
〕

1部下宿学生数推移

下宿提供室数年間推移

〔柾・全I"l生男女の柵は全・男・女〔男

の棒グラフより作成〕〔女

来学者、決定者状況〔男女別』

〔注・男女別合,汁の枠グラフより作成〕
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－－

三
壱
子

軽
労
伽

家庭教師長
一

事務

軽労低

店員

労｛動

配達

サービス

姪
“
匡
衣

妊
匡
正

転
仙
匡
正

１
画
凸
も

４

再
Ｉ

3，156

3528

430

3，5()5

3．368

460

44ﾐーﾐ

4,144

3．705

416

461

4，()70

4．035

5()(〕

533

3，831

4－04

531

607

ｑ
〕
旬
○

医
〕
（
Ｕ

３
４

Ｑ
〕
へ
。

書
冒
８

７
．
４

４
４

1357

79唾

3，60

3－94

444

471

旬
Ｉ
［
１

句
Ｉ
○
竺

勾
。
刈
岨

459

493

3，938
483

3，533
460

4．272
514

4，374
488

3，882

4．40〔

56

53

へ
。
ワ
と

，
９
３

４
冬
５

Ｆ
、
○
）

ワ
］
（
ｂ

冗
乙
［
ｆ

旬
。
ｎ
Ｊ

1．31

80

3，711

4．16(

46

541

3，57ﾐ

3．40（

48‘

481

4．55（

3－421

一
コ

53；

〈
Ｕ
ハ
。

ワ
ー
［
ｊ

貝
〕
戸
ひ

４
（
己

〈
Ｕ
（
ｂ

《
。
へ
。

４
４
．

4，94〔

4，81｛

59‘

54:

4，938
507

4．028
524

1－27‐

3，626

4．6］6

534

5()（

4．469

4－121
０
１
５
５

4．712
519

4．617
540

１
５

〈
Ｕ
７

（
ｂ
Ｆ
Ｄ

（
ろ
へ
。

５
勺
１

局
Ｉ
、
ろ

〃
４
４
冬

4，757

4．938

6()（

58F

3．804
540

416()
525

1．434

81.9中間

3，621

3．56E

50〔

48］

4，12三

4，269

52f

50E

4，80C

4，015

52（

52（

4．638

4693

と
」
一
：
・
・
・
、

０
．
７

６
５

4．611
9

5014

61（

572

3568(）
538

4，28(）
521

1．45E

81.7h滋アノ

4，0()(）（50(）

3．30〔）（480

4，300（540

3，400（49(〕

4，700（59()）

4．00(）（560）

4，5()0．（640）

3.500(500)

1,88656.9%

1,729(54.1%

1,878(57.4%

1.876(56.2%

ｒ
Ｆ
ｊ
ア

274（58.2％

232（48.7％

264（58.7％

252（593％

2,160（57.()呪

1,961(53.4%

2,142(57.6%

2,128(56.6%

二
Ｊ
Ｊ

ｌｌ
ｆ

ワ11’
しりL4I 2，134 2．08

11

2．40 2,92（ 3．661 4．99
パ「-1〔

4，，1(

一
「
』

1．341

56

3，75 3．5代

2．8窪 3181

1，11（

3．59事

921

3，531

51『

2.9

82

2．88

68

年i』

一
『
〕
再
』
』
戸
Ｈ
」
戸
烏
〕
酉
「
〕
一
「
〕

米学 イ

男

2，19

2，06

1.71

1.34

1，61

1．62

女

八
Ｕ
（
ｕ
Ｊ
く
い
〕
弓
Ｉ
１
１
１
１

つ
Ｊ
宮
ワ
白
１
１
１
１
○
△
ワ
と

dil

2，5()（

2.361

1，91'

1,51',

1,32!

1.83:

■
リ
ノ
０
１ 者

ト
う

I.S3;

1.76;

1，46：

1.13!

1.36!

1．361

28

27’

18

14

Ii'

21

(計

頁
』
貝
〕
ワ
ｆ
Ｑ
Ｊ
八
ｕ
Ｊ
ハ
ソ

１
１
（
×
〕
・
刈
哉
（
×
〕
戸
「
〕
ワ
ー

１
上
ｎ
Ｕ
Ｒ
ｕ
勾
乙
戸
『
〉
目
Ｊ

ｔ
９
ｑ
可
斗
４

２
２
１
１
１
１



来学者、決定者状況〔1．2部別〕

部屋代別提供状況表（決定分で示す）

[[1982年度If生課業務まとめ」〕

－252－

年E

〃
雷

ｒ
ｐ
則

，（

〃

来 学者数(C

立
口

１
１
上

1,74;

1,38'

1，681

1－7ル

2音’

171

133

141

118

決定者数(D)

1剖

i,5o;

1.186

1,454

14窪

2i

144

9

105

《
ｘ
】

決定率D/C

1s

86.0％

86.［

86.［

87.〈

2部

84.0％

73.0

74．0

75_患

－－

部屋 イ

0～6,500

6,501～9,000

9,001～11,000

11,001～13,00

13,001以一

二
二
口

へ
口

54年度

室』

169

465

512

492

1，660

％

1．J
よ.nJ

10.

28．

の
／
と

「
Ｉ
エ

ハ
ベ
Ｊ

28．

55年！

室獅

Ｒ
Ｊ

７
Ｊ

ワq
ど』

42

46

1,20

０

6.言

19.

35．

38．

56年度

室撹

ワ弓

26‘

481

621

1,46:

％

0－’

4．1

181

33．5

43．1

5 7 年 E

室数

1

90

21〔

46;

69

1，477

1.

ハ
、
〕

14.2

31．3

47.愚



九
三
大
学
部
一
一
医
務
局
設
置
〔
昭
和
五
年
〕

I'Ll
、

〔
五
〕
健
康
管
理
関
係

大
畢
部
二
揺
務
肘
設
髄

鯉
二
昭
和
三
年
四
Ⅱ
立
命
館
中
串
二
於
テ
生
徒
ノ
保
健
及
術
生
ノ
篇
メ
ニ
鵜
務
局
ヲ
設

置
七
シ
ガ
其
ノ
効
果
頗
ル
良
好
ナ
ル
ヲ
以
テ
更
二
本
年
九
月
ヨ
リ
本
館
ノ
存
心
館
ノ
第

二
十
六
披
室
二
特
別
ノ
設
備
ヲ
施
シ
筈
旅
器
具
一
般
ヲ
職
人
、
ン
筈
畢
士
木
村
安
三
氏
ヲ

蛎
託
ン
毎
Ⅱ
午
後
三
時
ヨ
リ
同
血
時
マ
デ
ノ
間
ハ
畢
生
生
徒
ノ
診
旅
ヲ
行
上
又
Ⅱ
一
一
二

回
打
往
ナ
ル
那
油
ヲ
ナ
ス

二
昭
和
丘
年
度
財
団
法
人
立
命
館
事
業
報
告
」
〕

九
一
一
一
一
定
期
健
康
診
断
受
診
率
書
疾
病
管
理
対
象
者
等
の
推
移

〔
一
九
七
五
～
八
四
年
度
〕

定期健康診断受診率の推移
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1982|
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ワ
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44－9
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24．4

32－8

46－5
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43．3

19847
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46．9
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16.s

52．6



一部疾病管理対象者の推移
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資
料
三
○
六
〔
許
可
害
（
診
療
所
開
設
）
〕

資
料
四
一
Ｉ
立
命
館
診
療
所
規
程
制
定
の
件

浅
科
川
川
九
立
命
館
保
健
セ
ン
タ
ー
規
程
制
定
の
件
一

八
関
係
資
料
Ｖ

粘神衛生ｲ'1談室来談状況

来談件数

二
：
保
健
セ
ン
タ
ー
六
錐
‐
間
の
ま
と
め
」
二
九
八
七
年
三
川
）
〕

注8()年度の院生／他は一部学生に含む”

参
昭
グ､､､
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へ
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四
教
職
員
に
関
す
る
資
料



九
西
立
命
館
大
学
教
員
採
用
内
規
、
教
員
報
酬
内
規
〔
昭
和
二
年
〕

丘I'Ll三
､､写一

、
帝
剛
大
事
教
授
二
満
師
ヲ
嘱
託
ス
ル
場
合
ハ
左
記
標
準
ニ
依
り
其
報
酬
ヲ
定
ム
・

本
俸
年
堂
百
肌

職
務
作
一
週
一
時
間
二
封
シ
年
登
百
五
拾
側

二
、
帝
剛
大
畢
助
教
授
並
同
講
師
二
講
師
ヲ
嘱
託
ス
ル
場
合
ハ
左
記
標
準
ニ
依
り
其
報
酬
ヲ

｛
正
ム
○

本
樵
年
七
拾
五
側

職
務
作
一
週
一
時
間
二
封
シ
年
堂
阿
拾
Ⅱ
側

三
、
帝
団
大
事
教
授
、
助
教
授
タ
リ
シ
者
ヲ
本
畢
教
授
二
任
用
ス
ル
時
ハ
其
報
酬
ハ
第
一
項

並
第
二
項
二
準
ジ
之
ヲ
定
ム
。

四
教
職
員
に
関
す
る
資
料

一
一
、

一
、

立
命
館
大
畢
教
授
九
帝
圃
大
畢
教
授
謹
助
教
授
書
淋
師
並
司
法
官
ノ
職
二
居
ル
者
若
ク

ハ
其
ノ
職
二
居
り
シ
者
二
就
キ
之
レ
ヲ
咽
託
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
・

帝
凹
大
畢
ヲ
卒
業
シ
本
阜
海
外
研
究
生
ト
シ
テ
外
国
二
留
串
七
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ハ
教
授

二
任
用
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
・

帝
幽
大
畢
ヲ
卒
業
シ
大
串
院
二
人
リ
所
定
ノ
研
究
ヲ
篇
シ
タ
ル
者
ハ
助
教
授
二
任
川
ス
・

帝
閥
大
畢
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
竿
士
ハ
識
師
二
任
用
ス
・

前
倣
項
以
外
ノ
閲
歴
ヲ
有
ス
ル
者
若
ク
ハ
前
敷
項
二
依
り
雌
キ
特
別
ノ
場
合
二
於
テ
ハ

別
二
詮
考
ノ
上
之
レ
ヲ
定
ム
。

立
命
館
大
畢
部
本
科
並
専
侭
部
教
員
報
酬
内
規

立
命
館
大
事
教
員
採
用
内
規

職
務
俸
一
週
一
時
間
年
堂
百
回

助
教
授

本
俸

職
務
俸
一
週
一
時
間
年
七
拾
五
同

五
、
木
畢
ノ
他
ノ
部
勤
務
ノ
教
員
二
封
シ
兼
楯
セ
シ
ム
ル
場
合
二
於
テ
ハ
左
記
標
準
ニ
依
り

職
務
作
ノ
ミ
ヲ
支
出
ス
・

仙
本
勝
二
封
ス
ル
慌
任
時
倣
範
閲
内
二
於
テ
兼
備
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
別
二
報
酬
ヲ
支
出

セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
・

六
、
帝
剛
大
畢
ヲ
卒
業
シ
大
畢
院
修
丁
若
ク
ハ
在
畢
中
ノ
者
二
瀧
帥
ヲ
嘱
託
ス
ル
場
合
二
於

テ
ハ
左
記
標
準
二
依
り
其
報
酬
ヲ
定
ム
・

本
作
年
五
拾
側

職
務
俸
一
週
一
時
間
年
百
目

七
、
司
法
官
在
職
ノ
者
二
本
肇
講
師
ヲ
嘱
託
ス
ル
場
合
二
於
テ
ハ
其
報
酬
ハ
第
二
項
二
依
ル
・

其
官
等
二
依
り
第
二
項
二
依
り
雛
キ
場
合
一
一
於
テ
ハ
前
項
ノ
額
二
掛
酌
ヲ
加
フ
ル
ゴ
ト

ア
ル
ヘ
、
ン
。

八
、
本
畢
専
任
教
員
ダ
ル
識
師
ノ
報
酬
並
二
前
記
諸
項
二
該
常
七
サ
ル
者
二
講
師
ヲ
堀
託
シ

タ
ル
場
合
ノ
報
酬
ハ
其
串
歴
並
楯
常
授
業
時
敷
ヲ
掛
酌
シ
テ
毎
畢
年
毎
二
之
ヲ
定
ム
。

四
本
畢
ノ
教
授
、
助
教
授
二
封
ス
ル
報
酬
ハ
左
記
標
準
ニ
依
り
之
レ
ヲ
定
ム
・

教
授

本
棒
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一
一
一
く
く
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｜
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一

｜
一
郭

一
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一
三

二
く
言

四
五
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肌
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九
一
五
財
団
法
人
立
命
館
謝
恩
義
金
規
則
〔
昭
和
一
二
年
〕

侍
端
ｒ
ｒ
欠
本１１

告

舜ｻ

ﾉL

峰

第
十
一

第

八

{|茶

ル ー 坪 学

弟弟

__1--一L‐
しノ､

第
汎
峰

第
四
峰

一
義
全
土
ヲ
設
ク

第
二
峰
大
畢
各
部
並
各
畢
校
二
勤
務
ス
ル
教
職
員
ノ
在
勤
浦
三
ヶ
年
以
上
ニ
シ
テ
退

第
三
峰

第
一
膝
立
命
館
大
畢
各
部
並
各
畢
校
二
弾
柾
卜
・
ン
テ
勤
務
ス
ル
モ
ノ
、
タ
メ
ニ
謝
恩

i mi&

謝
恩
金
ハ
勤
務
昨
敬
二
本
人
ガ
受
価
ス
ル
金
誠
ノ
川
削
緬
ヲ
乗
シ
コ
レ
ヲ
ニ

分
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
標
準
ト
ス

教
職
員
退
職
ノ
原
因
ガ
疾
病
二
在
ル
ト
キ
ハ
前
二
峰
ノ
制
限
二
依
ラ
ザ
ル
ゴ

ト
ヲ
得

教
職
員
退
職
ノ
原
因
ガ
本
串
ノ
都
合
二
依
ル
ト
キ
ハ
第
二
峰
ノ
年
限
ニ
ヵ
、

ハ
ラ
ズ
且
節
三
膝
ノ
標
準
誠
二
封
シ
テ
ソ
ノ
五
利
以
内
ヲ
瑚
川
ス
ル
ゴ
ト
ヲ

得立
命
館
出
版
部
二
勤
務
ス
ル
モ
ノ
ニ
封
シ
テ
ハ
本
規
則
ヲ
適
用
ス

教
職
員
ノ
在
職
二
十
年
以
上
ニ
シ
テ
退
職
ス
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
ハ
謝
恩
年
金

ヲ
晒
唖
ル

前
項
ノ
年
金
ハ
本
人
ガ
受
ク
ル
本
俸
ノ
三
分
ノ
ー
以
下
ト
シ
本
俸
ノ
定
メ

ナ
キ
教
職
員
二
付
テ
ハ
本
人
ガ
受
ク
ル
給
輿
金
額
ノ
五
分
ノ
ー
以
下
ト
ス

教
職
員
ハ
立
命
館
ヨ
リ
受
領
ス
ル
金
額
ノ
百
分
ノ
ー
ニ
該
常
ス
ル
金
額
ヲ
其

受
領
ノ
都
度
肱
川
シ
テ
本
義
金
二
納
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

立
命
館
大
黒
各
部
若
ク
ハ
各
畢
校
ヲ
卒
業
ス
ル
モ
ノ
ハ
卒
業
ノ
際
謝
恩
金
ト

シ
テ
一
定
ノ
金
額
ヲ
納
付
七
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

前
項
ノ
謝
恩
金
ハ
大
事
各
部
、
中
畢
校
、
商
業
畢
校
共
二
各
金
恰
圃
ト
ス

立
命
館
ハ
錐
金
械
立
ノ
補
助
ト
シ
テ
教
職
員
ガ
鵬
川
ス
ル
モ
ノ
、
半
額
二
該

淵
ス
ル
金
額
ヲ
支
出
シ
テ
コ
ノ
義
金
二
組
入
ル
、
モ
ノ
ト
ス

職
ス
ル
ト
キ
ハ
コ
ノ
規
則
ニ
依
り
謝
恩
金
ヲ
蛸
ル

附
則

コ
ノ
規
則
ハ
昭
和
十
二
年
二
月

日
ヨ
リ
コ
レ
ヲ
寅
施
ス

「
十
二

戸
Ｊ
４
１
」

議
案
第
九
号
昭
和
三
七
年
五
月
十
一
日
理
事
会

立
命
館
謝
恩
基
金
規
定
案

第
一
条
従
来
立
命
館
謝
恩
基
金
と
し
て
造
成
管
理
し
て
来
た
基
金
は
、
こ
の
規
定
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
管
理
す
る
。

第
二
条
本
学
教
職
員
の
退
職
及
び
死
亡
手
当
は
こ
の
基
金
よ
り
支
出
す
る
。

第
三
条
本
基
金
造
成
の
た
め
、
本
学
教
職
員
は
従
来
通
り
在
職
中
毎
月
其
の
給
料
の

千
分
の
二
・
五
に
祁
当
す
る
額
を
基
金
と
し
て
酷
出
す
る
。

第
四
条
立
命
館
大
学
（
大
学
院
を
含
む
）
学
生
は
毎
年
四
百
円
を
、
高
等
学
校
、
中

学
校
の
生
徒
は
毎
年
二
百
四
十
円
を
基
金
と
し
て
納
付
す
る
。

第
五
条
本
法
人
は
基
金
造
成
の
た
め
毎
年
度
必
要
な
額
を
支
出
し
、
前
二
条
の
鵬
川

金
、
納
付
金
と
共
に
、
こ
れ
を
基
金
に
編
入
積
立
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
六
条
本
学
教
職
員
の
退
職
、
死
亡
の
際
に
支
給
す
る
手
当
の
額
は
、
別
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
本
基
金
の
収
支
は
、
こ
れ
を
特
別
会
計
と
す
る
。

第
八
条
本
基
金
は
理
事
会
の
議
決
を
経
て
、
で
き
る
だ
け
確
実
有
利
に
管
理
す
る
も

の
と
す
る
。

提
案
理
由
説
明

前
中
川
総
長
時
代
に
こ
の
基
金
が
設
け
ら
れ
別
紙
の
よ
う
な
規
定
が
あ
っ
た
が
そ
の
後
事

情
の
変
化
と
共
に
当
初
の
規
定
は
自
然
消
滅
の
形
と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
基
金

は
依
然
と
し
て
残
っ
て
居
り
、
積
立
ら
れ
て
い
る
の
で
、
何
等
か
の
形
で
規
定
を
設
け
て
置

第
十
二
峰
本
規
則
実
施
以
前
ヨ
リ
専
任
ト
シ
テ
勤
務
ス
ル
者
二
封
シ
テ
ハ
本
規
則
第
二

峰
第
七
峰
ノ
適
用
二
付
キ
本
規
則
寅
施
以
前
ノ
勤
務
年
‐
数
ヲ
通
算
ス

－258－



く
必
要
も
あ
る
の
で
人
フ
日
の
現
状
に
即
し
て
本
案
の
様
な
規
定
を
設
け
よ
う
と
す
る
も
の
九
二
〈
財
団
法
人
立
命
館
停
年
例
〔
昭
和
二
一
年
〕

で
あ
る
。

第
一
峰
立
命
館
大
肇
教
授
ノ
停
年
ハ
六
十
歳
ト
ス

第
二
峰
大
畢
部
教
授
ニ
シ
テ
単
位
ヲ
授
興
七
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
在
リ
テ
ハ
前
峰
ノ
停

年
ハ
六
十
五
歳
迄
延
長
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
三
峰
大
畢
部
助
教
授
各
部
ノ
教
授
助
教
授
並
各
部
職
員
及
中
畢
校
商
業
肇
校
ノ
教

職
員
ノ
停
年
ハ
六
十
歳
ト
ス

第
四
峰
大
挙
部
並
各
部
ノ
教
授
ニ
シ
テ
其
尊
攻
撃
科
二
付
卓
越
セ
ル
穂
菩
造
詣
ヲ
有

、
ン
畢
園
内
外
ノ
信
望
ア
ル
者
ハ
理
事
曾
ノ
縦
ヲ
組
テ
第
一
峰
第
二
牒
及
第
三
峰
ノ
年
限
ヲ

更
二
延
長
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
近
峰
立
命
館
総
長
二
付
テ
ハ
本
例
二
従
ハ
ス

第
六
峰
立
命
館
大
事
各
部
及
各
単
校
ノ
淋
師
及
第
一
候
並
第
三
候
二
記
救
シ
タ
ル
以

外
ノ
職
員
ニ
ハ
本
例
ヲ
適
用
セ
ス

ー
１

Ⅲ
目
ハ

第
七
峰
本
例
ハ
昭
和
十
二
年
三
月
一
日
ヨ
リ
責
施
ス

財
園
法
人
立
命
館
停
年
例
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九
一
七
立
命
館
隣
保
共
済
会
規
定
〔
昭
和
一
六
年
〕

第
六
峰

第
三
峰

第第 第
二
峰

第

五四

峰{|茶 (iii
立
命
館
隣
保
共
済
曾
規
定

木
曾
ル
脅
貝
及
曾
員
ノ
家
族
又
兆
親
族
ニ
シ
テ
死
亡
蓋
疾
病
又
ル
負
傷
其
他

ノ
災
害
一
一
遡
遇
シ
タ
ル
場
合
並
二
退
職
シ
タ
ル
端
合
二
於
テ
州
互
扶
助
ヲ
篇

ス
ヲ
Ⅲ
的
ト
ス

立
命
館
一
一
勤
務
ス
ル
者
ハ
本
蒋
ノ
命
員
ト
ス

但
一
時
的
ノ
識
師
又
ハ
一
時
的
ノ
雁
貝
ハ
此
限
リ
ニ
非
ス

本
曾
ノ
曾
員
ハ
毎
月
立
命
館
ヨ
リ
受
ク
ル
金
額
ノ
ー
百
分
ノ
ー
宛
ヲ
木
曾
ノ

基
金
ト
シ
テ
雌
川
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
立
命
館
財
務
部
二
於
テ
之
ヲ
各
給
興
金

中
ヨ
リ
控
除
ス

立
命
館
ハ
本
曾
ノ
鳥
メ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
補
助
金
ヲ
支
出
ス
ヘ
シ

本
曾
ヨ
リ
曾
員
へ
贈
興
ス
ル
給
付
金
ノ
種
類
ハ
左
ノ
通
リ
ト
ス

ー
、
死
亡
弔
慰
金

二
、
療
養
黄
及
擁
疾
給
興
金

三
、
災
害
給
輿
金

四
、
退
職
給
輿
金

本
曾
々
員
又
ハ
其
同
居
ノ
家
族
若
ハ
親
族
ニ
シ
テ
左
記
二
掲
ク
ル
者
力
死
亡

シ
タ
ル
場
合
ハ
左
ノ
刺
合
二
依
り
弔
慰
金
ヲ
給
輿
ス

但
曾
員
ノ
勤
務
期
間
力
六
ケ
月
二
運
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
四
分
ノ
ー
ト
シ
ー
ヶ
年

二
達
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
各
二
分
ノ
ー
ト
ス

ー
、
曾
員
死
亡
ノ
場
合
死
亡
常
時
受
ヶ
届
リ
タ
ル
俸
給
給
料
等
ノ
月
額
ノ
十

五
測
以
下

二
、
曾
員
ノ
配
偶
者
ヵ
死
亡
シ
タ
ル
場
合
右
月
額
ノ
十
刺
以
下

三
、
曾
員
ノ
直
系
尊
蹄
力
死
亡
シ
タ
ル
場
合
右
月
額
ノ
五
削
以
下

四
、
曾
員
ノ
直
系
卑
晩
力
死
亡
シ
タ
ル
場
合
右
月
額
ノ
凹
削
以
下

五
、
其
他
ノ
場
合
右
月
額
ノ
琴
剖
以
下

第
七
牒
本
曾
々
員
又
ハ
其
配
偶
者
ニ
シ
テ
疾
病
又
ハ
負
傷
ノ
篇
メ
長
期
ノ
療
養
ヲ
要

ス
ル
カ
又
ハ
重
態
二
陥
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
本
曾
ハ
前
峰
第
一
項
第
一
第
二
縦
ノ

率
ノ
各
二
分
ノ
ー
以
ト
ノ
割
合
ヲ
以
テ
旅
養
慨
ヲ
給
輿
ス
本
曾
々
員
又
ハ
其

配
偶
祈
力
立
命
館
勤
務
中
又
ハ
勤
務
中
溌
シ
タ
ル
疾
病
若
ハ
負
傷
ノ
結
果
遂

二
嬢
疾
者
卜
ナ
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
事
怖
二
因
り
之
二
前
催
卜
同
一
ノ
割
合
一
一
ヨ

リ
擁
疾
給
興
金
ヲ
給
興
ス

第
八
峰
木
曾
々
員
ニ
シ
テ
風
水
火
震
災
等
不
噛
ノ
災
害
二
椛
リ
多
大
ノ
被
害
ヲ
業
リ

タ
ル
場
合
ハ
事
怖
二
因
り
通
術
瓢
ノ
災
害
給
興
金
ヲ
給
興
ス
仙
其
金
額
ハ
災

害
状
況
ノ
範
剛
及
程
度
二
従
上
州
務
理
琳
及
常
務
監
事
之
ヲ
決
定
ス

第
九
峰
本
曾
々
員
ニ
シ
テ
立
命
館
ヲ
退
職
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
退
職
給
興
金
ヲ
給

興
ス

退
職
給
輿
余
ハ
左
ノ
割
合
一
一
依
ル

ー
、
十
年
間
ノ
勤
締
者
二
封
シ
テ
ハ
退
職
常
時
受
ク
ル
俸
給
給
料
等
ノ
月
額

ノ
五
割
以
下
十
年
以
上
三
年
ヲ
増
ス
毎
二
月
額
ノ
堂
剖
ヲ
加
算
ス

ニ
、
五
年
以
上
十
年
未
満
ノ
勤
績
者
二
封
シ
テ
ハ
月
額
ノ
四
割
以
下

三
、
三
年
以
上
五
年
未
満
ノ
勤
績
者
二
封
シ
テ
ハ
月
額
ノ
参
割
以
下

四
、
三
年
未
満
ノ
勤
績
者
二
封
シ
テ
ハ
月
額
ノ
式
刺
以
下

五
、
萱
ヶ
年
未
満
ノ
勤
績
者
二
樹
シ
テ
ハ
退
職
給
興
金
ヲ
支
給
セ
ス

第
十
峰
本
曾
々
員
又
ハ
其
同
居
ノ
家
族
又
ハ
親
族
ニ
シ
テ
死
亡
シ
タ
ル
者
ア
ル
場
合

二
於
テ
立
命
館
ハ
其
葬
儀
二
必
要
ナ
ル
棺
代
簸
枢
車
賀
火
葬
場
ノ
謝
用
ヲ
負

据
ス
但
喪
主
其
他
ノ
縁
故
者
二
於
テ
特
別
ノ
取
計
ヲ
求
メ
タ
ル
モ
ノ
ハ
此
限

二
非
ス

立
命
館
二
於
テ
畢
葬
ヲ
執
行
ス
ル
場
合
ハ
其
経
岱
ノ
全
部
ヲ
立
命
館
二
於
テ

負
楯
ス

第
十
一
峰
本
曾
々
員
ノ
鵬
出
金
ハ
凡
テ
立
命
館
財
務
部
之
ヲ
保
管
シ
必
要
ア
ル
毎
二
之

ヲ
支
出
ス

第
十
二
陳
本
曾
ノ
事
務
ハ
立
命
館
常
務
理
事
之
ヲ
搬
餅
ス

旧
財
務
各
部
ノ
主
管
者
ヲ
シ
テ
其
事
務
ノ
ー
部
ヲ
分
据
セ
シ
ム
ル
ゴ
ト
ヲ
妨

ケ
ス
常
務
理
事
及
各
部
ノ
主
管
者
ハ
其
執
行
前
徴
メ
縄
長
二
奥
請
シ
テ
其
指
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揮
ヲ
受
ク
ヘ
シ
九
一
八
立
命
館
隣
保
互
助
会
規
定
〔
昭
和
一
六
年
〕

第
十
三
篠
常
務
理
事
ハ
帳
簿
ヲ
備
へ
其
収
支
ヲ
明
ニ
シ
且
毎
年
一
回
七
月
二
於
テ
其
期

輔
十
川
峰
‐
本
‐
規
定
ノ
改
正
礎
更
水
‐
宵
／
腰
止
僅
除
金
吃
分
其
他
砿
要
ナ
ル
圭
診
項
ト
ハ
凡
テ

立
命
館
術
務
理
州
並
備
務
雛
聯
之
ヲ
決
定
ス
Ⅲ
決
定
伽
総
長
二
巣
請
ス
ヘ
シ

輔
卜
九
峰
立
命
館
各
部
二
於
テ
呪
二
本
規
定
ノ
純
凧
二
脇
ス
ル
小
唄
ヲ
行
フ
モ
ノ
ハ
本

規
定
ノ
衝
施
ト
Ｍ
時
二
之
ヲ
嵯
止
ス
ヘ
シ

第
十
Ｌ
ハ
峰
‐
本
規
定
ハ
昭
和
十
六
年
一
月
二
十
五
日
ヨ
リ
之
ヲ
賞
施
ス

間
中
ノ
計
算
書
ヲ
作
成
シ
報
告
ス
ヘ
シ

第
十
一
峰

第

|‐

1茶

第
九
峰

第

八

崎
蛎
‐
じ

第
六
峰

第
五
峰

“
Ｊ
Ｕ
Ｊ

始
外

や
呂

砕
Ｆ
ア 第

二
峰

第
一
峰

|凡’

峰 ||茶 峰 1茶
立
命
館
隣
保
互
助
倉
規
定

本
金
風
立
命
館
畢
閲
二
勤
務
ス
ル
行
ノ
篇
メ
生
活
上
必
甥
ナ
ル
涜
金
ノ
融
通

ヲ
篇
ス
ヲ
以
テ
Ⅱ
的
ト
ス

立
命
館
二
勤
務
ス
ル
者
ハ
凡
テ
本
曾
ノ
曾
員
ト
ス

旧
一
時
的
ノ
講
師
又
ハ
ー
時
的
ノ
雇
員
ハ
此
限
二
非
ス

木
宮
ノ
曾
員
ハ
毎
月
立
命
館
ヨ
リ
受
ク
ル
金
額
ノ
ー
百
分
ノ
ー
宛
ヲ
本
曾
ノ

基
金
ト
シ
テ
雌
川
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
立
命
館
財
務
部
二
於
テ
各
結
興
金
中
ヨ
リ

之
ヲ
控
除
ス

本
曾
ノ
雌
金
二
不
足
ヲ
米
タ
ス
ト
キ
ハ
立
命
館
ハ
特
二
涜
企
ノ
ー
部
ヲ
融
辿

ス
ル
コ
↑
ト
ア
ル
ヘ
、
ン

本
曾
ハ
木
曾
員
二
封
、
ン
現
二
常
該
曾
員
力
立
命
館
ヨ
リ
受
ク
ル
俸
給
給
料
等

ノ
月
額
州
常
ノ
余
額
二
達
ス
ル
迄
ヲ
限
度
ト
シ
金
員
ヲ
貸
興
ス
ル
ゴ
ト
ヲ
得

本
曾
ヨ
リ
金
員
ノ
衡
興
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
曾
員
ハ
本
曾
ノ
指
示
ス
ル
手
緬
ヲ

篇
ス
ヘ
シ

借
主
ハ
階
受
ケ
タ
ル
川
ノ
翌
Ｈ
ヨ
リ
起
算
シ
ト
ケ
川
川
内
二
十
分
ノ
ー
宛
ノ

元
金
誠
二
輔
一
ヶ
川
ハ
併
受
Ⅱ
及
此
Ⅱ
ノ
利
子
ヲ
付
シ
第
二
ケ
Ⅱ
ヨ
リ
ハ
各

其
月
ノ
利
子
ヲ
付
シ
川
賦
ヲ
以
テ
噛
遮
ス
ヘ
・
ン
利
子
ハ
年
肌
分
ノ
率
二
依
ル

右
月
賦
金
ハ
毎
川
借
主
二
封
ス
ル
立
命
館
ヨ
リ
ノ
給
興
金
巾
ヨ
リ
立
命
館
財

務
部
二
於
テ
之
ヲ
控
除
シ
テ
其
排
償
二
充
営
ス

但
橡
メ
月
賦
金
ノ
排
澗
ヲ
篇
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
限
二
非
ス

借
主
死
亡
シ
又
ハ
亜
捕
ノ
篇
償
還
ノ
義
務
ヲ
完
済
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
場
合

ハ
断
怖
調
査
ノ
ー
其
全
部
又
ハ
ー
部
ヲ
免
除
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
、
ン

借
主
第
七
係
月
賦
期
間
内
二
於
テ
立
命
館
ヲ
退
職
ス
ル
ト
キ
ハ
期
限
ノ
利
蔽

ヲ
失
上
礎
額
ヲ
即
時
皆
桝
ス
ヘ
シ

本
曾
ノ
事
務
ハ
立
命
館
財
務
部
二
於
テ
之
ヲ
執
行
ス
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第
十
二
峰
立
命
館
財
務
部
ハ
毎
年
一
Ⅲ
七
月
其
期
間
中
ノ
計
算
苫
ヲ
作
成
シ
常
務
監
事

ノ
監
査
ヲ
受
ヶ
常
務
理
事
ヲ
経
テ
縄
長
二
報
告
シ
且
シ
各
曾
員
二
報
告
ス
ヘ

“
ン

第
十
三
峰
本
規
則
ノ
改
正
鍵
更
本
曾
ノ
躍
止
痩
除
金
ノ
虚
分
其
他
重
要
ナ
ル
事
項
ハ
凡

テ
立
命
館
常
務
理
事
並
二
常
務
監
事
之
ヲ
決
定
ス

仙
其
決
定
前
徴
メ
縄
長
二
巣
請
ス
ヘ
シ

第
１
川
峰
本
規
則
ハ
昭
和
十
六
年
一
月
二
十
五
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

第
’
五
峰
立
命
館
各
部
二
於
テ
現
二
本
規
定
ノ
範
閲
二
脇
ス
ル
事
項
ヲ
行
フ
モ
ノ
ハ
‐
本

規
定
ノ
責
施
ト
同
時
二
之
ヲ
溌
止
ス
ヘ
シ

九
一
九
立
命
館
教
職
員
応
召
入
営
者
取
扱
規
定
〔
昭
和
一
六
年
〕

第
一
峰

第第第第第 第
五
峰

第
四
膝Ｉ

八ｰﾄｰｰL・
『、－ノー瓦

峰僚f*fl̂fli
立
命
館
教
職
員
礁
召
入
営
《
者
取
扱
規
定

立
命
館
専
任
教
職
員
ニ
シ
テ
鵬
召
人
誉
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
休
職
ト
シ
一
般
休
職

ノ
例
二
依
ラ
ズ
木
規
定
二
依
リ
テ
取
扱
フ
モ
ノ
ト
ス

休
職
期
Ⅲ
ハ
入
営
ノ
日
ヨ
リ
除
隊
ノ
日
迄
ト
ス

入
営
者
二
封
シ
テ
ハ
休
職
溌
令
ノ
翌
月
ヨ
リ
三
ヶ
月
間
ハ
従
前
通
リ
ノ
給
輿

ヲ
輿
フ

但
下
士
以
上
ノ
者
二
封
シ
テ
ハ
其
者
ガ
軍
ヨ
リ
受
ク
ル
給
輿
金
額
ヲ
前
項
ノ

金
額
ヨ
リ
控
除
シ
タ
ル
残
額
ヲ
給
輿
ス

除
隊
後
復
蹄
ス
ル
者
ハ
従
前
ノ
地
位
若
ハ
之
卜
同
等
以
上
ノ
地
位
二
就
力
シ

ム
ル
ヲ
原
則
ト
ス
但
病
気
其
他
身
欄
ノ
支
障
ア
ル
者
二
封
シ
テ
ハ
適
宜
之
ヲ

決
定
ス

蹄
還
復
職
ノ
後
引
績
キ
立
命
館
二
勤
務
ス
ル
者
二
付
テ
ハ
第
二
峰
ノ
休
職
期

間
ハ
謝
恩
義
金
規
則
ノ
適
用
二
付
之
ヲ
勤
務
年
限
二
通
算
ス

本
規
則
ハ
支
那
事
愛
二
付
入
営
シ
現
二
入
営
中
ノ
者
二
之
ヲ
適
用
ス

従
前
本
事
項
二
開
シ
テ
定
メ
タ
ル
規
則
等
ハ
凡
テ
之
ヲ
膳
止
ス

本
規
則
ハ
昭
和
十
六
年
十
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
以
上

－262－



九
一
一
○
立
命
館
職
員
慶
弔
内
規
〔
昭
和
二
二
年
〕

立
命
館
に
勤
務
す
る
者
又
は
其
の
同
居
家
族
若
く
は
親
族
で
あ
っ
て
左
の
該
当
す
る
慶
事

並
に
凶
事
の
場
合
は
本
内
規
に
よ
り
慶
弔
金
又
は
兇
撫
金
を
蛸
る
。

立
命
伽
職
員
慶
弔
内
規
、
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

酌
し
て
金
額
を
決
定
す
る
。

乙
凶
事
に
は
左
の
弔
慰
金
を
贈
る

甲
慶
事
に
は
そ
の
祝
金
を
贈
る

ｆ
、
勅
務
符
又
は
其
配
偶
符
が
特
殊
な
栄
誉
を
得
た
場
合

三
○
○
門
よ
り
一
○
○
円
迄
の
範
囲
内
に
於
て

一
、
勤
務
者
が
結
婿
し
た
場
合

二
、
勤
務
者
が
第
一
子
を
儲
け
た
場
合

三
、
鋤
務
脅
の
第
一
子
が
結
帖
し
た
賜
合

四
、
勤
務
者
が
自
己
の
住
宅
を
建
築
し
た
場
合

一
、
死
亡
弔
慰
金

５
．
其
の
他

１
勤
務
者
本
人

２
．
配
偶
者

３
同
世
帯
の
父
母
（
養
、
実
共
）

４
同
世
帯
の
直
系
卑
族

病

気
兇ヤウ（ﾛ）（ｲ〉
舞

金Ilil異同

立
命
館
職
員
慶
弔
内
規

掛
酌
し
て
額
を
決
定
す
る
《
》

Ⅲ
○
○
川
よ
り
一
○
○
Ｎ
の
純
川
内
に
於
て
本
人
の
本
惟
及
建
築
物
等
を

同
世
帯
の
祖
父
母

異
世
帯
の
実
父
母

同
世
帯
の
兄
弟
姉
妹
、

○
○
円
迄
の
範
囲
内
に
於
て
身
分
並
に
栄
誉
事
項
を
勘

｜

伯
叔
父
母
、
甥
僻
一

三
○
○
円

二
○
○
円

一
五
○
円

一
○
○
円

二
○
○
川

一
五
○
円

一
○
○
円

五
○
円

額
を
決
定
す
る
。

本
内
規
は
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
一
日
よ
り
実
施
す
る
。

勤
務
者
又
は
其
配
偶
者
が
瀕
死
の
重
病
に
催
っ
た
場
合
本
俸
月
額

三
、
椛
災
兇
撫
金

勤
務
者
が
風
水
火
雲
等
不
慮
の
災
害
に
躍
っ
た
場
合
Ｉ
実
状
を
掛
酌
し
て
金
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九
三
財
団
法
人
立
命
館
職
員
就
業
規
則
〔
昭
和
二
三
年
〕

こ
の
就
業
規
雌
は
財
団
法
人
立
命
館
（
以
下
財
Ⅲ
と
い
ふ
）
が
立
命
館
数
職
貝
組
合

連
合
（
以
下
連
合
と
い
う
）
の
意
兇
を
き
い
た
う
え
で
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
財
川
と
職
員

は
と
も
に
信
義
に
従
ひ
誠
意
を
も
っ
て
、
こ
の
規
則
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
章
総
則

第
一
峰
財
団
に
勤
務
す
る
職
員
の
就
業
に
閏
す
る
事
項
は
、
本
則
で
こ
れ
を
規
定
す

プ
（
可
Ｏ

第
二
峰
本
則
に
お
い
て
職
員
と
は
左
の
も
の
を
除
き
立
命
館
職
員
と
し
て
の
身
分
を

有
す
る
教
員
、
聯
務
職
員
並
に
雁
川
人
を
い
う
。

一
、
理
事
、
監
事
及
び
評
議
員

二
、
総
長
及
び
専
門
学
校
長

第
三
係
職
口
は
、
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
、
そ
の
難
本
的
人
権
を
侵
さ
れ
る
よ
う

な
取
扱
を
一
受
け
る
こ
と
は
な
い
。

第
Ⅲ
峰
職
員
は
、
職
制
に
則
り
、
机
互
協
力
し
て
業
務
に
当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
近
峰
職
員
は
、
業
務
の
都
合
或
は
本
人
の
事
情
な
ど
に
よ
っ
て
、
転
勤
又
は
職
種

の
変
更
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

前
項
の
命
令
は
人
事
委
員
会
の
談
を
経
て
、
こ
れ
を
行
う
。

職
貝
は
、
正
当
の
事
由
が
な
け
れ
ば
第
一
項
の
命
令
を
拒
否
す
る
平
が
で
き

か
争
い
Ｏ

第
六
峰
職
員
は
、
左
に
掲
げ
る
堺
項
に
つ
い
て
異
勅
の
あ
る
場
合
は
、
そ
の
都
度
届

出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
本
籍
地
及
び
住
所
の
変
更

二
、
婚
姻
及
び
家
族
の
異
動

三
、
就
職
後
の
学
歴
及
び
資
格
の
変
更

四
、
そ
の
他
身
分
上
必
要
な
事
項

財
団
法
人
立
命
館
職
員
就
業
規
匪

第
十
三
峰

第
十
二
峰

節
十
一
峰

第
十
峰

第
九
峰

第
八
峰

第
七
峰

勤 定’－1い職遅職ばの前な瓶理職早のむ職れ職
一務の日・典刻貝な届 こ い 気 由 風 退 承 を 貝 ぱ 員
、時第一定はのはら出 項。欠をはの諾得はなは；

午で四 普 則 一間部II＃、場、なをの勅書、場をな、ら、
後と月通と日は二又il'l女合定ぃ 為届一こい病合得ぃ勤な動一
四し一動す八 、 は 勅 子 は 時 ･ す tbhて気にな事務ぃ務
時、日務る時左 節 全 を を 、 , i i余は以届そはけ由時。時f
ま 十よ・間の部要除理勤裕、｜も，【|｣Iの、れに間間
で一りへ通を しき由後が事にで他事ばよ中中
と月十一り勤 適 な 、 を 直 な 前及なや由なつ自は〉l
す一月週と務用ぃ、付ちかにぶけむをらて己担
る日三間す時し教直しにつことれをIi:な｜ヨの当
・よ十四る間 な 貝 及 て i t たれきば得いい己業のII
り一十。 、い、びこ勘とをはななて。の務業
三 日四 休・部当れ薄き為 医 ら ぃ 届 業 か 務
月 まHキ岨 長直をにはさ師な邪1M』，務らに
三で間及並の届捺遅なのい由でか離専
十、ひに鋤出印洲け診・になられ念
一午休次務でしなれ断よけ雛てし
日前休日長になな〈ぱ，I|：つれれは
ま八憩に就けけ事なをてばるな能
で時時つかれれ後ら添、な場ら率
、よ問い な ば ば に なへ欠ら合な発
午りをてけなな届いな勘なにい揮
前午 含 はれららiii。けすいは。に
九後むばななで旧 れる｡､但努
時四本ないぃなしば場所しめ
よ時を章ら。。けり；な合属、な
りま原規なれ前らは長やけ

ﾛ 告

第弟

一
章
勤
務

一
節
通
則
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第第第第

十卜｜‐｜‐
七ハノ1j Ll

峰1茶｜|茶i|茶

び左に生与一Iﾘ1体と夜そ休
此四三-Bのつ後え畳ら勉す 間の憩I'L|
，，，，、1 1虻IIき棚る夜かilfる勤時時
そ年本国日符は二。交にllll・務刻間な土午｜ﾉLlOil交で午夜L二仁
の末幸の唯は 、回年代しは者をはい I A l 前 時 月 換 、 後 間 な i l i l 』
他年園祝日ここ 、 に の て こ の 変正範11八三一手そ二動い日
必始創祭のれ一達勅おれ休更午｜〃｜は時｜‐日、の時務範は
要へ立日限をhiし猫かを憩すよで正三分よ小時よへ囲正
と十記り体になにな向時るりそ午十まり使刻り二で午
認二念で日つい就け曲間こ午 の ま 分 で 十 及 を 同 部 、 ま
め月日なとき生くれにはと後時でよと月び変九鋤そで
た二へいす三児 省ば イI I，が一刻とりし三給更時務のと
と十血・る ｜ ‐ を に な 川 午 あ 時をす午、十化す三、~〆時す
き九月・分育姉らす後るま延る後｜‐一のる十刻る
は日卜但以てしなる五。で長｡四一日排こ分を二
、よノL し ｜ を る て い こ 時とす仙時Ⅱま例とま延1II
臨 りⅡ交の女は。とするし｜ﾉリーでがで長し
時 一代育子 が｜ ‐る こ、pII，あとす
休月制児職｜凡’で分｡と業分よ午るする業
業三勤時員時きよ但が務まり前。るこ務
11日務間にⅢるりしあので三七。との
とまにを は 以 。 ’ 間 I、る都と）1時但が都
すで従与勤p.(I六業。合す三三しあ合

弓事へ務のし時務でる十十§て：
体そす る 時 の原。一分業

る。間勉の十都則IIよ務原
も中｜{キノ リ 1 ． 分 合 に ま り の 隣
のflfl71ヨまで反で午部’二
及日ををでし、後合反

第
十
八
峰

第
十
九
峰

第

|・

峰

第
二
十
一
峰

第
二
十
二
悠

第
二
十
三
峰

第
二
十
四
峰

第
二
十
江
候

特左き欠に休休常し77前十一揃給る前こ場う業
一 別 の る 勤 変 ｜ ' 胤 暇 鋤な‐|・項時日＋し。項れ合え務

二 ）（ 一）、打場oは更ははの第ぃ八の｜冊に八なこのをに、の第
祖子配父忌総合、さ、継職。 才時をつ才いの時行お時都
父偶、体に本せ請続員｜ﾉリ に 間 超 い 以 ・ 場 間 う け 間 合 三
母者母暇、入る求しにilii,外えて上合外もる外に

服は本のこし、は節た及てこのに勅の時勤よ節
兄、人巾とた又一なびIIキ時女は務と間務り
弟年のil'lが期はi皇ぃ休 llllmi子時及す外或、

次請にあ11分間年者日外、に間びる又は又時
姉イ j 求よるに剛に次に勤勤一つ外休･は体はllll
妹 給にり・業し二有つ務務週い勤H休日臨外

休よ務て十給いはを間て務勤日勤時及
係暇つこ’鷺請一体て、さには手務勤務必び

のてれ差求’1暇 は 午 せ つ 当 を 務 を 要 休
’1特を支すll l l 、 後 、 ぃ 前 及 し は さ あ 日

一一一

数別右えるの第 十又て｛'茶びた、せる勤
七に有総あこ有一|‐時は六の休翌そると務
日 算給休ると給八 以 休 時 協 日 日 の こ き
以人体77とが体il茶後II間定勤を必とは
内 し暇にきで｜暇のに 鋤 、 に 務 休 要 が 、

なを振はきを現及務一よ手日のあ職
い与杵、る与定ばを年る当と限る員
・ええ→。えはなさに場はす度C組
るるれるこいせつ合、るに111合

こを｡れoないにここおしと
O

と他をいて於れとい、協
がの。百て適をがてこ定
でII川五も支あ、のの

祖
父
母
、
兄
弟
、
姉
妹
、
係
一

一
五
日
以
内

配
偶
者
の
父
母
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口
曾
祖
父
母

伯
叔
父
母

甥
姪
、
従
兄
弟
姉
妹
》
三
Ⅱ
以
内

兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者

配
偶
者
の
兄
弟
姉
妹

二
、
父
母
の
年
忌
当
日

三
、
業
務
外
の
災
害
を
こ
う
む
っ
た
と
き
三
Ⅱ
以
内

四
、
公
民
権
の
行
使
及
び
証
人
、
雛
定
人
と
し
て
出
頭
を
命
ぜ
ら
れ
た
と

き
当
日

五
、
学
園
の
承
認
を
得
て
、
公
職
に
つ
い
た
も
の
が
、
予
め
所
属
長
の
承

諾
を
受
け
て
、
公
務
を
執
行
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

六
、
衛
生
掃
除
そ
の
他
公
の
義
務
を
履
行
す
る
と
き
当
日

七
、
そ
の
他
前
各
号
の
外
、
事
情
を
似
酌
し
て
特
に
休
暇
を
与
え
た
と
き
。

第
二
十
六
峰
女
子
職
員
に
は
、
左
の
場
合
に
特
別
有
給
休
暇
を
与
え
る
。

一
、
生
理
休
暇
を
請
求
し
た
と
き
三
日
以
内

二
、
産
前
産
後
の
休
暇
を
請
求
し
た
と
き
各
四
十
九
日
以
内

第
二
十
七
峰
前
二
峰
の
休
暇
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
所
属
長
を
経
て
、
事
前
に

こ
れ
を
届
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
事
後

に
於
て
手
続
を
し
て
も
差
支
え
な
い
。

第
二
十
八
催
休
暇
を
受
け
、
遠
地
へ
旅
行
す
る
場
合
は
行
先
期
日
等
を
冊
出
で
な
け
れ
ば

か
き
ら
か
．
い
ｏ

第
三
章
給
与

第
二
十
九
陳
職
員
に
対
す
る
諸
給
与
の
決
定
、
計
算
、
支
払
の
時
期
及
び
方
法
並
に
昇
給

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
三
十
峰
職
員
に
出
張
を
命
じ
た
と
き
は
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
旅
慨
を
支
給

す
る
。

第
三
十
一
峰
休
職
期
間
中
の
給
与
及
び
退
職
手
当
の
支
給
に
関
し
て
は
別
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

第
四
章
採
用
、
休
職
、
退
職
及
び
解
職

第
一
節
採
用

第
三
十
二
峰
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
選
考
の
結
果
こ
れ
を
決
定
し
、
所
定
の
手
続
を

経
て
辞
令
を
交
付
す
る
。

教
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
学
則
及
び
校
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
三
十
三
峰
新
に
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
左
の
普
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
履
歴
書

一
、
戸
籍
謄
本
又
は
抄
本

三
、
そ
の
他
必
要
と
す
る
書
類

第
二
節
休
職

第
三
十
四
峰
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
休
職
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

一
、
在
職
の
ま
ま
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
。

二
、
業
務
外
の
傷
病
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き
九
十
日
以
上
欠
勤
し
た
と
き
。

三
、
刑
事
々
件
に
関
し
、
起
訴
さ
れ
た
と
き
。

四
、
私
事
の
た
め
引
続
き
三
十
日
以
上
業
務
に
就
か
な
い
と
き
。

五
、
業
務
の
都
合
に
よ
る
と
き
（
人
事
委
員
会
が
認
定
し
た
と
き
）
・

第
三
十
五
峰
前
候
の
休
職
期
間
は
、
第
二
号
の
場
合
は
一
年
、
第
三
号
な
い
し
第
五
号
の

場
合
は
六
月
と
す
る
。

第
三
十
六
峰
休
職
期
間
中
の
給
与
に
関
し
て
は
、
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

第
三
節
退
職
及
び
解
職

第
三
十
七
峰
職
員
が
退
職
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
少
く
と
も
一
週
間
前
に
そ
の
事
由

を
書
い
て
、
退
職
願
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
退
職
願
は
、
所
属
長
を
経
て
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

退
職
願
を
提
出
し
て
も
、
許
可
あ
る
ま
で
は
引
続
き
従
前
の
職
務
に
従
事
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
八
催
満
六
十
才
に
達
し
た
職
員
は
停
年
退
職
者
と
す
る
。
但
し
業
務
の
都
合
に
よ

り
、
引
続
き
一
定
期
間
在
職
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

第
三
十
九
催
第
三
十
四
峰
の
規
定
に
よ
っ
て
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
が
、
休
職
期
間
を
経

過
し
て
も
復
職
を
命
ぜ
ら
れ
な
い
と
き
は
退
職
と
す
る
。
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第
四
十
峰
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
解
職
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

一
、
精
神
又
は
身
体
の
障
害
に
よ
り
、
勤
務
に
堪
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る

し
」
・
峯
。
○

二
、
業
務
の
都
合
に
よ
る
と
き
。

解
職
を
命
ず
る
と
き
は
、
三
十
日
前
に
こ
れ
を
予
告
す
る
か
、
又
は
三
十

日
分
の
平
均
賃
金
を
支
給
し
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
ト
ー
係
左
の
場
合
に
於
て
は
、
前
陳
第
一
項
の
規
定
に
か
、
わ
ら
ず
、
解
職
す
る
こ

と
は
な
い
。

一
、
第
二
十
六
峰
第
二
号
に
該
当
す
る
期
間
、
及
び
そ
の
後
九
卜
Ⅱ
間
。

二
、
業
務
上
の
負
傷
、
又
は
疾
病
に
要
す
る
療
養
期
間
及
び
そ
の
後
九
十

ｌ
ｉ
ｏ

第
四
十
二
峰
退
職
及
び
解
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
は
在
職
中
の
勤
務
成
績
並
び
に
勤
務

年
限
に
応
じ
て
、
退
職
手
当
を
支
給
す
る
。
岨
し
、
懲
戒
解
職
さ
れ
た
も
の

に
は
、
こ
れ
を
支
給
し
な
い
。

第
川
卜
三
峰
職
興
が
退
職
し
、
又
は
解
職
さ
れ
た
と
き
は
、
速
か
に
保
脅
物
品
及
び
淵
棚

と
と
も
に
担
当
事
務
を
後
任
者
或
は
こ
れ
に
代
る
者
に
引
継
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
四
十
四
峰
退
職
手
当
の
支
給
は
、
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

第
五
章
安
全
及
び
衛
生

第
一
節
安
全

第
四
十
Ⅲ
峰
職
員
は
、
常
に
所
属
業
務
の
危
害
防
止
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
峰
職
員
は
、
危
険
物
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
特
に
注
意
し
、
物
品
は
常
時
整
理

整
砿
し
て
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
卜
七
峰
火
災
そ
の
他
非
常
災
害
の
発
生
、
又
は
そ
の
発
生
を
感
知
し
た
と
き
、
及
び

物
品
の
盗
難
そ
の
他
異
常
を
認
め
た
場
合
に
は
、
臨
機
の
措
置
を
あ
や
ま
る

こ
と
な
く
、
直
に
関
係
者
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
互
い
に
協
力
し
て
被
害
を
晶
小
限
度
に
止
め
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節
衛
生

第
四
十
八
峰
職
員
は
、
保
健
及
び
衛
生
に
関
す
る
規
則
を
守
り
健
康
の
保
持
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
九
峰
左
の
各
号
に
該
当
す
る
者
に
は
、
就
業
さ
せ
な
い
。

一
、
精
神
病
者

二
、
綱
病
慰
者
及
び
開
放
性
結
核
患
者

三
、
法
定
伝
染
病
悠
者
及
び
そ
の
疑
似
症
慰
者

四
、
就
業
す
る
こ
と
に
よ
り
、
病
勢
昂
進
の
お
そ
れ
の
ぁ
る
も
の

五
、
そ
の
他
医
師
が
就
業
す
る
こ
と
を
不
適
当
と
認
め
た
者

第
五
十
峰
職
員
は
、
そ
の
家
族
又
は
同
居
人
が
法
定
伝
染
病
に
か
か
り
、
或
は
そ
の
疑

似
症
で
あ
る
と
き
は
直
ち
嵯
町
屈
長
に
申
出
で
、
勤
務
上
の
指
示
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
Ⅲ
十
一
峰
職
員
に
対
し
て
は
、
採
川
の
際
及
び
定
期
的
又
は
随
時
健
康
診
断
を
行
い
、

或
は
必
要
に
応
じ
、
各
種
の
予
防
注
射
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

第
五
ト
ー
峰
七
週
間
以
内
に
出
産
す
る
予
定
の
女
子
職
員
に
し
て
、
休
務
を
申
出
で
た
る

も
の
及
び
産
後
七
週
間
を
経
過
し
な
い
女
子
職
員
は
就
業
さ
せ
な
い
。
但
し

巌
後
八
週
間
を
経
過
し
、
本
人
が
就
業
を
申
出
で
、
医
師
が
支
障
な
い
と
認

め
た
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
章
災
害
補
償

第
五
十
三
峰
職
員
が
、
業
務
上
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た
場
合
に
は
、
必
要
な
治

旅
を
受
け
、
又
は
必
要
な
旅
養
曲
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

療
養
の
範
囲
は
、
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
三
十
六
峰
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

第
五
十
四
峰
職
員
が
、
業
務
上
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
、
治
ゅ
し
た
後
に
於
て
も

な
お
身
体
に
障
害
が
存
す
る
と
き
は
、
そ
の
程
度
に
応
じ
て
障
害
補
償
を
行

弓
ノ
Ｏ

前
項
の
補
償
額
の
決
定
は
、
労
働
基
準
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
五
十
五
峰
業
務
上
の
負
傷
、
又
は
疾
病
の
原
因
が
、
本
人
の
重
大
な
過
失
に
よ
る
と
業

務
協
議
会
が
認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
行
政
官
庁
の
認
定
を
受
け
て
、
障
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害
補
償
は
こ
れ
を
行
わ
な
い
。

第
’
十
六
峰
職
興
が
業
務
上
死
亡
し
た
と
き
は
、
過
族
又
は
職
員
の
死
亡
当
時
、
そ
の
収

入
で
生
計
を
維
持
し
た
者
に
対
し
て
は
、
平
均
賃
金
の
千
日
分
を
過
族
補
償

と
し
て
支
給
す
る
。

死
亡
し
た
職
員
の
葬
祭
を
行
う
者
に
対
し
て
は
、
平
均
賃
金
の
六
十
日
分
を

葬
祭
料
と
し
て
支
給
す
る
。

第
Ⅱ
十
七
峰
補
俄
を
受
け
る
椛
利
は
、
職
員
の
退
職
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

第
七
章
表
彰
及
び
懲
戒

第
一
節
表
彰

第
五
卜
八
峰
職
員
が
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
選
考
の
う
え
表
彰
す
る
。

一
、
能
率
特
に
優
れ
、
他
の
模
範
と
な
る
将

三
、
懲
戒
解
職
は
、
予
告
期
間
を
設
け
ず
即
時
解
職
す
る
。

第
六
十
一
峰
職
員
が
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
懲
戒
に
付
す
る
。

弗
六
‐
Ｔ
峰

第
五
十
九
峰

地
が
あ
り
、
又
・
畔

る
こ
と
が
あ
る
。

懲
戒
は
、
こ
れ
を
甜
寅
減
給
及
び
懲
戒
解
職
と
す
る
。
川
し
怖
状
酌
吐
の
余

地
が
あ
り
、
又
は
改
俊
の
情
明
ら
か
な
者
は
、
懲
戒
を
免
じ
て
訓
戒
に
‐
止
め

Ⅲ
、
そ
の
他
、
特
に
表
彰
す
る

表
彰
に
は
、
揃
状
並
に
記
念
品
を

第
二
節
懲
戒

二
、
職
務
上
の
指
示
、
命
令
に
従
わ
ず
秩
序
を
素
し
た
と
き

一
、
誼
責
は
、
始
末
苦
を
と
り
、

二
、
減
給
は
、
始
末
群
を
と
り
、

囲
内
に
於
て
こ
れ
を
行
う
。

二
、
永
年
誠
実
に
勤
続
し
た
者

三
、
災
害
を
未
然
に
防
止
し
、

Ⅲ
、
社
会
的
に
功
紬
が
あ
り
、

只
が
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
懲
戒
に
付
す
る
。

一
、
正
当
の
理
由
な
く
、
又
は
手
続
を
行
わ
ず
し
て
し
ば
し
ば
無
断
欠
勤

行
為
の
あ
っ
た
者

そ
の
他
、
特
に
炎

他
、
特
に
表
彰
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
脅

揃
状
並
に
記
念
品
を
授
与
す
る
。

又
は
災
害
の
際
持
に
功
労
の
あ
一
－
た
者

学
園
並
び
に
職
員
の
名
誉
と
な
る
よ
う
な

将
来
を
戒
め
る
。

労
働
基
準
法
第
九
十
一
峰
に
定
め
る
範

第
六
十
二
峰

第
六
十
三
峰

三
、
学
園
に
関
す
る
文
苦
を
偽
造
又
は
変
造
し
、
そ
の
他
、
学
園
に
損
害

を
及
ぼ
し
た
と
き

四
、
重
要
な
経
歴
を
詐
り
、
又
は
不
正
な
方
法
を
用
い
て
採
用
さ
れ
た
と

き

五
、
業
務
上
重
要
な
秘
密
を
外
部
に
漏
ら
し
た
と
き

六
、
業
務
に
関
し
、
金
品
そ
の
他
を
受
取
り
、
又
は
与
え
た
と
き

七
、
同
僚
に
対
し
、
重
大
な
侮
辱
を
加
え
或
は
暴
行
枕
迫
を
し
た
と
き

八
、
そ
の
他
、
前
各
号
に
準
ず
る
行
為
の
あ
っ
た
と
き

勤
Ｌ
Ⅷ
』
。
Ⅱ
Ⅱ
Ｊ

Ⅲ
Ⅱ
〈

本
則
は
昭
和
二
十
三
年
十
月
五
日
よ
り
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

本
則
の
改
正
は
組
合
の
意
兇
を
き
い
た
う
え
で
、
こ
れ
を
行
う
。
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九
一
一
一
一
労
働
協
約
書
、
業
務
協
議
会
〔
昭
和
二
三
年
〕

第第第第第第 第第組財
合閣

八七六五四 法 法
に人
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第
十
峰

第
九
峰

第
十
一
峰

第
十
二
峰

鋪
十
三
峰

第
十
近
峰

第

十
Ⅲ｜

峰

勺
１
屯
』
・
・

晶
井
‐
１
１

第
十
七
峰
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一
、
給
興
、
災
害
補
傭
、
人
事
職
制
に
閲
す
る
こ
と

二
、
勤
務
の
時
間
、
休
日
、
休
暇
に
閲
す
る
こ
と

三
、
業
務
の
刷
新
に
閥
す
る
こ
と

四
、
福
利
、
厚
生
に
閥
す
る
こ
と

五
、
教
養
文
化
に
閥
す
る
こ
と

六
、
其
の
他
協
議
曾
に
於
て
必
要
あ
り
と
認
め
た
こ
と

第
十
九
峰
業
務
協
議
曾
に
於
て
決
定
し
た
事
項
は
双
方
誠
意
を
以
て
履
行
の
責
務
を
有

す
る
。
前
項
中
双
方
必
要
あ
り
と
認
め
た
事
項
は
成
文
化
し
て
勢
伽
協
約
と

す
る
。

第
二
十
峰
業
務
協
議
曾
で
解
決
不
能
の
場
合
は
遅
滞
な
く
地
方
勢
伽
委
員
会
に
調
停
又

は
仲
裁
を
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

苧
動
プ
↑
し
垂
聖
十
Ｌ
、
、
ノ
‘
ｈ
Ｌ
、
ノ
苛
詐
一
ヨ
ペ

第
二
十
一
候

第
二
十
二
峰

第
二
十
三
候

第
二
十
四
峰

牛
自
刃
１
７
ノ
エ
Ｅ
－
壮
上
〆
〆
ｖ
必
州
Ⅲ
〆
ｖ
｜
星
一
一
劃
而
刈
卓

甲
は
乙
組
合
員
の
政
治
運
動
に
妨
害
を
輿
へ
な
い
。

甲
は
乙
組
合
員
が
公
務
員
の
地
位
と
両
立
し
得
る
範
園
内
に
於
て
公
職
に
つ

く
自
由
を
認
め
る
。
甲
は
乙
組
合
員
が
そ
れ
に
よ
っ
て
公
務
を
遂
行
す
る
に

必
要
な
事
項
に
つ
き
便
宜
を
輿
へ
る
。

本
協
約
の
有
効
期
間
は
締
結
の
日
か
ら
満
六
ヶ
月
と
す
る
。

前
記
期
間
中
に
於
て
も
一
般
経
済
状
態
其
の
他
便
に
止
む
を
得
な
い
事
情
あ

り
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
甲
乙
協
議
の
上
こ
れ
を
鍵
更
す
る
。
期
間
満
了

一
ケ
月
以
前
に
何
れ
よ
り
も
愛
更
の
意
志
表
示
の
な
い
場
合
は
更
に
六
ヶ
月

有
効
と
す
る
。
尚
礎
更
の
意
志
表
示
の
あ
る
場
合
に
於
て
も
新
協
約
が
成
立

す
る
ま
で
は
こ
の
協
約
は
有
効
で
あ
る
。

第

垂
弓
手

其
の
他
の
事
項

第
六
峰

第第第第 第
一
峰

五四三二
昭
和
廿
三
年
七
月
九
日

牒牒Ii茶降

業
務
協
議
曾

業
務
協
議
曾
は
甲
（
財
園
法
人
立
命
館
役
員
）
乙
（
立
命
館
教
職
員
組
合
連

合
）
を
代
表
す
る
各
々
同
数
者
を
以
て
椛
成
す
る
。

業
務
協
議
曾
は
必
要
あ
る
時
又
は
開
係
者
の
要
求
が
あ
る
時
開
催
す
る
。

業
務
協
議
曾
は
代
表
者
の
半
敷
以
上
の
出
席
に
依
り
成
立
す
る
。

業
務
協
議
倉
の
議
決
は
多
数
決
と
す
る
。

甲
乙
開
係
者
は
業
務
協
議
曾
に
出
席
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
謹
言
権
議
決
権

は
な
い
。
但
し
必
要
あ
る
場
合
は
溌
言
を
認
め
る
。

業
務
協
議
曾
の
決
議
は
努
働
協
約
第
十
九
峰
に
準
篠
す
る
。

甲
代
表
・
者

財
閣
法
人
立
命
館

理
事
長
岡
善
吉

乙
代
表
者

立
命
館
教
職
員
組
合
連
合

委
員
長
奈
良
本
辰
也
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九
一
一
一
一
一
立
命
館
教
職
員
共
済
会
〔
互
助
会
〕
定
款
〔
昭
和
二
四
年
〕
九
一
一
四
教
職
員
停
年
制
施
行
細
則
〔
昭
和
二
四
年
〕

〔
注
・
一
；
共
済
会
」
を
昭
和
二
九
年
‐
三
月
一
八
Ⅱ
一
：
互
助
会
」
に
改
称
〕

第
A当-砦A蚤=

弁）弟蛾凸
、

鞘
〆
哩
丁

帯
身 第第

立
命
館
教
職
員
共
酒
曾
定
款

一
峰
本
曾
は
立
命
館
教
職
員
共
済
曾
と
稗
す
る

二
峰
本
曾
は
立
命
館
教
職
員
の
有
志
を
以
て
組
織
し
曾
員
の
経
済
的
州
互
扶
助
を

計
る
事
を
目
的
と
す
る

三
膝
本
曾
は
次
の
事
業
を
行
ふ

一
、
共
済
埜
金
の
彼
立
、
貸
出
及
び
管
理

二
、
其
の
他
相
互
扶
助
に
必
要
な
事
項

四
峰
木
曾
の
業
務
運
笹
の
た
め
脅
員
が
互
選
に
よ
っ
て
次
の
役
員
を
満
く

役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
但
し
重
任
を
妨
げ
な
い

一
、
曾
長
一
名

二
、
理
事
七
名

三
、
監
事
二
名

〃
峰
本
曾
の
街
計
は
財
剛
法
人
立
命
館
財
務
部
職
員
に
嘱
託
す
る

六
峰
本
曾
の
事
務
所
を
立
命
館
大
串
本
部
内
に
置
く

七
峰
木
曾
の
連
誉
に
つ
い
て
は
別
に
連
督
細
則
を
定
め
る

定
款
及
び
運
管
細
則
の
改
嵯
は
理
事
曾
の
決
議
に
よ
る

八
膝
本
曾
は
曾
員
の
過
半
数
か
ら
要
求
の
あ
っ
た
時
は
解
散
す
る

１
１

脚
月
〈

此
の
定
款
は
昭
和
二
十
四
年
四
月
五
日
か
ら
責
施
す
る

設
立
常
初
の
第
四
催
の
役
員
は
溌
起
人
の
推
薦
に
よ
る
も
の
と
す
る

共
済
会
運
管
細
離
〔
省
略
〕

第 第 第

教
職
員
停
年
制
施
行
細
郎

峰
教
職
員
が
満
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
館
則
第
二
十
五
峰
及
び
就
業
規

則
第
三
十
八
峰
に
よ
り
退
職
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
左
記
各
項
の
一

に
該
当
す
る
と
き
は
一
定
期
間
之
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
担
当
学
科
又
は
職
務
の
性
質
上
直
ち
に
他
人
を
以
っ
て
件
え
が
た
い
と

・
妾
Ｇ
ｏ

三
、
そ
の
他
業
務
ｋ
特
別
の
事
隣
あ
る
と
き
。

峰
延
期
々
間
及
び
全
期
間
中
の
教
職
員
の
身
分
は
左
の
荘
準
に
よ
る
。

二
、
大
学
教
授
は
教
員
組
織
の
都
合
、
当
該
者
の
健
康
状
態
及
び
就
業
状
況

に
よ
っ
て
、
そ
の
ま
、
の
身
分
を
つ
ず
け
る
も
の
と
、
淋
帥
に
身
分
件
え
を

す
る
も
の
と
に
分
つ
。

三
、
大
学
教
授
以
外
の
も
の
は
、
敬
員
に
あ
っ
て
は
識
師
に
、
職
員
に
あ
っ

て
は
臨
時
職
員
に
身
分
侍
え
を
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

四
、
前
二
項
の
契
約
は
一
ヶ
年
毎
に
更
新
す
る
。

峰
前
牒
各
項
は
当
該
者
個
人
毎
に
左
の
機
関
で
決
定
又
は
瀞
縦
す
る
。

二
、
大
学
教
員
は
、
教
授
会
で
決
定
す
る
。

三
、
専
門
学
校
、
高
等
学
校
、
中
学
校
の
教
員
は
、
夫
々
の
教
授
会
又
は
教

員
会
に
諮
っ
て
該
当
者
所
属
の
上
長
が
票
清
事
項
を
決
定
す
る
。

四
、
職
員
は
部
科
校
長
、
図
書
館
長
、
研
究
所
長
、
学
生
部
長
、
専
務
理
事
、

総
務
部
長
、
財
務
部
長
が
協
議
し
て
粟
請
事
項
を
決
定
す
る
。

昭
和
二
十
四
年
四
月
二
十
二
円
理
事
会
承
認

昭
和
二
十
四
年
四
月
三
十
日
業
務
協
議
会
承
認
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教
職
貝
停
年
制
施
行
細
則
左
の
地
改
正
す
る
。

昭
和
二
十
七
年
七
月
廿
五
日
提
出

昭
和
二
十
七
年
七
月
Ⅱ
五
Ⅱ
決
議

学
校
法
人
立
命
館

理
事
長
北
川
敏
夫

教
職
員
停
年
制
施
行
細
則

第
二
峰
第
二
項
末
尾
に
次
の
仙
片
を
加
え
る

「
但
し
、
そ
の
ま
、
の
身
分
を
続
け
る
者
に
お
い
て
も
満
七
十
才
に
達
し
た
と
き
は
、
退

職
す
る
も
の
と
す
る
。
」

』
Ｉ

〔
注
．
こ
の
細
川
は
、
昭
利
三
四
年
三
月
一
Ⅱ
、
「
大
学
敬
員
定
年
規
則
」
施
行
に
伴
い
廃

止
〕

川
目
〈

こ
の
改
正
は
、
昭
和
二
十
七
年
四
Ⅱ
一
日
よ
り
適
用
す
る
。

九
一
一
五
職
員
夏
期
勤
務
特
例
に
関
す
る
件
〔
昭
和
二
五
年
〕

議
長
協
議
事
項
⑰
職
員
夏
期
勤
務
特
例
に
関
す
る
件
を
上
程

専
務
理
事
〃
七
月
一
日
よ
り
夏
期
休
暇
に
入
る
の
で
事
務
職
員
に
対
す
る
特
例
と
し
て
七
月

十
五
日
よ
り
八
月
二
十
四
日
迄
の
間
毎
日
午
前
中
は
全
員
勤
務
午
後
は
半
数
早
退
と
す
る
の

外
右
期
間
中
七
日
は
全
日
休
暇
と
す
る
こ
と
早
退
休
暇
は
事
務
の
都
合
を
考
慮
し
て
橡
定

表
を
作
り
事
務
の
進
渉
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
致
し
た
い
〃

〔
中
略
〕

議
長
〃
専
務
理
事
の
案
で
よ
ろ
し
い
か
〃

枇
賜
異
議
な
く
承
認

〔
「
理
蛎
会
縦
事
録
」
（
昭
和
二
五
年
六
月
二
八
日
）
〕
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九
一
天
退
職
手
当
改
正
の
件
〔
昭
和
二
五
年
〕

退
職
手
当
改
正
の
件

退
職
手
当
を
左
の
通
り
改
め
る
。

一
在
職
一
年
未
満
の
者
に
は
退
職
手
当
は
支
給
し
な
い
。

二
在
職
一
年
以
上
の
者
に
対
し
て
は
左
の
割
合
を
以
て
こ
れ
を
支
給
す
る
。

在
職
一
年
以
上
三
年
未
満
退
職
当
時
の
本
俸
月
額
×
在
職
年
月
数
×
一
・
○

在
職
三
年
以
上
十
年
未
棚
退
職
当
時
の
本
俸
月
額
×
在
職
年
月
数
×
一
・
三

在
職
十
年
以
上
二
十
年
未
満
退
職
当
時
の
本
俸
月
額
×
在
職
年
月
数
×
一
・
四

在
職
二
十
年
以
上
退
職
当
時
の
本
体
月
額
×
在
職
年
月
数
×
一
・
近

三
財
団
の
都
合
に
よ
り
退
職
を
命
じ
た
場
合
に
は
前
号
に
よ
り
算
出
し
た
額
の
倍
額
を
支

給
す
る
。

四
在
職
中
死
亡
し
た
者
に
対
し
て
は
第
二
号
に
よ
り
算
出
し
た
額
の
十
五
訓
を
支
給
す
る
。

こ
の
内
規
は
、
昭
和
二
十
五
年
七
月
十
四
日
か
ら
実
施
す
る
。

九
一
一
七
学
校
法
人
立
命
館
職
員
給
与
規
程
〔
昭
和
二
六
年
〕

第
九
峰

勺
１
Ｊ
１
１
、

鈷
外
ノ

第
七
隙

第
六
峰

A玲 一侍

側う男寺 第第

（
総

第
一
峰

ll四
へ

||炎候給峰 峰1茶

学
校
法
人
立
命
館
職
員
給
興
規
程

則
）

学
校
法
人
立
命
館
職
員
（
以
下
職
員
と
い
う
）
の
給
輿
に
関
す
る
事
項
は
別

に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

職
員
の
職
名
及
び
補
職
は
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

給
興
と
は
給
料
、
年
功
加
俸
、
扶
養
手
営
、
特
別
手
常
、
職
務
手
常
そ
の
他

の
手
営
及
び
賞
輿
を
い
う
。

科
）

職
員
の
給
料
表
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

給
料
は
、
そ
の
職
員
の
職
務
内
容
、
責
任
の
度
そ
の
他
勤
務
に
関
す
る
諾
僚

件
を
考
慮
し
、
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
任
、
卿
任
、
復
職
又
は
噸
給
減
給
の
場
合
は
、
そ
の
月
分
の
給
料
は
溌
令

の
日
か
ら
日
削
で
支
給
す
る
。

休
職
、
退
職
、
解
職
又
は
死
亡
の
と
き
は
、
そ
の
月
分
の
給
料
は
全
額
を
支

給
す
る
。
但
し
、
懲
戒
其
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
邪
由
に
よ
り
解
職
せ
ら
れ
た

者
は
、
誰
令
堂
日
ま
で
日
割
で
支
給
す
る
。

休
職
者
に
対
す
る
給
料
は
、
別
表
第
三
に
よ
る
。
Ⅲ
し
、
事
情
に
よ
っ
て
は

休
職
給
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

職
員
が
現
に
受
け
て
い
る
披
給
を
受
け
る
に
至
っ
た
時
か
ら
、
六
月
以
上
良

好
な
成
績
で
勤
務
し
た
と
き
は
、
直
近
上
位
の
競
給
に
昇
給
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

２
職
員
の
勤
務
成
統
が
、
特
に
良
好
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
期
間
を
短
縮
し
、
若
し
く
は
二
雅
給
以
上
を
昇
給
さ
せ

又
は
そ
の
い
ず
れ
を
も
併
せ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
職
員
が
、
昇
職
又
は
降
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
は
同
時
に
昇
給
又
は
降

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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４
前
三
項
に
規
定
す
る
昇
給
は
、
橡
算
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

』
ら
力
啓
い
。

（
年
功
加
俸
）

第
十
峰
年
功
加
俸
は
勤
績
満
五
年
に
達
し
た
と
き
月
額
二
百
回
を
支
給
し
爾
後
一
年

を
増
す
毎
に
月
額
五
十
肌
を
増
額
す
る
。
但
し
、
休
職
期
間
中
は
、
年
功
加

俸
を
支
給
し
な
い
。

２
前
項
の
支
給
は
、
受
給
資
格
が
護
生
し
た
翌
月
か
ら
支
給
す
る
。

（
扶
養
手
常
）

第
十
一
峰
扶
養
手
営
は
、
扶
養
親
族
の
あ
る
職
員
に
対
し
支
給
す
る
。

第
十
二
峰
扶
養
親
族
と
は
、
次
に
掲
げ
る
親
族
で
、
職
員
と
生
計
を
一
に
し
、
且
つ
主

と
し
て
職
員
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
ゐ
る
者
を
い
う
。

一
、
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
な
事
情

に
あ
る
者
を
含
む
）

二
、
二
親
等
内
の
血
族
（
養
親
子
関
係
は
、
こ
れ
を
血
族
と
み
な
す
、
以
下

同
じ
）
で
満
十
八
才
未
満
又
は
満
六
十
才
以
上
の
者

三
、
二
親
等
内
の
血
族
で
不
具
廃
疾
の
者

第
十
三
膝
扶
養
手
蝋
の
月
額
は
、
配
偶
者
に
つ
い
て
は
六
百
Ⅲ
と
し
、
そ
の
他
の
扶
養

親
族
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
四
百
回
と
す
る
。
但
し
、
満
十
八
才
未
満

の
子
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
六
百
回
と
す
る
。

第
十
四
峰
扶
養
手
常
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
扶
養
親
族
申
告
善
（
第
一
脱
様
式
）

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
扶
養
親
族
に
異
動
を
生
じ
た
と
き
は
、
直

ち
に
そ
の
旨
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
峰
前
僚
の
申
告
に
は
、
次
の
讃
明
菩
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
市
匡
町
村
長
の
作
成
し
た
扶
養
親
族
で
あ
る
こ
と
の
澄
明
書

二
、
不
具
廃
疾
者
に
つ
い
て
は
医
師
の
澄
明
苦

第
十
六
峰
扶
養
手
営
の
支
給
開
始
は
、
第
十
四
峰
の
申
告
の
あ
っ
た
翌
月
か
ら
と
し

支
給
の
廃
止
は
、
廃
止
事
実
の
雑
生
し
た
月
の
翌
月
か
ら
こ
れ
を
行
う
。

２
扶
養
手
富
は
、
職
員
が
給
料
の
支
給
を
受
け
な
い
月
は
こ
れ
を
支
給
し

方
今
い
○

第
十
七
峰
虚
偽
の
申
告
又
は
廃
止
事
実
申
告
の
遅
延
等
に
よ
っ
て
、
不
常
に
扶
養
手
堂

の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
返
還
さ
せ
る
も
の
と
し
、
な
お
爾
後
の

手
堂
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

（
特
別
手
常
）

第
十
八
峰
特
別
手
常
は
、
職
員
が
そ
の
月
に
支
給
さ
れ
る
給
料
月
額
、
年
功
加
俸
及
び

扶
養
手
富
月
額
の
合
算
額
に
百
分
の
二
十
五
を
乗
じ
た
額
と
す
る
。

（
職
務
手
営
）

第
十
九
催
職
務
手
常
は
、
特
定
の
職
務
を
兼
職
す
る
者
に
対
し
毎
月
之
を
支
給
す
る
。

２
特
定
の
職
務
及
び
こ
れ
に
対
す
る
手
営
は
、
別
表
第
四
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
手
常
）

第
二
十
峰
超
過
時
間
手
営
は
、
教
員
が
責
任
時
間
を
超
え
て
授
業
を
循
常
す
る
と
き
別

表
第
五
の
手
富
を
支
給
す
る
。

第
二
十
一
峰
大
学
院
授
業
循
営
手
常
は
、
一
週
一
時
間
に
つ
き
月
額
二
百
五
拾
回
を
支
給

す
る
。

第
二
十
二
峰
時
間
外
手
富
は
、
正
規
の
勤
務
時
間
を
こ
え
て
、
又
は
勤
務
を
要
し
な
い
日

に
、
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
勤
務
し
た
職
員
（
教
員
を
除
く
）
に
は

そ
の
勤
務
一
時
間
に
つ
き
、
給
料
月
額
、
年
功
加
俸
及
び
特
別
手
常
の
合
計

額
を
一
月
平
均
実
勤
務
時
間
数
で
除
し
た
一
時
間
笛
り
の
給
輿
額
の
百
分
の

百
二
十
五
を
支
給
す
る
。

第
二
十
三
峰
深
夜
手
常
は
、
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
に
勤
務
を
命
ぜ

ら
れ
た
職
員
（
教
員
を
除
く
）
に
、
そ
の
間
に
勤
務
し
た
全
時
間
に
対
し
て
、

勤
務
一
時
間
に
つ
き
、
前
牒
の
手
営
の
ほ
か
、
一
時
間
富
り
の
給
興
額
の
百

分
の
二
十
五
を
併
せ
て
支
給
す
る
。

第
二
十
四
峰
宿
直
手
富
及
び
日
直
手
堂
は
、
職
員
が
本
務
に
従
事
し
な
い
で
宿
直
勤
務
又

は
日
直
勤
務
に
服
し
た
と
き
に
、
宿
直
手
堂
は
一
回
二
百
回
、
日
直
手
常
は

二
百
六
十
回
を
支
給
す
る
。

第
二
十
五
峰
前
三
峰
に
規
定
す
る
手
堂
は
、
富
該
職
員
に
対
し
代
休
を
輿
へ
た
場
合
は
こ

れ
を
支
給
し
な
い
。

第
二
十
六
峰
断
編
的
業
務
又
は
特
殊
な
勤
務
態
様
に
あ
る
職
員
に
対
す
る
手
富
に
つ
い
て
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２
賞
輿
の
支
給
に
つ
い
て
は
陳
算
の
範
囲
内
で
理
事
ゞ
長
が
眺
に
こ
た
を
定

め
る
。

（
給
輿
の
支
給
）

第
二
十
八
峰
こ
の
規
定
に
定
め
る
給
興
は
、
賞
輿
を
除
き
、
毎
月
一
回
以
上
理
事
長
の
定

め
る
期
日
に
支
給
す
る
。
但
し
、
職
員
が
離
職
又
は
死
亡
し
た
と
き
又
は
、

勢
働
基
準
法
第
二
十
五
峰
の
規
定
に
よ
り
給
興
の
非
常
梯
を
請
求
し
た
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
九
係
日
割
計
算
の
法
は
、
そ
の
月
の
現
日
数
に
よ
る
。

第
三
十
峰
職
員
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
受
け
る
べ
き
給
輿
は
こ
れ
を
逝
族
に
、

遺
族
の
な
い
場
合
は
葬
祭
を
行
っ
た
者
に
対
し
支
給
す
る
。

２
前
項
の
遺
族
と
は
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
祖
父
母
及
び
死
亡
常
時
そ
の

者
の
扶
養
親
族
た
る
弟
妹
を
言
い
支
給
の
順
位
は
前
段
の
順
位
に
よ
り
理
事

長
が
決
め
る
。

（
補
足
）

第
三
十
一
峰
臨
時
職
員
又
は
特
殊
な
業
務
の
た
め
任
用
す
る
者
及
び
そ
の
給
興
に
つ
い
て

は
、
こ
の
規
程
に
か
か
わ
ら
ず
理
事
長
が
別
に
定
め
る
。

第
三
十
二
隙
こ
の
規
程
施
行
に
関
し
、
必
要
な
事
項
は
理
事
長
が
定
め
る
。

、
斗
洲
Ｊ
Ⅱ
Ⅱ
Ｊ
〆

一
Ｎ
月
之

１
．
こ
の
規
程
は
昭
和
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
．
従
前
の
規
程
又
は
通
達
等
の
う
ち
こ
の
規
程
に
抵
触
す
る
も
の
は
、
こ
の
規
程
施
行
と

同
時
に
廃
止
又
は
改
正
せ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

は
前
四
峰
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
」
理
事
長
が
既
に
｛
歪

（
賞
輿
）

第
二
十
七
峰
職
員
に
対
し
て
は
、
賞
輿
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
注
・
別
表
ｌ
省
略
〕

理
事
長
が
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
一
一
八
立
命
館
職
員
に
し
て
同
時
に
学
生
々
徒
と
な
る
者
の

取
扱
に
関
す
る
規
程
〔
昭
和
二
六
年
〕

立
命
館
職
員
に
し
て
同
時
に
学
生
々
徒
と
な
る
者
の
取
扱
に
関
す
る
規
程

第
一
峰
立
命
館
職
員
に
し
て
同
時
に
本
法
人
の
経
営
す
る
学
校
の
学
生
又
は
生
徒
と

な
ろ
う
と
す
る
と
き
及
び
本
法
人
の
経
営
し
な
い
学
校
の
学
生
又
は
生
徒
と

な
ろ
う
と
す
る
と
き
は
本
規
程
に
よ
り
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
峰
前
係
許
可
の
願
出
が
あ
っ
た
場
合
に
於
て
本
法
人
の
経
営
す
る
学
校
の
学
生

又
は
生
徒
と
な
ら
う
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
記
基
準
に
該
当
せ
ず
且
つ

職
務
上
差
支
え
な
い
場
合
に
限
り
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
峰
本
法
人
の
経
営
し
な
い
学
校
の
学
生
又
は
生
徒
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
よ
り

願
出
の
あ
っ
た
場
合
に
於
て
は
職
務
上
差
支
え
な
い
場
合
に
限
り
許
可
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
峰
前
二
峰
の
許
可
を
与
え
よ
う
と
す
る
と
き
は
所
属
長
は
直
ち
に
職
務
上
差
支

え
な
い
か
ど
う
か
を
充
分
調
査
し
意
見
を
付
し
て
上
司
の
決
裁
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

職
務
上
直
ち
に
差
支
え
な
い
場
合
で
も
将
来
差
支
え
を
生
ず
る
虞
れ
の
あ
る

時
は
許
可
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
牒
前
各
峰
の
願
出
に
対
し
許
可
を
与
え
た
場
合
に
於
て
も
許
可
の
効
力
は
そ
の

年
度
限
り
と
す
る
。

引
続
い
て
許
可
を
得
た
い
と
望
む
者
は
毎
年
度
末
改
め
て
願
出
な
け
れ
ば
な

』
ら
か
ひ
い
Ｏ

職
務
上
差
支
え
を
生
ず
る
に
至
っ
た
と
き
は
既
に
与
え
た
許
可
と
錐
も
こ
れ

を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
牒
本
規
程
は
専
任
で
な
い
嘱
託
講
師
、
日
雇
に
該
当
す
る
者
に
は
こ
れ
を
適
用

‐
し
方
今
い
○

↑
Ｉ

川
目
ハ

ー
．
こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
六
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別

人
文
科
学
研
究
所
《
事
務
局
各
課
五
十
周
年
記
念
事
業
事
務
局
に
勤
務
の
者
は
職
務
性

質
上
は
差
支
え
な
い
も
の
と
す
る
。

２
昭
利
二
十
１
年
三
月
二
十
四
日
付
総
務
部
長
通
牒
は
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

３
．
本
規
程
施
行
の
際
現
に
学
生
又
は
生
徒
の
身
分
を
も
っ
て
い
る
職
員
は
本
年
度
中
に
限

り
本
規
程
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
も
の
と
看
倣
す
こ
と
と
す
る
。

記

不
許
可
基
準
（
不
印
は
不
許
可
と
す
る
）

九
一
五
給
与
規
程
第
三
十
一
条
に
よ
る
臨
時
職
員
又
は
特
殊
な
業
務

に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
〔
昭
和
二
七
年
〕

給
興
規
程
第
三
十
一
峰
に
よ
る
臨
時
職
貝
又
は
特
殊
な
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
給
典
に
側

す
る
件

第
一
峰
臨
時
職
員
と
は
、
次
の
者
を
い
う
。

一
職
員
に
任
用
の
見
込
を
以
て
採
用
す
る
見
習
職
員

二
停
年
退
職
後
業
務
の
都
合
に
よ
り
暫
定
的
に
採
用
す
る
者

三
欠
員
又
は
病
欠
中
の
者
の
代
り
に
一
時
採
用
す
る
者
及
び
業
務
の
都
合

上
一
時
的
に
採
用
す
る
者

第
二
峰
特
殊
な
業
務
の
た
め
任
用
す
る
者
と
は
、
次
の
よ
う
な
者
を
い
う
。

一
建
物
そ
の
他
警
備
の
た
め
に
住
込
を
候
件
と
し
て
採
用
す
る
背

二
寄
宿
者
等
に
於
け
る
炊
事
業
務
を
担
当
の
た
め
採
用
す
る
者

三
勤
務
時
間
が
極
め
て
短
か
く
又
は
不
定
で
一
般
勤
務
と
同
視
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
業
務
に
採
用
す
る
者

四
前
各
号
に
類
似
す
る
牒
件
に
よ
り
採
用
す
る
者

第
三
峰
第
一
催
第
一
号
該
当
者
に
対
し
て
は
給
興
規
程
に
定
め
る
給
興
を
支
給
す
る
。

同
峰
第
二
号
及
び
第
三
号
該
当
者
に
対
し
て
は
月
額
若
く
は
日
額
の
給
料
又

は
手
当
及
び
時
間
外
手
当
を
支
給
す
る
の
外
、
一
切
支
給
し
な
い
。
但
し
採

用
期
間
二
月
を
超
え
る
者
に
は
賞
興
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
峰
第
二
降
各
号
の
該
当
者
に
対
し
て
は
そ
の
職
名
の
如
何
に
拘
ら
ず
身
分
は
嘱

託
と
同
様
の
取
扱
と
す
る
。

前
項
該
当
者
の
給
輿
は
月
額
若
く
は
日
額
の
給
料
又
は
手
当
、
賞
興
及
び
退

職
金
を
支
給
す
る
の
外
一
切
支
給
し
な
い
。

第
五
峰
こ
の
規
程
に
よ
る
採
用
及
び
給
輿
に
つ
い
て
は
特
に
必
要
と
す
る
事
由
を
詳

記
し
所
属
長
か
ら
粟
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＃
Ｉ

Ⅲ
目
ハ

こ
の
規
程
は
昭
和
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。
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改
↓
止
哩
由

従
来
特
殊
な
業
務
に
従
事
す
る
者
と
し
て
給
輿
の
上
に
も
嘱
託
符
と
同
様
な
取
扱
を
し
て
来

た
が
ｒ
て
撒
職
”
皿
糾
合
の
要
求
も
あ
り
一
般
職
則
と
川
様
に
取
扱
う
た
め
に
規
定
の
改
正
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

給
興
規
程
第
三
ト
ー
峰
に
よ
る
臨
時
一
職
典
又
は
特
殊
な
業
務
に
従
小
諺
す
る
職
員
の
給
典
に
関

す
る
規
定
の
第
二
峰
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
除
し
、
第
三
号
を
第
一
号
に
第
四
号
を
第
二

汁
に
改
め
、
昭
馴
三
十
川
年
十
一
川
一
川
か
ら
施
行
す
る
。

給
興
規
程
第
三
十
一
峰
に
よ
る
臨
時
職
員
又
は
特
殊
な
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の

給
興
に
間
す
る
件
中
一
部
改
正
の
件

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
二
十
九
Ｈ
理
事
会

九
一
一
一
○
学
校
法
人
立
命
館
専
任
教
員
責
任
時
間
規
程
〔
昭
和
二
八
年
〕

第
手
コ
ツ

品
目
一

午F

弟

附
Ⅱ

１
専
任
教
員
の
責
任
時
間
に
間
す
る
従
前
の
規
程
又
は
通
牒
等
は
、
こ
の
規
程
実
施
と
同

時
に
廃
止
す
る
も
の
と
す
る
。

２
．
こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。

|ﾉリ

学
校
法
人
立
命
館
専
任
教
員
責
任
時
間
規
程

条
本
法
人
の
経
営
す
る
学
校
の
専
任
教
員
の
講
義
又
は
授
業
の
責
任
時
間
等
に

つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

条
大
学
（
短
期
大
学
部
を
含
む
以
下
同
じ
。
）
の
講
義
の
責
任
時
間
は
一
週
八

時
間
と
す
る
。
仙
し
、
学
部
長
（
短
期
大
学
部
長
は
含
ま
な
い
。
）
及
び
学
生

部
長
の
職
に
あ
る
専
任
教
員
の
責
任
時
間
は
一
週
四
時
間
、
図
書
館
長
、
人
文

科
学
研
究
所
長
の
職
に
あ
る
専
任
教
貝
の
責
任
時
間
は
一
週
六
時
Ⅲ
と
す
る
。

条
大
学
に
お
け
る
実
験
、
実
習
及
び
製
図
に
つ
い
て
は
三
時
間
を
以
て
講
義
二

時
Ⅲ
と
看
な
す
。

条
高
等
学
校
、
中
学
校
の
専
任
教
員
の
授
業
の
責
任
時
間
は
一
週
十
八
時
間
と

す
る
。
仙
し
、
副
校
長
及
び
主
事
の
職
に
あ
る
卯
任
数
貝
の
授
業
蛍
征
時
間
は

一
週
九
時
間
、
教
務
、
輔
導
、
図
書
各
部
長
の
職
に
あ
る
専
任
教
員
の
授
業
責

任
昨
間
は
一
週
十
三
時
Ⅲ
と
す
る
。
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九
三
学
校
法
人
立
命
館
教
職
員
年
金
規
程
〔
昭
和
二
九
年
〕

第
一
章
総
目
（

（
Ⅱ
的
）

第
一
条
本
法
人
は
教
職
員
机
互
扶
助
の
趣
旨
に
遵
い
、
こ
の
規
程
に
よ
り
教
職
員
及

び
そ
の
遺
族
に
対
す
る
年
金
一
時
金
等
の
給
付
を
行
う
。

（
数
職
闘
）

第
二
条
こ
の
規
程
に
お
い
て
教
職
員
と
は
、
立
命
館
給
与
規
程
別
表
第
一
職
員
の
職

名
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。
但
し
、
立
命
館
高
等
学
校
及
び
立
命
館
山
‐
学
校
に
勤

務
す
る
者
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
教
職
員
の
資
格
の
取
得
）

第
三
条
数
職
員
は
、
教
職
貝
と
な
っ
た
Ⅱ
か
ら
本
規
程
の
適
用
を
受
け
る
資
格
を
取

得
す
る
。
但
し
、
昭
和
二
十
九
年
一
月
一
日
現
に
教
職
員
で
あ
っ
た
者
は
、
こ

の
規
程
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
本
法
人
に
就
職
の
日
に
教
職
員
の
資
絡
を
取
得

し
た
者
と
み
な
す
。

（
教
職
員
の
資
格
の
喪
失
）

第
四
条
教
職
員
は
、
左
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、

そ
の
翌
日
か
ら
教
職
員
た
る
資
格
を
喪
失
す
る
。
但
し
、
第
二
号
に
掲
げ
る
事

由
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
直
後
に
さ
ら
に
専
任
の
教
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

一
、
死
亡
し
た
と
き
。

二
、
退
職
し
た
と
き
。

三
、
専
任
教
職
員
の
身
分
を
失
っ
た
と
き
。

四
、
立
命
館
高
等
学
校
及
び
立
命
館
中
学
校
に
転
任
し
た
と
き
。

第
五
条
給
付
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
：

（
給
付
の
秘
類
）

学
校
法
人
立
命
館
教
職
員
年
金
規
程

一
、
退
職
給
付
（
退
職
年
金
、
退
職
一
時
金
）

二
、
廃
疾
給
付
（
廃
疾
年
金
、
廃
疾
一
時
金
）

三
、
逆
族
給
付
（
遮
族
年
金
、
遺
族
一
時
金
、
年
金
者
過
族
一
時
金
）

四
、
羅
災
給
付
（
弔
慰
金
、
家
族
弔
慰
金
、
災
害
見
舞
金
）

（
給
与
）

第
六
条

（
標
準
給
与
）

第
七
条

〔
省
略
〕

（
平
均
標
準
給
与
）

第
八
条

（
給
付
）

第
十
条

（
給
付
の
減
額
）

第
十
一
条
こ
の
規
程
に
よ
る
退
職
年
金
、
遺
族
年
金
若
し
く
は
廃
疾
年
金
の
給
付
を
受

け
る
と
と
も
に
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
老
令
年
金
、
遺
族
年
金
若
し
く
は
瞭

害
年
金
の
給
付
を
受
け
又
は
受
け
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
給
付
相
当
額
を

減
額
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章
掛
金
及
び
法
人
負
担
金

（
掛
金
、
負
担
金
）

第
十
二
条
本
法
人
は
、
給
付
に
要
す
る
費
用
に
当
て
る
た
め
、
教
職
員
か
ら
掛
金
を
徴

収
し
、
別
に
そ
の
掛
金
と
同
額
を
本
法
人
に
お
い
て
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

２
．
前
項
の
規
程
に
よ
る
掛
金
は
、
職
員
の
標
準
給
与
の
月
額
を
標
準
と
し
て

算
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
割
合
は
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
定
款
で
定

め
る
率
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
か
ら
厚
生
年
金
法
に
定
め
る
保
険
料
率
に
よ
り

算
出
し
た
金
額
を
差
引
い
た
額
と
す
る
。

第
十
三
条
本
法
人
は
、
本
法
人
か
ら
支
給
す
る
給
与
か
ら
前
条
の
掛
金
に
相
当
す
る
金

額
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
三
章
雑
那
へ

（
運
営
委
員
会
）

第
十
四
条
こ
の
制
度
の
運
営
の
公
正
を
期
す
る
た
め
、
運
営
委
員
会
を
お
く
。

２
運
営
委
員
会
の
組
織
及
び
権
限
は
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

（
会
計
）

第
十
五
条
こ
の
規
程
に
よ
る
年
金
に
関
す
る
一
切
の
収
入
及
び
支
出
は
、
特
別
会
計
と

す
る
。

（
掛
金
又
は
給
付
条
件
の
変
更
）

第
十
六
条
私
立
学
校
教
職
典
共
済
組
合
法
の
改
正
に
よ
り
掛
金
又
は
給
付
条
件
に
変
更

の
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
変
更
に
応
じ
、
こ
の
規
程
を
改
正
す
る
も
の
と
す
る
。

（
再
就
職
荷
の
年
金
）

第
十
七
条
退
職
一
時
金
の
給
付
を
受
け
た
も
の
が
再
び
教
職
員
と
な
り
、
そ
の
後
退
職

し
た
場
合
に
前
後
勤
務
年
州
数
の
辿
算
に
よ
り
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
三

十
九
条
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
場
合
は
、
退
職
年
金
の
給
付
を
行
う
。
但
し
、

こ
の
場
合
前
に
給
付
を
受
け
た
退
職
一
時
金
の
額
に
達
す
る
ま
で
退
職
年
金
の

給
付
を
停
止
す
る
も
の
と
す
る
。

（
施
行
細
川
）

第
十
八
条
こ
の
規
程
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
施
行
細
則
に
定
め
る
。

３
昭
和
二
十
九
年
一
月
一
日
現
に
教
職
員
で
あ
っ
た
者
の
う
ち
そ
の
以
前
に
お
け
る
厚

生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
本
学
在
職
期
間
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
が

給
付
算
定
の
基
準
と
な
る
年
川
数
中
に
占
め
る
馴
合
に
応
じ
て
そ
の
期
間
に
対
応
す
る
給

ｌ
こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

但
し
、
第
十
二
条
の
規
定
は
、
昭
和
二
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
昭
和
二
十
九
能
‐
一
月
一
Ⅱ
現
に
在
職
し
た
教
職
員
の
う
ち
、
同
日
以
前
に
お
い
て
厚
生

年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
た
符
に
つ
い
て
は
、
そ
の
加
入
期
間
を
給
付
算
定
の
基
準
と
な

付
額
は
こ
れ
を
二
分
の
一
に
減
じ
る
も
の
と
す
る
。

る
勤
務
龍
合
月
数
に
算
入
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

４
．
第
二
条
但
書
該
当
者
の
う
ち
昭
和
二
十
九
年
一
月
一
日
以
前
に
お
け
る
私
立
学
校
共
済

組
合
法
に
よ
る
給
付
算
定
の
基
礎
と
な
る
期
間
に
合
算
せ
ら
れ
な
い
本
法
人
在
職
期
間
あ

る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
に
対
し
て
は
、
こ
の
規
定
に
よ
る
給
付
額
の
二
分
の
一
相

当
額
を
給
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５
昭
和
二
十
九
年
一
月
一
日
以
降
に
お
い
て
高
等
学
校
又
は
中
学
校
に
転
出
し
た
教
職
員

が
そ
の
後
教
職
員
た
る
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
は
、
転
出
の
日
か
ら
資
格
喪
失
の
日
ま
で

の
期
間
は
、
こ
の
規
程
の
適
用
を
受
け
る
教
職
員
で
あ
っ
た
者
と
み
な
し
こ
れ
を
加
算
し
、

こ
の
規
程
に
よ
る
給
付
を
行
う
。

他
し
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
か
ら
受
け
又
は
受
け
る
べ
き
退
職
一
時
金
又
は
廃
疾

一
時
金
は
本
法
人
に
納
付
す
る
も
の
と
し
、
退
職
年
金
、
遮
族
年
金
又
は
廃
疾
年
金
相
当

額
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
給
付
額
か
ら
控
除
す
る
。

６
昭
和
二
十
九
年
一
月
一
日
以
降
に
お
い
て
、
高
等
学
校
又
は
中
学
校
か
ら
転
入
し
た
番

は
転
入
以
前
の
高
等
学
校
又
は
中
学
校
に
お
け
る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
法
に
定
め

る
給
付
算
定
の
基
準
と
な
る
勤
務
年
月
数
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
給
付
算
定
の
基
準
と
な

る
勤
務
年
月
激
に
加
算
し
て
こ
の
規
程
に
よ
る
給
付
を
行
う
。
但
し
、
こ
の
場
合
私
立
学

校
教
職
員
共
済
組
合
の
給
付
に
つ
い
て
は
厚
生
年
金
保
険
及
び
恩
給
財
団
双
方
加
入
に
よ

る
噸
額
支
給
額
を
除
き
、
前
項
但
沸
の
規
定
を
準
川
す
る
。

－27 9 －



九
一
一
三
立
命
館
職
員
健
康
診
断
規
程
〔
昭
和
二
九
年
〕

立
命
館
職
員
健
康
診
断
規
程

第
一
条
本
法
人
の
職
員
健
康
管
理
の
た
め
本
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
健
峨
診

断
を
行
う
。

第
二
条
健
康
診
断
は
、
毎
年
一
川
以
上
全
職
員
に
対
し
て
こ
れ
を
行
う
。

他
眼
診
断
を
行
う
時
期
は
、
業
務
の
繁
閑
を
考
慮
し
て
こ
れ
を
定
め
予
め
掲

示
す
る
。

第
三
条
健
康
診
断
に
関
す
る
事
務
は
、
厚
生
課
の
所
管
と
す
る
。

第
川
条
仙
服
診
断
は
、
左
の
項
Ⅱ
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

一
、
感
覚
器
、
術
環
器
、
呼
吸
器
、
消
化
器
、
神
経
系
そ
の
他
臨
床
医
学
的
検

木
皿

二
、
「
ツ
ベ
ル
ク
リ
、
と
皮
内
反
応
椎
査

三
、
赤
血
球
沈
降
速
度
検
査

川
、
「
エ
ッ
ク
ス
」
線
検
査
（
小
形
フ
ィ
ル
ム
搬
影
）

第
凡
条
削
条
の
検
査
に
よ
り
異
常
を
認
め
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
は
更
に
左
の
項
目
に

つ
い
て
計
測
又
は
検
査
を
行
う
。

一
、
体
重
、
身
長
、
胸
囲

二
、
赤
血
球
沈
降
速
度
検
査

三
、
「
エ
ッ
ク
ス
」
線
検
査
（
大
形
フ
ィ
ル
ム
撮
影
）

四
、
熔
淡
検
査

五
、
尿
検
査

第
六
条
第
四
条
の
検
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
医
務
室
は
そ
の
結
果
を
定
期
身
体
検
査

原
簿
に
登
録
し
又
第
五
条
の
検
査
を
行
っ
た
と
き
は
そ
の
結
果
を
健
康
診
断
個

人
票
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
九
年
九
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

九
一
一
三
職
員
任
用
試
験
要
綱
〔
昭
和
二
九
年
〕

職
員
任
用
試
鹸
要
綱
昭
和
二
九
年
二
月
一
二
○
日
一

業
務
協
雛
会
」

一
、
職
員
（
試
備
職
員
を
含
む
）
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
要
綱
に
よ
り
試
験
を
行
う
。

二
、
任
川
試
駒
は
委
曲
血
人
を
以
て
術
成
す
る
職
員
任
川
試
騎
委
員
会
が
こ
れ
を
行
う
。

委
員
は
人
事
委
員
会
の
談
を
経
て
教
職
員
の
う
ち
か
ら
そ
の
都
度
理
事
長
が
指
名
す
る
。

委
員
優
は
委
員
の
互
選
に
よ
る
。

三
、
受
駒
志
望
者
募
集
の
範
囲
は
、
試
験
執
行
の
都
度
理
事
長
が
決
め
る
。

Ⅲ
、
試
聴
は
筆
記
と
し
、
職
員
と
し
て
の
教
養
及
び
業
務
上
の
応
川
能
力
を
有
す
る
か
ど
う

か
を
判
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

五
、
試
聴
日
時
、
科
目
、
方
法
等
は
委
員
会
に
於
て
決
定
す
る
。

六
、
試
験
の
執
行
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
理
事
長
か
ら
委
員
長
に
要
請
す
る
も
の
と
す
る
。

七
、
試
験
執
行
の
結
果
は
委
員
長
か
ら
理
事
長
に
各
人
に
つ
き
そ
の
成
績
を
報
告
す
る
も
の

と
す
る
。

八
、
試
鹸
に
関
す
る
庶
務
は
人
事
課
で
取
扱
う
。

八
別
紙
Ｖ

職
員
の
任
用
制
度
に
つ
い
て
☆

昭
四
二
・
三
・
一
職
員
課
長

一
、
経
過

戦
後
本
学
が
新
制
大
学
と
し
て
再
出
発
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
教
員
は
も
ち
ろ
ん
、
多

く
の
事
務
職
員
を
必
要
と
し
た
。
こ
れ
ら
職
員
層
の
任
用
の
多
く
は
現
在
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
新
卒
者
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
中
途
採
用
者
で
あ
っ
た
（
特
に
二
四
年
～
二
七
年
を
中

心
に
）
。
そ
し
て
こ
の
任
用
に
当
っ
て
は
、
戦
前
か
ら
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
縁
故
採
用

で
あ
っ
た
。
各
部
課
で
外
部
か
ら
直
接
に
、
ま
た
は
数
ヶ
月
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
者

を
課
長
の
推
薦
で
専
務
理
事
が
決
定
す
る
と
い
う
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
（
給
与
に
つ
い

て
も
基
準
な
く
適
宜
に
決
め
ら
れ
た
。
）
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二
現
行
の
職
典
任
川
方

１
．
現
行
の
任
用
手
続

刷
判
定
試
験
結
果
に
よ
り
合
格
者
名
簿
を
提
出

側
征
川
合
絡
者
名
簿
に
よ
り
任
川
決
定
（
名
簿
六
ヶ
川
有
効
）

と
こ
ろ
が
、
第
一
川
試
験
後
直
ち
に
学
校
側
よ
り
改
正
案
が
業
協
に
提
出
さ
れ
、
二
九

年
一
一
川
三
○
Ⅱ
に
現
行
の
職
曲
任
川
試
験
要
綱
が
成
立
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
大
学
が
あ
る
程
度
整
備
さ
れ
て
く
る
と
定
員
の
増
加
も
今
ま
で
よ
り

は
厳
し
く
な
っ
て
来
た
と
同
時
に
、
採
用
に
つ
い
て
も
従
来
の
や
り
方
に
批
判
が
出
て
来

た
。
そ
し
て
教
職
員
組
合
の
問
題
提
起
も
あ
っ
て
、
初
め
て
二
九
年
六
月
に
試
験
に
よ
る

採
用
制
度
の
決
定
を
兇
た
。
そ
れ
に
よ
る
任
用
資
格
試
験
が
同
年
七
月
に
実
施
さ
れ
た
。

「
職
員
任
用
資
格
試
験
要
綱
」
（
Ｓ
二
九
・
六
・
二
八
）
の
概
要

川
委
員
学
校
推
薦
三
名
、
組
合
惟
蛎
二
名

現
行
の
職
典
任
川
方
法

(3） (2)(1(4〉
「
職
員
任
用
試
験
要
綱
」
の
概
要
（
改
丁

仙
委
此
叩
珊
会
任
命
の
斗

副
試
賊
筆
記
に
限
っ
た
。

イイ:：
19，’口

学
科
試
験
の
合
格
音
の
決
定
・
報
告
（
採
用
予
定
者
の
数
倍
）
・

止
記
学
科
試
験
合
格
行
に
つ
い
て
、
理
聯
合
側
に
よ
る
面
接
お
よ
び
健
康
診
断
を

行
っ
た
上
で
、
任
用
予
定
者
を
決
定
。

面
接
委
員
は
現
在
、
総
務
・
財
務
担
当
常
務
理
事
、
三
部
長
、
職
典
課
長
等
が
当

い
怖
川
試
験
委
員
会
と
は
別
に
、
上
記
合
格
背
に
つ
い
て
而
接
、
仙
峨

診
断
を
行
い
、
理
事
会
が
柾
用
決
定
。

仙
委
貝
学
校
推
薦
三
名
、

⑭
試
験
筆
記
お
よ
び
而
接

３
判
定
筆
記
試
験
の
合
格
者
を
決
定
。

そ
の
都
度
、
職
員
任
用
試
験
委
員
会
を
開
き
、
次
の
事
項
を
決
定
す
る
。

八
委
員
は
柾
期
一
年
で
、
各
学
部
に
推
嚇
を
依
頼
し
、
推
薦
あ
っ
た
者
脂

職
典
任
川
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
理
事
会
が
群
集
要
項
を
定
め
て
公
幕
す
る
。

募
集
内
容
に
応
じ
て
学
科
試
験
の
科
目
・
方
法
、
出
題
者
（
お
よ
び
採
点
者
）

委
員
は
柾
期
一
年
で
、
各
》
一

理
事
長
が
任
命
す
る
。
Ｖ

の
決
定
お
よ
び
日
岬
の
決
定
。

珊
珊
会
任
命
の
試
験
委
典
（
組
合
推
蛎
を
除
い
た
）

ヘ
狩
人
ｒ
Ｌ
笥
皿
こ
う
１
戸
、
一

一
「
服
」
’
１
Ｊ
ｒ
巴
Ｊ
６
Ｉ
ｈ
》
↑
し
マ
》
、

推
薦
あ
っ
た
者
に
つ
い
て

〔
以
下
省
略
〕

っ
て
い
る
。
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九
一
一
西
職
員
の
配
属
替
に
関
す
る
基
準
〔
昭
和
三
一
年
〕

異
動
に
ぁ
た
《
－
て
は
従
来
か
ら
考
慮
し
て
き
た
原
則
に
も
と
づ
い
て
実
施
に
あ
た
る
が

な
お
具
体
的
人
事
に
至
る
ま
で
に
、
部
課
長
会
議
に
お
い
て
次
の
諸
点
を
中
‐
心
に
し
た
討
議

を
一
付
な
う
○

職
員
の
配
属
替
に
関
す
る
基
準
（
三
一
・
四
・
二
四
）

職
員
の
配
属
替
は
、
臨
機
必
要
に
応
じ
職
場
空
気
の
刷
新
、
新
陳
代
謝
を
図
る
た
め
行
う
も

の
と
し
、
明
朗
な
る
環
境
を
醸
成
す
る
と
共
に
職
場
の
規
律
を
確
立
し
、
も
っ
て
能
率
の
向

ｋ
に
黄
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
次
の
基
準
に
よ
り
詮
考
す
る
も
の
と
す
る
。

一
、
同
一
部
課
に
比
較
的
永
く
勤
務
す
る
者
に
対
し
、
縛
属
に
よ
っ
て
新
た
な
気
分
を
振

新
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
く
霊

異
動
に
あ
た
っ
て
は
、
椴
轄

と
こ
ろ
で
本
年
‐
度
は
学
園
振
興
運
動
の
困
難
か
つ
重
大
な
時
に
あ
た
っ
て
お
り
、
長
期
計

画
を
‐
中
心
と
し
た
展
望
を
開
く
た
め
に
、
全
学
の
一
隅
強
固
な
結
集
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
従
っ
て
、
今
回
の
異
動
は
、
そ
の
こ
と
を
中
心
的
課
題
と
し
た
事
務
体
制
を
強
化
刷

三
各
部
課
に
お
備
る
事
務
の
性
質
に
鑑
み
年
令
術
成
、
性
暁
構
成
の
不
均
ゞ
衡
を
是
正
す

四
、
各
人
の
執
務
経
験
を
尊
重
す
る
二
回
適
材
を
適
所
に
配
設
す
る
こ
と
を
考
噛
す
る
。

五
、
部
課
内
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
採
れ
る
よ
う
に
配
置
を
考
慮
す
る
。

作
せ
し
め
る
。

二
、
原
則
と
し
て
Ⅲ
一
部
課
に
勤
務
一
年
未
棚
の
者
は
動
か
さ
な
い
。

四
三
年
度
の
職
員
の
定
期
的
人
事
異
動
を
五
月
中
に
行
な
う
。

職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
☆

四
三
・
五
・
九
部
課
長
会
議

川
三
・
五
学
内
理
事
会

２
職
一
務
の
川
確
化

（
部
課
の
任
務
に
応
じ
た
仕
事
の
内
容
を
明
か
に
し
て
、
同
時
に
仕
事
の
共
通
性
と

独
自
性
を
相
互
に
認
識
す
る
こ
と
）

３
．
集
団
体
制
を
な
お
一
脚
強
化
す
る
方
向
で
の
配
転

４
．
全
学
的
視
点
掴
養
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
横
極
的
な
体
制
化
へ
の
配
転

５
．
仕
事
の
経
験
に
よ
る
岬
の
計
画
的
配
転

１
．
配
転
の
取
組
み
方

一
恥

（
上
の
課
題
を
進
め
る
た
め
に
は
、
セ
ク
ト
的
傾
向
を
排
除
し
て
、
部
課
長
会
議
で

の
姿
勢
、
職
場
で
の
受
け
と
め
方
を
重
視
す
る
こ
と
）

異
動
に
あ
た
っ
て
考
ゞ
脳
す
べ
き
事
項

総
て
の
職
員
が
全
学
的
な
理
解
と
視
野
を
持
ち
得
る
よ
う
配
慮
す
る
。

業
務
の
内
容
を
考
噛
し
つ
つ
性
別
・
年
令
椛
成
を
是
正
し
、
職
場
に
お
け
る
仕

事
の
総
合
化
を
推
進
す
る
よ
う
に
考
慮
す
る
。

本
人
の
希
望
を
具
体
的
に
聴
取
す
る
が
、
そ
の
希
望
は
業
務
編
成
、
人
員
配
置

ｋ
の
客
観
性
を
有
す
る
よ
う
配
慮
す
る
。
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九
一
一
一
五
大
学
教
員
定
年
規
則
〔
昭
和
三
四
年
〕

大
学
教
員
定
年
規
則
昭
和
三
十
四
年
二
月
二
十
七
日

理
事
会
提
出

第
一
条
大
学
教
員
の
定
年
は
、
教
授
に
つ
い
て
は
柵
六
十
五
才
と
す
る
。
教
授
以
外

の
教
員
に
つ
い
て
は
満
六
十
才
と
す
る
。

第
二
条
大
学
教
員
が
定
年
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
学
年
末
に
退
職
す
る
も
の
と
す

プ
（
ず
Ｏ

第
三
条
定
年
に
よ
り
退
職
す
る
教
授
で
あ
っ
て
当
該
学
部
教
授
会
に
お
い
て
余
人
を

以
て
林
え
難
い
と
認
め
た
者
は
、
当
該
敬
授
会
の
決
議
に
基
き
大
学
協
砿
会
の

承
認
を
経
て
、
改
め
て
教
授
に
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
前
条
の
任
用
期
間
は
、
第
一
次
は
三
年
以
内
と
し
、
第
二
次
は
二
年
以
内
と

し
、
棚
七
十
才
に
達
す
る
年
の
学
年
末
を
越
え
な
い
も
の
と
す
る
。

附
則

１
．
こ
の
規
則
の
実
施
に
当
っ
て
、
す
で
に
術
六
十
五
才
を
越
え
て
い
る
教
授
を
改
め
て

牧
授
に
係
用
す
る
賜
合
は
、
規
則
第
川
条
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。
六
十
Ⅲ
才
を
越

え
て
い
る
者
を
、
学
外
か
ら
専
任
教
授
と
し
て
新
た
に
任
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

２
．
第
三
条
及
び
第
四
条
は
、
昭
和
三
十
九
年
三
川
三
十
一
Ｈ
ま
で
効
力
を
有
す
る
。
同

日
以
前
に
油
六
十
五
才
に
達
し
た
教
授
は
、
同
日
限
り
退
職
す
る
も
の
と
す
る
。

３
．
教
授
以
外
の
大
学
教
員
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
従
前
の

例
に
よ
る
。
同
日
以
前
に
油
六
十
才
に
達
し
た
も
の
は
、
同
日
限
り
退
職
す
る
も
の

と
す
る
。

４
定
年
退
職
後
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

５
教
職
員
定
年
制
施
行
細
則
は
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

６
．
こ
の
規
則
は
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
注
・
資
料
六
三
一
学
園
振
興
に
関
す
る
臨
時
調
査
委
員
会
〔
改
組
後
〕
答
申
謀
ｌ
〔
５
｝

〔
定
年
制
に
つ
い
て
〕
参
照
〕

九
一
一
天
立
命
館
教
職
員
給
与
体
系
実
施
に
関
す
る
件
〔
昭
和
三
五
年
〕

口
議
案
第
三
十
六
号
立
命
館
教
職
員
給
与
体
系
実
施
に
関
す
る
件

山
田
専
務
理
事
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
次
い
で
、
給
与
小
委
員
会
を
代
表
し
て
西

村
（
光
）
理
事
か
ら
、
小
委
員
会
で
の
本
業
の
講
談
結
果
に
関
し
て
、
職
柾
間
格
差
を
初
め

と
し
て
種
々
問
題
点
を
含
む
が
、
実
施
を
急
ぐ
必
要
上
、
今
後
の
是
正
に
侯
つ
こ
と
に
し
て
、

一
応
、
本
案
を
承
認
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
結
論
を
出
し
た
旨
報
告
が
あ
っ
て
審
議
に
入
り
、

〔
中
略
〕

以
上
を
も
っ
て
本
案
を
、
給
与
小
委
員
会
の
講
談
結
果
通
り
、
異
議
な
く
可
決
。

〔
注
・
資
料
六
三
一
学
園
振
興
に
間
す
る
臨
時
調
査
委
員
会
〔
改
組
後
〕
答
申
鍔
Ｉ
〔
７
〕

「
給
与
体
系
〔
に
つ
い
て
〕
」
参
照
〕

給
与
体
系
第
二
次
実
施
要
項

三
五
理
事
会
提
川

給
与
の
構
成

給
料
（
本
俸
）
、
年
功
加
俸
、
扶
養
手
当
、
特
別
手
当
、
職
務
手
当
、
そ
の
他
の

手
当
か
ら
成
る
従
来
の
給
与
を
改
め
、
本
俸
、
勤
続
手
当
、
扶
養
手
当
及
び
そ
の
他

の
手
当
の
四
つ
の
要
素
で
椛
成
す
る
。

１
本
俸
ｌ
職
務
経
験
内
容
に
よ
る
経
歴
換
算
は
行
わ
ず
給
与
基
準
表
適
用
基
準
に
よ

り
定
め
る
。
（
別
表
川
③
）

但
し
過
去
の
昇
幣
に
つ
い
て
二
の
８
を
準
用
す
る
。

２
勤
続
手
当
ｌ
「
勤
続
手
当
は
、
毎
年
四
月
一
日
及
び
十
月
一
日
現
在
に
於
て
、
勤

続
満
五
年
以
上
六
年
未
満
の
も
の
に
対
し
て
月
額
一
、
○
○
○
円
を
支
給
し
、
爾

〔
「
理
事
会
議
事
録
」
（
昭
和
三
五
年
九
月
九
日
）
抜
粋
〕
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二
、
実
施
に
際
し
て
の
基
本
方
針

１
．
各
人
の
新
給
与
は
現
給
与
を
雌
低
一
号
催
上
廻
る
様
、
是
正
す
る
も
の
と
す
る
。

川
し
、
現
給
与
が
当
該
ラ
イ
ン
の
雌
高
額
を
‐
収
廻
る
場
合
は
呪
給
に
止
め
、
又
塊

給
与
と
当
該
ラ
イ
ン
の
蛾
高
額
と
の
絡
差
が
一
号
俸
未
満
の
も
の
の
新
給
与
は
当

７
教
職
戯
の
任
用
、
外
格
の
基
準
は
之
を
別
に
定
め
る
。

８
界
絡
に
伴
う
新
‐
本
俸
は
昇
格
前
の
本
俸
と
同
じ
額
の
本
俸
が
昇
格
し
た
職
柾
に
あ

る
場
合
は
そ
の
額
と
し
、
な
い
場
合
に
は
、
昇
格
し
た
職
種
に
於
け
る
直
近
上
位

５
．
退
職
金
制
度
に
つ
い
て
は
（
別
表
剛
）
に
よ
り
実
施
す
る
。

Ｉ
、

Ｉ
宮
』
‐

６
勤
続
手
当
、
退
職
金
の
算
定
の
際
の
勤
続
年
数
に
つ
い
て
職
員
の
場
合
試
仙
期
間

３
勤
続
手
山
『
跡

も
の
と
す
る
。

２
新
給
与
が
現
給
与
を
上
廻
る
場
合
の
調
整
は
二
、

そ
れ
を
超
え
る
全
額
に
つ
い
て
は
十
九
％
と
す
る
。

．
．
』

を
含
め
る
も
の
と
す
る
。

体
系
の
公
平
な
適
用
と
苦
情
処
理
等
に
あ
た
る
暫
定
的
機
関
と
し
て
教
職
員
中
よ

り
六
名
の
委
員
を
委
蛎
し
、
給
与
体
系
実
施
委
員
会
を
設
け
る
。
（
別
表
帥
）

新
水
‐
俸
は
す
べ
て
最
終
段
階
に
於
て
一
○
○
円
位
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。

勤
続
手
当
、
扶
従
手
当
及
び
職
務
手
当
（
別
表
⑤
）
に
つ
い
て
は
完
全
実
施
す
る

の
額
と
す
る
。

該
般
高
額
と
す
る
〈

学
‐
叩
の
も
の

を
支
給
す
る
。

後
一
年
を
増
す
毎
に
月
額
一
○
○
円
を
増
額
す
る
。
但
し
郡

の
も
の
に
つ
い
て
は
、
月
額
三
、
○
○
○
円
を
支
給
す
る
。

扶
養
手
当
ｌ
配
仙
打
及
び
油
十
八
才
末
術
の
子
の
う
ち
了

円
、
そ
の
他
の
扶
養
家
族
は
五
○
○
円
を
支
給
す
る
。
尚
Ｌ

学
中
の
も
の
（
大
学
院
及
び
各
価
学
校
を
除
く
）
は
前
項
急

う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
八
○
○

る
。
尚
十
八
才
以
上
の
子
で
在

は
前
項
の
規
定
に
拘
ら
ず
こ
れ

血
○
○
川
ま
で
は
全
額
と
し
、

但
し
勤
続
満
一

L一一

一
十
五
年
以
上
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職員(大卒

14，100

15．500

16.90〔）

18，300

19．7()(）

21．100

22．4()(）

23．70(）

5．0()（

6．30〈

.40.601!

41.300

12．00(）

42．600

43．200

43.80(〕

44‘400

45．0()(）

）.2()（

）.90（

15．00（

16.40（

17．80（

19,20（

20.60（

22,(〕0（

23,40（

2/l‘80（

26.20（

27,60（

47．301

48.60（

49.90（

51．2()（

52．50（

53.20（

53.90（

54.60（

55.30（

56.00（

教i諭

15．000

16，400

17.80(）

19．200

20．600

22．000

23．400

24．800

26.20(）

27，600

47．300

48．600

49．900

51．20〔）

52．500

54.60〔）

55，300

56，0()0

〔
〕

90（

教室助手

15，()()’

16．4()’

17．80’

19．2()’

0．6()(）

22.()0’

23．4()’

24．8()’

26．20’

27，60’

39.20’

39．90’

40.60’

41．3()’

42．00’

42．60’

43．20’

44，

大学助手

17．80〔

19．3()〔

20.80（

22．300

23．800

25．3()0

26．800

27.90（

29．0()〔

29．900

40．600

41．300

42．000

42．600

43．200

43．80〔）

44．400

45．000

識師･肋教＃

17．8〔

19．3［

2()､8［

22．3［

23．8(］

25．3［

26．8〔

28．4〔

51．7［

貝ワバr
J些可Ⅶし

53．0〔

53．6［

54，2(〕

54，8〔

55，4〔

56，0〔

|､001

Tで而司

教授

17.80（

19.30〔

20,80〔

22．3()〔

23．80（

25．30〔

26．80〔

28．4()（

30．00〔

31．60（

54,00〔

55．4()（

56.80（

58.00（

59.20（

60，4()（

61．50（

62．6()（

63．7()（

64．8()（

65．90〔

67．0〔)（

68．00（

年号

〔中"ill

〔中略〕

1

年令

堆本

8,0(

8．6（

9．2（

9．8（

10．40

11．00

11．60

12．20

16，20

22．70〔

25，7〔)（

26．20（

継 験I

守徹

作業隙

30（

1．8〔)’

3．30’

3，30’

3,301

峨典（高卒

1．00C

1．20C

1，40C

1．6()C

1，8()(〕

000

2.200

2‘9()(）

3()(）

8,300

12.30（

14．80（

職!』（大卒

5.f

振
り

8,80(

12.30（

16．30（

18.80（

尋
一

+’略］

‘抑長・教,：

4．600

5,40（

6‘200

7．00（

l()､00（

16．80（

29.80（

8()0

教室助手

4．6()(）

5．400

61200

7.()〔)0

l(〕､00（

12．3()（

16.30〔

18.80（

大学肋

6．2〔)(）

71イ
『C4L

10．6(）

12，30

16－3()（

18．8()（

,称師･助教授

6．2()0

7，11

10．6C

19，40

27．30

).8()0

教

6.200

7.1()0

10．6〔

19．4C

31，lC

41．800



採
用
の
最
低
年
令
を
二
十
五
才
と
し
、
前
記
の
方
法
に
よ
り
算
出
す
る
辰
》

四
、
修
学
年
数
が
標
準
修
学
年
数
と
異
る
場
合
は
そ
の
修
学
年
数
差
を
経
験
年
数
に
よ
り
加

減
す
る
。

三
、
守
衛
、
作
業
員
（
守
衛
、
作
業
員
、
炊
事
人
、
建
物
管
理
人
）

二
、
職
員
（
事
務
職
員
、
技
術
職
員
、
看
謎
姉
、
電
話
交
換
手
、
寮
母
）

別
表
低

給
与
基
準
表
の
適
用
に
つ
い
て

一
、
教
員
（
大
学
教
員
、
高
中
教
員
）

経
験
給
は
標
準
学
歴
を
新
制
大
学
卒
業
と
し
、
給
与
基
準
表
②
に
よ
り
卒
業
年
次
を

韮
準
に
し
て
、
本
年
四
月
一
日
に
至
る
年
数
（
一
年
未
満
切
捨
）
相
当
額
と
、
年
令
別

基
本
給
を
加
え
て
算
出
し
、
給
与
基
準
表
川
に
於
け
る
直
近
上
位
の
号
俸
を
適
正
本
俸

給
与
体
系
実
施
委
員
会
要
項

一
、
新
給
与
体
系
の
公
平
な
適
用
と
苦
情
処
理
等
に
あ
た
る
機
関
と
し
て
一
定
の
期
間
、
給

高
校
卒
と
見
倣
す
）

守
衛
、
作
業
員
（
守
衛
、

与
体
系
実
施
委
員
会
を
設
け
る
。

別
表

と
す
参
る
。

２
職
員
大
学
卒
ｌ
経
験
給
の
標
準
学
歴
を
新
制
大
学
卒
業
と
し
、
前
記
の
方
法
に
よ

り
算
出
す
る
。
（
但
し
、
本
体
系
実
施
時
に
短
大
卒
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
も
の

３
職
員
高
校
卒
ｌ
経
験
給
の
標
準
学
歴
を
新
制
高
校
卒
業
と
し
前
記
の
方
法
に
よ

り
算
出
す
る
。
（
但
し
、
本
体
系
実
施
時
に
準
専
以
下
の
学
歴
を
有
す
る
も
の
は

１
課
長
ｌ
室
長
課
巨
冥
事
務
長
主
事
の
職
に
あ
る
も
の
に
適
用
す
る
。

経
験
給
に
つ
い
て
は
課
長
と
し
て
の
経
験
年
数
を
基
準
に
し
て
算
出
し
、
こ
れ
に

年
令
別
基
本
給
を
加
え
た
額
の
給
与
基
準
表
仙
に
於
け
る
直
近
上
位
の
号
俸
を
通

正
本
俸
と
す
る
。

り
算
出
す
る
↑
（
但
‐

は
大
学
卒
と
見
倣
す
）

(4)

二
、
委
員
会
の
構
成
員
は
理
事
長
が
推
薦
す
る
三
名
と
、
組
合
側
の
推
薦
す
る
三
名
計
六

名
と
す
る
。

三
、
委
員
会
の
事
務
は
人
事
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

（
注
・
暁
表
侭
⑥
Ｉ
省
略
〕
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九
三
七
立
命
館
住
宅
資
金
貸
付
規
定
〔
昭
和
四
○
年
〕

第第第第
七

告
熟
六

第 第

五|)L1三

立
命
館
住
宅
資
金
貸
付
規
定

条
（
目
的
）
学
校
法
人
立
命
館
専
任
教
職
員
が
、
住
宅
（
宅
地
を
含
む
）
を

新
築
又
は
購
入
す
る
場
合
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て
定
め
、
も
っ
て
専

任
教
職
員
の
福
利
厚
生
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

条
（
貸
付
資
格
）
貸
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
左
の
各
号
に
該
当
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
専
任
教
職
員
と
し
て
貸
付
当
時
引
続
き
満
十
年
以
上
勤
務
す
る
者
又
は
三

十
五
才
以
上
の
者
。

二
、
自
己
の
用
に
供
す
る
住
宅
を
新
築
又
は
職
人
（
宅
地
の
み
の
購
入
も
含
む
）

す
る
者
。

三
、
住
宅
建
設
準
術
金
の
砿
立
が
あ
る
者
。

四
、
返
済
能
力
が
確
実
な
者
。

左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
貸
付
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

一
、
学
校
法
人
立
命
館
所
有
の
住
宅
に
居
住
し
、
法
人
の
都
合
に
よ
り
立
退
き

を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
た
者
。

二
、
そ
の
他
特
別
の
事
由
に
よ
り
理
事
会
が
認
め
た
者
。

条
（
貸
付
金
額
）
貸
付
金
額
は
、
五
拾
万
円
を
限
度
と
す
る
。

条
（
貸
付
利
息
）
衡
付
金
の
利
息
は
年
五
分
五
皿
と
す
る
。

条
（
貸
付
方
法
）
住
宅
資
金
の
貸
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
申
請

書
を
貸
付
日
の
二
ヵ
月
前
ま
で
に
、
理
事
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

条
貸
付
の
順
位
に
つ
い
て
は
、
住
宅
資
金
貸
付
運
営
委
員
会
（
以
下
運
営
委
員

会
と
云
う
）
に
お
い
て
選
考
の
上
決
定
す
る
。

た
だ
し
、
第
二
条
第
二
項
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
運
営
委
員
会
に
諮

り
、
一
般
に
優
先
し
て
順
位
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

条
貸
付
を
受
け
た
者
は
、
専
任
教
職
員
三
名
の
連
帯
保
証
人
と
共
に
、
所
定
の

借
用
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
貸
付
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
日
よ
り
八
ヵ
月
以
内
に
登
記
完
了
済
の
当
該
物

件
に
か
か
わ
る
登
記
簿
謄
本
又
は
抄
本
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
．
前
項
の
登
記
事
項
に
変
更
の
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
届
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
九
条
（
傭
還
方
法
）
貸
付
金
の
返
済
は
、
貸
付
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

か
ら
毎
月
元
利
均
等
償
還
の
方
法
に
よ
り
一
二
○
カ
月
以
内
に
償
還
す
る
も
の

と
す
る
。

た
だ
し
、
完
済
前
に
退
職
・
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
退
職
金
よ
り
残
余
の

返
済
額
を
即
時
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
貸
付
を
受
け
た
者
は
、
住
宅
を
新
築
又
は
購
入
し
た
と
き
、
た
だ
ち
に
貸
付

を
受
け
た
額
以
上
の
金
額
を
も
っ
て
火
災
保
険
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら

か
か
い
Ｏ

第
十
一
条
（
遵
守
条
件
）
貸
付
を
受
け
た
者
は
、
衡
付
金
の
完
済
に
至
る
ま
で
、
左
の

条
件
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
賃
貸
借
の
禁
止

二
、
譲
渡
の
禁
止

第
十
二
条
（
制
限
）
既
に
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
貸
付
は
行
わ
な

い
。
た
だ
し
特
別
の
事
由
に
よ
り
運
営
委
員
会
が
承
認
し
た
場
合
は
こ
の
限
り

で
な
い
。

第
十
三
条
同
一
生
計
に
あ
る
者
が
本
法
人
に
二
名
以
上
勤
務
し
て
い
る
場
合
は
一
名
に

つ
い
て
貸
付
を
行
う
。

第
十
四
条
（
会
計
）
貸
付
金
の
資
金
と
し
て
学
校
法
人
立
命
館
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
、
住
宅
建
設
準
備
積
立
金
償
還
金
そ
の
他
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。

２
．
前
項
に
よ
る
住
宅
資
金
一
切
の
収
入
及
び
支
出
は
特
別
会
計
と
す
る
。

第
十
五
条
（
貸
付
金
）
各
年
度
の
貸
付
金
総
額
は
そ
の
年
度
の
予
算
内
と
す
る

第
十
六
条
（
会
計
年
度
）
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
よ
り
翌
三
月
三
十
一
日
と
す
る
。

第
十
七
条
（
運
営
委
員
会
）
住
宅
貸
付
お
よ
び
そ
の
他
資
金
運
用
業
務
の
適
正
を
期
す

る
た
め
運
営
委
員
会
を
お
く
。
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第
十
八
条
（
施
行
細
則
）

れ
を
定
め
る
。

附

（
施
行
期
日
）
１
．
こ
（

２
．
運
営
委
員
会
の
組
織
お
よ
び
権
限
に
つ
い
て
は
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

へ
条
（
施
行
細
則
）
こ
の
規
定
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
施
行
細
則
で
こ

欧
〈

こ
の
規
定
は
、

昭
和
四
十
年
二
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

九
三
八
〔
第
一
回
事
務
研
究
集
会
実
施
二
九
六
五
年
）
〕
☆

実
施
要
項

１
１
．
雄
丹
幸
典

「
大
学
管
理
の
問
題
」
本
学
教
授
岡
崎
長
一
郎

２
．
研
究
課
題

「
教
学
諸
課
の
位
置
づ
け
と
あ
り
方
」

第
一
班
Ａ
教
学
諸
課
の
位
置
と
教
務
事
務
職
員
の
位
置

Ｂ
教
学
諸
課
の
あ
り
方
と
敬
務
事
務
職
員
の
あ
り
方

「
文
書
の
管
理
」

第
二
班
Ａ
真
議
制
度
に
つ
い
て

Ｂ
一
般
文
書
の
管
理
に
つ
い
て

日
程
表

第
一
回
（
部
課
長
）
事
務
研
究
集
会
日
程
表
実
施
要
項
〔
抜
粋
〕
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と
こ
ろ
で
研
集
会
で
は
、
川
崎
ゞ
撒
師
の
撒
演
内
容
も
二
つ
の
班
暁
討
議
に
繰
込
ま
れ
成
果

を
得
た
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
何
分
テ
ー
マ
が
広
範
囲
に
及
び
、
し
か
も
短
時
間
な
の
で
設

定
し
た
課
題
を
全
部
処
理
出
来
た
の
で
は
な
く
、
人
口
の
し
か
も
現
在
の
問
題
点
を
重
点
的

に
取
止
げ
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
従
っ
て
報
告
＃
も
抽
象
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
引
続
い
て
部

課
長
会
談
を
中
心
に
し
て
今
回
の
討
議
を
深
め
る
な
か
で
、
具
体
的
な
問
題
に
取
組
ん
で
い

私
達
が
い
わ
ゆ
る
研
究
集
会
と
い
う
も
の
を
試
み
ま
し
た
。
一
口
に
い
え
ば
事
務
関
係
で

学
園
振
興
の
課
題
を
具
体
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
単
に
そ
の
こ
と
か
ら
だ
け
で

な
く
私
遮
が
昨
年
学
部
移
転
の
小
務
体
制
を
検
討
し
て
以
来
、
定
員
間
迦
を
経
て
応
援
体
制

を
討
議
す
る
な
か
で
考
え
て
来
た
問
題
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
職
場
内
で
集
団
体
制
を
組
ん
で

仕
事
を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
第
一
に
重
喫
で
す
が
、
さ
ら
に
職
場
間
で
の
集
団
化
に

拡
げ
て
全
体
と
し
て
仕
事
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
附
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

自
分
の
職
場
だ
け
で
な
く
、
他
の
職
場
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
そ
れ
と
自
分
の
職
場
と

の
関
連
を
川
か
に
し
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
然
し
こ
の
よ
う

な
問
腿
を
進
め
る
に
は
充
分
な
討
議
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
先
づ
部
課
長
の
研
集
会
を
開

／
、
こ
と
に
し
て
、
二
つ
の
テ
ー
マ
を
選
び
ま
し
た
。

参
加
者
、
報
告
者
、
そ
の
他

イ
第
一
班

（
参
加
者
）
長
宗
我
部
、

口
、
真
枝
、

（
議

口
第
二
班

（
報
告
荷
）

（
誰
長
）

（
参
加
者
）
橘
、
西
村
、
吉
岡
、
金
井
、
東
条
、
高
橘
、
前
田
、
井
川
、
柳
田
、

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
組
合
一
名
）

（
報
告
者
）

（
談
長
）

寺
も

ふ
め
少
」
，
刀
菱
ロ

吉
岡

肝
Ⅱ
ド
Ｔ
「
Ｊ
、

鮒
Ⅳ
ｎ
口

井
上
和

林
、
和
田
、
（
記
録
）
野
口

名口
一一

高
橋
、
（
記
録
）
井
川

井
上
秀
、
和
田
、
大
島
、
横
井
、
岩
間
、
井
上
利
、
野

今
田
、
鈴
木
、
三
田
、
林
、
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
組
合
一

き
ま
す
こ
の
場
合
に
職
場
の
諸
君
は
、
こ
の
報
告
に
（
写
い
て
あ
る
い
は
こ
れ
を
も
と
に
し

た
意
見
を
充
分
部
課
長
会
議
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
今
回
の
試
み
が
将
来
の
各
櫛
の
研
集
会
に
つ
な
が
り
、
仕
事
に
生
か
さ
れ
る
よ
う

期
待
し
ま
す
。

〔
注
・
第
二
回
（
昭
四
二
以
降
は
一
般
職
員
を
対
象
と
す
る
〕

二
第
一
回
（
部
課
長
）
事
務
研
究
集
会
報
告
書
」
〕

（
研
集
会
委
員
記
）
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九
三
九
特
別
任
用
教
員
に
関
す
る
規
定
〔
昭
和
四
二
年
〕
☆

特
別
任
用
教
員
に
関
す
る
規
定

第
一
条
教
学
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
教
授
会
の
決
議
に
も
と

づ
き
大
学
協
議
会
の
承
認
を
得
て
、
立
命
館
館
則
第
十
一
条
に
よ
り
教
員
を
特

別
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
特
別
任
用
教
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
予
算
に
お
い
て
こ
れ
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
特
別
任
用
教
員
は
、
そ
の
職
名
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
身
分
は
非
常
勤
講
師

の
扱
い
と
す
る
。
た
だ
し
、
本
学
以
外
の
学
校
の
専
任
教
員
と
な
る
こ
と
は
で

ン
さ
方
今
い
Ｏ

第
四
条
特
別
任
用
教
員
の
任
期
は
三
年
以
内
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

た
だ
し
、
通
算
五
年
を
こ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
六
十
五
才
以
前
に
特
別
任
用
さ
れ
た
教
員
に
つ
い
て
は
、
六
十
五
才
の
翌
年

度
よ
り
前
項
を
適
用
す
る
。

第
五
条
特
別
任
用
教
員
に
は
、
非
常
勤
識
師
に
支
給
す
る
非
常
勤
講
師
手
当
の
ほ
か

別
に
定
め
る
月
額
手
当
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

附
則

１
．
本
規
定
は
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
．
昭
和
二
十
七
年
四
月
十
四
日
規
定
第
三
十
四
号
「
給
与
規
程
第
三
十
一
条
に
よ
る
職

員
任
用
の
特
例
に
関
す
る
件
」
は
廃
止
す
る
。

３
．
現
に
特
別
任
用
教
員
と
し
て
任
用
さ
れ
て
い
る
教
員
に
つ
い
て
は
、
本
規
定
施
行
の

日
か
ら
こ
れ
を
適
用
す
る
。

〔
注
・
資
料
四
五
四
特
別
任
用
教
授
制
度
に
関
す
る
件
参
照
〕

九
四
○
在
籍
専
従
書
記
次
長
制
に
関
す
る
協
定
害
〔
昭
和
四
六
年
〕
☆

在
籍
専
従
書
記
次
長
制
に
関
す
る
協
定
書

今
日
私
学
危
機
の
深
化
と
諸
矛
盾
の
激
化
に
直
面
す
る
な
か
で
、
い
わ
ゆ
る
「
中
教
審
・

私
財
法
路
線
」
と
対
決
し
て
、
教
育
・
研
究
・
労
働
条
件
を
改
善
し
、
学
園
民
主
化
を
発
展

さ
せ
、
民
主
的
な
公
費
助
成
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
こ
と
を
深
く
自
覚
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
面
に
お
け
る
教
職
員
組
合

の
役
割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
書
記
次
長
一
名
の
組
合
在
籍
専
従
制
に
つ
い
て
、
双
方
合

意
に
達
し
、
つ
ぎ
の
と
お
り
協
定
す
る
。

記

書
記
次
長
一
名
の
在
籍
専
従
制
に
と
も
な
う
処
理
に
つ
い
て

１
職
員
定
員

在
籍
専
従
に
よ
る
職
員
一
名
の
休
職
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
職
員
定
員
を
一
名
増
員
す

プ
〔
》
０

２
在
籍
専
従
者
の
身
分
保
障

㈹
在
雑
専
従
を
理
由
に
差
別
・
不
利
益
処
分
を
受
け
な
い
こ
と
。

㈲
専
従
期
間
終
了
後
は
同
一
職
種
、
同
一
職
場
へ
の
復
帰
を
原
則
と
す
る
。

例
配
置
転
換
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
に
は
、
本
人
の
希
望
を
尊
重
す
る
。

３
在
籍
専
従
の
た
め
の
休
職
中
の
処
遇

㈹
昇
給
、
一
時
金
、
臨
時
手
当
、
厚
生
年
金
、
教
職
員
年
金
、
退
職
金
な
ど
の
年
数
計

算
、
復
職
時
の
賃
金
お
よ
び
年
次
有
給
休
暇
の
計
算
は
、
学
校
法
人
立
命
館
に
継
続
勤

務
し
て
い
る
も
の
と
し
て
算
定
す
る
。

㈲
在
籍
専
従
に
よ
る
休
職
中
の
健
康
保
険
、
失
業
保
険
、
厚
生
年
金
、
教
職
員
年
金
の

事
業
主
負
担
分
は
学
校
側
と
し
、
福
利
厚
生
面
の
利
用
も
保
障
す
る
こ
と
。

４
在
籍
専
従
期
間
中
の
給
与
の
取
り
扱
い

在
籍
専
従
者
の
基
本
給
、
一
時
金
、
臨
時
手
当
、
扶
養
手
当
、
交
通
手
当
、
勤
続
手
当
、

超
勤
手
当
は
組
合
が
負
担
す
る
。
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匡
豊
』
こ
の
協
定
に
定
め
ら
れ
た
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
双
方
で
協
議
の
う

昭
和
四
六
年
七
月
二
八
日

え
叩
決
定
，
す
る
。

こ
の
協
定
の
発
効
は
昭
和
四
六
年
六
月
一
日
か
ら
●
と
す
る
。

学
校
法
人
立
命

理
事
長

立
命
館
教
職
員
組
合

委
員
長

戸
木
田
嘉
久

館

美
奇
穂
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九
四
一
〔
本
学
教
員
に
対
す
る
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
（
人
員
数
）

等
二
九
六
三
～
八
四
年
度
）
〕

〔1〕文部省科学研究費補助金申請・採択（件数）状況〔1963（昭38）～1984（昭59）年度う

〔人文科学研究所資料から作成〕

(1)
4

(1)
1

(1)
5

(1）
6

(1）
2

(1)
]］

(1)
]5

(1)
10

(1)
17

(1)
3

※①1967年度までの「各個研究」は、「一般研究」の中に含む。

②1967年度までの「機関研究｣、「海外学術調査｣、「研究成果刊行・学術図割は、「その他」に示す。

③「総合研究」は、A、Bを含む。「一般研究」はA，B、C、Dを含む。「奨励制度」はAのみ。

④採択欄の（）内は、他研究機関からの転入（外数)。
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年 ¥

1963(昭3，

1964（39）

1965（40）

1966（41：

1967（4

1968（4

1969（4

1970（4

]971（4

1972（4

197314

ノ
ー
、

“
４
。

”
ｆ
’

八
Ｗ
）

１
１
ユ

1975（！

1976（

1q77rR
凸レロロ､曹

1978（

1979（：

1980（″5

1981（5

1982（5

1983（5

1984（9

持別研ツ

申請 採択

自然災智

特別研す

採択

特定研究

|･1門I 採択

総合研ツ

0t判11F 採イ

一般研究

申誌 採＃

焚励研ヅ

IIl,目｡￥ 採＃

試験研

｢'11： 嘱択

その仙

二
二
剛

１１
Ｔ

Ｆ
Ｆ 採択

ｲ△･身一
lrl回

''1;I

｜
り
』

㎡刀

木



〔2〕〔立命館大学〕個別研究助成応募者数．採択者数状況〔1979(昭54)～1984(昭59)年度1

〔人文科学研究所資料、大栄協議会議事録から作成』

※不採択には文部省科学研究i'i柿肋余による採択のため取消を含む。

＜参考＞

1979．6．9

第636回大学協議会

個別研究助成要綱

1．本学専任教員の研究を助成するため、個別研究助成費を設ける。

各学部専任教員に対する助成件数は、下記金額の枠内において適宜決定する。本研究費は

個別研究を助成するためのものであるから、現行の個人研究資料fi-とはその性質を異にす

る。

2．応葬資格は次のものとする。

（ｲ）立命館大学人文科学研究所および理工学研究所が専任研究員を中心に組織する総合研

究会（理工学研究所にあっては共同研究グループ）に、その研究テーマと研究予算の関

係上、直接参加できないもの。

（ﾛ）文部省科学研究fi-(一般研究C，D、奨励研究Aその他の‘澗機関の研究費を2年以

上にわたって申請したにもかかわらず、研究費の助成にあずからず、特定の研究がいち

じるしく阻害されているもの。

ヤウ上記のもので本学専任教員のみによる1人または3人程度までの組織的研究に限る。

（二）過去3年以内に文部省科学研究fi-その他の助成をうけたものは、応募できない。

3.応募の方法は次の通りとする。

（ｲ）研究計画書および助成希望額を記入し、学部長の承認をえて研究所長に提出する。

（ﾛ）応募用紙は本学所定のものとする。

ヤウ応募の期日は、文部省科学研究fiの決定直後とする。

4．選考方法は次の通りとする。

〔以|く省略〕
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1980(!

1981(E

1982('

1983E

1984（〔
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｜
頃
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応'7 採抄

産社
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ｉ
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挿
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十
イ
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11

’
１
．

｜
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〔3〕その他学外からの研究補助〔1980(昭55)～1984(昭59)年度〕

〔教学部資料から作成〕

1 国 0

＜注＞①「申」は申請件数、「採」は採用件数を示す。

②「学術振興資金」（私学振興財団)、「海外研修」（私学研修福祉会）は経常f粗力成による補助を

示す。
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取扱機関

日本学術振興；

私学振興財 ［

奨学金名

流動研究長

外国人招聴研究者

特定国派遣研究者

国際共同研究

国際研究集

日米共同研争

日米共同研ず

学術研究振興資金

981

b

申；§

●・一一一

3 目2

1981

申§採

ワ
色

1982

申；採

◆一一一

1 (

198

申；採

l；

「
ｌ
工

。
■
。

ｑ
〕

『
１
１

二
■
ｂ

ｌ
ユ

198.

申；採

。
◆
ニ

ワ
』

。
■
■

『
１
４

私学 研修 福祉会

文 部雀 国際研究集会派遣研究修

日本証券奨学財団基金

環境保全技術開発基金

京信育英3

三島海雲記念財 目

村田学術振興財 日

研究調査肋励

研究助成盆

研 究 奨 励 f

学術奨励3

研究助ハ）

○

１

ワ
］

２

1§〔

１

海外研7

国内研修

4：う
●
■
凸４ ４

ワ
ム

１
１
４

研修成果刊イ

■
申
凸

ｑ
Ｊ

。
①
■

『
ｌ
工

ｑ
〕



八
関
係
資
料
Ｖ
以
下
参
照

資
料
二
六
三

″
三
九
五

″
三
九
一

″
四
一
九
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
規
定
案

″
四
三
一
一
一
部
事
務
室
編
成
要
領
の
う
ち
「
３
勤
務
年
限
、
４
勤
務
条
件
」

〃〃

四I'Ll

八七

六｜ﾉL|I'Ll
六｜皿’四
四五四

助
手
制
度
に
関
す
る
件

教
授
会
の
民
主
化
に
関
す
る
件
の
う
ち
「
記
の
③
」
〔
専
任
講
師
廃

清
掃
婦
の
職
員
化
に
つ
い
て

教
員
の
任
用
・
昇
任
基
準
の

教
室
助
手
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て

’
第
二
章
教
職
員
」
（
資
叫

財
団
法
人
立
命
館
館
則
〔
機
椛
、

ち
「
第
三
章
職
員
」
の
項

財
団
法
人
立
命
館
内
規
制
定
ノ
件
の
う
ち

「
第
二
章
教
職
員
、
第
一
節
総
則
、
第
二
節
任
免
賞

第
三
節
予
備
・
休
職
・
停
年
、
第
四
節
給
与
」
の
項

財
団
法
人
立
命
館
館
則
〔
内
規
を
館
則
に
改
正
〕
の
う
ち

「
第
二
章
教
職
員
」
（
資
料
二
六
三
に
同
じ
）
の
項

止
〕
の
項

の
項

・
昇
任
基
準
の
再
検
討
に
つ
い
て

職
員
の
整
備
等
全
面
改
正
〕
の
う

一
節
任
免
賞
罰
、

－ワQR－
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九
四
一
一
〔
教
授
候
補
者
の
外
国
留
学
派
遣
〕
〔
大
正
一
二
年
〕

八
月
元
本
館
中
畢
部
出
身
ニ
シ
テ
京
都
帝
国
大
事
ヲ
卒
業
シ
タ
シ
法
事
士
板
木
郁
郎
氏
ヲ
蝿

テ
開
設
セ
ラ
ル
本
畢
部
教
授
ノ
候
補
者
ト
シ
テ
浦
三
年
間
独
英
米
三
ヶ
園
へ
民
法
研
究
ノ
篇

文
部
省
留
畢
生
規
則
二
準
シ
派
遣
ノ
義
ヲ
縄
メ
即
チ
八
月
廿
日
出
発
ス

〔
以
下
略
〕

。
■
■
■
■
舎
■
●
■
●
●
■
■
■
■
●
●
■
■
甲
■
６
■
。
■
ｑ
■
■
■
６
■
■
ｅ
■
●
■
■
■
■
■
●
■
■
。
■
■
Ｂ
■
◆
■
ｂ
■
ｐ
■
■
。
■
■
４
■
■
■
Ｇ
■
■
①
■
●
■
■
■
■
●
■
●
■
。
●
●
■
。
■
■
●
■
■
●
■
■
Ｕ
●
■
■

口
専
任
教
授
。
／
養
￥
成

専
任
教
授
ノ
養
成
二
就
テ
ハ
夙
二
留
肇
生
派
遣
制
度
ヲ
設
ヶ
最
初
板
木
郁
郎
氏
ヲ
民

法
研
究
ノ
篇
メ
一
二
一
ヶ
年
間
欧
州
二
派
遣
シ
第
二
回
ハ
磯
崎
辰
五
郎
氏
ヲ
行
政
法
研

究
ノ
篇
メ
ニ
第
三
同
ハ
田
島
順
氏
ヲ
民
法
研
究
ノ
篇
メ
ニ
第
四
旧
ハ
太
田
義
夫
氏
ヲ

経
済
原
論
及
社
曾
政
策
研
究
ノ
馬
メ
末
次
仁
氏
ヲ
貨
幣
銀
行
論
及
金
融
研
究
ノ
篇
メ

末
包
留
三
良
氏
ヲ
商
法
（
海
商
法
）
及
英
法
研
究
ノ
篇
メ
各
々
欧
州
二
留
畢
セ
シ
ム
、

「
１
〈
源
ｌ
父
、
三

戸
‐
ｌ
〆
一
Ⅲ
円
」

五
国
際
学
術
交
流
、
国
外
留
学
に
関
す
る
資
料

垂
Ⅱ
、
欠
旦

Ｆ
｜
同
ｎ
ｍ
閃
Ｌ

財
園
法
人
立
命
館
昭
和
六
年
度
事
業
報
告
〔
抜
粋
〕

財
園
法
人
立
命
館
・
大
正
十
二
年
度
事
業
報
告
〔
抜
粋
〕

九
四
一
一
一
立
命
館
大
学
学
外
研
究
員
規
定
・
同
施
行
細
則

〔
昭
和
二
九
年
〕

第
一
降
本
大
学
峰
学
術
研
変
の
振
興
を
計
り
、
本
大
学
の
教
育
を
充
実
発
展
さ
せ

る
た
め
に
学
外
研
究
員
制
度
を
設
け
る
。

第
二
僚
前
峰
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
大
学
教
員
中
学
外
に
お
い
て
研
究
又
は

調
査
を
行
う
必
要
あ
る
者
に
対
し
て
、
本
規
定
に
よ
り
学
外
研
究
を
命
ず
る
。

第
三
峰
学
外
研
究
を
命
ぜ
ら
れ
る
教
員
は
、
本
学
専
任
の
教
授
助
教
授
又
は
淋
師
と

し
て
満
三
年
以
上
勤
務
し
た
者
と
す
る
。

第
四
峰
学
外
研
究
は
こ
れ
を
分
っ
て
外
国
留
学
及
び
内
地
留
学
と
す
る
。

第
五
篠
学
外
研
究
の
期
間
は
、
外
国
留
学
に
あ
っ
て
は
一
年
以
内
と
し
、
内
地
留
学

に
あ
っ
て
は
六
ヶ
月
以
内
と
す
る
。

第
六
係
学
外
研
究
員
の
決
定
は
、
別
に
定
め
る
手
続
に
よ
り
総
長
が
こ
れ
を
行
う
。

第
七
牒
学
外
研
究
員
に
対
し
て
は
、
研
究
慨
を
支
給
す
る
。

な
お
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
出
張
旅
費
及
び
研
究
資
料
説
を
支
給
す
る
こ

と
が
あ
る
。

第
八
係
学
外
研
究
員
は
、
研
究
期
間
中
授
業
そ
の
他
の
執
務
を
免
ぜ
ら
れ
る
。

第
九
峰
学
外
研
究
員
は
、
原
則
と
し
て
各
学
部
毎
に
前
後
期
各
二
名
以
内
と
す
る
。

第
十
峰
学
外
研
究
員
は
、
研
究
期
間
終
了
後
二
ヶ
月
以
内
に
、
そ
の
研
究
又
は
調
査

に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
峰
学
外
研
究
員
で
、
病
気
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
に
至

っ
た
者
に
つ
い
て
は
研
究
の
中
止
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

立
命
館
大
学
学
外
研
究
員
規
定
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第
一
峰
学
外
研
究
員
た
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
は
．
十
月
末
日
ま
で
に
溌
紙
様
式
に

よ
る
学
外
研
究
計
画
苫
を
添
え
て
所
属
学
部
長
に
申
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
牒
各
学
部
長
は
、
教
授
会
の
縦
を
経
て
十
一
月
末
日
ま
で
に
学
外
研
究
員
の
候

補
者
を
選
定
し
て
、
こ
れ
を
総
長
に
推
薦
す
る
。

第
三
峰
総
長
は
、
前
峰
の
候
補
者
に
つ
き
大
学
協
議
会
の
談
を
経
て
十
二
月
末
日
ま

で
に
学
外
研
究
員
を
決
定
す
る
。

第
四
峰
学
外
研
究
員
に
関
す
る
事
務
は
、
庶
務
課
に
お
い
て
取
扱
う
。

附
則

こ
の
規
定
は
、
昭
和
二
九
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

第
十
二
峰
前
陳
の
規
定
に
よ
っ
て
研
究
の
中
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
は
研
究
九
四
四
外
国
語
版
論
文
と
交
換
教
授
制
度
に
関
す
る
件

伐
の
全
部
又
は
一
部
の
返
還
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

〔
一
九
六
二
年
〕

附
則

こ
の
規
定
は
、
昭
和
二
九
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

〔
注
・
寅
料
九
五
六
〔
立
命
館
大
学
学
外
研
究
員
規
程
に
よ
る
国
外
留
学
者
数
〕
参
照
〕

立
命
館
大
学
学
外
研
究
員
規
定
施
行
細
匪

四
蓬
外
国
語
版
論
文
と
交
換
教
授
制
度
に
関
す
る
件

教
学
部
長
か
ら
、
次
の
通
り
提
案
が
あ
り
、
承
認
。

Ｈ
外
国
語
版
論
文
の
出
版
に
つ
い
て
は
、
調
査
の
で
き
次
第
提
案
。

口
交
換
教
授
制
度
に
つ
い
て
は
次
の
構
想
で
ま
ず
相
手
大
学
の
意
向
を
打
診
し
た
い
。

⑩
趣
旨
は
、
国
際
的
な
学
術
交
流
と
す
る
。

②
現
行
の
留
学
制
度
と
は
別
個
の
も
の
と
す
る
。

⑧
交
換
の
対
象
国
は
、
社
会
主
義
国
と
資
本
主
義
国
と
し
、
い
ず
れ
に
も
か
た
よ
ら

な
い
よ
う
に
す
る
。

ゆ
期
間
は
、
一
ヵ
年
、
六
ヵ
月
及
び
三
ヵ
月
の
三
種
と
し
、
大
体
研
究
者
は
一
ヵ
年
、

交
換
教
授
は
六
カ
月
ま
た
は
三
ヵ
月
と
考
え
る
が
、
具
体
的
に
は
制
度
化
の
さ
い

検
討
す
る
。

⑤
人
数
は
、
一
年
に
つ
い
て
一
名
を
限
度
と
す
る
。

⑥
岱
用
は
、
交
通
費
は
派
遣
側
負
担
、
滞
在
費
は
受
入
側
負
担
と
す
る
。
滞
在
費
の

標
準
は
、
教
授
に
つ
い
て
は
、
晶
低
ウ
イ
リ
ァ
ム
ズ
氏
の
月
額
給
与
程
度
と
し
、

助
教
授
及
び
瀧
師
は
若
干
減
額
す
る
。

な
お
、
山
手
助
教
授
に
は
、
右
の
構
想
で
モ
ス
ク
ワ
大
学
と
交
渉
す
る
こ
と
を
託

し
、
そ
の
結
果
を
資
料
と
し
て
、
さ
ら
に
検
討
す
る
。

〔
「
第
二
六
四
Ⅲ
大
学
協
議
会
議
事
録
」
（
昭
和
三
七
年
六
月
九
日
）
〕
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九
四
五
モ
ス
ク
ワ
大
学
と
の
交
換
教
授
に
関
す
る
件
〔
一
九
六
二
年
〕
九
里
ハ
ワ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
〕
ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
所
と
の

研
究
者
相
互
招
鴫
に
関
す
る
件
〔
一
九
六
二
年
〕

一
モ
ス
ク
ワ
大
学
と
の
交
換
教
授
に
関
す
る
件

教
学
部
長
か
ら
、
第
二
六
四
回
大
学
協
縦
会
（
同
協
議
会
「
議
題
四
、
外
国
語
版

論
文
と
交
換
教
授
制
度
に
関
す
る
件
」
及
び
第
二
六
五
回
大
学
協
議
会
「
議
題
一
、

前
回
議
事
録
承
認
の
件
」
参
照
）
で
協
議
し
た
交
換
教
授
制
度
の
う
ち
、
山
手
助
教

授
の
訪
ソ
に
よ
り
モ
ス
ク
ワ
大
学
と
の
交
換
教
授
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
、
協
定
を

結
ぶ
た
め
に
同
国
高
等
教
育
省
宛
に
協
議
し
た
基
‐
本
事
項
に
も
と
す
い
て
、
手
続
き

を
し
た
い
旨
提
案
。
協
議
の
結
果
、
滞
在
費
に
つ
い
て
は
、
当
方
は
大
学
教
授
の
最

高
額
を
も
っ
て
待
遇
す
る
旨
の
表
現
と
し
て
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
了
承
。

二
第
二
六
八
回
大
学
協
議
会
議
事
録
」
（
昭
和
三
七
年
八
月
三
且
〕

二
、
ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
所
と
の
研
究
者
相
互
招
聡
に
関
す
る
件

ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
所
か
ら
、
申
出
の
あ
っ
た
日
本
史
専
攻
者
の
研
究
者
派
遣
、
日

本
経
済
専
攻
者
の
招
鴫
に
つ
い
て
は
、
教
学
部
長
か
ら
同
研
究
所
宛
照
会
し
、
具
体
的

条
件
が
判
明
し
た
上
で
協
議
す
る
こ
と
に
了
解
。

〔
「
第
二
六
八
回
大
学
協
議
会
議
事
録
」
（
昭
和
三
七
年
八
月
三
日
）
〕
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九
四
七
立
命
館
大
学
・
ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
間

の
学
術
交
流
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て
〔
一
九
七
三
年
〕
☆

を
支
給
す
る
。

五
．
両
者
は
い
筆

貞
廠
教
学
部
長
か
ら
学
内
理
事
会
に
お
ほ
る
検
討
の
う
え
に
立
身
ｆ
↑
、
溌
紙
添
付
一
協

定
書
」
お
よ
び
協
定
苔
付
属
「
覚
え
書
」
に
も
と
づ
き
説
明
、
提
案
が
あ
り
、
滞
在
費
・
宿

舎
費
・
国
内
研
究
旅
行
交
通
費
の
相
互
負
担
に
関
連
し
て
研
究
期
間
お
よ
び
人
数
、
研
究
経

費
の
支
給
方
法
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、
検
討
の
う
え
、
こ
れ
を
承
認
。
な
お
、
和
田
教
学
課

長
か
ら
、
実
施
細
則
が
必
要
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

凸
■
。
■
ｂ
■
巳
令
■
■
■
■
由
■
■
■
。
■
■
Ｂ
■
ｅ
令
ｐ
●
４
●
■
■
■
●
■
●
●
■
①
■
●
■
●
ｐ
■
■
●
■
■
■
■
■
。
■
■
■
■
①
■
令
争
■
寺
■
心
吾
●
■
■
●
■
。
■
。
■
■
①
？
■
●
■
■
●
■
●
◆
■
■
旬
①
■
①
缶
■
●
■

協
定
書
☆

立
命
館
大
学
と
ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
は
、
互
恵
平
等
の
立
場
に
立
っ

た
学
術
交
流
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
を
通
じ
て
、
以
下
の
よ
う
に

協
定
す
る
。

一
・
研
究
員
の
交
換
は
、
期
間
を
二
か
月
か
ら
六
か
月
ま
で
と
し
、
相
互
に
事
前
に
協
議
す

る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
行
な
う
。

二
．
派
遣
側
は
、
研
究
員
の
派
遣
に
か
か
わ
る
往
復
交
通
費
（
立
命
館
大
学
は
モ
ス
ク
ワ
ま

で
の
往
復
交
通
費
、
東
洋
学
研
究
所
は
大
阪
国
際
空
港
ま
で
の
往
復
交
通
費
）
を
負
担
す

プ
（
〕
Ｏ

三
・
受
入
側
は
、
所
定
の
地
点
ま
で
送
迎
す
る
。

四
．
受
入
側
は
、
研
究
員
に
毎
月
滞
在
費
を
支
給
す
る
。

日
本
側
は
、
ソ
連
側
研
究
員
に
対
し
月
額
一
○
葛
円
を
支
給
し
、
ソ
連
側
は
、
日
本
側

研
究
員
に
対
し
、
公
式
の
為
替
レ
ー
ト
に
応
じ
た
金
額
（
現
時
点
で
は
二
七
五
ル
ー
ブ
ル
）

血
両
者
は
い
ず
れ
も
、
中
級
程
度
の
宿
舎
の
経
費
を
負
担
し
、
必
要
な
場
合
に
は
医
療
を

保
障
す
る
。

一
ハ
．
受
入
側
は
、
派
遣
さ
れ
る
研
究
員
に
対
し
、
研
究
に
必
要
な
援
助
を
与
え
、
研
究
員
が

希
望
す
る
研
究
機
関
に
お
い
て
研
究
し
、
図
書
館
を
利
用
し
う
る
よ
う
努
力
す
る
。
ま
た

必
要
な
場
合
、
予
め
両
者
の
協
議
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
通
訳
の
便
宜
を
供
与
す
る
。
受

立
命
館
大
学
・
ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
間

の
学
術
交
流
に
関
す
る
協
定
書
付
属
覚
え
書
☆

両
者
は
、
協
議
を
重
ね
た
上
、
協
定
書
諸
項
目
の
正
確
を
期
す
る
た
め
、
こ
の
覚
え
書
を

と
り
か
わ
す
。

一
・
日
本
側
は
、
立
命
館
大
学
の
海
外
留
学
制
度
を
説
明
し
た
。
ソ
連
側
は
こ
れ
を
考
慮
に

入
側
は
、
予
め
協
議
し
た
研
究
計
画
に
よ
り
、
国
内
研
究
旅
行
の
交
通
費
を
負
担
す
る
（
』

七
・
両
者
は
い
ず
れ
も
、
研
究
員
の
派
遣
に
か
か
わ
っ
て
、
以
下
の
資
料
を
、
そ
の
到
着
の

四
か
月
前
ま
で
に
相
手
方
に
送
付
す
る
。

研
究
員
の
派
遣
期
間

研
究
員
の
履
歴
書

研
究
業
績
表

研
究
テ
ー
マ
、
希
望
研
究
機
関
名
、
訪
問
都
市
名
及
び
そ
の
滞
在
日
数
を
含
む
研
究

計
画
書

八
．
両
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
発
行
す
る
定
期
学
術
刊
行
物
を
、
外
貨
を
用
い
る
こ
と
な
く

交
換
す
る
。

九
両
者
は
い
ず
れ
も
、
そ
の
所
属
研
究
員
に
よ
る
研
究
資
料
及
び
学
術
的
な
情
報
の
相
互

交
流
に
協
力
す
る
。

己
．
本
協
定
害
は
、
日
本
語
及
び
ロ
シ
ア
語
で
記
載
さ
れ
、
い
ず
れ
も
正
文
で
あ
る
。

本
協
定
は
、
両
者
の
協
議
の
上
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
協
定
は
、
立
命
館
大
学
総
長
及
び
ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
長
の
署

名
の
日
に
発
効
す
る
。

本
協
定
の
有
効
期
間
は
、
両
者
の
い
ず
れ
か
が
、
そ
の
廃
棄
を
通
告
し
た
と
き
に
終
了

す
る
。

本
協
定
害
に
署
名
す
る
。

一
九
七
三
年
月
日

立
命
館
大
学
総
長
細
野
武
男

ソ
連
邦
科
学
ア
ヵ
デ
ミ
ー

ベ
・
ゲ
・
ガ
フ
ー
ロ
フ

東
洋
学
研
究
所
長
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研
究
員
の
研
究
期
間
及
び
人
数
は
、
必
要
な
場
合
、
両
者
の
協
議
に
よ
り
変
更
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。

三
．
両
者
は
、
毎
年
一
○
月
末
日
ま
で
に
、
研
究
員
交
換
の
事
前
の
計
画
を
相
互
に
通
知
し

あ
う
こ
と
に
合
意
し
た
。

四
．
両
者
は
、
滞
在
費
支
給
に
関
し
て
、
研
究
員
到
着
の
日
に
最
初
の
一
か
月
分
を
支
給
し
、

以
後
毎
月
一
か
月
毎
に
支
給
す
る
旨
合
意
し
た
。

五
．
両
者
は
、
宿
舎
の
保
障
に
関
し
て
、
ソ
連
側
が
ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
テ
ル
程
度

の
宿
舎
を
保
障
し
、
日
本
側
が
月
額
約
五
万
円
を
要
す
る
紫
洛
荘
ホ
テ
ル
程
度
の
宿
舎
を

保
障
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。

六
．
両
者
は
ま
た
、
派
遣
さ
れ
る
研
究
員
が
妻
子
等
を
同
伴
す
る
場
合
、
毎
月
の
支
給
額
は

変
更
せ
ず
、
そ
れ
に
よ
る
滞
在
賀
及
び
宿
舎
費
の
不
足
額
は
、
そ
の
研
究
員
の
自
弁
と
す

る
こ
と
に
合
意
し
た
。
受
入
側
は
、
宿
舎
の
確
保
に
つ
い
て
必
要
な
協
力
を
行
な
う
。

七
両
者
は
、
派
遣
さ
れ
る
研
究
員
の
健
康
状
態
を
示
す
医
師
の
公
式
の
診
断
書
を
事
前
に

提
出
す
る
必
要
を
認
め
た
。

八
．
両
者
は
、
派
遣
さ
れ
る
研
究
員
に
、
個
人
研
究
室
あ
る
い
は
受
入
研
究
機
関
に
お
け
る

研
究
の
場
所
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

日
本
側
は
、
国
内
研
究
旅
行
交
通
費
と
し
て
、
月
額
一
万
円
を
予
定
し
、
ソ
連
側
は
こ

れ
を
考
慮
に
入
れ
る
。

一
九
七
三
年
一
月
一
一
日

立
命
館
大
学
代
表
畑
中
和
夫

同
芦
田
文
夫

ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

Ｂ
・
ヴ
ェ
セ
ロ
ー
フ

東
洋
学
研
究
所
代
表

同
い
・
ル
ミ
ャ
ン
ッ
ェ
フ

入
れ
る
恥
》

二
・
立
命
館
大
学
に
よ
る
ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
へ
の
研
究
員
派
遣
の
期

間
と
同
一
の
期
間
、
東
洋
学
研
究
所
は
、
そ
の
研
究
員
を
立
命
館
大
学
に
派
遣
す
る
こ
と

に
、
両
者
は
合
意
し
た
。

二
第
五
二
三
回
大
学
協
議
会
議
事
録
」
（
昭
和
四
八
年
二
月
三
且
〕

九
四
八
国
際
学
術
交
流
に
関
す
る
当
面
の
方
針
に
つ
い
て

〔
一
九
七
七
年
〕
☆

国
際
学
術
交
流
の
当
面
の
方
針
に
つ
い
て
国
際
学
術
交
流
委
員
会

本
学
に
お
け
る
国
際
学
術
交
流
は
、
第
三
三
○
回
大
学
協
議
会
に
お
い
て
、
資
本
主
義
国

お
よ
び
社
会
主
義
国
各
一
ヵ
国
の
大
学
・
研
究
機
関
と
の
間
に
相
互
の
研
究
員
の
交
換
協
定

を
結
ぶ
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
一
九
六
五
年
に
ソ
ビ
エ
ト
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
東
洋
学
研
究
所
と
の
間
に
協
定
が
締
結
さ
れ
て
以
来
毎
年
度
相
互
に
研
究
員
の
交
流
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。

他
方
、
資
本
主
義
国
の
大
学
・
研
究
機
関
と
の
協
定
に
つ
い
て
は
、
社
会
主
義
国
と
異
な

り
、
入
国
・
滞
在
・
研
究
・
施
設
利
用
な
ど
に
目
立
っ
た
困
難
性
が
少
な
く
、
社
会
主
義
国

と
の
間
に
お
け
る
よ
う
な
便
宜
供
与
的
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
る
実
益
も
少
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
現
在
ま
で
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。

今
日
、
わ
が
国
の
大
学
に
お
け
る
国
際
的
な
学
術
・
教
育
の
交
流
は
、
大
学
に
お
け
る
研

究
者
の
み
な
ら
ず
、
ひ
ろ
く
大
学
院
院
生
・
学
生
を
対
象
と
し
て
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
ま

た
こ
れ
に
と
も
な
う
単
位
の
相
互
認
定
制
度
や
宿
舎
・
諸
施
設
の
保
有
な
ど
教
学
的
に
も
、

ま
た
財
政
的
に
も
か
な
り
の
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
本
学
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
国
際
交
流
に
関
す
る
諸
施
策

・
体
制
・
条
件
な
ど
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
本
学
の
現
状
の
も

と
で
は
、
さ
ら
に
慎
重
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
当
面
は
現
行
交
流
制
度
の
枠
内
で
可
能
な
範
囲
を
拡
大
す
る
ｌ
す
な
わ
ち
、

入
国
・
滞
在
・
研
究
・
施
設
利
用
に
お
い
て
相
互
に
便
宜
供
与
が
必
要
な
社
会
主
義
国
と
の

間
で
拡
大
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
次
の
方
針
を
と
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
・
当
面
、
協
定
は
社
会
主
義
国
と
の
み
締
結
す
る
。

こ
こ
の
際
相
互
の
国
状
の
相
違
（
民
族
・
文
化
・
政
治
的
伝
統
・
言
語
等
）
の
考
慮
と
、

後
藤
教
学
担
当
常
務
理
事
よ
り
、
本
学
に
お
け
る
国
際
学
術
交
流
の
当
面
の
方
針
に
つ
い

て
、
別
紙
の
と
お
り
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
を
承
認
。
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五
、
資
本
，
主
義
国
と
の
国
際
交
流
問
題
に
つ
い
て
も
引
き
つ
づ
き
検
討
を
す
す
め
る
こ
と
と

し
、
当
面
、
Ｈ
他
大
学
に
お
け
る
実
態
調
査
、
口
学
内
諸
パ
ー
ト
の
要
望
の
把
握
等
を
行

な
い
、
国
際
交
流
委
員
会
に
お
い
て
整
理
す
る
。
以
上

三
．
さ
し
当
た
っ
て
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
間
で
、
可

四
・
東
独
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
調
査
・
準
備
す
る
。

か
つ
本
学
か
ら
の
こ
れ
ら
諸
国
に
対
す
る
学
内
の
要
望
を
ふ
ま
え
、
当
面
の
対
象
国
を
ソ

ビ
エ
ト
以
外
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
東
独
に
拡
大
す
る
（
当
面
、
こ
れ
以
上
は
拡
大
し
な
い
）
・

さ
し
当
た
っ
て
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
間
で
、
別
記
の
協
定
締
結
を
す
す
め
る
。

（
一
第
五
九
七
回
大
学
協
議
会
議
ゞ
事
録
」
（
昭
和
五
二
年
六
月
二
日
）
〕

九
四
九
ポ
ー
ラ
ン
ド
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
と
の
研
究
協
力
に
つ
い
て

〔
協
定
〕
〔
一
九
七
七
年
〕
☆

本
大
学
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
究
協
力
に
関
す
る
協
定

（
有
効
期
間
は
、
一
九
七
七
年
三
月
二
六
日
か
ら
一
年
間
）

一
・
立
命
館
大
学
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
社
会
科
学
部
は
、
法
学
・
経
済
学
・
歴

史
学
・
哲
学
・
社
会
学
・
文
学
な
ら
び
に
そ
の
他
の
人
文
科
学
分
野
に
お
い
て
協
力
す
る
。

二
両
者
は
、
学
術
出
版
物
・
資
料
お
よ
び
文
普
の
交
換
を
す
す
め
る
。

三
．
両
者
は
、
協
議
に
よ
り
研
究
者
を
交
換
す
る
。
そ
の
期
間
は
一
ヵ
月
以
上
と
す
る
。

㈲
立
命
館
大
学
が
派
遣
し
た
月
数
に
応
じ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
は
研
究
員
を
派
遣
す
る
。

口
両
者
は
、
毎
年
一
○
月
末
ま
で
に
、
派
遣
計
画
を
通
知
し
あ
う
。

白
派
遣
研
究
員
の
到
着
四
ヵ
月
前
に
、
研
究
者
の
略
歴
・
業
績
・
研
究
計
画
等
お
よ
び

滞
在
期
間
・
外
国
語
の
知
識
等
を
記
し
た
文
書
を
提
出
す
る
。

囚
両
者
は
提
出
さ
れ
た
研
究
計
画
に
従
い
、
必
要
な
援
助
を
研
究
者
に
与
え
る
。

四
．
Ｈ
日
本
側
の
研
究
者
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
国
内
旅
賀
を
ふ
く
め
月
額
五
、
○

○
○
ズ
ロ
ッ
テ
ィ
を
支
給
さ
れ
、
宿
泊
費
は
無
償
と
す
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
側
の
研
究
者
は
、
日
本
に
お
い
て
国
内
旅
費
を
含
め
て
月
額
一
四
万

円
を
支
給
さ
れ
、
宿
泊
餅
は
無
償
と
す
る
。

口
両
者
は
、
受
入
研
究
者
の
医
療
を
保
障
す
る
。

日
ワ
ル
シ
ャ
ワ
‐
ｌ
大
阪
間
、
大
阪
ｌ
ワ
ル
シ
ャ
ワ
間
の
交
通
費
は
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
側

の
負
担
と
す
る
。

四
家
族
等
の
同
伴
の
場
合
で
も
、
支
給
額
は
増
額
し
な
い
。

五
こ
の
協
定
は
、
失
効
の
日
の
六
ヵ
月
前
ま
で
に
破
棄
通
告
の
な
い
限
り
自
動
的
に
同
期

間
延
長
さ
れ
る
。

去
る
三
月
二
六
日
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
科
学
ア
カ
テ
ミ
ー
社
会
科
学
部
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た

研
究
協
力
に
関
す
る
協
定
は
、
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
五
九
七
回
大
学
協
議

会
で
承
認
し
、
本
学
総
長
の
承
認
を
先
方
に
伝
え
て
発
効
す
る
こ
と
に
な
る
。
．

-302-



本
協
定
に
も
と
づ
く
学
内
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
・
本
協
定
に
も
と
づ
い
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
留
学
を
希
望
す
る
も
の
は
、
現
行
の
ソ
ビ
エ
ト

と
の
交
換
研
究
員
制
度
に
準
じ
て
そ
の
留
学
期
間
に
対
し
、
一
ヵ
月
二
○
万
円
を
予
納
す

プ
（
》
○

二
．
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
往
復
渡
航
餅
は
自
弁
と
す
る
。

三
ボ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
本
学
に
派
遣
さ
れ
た
研
究
員
に
対
し
て
は
、

㈲
滞
在
岱
（
国
内
交
通
慨
を
ふ
く
む
）
一
ヵ
月
一
四
万
円
を
支
給
す
る
。

口
宿
泊
に
つ
い
て
は
大
学
が
負
担
す
る
。

Ｅ
そ
の
他
医
療
、
学
内
諸
施
設
の
利
用
等
に
つ
い
て
は
、
専
任
者
に
準
じ
て
取
り
扱
う
。

四
．
本
協
定
に
も
と
づ
く
予
算
措
置
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
派
遣
研
究
員
の
予
納
金
の

枠
内
と
す
る
。

ニー

ノ、

こ
の
協
定
は
両
者
の
合
意
に
よ
り
改
訂
お
よ
び
補
充
さ
れ
る
曇

一
九
七
七
年
三
月
二
六
日弓

学
問
広
報
』
第
七
七
号
（
一
九
七
七
年
六
月
二
○
Ⅱ
）
〕

九
五
○
学
外
研
究
員
規
程
等
改
正
に
関
す
る
件
〔
一
九
七
九
年
〕
☆

戸
木
田
教
学
担
当
常
務
理
事
よ
り
学
外
研
究
員
制
度
に
関
し
て
小
委
員
会
で
の
検
討

結
果
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
が
行
わ
れ
た
。

Ｈ
学
外
研
究
員
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
種
々
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
、
将
来
を
見
通

し
た
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
さ
ら
に
時
日
を

要
す
る
の
で
、
大
学
協
議
会
と
し
て
到
達
し
て
き
て
い
る
内
容
を
整
理
す
る
こ
と
と
し
て

検
討
を
行
っ
た
。

口
学
外
研
究
員
制
度
の
う
ち
、
学
外
資
金
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
問
題
点
が
種
々
あ
り
、

さ
ら
に
調
整
を
要
す
る
の
で
、
学
内
資
金
に
よ
る
も
の
と
分
離
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
し

当
面
は
時
期
的
な
関
連
も
あ
る
の
で
学
内
資
金
に
よ
る
制
度
で
あ
る
学
外
研
究
員
規
程
、

学
外
研
究
員
候
補
者
選
考
内
規
お
よ
び
そ
れ
ら
の
連
用
に
関
す
る
申
し
合
せ
事
項
に
限
定

し
て
検
討
を
行
っ
た
。

ヨ
そ
の
検
討
は
、
第
六
二
七
回
大
学
協
議
会
で
検
討
す
べ
き
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
六
点

に
沿
っ
て
行
い
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｈ
国
外
留
学
期
間
を
延
長
し
た
場
合
、
次
の
学
外
研
究
出
願
ま
で
の
必
要
経
過
年
数
に

つ
い
て
は
、
前
回
留
学
期
間
が
一
・
五
年
の
場
合
は
六
年
、
二
年
の
場
合
は
七
年
と
す

プ
（
》
０

口
理
工
学
部
の
学
外
研
究
員
の
員
数
に
つ
い
て
は
、
継
続
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
大
学

協
議
会
と
し
て
確
認
し
、
議
事
録
に
留
め
る
。

臼
規
程
と
申
し
合
せ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
申
し
合
せ
の
内
容
を
規
程
化
す
る
と
ウ
ェ

イ
ト
が
大
き
く
な
る
の
で
、
既
に
提
案
さ
れ
て
い
る
ま
ま
と
す
る
。

四
一
年
間
の
国
内
留
学
が
認
め
ら
れ
た
場
合
の
留
学
費
に
つ
い
て
は
学
内
理
事
会
で
検

討
し
て
も
ら
う
。

因
入
試
業
務
免
除
に
関
し
て
は
、
必
要
に
よ
っ
て
は
そ
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
が
あ

る
場
合
に
学
部
の
必
要
性
に
加
え
て
「
全
学
」
の
必
要
性
を
新
た
に
入
れ
る
。
ま
た
、

前
年
度
学
部
三
役
で
あ
っ
た
場
合
の
次
年
度
入
試
業
務
免
除
に
つ
い
て
は
、
別
の
問
題

で
あ
り
、
小
委
員
会
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。
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八
朕
紙
Ｖ

立
命
館
大
学
学
外
研
究
員
規
程
改
正
に
関
す
る
件

改
正
案

第
一
条
本
学
の
専
任
教
員
の
学
術
研
究
の
振
興
を
は
か
り
、
本
学
の
教
学
を
発
展
充

実
さ
せ
る
た
め
に
学
外
研
究
員
制
度
を
設
け
る
。

第
二
条
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
大
学
教
員
中
学
外
に
お
い
て
研
究
ま
た
は

調
査
を
行
う
必
要
あ
る
者
に
対
し
て
本
規
程
に
よ
り
学
外
研
究
を
命
ボ
る
。

第
三
条
学
外
研
究
を
命
ぜ
ら
れ
る
教
員
は
、
本
学
の
専
任
の
教
授
、
助
教
授
、
助
手

と
し
て
、
本
規
程
に
よ
る
学
外
研
究
を
開
始
す
る
時
期
に
お
い
て
満
三
年
以
上

を
勤
務
し
た
者
と
す
る
。

第
四
条
学
外
研
究
は
、
こ
れ
を
分
っ
て
国
外
認
学
お
よ
び
国
内
留
学
と
す
る
。

第
五
条
国
外
留
学
は
三
ヵ
月
以
上
一
カ
年
以
内
と
し
、
国
内
留
学
は
三
カ
月
以
上
六

ヵ
月
以
内
と
す
る
。

第
六
条
学
外
研
究
員
は
、
毎
年
度
各
学
部
ご
と
に
次
の
区
分
に
よ
っ
て
選
出
す
る
も

の
と
す
る
。

Ｈ
国
外
留
学
に
つ
い
て
は
一
名
。

口
国
内
留
学
に
つ
い
て
は
六
名
以
内
。

第
七
条
学
外
研
究
員
の
決
定
は
、
別
に
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
総
長
が
こ
れ
を
行
う
。

第
八
条
学
外
研
究
員
に
対
し
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
旅
賀
、
滞
在
溌
お
よ
び
研

㈲
現
行
運
用
基
準
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
経
過
規
程
を
入
れ
る
。

つ
づ
い
て
、
崩
場
教
務
課
長
よ
り
以
上
の
内
容
を
ふ
ま
え
た
学
外
研
究
員
規
程
、
学
外

研
究
典
候
補
者
選
考
内
規
改
正
案
お
よ
び
学
外
研
究
員
規
程
等
の
運
用
に
関
す
る
申
し
合

せ
事
項
に
つ
い
て
別
紙
（
添
付
の
と
お
り
）
に
よ
り
あ
ら
た
め
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
Ｈ
再
出
願
の
場
合
の
必
要
経
過
年
数
、
口
本
則
と
申
し
合
せ
事
項
と

の
関
係
、
臼
内
規
第
四
条
Ｈ
の
意
味
お
よ
び
同
条
の
表
現
、
囚
申
し
合
せ
事
項
三
の
㈲
の

意
味
等
に
間
す
る
質
駁
お
よ
び
意
兇
が
出
さ
れ
、
極
々
群
議
が
行
わ
れ
た
が
、
結
論
と
し

て
は
、
小
委
員
会
報
告
を
承
認
し
、
上
記
規
程
、
内
規
、
申
し
合
せ
小
項
を
提
案
ど
お
り

で
大
学
協
議
会
決
定
と
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

究
資
料
費
を
支
給
す
る
：

第
九
条
学
外
研
究
員
は
、
そ
の
研
究
期
間
中
授
業
そ
の
他
学
内
役
職
を
免
ぜ
ら
れ
る
。

第
一
○
条
学
外
研
究
員
は
、
研
究
期
間
終
了
後
二
ヵ
月
以
内
に
別
紙
様
式
に
よ
り
、
そ

の
研
究
ま
た
は
調
査
に
関
す
る
結
果
を
総
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条
学
外
研
究
員
が
、
病
気
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
学
外
研
究
の
継
続
が
不
適
当

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
研
究
の
中
止
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

第
一
二
条
学
外
研
究
員
と
し
て
第
八
条
に
定
め
る
旅
徽
、
滞
在
曲
お
よ
び
研
究
資
料
慨

の
支
給
を
受
け
た
者
が
、
次
の
各
号
に
該
当
し
た
と
き
は
、
そ
の
支
給
を
受
け

た
金
額
を
弁
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈲
国
外
留
学
を
行
っ
た
者
が
、
そ
の
終
了
の
時
期
か
ら
五
年
以
内
に
本
学
を

退
職
し
た
と
き
。
但
し
、
留
学
の
期
間
が
六
ヵ
月
以
内
で
あ
っ
た
者
は
、
三

年
以
内
と
す
る
。

口
国
内
留
学
を
行
っ
た
者
は
、
そ
の
終
了
の
時
期
か
ら
一
年
以
内
に
本
学
を

退
職
し
た
と
き
。

⑤
本
人
の
病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
っ
て
本
学
を
退
職
し
た
と

き
は
、
そ
の
弁
悩
を
免
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

附
則
（
昭
和
年
月
日
全
面
改
正
）

こ
の
規
程
は
、
昭
和
五
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

学
外
研
究
員
候
補
者
選
考
内
規
改
正
に
関
す
る
件

改
正
案

第
一
条
立
命
館
大
学
学
外
研
究
員
規
程
施
行
細
則
第
二
条
に
よ
る
学
部
教
授
会
で
行

う
学
外
研
究
員
候
補
者
の
選
考
は
、
こ
の
内
規
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
条
学
部
長
は
選
考
委
員
会
を
設
け
て
、
第
三
条
お
よ
び
第
四
条
の
基
準
に
よ
り
、

当
該
年
度
の
候
補
者
お
よ
び
補
欠
を
選
考
し
、
教
授
会
の
承
認
を
経
て
決
定
す

る
。
当
該
年
度
の
候
補
者
に
支
障
が
生
じ
た
と
き
は
、
補
欠
が
候
補
者
と
な
る
。

第
三
条
学
外
研
究
員
候
補
者
は
、
次
の
基
準
に
よ
っ
て
選
考
す
る
。

㈲
研
究
能
力
が
優
れ
て
お
り
、
か
つ
研
究
意
欲
が
旺
盛
な
こ
と
。

口
学
術
研
究
の
業
績
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
。
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た
だ
し
す
で
に
一
学
外
研
究
員
制
度
改
正
要
項
」
（
昭
和
五
一
年
一
○
月
二
三
日
大
学
協

議
会
（
懇
談
会
）
承
認
、
昭
和
五
一
年
二
月
一
三
日
第
五
八
七
回
大
学
協
議
会
追
認
）
に

よ
っ
て
国
外
留
学
を
し
た
者
が
、
本
内
規
施
行
後
再
度
の
学
外
研
究
を
出
願
す
る
場
合
に
限

り
、
前
回
の
終
了
の
時
期
か
ら
次
川
の
開
始
の
時
期
ま
で
の
必
要
経
過
年
数
に
つ
い
て
は
、

本
内
規
第
三
条
第
四
号
の
規
程
に
か
か
わ
ら
ず
、
上
記
要
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

日
本
学
の
教
授
、
助
教
授
も
し
く
は
助
手
と
し
て
本
規
程
に
よ
る
学
外
研

究
の
開
始
す
る
時
期
に
お
い
て
満
三
年
以
上
を
勤
務
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

⑩
す
で
に
本
規
程
に
よ
っ
て
学
外
研
究
を
行
っ
た
者
が
、
再
度
出
願
す
る
場

合
は
、
前
回
の
学
外
研
究
の
終
了
の
時
期
か
ら
次
の
学
外
研
究
の
開
始
す
る

時
期
ま
で
に
、
前
回
六
ヵ
月
を
こ
え
る
留
学
を
し
た
者
は
五
年
、
六
ヵ
月
以

内
の
留
学
を
し
た
者
は
三
年
以
上
を
経
過
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

⑪
学
外
資
金
に
よ
っ
て
留
学
を
し
た
者
が
、
本
規
程
に
よ
る
学
外
研
究
を
出

願
す
る
場
合
に
は
、
当
該
学
外
資
金
に
よ
る
留
学
の
終
了
の
時
期
か
ら
次
の

学
外
研
究
の
開
始
の
時
期
ま
で
に
三
ヵ
年
を
経
過
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

第
四
条
学
外
研
究
員
候
補
者
の
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

Ｈ
大
学
お
よ
び
学
部
に
お
け
る
教
学
上
の
必
要
度
。

口
大
学
お
よ
び
学
部
に
お
け
る
役
職
の
経
過
。

日
全
椛
成
員
の
機
会
の
均
等
。

囚
必
ず
し
も
在
職
年
限
の
長
短
や
、
年
令
の
高
低
に
よ
っ
て
選
考
を
行
わ
な

い
こ
と
。

⑰
当
該
年
度
の
授
業
計
画
に
重
大
な
支
障
が
な
い
こ
と
。

第
五
条
出
願
の
時
期
は
、
原
則
と
し
て
国
外
留
学
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
の
六
月
末

日
、
国
内
留
学
に
あ
っ
て
は
一
○
月
末
日
と
す
る
。

附
則
（
昭
和
年
月
日
全
而
改
正
）

こ
の
内
規
は
、
昭
和
五
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

立
命
館
大
学
学
外
研
究
員
規
程
等
の
運
用
に
関
す
る
申
し
合
せ
事
項

・
立
命
館
大
学
学
外
研
究
員
規
程
に
関
す
る
事
項

㈹
第
五
条
に
定
め
る
国
外
留
学
者
の
留
学
期
間
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
延
長
す
る
場
合
に

は
、
当
該
研
究
員
が
そ
の
留
学
先
に
お
い
て
引
き
つ
づ
き
研
究
活
動
を
行
う
に
必
要
な

客
観
的
な
条
件
が
生
じ
た
場
合
、
本
学
の
教
学
上
の
条
件
の
許
す
範
囲
に
お
い
て
こ
れ

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
で
も
通
算
し
て
二
ヵ
年
を
越
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

な
お
、
こ
の
延
長
の
期
間
に
お
け
る
身
分
お
よ
び
給
与
に
つ
い
て
は
、
学
外
資
金
に

よ
る
大
学
専
任
教
員
の
外
国
留
学
の
取
扱
内
規
第
七
条
第
二
号
に
準
ず
る
。

口
第
六
条
第
一
号
に
定
め
る
国
外
留
学
者
の
員
数
に
つ
い
て
は
、
学
部
の
教
学
上
の
必

要
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
、
特
例
と
し
て
六
ヵ
月
以
内
二
名
を
も
っ
て
連
川
す
る
こ
と

を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
同
条
第
二
号
に
定
め
る
国
内
留
学
者
に
つ
い
て
も
、
同
上
の
必
要
が
あ
る
場
合

に
は
、
同
じ
く
特
例
と
し
て
二
名
分
を
一
年
一
名
を
も
っ
て
連
川
す
る
こ
と
を
認
め
る

こ
と
が
あ
る
。

但
し
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
の
連
用
を
行
う
場
合
に
は
予
め
学
内
理
事

会
の
縦
を
経
て
大
学
協
議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

臼
第
六
条
に
定
め
る
毎
年
度
の
留
学
者
は
、
前
・
後
期
そ
れ
ぞ
れ
に
均
等
す
る
こ
と
を

原
則
と
す
る
。

川
第
六
条
に
定
め
る
各
学
部
の
学
外
研
究
員
の
員
数
の
う
ち
、
文
学
部
、
理
工
学
部
に

お
い
て
は
、
当
分
の
間
、
六
ヵ
年
毎
に
国
外
留
学
又
は
国
内
留
学
一
名
を
追
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
但
し
、
総
数
に
お
い
て
八
名
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
一
名
の
追
加
の
開
始
年
度
に
つ
い
て
は
、
理
工
学
部
は
昭
和
五
五
年
度
か
ら
、

文
学
部
は
昭
和
五
八
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

な
お
、
こ
の
場
合
の
運
用
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
国
外
留
学
一
人
十
国
内
留
学
七
人

国
外
二
人
十
国
内
六
人
、
国
外
三
人
十
国
内
五
人
の
範
囲
内
で
運
用
す
る
。

伍
第
八
条
に
定
め
る
旅
費
、
滞
在
伐
、
研
究
資
料
賀
の
支
給
は
、
次
の
基
準
に
よ
る
。

ィ
国
外
留
学
者
の
旅
曲
は
、
主
と
す
る
留
学
先
ま
で
の
往
復
航
空
運
賃
を
基
準
と
し

て
支
給
す
る
。
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ハ
・
国
内
留
学
者
の
旅
伐
お
よ
び
研
究
資
料
曲
は
、
全
期
間
を
通
じ
て
七
万
円
と
す
る
。

但
し
、
本
申
し
合
せ
一
の
口
に
基
づ
き
、
一
年
間
の
留
学
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
倍

額
と
す
る
。

㈲
第
九
条
に
定
め
る
学
外
研
究
員
の
執
務
免
除
の
う
ち
、
前
期
留
学
者
に
つ
い
て
は
、

そ
の
前
年
度
の
入
学
試
験
業
務
（
試
験
監
倍
、
採
点
）
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

但
し
、
全
学
ま
た
は
学
部
の
必
要
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
一
部
（
出
題
、
採
点
等
）
を
負

担
す
る
こ
と
が
あ
る
。

二
．
立
命
館
大
学
学
外
研
究
員
候
補
者
選
考
内
規
に
関
す
る
事
項

㈲
第
三
条
第
四
号
に
定
め
る
学
外
研
究
の
再
出
願
に
つ
い
て
、
本
申
し
合
せ
一
の
㈲
に

基
づ
き
国
外
留
学
期
川
の
延
長
を
認
め
ら
れ
た
者
が
、
再
度
出
願
す
る
場
合
の
必
要
経

過
期
間
は
、
前
回
留
学
期
間
が
一
・
五
年
で
あ
っ
た
場
合
は
六
年
、
二
年
で
あ
っ
た
場

合
は
七
年
と
す
る
。

口
第
四
条
の
学
外
研
究
員
候
補
者
選
考
の
冊
意
点
の
第
二
号
の
「
大
学
お
よ
び
学
部
に

お
け
る
役
職
の
経
過
」
に
、
そ
の
他
の
全
学
的
役
職
（
例
え
ば
組
合
関
係
等
）
の
経
過

を
こ
れ
に
準
じ
て
勘
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
．
そ
の
他
関
連
す
る
事
項

斗
立
命
館
大
学
学
外
研
究

Ｉ

っ
て
連
結
し
、
通
算
し
て
一
ヵ
年
を
越
え
る
紹
学
の
由
圭
禰

口
規
程
第
一
○
条
に
定
め
る
報
告
義
務
は
厳
守
す
る
こ
と
。

間
に
準
じ
て
、
一
ヵ
月
当
り
一
五
万
円
を
＋

く
め
て
合
計
二
二
○
万
円
を
限
度
と
す
る
。

立
命
館
大
学
学
外
研
究
員
規
程
に
よ
る
留
学
と
、
学
外
資
金
に
よ
る
留
学
を
ま
え
も

て
連
結
し
、
通
算
し
て
一
ヵ
年
を
越
え
る
留
学
の
申
請
は
で
き
な
い
。

国
外
留
学
者
の
留
学
先
に
お
け
る
滞
在
慨
お
よ
び
研
究
資
料
岱
峰
そ
の
滞
在
期
九
五
一
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
と
本
学
と
の
間
の
語
学
教
員
の
交
換

に
準
じ
て
、
一
ヵ
月
当
り
一
五
万
円
を
支
給
す
る
。
但
唱
前
項
ィ
の
旅
費
を
ふ
派
遣
に
つ
い
て
〔
一
九
八
○
年
〕
☆

二
第
六
三
七
回
大
学
協
議
会
議
事
録
」
二
九
七
九
年
六
月
二
三
日
）
〕

（
以
上
）

標
記
の
件
に
関
し
て
、
教
学
担
当
常
務
理
事
か
ら
書
昨
年
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
か
ら
本
学
に

対
し
提
案
の
あ
っ
た
ド
イ
ツ
語
教
員
の
本
学
へ
の
派
遣
と
日
本
語
教
員
の
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学

へ
の
交
換
派
遣
に
つ
い
て
国
際
交
流
委
員
会
で
考
え
方
を
一
定
整
理
さ
れ
、
常
務
理
事
会
、
学

内
理
事
会
で
検
討
を
行
な
い
詰
め
切
れ
て
い
な
い
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
一
九
八
○
年
度
に
つ

い
て
は
本
学
か
ら
派
遣
を
考
え
、
①
試
行
的
に
一
九
八
○
年
九
月
か
ら
派
遣
を
実
施
す
る
。

②
そ
の
際
に
は
希
望
者
を
募
る
。
③
派
遣
期
間
に
つ
い
て
は
相
手
大
学
か
ら
二
年
間
の

提
案
を
受
け
て
い
る
が
、
一
年
間
と
す
る
。
④
必
ず
一
名
を
派
遣
す
る
。
⑤
受
け
入
れ

教
員
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
す
る
。
こ
と
と
し
て
承
認
さ
れ
た
い
旨
の
提
起
が
な
さ
れ

た
。

次
い
で
畑
中
教
授
か
ら
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
の
受
け
入
れ
条
件
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
が

あ
っ
た
。

こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
種
々
需
議
を
行
な
い
、
提
案
を
承
認
し
た
。

〔
一
第
六
四
六
回
大
学
協
議
会
議
事
録
」
（
昭
和
五
五
年
一
月
一
二
且
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九
五
二
一
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
と
立
命
館
大
学
と
の
間
の
学
術
・
文
化

協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
に
つ
い
て
〔
一
九
八
○
年
〕
☆

八
残
紙
Ｖ

フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
と
立
命
館
大
学
の
間
の
学
術
・
文
化
協
力

に
関
す
る
協
定

フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
（
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
、
ベ
ル
リ
ン
）
と
立
命
館
大
学
（
日
本
国
、
京

部
）
の
相
互
に
有
益
な
渚
関
係
は
、
ド
イ
ツ
氏
、
王
共
和
国
お
よ
び
日
本
国
政
府
に
よ
り
締
結

さ
れ
た
文
化
協
定
に
基
づ
き
発
展
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

両
人
学
側
の
協
力
は
、
州
互
の
利
益
お
よ
び
間
同
国
氏
の
学
術
に
貢
献
す
る
と
い
う
原
則

を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
・
学
術
協
力
の
分
野

間
大
学
は
、
そ
の
間
心
と
そ
れ
ぞ
れ
の
汀
す
る
殺
術
研
究
の
分
野
に
応
じ
て
協
力
を
発

展
さ
せ
る
。

二
．
協
力
の
形
態
と
方
法

二
’
一
双
方
が
年
間
総
什
一
二
力
川
ま
で
の
範
囲
内
で
、
研
究
・
敬
育
柄
伽
の
た
め
に
、

互
恵
を
錐
礎
と
す
る
両
大
学
の
研
究
者
の
交
流
を
行
な
う
こ
と
。

二
’
二
大
学
図
書
館
等
を
通
じ
て
、
両
大
学
の
出
版
物
、
学
術
文
献
お
よ
び
情
報
資
料

を
交
換
す
る
こ
と
。

二
’
三
一
・
に
か
か
わ
る
分
野
で
開
催
さ
れ
る
学
会
等
に
関
し
て
、
州
互
に
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
。

二
’
四
両
国
の
そ
の
他
の
研
究
機
関
と
の
学
術
協
力
の
た
め
の
交
流
に
支
持
を
与
え
る

０総
長
か
ら
、
「
別
紙
」
の
と
お
り
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
と
１
本
学
の
間
の
学
術
・
文
化
協
力
に

側
す
る
協
定
を
去
る
二
月
一
八
日
に
締
結
し
た
旨
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
。

↓
）
し
」
“
Ｌ

二
・
協
力
の
諸
条
件

二
’
一
受
入
側
大
学
は
、
そ
の
承
認
し
た
研
究
計
画
を
遂
行
す
る
の
に
必
要
な
詣
条
件

Ｉ

を
整
え
る
↑
：
さ
ら
に
承
認
さ
れ
た
研
賓
計
画
に
従
一
／
て
、
受
入
国
の
そ
の
他
の
研
究
機

関
と
の
交
流
に
当
た
り
援
助
を
与
え
る
。

三
’
二
三
’
一
の
諸
条
件
の
充
足
の
た
め
、
双
方
は
、
翌
年
に
予
定
さ
れ
た
派
遣
研
究

者
に
つ
い
て
、
そ
の
氏
名
、
研
究
分
野
、
予
定
滞
在
日
程
を
、
そ
の
年
の
九
月
末
ま
で

に
相
手
方
へ
通
知
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

三
’
三
そ
れ
ぞ
れ
の
滞
在
の
準
備
と
確
認
の
た
め
に
、
履
歴
苫
、
研
究
計
画
お
よ
び
業

絞
表
を
含
む
文
押
を
研
究
者
到
着
の
四
ヵ
月
前
に
机
手
方
に
提
出
す
る
。
こ
の
文
件
は

ま
た
そ
の
研
究
者
の
語
学
力
に
関
す
る
記
載
を
含
む
も
の
と
す
る
。
長
期
滞
在
の
場
合

は
、
そ
の
研
究
者
の
語
学
力
が
特
に
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
’
四
研
究
者
交
換
の
財
政
的
措
置
は
、
次
の
基
本
原
則
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
派
遣
側
は
す
べ
て
の
旅
岱
を
負
担
し
、
受
入
側
は
す
べ
て
の
滞
在
甜
（
国

内
の
宿
泊
、
必
要
な
場
合
の
医
療
を
含
む
）
を
負
担
す
る
。

三
１
瓦
洲
在
仙
は
、
実
際
の
生
計
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
側
は
、
Ⅱ
額
三
○
マ
ル
ク
を
受
入
研
究
者
に
支
給
す
る
。
こ
れ
以

外
に
文
化
目
的
の
た
め
に
日
額
一
○
マ
ル
ク
を
限
度
と
す
る
実
費
支
給
を
認
め
る
。
た

だ
し
、
こ
れ
に
は
支
払
を
証
明
す
る
領
収
証
等
を
必
要
と
す
る
。

立
命
館
大
学
側
は
、
そ
の
受
入
研
究
者
に
月
額
一
四
万
円
を
支
給
す
る
。

四
．
協
定
の
実
施

四
’
一
本
協
定
は
、
両
大
学
間
の
満
関
係
の
取
り
決
め
に
関
す
る
包
括
規
定
で
あ
る
。

協
力
推
進
の
た
め
の
具
体
的
柵
髄
は
、
本
協
定
の
範
囲
内
に
お
い
て
部
局
の
間
で
文
沖

に
よ
り
取
り
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
両
大
学
の
学
長
の
確
認
の
の
ち
有
効

と
な
り
、
協
定
の
補
充
部
分
と
な
る
。

Ⅲ
’
二
双
方
は
、
協
定
の
修
正
に
つ
い
て
通
知
し
あ
い
、
か
つ
協
定
の
終
了
に
つ
い
て

予
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
そ
の
前
年
の
五
月
ま
で
に
文
書
に
よ
っ
て
な
す

こ
と
を
必
要
と
す
る
。

山
’
三
本
協
定
は
、
署
名
の
川
に
発
効
す
る
。

川
’
四
本
協
定
は
、
Ⅱ
独
両
文
で
作
成
さ
れ
、
い
ず
れ
も
正
文
で
あ
る
。

九
八
○
年
二
月
一
八
Ⅱ
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二
第
六
四
八
回
大
学
協
議
会
議
事
録
」
（
昭
和
五
五
年
二
月
二
三
日
）
〕

京
都
・
立
命
館
大
学
学
長

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
学
長

教
授
博
士
Ｈ
・
ク
ラ
イ
ン

教
授
天
野
和
夫

九
五
一
一
一
ベ
ル
噂
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
へ
の
日
本
語
教
員
派
遣
に

関
す
る
件
〔
一
九
八
○
年
〕
☆

岩
井
教
学
担
当
常
務
理
事
か
ら
、
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
へ
の
日
本
語
教
員
派
遣
に
つ
い
て

第
六
四
六
回
大
学
協
議
会
（
一
九
八
○
・
一
・
一
二
）
の
蒋
談
に
も
と
ず
き
、
各
学
部
か
ら

希
望
者
を
募
り
、
選
考
委
員
会
で
選
考
を
行
な
っ
た
結
果
、
法
学
部
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
辻

善
夫
教
授
を
派
遣
候
袖
者
と
し
た
の
で
承
認
さ
れ
た
い
旨
提
案
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
種
々
審
議
を
行
な
い
、
①
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
へ
日
本
語
教
員
と
し
て

今
後
も
継
続
し
て
派
遣
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
す
る
。
②
辻
善
夫
敬
授

に
つ
い
て
は
、
肌
に
本
年
度
後
期
学
外
研
究
員
（
国
外
留
学
）
に
決
定
し
て
い
る
の
で
、
日

本
語
教
員
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
た
場
合
は
、
同
時
に
学
外
研
究
員
（
国
外
留

学
）
を
取
り
消
す
。
③
こ
の
場
合
法
学
部
に
お
い
て
、
本
年
度
の
学
外
研
究
員
（
国
外
留

学
）
に
欠
員
が
生
じ
る
が
、
こ
の
欠
員
の
補
充
等
に
つ
い
て
は
改
め
て
学
内
理
事
会
で
検
討

す
る
。
な
ど
の
点
を
確
認
し
た
う
え
で
、
下
記
の
と
お
り
承
認
し
た
。

所
属
・
職
名
・
氏
名
：
法
学
部
・
教
授
・
辻
善
夫

派
遣
先
・
・
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学

期
間
：
昭
和
五
五
年
九
月
一
日
～
昭
和
五
六
年
八
月
三
一
日

目
的
：
日
本
語
教
員
と
し
て

〔
’
第
六
五
四
回
大
学
協
談
会
議
事
録
」
（
昭
和
五
五
年
五
月
一
○
Ｈ
）
〕
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九
五
四
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
社
会
科
学
大
学
と
の
交
流
協
定

に
関
す
る
件
〔
一
九
八
二
年
〕
☆

甥
に
つ
い
て
紹
介
か
行
な
わ
れ
た
金

以
上
の
提
案
、
説
明
に
つ
い
て
幸

以
上
の
提
案
、
説
明
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、
北

れ
た
表
現
上
の
修
正
を
す
る
こ
と
を
含
め
て
こ
れ
を
承
認
し
た
。

学
長
お
よ
び
副
学
長
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
社
会
科
学
大
坪
字
と
の
交
流

協
定
に
関
し
て
は
一
昨
年
来
の
問
題
で
あ
り
、
主
と
し
て
文
普
往
復
に
よ
り
交
渉
を
重
ね
て

き
た
結
果
、
先
方
か
ら
協
定
文
書
が
学
長
の
署
名
入
り
で
送
付
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
翻
訳
を
行
な
い
、
学
内
理
事
会
の
縦
を
経
た
の
で
、
別
紙
「
ト
ウ
ー
ル
ー
ズ
第
一
社
会
科

学
大
学
お
よ
び
立
命
館
大
学
間
の
交
流
に
関
す
る
協
定
」
の
と
お
り
の
内
容
で
協
定
を
締
結

し
た
い
と
の
経
過
説
明
お
よ
び
提
案
が
行
な
わ
れ
た
。

つ
づ
い
て
小
野
一
郎
国
際
学
術
交
流
委
員
長
よ
り
、
学
内
理
事
会
で
討
縦
が
行
な
わ
れ
た

際
に
川
さ
れ
た
問
題
点
に
つ
い
て
、
そ
の
後
、
国
際
学
術
交
流
委
員
会
委
員
長
お
よ
び
関
係

背
で
検
討
し
た
内
容
、
結
果
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
こ
で
修
正
さ
れ
た
点
も
含
め
て
別

紙
協
定
文
の
と
お
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
指
摘
の
あ
っ
た
点
の
う
ち
、
日
仏
い
ず
れ

も
正
文
で
あ
る
旨
を
入
れ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
郁
々
椎
討
し
た
が
、
す
で
に

先
方
の
学
長
が
署
名
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
以
前
に
本
学
側
か
ら
そ
の
点
に
つ

い
て
申
し
入
れ
を
し
て
い
な
い
と
い
う
経
過
も
あ
る
の
で
、
協
定
岬
に
著
名
を
し
て
送
る
際

に
世
Ⅱ
簡
の
小
で
ふ
れ
て
お
く
こ
と
で
よ
い
と
考
え
る
こ
と
お
よ
び
協
定
の
発
効
Ⅱ
に
つ
い
て

も
書
簡
の
中
で
本
学
側
の
考
え
方
を
明
記
し
て
送
る
こ
と
と
し
た
ら
よ
い
と
考
え
る
こ
と
等

に
つ
い
て
脱
川
が
行
な
わ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
件
に
関
係
の
あ
っ
た
山
下
健
次
協
縦
員
よ
り
、
協
定
第
二
条
の
仙
項
の
待
遇

に
関
す
る
表
現
は
仏
語
で
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
は
な
い
の
で
も
う
少
し
や
わ
ら
か
い
表
現
に
改

め
た
方
が
よ
い
と
い
う
点
が
出
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
社
会
科
学
大
学
の
慨

山
下
健
次
協
議
員
よ
り
出
さ

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
社
会
科
学
大
学
お
よ
び
立
命
館
大
学
は
、
両
大
学
間
に
す
で
に
存
す
る
関

係
の
具
体
化
を
は
か
る
。

そ
の
た
め
に
、
立
命
館
大
学
を
代
表
す
る
学
長
天
野
和
夫
教
授
お
よ
び
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
社

会
科
学
大
学
を
代
表
す
る
学
長
ミ
シ
エ
ル
・
デ
ス
パ
ッ
ク
ス
教
授
は
、
以
下
の
と
お
り
大
学

間
の
交
流
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
。

第
一
条
両
締
結
大
学
は
、
こ
の
協
定
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
教
育
を
ほ
ど
こ
し
知
識
を
ひ

ろ
げ
る
こ
と
を
Ｈ
的
と
し
て
相
互
の
関
係
を
強
化
し
交
流
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と
、

お
よ
び
両
大
学
間
の
友
好
関
係
を
樹
立
し
社
会
の
進
歩
と
科
学
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
を
深
め
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

第
二
条
こ
の
協
力
関
係
を
実
現
す
る
た
め
に
、
教
員
の
交
流
を
行
う
も
の
と
す
る
。

側
各
大
学
は
、
大
学
の
敬
育
に
参
加
し
ま
た
は
研
究
を
行
う
月
的
を
も
っ
て
、
必

要
に
応
じ
て
長
期
ま
た
は
短
期
の
教
員
の
交
流
を
行
う
も
の
と
す
る
。
受
け
入
れ

大
学
は
、
派
遣
さ
れ
た
教
員
に
対
し
て
研
究
施
設
お
よ
び
資
料
の
利
用
を
無
悩
で

保
陣
し
、
か
つ
研
究
遂
行
上
必
要
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す

プ
（
》
○

Ｍ
受
け
入
れ
大
学
は
、
派
遣
さ
れ
た
教
員
に
そ
の
所
属
大
学
が
認
め
た
資
怯
を
考

慮
し
、
適
切
な
処
遇
を
す
る
も
の
と
す
る
。

八
暁
紙
Ｖト

ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
社
会
科
学
大
学
お
よ
び
立
命
館
大
学
間
の
交
流

に
関
す
る
協
定〔

一
第
七
○
一
Ⅲ
大
学
協
縦
会
議
事
録
」
（
昭
和
五
七
年
一
○
月
三
○
日
）
〕
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九
五
五
立
命
館
大
学
と
南
開
大
学
と
の
学
術
交
流
に
関
す
る
協
定

（
案
）
に
関
す
る
件
〔
一
九
八
四
年
〕
☆

立
命
館
大
学
と
南
開
大
学
は
、
両
大
学
（

認
し
、
以
下
の
と
お
り
合
意
に
達
し
た
。

続
い
て
、
学
長
よ
り
、
こ
の
協
定
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
本
学
と
し
て
の
協
定
（
案
）

で
あ
り
、
今
後
南
開
大
学
と
協
議
し
た
上
で
協
定
を
締
結
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
、
審
談
の
結
果
こ
れ
を
承
認
。

八
別
紙
Ｖ

副
学
長
か
ら
、
理
事
会
（
学
内
）
の
談
を
経
た
も
の
と
し
て
、
立
命
館
大
学
と
幸

と
の
学
術
交
流
に
関
す
る
協
定
（
案
）
に
つ
い
て
、
別
紙
の
と
お
り
説
明
・
提
案
。

一
三
双
方
は
｝

↑
灯
が
争
う
。

二
、
双
方
は
、
毎
年
，
度
（
四
月
～
翌
年
三
月
）
六
ヵ
月
の
範
囲
内
で
、
研
究
・
教
育
活
動
の

た
め
に
研
究
者
の
交
流
を
行
な
う
。
具
体
的
な
執
行
計
画
は
、
協
縦
の
う
え
決
定
し
、

五
、
本
協
定
は
日
本
語
お
よ
び
中
国
語
で
作
成
さ
れ
、
い
ず
れ
も
正
文
で
あ
る
。

本
協
定
は
署
名
の
日
か
ら
発
効
し
、
修
正
あ
る
い
は
停
止
す
る
場
合
は
双
方
の
協
議
を

四
、
両
大
学
の
交
流
の
過
程
で
発
生
し
う
る
協
力
項
目
は
、
双
方
が
協
誠
し
、
合
意
し
た
場

一
、
両
大
学
は
、
机
互
に
関
〆

協
力
と
交
流
を
行
な
う
。

実
施
す
る
。

合
に
は
実
施
す
る
。

経
て
行
な
う
。

立
命
館
大
学
と
南
開
大
学
と
の
学
術
交
流
に
関
す
る
協
定
（
案
）

〈
学
と
南
開
大
学
は
、
両
大
学
の
あ
い
だ
で
机
互
理
解
と
友
好
を
深
め
る
意
義
を
碓

図
書
館
等
を
通
じ
て
学
内
定
期
刊
行
物
、
資
料
、
お
よ
び
文
書
等
の
交
換
を

年
●
月
日

立
命
館
大
学
長

机
互
に
関
心
を
有
す
る
学
問
分
野
に
つ
い
て
、

（
学
内
）
の
議
を
経
た
も
の
と
し
て
、
立
命
館
大
学
と
南
開
大
学

南
開
大
学
校
長

平
等
育
恵
の
立
場
で
学
術

〔
一
第
七
三
三
回
大
学
協
議
会
議
事
録
」
（
一
九
八
四
年
七
月
一
四
日
こ
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九
五
六
〔
立
命
館
大
学
学
外
研
究
員
規
程
に
よ
る
国
外
留
学
者
数
二
九
五
五
～
八
四
年
度
こ

立命館大学学外研究員規程による国外留学者数〔1955(昭30)～1984(昭59)年度〕

〔教学部資料から作成〕

△印は短期（3ヶ月以上6ヶ月以内）留学をしめす型※人員数は延数である-

-311-

弱壷～ﾐ壁

1955(昭3i

1956(31

1Q貝7イq‘
上 ヅ ン 0 、 ． u 4

1958(31

1Q員Qイq4
LvJJ,』

1960(31

1961(31

1962(3',

1963(3i

19643!

1965(41

1966(4

19674)

1968(4:

1969(4.

197041

1971(41

1972(4'

1973(4i

1974（4§

1975（5（

19765

19775;

19785:

19795-

1980（5：

1981(5l

1982（5

198351

198451

（計〉

，L‘
1．戸、

△

△

△

△ ］

24 20

△1

△

△

19

汁
陛

峠
に

△

ヱユ

．
反
』

１
１

△ 1

△1

△］

ｏ
〕

理工

△ 1

△1

2

蕊
－

ム
ロ

1

１
，
Ｊ

Ｊ
，
凸

術計

規程改正（留学区分

経営学部設置

産業社会学部設置

規程改ll

規程改正（全面改正

規程改正(全面改正



九
五
七
〔
学
外
資
金
に
よ
る
国
外
留
学
者
数
二
九
五
六
～
八
四
年
度
）
〕

学外資金による国外留学者数〔1956(昭31)～1984(昭59)年度〕

〔教学部資料から作成

※留学者とは海外出張者を除き、3ヶ月以上のもの:

-312-

慰～壁
1956(31

195732

1958

1959（3

lOl-io

1961

1962(3

1963（3

19643

1965（4’

1966(4

1967(4:

1968(4,

1969（4

1970(41

1971(4i

19724'

1973(41

1974(41

197551

197651

1977(5;

1978（5｛

197915'

1980(51

1981(51

1982(51

1983(5i

1984{5!

（計

ｊ
皇

２
’

－

▲
印
訂

、
芦
匡 産社

｜
『
二
呂
呂
呂
一

1

1

2

1

11

理工

’
１
１

’
１

’
１

’
２

’
１

’
１

’
１

｜
、
皿

みふヒー

に』弓

’
１

’
１

’
１

｜
Ｑ
Ｊ

｜
Ｆ
Ｏ

’
１

｜
目
』

｜
“

備



交流協定による交換研究員の受入・派遣状況〔1963(昭38)～1984(昭59)年〕 九
五
八
〔
交
流
協
定
に
よ
る
交
換
研
究
員
の
受
入
・
派
遣
状
況
二
九
六
三
～
八
四
年
こ

（）は月数

注1)協定以外に招待によるものを含む。

注2）「その他」は委託研修員として受け入れた外国人研究（協定によるものではない八

〔交流協定締結先〕

ソ連邦科学アカデミー東洋研究所(11/1和148年in.同改訂昭和57年7月：

中国南開大学（昭和58年9月覚書交換）

フランストウールーズ第一社会科学大学（llr{和58年4月）

ポーランド科学アカデミー社会科学部（昭＃1152年3月）

東ドイツベルリン・フンボルト大学（昭和55年2月）

〔注・教学部、｜上|際センター資料より作成〕
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、§訳等
年度~、

1963(昭3f

1964(39

1974（4皇

197551

19765

1977(52

1978(53

1979(54

1980(55

1981(5(

198257

198358

1984（5富

､ノ連

受入

(3t

(8.C

(5．0

i7R
、J･LJ

(5.5

(10.

(8.5

(5.0

／巨辰
、J･J
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(10.

1K進

｝

r1q
lユu_

(15.

(5C

(5.7

(7

1.（

(12.

(3－（

(0.〔

ポーラノ

受人

(2.0

(20

(0.5

派遣

(1.〔

1C

(0.E

l.C

(OE

(02モ

(0.2モ

東ドイツ

受入

(2.（

(3.‘

(4.E

／ワワに
hI〃．

5.E

(6.2!

派進

(2.（

il!

(57［

(10.1

(6.〈

その他

(6.（

15.C

雪
一
例

へ
”

１
ノ

垂
又

(3

(8’

(5.’

(7．

(5．

(10．5

19

(125

(10.C

(4．

13

(28.25

12

r1or、
I」と。し

{7'7E
II‐』し

派進

(6（

(130

(15.0

(6．

(6．75

(Q
、vﾛ

(7．

(3.（

2(）

(1825

(14.0
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九
五
九
〔
国
際
学
術
交
流
研
究
会
等
の
開
催
状
況
二
九
七
六
～
八
四
年
こ

国際学術交流研究会等の開催状況〔1976（昭51）～1984（昭59）年：

I!,7lii昭Til,年人文科学研究所ソ連邦科学アカデミー・柳火研究所
ソ連州における日ソ:係研究について

10月20日(iﾘl治大正思想史研究会IN.V.ワシリーエフ

1977(昭152)年同上ハンガリ一・Kマルクス経済大学ハンガリーにおける社会主義的経済の形bj

3月7日（社会主襲的所有研究会T.I.ベーレ ンドと発鵬

5月24日理工学研究所I.VanA.GettingLaboratoriesTheImpactofAdvancedSpaceSysteir

Dr.BarbraK.ChingofTheEarth'sUpperAtmosphere

andlondphere

7月20日人文科学研究所‘ワルシャワ大学
I兇代ポーランドにおける法的諸問題

（社会主義的所有研究会)R.リエジャネック

9月1日理工準研 究 所 ミ シ ガ ン 大 学
ScienceofMataialProperties

J.Dasko

11月9日人文科学研究所ソ連邦科学アカデミー・東洋学研究所
民族解放革命の現段階

（現代経済研究所)IA.C.カウフマン

11月11日同上l司上・匡l隙労伽研究所資本主鍵国家と階級柵成一労働者階級の且

（労働問題研究会)U.I.ベレジィーナ場

1978(昭'53,年人文科学研究所ロンドン大学"BillolRight"について
4月7日国際学術交流研究会デニス・ロイド

】 0月27日同上ベルリン・フンボルト大学ドイツ 民 主 共 和 国 に お け る 婦 人 と 生 活 と ハ

レナ・デ．ルトコフスキー位

ii月24日同上ライプチッヒ大学ドイツ民主共 和 国 の 大 学 教 育 に お け る 科 今 j

ハンス．ウーシング史・技術史の位置づけについて

Iil7!,(昭i54)年同上ソ連邦科学アカデミー・東洋'抑ﾉf究所ソ迎におけるII本文学研究-10月革命か吟

2月5日ニーナ・チェコダリー今日まで

4月7日理工学研究所カナダ国立研究所
X線粉末I,,l折ファイルについて

カルバート

4月9日人文科学研究所ウクライナ共和国科学アカデミー
、ﾉ連における経営管理の近代化

国際学術交流研究会ゴリコフ．V・I

6月,，日同｣二ヘルマン・クレンナー東独における法哲学の発股と現代的課迦

I'miK昭155)年同 上 ベ ル リ ン ・ フ ン ボ ル ト 大 学 フ ンボ､ルト大学、ドイツ民主共和国にお{

2月20日H・クライン、J.クリンカートる学術研究と教育制度

4月18日1両1上、ﾉ連邦科学アカデミー．世界経済研究
ソ連における日本経済研究の最近の特徴

所レオチェバ‘E､L、

-314-
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5月16日

9月12日

10月31園

11日ワq扉
▲▲'』ｰ、'生,

l2Il3E

1981(昭56)年

1月30日

5月28日

5月3()日

6I126i-i

10月19国

12月19農

12月2］農

1982(昭57)年

3月13日

4F~T1つrl

Ltノ」LQ口

同上

l可上

同 上

(現代社会主礎研究会：

人文科．.jを研究所

(現代社会主捜研究会）

同上

人文科学研究所

国際学術交流研究会

同上

理工学研究所

人文科学研究所

国際学術交流研究会

同.上

同上

(総合研究会）

同上

(現代社会主義研究会；

理工学研究所

人文科'､iと研究

(総合研究会）

人文科'抑ﾉf究所

(総合研究会）

同上・世界文学研究所

ベルドニコフ．GP

Ilil上.｜|本部災

キム，L，C

ポーランド科学アカデミー

バルバラ・ザヴ7．ツカ

ポーランド科学アカデミー

IマカーチックJ、

ソ連邦科学アカデミー・東洋学研究所

ﾁｴﾚｺﾌ,MG，

llil上・国家と法研究所

ラフ川ﾁｪﾌ

ベルリン・フンボルト大学

ﾎﾙｽ｜､.ﾌﾟﾚﾝｯｹ

ブリテッシュ・コロンビア大学

RobGrtMiura

l･Il立ウェィン大承

ロバート･ｸﾞﾚﾉﾆｰ

ベルリン・フンボルト大挙

ヨハン・アドリア碁-

ソ連邦科学アカデミー・世界文学研空

所レーホ・キム

中国社会科学院哲学研究所

｜l瀧頑

ラークソン大学

中 村明

･ﾉ連邦科学アカデミー・東洋学研究所

A、1．レスコフスキー

ソ連邦科学アカデミー・東洋学研究所

〆 ､ 戸 斗 ′

LJ．』勺．一ヤル孔

iiil上・対外局

LVミロヴィードヲ

liiIl竜・東洋承研究所

1．A．ﾗﾃｲｼｪﾌ

－31 5－

世界文学研究所にお･ける研究活動について

俄後11本文学

晶近のポーランド'ilti勢．について

園|際法と新国際経済秩序

日本の東南アジア進出をめぐって

､ﾉ連における経済政策

Someeconom1candfinancialprol〕lems

intheGermanDemocraticRepublic

NonlinearWavesofSpreading

CorticalDepression

アメリカ憲法の現状

フンボルト大学における法学教育

戦後{1本文学の浦潮流とイデオロギー

中国哲学界の動向一中国・日本哲学会の活

動をめぐって

非線型燥発減衰型孤立波の厳密解

アジアにおける政治的経済的イデオロギー

的支配の椛造

第2II1l1-lソ・シンポジュウムの恵災

ソ連剛科学アカデミーの組織と活蛍

第2IlllLIソシンポジュウムのソ連側研究状

況



同上

(現代社会主義研究会）

4月16日 オックスフォード大学

ウオジミエン･ﾌﾞﾙﾇ

共産主鍵体制における政治的複数主義と市

場

5月15日 ChemistryUniv

J.F､Mata

理工学研究所 Non-covalentcatalviicInteractions

AModel｛orEnzVmeChemistrv

経営学会・人文科学研究

所

5月21日 イエーブーー大学

GunterSChmidt
資本主袋と社会li-Sでの経済民主主義

6月12日 人文科学研究所

(現代経済研究会：

デ'ノー大学

A，ヴァディアナサン
当面するインドの農堆問題

6月29日 同上

国際学術交流研究会

クライスト・ホスピタル校（ロンドン？ 現代ロマン派詩人一SeamnsHeanlvに

ついてRe2ihaldWalters

理工学研究所7月29H ボルドー大学

1.Claver産
Photoelectrochemical明ﾉaler

人文科学研究所

国際学術交流研究会

l()月22屡 ベルリン・フンボルト大学

ギュンター・ローデ
東ドイツの農業における協同組合民主主裳

10月28．葛 同上 ,オハイオ州立大学

M,L･ベネディクト

レーガン政椛とアメリカ政治一リベラル派

からみたアメリカ政治の危機と1982年中間

選挙における選択の持つ意味をめぐって

同上11月2日 ベルリン・フンポルト大学

Nｸﾚﾝﾂﾘﾝ
東ドイツにおける美学の動向

11月4巳 理工学研究所 カリフォルニア大学

HEDewiti

StatisticalMechanicsofStronglv
1

CoupledCoulombSvstems

11月12層 人文科学研究所

国際学術交流研究会

ベルリン・フンボルト大学

Hピューシェル

東ドイツの新腿法に関する若干の蕪本問題

について

11月19層 同上

(現代社会主袋研究会』

ワルシャワ中央計画統,il大学

I、ルトコフスキー

NewManagemGnlSysyeminPoland－

obstaclGsandhope-

11月26量 同 上 北京大学
中国における工農業の発展と展開

田万芹

ｊ
職
日

年
０

（
５
ワ
些

躯
月

〃
い
負
〕

３８９１ 人文科学研究所

(現代経済研究会：

釜山大学 韓国資本主錠の構造一国家資本主義的発展

の帰結鉾’|紫側I

8月8日 人文科学研究所

(黒人文化研究会易

カリフォルニア大学

マジン・クネーネ
南アフリカの解放と文学の役割

10月15匿 同上

(現代経済研究会：

ベル'ノン・フンボルト大学

H･ﾌｪﾂｾﾝ
東南アジ7'1滑国における農業問題

ソングクラ大学

P,SangcharoGnra:

10月17雪 理工学研究所 Theteachingenivironmentof

MathematicsandComputerScience

－316－



l(沖126画
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1984(昭59年

1117日
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31131I

3jI23H

4114Ll

41’161」

5月25LI

511261－1

10月7雷

lOi-l20悪

101122厘

12〃3壁

l21114Il

同上

人文科乍研究所

(現代社会主侭研究会》

同k

(労伽間迦研究会：

人文科学研究所

外連協

理工学研究所

人文科学研究所

(黒人文化研究会：

同上

国際学術交流研究会

同|鷺

同」男

人文科学研究所

産業社会羊部

同

人文科紫研究所

国際学術交流研究会

同上

同’2

同_上

同'三

|nl上

ゾャタプーア大．；を（インドf

J,K,Choudhury

ベル'ノン・フンボルト大学

ホルスト・ブレ ン ツ ケ

ローマ大｡､jを

MIN(〕VIANELL(）

'しイジアナ州立ﾒぐ．族

MarilvnGibso室

コロラド大．､iを

小陥宏If］

センベーヌ・ ウスマニ

ワルシャワ大学

Iレヴァンドフスキー

ifi開大学

魂宏進

AverVHillCollegG,Lon〔!o窯

DrBonAnthonV

ローーマ大学

All〕eriolzzo

ベルリン・フンボルト火'､族

Aslri(lBroc}11Cs

パリ第二入学

ﾌ霞ﾉﾜ･ｼﾞｬﾉｰ

ミュンヘン大学

VVnligangPikentsher

『人ァ，.，烏･〉･-ル,2，；・
ノノプグノ、‐j－

1.S1raszGwlc夏

ベルリン・フンボルト人疲jと

▼戸■TT■1■

k、arlnlllrd】、a

''1匹l法政大学

陳光Ip

''1極l社会科学側‘6

朱紹文
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VariousProblemsonMo〔lre唾

IrltrumenlaIlon

ドイツ民主共和国の経済戦略における社会

主獲財政の役削

イタリアの労使'111迦とイタリア社会の現状

TheInfluenceofItalyandMexico

onD．H、Lawrence

高圧・分-f性結雌

アフリカ文'､jらの現状

ポーランドの法体系

1-1-:IKIにおける抽｡11職や)則の研究に-ついて

国際平和におけるオリンピック述測

ンユッツとウェバー

東ドイツの史'､j島尚のアジア的生産様式論争

フランス鰯/f共lI制における憲法的・政治

的変化について.－とくに1981年以降一

[)ieDreiFunkionenderWirtschaI!ご

kontrolle(Anlilrust）

ボｰﾗﾝドの現状について

192()年のドｲﾂ文学･芸術の思想

中刷刑訴法の現状について

中国雑済改1liIfの課地とその歴史的背力!．



121=11511mk デリー大芦j島

(現代経済研究会1 DrK･Mishra

<PIソ学術シンポジウム＞

第1回昭和54年II月3日～11月6日本学にて開催

テーマ「戦後日本の社会構造の変化」

主催ソビエ|､社会主義共和国連邦科学アカデミー

立命館大学

後援朝日 新間社

インドの部族と農村問題

第2回昭和57年7月13日～7月16日ソ連邦レニングラード市にて開雌

テーマ「現代日本の支配椛造」

主催ソビエト社会主義共和国連邦科学アカデミー

立命館大学

〔『立命館学園広報｣、匡I際センター資料〕
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